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EXPERT シ リー ズ 本 体 十 キー 
CZ-602C-BK( ブ ラッ ク )・-GY( グ wis 
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ー ド + マウ スト ラッ クボ ー ル PRO シ リー ズ 本 体 キ キーボード + マウ ス 
標準 価格 356 000 円 (税別 ) CZ-652C-GY (グレ ー) ш к ラッ ク ) 標準 価格 298.000 円 (税別 ) 


HD タ イプ CZ-612C-BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 466.000 円 (税別 ) HD タ イプ CZ-662C-GY( グ レー)・-BK (ブラック) 標準 価格 408.000 円 (税別 ) 


選べ る 3? タ イプ の ディ スプ レイ を サボ ポー 


15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (ドッ トピ ッ チ 0.39mm) CZ-602D-GY( グ レー)・- BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 99.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 
15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (ドッ トピ ッ チ 0.31mm) CZ-612D-GY( グ レー)・- BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 119.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 


(ドッ トピ ッ チ 0.31mm) CZ-603D-GY( グ レー)・-BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 84.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 * 税 別 ) 
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「 少 な 〈 と ども 、 同 じ ベ クル レ を も つ ス タッ フ で 仕事 を し 
た い 」、 ク リエ イタ ー の 間 て よく 言わ れる こと で す が 
. 環 っ て いて も 意志 の 通じ 合う 、 そ ん な 環境 が さら 
に いい 仕事 を 喚起 し て くれ る も の で す 。 X68000 
. を 囲む ユー ザー、 ソ フト ハウ ス 、 パ プリ ッ シ ャ ー、 ハ 
ー ド ベン ター、 そ し て 私 た ち メ ー カ ー の 関係 も 、 まさ 
に そう し た 絆 を 感じ させ る も の が ある と いえ ば 者 り 
で し ょ うか 。 こ れ ま で 着実 に 培 わ れ て きた 、 そ し て い 
ま 目 の 当たり に する X68000 の 環境 に も 、 同 じ “ の 
り の も と で ます ます 活性 化す る 使用 環境 、 さ ら に 
新た な 指標 を めざす パワ フル な トレ ンド が 上 息づい 
て いま % プ ブロ の 技法 を サポ ー ト し た 上 で て ヒュー マン 
イン ター テイ ス を も 追求 し た 高 感度 アア プ リケーション, 
また 多彩 な ペリ フー ラル の サポ ボー ト で さら (に 高 次 元 
な 領域 へ と 踏み 込め る シス テム 環境 先鋭 か アー ティ 
スズ カッ ク な 側面 と 、 ホ リゾ ンタ ルレ な マシ ン と [て の 不偏 
性 。 潜 在 能 力 が また ひと きわ 光彩 を 放ち ます 


2 o G マウ 


共通 特長 > 介さ ら に 高い 次 元 へ と 進化 し た 処理 
機能 と ヒュ ー マ ン イン ター フェ イス 、 Human 68 Кк 
Ver2.0、 日 本 語 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サ ver2.0 搭 
Ө プロ セッ サ の 未来 を 先取 し た 68000 搭 載 ө 

テキ スト 、 ク ラオ ッ ク 、 スプ ラ 介 の 3 画面 を 独立 させ 
た 独自 の メモ リア ー キ テク チャ ー 91024 х 10924 К 
ッ ト (最大 表示 エリ ア 768X512 ド )、 高 品位 な 
金属 まで も 自然 に 表現 し うろ 65.536 色 同 時 発色 
(512 X512 ド ッ ト 時 ) の 高 解像度 自然 色 ク ラオ ッ ク 
ス 例 16X16 ド ッ ト の 級 密 な キャ ラク タ を 駆使 で きる ス 


プラ イト 機能 (水平 32 ス プラ 全 、1 画 面 128 ス プラ イト 、 


65,536 色 中 16 色 ) @ リア レル な サウ ンド シー ン を ク グリエ. 
介 で きる ステ レオ FM 音源 に 加え. サン プリ ンク 音源 
と L て AD PCM 搭載 オート ロード 、 オー トイ ジェ 外 ト 
メカ 採用 、 イ ン テ リ ジェ ント な 1M バ イト の 5"FDD2 茶 
搭載 @ 昔 積 さ れ た 多彩 な ジャ ン ル の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン な が 利用 で きる X68000 シ リー ズ と ソフ トコ ン Sf, 


AXB8OOO 


PERSONAL WORKSTATION 


EXPERT: PRO 


e 5 2 (30Z-612C-BK + CZ-612D-BK, € ÉU&(4CZ-652C-GY + CZ-603D-GY 


X68000 見 体験 フェ ア | 全国 各地 で て 好評 開催 中 。 


EXE リ ー ダ ー ズ グッ ズ @ いま 、 EXE 会 員 よ り ご 紹介 の お 客 様 が EXE シ ョ ッ プ で X68000 シ リー ズ を 購入 され ます と 、 EXE 会 員 
JLE 施 中 に EXE リ ー ダ ー ズ グッ ズ を プレ ゼン ト し ます 。, 詳し く は EXE シ ョ ッ プ に お 問い 合わ せく だ さい 。 
ө また 、X68000 シ リー ズ を ご 購入 の お 客 様 は 、 ぜ ひ EXE ク ラブ に ご 入会 くだ さい 、 


グ ャ ー ん 株 式 会 社 e お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 称 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 谷 (06)621-1221( 大 代表 ) 
PAARI E =з ERRE E BL BB RARE Th: / MERTS 3-88 01 (03) 260-1161 (大 代表 ) 


本 広告 に 掲載 に て お り ま す 商品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 合 
まれ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 


〈EXPERT シ リー ズ > 高 密度 実装 を 象徴 する オ 
ルム 、 マ ン ハ ッ タ ン シ ェ イブ 欠 新 た な 領域 を ひら 3M 
バイ ト の 大 容量 メモ リ を 標準 装備 、 メイ ン メ モリ は 標 
準 で 2M バ 人 、 最 大 12M ヾ イト まで 拡張 可能 ө 

40M バ 介 ハ ー ド デス ク 搭 載 (CZ-612C)*※ ө-т 
ウス トラ ッ ク ボ ー ル 標準 装備 Ө 日 本 語 入 力 に スム ー 
ズ に 対応 する ASCII 準 拠 フ レキ ー ボ ー ド を 採用 。 

く PRO シ リー ズ > @ 意表 を つく 〈 ボ ディ コン スト ラク ショ 
ン 、 高度 な 実装 技術 に 裏付け られ た 洗練 と 信頼 


性 の 、 新 し い ス タン ター ド フ ォ ル /、@ 高度 な シス テム 


化 へ の 対応 を 考慮 し た 4 スロ ッ ト の 拡張 1/0 ス ロッ 
京 準 装備 プロ ニー スズ 【!- 対 応 し た 大 容量 ファイ 
ル 40M バ イト レー ド 考 スク 搭載 (CZ-662C)* ө 
2M バ パ 代 の 大 容量 メモ リ を 標準 装備 @ マ ウス 標準 
装備 介 使 いや すい ワ 條 スケ ー ル の フレ キー ボー ド 


※CZ-602C、CZ-652C に は 、 本 体内 に 内 蔵 で きる 増設 用 の 
40M バ イト ハー ド デ ィ スク ドラ イブ (CZ-64H 標準 価格 120.000 円 
税別 ・ 取 付 費 別 ) を サポ ー ト 。 


消費 税額 を お 支払 い 下 さい 。 


表紙 絵 Moto Noriyuki 


UNIX は AT&T BELL LABORATORIES の OS 名 で す . 
Mach は カー ネギ ー メ ロン 大 学 の 0S 名 で す 
CP/M,P-CPM,CP/M plus,CP/M-86,CP/M-68K,CP/M- 80 
00, DR-DOS(4 DIGITAL RESEARCH 

0S/2 は IBM 

М5-00%,М5-05/2,ХЕМІХ,МАСКО 80,MS C は MICROSOFT 
MSX-DOS は アス キー 

05-9,05-9/68000,05-9000,ММУ/ C は MICROWARE 

UCSD p-system は カリ フォ ルニア 大 学 理事 会 
WordStar,WordMaster は WORDSTAR International 
TURBO PASCAL, TURBO C,SIDEKICK は BOLAND INTERNAT 
IONAL 

LSI C は LSI JAPAN 

HuBASIC は ハドソン ソフ ト 

の 商標 で す 。 その他, ブロ グラ ム 名 CPU 名 は 一 般 
に 各 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 本 文中 で は "TM”, 
“^R" マ ー ク は 明記 し て いま せん 。 

本 誌 に 掲載 され た プロ グラ ム の 著作 権 は フロ グラ ム 
作成 者 に 保留 され て いま す 。 著作 権 法 上 , PDS と 明 
記さ れ た も の 以外 , 個人 で 使用 する ほか の 無断 複製 
は 禁じ られ て いま す 、 
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IT X640/680 


HARP 


ディ スプ レイ 関連 


RGB シ ステ ムチ ュー ナー 
CZ-6TU-GY・-BK 
標準 価格 33.100 円 (税別 ) 
(リモ コン 付 ) 


15 型 カ ラー ア ィ スプ レイ テレ ビ 
CZ-602D-GY・-BK 


標準 価格 99.800 円 (税別 ) 
(チル トス タン ド 同 梱 ) 


15 型 カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ 
CZ-612D-GY・-BK 


標準 価格 119.800 円 (税別 ) 高 性 能 CRT フ ィ ル ター 
(チル トス タン ド 同 梱 ) BF-68PRO 

お の 。 標準 価格 19,800 円 (税別 ) 
EM ASTU AE | (14/1529 8I) 


21 型 カラ ー デ ティ スプ レイ 
CU-21CD 
標準 価格 139,800 円 (税別 ) 


x 


cp 
125; 


14 型 カ ラー ディ スフレ イ 
CZ-603D-GY・-BK 


標準 価格 84.800 円 (税別 ) 


(チル トス タン ド 同 梱 ) 


ク グ アプ デ ティブ (RK b $ NSE 


CZ-600C/601C/611C/602C/612C 


アー ト ツ ー ル 


24 ド ッ ト 
熱転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ 
CZ-8PC3 

標準 価格 65.800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ エイ メー ジス キャ カツ 
CZ-8NS1 
標準 価格 188.000 円 (税別 ) 


スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド 48 ド ッ ト 


CZ-6BN1 NT < u 
標準 価格 29,800 円 (税別 ) CZ-8PC4-GY 


標準 価格 99,800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ ー ビ デ オプ リン タ 
*CZ-6PV1 
標準 価格 198.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 
CZ-6VT 1 


CZ-6V T 1-BK 
標準 価格 69,800 円 (税別 ) 


(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


24 ビ ンカ ラー 漢字 プリ ンタ (80 桁 ) 
CZ-8PG1 

標準 価格 130.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (20MB) 
'CZ-620H 
標準 価格 178,.000 円 (税別 ) 


24 ピ ンカ ラー 漢字 プリ ンタ (136 桁 ) 
CZ-8PG2 (40MB) 


増設 用 ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 
標準 価格 160.000 円 (税別 ) CZ-64H 
標準 価格 120.000 円 (税別 ) 
(取付 費 別 ) 
x 取付 に 関し て は シャ ー プ 
お 客 様 ご 相談 窓口 に て ご 
相談 くだ さい 。 


24 ピ ン 漢 字 プリ ンタ (80 桁 ) 
CZ-8PK9 

標準 価格 89.800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト *2 [NEN 
IO-735X 


標準 価格 248.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 別売 ) 


※1 ご 使用 に 際 じ て は 、 カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ CZ-8NS1 に 同 梱 の RS-232C ケ ー ブ ル で 接続 する か 、 よ り 高 速 の パラ レル デー タ 伝 送 を 行う 場合 、 別 売 の スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド CZ-6BN1 標 準 価格 29,800 円 (税別 〉 で 接続 し し くだ さい 。 
※2 別売 の 信号 ケー ブル |0-73CX 標 準 価格 5,500 円 (税別 ) で 接続 し て 下さ い 。 


3⁄3 CZ-652C、662C を お 持ち の 方 は 包装 箱 の 表示 形 名 CZ-6BE 1A の 右 横 に マー ク 表 示 の ある も の を お 買い 求め くだ さい 。 


準 価格 は 税別 で す 。 


@ 21 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ ※ 


CU-21CD 139,800 円 


映像 ・ 画 像 入力 編集 装置 


@ カ ラー イメー ジス キャ ナ CZ-8NS1 188,000 円 


@ カ ラー イメ ー ジ ボー ドロ I 
@ 立 体 映像 セッ ト 
@ パー ソナ ル テロ ッ パ ※ る < 


CZ-8BV2 397,800 円 
*CZ-8BR1 29,800) 
CZ-8DT2 44,800Ғ3 


F M 音源 
@ ス テレ オタ イフ FM 音源 ボー ド CZ-8BS 1 
スピ ー カ ー(2 本 1 組 ) 標準 装備 、 ミ ュー ジッ クツ ー ル 同 梱 


@ 24 ピ ンカ ラー 漢字 プリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PG1 130,000 円 


23,800 円 


ө 24 ピ ンカ ラー 漢字 ブリ ンタ (136 桁 ) CZ-8PG2 160,000 円 
@ 24 ビ ピン 漢字 プリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PK9 897,800 円 
@ 24 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ CZ-8PC3 65,800 円 
@ 48 ド ッ ト 圭 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ CZ-8PC4・-GY 997,800 円 
@ カ ラー ビデ オプ リン タ Ж CZ-6PV1 198,000 円 
@ カ ラー イメ ー ジ ジェ ッ ト I0-735X 248,000 円 


ファ イル 
e ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト (2HD・2D)※3 廊 CZ-520F 118,000 円 


@ АС» 
++» -HARI Lİ @ お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 帳 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 T 545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 B (06) 621-1221 (大 代表 ) 


メ ら 6// ソ を グ ガ ー ム 人 。 


ON AR . 
PO 1 
1 FN "enit 


1MB 増 設 HNAM ボ ー ド 
(CZ-600C 用 ) 
CZ-6BE1 

標準 価格 35.000 円 (税別 ) 


1MB 増 設 HAM ボ ー ド *? 
(CZ-601C/611C/652C/ 
662C 用 ) 

CZ-6BE1A 

標準 価格 38.000 円 (税別 ) 


2 МВ ВАМЖ-К 
С2-6ВЕ2 
標準 価格 79.800 円 (税別 ) 


4MB 増 設 RAM ボ ー ド \* 
CZ-6BE4 
標準 価格 138.000 円 (税別 ) 


2:20 


IN 


X» CZ-652C/662C 


je 数 値 演算 プロ セッ サポ ボー 
CZ-6BP1 
標準 価格 79.800 円 (税別 ) 


LAN ボ ー ド 
CZ-6BL1 
£ (fi 268.000 円 (税別 ) 


m 
e. 26 
de ; Bop 


212) +, 1/0 ポ ボード FAX ボー ド 
CZ-6BU1 CZ-6 BC1 
標準 価格 39.800 円 (税別 ) 標準 価格 79,800 円 (税別 ) 


$ IU EL AR BI d 
PAE KAK сансан АР AN - 
D 5 f Ce 75-4 Pos ДА! 
Асық un | | A^: ue 
ko 5 и: ue IO 
EE RERUM Mut: 
d ポア 


GP-IB ボー ド 
CZ-6BG1 е, 
標準 価格 59.800 円 (税別 ) MIDI ボ ー ド 


CZ-6BM 1 
標準 価格 26.800 円 (税別 ) 


増設 用 RS-232C ボ ー ド 

(2 チャ ン ネ ル ) 
CZ-6BF 1 

標準 価格 49.800 円 (税別 ) 


モデ ム ユ ニッ ト ぎ ? 
CZ-8TM2 

標準 価格 49.800 円 (税別 ) 
(RS-232C ケ ー ブ ル 同 梱 ) 


_RS-2320 ケ ー ブ ル レ 


RS-232C ケ ー ブ ル 

(平行 接続 型 ) 
CZ-8LM 1 

標準 価格 7.200 円 (税別 ) 


RS-232C ケ ー ブ ル 
(クロ ス 接 続 型 ) 
CZ-8LM2 

標準 価格 7,200 円 (税別 ) 


シャ ー ブ プペ リフ ェ ラ ルフ ァ ミ リー 


АХБӘООО 


CZ-8NJ2 
標準 価格 23.800 円 (税別 ) 


о” 


マウ スト ララ zin (NEN 
CZ-8NM3 
標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


Z“ 


トラ ッ ク ボ ー ル 
CZ-8NT 1 
標準 価格 13.800 円 (税別 ) 


Ф“ 


マウ ス 
CZ-8NM2A 
標準 価格 6.800 円 (税別 ) 


ジョ イカ ー ド 
CZ-8NJ1 
標準 価格 1,700 円 (税別 ) 


dote Ja vb мн 


拡張 |/0 ボ ックス (4 スロ ッ ト ) 
CZ-6EB1 
CZ-6EB1-BK 

標準 価格 88.000 円 (税別 ) 


(CZ-600C/601C/611C/ 
602C/612C 用 ) 


pud Я Me Чү ピー カ WO SUE 
5 АШКЫ ia Sera Bee 


7⁄7 Ё 

スピ ー カ ー シ ス テム (2 本 1 組 ) 
AN-S100 

標準 価格 36.600 円 (税別 ) 


シス テム ラッ ク 
CZ-6SD1 


標準 価格 44.800 円 (税別 ) 


(CZ-600C/601C/611C/ 
602C/612C 用 ) 


※4 ご 使用 に 際 し て は 、 あ ら か じ め 別 売 の 1 MB 増 設 HNAM ボ ー ド CZ-6BE1 標準 価格 35 ,000 円 (税別 ・CZ-600C 用 )、CZ-6BE 1A 標準 価格 38 000 円 (税別 ・CZ-601C、CZ-611C、652C、 662C 用 ) を 増設 し て くだ さい 。 
X5 モデ ム ユ ニッ ト CZ-8TM2 に 同 梱 の ソフ ト は X1/X1 タ ー ボ シリ ー ズ 用 で す 。 


@ ミニ フロ ッ ピ ー デ イィ スク ユ ニッ ト (2D) *CZ-502F 99.800 円 @JIS 第 1 水準 漢字 ROM ※7 CZ-8BK2 19,800Ғ3 @e ジョ イカ ー ド CZ-8NJ1 1.700 円 
@ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト (2D・1 ド ライ プ ) CZ-503F 49.800 円 @ RS-232C 用 ケー ブル (平行 接続 型 ) CZ-8LM1 7,200 円 © チルト スタンド #9 CZ-6ST1-E--B 5.800 円 
@ 堆 設 用 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ スク ドラ イプ (2D)*4 CZ-53F-BK 19.800 円 @ RS-232C 用 ケー ブル (クロ ス 接 続 型 ) CZ-8LM2 7,200 円 高 性 能 CRT フ ィ ル ター※10 BF-68PRO 19,800 円 
| @ 拡 張 |/0 ボッ クス CZ-8EB3 33.,800 円 @ ス キャ ナ 用 パラ レル ボー ド ※11 CZ-8BN1 27,8000 

拡張 ボー ド ・ そ の 他 @ RF コン バー タ ※8 AN-58C 2,980 円 e 品番 中 の - 表 示 は 、B く < プラッ ク >〉・E く オフ ィ ス ク グレー〉 を 示し ます 。 X1 

@ モ デム ユニ ッ ト (300/1200 ボ ー) CZ-8TM2 4980009 @ イン テリ ジェ ント コン トロ ー ラ CZ-8NJ2 23,800 円 ^1 タ ダー ボタ シリ ー ズ 用 ※2 CZ-862C に は 接続 で きま せん ※3 X1 タ 
*320KB 外 部 メデ モリ | CZ-8BE2 29,800 e マウ スト ラッ クボ ー ル CZ-8NM3 9,800 円 а ы x AR 
@ RS-232CO・ マ ウス ボー ド ※5 CZ-8BM2 19,800ҒҢ ev CZ-8NM2A 6.800 円 803C、811C、820C 用 ※8 CZ-820C、822C、830C 用 ※9 CZ-600D、 
@ フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス ※6 CZ-8BF 1 14 800 円 @ ト ラッ クボ ー ル CZ-8NT 1 13.800 円 880D、830D 用 ※10 |4 |5 型 用 ※11 CZ-8NS1 用 @ 接続 等 の 説 


明 に つき まし て は 、 周 辺 機器 総合 カタ ログ を ご 参照 くだ さい 。 
оаа aL CT 


部 T 162 5*5 xr T8 2 rh A Ж Т8 Җ Hb T$ (03) 260-1161 (大 代表 ) 


電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 


SHARP 


“アード ' と 呼べ る 高 水準 の ソリ フトウェア が 


デー タ と . と 手つき あう 法 、 SAX 
IRRA ОАЕ 7 M XL 17 —7—h TE. 


プラ イベ ー ト な デー タ や ビジ ネス デー タ を 簡単 な 操作 で 管理 ・ 運 営 で き ж у К л Ж. 
る パー ソナ ル デ ー タ ベー ス で す 。 リ フィ ル 、 タ ッ ク シ ー ル 、 ハ ガキ な ど へ の ТЕМ | Si 
印字 も OK。 シ ャ ー プ 電子 手帳 と の デー タ 変 換 (別売 の 通信 ケー ブル 
が 必要 ) も 実現 。X68000 の 情報 端末 と し て 利用 で きま す 。 
e 住所 録 / 名 刺 管理 / 電 話 帳 総合 管理 機能 : 最 大 32760 件 /1 フ ァイル の 大 容量 デー 
タ 管理 。 名 刺 管理 で は 画像 デー タ の 表示 も 可能 。@ カ レン ダー 機能 @$ スケジュ ー ル 機 
_ _ 能 @ 家 計 簿 管理 機能 @ メ モ 管 理 機能 @ 高 速 マ ル チ 検 索 
機能 e 世界 時 計 / 時 計 / バ イオ リズ ム / 電 
卓 な ど 多 彩 な アク セ サ リ ー 機 能 @ 各種 出 
カフ ォ ー ム を 装備 : シ ステ ム 手 帳 リ フィ ル ( バ 
イブ ル サ イ ズ ) 、 А4, А5. БЕЗ, 224,7 
ベル 、 ハ ガキ な ど に 対応 @ ファ イル 形式 は 
「CARD PRO-68K」 と 完全 コン パチ ブル 。 


E- Wi CYBERNOTE "roso 


у (E sa CZ-243BS 標準 価格 19.800 円 (税別 ) 


WEES LOOD TEER E, HyU ES, 
ズ メモリ 党 野 型 の ステ デー ショ ナリ ー ン フト ウェ ア 。 


他 の ソフ ト を 実行 中 で も 呼び 出し て 使え る 便利 ツー ル 。 使 い 方 は 簡単 、 
他 の アプ リケーション を 起動 する 前 に 、 この ソフ ト を 一 度 起 動 す る だ け 。 
これ で 、 他 の アプ リケーション 実行 中 に も 、「 メ モ 」 や 「 ス ケ ジ ュ ー ル 」、「 信 
所 録 」 な ど Stationery PRO-68K の 

持つ 多彩 な 機能 が ワン タッ チ で 使え 

8427 XO80QUUlE C A 70757: 

ー タ を シャ ー プ 電子 手帳 の 「 電話 帳 」、 

「 ス ケ ジ ュ ー ル 」、 メモ 」 へ 送信 し た り 、 

送 に 電子 手帳 側 か ら デ ー タ を 受信 

し て 編集 する こと が で きま す (別売 

の 通信 ケー ブル が 必要 )。 


» үзүү (ey v 


/ ЖЫН; [Ий БЫ БЫ RS БИЛИН! 


ы =? РА „РАЯ РИ ы! : Y 
ertt ee CST LAM 


X58000 を サポ ー ト 。 


Musicstudio ғғ оок ver.1.1 
ШС2-252М5 標準 価格 28.800 円 (税別 ) 
24 ト ラッ ク 対 応 MIDI マ ル チ レ コー 
ディ ング ソフ ト Musicstudio PRO- 
68K が バー ジョ ン ア ッ プ し まし た 。 
従来 の 機能 に 加え 、 小 節 間 の コ 
ビー 及び デリ ー ト や 、MIDI イ ン フ 
ッ ト モ ニタ ー な ど 、 数 々 の 機能 を 
追加 ・ 改 良 。 さ ら に 使い や すく な り 


また 3 
š MIDI ボー ド (CZ-6BM1) が 必要 で す 。 


MUSIC rro.cok (MIDI) 
ШС2-247М5 標準 価格 28.800 円 (税別 ) 
MIDI 対 応 自動 伴奏 機能 を サポ 
ー ト 、 簡単 な 楽譜 入力 で 演奏 が 
楽し め ま す 

※MIDI ボ ー ド (CZ-6BM1) が 必要 で す 


ソン グラ イブ ラリ < く 101 曲 集 > 
画 CZ-248MS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
鑑賞 用 と 音楽 デー タ 加 工作 成 用 


か ら な る ライ ブラ リ で す 。 
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ン ャ ャ クオ リンナ ル ソ ラ トウ ェ ア 


2AX68000 


Sampling PRO-eok 


ШС2-215М5 標準 価格 17.800 円 (税別 ) 
AD PCM 機 能 を 活か す 高 機能 
サン プリ ング エディ タ 。 多彩 が EBI 
TOR を 装備 、 サ ンプ リン グ 音 の デ 
ー タ は BASIC で も 活用 で きま す 


SOUND PRoook 


ШС2-214М5 標準 価格 15.800 円 (税別 ) 
スタ ジオ の コン ソー ル パ ネ ル を 操 
作 す る 感覚 で FM 音源 に よる 音 
廊 り が 楽し め る サウ ンド エディ タ 。 


MUSIC ғғо оок 
ШС27-213М5 標準 価格 18.800 円 (税別 ) 
最大 8 パー ト の スコ ア (総譜 ) が 
書け 、 内 蔵 の FM 音源 で 演奏 で き 
る 楽譜 ワー プロ & 演奏 用 ツー ル 。 


E 
+ 
А 
`Z 
| 
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NEW PrintShop PROook 
ШС2-221н5 標準 価格 19.800 円 (税別 ) 
オリ ジ ナ リティ あぶ ふれ る は が き 等 、 
簡単 に 作成 、 印 刷 で きる ホー ム プ 
生み ダク ティ ビリ ティ ツン ツール ば と ん ど 
の 処理 を アイ コン で 表示 し マウ ス 
で 選ぶ フレ ンド リー オペ レー ショ ン 。 


= $ な N 
Print Shop 
PRO-60K 


ク グラフィック ライ ブラ リ VOL 1 
画 CZ-235GS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
著 中 見 舞 用 を 中 心 と し た NEW Print 
Shop PRO-68K 用 グラ フィ ッ ク デ ー タ 集 。 
ク グラフィック ライ ブラ リ VOL.2 
MICZ-236GS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
年 賀 状 を 中 心 と し た NEW Print Shop 
PRO-68KH グラ フィ ッ ク デ ー タ 集 。 


TOP 給 与 計算 エキ スパ ー ト 
圏 CZ-228BS 標準 価格 200.000 円 (税別 ) 
給与 計算 か ら 明 細 発 行 ま で を 、 リ 
アル イメ ー ジ 入力 に より 自動 的 に 、 
素早 く 処理 する こと が で きま す 。 


TOP 財 務 会 計 


ШС27-22785 標準 価格 200.000 円 (税別 ) 


会 計 エ キス パー トシ ステ ム と デー 
タベース を 搭載 し 、 機 能 と 操作 性 
を 両立 させ た 財務 会 計 ソ フト 。 


CARD PROook 


ШС2-226В5 標準 価格 29.800 円 (税別 ) 
目 由 な レイ アウ ト 画 面 で 入力 で き 
る ワー プロ 機能 を 装備 し た カー ド 
型 り レーン ショ ナル デー タベース 。 


CARD PRO-68K 用 シス テム 手帳 リフ イル 集 


圏 CZ-241BS 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


CARD PRO-68K 用 活用 フォ ー ム 集 


画 CZ-242BS 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


DATA PRO-60K 


ICZ-220BS 標準 価格 58.000 円 (税別 ) 
コマ ンド 入力 の 手間 を 軽減 する ヒ 
スト リー 機能 、 野 線 ドラ イ バ ー 付 
レポ ボー トラ イタ ー 機 能 、10 進 31 桁 
の 高 精度 演算 。 さ ら に イメ ー ジ 表 
示 機能 を 装備 し た コマ ンド 型 リ レ 
— ¿8 р, Ме йота СД ч do 

I CZ-212BS 標準 価格 68.000 円 (税別 ) 
スプ レッ ド シ ー ト ( 表 計 算 )、 デ ー 
タベース 、 ク ラフ 作成 機能 を 緊密 
に 一 体 化 させ た 統合 ビジ ネス ツ 
ー ル で す 。 マ ウス 対応 の や さ し い 
オペ レー ショ ン 、 高 度 な エディ タ 機 
能 、 豊 富 な 関数 群 な ど 、 初心 者 
か ら フ プロ ま で 幅広 く 使え ます 


ジュ ー デ ティ ング ゲー ム 
く ツ イン ビー> 
ШЕС2-2717А5 


標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
(C KONAMI 1988 


シュ ー テ ィング ゲー ム 
Gb RE S rb» 
ШС7-219А5 


標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
C KONAMI 1989 


ブロ ッ ク ゲ ー ム 
く ア ルカ ノイ ド > 
ШС2-222А5 


標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
C TAITO CORP 1987 


EAZ s 
く フ ルス ロッ トル > 
ШС27-231А5 


標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
C TAITO CORP 1988 


スポ ー ツ ゲー ム 
< 熱血 高校 

ドッ ジ ボ ー ル 部 > 
圏 CZ-232AS 
標準 価格 7.800 円 (税別 ) 


(C)TECHN0S JAPAN CORP. 
1988 


アク ジョ ン ゲ ーー ム 

く パ バック マニ ア > 
ШС27-233А5 

標準 価格 7 .800 円 (税別 ) 
С.МАМСО 


アク ショ ン ゲ ー ム 

〈 く ニュ ー ジ ー ラ ンド 
スト ー リ ー> 

圏 CZ-230AS 

標準 価格 8.800 円 (税別 ) 

(C) TAITO CORP. 1989 


Communication PRO-60K 
ICZ-223CS 標準 価格 19.800 円 (税別 ) 
300— 19,200BPS ま で の 通信 速 
度 に 対応 し 、 各 種 デ ー タ ベー ス の 
漢字 端末 や パソ コン 通信 に 利用 
で きま す , 逆 ス クロ ー ル 機能 、 自 動 
実行 機能 、 コ ンカ レン ト 機 能 も 装 
備 。 さ ら に 豊富 な 編集 機能 を も っ 
た 高 機能 通信 ソフ ト で す 。 


OS-9/X68000 


ШС2-21955 標準 価格 29.800 円 (税別 ) 
X68000 の も つ グ ラフ ィ ッ ク 環 境 は 
も ちろ ん 、AD PCM 音 声 、FM 音 
源 と グラ フィ ッ ク の 同時 再生 と い 
っ た マル チ メ デ ィ ア 機能 を サボ ポー 
ト 。0S-9 の も つ マ ル チ タ スク 機能 、 
リア ル タ イ ム 機 能 を 活か し た 使い 
多 く 機能 的 な 0S 環 境 を 提供 し ま 
+, また 、 こ れ ま で の デー タ 資 産 も 


5 қ X 0S-9 は マイ クロ ウェ ア 社 
УЫЗ.” санат. 


Нитапб8к ver2.0 


画 CZ-244SS 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 
シス テム パフ ォ ー マ ンス を 高め る 
処理 機能 を 付加 し た Human 68k 
の 最新 バー ジョ ン で す 。 マル チタ 
スク に 近い 処理 環境 を 提供 する 
バッ ク グ ラウ ンド 処理 、 ネ ットワーク 
処理 、 フ ァ イ レ アク セス の スピ ー ド 
アッ プ な ど 、 さ ら に 高い 次 元 へ と 
進化 し た 機能 と ユー ザー イン ター 
フェ イス 。 大 容量 メデ ィ ア に も 対応 。 


C compiler PRO-60K 


ШС2-21115 標準 価格 39.800 円 (税別 ) 
6 コン パイ ラ 、 BASIOC-O コ ン パ ー 
2, JOB ОЛУ ЗУ 
アー カイ バ 、 コ ン バ ー タ か ら な る ツ 
ー ル 。 05 上 の ブ プログラム 開発 を 
効率 良く サポ ー ト し ます 。 XC は GC 
言語 の 基本 的 な 仕様 に 準拠 し 、 
ANSI 仕 様 も 採用 、 ハ ー ド ウェ ア を 
サポ ー ト し た 豊富 な ライ ブラ リ ( 約 
700 種 ) も 用 意 さ れ て いま す 。 


本 広告 に 掲載 し て お り ま す 商 品 お よび 役 
含ま れ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 額 を お 支払 い ド きい 。 


THE 福 袋 V2.0 


WICZ-224LS 標準 価格 9.980 円 (税別 ) 
Jte CUM mA NY tet 
カイ バ 、X-BASIC V2.00 か ら な る 
手軽 な 開発 ツー ル で す 。 


Al-68K (Staff LISP/0PS PRO-68K) 
ШС2-2341 S 標準 価格 188.000 円 (税別 ) 
Al 開発 用 言語 と エキ スパ ー ト 構 
楽 ツ ー ル が セッ ト に な っ た AI ジロ 
グラ ム 開 発 ツ ー ル で す 。 


李 の 価格 に は 消費 税 は 


шж | 12/260. ЗЕ) ン ャ ー プ ェ レ クト ロニ クス 販売 北 関東 部 人 0285-35-1151 人 0 


12/1@), 2, 31B) 東京 ・ 新 宿 エ ル タ ワ リー ビ ル ・ イ ベン ト ホ ー ル | 0—7 0162 Кс АСЕ ЯМЕ КЕЕ = ЕШ TR 03-266-8248 


11/250). 268) | シャ ー プ 名 古屋 ビル ・7F ホ ー ル シャ ー プ エレ クト ロニ クス 販売 帆 中 部 統轄 営業 部 7%052-332-2611/0 
Jb. M 12/96 博多 シテ ィ ホ テル ・5F 高千穂 の 間 シャ ー プ エレ クト ロニ クス 販売 山九 州 統轄 営業 部 092-501-6806 


主催 : シャ ー プ エレ クト ロニ クス 販売 森 、 東 京 中 央 シャ ー プ 販売 森 グ 後援 : シャ ー プ 燃 、UX68000EXE シ ョ ッ ズ X68000 ユ ー ザ ー ズ クラ ブ 〕 


※ 首 都 圏 、12/1 移 は 企業 向 説明 会 。12/2 仕 )、12/3( 則 は 一 般 向 フェ ア 。 
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Xstor 40 は シャ ー プ X68000 専 用 に 開発 し た ハー ド デ ィ ス A Fo 

ЖО НУ Ал А DIRE SART TA 

ン を 実現 し た 省 ス ペー スタ イプ の 高 品質 ハー ド デ ィ イス ク で す 。 

主 な 特徴 

IS 35mm. X68000 本 体 の 下 に その まま 設置 可能 。 

画 平 均 グ クセ スタ イム 23msS。 満足 の いく 高速 性 能 を 提供 。 

画 バー ソナ ル に は 余裕 の 40M バ イト の 記憶 容量 。 更に 増設 用 HX ロ 042 を 付加 
する こと に より 最大 80M バ イト まで の ディ スク シス テム が 利用 可能 。 

画 目 的 に 応じ た 5 モ デル を 用 意 。 ハー ド デ ィ スク を 初め て 使う 場合 の 1 台 目 用 と 、 
すでに ハー ド デ ィ スク を 利用 し て いて 増設 する 場合 の 増設 タイ プ を 用 意 。 

画 Human 68K (Ver 1.00EL E) 対応 。 既存 の 多く の ソフ トウ ェ ア が その まま 


利用 可能 。 
一 交替 セク タ を ユー ザ 領 域 か ら 独 立 。 し か も F 上 Ormat プ ログ ラム に より 自動 
実行 。 
ил 電 時 の オー ト パ ー キ ング ロッ ク を 採用 。 不意 な 衝撃 (つじ て も 磁気 面 を 保護 。 
一 高 品質 、 低 価格 を 実現 。 
HXD2040:40MB/?3ms/1&8 EB FP өбө qued toe erwies eism oes Vo 3€ 118, 000 
(X68000/ACE/EXPERT/PRONIB) 
HXD04?2:40MB/?3ms/? G 828 қ ҚУАТЫН УАУ ЗЕКТІ ДЕ ЕЛКЕА СЕД ГДЕ є 108, 000 


(X88000ACE(HD)/EXPERT(HD)/PRO(HD)/HXD 040 の 増設 用 ) 


ө デー 転送 速度 /1.5M 選 / e 増設 /HXD042 を 1 台 増設 可能 @ イン ター フェ イス / 
CSI( シ ング ル ユ ー ザ ブ ) ө 交替 処理 /FORHMAT コ マン ド に よる セク タ 単 位 の 自動 
交替 処理 ө 電源 / 入 力 AC100V 50/6092 消費 電力 i5W (MAX) ө 外形 寸法 /35H 
x155W※313Dmm( 突 起 物 は 含ま ず ) ө 重量 / 約 5.5k 紀 


※ ご つい | の ID は HXD040 は 0 番 。HXD048 は 8 番 に 固定 され て いま す 。 


SHARP X58000 専 用 ハー ド デ ィ スク 


接続 ケー ブル 、 取 扱い マ 

5 O Zu M. АХЛУ ACE 

AN 4 録 カ ー ド 、 タ ー ミ ネー ター 
(HXD042 の み ) 


NA ЖА T251 神奈 川 県 藤沢 市 南 藤沢 8-1-p02 TEL.0466-27-1668 FAX.0466-27-2800 
ESRA PTTL 東京 ショ ー ル ー ム /〒105 東京 都 港 区 新橋 4-31-7 中 村 ビ ル 7F TEL 03-434-4171 FAX.03-5472-5315 
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イン サー キッ ト ・ エ ミュ レー タ 


ICE for X69000 


IDMHz で 快調 に 動く 、、 ザ ックス の EHX318P for 68000. X5800UU 用 ゲー ム ソ フ ト 開 発 に 最適 で あ 


クリ エイ ティ ブ ワ ー ク ステ ーション X68000 を 、 る きら に エキ サイ ト る せる 開発 者 へ の FRX318P for 680000048 


@ オ プ ジ ェ クト の ロー ド 時 間 :64K バ イト を 27 秒 で ロー ド 


ザッ クス か ら の 一 つの 解答 。 を れ が イン サー キッ ト ・ エ ミュ レー タ 、ERX 318P for @ プ レー ク 数 :64KX4 ポ イン ト (ワイ ルド カー ド 使 用 可能 ) 
5 a @ ホ スト コン ピュ ー タ :PC-9801 を 中 心 と する MS-DOS マシ ン (EVX 
68000 C 4, 共通 ユニ ッ ト を EVX388 と する と 、 PC-9801 を 中 心 と する MS-DOS 388 シス テム )、EWS を 中 心 と し た LAN 環 境 (AXIS シス テム ) 
マン ー ン に 、 また A XIS を 用 いる と EWS ERX318P for 68000 シス テム 構成 較 
PC ーー EVX388 
ONIX ОЯТА ра а Е | 
ЕНУ ЕЕ Т CG や ニン 
Eee nem IE. ゲー ムッ フト 
の 開発 に は 最適 な ICE て す 
る シス テム 価格 :EVX388+ERX 68000 \1.624.000 
ОНЖ) AXIS +ERX68000 — 32,224,000 


Zax Corporation 


株 式 会 社 サッ クス 

本 社 プ 〒167 東京 都 杉並 区 荻窪 5-20-12 

Y TEL.03(392) 333149 FAX.03(393) 3878 

ERX 318P 大 阪 営業 所 プ 〒532 大 阪 市 淀川 区 木川 東 3-5-21 第 3 丸善 ビル 
for 68000 TEL.06(303) 2671 FAX.06(303) 2454 


s^» тй 0120-378-388 


© MIS-DOS は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 、 ICE は 米国 イン テル 社 、 Ethernet は 
米国 ゼロ ックス 社 の 登録 商標 で す 。 


こん な に 使え る 


モデ リン グ 賞 「BIKE」 レン ダリ ング 賞 「 ダ ンス 」 田渕 友 章 29 才 
橋元 弘司 3 


グラ ンプ リ 賞 「SALOON」 益 津 = 29% 


3 "Жей 
е 
fm inn 


LoGiN 賞 TL bio 281754 On X 菊池 € 


SHARP (73720, 富田 保男 SHARP 'TAMANORI, 89) ЧЕ 


LoGiN 賞 江 畑 一 е under the тооп 
「CHILD」 塚 田 哲也 


参加 作品 


サイ クロ ン 〇 大 会 を 終え て 


「 タ イト ル 」 名 前 「 タ イト ル 」 名 前 

使用 する ハー ド 及 び ソ フト ウエ ア を 統一 し た サ 。 サイ クロ ン が 発売 され た 時 期 か ら 推測 する と ユー CE 024 12 OE D] ялих 
イク ロン CG 大 会 は と て も 興味 深かっ た 。 初 の 大 -F-D LA- rica ES 12.2) ima 8 ela DOR AE Жа 
会 て し か も 募集 期間 が 短かっ た に も か か わら すず 応 で 付き 合っ て いる 現実 が 見 える よう だ 。 サ イク ロ “TAMANORI 89) Ti eAVERAGE PEOPLE: НІШ В 
募 さ れ た 作品 は どれ も 力作 ぞろい 。 対象 と し た ソ ン の 存在 理由 の 一 番 の ポイ ント は 、 こ の 様 に 広く * レ イト レッ ク に DIM — өй I F 
フト が レイ トレ ー シ ン グ と いう こと を 考え れ ば な 一般 ユー ザー を レイ トレ ー シ ン グ と いう 特殊 が 析 OO 
お さら で ある 。 出品 者 の ソフ ト 使 用 歴 も 凄い 。 な 境 に や さ し く 迎え 入れ た と ころ に ある 。 учен ed c уч зз {се 1 
に し ろ グ ラン プリ を 受賞 し た 益 津 氏 が わずか 2 h % スタ ー ス ピー ダ  : 山崎 Ш @ROOM : 羽仁 弘志 
月 で あり 、 応 募 者 の 大 半 が 半年 未満 な の だ 。 Ыал А F [| у шша И 


@Loverinthesky — : 菊池 % 


ЕЕ шын ПШ. шайы ж no Бок 2 


ポリ ゴン ユー ティ リティ 搭載 


サイ クロ ソン ネーミング 募集 / 
ラサ イク ロン 68K か 、 ExpressB82 8 5c?! | 12П7Ж—-77®® 
その まま 使え る 便利 な マッ ピン グ E Í アソ スキ ャ ラク ター デザ 人 
ラク ター デザ イン 募集 
デー タ 集 が 付い て くる 。 i ҮЛЕ А УН Л? AEAN HIID ASi bL Or 
@ 石 、 木 目 、 コ ルク 等 マッ ピン グ デ ー タ 20 数 種類 / ー を 募集 致し ます 。 サイ クロ ン を 使っ て どしどし 御 応 募 下 さい 


も ちろ ん 賞金 付 ./ 
※ く わし く は 、 お 近く の パソ コン ショ ッ プ まで 。 
Laud edi E DA L s) Ë 


サイ クロ ン EXxpress ソ シリーズ ロニー スズ に i える 業務 用 汎用 CG ツー ル 


Z's トリ フォ ニー デジ タル クラ フト 等 の BD デー タ が サイ クロ ン で 
使用 可能 に な る / 


そこ で 、 今 サ イク ロン FXDTeSS58 を 買う こと | サイ クロ ン ヒ xDTeS9S6B НАКЕ A, neta i ТӨ» 000。 
無料 バー ジョ ン ア ッ ブ シール が 付い て くる 。 婦 ア プリ ケー ショ ン (別売 )…… サ イク ロン アニ メキ ッ ト 68EX…………… 7.80U 円 
※ そ の 1・ そ の 2 共 年 末 限 り の 企画 だ よ ./ お 早く 〈 各 有名 パソ コン ショ ッ プ ま て 。 
Суи ー の 方 に は 別途 得 々 NEWS 等 お 知ら せ 致 し ます の で | 
iA7-7D758K Dare Uk ei Weed $i 4d metas Pu d eem S sie LES 2. а vre a dete (入門 版 ) 58,000Ғ4 
ー 登 録 カー ド ま だ の 方 は 必ず 御 返 送 下 さい 。 で な いと 損する よ / ラフ リケーション (別売 )…… サ イク ロン アニ メキ ッ ト 68…………… 5.000 円 


サイ クロ ン は アン ス の オリ ジ ナ ル 〇 商品 で す 


Ju) K+ / 810 福岡 市 中 央 区 平 氏 町 6 TEL092-522-6347 . FAX 092-521-0400 


қ :L 092-! š AX 092-521-0. 
Q а ンズ * コ ン サ ルマン ツ 東京 本 部 /〒108 東京 都 港 区 高輪 2-15- p TELO0S-400-4144 - FAX037413-0121 
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X6800007 Vh 7 72, 
し た サミ クエ キイ スモ テル が > 
ウス だ け 記 , 縄 害 に 描け る 3D 
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68KI 


Version 


T-PRO 


この 度 、 弊 社 で は 発売 中 の G68B に を バー ジョ ン ア ッ プ 致し ます 。 
つき まし て は 、 下 記 の と うり ご 案内 させ て いた だ きま す 。 

旧版 BB に は 、 お 求め や すい 価格 と 簡単 操作 に より 、 入 門 用 ツー 
ル こ と し て 多く の X68000 ユ ー ザ ー の 皆様 方 より ご 好評 を を いた だ いて お 
り ま す 。 

今回 の バー ジョ ン ア ッ プ で は 旧版 の 簡単 操作 を 継承 し つつ 、 業 界 
で も トッ プレ ベル の 処理 スピ ー ド と 前 作 を 遥か に 上 回 る 、 高 機能 ・ 


DEA EU: と 1-20 Уу» 


OH! BUSINESS 


@ 京 都市 山科 区 音羽 西 林 町 
@ 京 都市 右京 区 西院 上 飼 田 町 1Z 
U;gj—HFz:(075050e2e—-e9g^7 
bH Ж Е:(0д0/месос--440) 


G68K VersionII-PRO www 


ー ニ ーー ニーーー ニ ーー ジー 


iE fifi: X 22,000 


多 機能 ・ 高 速 処理 を 実現 致し まし た 。 

旧版 GBBK に ユー ザー の 皆様 方 か ら 頂 いた 多く の ご 意見 を 元 に 、 本 
格 的 プロ 仕様 ツー ル と し て 大 幅 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 致し まし た 。 

ナル プル ポー タプ 所 の イラ スズ ドレ ラ デ タ ー の 手 に 依る コン ピコ な 
タイ ラス ト を 収録 。 ま た 、 専 用 グラ フィ ッ ク デ ー 夕 集 の シリ ー ズ 化 
も 予定 し て お り ま す 。 


速 ・ 高 機能 ・ 低 価格 ・]M 日 標準 実装 の メモ リ で 完全 に 動作 する 本 格 派 グ ラフ イッ クツ ー ル 。 


画 前 作 を を 大幅 に 上 回 る 80 種 類 の パレ ッ ト 

@ 自由 に 編集 可能 

@ 模様 の つい た パレ ッ ト も 作成 可能 

eHS\V ソ 方式 に よる 色 の 含 成 
色相 ( 色 の 種類 )・ 彩 度 ( 色 の 濃 さ )・ ピ 明度 ( 色 
の 明る で さ ) 

e 簡単 に お 望み の 色 を 作り 出す た め の 数 々 の 
機能 を 装備 

e マス キン グ 水 料 ・ マ スク 除去 準 料 を 装備 
微妙 な 修正 に 威力 を 発揮 

өсесіне 

e 画面 上 より 自由 に 色 を 取り 込む スポ イト 機 @ 拡 大 ・ 縮 小 
ВЕ e 左右 ・ 上 下 反 転 

e バレット 保存 可能 
画面 上 より 自由 に タイ ル パ タ ー ン を 取り 込 
む お タタ イル パタ ー ン 用 カッ ター を 装備 

画 3p 階 調 の 濃淡 を も つ ブ プ ブラシ 

ө 自由 に 形状 を 変更 で きる ブラ シ が 如 4 種 類 

e コー ザー が 自由 に 変更 ・ デ ィ ス に 保存 可 


を 自由 に 設定 


画 強 力 な 編集 機能 
e ご 倍 、4 倍 、 


ERJAS 
e マス キン グ 機 能 
e ペン 描画 時 の 直線 


能 e 指定 領域 の カラ ー 人 変更 


画 大 幅 に 機能 アッ プ さ ざれ た エア ブラ シ 
ө ブラ シン ズル ロ 径 、 イ ンク 噴出 速度 ・ 濃 度 


画 3P 階 調 の 濃淡 を 持つ トー ン パ ター ン 

@ 全 て の ベイ ント に 有効 

ө 自由 に 変更 ・ デ ィ ス ク に 保存 可能 

晶 倍 に 画面 を 拡大 する 拡大 エ 
ディ ッ ト 機 能 (レー 機能 ) 

@ 双 を 調整 する カラ ー コ レク タタ 

e 任意 角度 の 高速 画像 回 転 


e 切り 取り セー ブ 品 ロー ド 
@ 自由 領域 の コピ ー・ 
ө 標準 実装 の メモ リ で 全 画 面 が 編集 可能 


@ 円 ・ 椿 円 ・ ボ ックス ・ 直 線 ・ 自 由 領 域 
e ご れ ら の 内 部 の ベイ ント 

e 単色 領域 ペイ ント 

庫 文 字 入 力 を サボ ー ト 

e XXBBHUU 標 準 64 メ XP4 ド ッ ト キ ャ ラク 夕 の 表示 
画 外 部 機器 の サボ ポー ト 

e 豊富 な 対応 周辺 機器 

一 起動 直前 の 画面 を 保存 し な が ら 起 動 す る ここ と も 可能 
Ші ЈМОС ВЕ (取り 消し 処理 ) 

@ ペイ ント 等 に 失敗 し て も ワン ステ ッ プ 前 に 
戻る こと が 可能 

画 市 販 グ ララ フィック ツー ル と の ファ イル コン 
バー ター が 付属 


画 ノ ンプ プロテクト 

ө ハー ド テ ディ スク へ の 転送 も 可能 (自由 イン スト ー ル ) 
B FilelBAsicocL37zz 

e BASIC < D FS 8 (C 56 2>th L, pJ BË 


バー ジョ ン ア ッ プ に つい て ゅ b 登録 ユー ザー に は バー ジョ ン ア ッ プ 案内 を 送付 致し ます 


旧版 GBBK を お 持ち の ユー ザー の 方 で バー ジョ ン ア ッ プ を ご 希望 
の 方 は 、 同 封 の 申し 込み ハガキ に て お 申し 込み くだ さい 。 

お 申し 込み は 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 専用 人 ハガキ に 限り ます 。( コ ピー 
は 不可 。) 

バー ジョ ン ア ッ プ に 際 し て 、 上 旧版 の G68 に の 返却 は 必要 あり ませ 
fus 02708-22 4 777 ld ディ スク ・ マ ニュ アル の 交換 パー 
ジョ ン ア ッ プ で は あり ませ ん 。 

新版 の パッ ケー ジ 入 製品 (G68K VersionII-P RO) E fiti 3€ 2e . 


DU を バー ジョ ン ア ッ プ 価格 \10.0OOU( 送 料 込 み ) に て お 届け いた し ま 
d. 旧版 GB8B に は 入門 用 ツー ル と し て その まま お 使い 下さ い 。 
同封 の バー ジョ ン ア ッ プ 申し 込み ハガキ を 必ず ご 使用 に な っ て く ぐ 
だ さい 。 シリアル Nu を 必ず ご 記入 下さ ざい 。 
同封 の ロビ MD ロディ スク に て ニニ ュー バー ジョ ン の 機能 を 
介さ せ て 頂き ます 。 是非 、 ご ご ご覧 くだ さい 。 
また 、 八 ガキ に て 今回 お 申し 込み の ユー ザー 様 に は も れ な く 弊 社 
オリ ジ ナ ル エ シャ ツ を 商品 発送 時 に お 届け 致し ます 。 


一 部 ご 紹 


_ お 問い 合わ せ ・ お 申し 込み は 上 記 電 話 番号 まで お 願い 致し ます 。( 上 記 サ ポー ト 室 迄 ) | 


eZ's STAFF-PRO BBK と の ファ イル 変換 
移動 が 可能 


$ 5 ' | 
| 2 les 4. ING (91989 Arsys Software 


B» RESO. Gagana COR ik OA か か っ て いた 。 
宿敵 「CIPHER」( サ イフ ァ ー) は 、 プ "ラッ ク ホ ー ル か ら エ ネル ギー を 取り 出し 、 ワー プ で その エネ ルギー 球 を 敵 に た た き 込む と いう 新兵 器 「 ス テラ ・ ス マッ シャ ー」 の 完成 を 目前 と し て いた 。 
対す る 連邦 軍 は 、「 ベ ー ス 17」 基 地 に お いて 、 対 「CIPHER」 用 の 追撃 兵器 『 ナ イト アー ムズ 。 を 完成 させ 、 前 線 の 『 ペ ー ス 11」 へ と 送り 出し 、「 ス テラ ・ ス マッ シャ ー」 の 破壊 を 企 て て いた 。 
だ が 、 こ の 事 を キャ ッ チ し た 敵 の 先制 攻撃 に 「 ペ ー ス 11」 は 破 壌 され て し まっ た 。 e ч w 
残っ た "ナイ ト ア ー ム ズ 1 は た だ 1 機 、 「 ス テラ ・ スマ ッ シ ャ ー」 を 破壊 する た め に 出撃 し て いっ た 。 

Bi UR LEM する 究極 3D ス クロ ー ル 。 画 鮮 や か 最高 6 万 色 の グラ フィ ッ ク 。 


一 拡大 縮 少 32.767 段 階 ./ 超 3D ス プラ イト 。 置 完全 無色 の サイ バー ステ ィ ッ クモ ロ 対 応 。 
一 ADPCM の スペ パシ ャ ル 効 果 音 。 還 MIDI 真 っ 青 ./ スー パー 音色 の ウル トラ MUSIC。 


712//J/Z;G JE. works ом ХХ68000 seres \9,700 


amm 


WORKS ON 


X6800025"2HD*X2 

PC-88SR 以 降 (VA 可 ) 5" 2D X 2( サ ウン ド ボ ー ド | HESRRAMES) e e \7,800 
PC-98M/VM/VX m5'2HD (RAM384k 以 上 、FM 音 源 ボ ー ド ・ 拡 張 RAM 対 応 )…………… \7,800 
PC-98UV/UXm3.5“2HD(RAM384k 以 上 、FM 音 源 ボ ー ド ・ 拡 張 RAM 対 応 ) Ұ7,800 
X1turbom5"2DX2(MOoDEL10 不 可 、FM 音 源 ボ ホー ド ・ 拡 張 RAM 対 応 ) ree ¥7,800 


xs※ ェ , ノ ノレ ンス ソフ トウ ェ ア T857 佐世保 市 松浦 町 5-13 グリ ー ン ビル 3F TEL.0956(22)3881 
@ 通 信販 売 の お 知ら せ @ ⑩ 使 用 機種 名 商品 名 住所 9 お 名 前 電話 番号 を 明記 し 、 現 金 書留 に て 弊社 へ お 申込 下さ い 。 


※ 商 品 の 表示 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


B //ustrater: Hitoshi Yoneda W Sound Producer. Keishi Yonao W Sound Creater : Izuru. Aki. 
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@ 壮大 な 世界 で 繰り 広げ られ る 日 PG の 要素 と 、 奥 深い スト ー リ ー が 楽し め る AVG の 要素 が ドッ キン グ / 

@ 幅 広い ゲー ム 展 開か 楽しめる / 

本 キャ ラク ター 同士 の 会 話 等 の スト ー リ ー 展 開 と モン スタ ー と の 戦闘 シー ン は それ ぞ れ 異な る コマ ンド シス テム を 採用 。 
図 スト ー リ ー 展 開 で の キャ ラク ター の 移動 は リー ルド ・ マ ッ プ が 表示 。 

今 ま で に な い 臨 場 感 溢れ る BGM が 感動 させ る 、 先 進 の MID | 対応 音 源 搭載 / 


キマ イラ が 1 mns t 


Ж 画面 は ベ X68000 の も の で す 。 


アド ベン チャ ー・ ロ ー ル プレ イン グ プ ・ ゲ ー ム <〈 く レナ ム 》 

I X68000 \9.800(6 枚 組 ) :5" gHD/Roland МТЗР ※MT36 を 使用 する 際 は DZ-6BMI が 必要 で す 。 マ ウス 対応 (キー ボー ド 入 力 は 不可 ) aN JL U 
ШРС-88 \9.800(4 枚 組 )(V シ リー ズ 以 降 要 メ モリ 640K 日 ) :5^3.5* 5HD/FM 音 源 対応 /HOland MT3/ マ ウス 対応 (キー ホー ド 、 ジ ョ イス ティ ッ ク も 可 ) 07220 NAM Z 
uo /2 + 8.800 (4448) (VRAMI?8KB):3.5"PDD/FM PAC ら 対応 / マ ウス 対応 TEL:93(371)3801 / FAX:03(369)407| 


、 惑星 ウー リ イ に 行 

_ 反乱 と いう 相次ぐ 区 た 。 そし て 、 
慌ただしく 即位 式 を жоие 
ë * あ る "el 


d 


; 


8055220. 200252467 
X58000 な ら で は の グラ フィ ツタ で 、 ARE 
ン ナ リオ シミ ュ レ ー ラ ジョ ン を 超 リ アル に 体験 生還 | 
好評 の シ チ リ オ シミ ュ レ 議 送 中 ン 
ら SLG な の に シナ リオ 志 重視 。 言 葉 で ば 言い あちら わせ な い シ ナリ オ 
シン ミ ュ レ ーション の 魅力 を ぜひ 実際 所 遊ん で 味わっ て ほし い 。 
ノア ル な 戦闘 時 の アニ メー タツ ヨン ツ | 


いま まで の ら SLG の 常識 を や ぷっ た 戦闘 アニ メー ショ ン が 迫力 。 


IN X68000 5W2HD(ek 標 準 価格 12.800 円 12 月 発売 予定 個性 豊か が な 各国 の キャ ラク タデ 逢 


Bb hee マニ ュ ア 上 ル 因 縮 介 ざれ て いる 各国 の 性 格 が 実際 に ゲー ム 展 開 に 
関わ っ て くる の が シナ リオ シミ ュ レ ーション の 魅力 だ 。 
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@ 通信 販売 САН) OSHO | 
エ 画 堂 スタ ジ 小 で は 通信 販売 を し て お り ま す 。 ご 希望 の 方 は 、 品 名 ・ 機 種 名 ・ 住 所 ・ зр. ЖБ КОСАБО) 


гп O _ —== == xm OE テー ロロ ニコ ント L tt ーー 


通信 販売 で の お 申込 み は “ 


タイ ヤル (ай ) 


9 
(АМ10:15--РМ7:00 4ЖН//12/7Ж) 
mmcou cos. Шад авт 


EXPERT 


べら OOO 


6800071): ジ ナ ル 
グッ ズ も ます ます 増 
えて 人 気 上 昇 中 / 


ee 


RS 


X68000 MIDI セ ッ ト 


CM-38L MIDI 音 源 
SX-68M MIDI ボ ポー ド 
CZ-84/MS MUSIC PHO-68(MIDI) 


5E (ii ^ 69 , 000 
5E fifi `Y 19 , 800 
定価 \28.800 


зеееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееееее 


.......-ш-.ш.шж.шт.же.е..ешш..вешш.еевеееееееее» 


.................:.:..:.:.. 


(消費 税別 途 \2.994) 
COCM-3eL MIDI 音 源 әр Аы Уа ы Vn RS АЗАА э Paese e UR Каа ЫЛ, Кола е ЖИ 定価 \69.000 


SGX-88M MIDI ボ ー ド 定価 \19,.800 
Z フ -p5PMS Musicstudio PRO-68K МІ, 定価 \28,800 


(消費 税別 途 \2.994) 


CM-84 MI 口 | 音源 (MT-32 キ サン プリ ング 音源 ) 868 定価 \129,000 
SX-68M MIDI R— К いと 定価 19,800 


CZ-?e5eMS Musicstudio PRO-88K Verl. 定価 \28.800 


消費 税別 途 \4.560 


X68000 用 ハー ド デ ィ スク 


アイ ナッ 
IT Х-640 40MB、28ms 
定価 \158.000 
ІТ X-BB() 80MB、(40MB+40MB) 20ms 
定価 \198,000 


※ ペ ID 番号 の 切り 替え スイ ッ チ に より 
増設 ドラ イプ と し て も 使用 可能 。 


WE 11/24%--%/18 


今年 も 豪華 に 賞金 総額 7000 万 円 で お 客 様 に ご 奉仕 / 
5H00 円 以上 の お 買物 で も れ な く 抽 選 券 を プレ ゼン ト / 


PRO 


| Y68000 


GE REOS МО КБ TATION EXPERT [i5] RERSONAL WORK STATION PROLI.) 
| CZ-608C 5 55,  CZ-85ec 
| 4824 72M RAM 標準 搭載 Б” RESIM RAM 標準 搭載 
票 準 価格 \356.000 lum cc o— 票 準 価格 \298.000 
| с2-61РС ОТ e С2-662С 
| 40MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ — | 10MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イブ 
ES 標準 価格 \466.000 КЕ (標準 価格 \408.000 
/ ; VET А 


0727 -В020) ドッ トピ ビッチ 0 .39mm タ イプ 定価 \99.800 
〇 ノ -B]P ドット ピッチ 0 .31mm タ イプ 定価 \119.800 
CZ-603 ドッ トビ ピッ チ 0.31mm タ イプ 定価 \84.800 
CU- 相 21 イ ンチ ディ スプ レイ 定価 \139.800 
画 オ プシ ョ ン 

CZ-8ST] (rà 定価 \5.800 
QOZ-BTL) (RBG シ ステ ムチ ュー ナー) …………… 定価 \33.100 
BFE-88PRO ( 高 性 能 CRT フ ィ ル ター) ……… 定価 \19.860 


周 辺 $R Яй 


QGZ-BBE] 1MB 内 蔵 RAM(CZ-600C 専 用 ) … 定 価 -\35.000 
С)7-ВВЕ]АД 1MB 内 蔵 RAM(ACE・PRO シ リー ズ 専 用 )… 定価 38-000 


............ 


............ 


. ....з.ТД. 


CZ-8BE? 2MB 電 設 RAM ポ ー ド いい 定価 79,800 
CZ-8BE4 ventitnawk-k it 定価 \138.000 
OZ-86BCI FAX ボー ド 上 ーー ドー 定価 \79.800 
С2-ӨВРІ 数 値 演算 プロ セッ サポ ー ド ………… 定 価 \79.800 
OZ-8BMI МЮ + - .................. 定価 ¥26-800 
С2-6861 GP-IB ボ ー ド · · ·· Re 定価 \59.800 
ロ Z-6 昌 U]1 ユニ バー サル LO ポー ドー 定価 \39.800 
OZ-8BF itsins-2208- i-e 定価 \49.800 
CZ-6VT1 カラ ーー ジュ ニッ トド 定価 \69.800 


............ 


CZ-8NSI カラ ー イ メー ジス キャ ナ 定価 \188-000 

С2-БЕБІ 拡張 O ボ ックス 定価 88,000 

АМ-9100 アン プ 内 蔵 ス ピー カー シス テム (2 本 1 組 ) 定価 36-600 

※ 大 好評 イン テリ ジェ ント コン トロ ー ラ ー 発 売 中 / 
これ で あな た の 部 屋 は ゲー ムセン ター……。 


OCZ-8NJ? V e dis E e Sa y e Valse O up ЖӘЙ 亜 準 定価 *Y 23. 800 


.................: 


いよ いよ X58000 と 


デー タダ を や り と り で ざさ ます 
Stationery PRO-68K 
専用 通信 ケー ブル 
PA-8500 


6 よう / 


SO. о) SC 


XElu 


標準 価格 \ 24,514 
(税込 ) 
対応 機種 :X68000、MSX、PC-8801 シ リー ズ 、PC-9801 シ リー ズ 


"Em Y 20,8 36 vw» 


標準 価格 \9.785 
(税込 ) 
対応 機種 


7 シテ リジェ エ ジ ド э で PC-9801「AIR COMBAT」 シ ステ ム ソ フ ト 
コン トロ ー ラ ө X68000 「 ア フタ ー バ ー ナ ー」 電 波 新聞 社 

‚ ө X68000 「 ス ー パ ー ハ ング オン 」 シ ャ ー プ 
HIA _ ・X68000 "サンダー プレ ー ド 」 シ ャ ー プ … 


お すす め ソ フト ウェ ア 


Ж Kamikaze (神風 ) 統合 型 スプ レッ ド シ ー ト ー… ツ クモ 特価 まう Z, ず の の 
Stationery PHO-68IK ス テー ショ ナリ ー ツ ー ル ………・ 定価 \14.800 
持 ” ※ 電 子 手帳 と の 通信 ケー ブル は 別売 で す 。(\2.500) 
SOUND PHO-B8K サウ ンド ェ テ ィ タ 
は MUSIC PRO-68K ミュ ー ジ ッ ク ツ ウー ル ................. 定価 \18.800 
お Sampling PRO-88K AD PcM 活 用 ソフ ト ………… Ж.Н Y-17.800 
s 


Musicstudio PRO-88K VI.| MIDI マ ル チ レ コー ティ ング ソフ ト 

сор E Fe ORTOS САН TUN Ima si Q e a ea ТК” 定価 \28.800 
Sd MUSIC PHO-68K(MIDI) MUSIC PRo-68KOMIDIE 
に 


СС 72291 2751) (1018) music PRO-68k テ ー タ 曲 集 定価 Ұ8,800 


> Communication PRO-68K 通信 ント ……… 定価 \19.800 
問 а ТЕТІ М ОСЕР ツク モ 特 価 ま 7 の , グ の の 
た 一 みのる 「 た てこ みのる 」Ver Up 版 ………… ツク モ 特 価 \ ぎ 72, の の の 
А DATA РВО-68К リレー ショ ナル デー タベース …………・ 定価 \58.000 
ГІ CARD PRO-88K カー ド 型 デー タベース ーー 定価 \29,800 
は シス テム 手帳 リフ ィ ル 集 CARD PRO-68K 用 フォ ー ム 集 … 定 価 \9.800 
下 活用 フ オォ ー ム 集 CARD PRO-=68K 用 フォ ー ム 集 定価 \9.800 

て Z's STAFF PRO-68K Ver.2.0 グラフィック ッ ツー ル 
е АО А ツク モ 特 価 ま る ク , ラ の の 

O 
Music studio SF-002 
デー タタ 曲 集 も SF-003 
特価 販売 中 が Eines 
SF -005 
| & Y 5,800 


т 3 
М HERIR v ЖОНЕЛЕ 5 


Ж AMTORS— PN Ts 。 Фр (12/700 Z) 


DENEN E. バル カー ド 、 | 
VIP カ ー ド 、 セ ン 


ЖАНА り 電話 て 


ツク モグ ク ローン 
ラル 、 ジ ャ ックス 


通信 販売 部 へ お 中 し 


込み 下さ い 


ШШ ЖЕ, 


※1 万 円 以上 お 買い 上 げ の 方 に 1 回 の チャ ンス / ノ 
10 万 円 以上 は 10 万 円 毎 に 1 回 追加 . ノ 


7 モデ レキ で 年 最後 み 電 だ が し だ / 


MSX、MSX2、FM77AV、MZ-2500、PC-6001、PC-8801 mkIIFR/MR, 
PC-88VA、X1、 X68000( ア タリ 仕様 ジョ イス ティ ッ ク ボ ー ド 機 ) 


79% Y £, 347 wa) 
dr シャ ー プ 製 CZ - 8NJ2 サイ バー ステ ィ ッ ク АҒА ЧЕ rr ES ІНДЕ IANUE: 


e o oo ooo... hii] |] |||] |] o] |||] || | n 


国 本 佳宏 知恵 ある 暮らし の 味 
佐久 間 正 英 プイ ン セ クト 

本 多 俊 之 プ ピー セ ズ ・ オ プ ・ ワ ー ク 
戸田 誠司 ご あの 娘 の DNA 

佐藤 苑 彦 リ ゾー ム 症 候 群 
関根 安里 プス ケッ チ 


| お 申し 込み は 全 03-251 
配達 日 の 指定 も で きま す 


使っ て 便利 持っ て て 安心 。 


で きる 上 に 、 
の 方 な ら 学生 で も DK ん 


お 申し 込み は 上 =P51-9898 


又は 各店 頭 で … 


定価 \65,800 


( 色 は 黒 、 又 は グレ ー 


(税別 ) 
Z's. Triphony DIGITAL CRAFT 

3 次 元 サ ー フ ェ イ スモ デリ ング ツー ル emm ー・ ツ クモ 特価 ま タ 多 $00 
New Print Shop PRO-68K 高 機能 ボッ プア ー ト ツー ル 


Terazzo SPRITE EDITOR PHO-68K 

高 性 能 ス プラ イト エディ ター ドー ドー ツク モ 特 価 ぎ 76, £00 
サイ クロ ン Express 2.0 レイ トレ ー シ ン グ ソ フト ウェ ア 

Cd. TION PM E ツク モ 特 価 \ の Z の の の 
C-TRACE 68 レイ トレ ー シ ン グッ フト ウェ ァ ツ クモ 特価 まう の 500 
C COMPILER PRO-68K Cc 言語 開発 セッ ト 定価 \39。800 
Final X68000 マル チ フ ァイル スク リー ンー ェ テ タ ー ツ クモ 特価 まう 多 200 


А!-68К AI プロ グラ ム 開 発 ツ ー ル … パ ドー ドー ドーー…ー…ー 定価 \188.000 
REDUCE 数 式 処理 用 ソフ +……… ツク モ 特 価 ず 7/ ク 2, の の の 
OS-9 X68000 x68000 用 0S-9…… ド ドド ーー… 定価 \29.800 
C & プロ フェ ッ シ ョ ナル パッ ケー ジ 05-9 X68000 用 C コ ン パ イラ セッ ト 
ЫЗЫН ЕҚ БЕ. ツク モモ 特価 まる タラ の の 
mFORTH Compiler FORTH コン パイ ラ セ ッ ト 

MAC Haeo еқен AHA ツク モ 特 価 \/ を の の 


HumanB8K \/ег2]) Human68k の NEw バ ー ジ ョ ン …: 定 価 «9. 800 
※ そ の 他 、 ゲ ー ム ソフ ト も 続々 発売 中 で す の で 、 詳 し (は お 尋ね 下さ い 。 


PIERE A X PRO SHOR CH 


PRO Ñ 
STAFF 


9911 へ お 電話 1 本 ./ 月 々 Y3.000 以 上 の 幼 等 払い も 頭金 な し 


| 破 ・ 科 ボー ナス 2 回 払い も 受付 中 


ツク モグ ロー バル カー ド は 、 ジ ャ ックス ・ 
VISA、 セ ント ラル ・MC と の 提携 カー ド 
で す 。 ツ クモ 各店 で の お 買物 か らく らく 
国内 は も と より 海外 で の 分 
割 シ ョ ッ ピ ング も OK / し か も 18 才 以上 


学生 で も SPS た 一 みのる ら 
вад ШШ E — X68000 用 通信 ソフ ト 0 


シャ ー プ カラ ー 漢 字 24 ド ッ ト 熱 転写 プリ ンタ ー 


CZ-8PC3 
"sal 46, $00 


消費 税別 途 Y1.494 


T!01-9! 東京 都 千 代田 区 神田 郵便 局 私 書籍 135 


X68000 [52D 
の PF 203) 


今月 の お すす め セ ッ ト for X68000 
オム ロン MD-2400B 
300/1200/2400(MNP4)bps 対 応 


シン ャ ッ プ 

カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト 
プリ ンタ ー 
ІО-735Х 
定価 \248.000 


を 指 て 下さ い ) 


ブリ ング lll 
“A. Zar. セッ ト 
@ CZ-888C-BK ТАҚТАДА ЫР ЖАРЫ ӨН SR та ТЕЗ Y 169,800 
@ CZ-860D-BK o ka dtd ado A Pio VV ORBIS x asnálsicar ТТ も Y 92.200 


合計 定価 Y262.000 


限定 特価 ま / ア の の の 


消費 税別 途 Y4.740 
g4 回 払い (消費 税込 ) : 初回 \.483 十 月 々 \7.700X23 回 払 


電子 手帳 避 ポ ケ コ ン も 
や っ ぱり ツクモ だ よ / «» 


娘 い よい よ X68000 と デー タ を こ PC- CE500 


や り と り で きま す / 定価 \28 800 
vo — Tif Y 24, £00 
PA -8500 
定価 \28.000 
Ti Y22, 00 
PA -7500 
定価 22,000 シャ ー プ 
ж HIF /%,700 РС-Е200 
大 型 4 行 表示 、 デー タス ケ ジ ュ ー ル 定価 \22.000 
管理 に 便利 、IC カ ー ド 、 プ リン タ で 特価 977,g00 


更に 発展 する ハイ グレ ー ド タイ プ 


E у Д C 
ォ ム ロン MDI?FS«(300 1200 ボ ー) … ツ クモ 特価 \ 77, $00 
747 РУ-А1200МК3:300 1200 ボ ー) 
E eros ОЗУ ЖУКА > ツク モ 特 価 Ұ/4,%00 
ァ イ ワ РМ-Ао4ММР5(300 1200 2400 ボ ー) MNP5 
AE TAE OE PAN W AR O "Zt8üYd5, S00 
ツク モ 7 号 店 203-253-4199 


Jm IN UN ЕЕ 2703-051-9911 

= 03-251-0531 
=з 03-251-0987 
2052-263-1655 
2052-251-3399 


2011-241-2299 


## UTU IBU £ атг 


ЛЕЛ (ЕВУ SEOh / X íF ЖЬШ BX RE (38 )No894047 


※11/8U 月 より 営業 時 間 が AM10:15 一 PM7 :00 に 変わ り ま す 。 


ж 表示 価格 に は 消費 税 は 念 ま れ て お り ま せん 。 


1 


4 4 à 


EXPERT & PRO セ ッ ト で お 買い 
上 げ の 方 に 

@ ディ スケ ッ ト (10%) 

@ ゲー ム 

@ アフター バー ナー( 定 価 \9.200) 
@CZ.8NJI (ジョ イカ ー ド ) 

プレ ゼン ト 中 


— оини ичинс витала л речи ае ча 


超 低 金利 クレ ジ 


УРОК. 


Шы. 


限定 | 
e CZ-8NJ2 定価 \269.600P ・ バ バン コン ラッ ク の 3 自 ФСІРКО 
(定価 \23.800) プレ ゼン ト 中 Жі Y 9,500» 
(ボー TAAR iud リ [E TERRAM AR ^" € ASCII STICK 
| loar | Х.Е Y 6,800» 


uS HD 
A セッ ト : 


CZ-612C+CZ 5030 


е = ч *. ^? 


EXPERT & PRO セ ッ ト で お 買い 
上 げ の 方 に 

@ ディ スケ ッ ト (10%) 

@ ゲー ム 

ORI INST 
ө CZ.8NJI (ジョイ カード ) 
プレ ゼン ト 中 


Му ВЕНА ге Т> 0070 


7, 


же? 
е 


(定価 \9200) 


| d 5 5 > na -— 
| ih d 2 2 25 PRU jx d < 
7 ET ТЫ V 
| RASSE. ШШ Ü \\ 


(ボー ナス 併用 も 有り ます 。TEL 下 さい 。) 
定価 \ 382, 800)» 


: CZ-652C + CZ-603D 


PRO. HD 


ーーー ン ペスト ーー と つの ーー ats: 25] 


HE 4077 


С i 


hc s GER Sa EE — 
О 
30760F F @ CZ-611C( 本 体 ) | / @ ディ スケ ッ ト 10 枚 ` 
ө CZ-603D( モ ニタ ー) H | @ ゲー ム 
e CZ-8NJ2 (CYBER STIC) \@ 送料 、 消 費 税 込み , 
Т 
| 台数 限定 | ЕЙ 509, e d 
ew 
x ; emm ZEN 
e CZ-652C (ЖЖ) @ ジョ イカ ー ド (8NJ1) = や ШЕ 
eCZ.611D( モ ニタ ー) | @|өзүләуК1% mi m 
ө CZ-8PK8(24 ピ ン 、 漢 字 、136 桁 ) \ @ ゲー ム フ レ ゼン ト 中 SN 
` zal 31,30 WE а нија на le | 8700 (608 7 
(定価 \584.000) 


12 回 | 32.900 24 回 | 17.200|36 回 | 11,800 |48 回 9,200 60 回 7600 
(ボー ナス 併用 も 有り ます ,TEL 下 さい 。) 


(ボー A0 дечүү ЕНЕТІН ) 


@ 木 広告 の 掲載 の 商品 の 価格 に つい て は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 
am4sen 主 日 日 一 7 ロロ AM10 ОП РАЛ ANA BE«AMIO'00-— PMR'0n0n 


回 <60 回 払い まで OK // 


a un 


Z's STAFF PRO68K Ver2.0 C774) 定価 \ 58,000- 
C TRACE68 (ERAR) で うー ニーバ ドー トー ドー ドー: 定価 \ 68,000» nn 
SXZCRONE (PZR п Д4 >`) "nnn 定価 X 58,000 °x „бгл рр = NUN 
アニ メキ ッ ト ( ア ンス ・ コ ン サ ル タ ン ツ ) る YSie Gi6 odi» 2e Š Š фе « nie sip. s € d 定価 X 5,000 24t ARA 7 J72 (13605) (47 ジル に 用 紙 付 ) 
ポラ ウツ オォ オ ( ハ ミン グル で と ) に PPP 定価 \ 19,800 1 ¿SID OS e. = ` 
G-68K (OH! BISINESS) ае аьаа оао Ваа DEO 定価 X 14,800 CZ 8PK8 定価 \ 152,000 
KAMIKAZE (サム シン グ ・ グ ッ ド ) АВО НРУ ТИВТУ т, hawas, 定価 \ 68,800 ЕЖЕ, 
DOSE EO ede di IIT で チイ で か の て 定価 \ 38,800- 新 a 
C& Professional Раск (マイ クロ ウェ アジ ャ パン ) ーー……… 定価 \ 58,800 RH 
Final Ver3 .2( エ ー エ スピ ビ ピー) Қасы КА ЫНА a СН ТОТЫ 定価 x 38,000 H p HEN PARAN ya M Ф 
р TSROSSI 6Z220B8S s: s repere re rn adora a hme d 定価 \ 58,000 Z4 ド ッ ト 熱転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ ( ケ ー ブ ル 、 用 紙 付 ) 
SARD'PROSSK/CZ2D6BS D: s T apasi. troi atre hr eo 定価 \ 29,800 OO の の に ые, 
C compiler PRO68K С2211165--.-............................. 定価 \ 39,800- ° CZ 6PCZ 定価 y 69,800 
0S9 X68000 CZ219S SOR аан аео да くっ 定価 \ 29,800 ES А 4208822 em 
BUDEK 0293405 15) НКИ лы» АН ы endo 定価 \ 188,000 | X-1 G モ デル 30 | 台数 限定 | [新品 | 送料 無料 . グ 
BE o m Lr UU а ※ 家 庭 用 TV に つない で 2 人 で ゲー ム を 楽し も う グ 
MUSIC PROCEK OZ MS 15. Ee pen ose a araia 定価 \ 15,800» ө CZ-822C( フ DIA) € AN-58C (RF コン バー ター) 
Sampling PRO68K CZ215MS:-: 定価 \ 17,800- @ ディ スケ ッ ト 10 枚 @ ゲー ム 3 種 @ ジョ イカ ー ド 
MUSIC-studio PRO68K 237MS ·· · ···· · ··...-................. 定価 \ 15,800 
MUSIC-PRO68K[MIDI] 247MS::: ーー 定価 \ 18,800 
New-print Shop 221Н5.--------------.---.-................. 定価 \ 19,800% 
communication 293065: а By one 0 くく os оар 定価 \ 19,800- 6 
QOMD:2400B (Э) s apoqa paspa oie ШӘЛ 2.1 Ұ 49,800 
周辺 機器 コー ナー( 送 料 Y1.000) тонон ER UN d 
( 〇 PV-A2400MNP4( ア イワ ) тҮ ко ыы е ы ROO E CY TEE REST at TOS 3E fii ¥ 46, 800m» з 
ПОЕМЕ Е ear ева оа паа Тона о м 48 v 188.000» (DPV-A24MNP5( ア イワ ) «e HH MM Ж.Н x 54,800» / 
(В)С2-6УТІ РЎ ТООРОТТО uiaae К аа айм 定価 M 69,800» 
(ОС2-6 TU бета ал» хал Же іш 6% Шараға орақ a a Q ГУА 定価 x 33, 100» 
D)BF-68PRO bible сө ҚАР ЧАР iw sq qid D. edu s.9 Vo Ud.qu/pe nido» 0.2 E 定価 \ 19,800» 
)CZ-6BEI Кора ән aa ma XR DOO T T ҚЫМ a e E w тарана g a о ыла 定価 x 35.000» 
(FCZ-6BEIA УРСАН УТЕС piel o Vo 9o d s b s a n X v Pals e. «/€ УЭС" 定価 \ 38,000» 
(Gy CZ-6BE2 YT LUPA әз» OLAVYCYTTTIPSAV Tt EETEL ааа 定価 \ 79.800» 
(① ゆ CZ-6B ビ 4 ер 89e qais pnis од ааа ыба бе orale e оа ооа оета ооб 定価 \ 138.000» 
(DC 乙 -6BFI АРЗУУ ООУ ТОЗБАС Na e V n dea e a oe a РУТЕ 定価 x 49,800» 
QOCZ-6BPl e mehrere 定価 \ 79.800» 
(CZ-6BMI О Уе ER EY АНЫ ТЫУ э a KO a ӨӨ эое эзел EP TY. 定価 \ 26,800» 
(DDCZ-6EBI Қы 944420 %%»»485,606%9%66656446ғ»%%944%4%592%924%59 54% 定価 x 88,000» 
MDAN-S100 セツ TI 定価 x 36,600» 
(NCZ-6SDI で リマ イマ 定価 \ 44,800» 
(ОС2-8РСЗ C SE ЫР ХАРА АА E O е Жаза сн е 25 Де 定価 \ 65,800 | 
DCZ- PQA4: HR m 定価 Y 99.800 —— - 
PR Mun RUE CO IR УН а noi oir V Re caecis Cad) 定価 \122.000 |20 X-68000 セ ッ ト ……… » e CZ-856C…… » eCU-14AG2-- b | 
(に Ye シビ АУ ТИТИР TIO НЕ 定価 \152.000 | | @X-68000ACE セ ッ ト -P e CZ-8700 в e CU-14H2…… » 
(3| ep BEKO PPP нее ена еее одеа ОЕ озонро 定価 \ 89.800 @ X.1 タ ー ボ 7Z セ ッ ト …… P @CZ.881C…… в @CZ.8PC2 …… > 
MCZ-6PVI E EEN S sta EY URL SO EDDY С Ае RETS ЭЕ 定価 Y 198,000» | e X-1G/30 セ ッ ト rins defeat » e CZ-.820D…… » e CZ.8PK6 …… » 
(UIO-735X Piq re W e аа аја тее o a vin o o w qip e s o delo «4 é 9 « «аә aUe 9.9.3. ed SY Mq 定価 Y 248,000» e C7-822C I A 2 HR „Т. » e CU-14GB Arn » 
AVIA DESI eU a Ree e iras Yos S 定価 \ 23.800» CIOC > e CU-14BD … > 


通信 販売 お 申し 込み の ご 案内 
[現金 一 括 で お 申し 込み の 方 / 
@ 商 品名 お よび お 客 様 の 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 当社 まで 、 現 金 


その 場 で 高価 現金 買取 り ・ 高 価 下 取り OK. グ 人 
ШЗ (БЕБЕ TFU, 田 下 取り ・ 買 取り で お 急ぎ の 方 、 直 接 当社 に 書留 で お 送り くだ さい 。( プ リン ター・ フ ロッ ピー の 場合 、 本 体 使用 機種 名 を 明記 の こと ) 
03-651-1884 来店 、 ま た は 、 宅 急便 に て お 送り 下さ い 。 [銀行 振込 で お 申し 込み の 方 〕 
E S ui uie Т зии а @ 銀行 振込 ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 み の 前 に お 電話 に て お 客 様 の ご 住所 ・ お 名 前 ・ 
の 場合 …… 常に いま す の て 人 査定 額 を お 電話 で | 商品 名 等 を お 知ら せく だ さい 。 “Т + 友 847 ыы 
確認 し て 下さ い 。 (差額 は 、P&A 超 低 金利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。) bee pi р 
eC yi : wt 
@ 買取 り の 場合 …… 現 品 が 着き 次 第 、2 日 以内 に 買取 り 金 額 を 連絡 し 、 Ne o Я $ 
振込 み 、 又 は 書留 で お 送り 致し ます 電話 に て お 申し 込み くだ さい 。 クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り いた し ます の で 、 ご 記入 
の 上 、 当 社 ま で お 送り くだ さい 。 
信 近 郊 の 方 は 、P&A 本 店 まで 、 直 接 お 持ち 下さ い 。 @ 現金 特別 価格 で クレ ジッ ト が 利用 で きま す 。 残金 の み に 金利 が か か り ま す 


即金 に て 、\1,000,000 ま で お 支払 い 致 し ま 事 


© 1 回 ~60 回 払い まで 出来 ます 。 但し 、1 回 の お 支払 い 額 は 3,000 円 以上 。 


アフ ター ホー ビズ スズ 万全 
全 商 品 保証 付 。 専 門 の 担当 者 が お 客 様 の 立場 で 対応 し ます 
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言語 を 買っ た は いい けれ ど ご, いま ひ 
と つ 使 い 方 が か わからない 」 こ と いう 方 は い 
ませ ん か や X58000 の 場合 , XC 発売 と 
と も に , 全 ユ ー ザ ー の 0 — 3 割か が かじ コン 
バイ ラ の 正規 ユー ザー に な る と いう 驚異 % 
的 な 普及 率 を 見 せま し た 。 % 
し か し 本 来 , xd dace in 
ラミ ング 言語 で す 。 初め て の プロ グラ 
NN NR 
は な いか も し れ ま せん 。 一 般 的 な 文法 自 
体 は ALGOL 系 列 に 準拠 し て いま す の 
で , いわ ゆる 高級 言語 的 な 使い 方 も で き 
ます が , そこ か ら 1 歩 踏み 出す と た ち ま 


ち 非 高級 言語 的 側面 が 顔 を 出し ます 。 Ñ 
言語 か 言語 た る ゆえ ん は , WJ r> 7 


ー タ 構造 を サポ ー ト し な から, RESE ` 
数 管理 を ある 程度 度 省略 じ た と ころ に あり 
ます 。 こ れ は 本 来 処 理系 か 考え な けれ は 
な ら な いこ と を ユー ザー が 補う 必要 が : 
る と いう こと で す 。 〇 言語 の 入門 で 大 
な の は 早く 〇 言語 と は どん な も の か と い 
う イ メー ジ を 確立 する こと で し ょ う 。 


s 


эй E Ё. 


プロ グラ ミン グ の 定石 КЕК» аты 新 仲 夫 
CUCOBREEM VIA. oq 
特別 付録 言語 簡易 リフ ァ レ ンス 
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環境 設定 か ら コ ン パ イル まで 


は じ め て 使う X じ 


ミン グ へ の 招待 


[6 フ ロク ラ 


@ 特 集 
詳細 な マニ ュ ア ル , = a >), ハー ド を サポ ー ト する ライ ブラ リ 群 ii- 
えて BASIC コ ン パ イラ つき …… PYAR: KXQ C T; ここ て は 


ағыла XC を 使う 際 の 具体 的 な 注意 点 を 順に 追っ て み ま し ょ う 。 題 し 
МЕ = <, 型 か ら 入 る C 言 語 入門 で す 。 


私 が こ だ つ を 買っ だ は いい けれ ど , こ た だ 


つっ 布団 が な い 荻 窪 ま で ある 。 世間 で は こう 
ぃ いう の を た だ だ の 馬鹿 と いう 。 早く 書き 上 げ 
て こ た だ つ 布 団 を 買わ な けれ ば 。 ぶ る ぶる 。 

る て る て, いま 手元 に 業界 紙 が ある 。 こ 
こ に 載っ て いる の は ソフ ト ハ ウス の プ ブログ 
ラマ る ん た だ たち は どの 言語 を 使っ て 開発 し て 
いる か , と いっ た 調査 結果 だ が , 1 位 は ダ 
ЖС ЖА ДОИРА, 2 
位 は 金融 関係 で 根強い COBOL で 25%。 あ 
と は 軒並み 10% 以 下 な の で ある 。 伝統 の 
FORTRAN も IBM さん の PL/I も 最近 は 油 
落 。 ほ か は アセ ンプ ブラ や ら LISP や 6 PRO 
LOG や 6 BASIC や Smalltalk。 そし て パソ 
ュ ン ユー ザー に は 馴染 み の な い 4GL だ (第 
4 世代 言語 の 略 。 簡易 言語 みた いな も の )。 
アン ケー ト の 対象 次 第 だ と 思う が , と に 
i4, C は 凄い 。 お 金 の 計算 に 欠か せな い 
COBOL( と いっ て も , 銀行 な ど で か いと こ 
ろ は PL/I に 切り 替 を た みたい だ ) な ど 特 殊 
用 途 以 外 は , と に か く , C ら し い の だ 。C 
計る も 2 ポジ ヤー な 言語 な の だ 。 


талау шр され な いよ うに 


を こ で ,X68000 の も っ と も メジ ャ ー な C 
УК cs uv 5 B7), XC, C Com 
pilerPRO-68K で ある 。 あの , 紙袋 が 破れ る 
ほど 重たい C CompilerPRO-68K で ある 。 
電話 帳 セ ッ ト の よう な C CompilerPRO- 
68K で ある 。 デ イィ スク 2 枚 に マニ ュ ア ル 5 
MOC CompilerPRO-68K で ある 。 こ れ だ 
UE € て 39,800 円 と は 得 し た だ た 気 に な る C 
CompilerPRO-68K で ある 。 は あ , は あ 。 

し が も 。 困っ た 。 マ ニュ アル が だ くさ ん 
ある の は いい が , どこ か ら 手 を つけ て いい 
か わか ら な い 。 と りあ え ず ユー ザー ズ ガ イ 
ド を 読ま ね ば , と , 読ん で みる の だ が , と 
2%9 £ Сыз іс; 

ああ , 40997] E07 un Z2 v 33 A RER 
い マ ニュ アル を 片手 に プロ グラ ム を 組ん で 
いる の か 。 やっぱ, 人 間 は 体力 ど な あ …… 


と 挫折 し て いる 人 も 多い の で は な か ろう が か 。 


сы で お あお る 。 こん な 厚い マニ ュ ア ル を 
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隅 か ら 隅 まで 読む な ど と いう 酔狂 は を そう を 
うい る わけ が な い 。C な ん て の は , 根性 と 
押し の 一 手 ほ と いう の も 捨て が た だ たい が, L Š 
に は は ずみ と シチュ エー ショ ン で すん な り 
ゅ いっ て し まっ の たり ずる の だ 。 や ひだ いと き 
が し だ いと きだ 。 ЛАЮ; 4524, し だ い 。 


らい も いう の は うみ シル パル ラク て の る , E 
いい 方 は お か し いな 。C 言 語 で 書か れ た プ 
ログ ラム は C コ ユン パイ ラ で コン パオ ル し な 
いと 動い て くれ な い , と いっ だ た ほう が 正 し 
い 。 コ ン パ イル する と は いう けれ ど , BAS 
IC で イン タダ タダ リッ トト する と は あん まり めい 
わな いな 。 それだけ コン パイ ル と いう 作 
業 は 印象 的 な も の な の だ ね 。 


BASIC が BASIC.X だ け で ある の に 対し , 


XXC は CX メ が ある だ だけ, と いう わけ に は いか 


だ ない 。 完 の と ころ 。 СС, X, СЕРА, СОО; 


АСА こし し に め えん 5 本 を あか 
も 足り な い 。 
REDON: 
CC2. 4:2: (ТБЗ ата 4. š 527), 
で 除外 し て も (ЖЕ, 使わ な い 人 が 多い ), 
6 本 の プロ グラ ム を 通す 必要 が ある 。 いく 
5 6 本 の プロ グラ ム が 必要 と は いえ , ひと 
つっ ずつ 実行 し て い だ の で は キリ が な い 。 X 
は , 使う と き に は CC.X ズ だ け 呼 べ ば , すべ て 
を よき に は か ら っ て くれ る の だ 。 この CC が 
C で 書か が れ だ プロ グラ ム を うん ちゃ ら か ん 
ちゃ らし て 最終 的 に 動く ヤツ を 作る た め に :, 
5 本 の プロ グラ ム を 走ら せる 。 

を そして, C で 書か れ だ た プログラム は 実行 
形式 へ と 成長 し て いく の だ 。 ま る で 稚魚 か 
ら 成 魚 に か け て 名 前 の 変わ る 出世 魚の よう 
КОЛ; ЖА у ХОШ と し よ 
う 。、C で 書 が 徐 だ な プロ グラ が だ 寺 СЕ 
いう 抜 張子 を つけ る こと に な っ て いる か ら , 
ファ イル 名 は “ONIC と な る 。 さい つる ル 
ー ス プロ グラ ム と いう 。 ЖО 種 情報 処理 風 
に めい うと 」 原始 ゲロ ョ グラ スム ほう 平 で 
ソー ス と いう の は "I" の 意味 で ある 。 

240 ОВ CG” コン が パオ オル まな ね けけ で 


それ で 
8 GICAS.X ELK. X # £X 


425,17, СОР, ССО, CClO 3 22734 3v 
トリ オ が 一 気 に “ОШ С" を コン パイ ル す 
る 。 こ の コン パイ ルト リオ は C で 書か れ た だ 
ソー スプ ログ ラム を アセ ンプ ブラ の ソー スプ 
ログ ラム に 変換 する 。 

コン パイ ルト リオ は 翻訳 し た 結果 アセ 
ンプ デラ タ の ソー ス と し て 晶 丸 する 。 も ちろ ん , 
C の ソー スプ ログ ラム は 残し て お いて , Ж 
し く フ ァイル を 作る の で ある 。Human68k 
て は アセ ンプ ラ の ソー スゲ ログ ラム は ° 
S” と いう 拡張 子 を つけ る こと に な っ て い 
る の で (ツー ス の S だ わ ね ), “OhI.S" と いう 
フ テ オ メル が 出来 上 が る 。 

ZOOS は AS. XE 5 6800007 t 
ンプ ブラ で ア ャ ン ブ ル る され , 機械 語 の プロ グ 
ラム と 化す 。 ア セン ブル し て 得 ら 5 れ だ た プロ 
ダラ ム を オプ ジェ クト プログラム と いう 。 
第 2 種 情報 処理 風 に いう と, 目的 プロ グラ 
ム だ 。 一 般 に 。 オプ ジェ クト モジ ュー ル , 
ある い は 単に オブ ジェ クト と いう 。 

生成 る た オブジェ クト モジ ェ ュー ル は , 
Human68k の 命名 原則 に 従っ て , “. О” と 
いう 拡張 子 が つい た もの と な る 。“Oh!.O" 
だ 。 オプ ジェ クト の 0 だ 。 こ いつ は も 2 機 


ОЗ ЕА 実 の と ころ 
を の まま 実行 する わけ に は いか な い 。 最 後 
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これ を リン ク し と いう 。 第 2 種 情報 処理 風 
сезе; リン クエ デイ オッ ト , 訳し て 連係 
編集 (な ん の こと や ら 6) だ 。 リ ンク に は リ り 
SALK ATRI 

Q kE z. C は ライ デラ リル な る も の わな 参 
照 す る 。 ラ イブ ラリ は まあ , BASIC で いう 2 
“S FNG だ と 思え ば はい 。 СС ЕЙ 
どの 機能 (入出 力 か ら お 絵描き まで ) v^ 


- 部 関数 し し て 扱う 。 こ いつ ら は “一 .H "を 


覗く と だ くさ る ん 用 意 る きれ て いる こと が わか 
$y で の て も いだく て きん か と の 8y と ダイ 
ブラ リマ ニュ アル が 800 ペ ー ジ 以上 に な る 
ç b eza 

関数 の 数 だ け “ な ん ちゃ ら .0 が あっ だ 
ら も て も か な わん わけ で ,: 全部 で 4 つ に ま 
ん. め て る の だ こり サシ 浪 届 この デル ジラ 
と 生成 きれ だ オブ ジェ クト を リン ク ( 結 合 ) 


し て , 実行 形式 の モジ ュー ル を 生成 する 。 
これ を ロー ドモ ジュ ー ル と か 実行 形式 ファ 
イル と か と いう 。 も ちろ ん , 実行 で き る 形 
式 と いえ ば , 拡張 子 は “.X" で ある 。 

DTR, “Oh K が 完成 し た 。 拡 張子 
X が ある と いう こと は , Human68k の ユマ 
ンド の ひと つと し て 認め られ た と いう こと 
だ 。 こ れ で も う , 氏 素 姓 を 問わ れる こと は 
な い 立 派 な ソフ トウ ェ ア で ある 。 


кож «акс 


XX じ を 使う と いう こと は , 何 本 も の プロ グ 
ラム を ディ スク か ら 6 読み込ん で , その あい 
だ に 3 本 の プロ グラ ム を ディ スク に 作り 出 
た だ たい の る と だ オメ モリ 上 で ちょ いち も ちょい 
と 実行 で き て し まう BASIC に 比べ て か な 
5 大 事業 で ある 。 実際 に は ライ ブラ リ を 読 
み 込 ん だ り 中 間 フ ァイル を 作っ た り も する 
が ら 。- チ イス タプ タタ せ セス ば 上 記 だ け で は す 
まな い 。 よって, 時 間 が か か る 。 

一 般 に , CPU に 比べ て 外部 記憶 装置 は 遅 
いと いう 常識 が ある 。 も っ と 遅い の が プリ 
ンタ で , いち ば ん 遅い の が 人 間 な の だ が , 
まあ , コン パイ ル 時 に 後者 2 つ は 関係 な い 。 
問題 に な る の は 外部 記憶 装置 だ 。 最 低 な の 
0 メッ メ ビ ー デ ィ イネ メグ と いう ヤツ で ある 。 
伏 が ペー ド デ ィ スグ そし て , 速い の な が 
RAM だ 。 計 算 機 も 人間 も 疲労 コン パイ ル 
に な いため に , ユン パイ ラ は よい ぃ 環境 で 走 
ら せ て や り だ た だい 。 ブ ログ ラム 開発 する と き 
は な る べく RAM デ ィ ス ク を 使う , さも な < く 
ば ハー ド デ ィ スク を 使う 。 これ が 原則 だ 。 

Сіз, RAM デ ィ ス ク を どう 使う か だ 。 普 
通 は 開発 する プロ グラ ム の ある ディ レク ト 
リ あ カレ ント に する (ファ イル 名 を 指定 す 
る の に , いち いち ドラ イブ 名 や ディ レク ト 
リ 名 を 書く の は 面倒 で し ょ )。 そ れ を RAM 
ЖАСТЫ 2а ОЪ" 
b RAM ディ スク に 作ら れる 。 こ れ は お い 
し い 。 あ と か らち ゃ ん と 必要 な も の だ け デ 
イィ スク に コピ ー す れ ば , 停電 で も し な い 限 
りな ん の 問題 も руз. 

IT, 科 単に RAM デ ィ ス ク を 使え ば い 
いと いっ だ た だが, ザー ん 転送 し て 使う と 
忌 っ だ ら , RAM デ ィ ス ク を 大 量 に 確保 し 
な いと 足り な い だ ろ う 。 メ イン メモ リ が 2 
M バ イト 以上 な いと で き な い 相談 だ 。 あ ま 
り で か い RAM デ ィ イィ スク を し と る と, 今度 は 
コン パイ ル が で き な く な る こと も ある 。 し 
か も , 辞書 な ど と いう で か い フ ァイル を 置 
く ス ペー ス は な いか ら , 辞書 は フロ ッ ピ ー 
デイ スク と な り , 悲し い 日 本 語 環境 し な る 。 

が , 無理 し て で も RAM デ ィ ス ク は 使う 


べき だ 。 い くら か 妥協 し て , 自分 の 許せ る 
男 胃 で や る の が いい だ ろう 。 あ まり 少な い 
と あっ と いう ま に デ イス ク フ ル に な る が ら 6 
(コン パイ ラ が 吐き 出す オプ ジェ クト や ら 6 
で が かなり エリ ア を 食う ), と ん な 小 き な プ ョ 
グラ ム 開 発 で も 100K バ イト 以上 は 必要 だ 
ろう 。 い ざと な れ ば 日 本 語 を 使わ な いこ と 
に し て ASK な ん て は ず すす か (これ だ け で 
100K バ イト 以上 も メモ リ を 使っ て いる )), 


ロー ン を 組ん で で も RAM を 増設 する か だ 。 


хоне? 4M 22^ 


な に を RAM デ ィ ス ク に 組み 込む か 。C 
プログ ラミ ング に 最低 必要 な ファ イル を 考 
えて みる 。 で, CC XID, ディ レク トリ , 
CC, LIB, INCLUDE に 入っ て いる も の を 
片っ端 か ら 6 転送 する 。 “~ H” は イン クル 
ー ド ファ イル , “~. А" は ライ ブラ リ 本 体 


が 詰まっ て いる 。AS.X, LK.X も 必要 だ 。 


上 記 を 全部 足し て , 388K バ イト と な る 。 
まだ CC X メ が 必ず アク セス に いて ブログ 
ラム が ある 。 CASH. X だ 。 CASH. X は 指定 
し だ ファ イル を 全部 メモ リ 上 に 読み 込ん で 
か ら 使 うと いう , ファ イル アク セス を 高速 
化す る だ ため の プ ログ ラム で , CC.X が 自動 
的 に 使っ て くれ る も の だ 。 絶対 必要 。 

る ら に , ブロ グラ ム と と, その コン パイ ル 
結果 な ど が 入る スペ ー ス も 確保 し て お か な 
いと まず い の で ,640K バ イト くら 6 らい 確保 し 
て お け ば ディ スク を 使わ ず に すむ 。 

つい で に A ド ライ ブ の シス テム を C ド ラ 
イブ の RAM デ ィ イス ク に 転送 する バッ チ フ 


ァイル を 例 と し て 載せ て お こう (リス ト 1), 


2 つの SET コ マン ド と TEMP ュ ユマ ンド 
は 忘れ な いよ うに 。 SET コ マン ド は ライ プ ブ 
ラリ の 在処 を 指定 する も の だ 。CC.X は こ 
れ を 見 て ライ ブラ リ を 探す の で ある 。 TE 
MP は 中 間 フ ァイル を 作る と き の パ ス を 指 


定 す る も の で , テン ポラ リフ ァイル の 略 だ 。 


じ を 使う と き に 限ら ず , TEMP は 常に RA 
MM ルディ ォ オス グ を 指す よう に し て お こう 。 TE 
MP が と どん な に 有用 か は , 次 の コマ ンド を 
TEMP A:t TEMP C: で 比べ れ ば 一 発 だ 。 
つま り 5, 

DIR | MORE 
で ある 。 


実際 に C の 簡単 な ゲロ グラ ム を 作っ て コ 
ン パ イル も て みよ う 。 まず, ツー ス ア ログ 
ラム を 作る の で ある 。 こ こ で は ED.X を 使 
22 ツジ ー ス は RAM デ イス ク に 置 て か ら 、 


RAM ディ スク を カレ ント ドラ イグ で に し 旋 
ED Oh!.C 

で ある 。 とりあえず ,。 さっ き の 例 に 習っ て , 

ファ イル 名 は "Oh" と いう わけ が だ 。 

ot, まっ さら な スク リー ン を 前 に 2 
初め て C に 挑戦 する 人 は 困る わけ だ な 。 と 
りあ ぇ え ず C の 言語 解説 書 で ある C リ ファ レ 
ンス マニ ュ ア ル を 読ん で も , どう すれ ば C 
の プロ グラ ム が で きる の か る っ ぱり わか ら 
な い 。 5 冊 $ も マニュア ル が ある の に , En 
b 初心 者 を 村 八 分 に し て いる の だ 。 困 っ た 。 
る ら に 初心 者 用 C 入 門 を つけろ! と シャ 
ー ブ に お 願い する の も いい が 。 マニ ュ ア ル 
が これ 以上 重く な る の も 困る 。 

し か だ た が な いか ら , C の 入門 書 を 1 MA 
う の が よろ し 。 特定 の C を 対象 に し た も の 
で な けれ ば (Turbo-C と か MS-C な ど ) 大 
丈夫 だ ろう 。 犯し が ちな の が , いき な り カ 
ー ニ ハン & リ ッ チ ー KER) の 「 ブ ロダ ラ 
ミン グ 言 語 C」 を 買っ て し まう こと だ 。 AN 
b 第 1 版 65 刷 (1986 年 ) を 持っ て いる が , 
読ん で も よく わか ら な い 。 た が だ, 本 棚 に 『 は . 
じ め て の C』 が ある と な ん と な く 恥 ず か し 
いけ れ ど も , K&R の 『 プ ログ ラミ ング 言 語 
じ 』 だ と 胸 を 張れ る 。 ま あ , それ だ けり 標準 
で あり , 権威 主義 の 人 に は 欠か せな いわ け 
だ 。 第 2 版 で は 読み や すく な っ た そう だ か 
5, 1 司 揃え て な むく の も いい だ ろう 。 

e C, BASIC と 違っ て C じ と いう ヤツ は と 
に も か くに も プロ グラ ム と し て 完結 も し な も 
の を 提示 し な いと コン パイ ル し て は 〈 く れ な 
v, しかも, C じ は ほか の 言語 と 違っ て , と 
っ つき に くい 。 普 通 の 言語 が よく 〈 目 指す“ 英 
語 の 文章 に 近い も の "で きえ な い の だ 。 も 
っ と も , 日 本 人 に と っ て は 英語 に 近く て も 
だ いし だ メリ ッ ト は な い の だ が 。 

C で は 英 単 語 の 代わ り に , 記号 が だ さき 
ん 出 て くる の で どっ ち に し て も 困る 。 た と 
を えば, ブロ グラ ム の ある まとまり (ブロ ッ 
2) を Pascal で は begin と end で 囲っ て 示 
す 。PL/I で は do と end で ある 。 それ に 対し 
で CGC て は ТЕр?% E て と ん な 調子 の ある を) 


JAM! хоер. Bat 


・ echo off 

: copy binXcc.x c 

: copy bin*as.x c 

: copy binYXlk.x с: 

БіпҰсавһ.х 

・ copy binXed.* с: 
: сору ссҰсс%Я,х с: 
・ md c:include 
: са c:include 

10: copy inolude\*.h с: 

11: cd c:¥ 

12: md c:lib 

13: ed есір 

14: сору libX*.* с: 


tO Oo — O> m AWN e 
о 
° 
ご 
< 


16: set lib.-c:Xlib 
17: set include-c:Xinclude 
18: temp c: 
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お うい の 0 と が だ た (くる さん ある か ら ,。 人 の 
作っ た だ た プログ ラム を 見 て 勉強 する の も 面倒 
RO, 

4:0, 私 と し て は , “ 型 か ら 入 る C Y 
提案 し よう 。 空手 で も ぉ お 茶 で も 入門 者 は 型 
か ら 教 えら れる 。 型 を 真人 て いく うち に , 
最終 的 に その 精神 を 学ん で い 〈 く の だ 。 日 本 
人 の 得意 な 戦術 で びあ る 。 ど うし て そう な る 
の か は る て お いて , 疑わ ず 型 か ら 入 る 。 最 
終 的 に 型 を 破 ら な いと 一 人 前 と は いえ な い 
OC, 注意 る れ た い 。 

で は , 基本 形 を 見 て みょう 。 以下 は , Е 
こ に で も 転がっ て いる サン プル プロ グラ ム 


Cn, 
#include <stdio. h> 
main () 
1 
printf (“ヤッ ホー¥\n") ; 
j 
Lb SAUDA: BASIC て いう と 
10 print “ヤッ ホー" 


と 。 まっ た だ たく 同じ で ある 。 が , すでに 似 て 
非 な る も の だ な 。 な ん と いっ て も 行 数 が 違 
う 。 し か し , C に と っ て 行 数 は 意味 を 持た 
な い 。 BASIC が 改行 を ひと つの 単位 と する 
の に 対し , C で は { } と か , 必ず 関数 (な 
ん ちゃ ら 6 (うん ちゃ ら ) と いう 形 て 完結 す 
る も の は だ いて いそ うだ ) や ら 6 代入 文 や 6 
の 後 の に ある セミ コロ ン , と いっ た も の が 
ひび ょ つの 区 切り に な る わけ て , 2 行 に また 
が っ た り , 1 行 に まとめ る だ た だめ に “7% 
つけ な きゃ な ら な い ,。 と いう こと は な い 。 
上 の 例 だ と , 

main () {printf (( ヤ ッ ホ ー Xn") ;j 
で も いい わけ だ が , i, そう や っ て 書く 
こと は し な い 。 これが 愛 は 負け て も 親切 
は 勝つ (カー ト ・ ヴ ォ ネ ガッ ト )” と いう 精 
神 だ 。 一 種 の 不 文 律 し いっ て も いい 。 短い 
プロ グラ ム だ か らい いよ うな も の の , 長い 
な が で ん な る と を る た 日 に は た だ る っ た だ た 
も の で は な いか な ね 。, ま BASIC だ と 書き 
方 で メモ リ を 節約 で きた けど , コン パイ ル 
する と 1 行 で 書 こ う が 何 行 に も 渡っ て 書 こ 
う が 結果 は 一 緒 。 な ら , 綺麗 な ほう が いい 
の は 当たり 前 だ の 編集 長 だ 。 

AT EPOR Te AMZA LT モー 
プ し 。 コン パイ ル す れ ば いい わけ だ が , だ 
図 1 表示 メッ セー ジ 


だ “動い た ! ” 上 喜ん で みて も し ょ う が な 
い の で , 解説 を 入れ る の で ある 。 

まず , 1 行 目 ど 。 い き な り 折 nclude で 初心 
者 は こう 思う 。 
TRAPI ЭО БАЛЕ: 
け と け ば 動く や ろ 」 

を それ は その と お り だ が , 型 だ け 覚 えて も 
つま ら な い の で , 一 緒 に 意味 も 覚え よう 。 

#include と いう の は , # と include に 分 解 
て で て きる 。# と いう の は ,、 この コマ ンド は " デ 
リプ ロ セ ャ セス" 命令 で す よ , と いう 印 で ある 。 
いう な れ ば , C じ の コマ ンド で は な い の で あ 
る 。 じん か どの コン パイ オイラ て ば コンパイル 
る 前 に プリ プロ セッ サ を 通し て プリ プロ セ 
スコ マン ド を C の プロ グラ ム に 展開 する の 
72%, ОП, ССР! XX が 行う 。 

さら に , include は “(全体 の 一 部 と し て ) 
含め る "と いう 意味 て ある 。 つ まり, av 
パイ ル す る 前 に 者 nclunde コ マン ド に 書い て 
ある ファ イル を 取り 込ん で ちょ うだ い , と 
いう 命令 な の だ 。 く > の 中 の ファ イル が を 
の 取り 込む ファ イル で あり , include フ ァ イ 
ル で ある 。include は イン クル ー ド と いう 外 

語 的 な 定着 を し て いる の で , 覚え て お い 
だ ほう が いい 。 

で は , イン クル ー ド する C の ライ ブラ リ 
“stdiouh に は な に が 入っ て いる の か 。 $ 
な み に , stdio と いう の は “スタ ンダ ー ド TI/ 
Оон, 日 本 語 に する と 標準 入出 力 だ 。 知 
GTE "スタ ジオ” っ て な ん だ ? な と と 
大 ポケ を か まし て は に けけ な Cc. sP, Š š É 
は 標準 入出 力 関係 の 関数 が 入っ て いる 。 

ここ 6 で C の 原則 を 示 る ね ば な る まい 。 
C と いう 言語 は , 入力 や 6 表示 か ら グ ラフ 
ィ ッ ク ま で 一 切 の 機能 を 持っ て いな い 。 つ 
まり , 手足 目 耳 日 鼻 と いっ た も の が な い 百 
鬼丸 だ 。 す べべ て の そう いっ た 機能 は 関数 と 
ぃ いう 形 で 提供 さき れる 。 だ か ら , この 場合 の 
stdio.h に は , 関数 “printf" など (正確 に は 
を の 宣言 ) が 入っ て いる の で ある 。 

続い て , 2 行 目 の main で ある 。 こ れ は 
main と 書い て ある か ら , メ イン ルー チン な 


を と りあ えす ずつ 


ん だ な , と 思う の は 間違っ て いな い 。 問題 
は その 後ろ の の ( ) で ある 。 な ん で ( ) 
が わる の か が か? 


正解 は 簡単 。 main と いう 名 前 の 関数 を 定 
義 し て いる か ら で あ る 。 関数 は 引数 を 持つ 
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:Warning 15 関数 の 戻り 値 が な い 
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こと が で きる 。 よって, 引数 が な い 場 合 で 
も ( ) を つけ る 必要 が ある の だ 。C で は 
メイ ン ル ー チ ン で さえ ぇ 関数 な の で ある 。 名 
前 は main と 決ま っ て いる 。 T, C で は 関数 
名 を 書い た だ た あと, { )」 の あい だ に 書い た 命 
令 た ち で も っ て を の 関数 の 仕事 を 表す 。 
maint < Offic idv Zg o, 

Cii, ED. X で 入力 する 。 気 を つけ る の 
は , ふつ う の BASIC と 違っ て , 予約 語 で も 
大 文字 小文字 が 区 別 き れる と いう こと が だ 。 
だ と えば , include と か , main は 小文字 で 
な けれ ば な ら な い 。 注意 ね 。 

それ で も っ て , 字 下 げ だ が , X8, TAB 
キー を 使う 。 関 数 名 は 1 桁 目 か ら 書 いて , 
その 中 身 は TAB キ ー を 押し て 9 桁 目 か ら 
だ ( 編 注 : た だ し 掲載 リス ト は スペ ー ス の 
関係 上 字 下 げ を 小さ くし て いま す )。 

これ で よし 。 あ と 注意 する と ころ は , 
printff の 中 ね 。 ヤ ッ ホ ー の 後ろ の "Xn" だ 。 
これ は 改行 し な る いと いう 意味 で ある 。 


コン パイ 


ГӘ; (Oh C を ユン パイ オイル し よう 。 
cc Oh. C 

で いい の で ある 。 とりあえず は 。 すると, 

し ば らく 待た され て , 図 1 の ょ よう な 結果 に 

な る だ ろう 。 リ ンク で は ちょ っ と 時 間 が か 

か る の で ご 容赦 を 。 
ここ で 気 に な る の が エラ ー メ ッ セ ー ジ で 

ある 。 3 行 目 で Warning だ 。 ワ ー ニ ング 

つま り 警 告 で ある 。 関 数 の 戻り 値 が な いん 

だ けれ ど , ЖУЫ»? と, 親切 な メッ セ 

ー ジ だ St; さこ て 誠 な し と うす る 。 ま 。 

何 行 目 で どん な エラ ー が 出 た か 覚え て お い 

T, も う 1 回 “ED ОҺ,С” と や る か ? 
それ で も いい けれ ど , 長い プロ グラ ム で 

ュ ン バ パイル エ ラー が だ っ (きん 出 だ たと き な 

ん か は いち いち 覚え て られ な いし , 書き 留 

め る の も 面倒 臭い し 。 そこ で 登場 は エディ タ 

の タグ ジャ ンプ 機能 と し いう ヤツ だ 。 
手順 を 説明 する ぞ 。 マ ニュ アル に も よく 

使い 方 が 載っ て いな い タ グ ジ ャ ン プ だ 。 

1) コシ パイ ル す を も とき に や オプ ジョ 
ン を 合う 。 EK は 大 文字 だ 。 

2) する と , 画面 の メッ セー ジ は 簡潔 な も 
の と な り , 代わ り に 7CC: ERR S E V5 
ファ イル が 作ら れる 。 画面 に メッ セー ジ 
が 出 な い の が , ちょ っ と , T. 

3 . ЕРСОЕНЕ Т; >” 2 G CC. 
ERR を 呼び 出す 。 

4) ここ で に 式 テ ー メ アッ キー ジ の 行 に カー 
ソル を 合わ せ ; ESC-V だ 1 

5 する と 自動 的 に コン パイ ル し た ファ イ 


ル ん (この 場合 は Oh!.C) が 読み 込ま れ , エ 
ラー の あっ た 行 に カー ソ ツル が 飛ぶ の だ 。 
6) ESC-D で ファ イル が 切り 替わる の で , 

4) 255) っ 修正 つっ ESC-D を 繰り 返す 。 
以上 。 タ グ ジ ャ ン プ 機 能 で あっ た 。 だ た だい 
て い の 場 合 は コン パイ ル エ ラー が 起き る の 
で ,/E オ プシ ョ ン は 欠か せな い 。 

エラ ー が 多い と き は , 下 か ら 修 正 し て い 
く の が コツ だ 。 上 か ら 順 に 直し て いく 〈 と, 
途中 で 挿入 や 削除 を し た と き に 行 番号 と 行 
の 対応 が 狂っ て し まう か ら ね 。 つ いで に っ コ 
ン パ イル エラ ー の 話 を も う 少 し し ょ よう 。 
コン パイ ル エ ラー に は 3 種類 ある 。 警告 
の は か が に , 致命 的 な エラ ー, コン パイ ル 時 
の エラ ー だ 。 警告 以外 の エラ ー で は , だ い 
だ い 途 中 で 止ま る 。 エ ラー が ある の に ォ ブ 
ジェ クト ファ イル を 作っ て も しゃ あな いと 
いう わけ だ 。 が , エラ ー が な か っ た だ た から と 
いっ て , その プロ グラ ム が 動く と は 限ら な 
い 。 な ん の 警告 も な く コ ン パ イル が 完了 し 
だ ブロ グラ ム だ っ て , 簡単 に 暴走 し た り バ 
スエ ラー で す と いっ て 止ま っ て し まっ た り 5 
する の だ 。 エ ラー の 話 , Жы), 

©, 30ORhO で て グ ジャ ング を し た りす る 
と (し な 〈 く て も 一 目 瞭 然 だ けど ), 5 行 目 は 
最後 の 行 ど と いう こと が わか る 。 

これ は な に か と いう と, main 関 数 は 値 を 
返す よう に な っ て いる の で ある (戻り 値 を 
宣言 し な い 関 数 は 自動 的 に int の 値 を 戻す 
と 見 な され る の だ )。 な の に 値 を 返さ な いか 
6, 警告 が 出 た の だ 。 こ れ は 無視 し て も よ 
い 警 告 で ある 。 こ の 警告 が 出る の を 嫌う と 
き に は , 最後 に , 

return (0) : 

を 加え を えれ ば いい 。 これ は , 戻り 値 (英語 で 
いと リタ ー ン コード ) 0 を 返す 命令 で 
ある 。main か ら の 戻り 値 は バッ チ フ ァイル 
の if コマ ンド の ERRORLEVEL オ ォ オプション 
で 見 る こと が で きる 。 あ る い は , main の 前 
に , void を つけ る の も いい (main を 戻り 値 
の な い 関 数 と し て 宣言 し て し まう )。 

жән, Oh!.X と いう コマ ンド が で きた で 
の あの 9 が に?7- チア セン ジル 時 に 池 た 
“Мо Fatal error (s) "は いい の か っ て ? 
いい の で ある 。fatal と いう の は “致命 的 
な "と いう 形容 詞 だ 。 つ まり , 致命 的 な エ 
ラー は な いよ と いう こと で ある 。 致命 的 で 
な い の は ある か も し れ な い が , そん な こと 
は や っ て みな いと わか ら な いと いう , 親切 
で 正確 な メッ セー ジ だ 。 

shLC が ュ ユン バ パイル さ れ だ た 。 ここ で デ 
ィ レ クト リ を 見 る と, Oh!.S と か , Oh!.O と 
ЖОН, BAK な ど を 発見 する だ ろう 。 つ いで 
5, な ぜ か Oh の サイ ズ だ けが 大 きい こ 


と も 発見 する は ず だ 。 
си, URI ユマ ャ ンド を ス っ て みよ う 。 

C» Oh! 
Say ees 
C» 

と なれ ば 正解 。 も し , \n を 忘れ た りす る k, 
C» Oh! 
ヤッ ホー! じ > 

5, ТХУШСЕП 6; 


5 азн 


で は , X68000 な ら で は の プロ グラ ム を い 
うみ よう 。 サ ウイ デラ リマ ニュ アル 192c ぐ 
ー ジ で ある 。 よ っ こら し ょ っ と BS EJBECT; 
な ん の こと は な いい 。 ディス ク を 吐き 出す ず コ 
マメ ド を 作 あ うと いう わけ だ ね 。 

37, レベ ル 0 と ある けれ ど ,。 これ は 。 
ヌ い に し な くく て よい 。 全部 の 関数 は レベ ル 
0 か ら 53 ま で の どれ か だ 。 0 は ROM に 入っ 
て いる IOCS を コー ル す る 関数 だ 。 1 は 
Human68k の DOS ュ ユー ル を する 関数 だ 。2 
は C じ の 関数 だ 。 3 は BASIC 関連 の 関数 だ 。 
€t cn, リン ク 時 の ライ ブラ リ が 違う 。 
順 に , IOCSLIB, A, DOSLIB. A, CLIB. 
A, BASLIB.A に 入っ て いる 。 

一 応 マ ニュ アル に は レベ ル 2 以外 の 関数 
を 使う と き は , 違う レベ ル の 関数 は あま り 5 
併用 し な いよ うに と な っ て いる 。 で も , を 
うそ うい つも 不都合 な わけ で は な いよ うな 
OC, いい か 。 

で , デ ィ イス ク を イジ ェクト する 関数 ,B_- 
EJECT は IOCS, つ まり ROM を 呼ぶ わけ だ 。 
マニ ュ ア ル に は 丁寧 に 書式 が 書い て ある 。 

書式 #include <iocslib.h> 

int B—EJECT (DRIVE) ; 

int DRIVE; 
で ある 。 こ れ は , IOCSLIB を イン クル ー ド 
し な さい 。 それ で も っ て , 関数 の 宣言 は , 
戻り 値 が int (つま り 整 数 ) C, 引数 も int だ 
KA, で ある 。 馬鹿 正直 に , プロ グラ ム に 
この と お ぢ おり 書く 必要 は な い 。 だ いた だ たい , こ 
の 宣言 は イン クル ー ド ファ イル に 入っ て い 
る の だ 。 だ か 5。 デ ログ ラム に は イン チル 
ー ド か int で 宣言 する か どちら か が あれ ば 
いい 。 実際 の 関数 の 中 身 は リン ク の と き に 
あれ ば いい の で あっ て , ここ で は 宣言 だ け 
し て お け ば か まわ な い の だ 。 

私 と し て は , #included り , ブ ログ ラム の 
中 で どん な 関数 を 使っ て いる か 把握 する 意 
味 か らい っ て る も, 

int B_EJIECT (DRIVE) : 
を 入れ だ た い 。 な ん も 定 言 し て な いも の は imnt 
と し て 扱う と いう C の 癖 が ある の で , 戻り 


値 が int か void の と き 宣 言 は 省略 で きる の 
だ が , まあ , 変 に 省略 する 癖 が つく と あと 
て 困る か ら 。 ひと と お りつ け て お こう 。 

C, B_EJECT の 使い 方 だ 。 引 数 に pda x 
256 を 指定 し ます , と マニ ュ ア ル に は ある 。 
С, pda と は , 0x80 一 83 が ハー ド デ ィ スク , 
0x90 一 93 が が フロッピー ディ スク な の だ る を 
255-227, らき な か り 称 は と あま さっ お だ 。 
0UX っ つて な ん だ 7 
Ox と いう の は , 16 進 を 表す 記号 な の だ を 
J だ 。 BASIC で いう &h と 一 緒 ど ね 。 と りあ 
57, け 番 の ディ スク を イジ ェ ク 下 : も だ 
DT, 0х9072, それに 256 を 掛け る 。 ん ? 
な ーー ん だ 。256 と いう の は 16 進 で 100』 で は な 
いかが 。 紛らわしい 。 つ まり 。 

В--ЕТЕСТ (Ox9000) : 

と や れ ば 。 0 ドラ イプ の イジ ェクト が で . き 
を よう だ 。 

戻り 値 は 完了 コー ド だ そう だ 。 完了 ュー 
ド っ て な ん だ 7? 3, いい か 。 や っ て みれ 
ば わか る 。 

で , リ スト 2 で ある 。 とりあえず , primi 
TAN 完了 コー ド を チェ ッ タ する こと た だ 
し だ 。%d と いう の は decimal の d だ 。 バ ッ 
チ フ ァイル の 5 1 の よう な も の で , カン マ 
の 後ろ の 変数 に 対応 する 。 

32, コン パイ ル 。 

CC ファ イル 名 .C 
だ 。 AT УУ УФ А ЕЭ А 
まみ て し まっ だ 。 w Z =a Y O 
X5. 725b, ZS НАНА ША ет 
VU) を つけ な いと , リン カ さ ん は IOC 
SLIB ATY > U TV tuk “А?АЗ 
デフ ォ ル 下 て は CLIB A (つま お り じ で 72 
の 関数 ) だ けし か 相手 に し て いな い の ね 。 

し か だ が な い 。 も う 1 は 回 だ 。 

CC ZY ファ イル 名 . わ 
て ある 。 この 0 が ミッ だ 。 で どうせ プ nr が 
ラム に 間 題 は な い の だ か ら , リン ク だ け や 
っ て し まえ ば いい 。 CC きん は 偉い も の で , 
渡す ファ イル の 拡張 子 に 応じ て 必要 な も の 
だ ける を 実行 し て くれ る の だ 。 
実行 し て みよ う 。 す る と , 戻り 値 は ディ 
スグ が きき つて いる と き に 2 が な いと き 
に は 0 が 所 っ で ある あ だ 。 めで た し めで た し 。 


リス ト g eject. c 


int В EJECT(DRIVE); 
main() 

int ЕС; 

КС-В EJECT(0x9000); 


printf("RC- Xd Xn",RC); 
return(0); 
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これ で は いか に も 貧弱 な の で , パラ メー 
タ に 0 を 指定 すれ ば ドラ イグ 0 を , 1 な ら 
K ラ イグ 1 を イジ ェクト する よう に し よ ょ う 。 
プロ グラ ム を @.XX と する と (な ん で @ が か と 
いう と リタ ー ン キー に 近かっ だ か ら が だ ), 
@ 0 
で ドラ イブ 0 か ら , 
@ 1 

で ドラ イブ 1 か 5 ディ スク が 飛び ぴ び 出 て ジャ 
ジャ ジャ ジャ ー ン と いう わけ だ 。 と な る し と, 
プロ グラ ム に パラ メー タ を 渡し て や ら ね ば 
な ら な い 。 こ れ が で きれ ば Human68k の コ 
зира S 2 tts ГЕЛ» アッ キー。 

ここ で , main 関 数 の 引数 を 使う 。 そう , 
main 関 数 は 引数 を 持つ こと が で きる の が だ 。 

main (a,b) 

と ょ と すると, a に は パラ メー タ の 数 十 1, b 
に は 入力 し た パラ メー タ の 内 容 が 入っ て い 
る メモ リ へ の ポイ ンタ が 入る こと に な っ て 
いる 。 パ ラメ ー タ は 複数 の こと も ある か ら , 
b は も ちろ ん 配列 だ ど だ 。 お っ と, 初心 者 泣か 
せ の アド レス と か ポイ ンタ が 出 て き て し ま 
Gl. し か し 。 気 に ず る こと は ほな い 。 そん 
な こと 知ら な くだ っ て , ブロ グラ ム は 書い 
だ よう に 動く の だ 。 

普通 は Aa で は な く 〈 く argc と , b で は な く 


も つ 少 


argv と 書く よう だ 。 な ぜ か 知ら な い が , 3 

っ と argc は アー ギュ メン トカ ウン タ (AR 

GumentCounter), argv は アー ギュ メン ト 

バリ ュー(ARGumentValue) で は な いか と 

思う (Vector だ , と いう 説 も ある )。 
С.Е ОО ЕАО Р, 

main (argc, argv) 

int argc; 

char *argv | |; 

{ 

プロ グラ ム 

) 

と する の だ 。argv は 配列 どか ら , [|] を つ 

ける 。 配列 の 大 きる は argc の 値 に よっ て 変 
わる か ら 書 か なく て よい (10?)。 で , argv は 
ポイ ンタ だ と 書い だ が, 宣言 は キャ ラク タ 

の char だ 。 ポ イン ト は argv の 前 の アス タリ 

スク に ある 。 ポ イン タ argv の 指す アド レス 

か ら 始 まる デー タ は キャ ラク タ の 配列 ( 文 
字 列 ) で す よ , と いう 意味 だ と 思っ て よい 。 
C, ポイ ンタ が あっ て , 中 身 を 取り 出し た 
いと き は と いう と, 

*argv [1] 
205503507, D DRF IFEI OS 
え 字 だ 。 

これ を 元 に し て , プロ グラ ム を 作っ て み 
た の が @.C だ 。 残り ペー ジ の 少な い 関 係 で 
一 気 に い ろ ん な 機能 を つけ て し まっ た だ 。 

適当 に 解説 する ぞ 。main( ) の 前 の void 


1: #include <stdio.h>? 

2: #include «iocslib.h» 

3! 

4: int B EJECT(DRIVE); 

5: void hlp() 

6: 

T: printf( "使用 法 : e ドラ イブ 番号 \n\t ド ライ ブ 番 号 --> {9,1) Үп"); 
8: 

9: 

10: main(argc,argv) 

11: int argo; 

12: char *argv[]; 

19: Í 

14: int ЕС; /* 戻り 値 の 宣言 */ 

15: 

16: if (argo == 2 ) /* パ ラメ ー タ が 1 個 だ っ た ら */ 

11: switch (Жагду[1]) 

18: ( 

19: case ”0”: 

20: RC-B EJECT(0x9000); /* drive の を ejJect し て みる */ 
21: 1Ё (ЕС == 0) /* drive の 9 に disk が な か っ た */ 
24! ( 

23: printf(" ド ライ ブ 0 に ディ スケ ッ ト が あり ませ ん *n"); 
24: hlp(); 

25: } 

26: break; 

27: case 71”: 

28: RC-B EJECT(0x9100); /* drive1 を eject し て みる */ 
29: U if (RC z= /* drive1 に disk が な か っ た */ 
30: ( 

31: printf(" F247 1 に ディ スケ ッ ト が あり ませ ん Yn"); 
37: hlp(); 

35: ) 

34: break; 

96: default: 

36: printf ("パラ メー タ が 間違っ て いま す Xn"); 

37: hlp(); 

38: } 

39: else hlp(); /* パ ラメ ー タ が 1 個 じ ゃ な いと き */ 

40: return( 9) 

41: } 
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hlp( ) と いう の は , 関数 の 宣言 ど 。 ヘ ル 
プ メ ッ セ ー ジ 表示 な わけ だ な 。void だ か ら 
“return (0) : は いら な い 。 

私 の 場合 , 関数 は メイ ン の 前 に 全部 定義 
し ちゃ う 。 こ れ も を その 一 環 だ 。 宣 言 だ けし 
て お いて , 中 身 の 定 義 は main の あと で や っ 
て も よい (そっ ちの は ほう が 一 般 的 ) 。 

С, main () で は る っ き の argc, argv だ 。 
それ は , 最初 の if 文 で 使っ て いる 。 “argc 
== 2” と いう の は arge が 2 で あっ た だ た ら 。, 
と いう 意味 で 。C じ で は ニニ と ニー を 区 別して 
v2, ちなみに, BASIC で ま を 表す < > 
i, СТЫ ! = だ 。 

T argo == 9k u 5 Qik. パラメータ 
が ひと つ だ っ た だ たら と いう 意味 だ 。 そう だ っ 
た ら , と j の 間 の 処理 を 行う 。 こ こ で switch 
文 ど 。 つ まり は , жагру [1] (パラ メー タ 
の 先頭 に ある 文字 ) が 0 だ っ だ た ら 6 ら ドライブ 
0 を イジ ェクト し , 1 だ っ た だ 6 ドラ イブ 1 
ои р そう て が が か みだら し 。 ユラ 
ー メ ズ ッ セ ー ジ と ヘル プ メ ッ セ ー ジ , と いう 
わけ だ 。 

T, パパ パラメータ が 0 や 1 で も ディ イス ク が 
な いと いう こと が 考え られ る 。 す る と リタ 
wm ン コー ド に 0 が 授 っ て くる の て 。 そ うい 
うと きも エエ ラー メッセー ジ と ヘル プ メ ッ セ 
ー ジ だ 。 そ ん で も っ て , パパ ラメ ー タ の 数 が 
1 で な い (多い と か 少な いと か ) と きも エエ 
ラー メッ セー ジ と ヘル プ メ ッ セ ー ジ だ 。 

私 が 思う に と ど と ん な か で くだら な い ブ プログラ 
ム で も , この くら 6 い は 親切 に メッ セー ジ が 
出 な いと いけ な い 。 心 ば か が り の ユー ザー フ 
レン ドリ ー と いう わけ が だ 。 

この プロ グラ ム を 理解 し た ら , 次 は , パ 
ラメ ー タ が な いと き は カレ ント ドラ イブ の 
ディ スク を 吐き 出る きせ る よう に し て , る も 
に 余力 が あっ た ら 6, 音楽 を 鳴ら し な が ら 吐 
き 出 す よ うに し て も いい 。 そう し て , 楽し 
い コ マン ド を た て くき ん 作ろ う 。 


BASIdÉbss e 


皆さん ご 承知 の と お り , XX68000 に お い 
C, XX-BASIC は C に コン バー ト で きる 。 C 
に コン パー トド て きま る と いう こと は , 
イル じ て コ マン ド が 作れ ん る も いう こと で あの 
る 。 やり 方 は , 簡単 だ 。 

cc ファ イル 名 .bas 
だ け で いい 。 細 かい 制限 は マニ ュ ア ル を 見 
て いた だ だ て と TC ЖЕТУ АМУ 
@.c を BASIC に 書き 直し て し まっ だ 。 ポイ 
ント は ひと つ 。C で し か 使え な い 関 数 わ コ 


was 


W: 1 ЕД ox. 


£É,-0ejbaseav»i—h$5,-0 


まま C に し て も 使え な い の は わか っ て いる 

の で , /C と オプ ショ ン を 使っ て , BASIC を C 

に コン バー ト し た だ 時点 で コン パイ ラ の 実行 

を 止め る よう に する 。 
ат. еса, 

LIC, エディ タ を 起動 し , 次 の 修正 を 
加え を る の で ある 。 

D; БЕН 「)) を 取ら て し まう 。 これ は 
BASIC 環 境 へ の イニ シャ ライ ズ で ある 
か ら , な く て も か まわ な い 。 

2) switch 文 の b_argv の 前 に アス タリ ス 
ク を つけ る 。 

3 B_EJECT の 前 後 の コ メン ト を 取る 。 

4) — b —exit( 0) : 和 を た だ の exit С) : に し 
で し まう 。 こ うう し な いと , BASIC を 終了 
する と き 画 面 を 全部 消し て イニ シャ ライ 
ズ し て か ら Human68k に 戻っ て し まう 
か ら , メッ セー ジ も な に も 残ら なく て 不 
便 な の だ 。 
こう し て 得 た 結果 が リス ト 5 の ej.c で あ 

Š, あと は これ を 。, 

cc /Y /W.ei:c 

と や っ て 実行 する だ け で ある 。/W は BASIC 
の め ラ イプ ラサ を 使う と き の オ プシ ョ ン だ 。 
3E > レベ ル の 関数 を 平気 で 使っ て いる が , 
問題 な く (今回 は ) 動い た 。 

@、x が 出来 上 が っ た だ たら 6, めで だ た し めで た 
し 。 こ ん な で あい で ,。 パラ メー タ の 受け 渡 
し じ る さえ ん BASIC で て て きる の だ 。C の お いし い 
豊富 な 関数 を 使い た いけ れ ど , C を 覚え る 
の は どう も , と いう 人 は , 試し て みる と い 
いか も し れ な い 。 だ いて いひ 今回 の パタ ー ン 
て 可能 だ ろう 。 

も ちっとも, C で し か 使え な いよ うな 関数 
も ある し , 結局 じ の ソー ス を いじ る こと に 
は な る の だ けれ ど ね 。 こ うい うこ と を 始め 
る t, ej.bas と ej.c が 似 て も 似つか ぬ も の 
に な っ だ りす る か ら 管 理 に は 気 を つけ だ は ほ 
りう 5 が いい 。 

騰 に 落ち も ない の は , BASIC か ら コ ユン バー 
ト し て コン パイ ル し な た ej.x の ほう が 初め か 
ら C て 書い だ @.x よ り 小 る 〈 納 まっ て い 
な と ラー ん , Ж, 教え て 。 

* * * 

も と も と BASIC と いう の は , 入門 用 と い 
245, いま も 将来 る プロ グラ マ な ん か に 
は な ら な い だ ろ う 人 が , な ぜ か プロ グラ ム 
を 書い て な ん ら か の 処理 を し な けれ ば な ら 
な い 状 況 に 陥っ た と き , あま り 苦 労 せ ず に 
修得 で きる よう 作ら れ た も の だ (t, 私 は 
勝手 に 思っ て いる )。 つま り , これ か ら 6 プロ 
グラ ム を た くさ ん 作っ て 遊び た い 人 向け で 
は な い の だ 。 BASIC は BASIC で あ b, 決し 
て 入門 用 で は な く , そこ で 閉じ て いる も の 


だ と いう 気 が す る 。 だ か ら 6, OS や ュ ユン ピュ 
ー タ の 知識 が あま りな 〈《 て も 触れ る よう に 
が の て いる の だ 。 

じ は そう て は な い 。 ガ シ ガ が ガ シ で シュ タダ 
ュ < の パパ ワー ユー ザー 向け と に を る 。 な ん 
で も あり で , な ん に で も 使 
た あの だ 。 だから こそ を 。 と 


い だ こ と を し よう と 思え ば 低級 言語 が 必要 
だ と いう こと は ,、 みん な 知っ てい お 。 を も 
T, パソ コン を 好き で 触っ て いる 連中 っ て 
の ば 。 みん な 気 の き いた こと を も し た だ を で 夫 
ま ら な いも の な の だ 。 


" 10 int RC,b argc 
っ つき に (いし, 覚え る (と 20 if b argc = 2 then { 
に 5 3 30 switch (b argv(1)) 
いう より ュ ツ ッ を 掴む ) D» 40 case '@':ej0():break 
大 変 だ 50 case '1':ejl():break 
о 69 default:print "パラ メー タ が 間違っ て いま す " :hl1p( ) 
о 5 A 70 endswitch 
à, ブロ グラ ム を 書く な 80 ) else hlp() 
ん て まだ まだ 非 人 間 的 な 作 94 end 


` I 100 func hlp( 
業 で ある 。 それ を 少し で も 114 
軽減 し よう と 高級 言語 が 作 130 endfunc 
140 func е)0( 


) 


print 使用 法 : e ドラ イブ 番号 " 


print " 


FO479499-— 106,1) ` 
) 


られ て きだ 。 それ は 少し で 150 /* RC=B ЕЈЕСТ(0х9000); */ 
TTE : - 160 if RC - 0 then 
も 目 然 言 語 に より 近く 〈 (X l. { b 
= みさ ғ руе š print "ドラ イブ 0 に ディ スケ ッ ト が ЖА," 
語 だ けが 自然 言語 と いう わ 199 hlp() 
200 | 


け で も ある まい に ) と , い 
ろ い ろ し と 考え 出さ れ だ わけ 


210 endfunc 
220 func ejl( 


) 


230 /* RCzB EJECT(0x9100); x / 

т в, а 240 if RC = 0 th 

a 第 4 世代 言語 た と か いっ 250 Р Аду 

T, エン ド ュ ユー ザー で b 使 "s pe ドラ イブ 1 に ディ スケ ッ ト が あり ませ ん 
280 } 


える よう な 形 を 目指 し て き 


290 endfunc 


だ の だ が , ちょ っ と 気 の き 
1: #include "basio9.h" 
2: statio int RC; 
3: static int b argc; 
4: int hlp(); 
5: int eJ9( ) : 
6: int ejl(); 
Tt 
8: /X**X*X***** program start ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ / 
9: void 
10: main(b argo,b argv) 
11: int b argc; 
12: char ЖЫ argv[]; 
13: 1 
14: ІТІ b argo == 2 ){ 
18: switch( (ЖЫ argv[1]) ){ 
16: case ^"'0':;ej0();break; 
117: case ^'1':;ejl();break; 
18: defau1t::b_sprint( "パラ メー タ が 間違っ て いま す " ) :b_sprint(STRCRLF ) ; h1p( ) : 


} 
20: ) else(hlp();) 
21: ехії(0); 


22: } 

23: . 

24: る る る る る を る る る る る る る る る る る を を を を る る る る る 4 

25: int hlp() 

26: { 

21: b_sprint( "使用 法 : e ドラ イブ 番号 " );b sprint(STRCRLF); 
28: b sprint(" ドラ イブ 番号 -->{9,1} ");b _ sprint(STRCRLF ) ; 
28: ] 

30: 

31: /ЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖ И 

32: int е)0() 

38: 1 

34: ЕС-В EJECT(0x9000); 

35: 1Т( RC == 0 ) 

36: ( 

37: b_sprint(" ド ライ ブ 0 に ディ スケ ッ ト が あり ませ ん ") ;b sprint(STRCRLF) ; 
38: hlp(); 

39: } 

40: } 

41: 

42: / ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ / 

43: int eJ1( ) 

44: ( 

45: RC-B EJECT(0x9100); 

46: If( RC ミミ 0) 

47: { 

48: b sprint(" FZ47 1 に ディスケット が あり ませ ん "):jb_sprint(STRCRLF ) : 
49・ ћ1р(); 

50: } 

51: | 

52: 


53: /X*XX****xxx*xxxx*xxXxxx*xxxx*xxkxx/ 
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@ 特 集 | ミン グ へ の 招待 


し ば らく 前 か ら の 現象 で ある が , 本 屋 の 
理工 学 書 の ュ ユー ナー で は , C の 解説 書 と 一 
太郎 の マニ ュ ア ル 本 が 山 津波 を 起こ し て い 
る の で ある 。 な に せ 『 〇 びび ОООС, X 
ど と いう ウケ を 狙っ た と 思わ れる 名 前 の 本 
まで 出 て くる 始末 な の で ある 。 さ る ら に は , 
最近 に な っ て C を テー マ と し た 雑誌 が 2 Su. 
b 創刊 きれ る と いう 状況 に も な っ て いる 。 
余計 な な せっ か いか も し れん が , C に それ 
だ け の 市 場 が ある ん か いな と も 思っ て し ま 
う ので ある 。 


を そい で も っ て , 時 節 の 変わ り 目 に は , や 
っ ぱり 勘違い を 起こ す 人 が 出 て くる よう で 


今年 35 歳 に な る 技術 系 サラ リー マン の 梅沢 
RRIA (仮名 ) の よう に , 「 ほ ほう , それ 
で は 最近 流行 り の C で も 勉強 し て み ま し ょ 
34, が だ と いう こん だ 考え ん る 人 が いた だ たり 
する の で ある 。 

を し て , 梅沢 きん (仮名 ) は ,「 や っ ぱり 
C を 始め る ん だ っ た だ たら, この 本 か ら か な 」 
と いう こと で , 現代 コン ピュ ー タ 文明 に お 


ける ハム ラビ 法典 と 上 きえ いわ れ て いる 『 プ 


ログ ラミ ング 言語 C』」 を 手 に 取っ た りす る 
の で ある 。 
ん が , 


を の よー な 経過 で C に 参入 し て きた 人 の 多 
の 7 が て つ す まず すずき 。 Wi. T vx. l 
ず な の で ある 。 実は を こら へ ん に こそ C の 
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K&R も 知ら な い 


言語 の ひ ・ み ・ つ 


高速 , 省 メ モリ , 優れ た 移植 性 と 甘い 香り を 漂わ せる C 言 語 


に は 入門 者 が 陥り や すい 罠 が いっ ぱい 。 
ハト マ ・ 一 平 大 師 に C 


Iwai Ірреі 
祝 一 平 
奥深 い 本 質 が ある の だ な 。 
і, ゆー わけ で , いま 改め て この , 共立 


出版 創業 以来 の ベス ト セ ラー と いわ れる 謗 
の 書物 『 プ ログ ラミ ング 言語 C と 』」 に つい て 
#2, これ か ら の コン ピュ ー タ 社会 の 行末 
を 論じ る つも りな の で ある 。 


チェ ッ ク 1: じ は セン ブラ で ある 


きる て ,「C が わか らん 」 と いう 人 に よく あ 
る の が , 「BASIC や FORTRAN は , か な り 
や っ て きだ ん で すけ ど ね ぇ 」 と いう パタ ー 
の て の る 。 

ふふふ ふ ふ 。 実は びな , BASIC や FOR 
TRAN や COBOL を 長い こと や っ て きだ た だ 人 
ZE, じ に は つま ず き や すい は ず な の だ よ 。 
な ん で か と いう と , Сей, 高級 言語 の 皮 
を か ぶっ だ アセ ンプ ブラ だ か ら な の だ な 。 お 


お ゼー っ と (< 死語) いき な り の 結論 で ある 。 


で 。 こ の こし と に 気がつか な い ょ た 。C を そ モノ 
に する こと は で き な い の で ある 。 

注意 深く て 読め ゆば わか る の だ が ,『 プ ブロ グラ 
ミン ググ 言語 C』 (第 1] 版 ) の まえ が き に 「C 
は , PDP-11 上 の UNIX を 記述 する た め に 設 
計る され だ 」 と いう こと が 書い て ある 。 こ の, 
「OS を 記述 する 」 と いう あ だ り で , アセ ン 
ブラ の 臭い が プー ン と し て こ な け れ ば いけ 
が いわ り だ な だ 。 で 。 こ こら ひん の こと ちい 
ち 早 〈 く 察し た 人 は , あと に な っ て 出 て 〈 く る 
呈 十 士 」 と か ,「register 変 数 」 と か ,「extern 
宜 言 」 と か か ら も 敏感 に アセ ンプ ラ の 臭い 
を か ぎ と り , か な りす ん な り と 受け 入れ る 
こと が で きる は ず な の で ある 。 LPL; 2 
の 事実 に 気づか な いで いる と ,「 い っ た だい C 
で な に を する の か 」「C を 使う と な に が で き 
る よう に な る の か が か 」 が わか ら な い の だ 。 < 
こ が 最 初 の 落と し 穴 な の だ 。 


Шо. 


4.2.2... 
で ある が , プロ グラ ミン グ 言 語 の 習得 
め に か な り 重 要 な の が , 

その 言語 を 本 当 に 必要 と し て いる か ? 


C の 伝導 者 , 祝 ・ マ 
言語 鉄 の 捉 を 語っ て いた だ きま し ょ う 。 


と いう わけ で , 今月 の C 調 言語 講座 PRO-68K は お 休み で す 。 


な の で ある 。 な に な に ,「 私 だ っ て 速く て オ 
プ ジ ェ クト が 小さき く て すむ C を 必要 と し て 
алат? 


あー ま ー い ー ざ ぞ ー。 


甘い 甘い 甘い 。 その 考え は チク ロ や ステ 
ビア の よう に せい 。 ЕК; 295, 27 
小さき さい オプ ジェ クト の プロ グラ ム が 書け る 
と いう だ け , すなわち , 量 的 な メリ ッ ト だ 
け で は , C を 使う 必要 性 は 本 当 は な い の で 
ある 。 

まし て や ,「 そ うい えば ゆば, 最近 は C が 流行 
っ て る し い 」 な ど し という, ナマ ヌル イ 気 持 
ちの プロ グラ マ て は 立ち 入り 禁止 な の で ある 。 

それ で は どー ゆー プロ グラ ママ が 本当に 
C を 必要 と し て いる " か と いう と , まず は 
マシ ン の 性 能 を 100% 引 き 出 る な けれ ば な 
ら な い プ ログ ラマ で あろ う 。 

これ は だ な ,。 C が ずば抜け て アセ ンプ ブラ 
と 馴染 み が よ いと いう こと に 起因 し て いる 
の だ 。 だ と えば , C で は 「#asmー#endasm」 
ЖЕТ, ソー スプ ログ ラム の 中 に 直接 アセ 
ンプ ブラ の ニー モニ ッ ク を 書く こと が 許さ れ 
て いる (も し も それ が で き な い の で あれ ば , 
その CC コンパ イラ は 入門 用 の オモ チャ で あ 
る )。 

を そして, C で は ユー ザー に ボイン タ が 開 
„ш ме DNE. ia 
れ に より , 最悪 の 場合 は アセ ンプ ラ で べ バ 
edt sth 
グラ マ に と っ て は , これ 以上 の 安全 の 保証 
は な い の で ある 。 

一 般 的 に は ,。 た いて い の 言 語 で アモ ンプ 
ラ で 書い た モジ ュー ル と リン ク し , 適当 な 
パラ メー タ を 介し て 呼び 出す こと は 可能 に 
な っ て いる が , 実は を それだけ で は あく まで 
「 可 能 」 な だ け で あっ て , 「 使 える 」 領 域 に 
は な い の で ある 。 

そし て 忘れ て は いけ な い の が 「 マ クロ 」 
で ある 。 こ れ が ア ャ セン ブラ 側 か ら 6 の 発想 で 
ある こと は いう まで も な い が , 一 般 的 な 高 
級 言 語 で は 無視 きれ て いる この 機能 が , 実 
は も の すご て 便利 な な を の だ と いう こと は 
に C プ ログ ラマ の 常 載 な の で ある 。 


チェ ッ ク d Мсье 


C 入 門 者 に と っ て , も っ と も 明確 な 脱落 
地点 と し て 「 ポ イン タ 」 が ある わけ だ な 。 
この 点 に 関し て は , も は や 同情 の 余地 は な 
い 。 つ まり だ な , ポイ ンタ が わか ら な いと 
いう こと は , (HD) や (A0) が わか ら な い 
SE の ひい て は コン ピュー 
交わ か っ て いな いこ と な の だ 。 まあ, J 
な く と も 私 は そう 解釈 し て いる 。 別に アセ 
ンプ ブラ を バシ バシ 使え る よう に な れ と は い 
わな い が , ポイ ンタ を 理解 で き な い と いう 
の は , いて で らん で も トホホ だ と 思う の だ 
d, 332 264553, 


URP oRÉUNDXPeC 


で は , いっ だ いな に が どー な っ て 。 この 
よう な 「 高 級 ア セン ブラ 」 が 時 代 の 脚光 を 
浴び る よう に な っ た の で あろ うか 。 

iT, СЕсЗЕШШ, よく 考え て みる 
と か な りみ ょ ー が 言語 で ある 。 最初 に を その 
生い立ち で ある が , 前 述 の よう に UNIX を 
記述 する た め に 作ら れ だ わけ で ある 。 

EPL, で の の ときには 、「 それ じゃ 。 これ 
か ら UNIX と いう OS を 作り ます か ら , まず 
は その OS を 記述 する た だ ため の 言語 を 設計 し 
まつ ー ず 」 な ん て こと は な が っ だ の で ある 。 

UNIX (の 原型 ) は すでに あっ て , それ は 
PDP-7 の アン ブラ で 書か が れ て い だ わ け 
だ な 。 で, それ を PDP-11 に 移植 する 際 に ., 
まだ な も や アセ ンプ ブラ を 使っ た わけ で ある 。 
当然 な が ら そ の UNIX (の 始祖 ) 上 で 動い て 
いる ツー ル な ども アセ ンプ ブ プラ で 書か れ て い 
BOUM, LI5sTooici-zo" 
た ホホ な こと は よう せん わ 」 と 思っ だ た だ リッチ 
ー さ ん (KKRO R "の 人 で すね ) が , Z 
れ を 使っ て UNIX を 書き 直 を うと 考え て B 
と じ の コン パイ ラ を 作り 始め た の で ある 。 

つま り だ な , 目 の 前 に 実際 的 な 要求 が あ 
КГ ТС も > すでに PDP<7/11 上 で 
動い て い だ B で も マズ イ と いう の で , あく 
ま て 道具 と し て C を 作っ た わけ な の だ 。 

T, こ ーーー の は 。 東 涯 て いう ょ ころ の 
「 泥 縄 」 な の で ある 。 主 役 は あく まで UNIX 
で あっ て , C じ で は な か っ だ の で ある 。 も っ 
と は っ きり いっ て し まえ ば , C は 副産物 み 
だ いな も の だ っ た の で ある 。 が, いま で は 
C は UNIX の 枠 を 飛び 出し て , きま ざま な 
方 面 で 開発 言語 と し て 脚光 を 浴び て いる と 
いう 次 第 な の で ある 。 

ここ か ら 先 は 私 の 個人 的 な 考え な の で 
証明 し みろ と いわ れる と ちょ っ と 困る の で あ 


ぁみ が 。 こ 札 ほ と ど ま て に し が だ T~ 
使わ れる よう に な っ た 理由 
は , 8086 の 身の毛 も よだつ 
ЛАУ а Уча 
枚 か ん で いる の で は な いか 

思っ て いる 。 まず, 事実 
と し て , 8086/8088 の アセン 
プラ で プロ グラ ム を 書く 
келе ЖЕЗ 
と っ て は 地獄 の 作業 で ある 。 

しか に し 。 アデ メリ みて は , 
IBM-PC が と どん どん 売れ 始 
め だ た 。 IBM-PC は 4. ?? MHz 
の 8088 だ か ら , その 当時 と 
し て も 決し て パワ ー の ある 
マシ ジ シン で は な い 。 そこ で 理 i 
想 的 に は アモ ンプ ブラ な の だ が , そう も いか 
な い の で , 結局 , 十分 に 小さ く て 速い コー 
ド を 出す , アセ ンプ ブラ の 代わ り に も な る よ 
う な 言語 が 必要 と な る 。 を そし て C が クロ ー 
天 プ グッ プ きれ て きだ わけ だ な 。 

それ で も 初め の 頃 は C じ で ゲー ム を 書く な 


ん て いう の は , か な り 異 常 な こと で あっ た 。 


еі, 試し に や っ て みる と 結構 で き て で し 
まう の で ある 。 速度 は それ ほど 遅く な いし , 
拡張 性 や メン テ ナ ス の 点 で は アセ ンプ ブラ と 
は 比べ も の に な ら な い は ほど 楽 な の だ 。 こ の 
よう に し て アプ リケーション の 開発 の 主流 
は じ に な っ て いっ だ の で あろ Э, 

か くし て じ は メジ ャ ー に な っ だ わけ で あ 
る が , その よー な 成り 上 が り 言 語 で ある か 
ら や る こと も な か な か に 大 胆 び で ある 。 まず, 
高速 性 と オプ ジェ クト の 小さ きる を 優先 する 
の で (だ っ て アセ ン ブ ラ な ん だ も ん ), 配列 
DH Е, オー バー フロ ー と か は 原則 と 
し て チェ ッ ク し な い 。 よって, 現存 する 数 
少な い 「 半 走 で きる 言語 」 の ひと つと し て 
プロ グラ マ を 楽し ませ て くれ る の で ある 。 

これ は , BASIC や FORTRAN や COBOL 
や PL/I に 慣れ 親しん で きだ た 人 に と っ て は 

「 な ん で こん な いい か げん な 言語 が も て は 
や され る ん だ ? 」 と 頭 が こん が ら が せる だ 
け で あろ う 。 ま し て や , な か な か 取れ な い 
バグ と 出くわし だ な 6, うん ざり し て 放り 
員 し て し まう か も し れ な い 。 しかし, С? 
「 高 級 ア セン ブラ 」 と 見 る な ら ば , これ は 
іс 上 な か の だ な 。 

С, アセ ング ラ な ん だ か ら 6。 АСТЫ 
ボイン タ を ユー ザー に 開放 し て いる わけ で 
ある 。 こ の ポイ ンタ で ある が , は っ きり い 
oC, こん な 危険 な も の は ,「 そ も を も 存在 
し な い 」 と か , 「 使 えな くし て お く 」 の が 本 
当 は 高級 が の で ある 。 し か し C で は 「 だ っ 
て あん だ が そう も ろ っ て プロ グラ ミン ダグ し 
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だ ん で し ょ 」 と いい な が 6,。 БУТЬ 
メモ リ 番 地 に , トン で も な い デ ー タ を 書き 
込ん を で し まう の で ある 。 

と ゆー わけ で , C と いう 言語 は 大 学 の 教 
授 が 設計 し そう な が 言語 と は か な り 様 相 が 違 
うわ け だ 。 思い起こせ ば 幾 年 月 。C が 出 始 
め た 当時 , 関心 を 集め て いた 言語 と いえ ば , 
PL/I と か Modula2 と か Ada と か , Prolog と 
か , Smalltalk と か の 大 見 栄 を 切っ た アカ 
デミ ッ ク な 色彩 の 強い 言語 で あっ た 。 ЕС 
ろ が , C は その 対極 に あり , 大 勢 の 人 間 が 
C を 高級 言語 と 呼ぶ こと を 拒否 し た ほど で 
あっ だ 。 そ の よう な こと も あっ た だ の か , 最 
初 の 頃 は じ と いう 言語 自体 は それ ほど は 注 
目 き 3 きれ て いな か っ だ の で ある 。 むしろ 注目 
を され て い だ の は , (C で 書か れ た ) UNIX 
の ほう だ っ た だ と いっ つて よい で あろ みち 。: 拒 の 
中 な に が どう な る か わか っ だ も の で は な い 。 

と ころ で , t し OS-9 の ソー スコ ユー ド が 手 
に 入っ だ と し て も , それ を 新しい CPU ДР 
と えば V70 と か 80386) に 移植 する の は か な 
り 大 変 で あろ う 。 そ の 主 な 理由 は , OS-9 は 
アセ ンプ ブラ で 書か が れ て いる か ら 6 で ある (ん 
な わけ で , 最新 の OS-9000 は や っ ぱり C で 
書 が れる こと に な っ た だ よう で ある )》 

し か わし, UNIXI; C じ を 媒介 する こと に ま 
っ て , 以前 に は 想像 も で き な か っ た だ 「OS の 
移植 性 」 を 実現 し て し まっ だ た の だ 。 こ の 事 
実は 。 まる に C の 「 汎 用 ア ャ ンプ テラ ェ の 
面 を よく 〈 表 し て いる で あろ う 。 

そい で だ な , C の 文法 は PDP の アー キテ 
クチ ャ の 影響 を 強く 受け て いる と いう こと 
は 常識 みた いな も ん だ が , 逆 に ,「C の 文法 
を 反映 し た CPU」 な ん て の は どこ か が か に な 
の か な 。 つ まり C を 走ら せる た め に 設計 る 
れ だ CPU で ある 。C と は , そん な CPU が 出 
て くる か も し れ な いと 思わ せる 言語 で も あ 
る こも よ 。 АА, ЖЕШ САРЕ): 


特集 C 言 語 の ひ ・ み ・ つ JI 
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ИР, 言語 は ます ます ブー ム で す 。 С 
言語 が 普及 し た 理由 は , や は り 「 構 造 化 が 
簡単 で 移植 性 が 高い 高級 言語 」 で ある こと 
て しょ う 。 この いい 尽く され だ 言葉 の 重み 
が 実感 と し て わか る で し ょ うか 7? 構造 化 
な が だ や うこ と は 。 一 度 作 っ て し まっ た だ 
部 品 は を その まま 使い 回 し が で きる と いう こ 
ӨТ ір», デラ 六 デ ル な どの よう に , 
部 品 を 組み 立て る だ け で プロ グラ ム が で き 
る の で す 。 ま た , 移植 性 が 高い と いう の も 
非常 に 優れ た こと で し ょ 2 う 。 

と りあ ぇ え ず , プロ グラ ミン グ に は 「 何 か 
を 実現 する 」 と いう 目的 が あり ます 。 それ 
は , CG か も ип ЕР b し れ ま せ 
ん 。 車 の 目的 が , どこ か に 移動 する こと で 
ある よう な も の で す 。 しかし, 車 自体 が 好 
き な 人 が いる よう に , コン ピュ ー タ 自体 が 
目的 の 人 も いる で し ょ う 。 そ うし て , パッ 
コン と いう 限ら れ だ た ハー ドウ ェ ア 環 境 下 に 
は , その よう な 人 が 多い こと も 事実 で す ( 逆 
に UNIX に は アル ゴリ ズム が 生き が い の 人 
が 多い ) 。 し か し , 本 来 の 目的 は プロ グラ ミ 
ング で は な (くそ の 先 で ある と いう の は 明日 
で す 。C は 一 応 ,、 高級 言語 で すか ら 5 ハー ド 
ウェ ア 特 有 の ダー ティ な 部 分 は 気 に し な く 
て も よく 〈 (本当は 違う の だ が ), アル ゴリ ズ 
ム 作 成 と いう 純粋 に 知 的 な 部 分 の み を 考 ぇ 
を こよ が で ああ わけ て す 。 

ここ で は , な る べく 標準 の C 言 語 (K&R) 
に 準拠 し て 解説 し た いと 思い ます 。 と いっ 
て も , ANSI (American National Stan 
dards Institute) 準拠 の 第 2 版 で は な く 第 
1 版 を 基 に 書き ます 。 基 本 的 に は , 第 1 版 
も 第 2 版 も 変わ り は あり ませ ん 。 よって, 
$ 1 版 を 覚え て お け ば 不 自由 を 感じ る こと 
は な いと 思い ます 。・ ま な た な, 最近 の コン パイ 
ラ で は 関数 定義 の 書式 し し て ANSI 提 案 の 
も 6 も の も コン パイ ル で きま す が 。 ここ で は 伝 
統 的 な 従来 か ら の 書式 を 採用 し ます ( 図 1)。 


リス ト は , で きる だ け 基 本 的 な コー ディ 
ング の 約束 事 の み に 従 いし ます 。 つ まり , 
X68000 な ど 特 定 の マン シン な ど を 想定 せ ず , 
どの マシ ン で も 動く こと を 目標 し し ます 。 
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基本 表現 を 覚え よう 


ブロ グラ ミン グ の 定石 


プロ グラ ム を 覚え る と き に は , 他人 の 作っ た も の を 見 て 真似 
し て いく の も ひと つの 方 法 で す 。 こ こ で は , 文字 列 操作 , 7 


Shin Макао 


新 仲 夫 


L b $ Z +, X68000 の XC と PC-9801 の MS 
-Cver5 で 動く こと は 保証 し ます 。 よ っ て , 
long と int の 区 別 , 型 変換 な ど は 多用 し た い 
と 考え ん てい ます 。 こ の 解説 び は , な る で く 
多く の 短い リス ト を 載せ ます の で 実際 に 入 
Jj 実行 も て て だ さき さい 。 まわ 。 リスト は で 
きる だ け コ メン ト を 記入 し ます の で 本 文 の 
解説 し と も に リス ト の コメ ント も 参照 し て 
く 〈《 だ さい 。 各 リス ト て 使用 する 関数 の 仕様 
は , 最後 の C 言 語 リ ファ レン ス や マニ ュ ア 
ル を 同時 に 参照 し て 《 く だ る さい 。 ス ペー ス の 
都合 上 , リス ト の 実行 結果 は 掲載 し ませ ん 
2, ほとん ど が 短い プロ グラ ム な の で , X 
力 し て も そん な に 時 間 は か か ら な いで し ょ 
2. な お 特記 し な い 限 り コ ン パ イル ・ リ ン 
2 ia, 
CC ファ イル 名 

の 形式 で 行い ます (XC の 環境 設定 な ど に つ 
いて は 荻窪 氏 の 記事 を 見 て て だ さい)。 


制御 の 流れ と は 


C 言 語 の 基本 と し て , まず は printf か ら 
始め まし ょ う 。 printf は , 変数 や 定数 の 値 を 
書式 に 従っ て 画面 に 出力 する も の で す 。C 
に は 定数 と 変数 が あり ます , ここ で は , ж 
数 に 同じ 属性 の 定数 を 代入 し て 表示 する と 
いう こと を や っ て み ま し ょ う - (リス ト 1, 
ls も ころ て 。 らし て は り ス トド 1.2 の よう に 。 
文字 (char) は 整数 (nt) と 同じ よう に 扱 
っ て も よい の て すず 。 


1 関数 定義 の いろ いろ 


旧 ) 基本 表現 


Шпсішде <head.h> 
int function (paral, para2) 


ァイル 入出 力 な ど , C 言 語 に お ける 基本 的 な プロ グラ ム 作 成 
テク ニッ ク を 具体 的 に 紹介 し まし ょ う 。 


で は , 制御 の 流れ に つい て 説明 し まし ょ 
う 。 制御 と は , if と か while な ど BASICC 3s 
馴染 み の プ ログ ラム を 書く う を で の 構文 で 
す 。C で は 以下 の も の が 準備 され て いま す 。 


if-else 分 岐 処理 

while ルー 

for ルー プ 

ルー プ 

分 岐 処 理 
ルー・ 分 岐 中 止 
ルー ププ 継続 


do-while 
switch 
break 
continue 


if-else 文 は , 以下 の ょ うな 書式 で す 。 
if (X DI 
式 1 が 真 の 場合 の 処理 : 
j 
else if ( 式 2 ) { 
式 2 が 真 の 場合 の 処理 : 
j 
else ( 
それ 以外 の 場合 の 処理 : 
} 

上 の 例 で は , C) (大 カッ コ ) が あり ます 
HCT, нае ХЕЕРЕЕЮюЮТ?п» 
ク 化 する こと が で き , { } に 囲ま れ だ 部 分 
を ブロック と いい ます 。 ま た だ , 処理 の 終わ 
り に (も ミコ シト が あり ます が СТИ 
は 文 の 終わ り を 意味 し ます 。 それ ぞ れ の if 
の あと の ( ) ( 小 カ ッ ュ ) b, ij テテ 0 の よさ 
う な 任意 の 式 を 書く こと が で き , 真 (0 以外 ) 
か 偽 (0) の いずれ か の 評価 値 を 持ち ます 。 
つま b, 整数 1 が 10 の と き ,1 ニ 1 や ji ニテ 2 は 
С, i ニ ニテ 10 は 真 で す 。 偽 の と き は 常に 評 


イン クル ー ト ツァ イル 
int を 返す 関数 。 引数 は paral と para2 


int paral; PL SRX は KK な を を を KK KK や paral の 型 は int 
char * DaraZ: ner para2 の 型 は char* ( ポ イ у. 27) 


新 ) ANSI 方 式 


int function (int paral, char Ж para2) 


価値 は 0 と な り ま す 。i 文 や while 文 な ど で 
は この ( ) の 中 を 評価 し た 結果 が 真 ど っ た 
場合 の み , 直後 の ブロ ッ ク の 処理 を 行い ま 
ず 。 
if Gü) ( 真 の 場合 の 処理 : } 
{ 偽 の 場合 の 処理 : ) 
上 の 例 で , も し i が 0 以外 な ら else は 絶対 
に 実行 きれ ませ ん 。 リ スト 1。.3。 1.4 で ifx 
の テス ト を 行っ て み ま し ょ う 。 
リス ト 1.3 で は 最初 の if ブロック し か メ 
ッ セ ー ジ は 出 ま せん が , リ スト 1.4 で は 全 ブ 
ロッ ク で メッ セー ジ が 出 ま す 。 つまり, 後 
者 で は else が つい て いな い の で if で 判断 き 
れ だ に も か か わら ず 再 度 判 断 の 対象 に な っ 
て いる の で す 。 後者 に な いて , 最初 の if で j 
は 10 な の で 真 と な り ま す 。 КОСІ, まず 
1 ュー10 は 0 な の で 偽 と な り , 論理 演算 子 ! で 否 
定 を と っ て いる の で 真 と な っ て いま す 。( ) 
に は さま ざま な 式 を 書く (こと が で きま す 。 
while 文 は , ルー プ 処 理 を 行い ます 。while 
文 は , ( ) の 中 の 式 が 真 で ある あい だ 処理 
を 実行 する も の で す (リス ト 1.5)。 
while (X) { 
式 が 真 の あい だ 行う 処理 : 


else 


j 
for 文 は 書式 が 違う だ け で , while 文 と 同 
じ く ルー プ 処 理 を 行い ます 。 for 文 は , まず 
最初 に 式 1 を 実行 し て , 式 2 が 真 の あい だ 処 
理 と 式 3 の 両方 を 行う と いう も の で す ( リ ス 
ト 1.6). 
for ( XXL; X2: 3S3.) 4 
式 2 が 真 の あい だ 行う 処理 : 
) 
リス ト 1.5 と 1.6 の while と for 文 は 同じ こ 
と を 行っ て ます 。 と ころ で , i ュ ーー と いう 表 
現 は , i ニ iー1 を 行う の と 同じ こと で す 。 は ほ 
か に 。 ュ i 三 i 十 1 と 同じ 処理 を 行う i 十 十 , i= 
1 十 10 な ど と 同じ 処理 を 行う 1 圭三 10 な ど が 
あり ます 。 リ スト 1.6 は ( ) の あと に ({)} 
が あり ませ ん が , 1 文 の み の 場 合 は な く て 
も いい の で す 。 無限 ルー プ は 。 リ スト 1.7 の 
2 に な り ま す 。 
無限 ルー プ を 抜け る に は break を 使い ま 
Fo åR, ルー の 中 で の 継続 処理 し し て 
continue と いう も の が あり ます 。 
リス ト 1.8 で は , i が 真 の あい だ ルー し 
ます 。i は 増え る の みな の で 無限 ルー プ で 
3. を そこで, i が 10 に な っ だら break 文 で ル 
ー プ を 抜け る よう に し ます 。 ま だ た だ, i が 偶数 
(2 で 割り 切れ る 数 ) の 場合 は 以後 の 処理 を 
行わ ず ザル ー プ の 先頭 に 戻り, i が 奇数 の 場合 
は メッ セー ジ を 出し ます 。whileG 十 十 )・ と 
i£, while (1) (1++;} と 書く の と 同じ 動 
作 で す 。 と ころ で 十 十 は , それ が 変数 の 前 に 


つく 《 く の と あと に つく の と で は 意味 が 異な っ 
て きま す 。 それ は 評価 され る 順序 が 異な る 
か ら で す 。 で は リス ト 1.9 を 見 て くだ さい 。 

リス ト 1.9 で は , 変数 a も b も 1 な の に , X 
示し た ら 6 結果 が 違い ます 。 つま り , atti? 
a の 値 を 評価 し た (表示 し た ) あと 増やし て 
いる の に 対し て , b の 場合 は 増やし た あと 
に 表示 し て いる か ら で す 。 


РЕ, 


switch 文 は , if 文 と 異な り 比 較 の 対象 は 


整数 の 定数 で な けれ ば な り ま せん 。 


switch ( 式 ) { 
case 整定 数 1 : 処理 1 
case 整定 数 2 : 処理 2 
default : 処理 3 
) 


式 の 値 が 定数 1 だ っ た ら 


リス ト 1-1 : 変数 の 表示 (test1_1.c) 
1: void main( ) 

©: t 

3 /* 変 数 宣言 */ 

4: сһаг с; 

5: char str[8]; 

6: int Ii: 

7 long 1; 

8 /* 変 数 に 定数 を 代入 */ 
9 oz'X': 


10: str[0]z'O'; str[1]-z'h'; 


11:  str[2]:'!'; str[3]='X'; 
12: зёг[4]='%0'; 
13: 1=100; 


14: 1-98765І,; 
15: /* 表 示 */ 


16:  printf( "charl-[Xc]Xn", с); 

17:  printf( "char2-[Xc]Yn", 'X' ); 

18:  printf( "str1 -[Xs]Yn", str); 

19:  printf( "str2 -[Xs]Yn", "Oh'X" 

20:  printf( "intl -[Xd]Yn", i); 

21:  printf( "int2 -[Xd]Yn", 100 ); 
22: printf( "longl-[Xld]Yn", 1 ); 

23: printf( "long2-[Xld]*n", 98765L ); 
24: | 


リス ト 1-2 : 文字 と 整数 (test1_2 .c) 


1: void main() 

2: f 

22 сһаг с; 

4: int i: 

5: с=61; /#* 文 字 変 数 に 整数 */ 

6: аА’: /* 整 数 に 文字 */ 

T: printf( "c-Xd : XcXYn", с, c); 
8: printf( "izXd : XcYn", i, i); 
9: ) 


リス ト 1-3 : ifX 7 A F1(test1-3.c) 

1: void main() 

int 

с )[ 
printf( 


i-10; 
"uu A C Tn"); 


else if( !(1-10))( 
printf( "i-101; $ C + wn"); 


10: else if( i--10 )( 


11: printf( "113107 d Xn" ); 
12: } 


リス ト 1-4 : if 文 の テス ト 2(test1_4.c) 


1: void main() 

2: { 

3 int i-10; 

4 if( i M 

5 printf( "iii M C + Xn" ); 
6 

7 1Ғ( !(1-10))( 

8: printf( "1-10 (+ @ C d Xn" ); 
9: } 

10 if( 12210 )( 

11 printf( "1 は 19 で す \n" ); 
12: 

18: | 


リス ト 1-5 : while 文 の テス ト (test1_-5 .c) 


1: void main( ) 

2 t 

3 int 125; 

4 while(i)( /*i» W (Q C vM 
5: printf( "і хат d Xn", i); 

ы; i--; /*iO f& € @& P L T u < */ 
: ) 

8; } 


/* X 字 */ 

/* X 字 列 */ 
/* 整 数 */ 
/*longt/ 


tx 字 */ 
/* X 字 列 */ 
/* 文 字 列 */ 


/* 最 後に NULL を 付け る */ 
/* 整 


数 */ 
/*]1ong*/ 


/#* 文 字 変 数 */ 
/* 文 字 定 数 */ 
/* 文 字 列 変数 */ 


); /#* 文 字 列 定数 */ 


/* 整 数 変数 */ 
/* 整 数 定数 */ 
/*long Z5 数 */ 
/*1ong Œ 数 */ 


リス ト 1-6 : for 文 の テス ト (test1_6 .c) 


1: void main() 

2: í 

3 int 4: 

4 Ғог( і-5; 120; ューー ) 

5: printf( "iliXdc ЖА, i): 
6: } 


リス ト 1-7 : 無限 ルー プ の テス ト (test1_-7.c) 


・ void 


1 
2: 1 


3 
4: 
5t: ] 


main() 


while(1) 


printf( "Ж 81-7 с d Xn" ); 


ЈА F 1-8: break,continue A ト (testl-8 .c) 


{ 


ざ の の つの ぴの ぴの た の Ok トピ 


T 


) 


void 


main() 


int 121; 
while( i++ )( 

if( i==10 )break; 

else if( 1%2--0 )continue; 

else printf( "Xd"! T 4 Xn", i); 
} 


リス ト 1-9 : 式 の 評価 の テス ト (test1_9.c) 


1: void main( ) 

zt 

3: int azl, Б=1; 

4: printf( "a-XdYn", аз” ); 
5 printf( "b-XdYn", 4*b ); 
6 


リス ト 1-10 : switchX O7 A К (testi-10.c) 
4: finclude <stdio.h> 


main() 


int 
while( "Tn T )t 


printf( ' ーー 入力 >") 

аа. 

switch(i)( 

case 'a': 
break; 

case 'q': 
break; 


printf("GET ІТҰп" ); 
printf("$* T жп" ); 


default: 
break; 


printf(" Á J [Xc] Yn" ,i ); 
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処理 1, 2, 3 を 実行 し , 定数 2 だ っ た ら 処 理 2, 
3 を 実行 し し まっ た だく (該当 し な か っ た だ た ら 処 理 
ет, 

リス ト 1.10 は , 画面 か ら 入 力 さ れ た 文字 
аел GGET ]T と いう メッ セー ジ を や 
表示 し , q だ っ た だ た ら 6 終了 , それ 以外 だ っ だら 6 
入力 文字 を 画面 に 表示 する も の で す 。 iba 

の 場合 も break し て いる の で あと の 処理 は 
行い し は せん が , も し break し な か っ た ら 以 
下 の 文 も 実行 し ます 。 getchar は , 画面 か ら 
1 文字 入力 する 関数 で す 。#include < 
stdio.h» i, いま は 気 に し な いで くだ る 


(зр 
文字 列 と ポイ ンタ 

こ で は 文字 列 操作 を 紹介 し ます 。 変数 

ВИ F し て 表示 する 方 法 は わか 

A 


配列 に ひと つ ず つ 入 れ て いく の は 委 鹿 らし 
いで し ょ う 。 よって, 文字 列 単位 で 操作 す 
る 方 法 を 紹介 し ます 。 と ころ で , 文字 列 と 
は メモ リヤ ど だ うな っ て いる の で し ょ うか 7? 
ここ で “OhIX" と いう 4 文字 の 文字 列 の 場合 
ダ を 考え て み ま し ょ う (2). 

char str [6] の 形式 で 宣言 され た 文字 列 
は , メモ リ 上 で な ん ら か の アド レス を 持っ 
で お り ,。 str [0] か 6str [5] まで の アド レン 
ス は 連続 し て いま す (C で は 配列 の イン 
デック ス は 0 か ら )。 ま た , 文字 列 は 最後 に 
NULL (X0)23A 2 C350, 大 きる は 実際 
の 文字 数 士 NULL バ イト 分 が 必要 で す 。 よ 
っ て 最大 10 文 字 の 文字 列 を 扱 お むう と する 場 

合 に は 11 バ イト 分 の 領域 を 宣言 する 必要 が 
5513. 文字 列 定 数 の 場合 も 同じ よう に 
1 バイ ト 余 分 に メモ リ に 取ら れ ま す 。 

と ころ で , C で は 便利 な こと に その アド 
レス を 簡単 に 知る こと が で きる の で す 。 < 
れ は , 変数 の 先頭 に 区 を つけ れ ば よい の で 
す 。 つまり, str [0] と は その 内 容 を 意味 し 
ます が , &str [0] と すれ ば str [0] の アド 


図 2 文字 列 と ポイ ンタ 


Char *k ptr, str[6]; ?*eeseeeecétceopsacscsooos 


レス を 意味 する の で す 。 さ きら に , &str [0] 
と 書く の と str と 書く の は 同じ こと な の で 
す 。 図 2 の 例 で は , str [0] 1202207 
FvA&str [0] は a1』 と な っ て いま す 。 

5012, ポイ ンタ と いう 
ポイ ンタ は ,char *ptr の よう な 形式 で 宣 
言 し ます 。 ここ で 注意 し て ほし い の は , Ж 
数 名 は 単に ptr だ と いう こと で す 。 ポ イン タ 
- は 変数 の アド レス を 入れ て お s, 実際 の 
デー タ を 見 る と き は *ptr の 形式 で 指定 し 
ます 。 を そこ て に 図 2 の 例 で , ptr-&str [0] 
と ポイ ンタ に アド レス を 代入 し た ら 。, ptr は 
alrt *ptr は 0" と な り ま す 。 よって, char 
str [6] と 宣言 し た 場合 , str は 文字 列 を 指 
す ポ イン タダ で ある と も いえ ます 。 

str [1] を ポイ ンタ で 参照 する に は , ptr 
を 十 十 し て ※*ptr を 見 れ ば いい の で す 。 つま 
b, 配列 Str の デー タ を ひと つ ず つ 参 照 す る 
と き str[li++] (文字 配列 str の イン デック ス 
を ひと つ ず つ 増 や す ) と いう 形式 と * 
ptr 十 士 と し て 参照 する の は 同じ 結果 が 得 
られ ます 。 注意 し て ほし い の は , *ptr+ + 
と は ポイ ンタ を ひと つ ず つ 移 動 し た あと 参 
照 し て いる の に 対し て , (*ptr) 十 十 は 参照 
し て いる デー タ の 値 を 増やす ( 図 2 で は str 


Го ОЭСР に 変更 する と いう こ 
р x. 


文字 列 実際 例 


さて, ここ て 第 2 の 文字 列 str2 が 定義 S れ 
に と し ます 。 し か し 、 単に str 三 shr2 と し て 
まい け ま せん 。 なぜ な ら ば , str は 固定 され 
に こ ア ドン レス (定数 ) だ か ら で す 。 つまり, 
str[0] =str2[0], [1] =str2[1」]…… ЕК 
人 し て いか な けれ ば いけ か なかい の て で て す 。 を こ 
С, stri の 指す 先 に str2 の 指す 先 を 代入 す 
る 関数 strcpy を 使い ます 。 ここ で 注意 し て 
ほし い の は , strl に は str2 以 上 の 受け エリ 
7 (Ед) が な いと いけ な いこ と で す 。 T 
は 文字 列 の 長き を 知る に は どう し た らい い 
て し よう が が イイ 。 そ 内 に 
この よう に 


文字 列 操作 の た め に は た くさ ん 


富 言 は この よう に 行う 


(現在 str に は “OhIX" と いう 文字 列 が 入っ て いる と する ) 
ptr = TO ンタ ptr に , str を セッ ト 


ЗА онх 198912. 


アド レス al ай ај a4 


a5 аб 


も の も あり ます 。 


は strlen を 使い ます 。 


の 関数 が 用 意 る され て いま す 。 
ここ で は 以下 の 文字 列 関係 の 関数 を 紹介 
し まし よう 。 
#include <string. h> 
文字 列 S2 を s1 に コピ ー (リス ト 2.1) 
char * strcpy ( sl, 52) 
char **sl, ж52; 
文字 列 S2 を s1 の NULL に 連結 (リス ト 2.2) 
char *strcat ( sl, s2 ) 
char **sl, * s2; 
文字 列 s の 長き を 返す (リス ト 2.3) 
int strlen (5) 
char Жс; 
文字 列 S2 と s1 の 大 きる 比較 (リス ト 2.4) 
int strcmp ( sl, s2 ) 
char **sl, **s2; 
文字 列 s 内 の 文字 c を 探す (リス ト 2.5) 
char *strchr ( s, С) 
char 3 c: 
最後 に , 簡単 な 演習 あわ し て み ま し ょ 2 う 。 
端末 か ら 入 力 し た 文字 列 の 前 後に 入っ て い 
る 空 折 を スキ ッ プ し て 再 表 示す る と いう プ 
ログ ラム て す AIRED.: TT. АЛ 
コマ ンド の 正しい 解釈 が で きま すね 。 gets 
は 端末 か ら 1 行 分 の 文字 列 を 入力 する 関数 


入出 力 


入出 力 (ファ イル 操作 ) は , C 言 語 の 仕 
様 に は 入っ て な い 機 能 で す 。 しかし, そん 
な こと は 気 に し な いて て だ る いい 。 ХАЙ, А 
出力 操作 が , C 言 語 プ ログ ラミ ング で も っ 
と も 実用 的 な 項目 だ と 思っ て いま す 。 入出 
СІ, ファ イル 名 と ファ イル ポイ ンタ 
(XC で は スト リー ム ポ イン タ ) の 2 種類 の 
概念 が あり ます 。 ファ イル 記述 子 (XC で は 
ファ イル ハン ドラ ) と いう 概念 る も あり ます 
が ここ で は 触れ ませ ん 。 フ ァイル 名 と は , 
A:YbinYed. х と か command.x と か いっ た だ 
ディ スク 上 の 実際 の ファ イル 名 で す 。 これ 
d, プロ グラ ム で は あま り 意 味 が な 〈, 一 
般 的 に は オー プン 時 の み に 使用 し ます 。 実 
際 の 読み 書き は , ファ イル ポイ ンタ に 対し 
て 行い ます 。 デ ィ ス ク グ ク に ある ファ イル や , 
読み 書き する に は OS と きま ざま な や り と 
り を し な けれ ば な ら ず , ファ イル ポイ ンタ 
は その 情報 を 持っ て いる も の だ と 考え て 〈 
だ さい 。 ク アイ ルポ イジ ズ は ) プア イル 
dez УАР ТЫҒЫ, ZT AM 
の オー プン と クロ ー ズ に は , fopen/fclose 
を 使用 し ます 。 


Zinclude <stdio. h> 

FILE *fopen ( name, mode ) 

char *name; 

char *mode; 

int fclose ( stream ) 

FILE * stream; 

fopen は , ファ イル 名 を 示す 文字 列 と モ 

ー ド (mode) を 与え ます 。 も し, 正常 に オ 


ー プ ン さ れれ ば ファ イル ポイ ンタ が 返さ きれ, 


オォ オー プン で き な か っ た 場合 は 。 (FILE*) 
NULL つま り 0 が 返さ きれ ま す 。 mode は 以下 
の よう に な っ て いま す 。 


読み 込み モー ド 。 
ファ イル が 存在 し な けれ ば エラ ー。 
書き 込み モー ド 。 
ファ イル が 存在 すれ ば ファ イル 長 が 


0 に な る 。 存 在 し な けれ ば 新規 作成 。 
追加 モー ド 。 

ファ イル が 存在 すれ ば ファ イル の 終 
わり か ら 書 き 込 み モ ー ド オー プン 。 
存在 し な けれ ば 新規 作成 。 


ほか に, 読み 書き モー ド の r 十 , w+, a+ 
も あり , デー タベース な ど で 同 じ フ ァイル 
を 読み 書き する 場合 に 使用 し ます 。 

と ころ で , Human68k や MS-DOS な ど 
で は UNIX な ど と は 異な り , 行末 の 改行 文 
字 は CR/LF (0d,/0a4) の 2 バイ ト が 使用 きる 
れ て いま す (UNIX な ど で は LF の み )。 よっ 
с, UNIX な ど で 作 っ た ダ ロ グ ラム せ は ,。 1 
バイ ト 余 分 に 読む 必要 が ある 場合 も あり ま 
す 。 そこ で 明示 的 に テキ スト モー ド か バイ 


ナリ モー ド か の 指定 も を する こと も で きま す 。 


TD 場合 は 。 デフ ォ ル с 
は 変数 _fmode に 左右 ) に な り ま す 。 
Bn. 1.2. 


思っ て いい か も し れ ま せん 。 そ の モー ド は , 


以下 の よう に な っ て いま す 。 

t テキ ス トモ ー ド 。 
入力 時 は CR/LF を LF に , 出力 時 は る を 
の 逆 の 変換 を 行う 。 


b バイ ナリ モー ド 。 
何 も 変換 は 行わ な い 。 


で は , フ ァイル の オォ オー プン / ク ロー ズ だ け の 
プ ブログ ラム を 見 て くだ さい (リス ト 3。1)。 
ここ で は , data と いう ファ イル を 読み 込 
み モ ー ド で オー グン し て いま ず 。FILE と は 
構造 体 の 名 前 で す が , ここ で は 単に int と か 
char の よう な 変数 の 型 だ と 考え て くだ る 
。 変数 名 は で きる だ け 意 味 の あ る も の を 
つけ だ ほう が いい と 思い ます 。 き る っ きも 出 
て きま し だ が , 1 行 目 に nclude «stdio, 
か と の の ます の 突 人 は 。 これ は デジ な セッ 


サ 命 令 で す 。 プ リプ ロ エ セッ サ 命 令 は 先頭 に 
# が つく 1 文 で これ は , 絶対 に 1 カラ ム 目 か ら 
書か な けれ ば いけ ませ ん 。 プ リプ ロ セ ッ サ 
命令 に は , Zinclude, £define, #ifdef な xÇ 
多数 が あり , 非常 に 強力 て 便利 な 機能 で 


ү, 


最初 の 例題 し し て , test3_3.c か ら test3 
>3.out ヘ へ フ アイ ルコ ピー する プ セ ダラ ム 
を 紹介 し まし ょ う (リス ト 3.2)。 フ ァイル 
の 読み 書き に は fgets/fputs を 使い ます 。 
fgets は ファ イル の 内 容 を 1 行 ず つ 変 数 
buf に 読み 込み ます 。 こ こ で 注意 し て ほし い 
の は , 図 の よう に 読み 込ま れる 文字 列 の 最 


後 の 1 文字 は NULL( ぎ \ ぎ 0) で ある こと で す 。 


Kot, リス ト 3.2 で は , 一 度 に 最大 255 文 
字 し か 読み 込め ゆま せん 。 さら に , 1 行 が 255 
文字 より 短い 場 
長い 場合 は 2 度 に 渡っ て 読み 込ま れ ま す 。 


[S|T[R|I[N|G]Yn|Yo 


ЕТ 


合 は 改行 文字 で \n') も А), 


朋 も っ て 定義 きれ て い 4 特 別 


な ファ イル ポイ ンタ と し て 以下 の も の が あ 
り ま す 。 ま た だ た, これ ら は それ ぞ れ 論理 的 な 
ファ イル 名 を 持っ て いま す 。 なお, stdaux 
と stdprn は , UNIX に は あり ませ ん 。 


標準 入力 
標準 出力 
標準 エラ ー 出 力 
標準 補助 入出 力 
標準 プリ ンタ 出力 


stdin 
stdout 


stderr 
stdaux 
stdprn 


リス ト 3.2 の 入出 力 を 標準 入出 力 に し た 
O03, リス ト 3.3 で す 。Human68k や MS- 
DOS で は con と いう 名 前 の ファ イル に 読み 
書き する こと も で きま す 。 20465008 
は , 標準 入力 の EOF は Z( コ ユ コントロール 
Z) の 入力 で 得 ら ちら れ ます 。 こ の Z に つい て 
は あと で 解説 し ます 。 リ スト 3.3 は , 以下 の 
よう に 。 コ マン ドラ イン で の リ ダ イ ア ンダ タダ 沈 
ョ ン 機 能 を 使え ば , ファ イル に 対す る 入出 
力も 可能 に な り ま す 。 
test3—3 > outfile 


リス ト 2-1 : strcpy の テス ト (test2-_1.c) 
1: void main( ) 

2: í 
3: сһаг str1[32], str2[ 32] : 

4 /*s2 に 文字 列 ak -*/ 

5: strepy( str2, "ここ は Oh'X で す " ) 
6: printf( "1:[%s]¥n", str2 ); 

Tt /*s1 に s2 € at? -*/ 

8: strcpy( strl, str2 ); 

9: printf( "2:[Xs]Xn", stri ); 


10: /*s2 に &s1[6](Oh 以 降 ) を ュ ヒ " -*/ 
11: strcpy( str2, &strl[6] ); 

12: printf( "3:[%s]¥n", str2 ); 

13: ) 


リス ト 2-2 : strcat の テス ト (test2_2 .c) 


1: void mann( ) 

27! 

3: сһаг str1[ 32] , str2[ 32] : 
4: /* J HB 化 */ 

5: strepy( strl, "ここ は Oh'X" ); 
6: stropy( str2, "編集 部 で す " ) 
1: printf( "1:[%=]%п", stri ); 
8: printf( "2:[%s]¥n", str2 ); 

9: /*s1 に s2 を Ж 結 */ 

10: strcat( str1, str2 ); 

11! printf( "3:[Xs]Xn", strl ); 
12: | 


リス ト 2-3 : strlenO 7 A F (test2.3.c) 


1: void main() 

2‹ [ 

3: char str[32]; 

4 int len; 

5: strcpy( str, "ABCDEF" ); /* 初 期 化 */ 
6: /*str の 長 さ を 得る キ */ 

T: 1en=strlen( str ); 

8: printf( "1:[Xd]Xn", len ); 

9: /*str[3]2» 5 O ÉE & £ f8 5*/ 
10: 1еп=зіг1еп( &str[3] ); 

11: printf( "2:[X*Xd]X*n", len ); 

12: | 


リス ト 2-4 : strcmp の テス ト (test2_4 .c) 
1: void main() 
( 
char str1[32], str2[32]; 
int ret; 
/* 初 期 化 */ 
strcpy( strl, "ABC" ); 
strcpy( str2, "DEF" ); 
/*ks1 と s2 を 比較 :ABC<DEE な の で 負 #/ 
ret = stromp( str1, str2 ): 
printf( "1:[Xd]Xn", ret ); 


© (o 00 -1 0» Q + о tS 


— 


11: stropy( stri, "ABC" ); 
12: strcpy( str2, "ӨВС" ); 
13: /*s1 と s2 を 比較 : Ае な の で 正 */ 


14: ret = вїгошр( strl, str2 ); 
15: printf( "2:[%d]¥n", ret ); 


16: strcpy( strl, "ABC" ); 

17: strcpy( str2, "ABC" ); 

18: /*s1 と s2 を 比較 : 等 し い の で 0%/ 
19: ret = stromp( strl, str2 ); 

20: printf( "3:[%d]¥n", ret ); 

д1: ] 


リス ト 2-5 : strchr の テス ト (test2_5.c) 


1: char *strohr( ) : 

2: void паіп() 

3:1 

4: сһаг str[32], *рїг; 

5: /* 初 期 化 */ 

6: strcpy( str, "ABCDEFG" ); 

7 /* 見 つか っ た の で 7 ドレ ス を 返す */ 
8: ptr = strchr( str, ’D’ ); 

9: printf( "1:[%s]¥n", ptr ); 

10: /* 見 つか ら な か っ た の で NULL*/ 
11: ptr = strehr( atr, '7' ): 

12: printf( "2:[%s]¥n", ptr ); 

132°] 


リス ト 2-6 : プラ ンク スキ ッ プ (test2_6.c) 
1: #include <stdio.h> 


2: void skip bk( ) : 

3: void main() 

4: ( 

5; int ii 

6: char str[128]; 

T: printf( "x 3E I->" ); 

8: gets( str ); /* 文 字 列 入力 */ 
9: printf( "入力 -> [*Xs]Xn", str ); 
10: skip bk( str ); 

11: printf( "変換 -> [Xs]Xn", str ); 
12: ] 

13: void skip bk( str ) 

14: char *str; 

15: d 

16: int 1; 

ү /* 前 方 の ブラ ンク の スキ ッ プ */ 

18: for( 120; str[i1]s-- ': 104 ) : 
19: /* プ ラン クス キッ プ L. た 後 か P, ak° -ty 
20: strcpy( str, &str[i] ): 

21: /* 文 字 列 の 長 さ を 得る */ 

22: 1 = strlen( str ); 

23: 1—-; 

24: /* 後 方 の ブラ ンク の スキ ッ プ Ж/ 

25: for( ЖЕГІ” de ) |: 
26: str[i*1]-'X0'; /X*NULL ff 加 */ 
26 ] 


特集 プロ グラ ミン グ の 定石 З 


で 出力 ファ イル は outfile に 変わ り , 
test3—3 < infile 
で 入力 ファ イル は infile に 変わ り ま す 。 後 者 
で は Human68k の type コ マン ド と 同じ で 
す 。 で は , 簡単 な コピ ー コ マン ド を 作っ て 
み ま し ょ う 。 書式 は 以下 の よう に し ます 。 
А>срс 入力 ファ イル 出力 ファ イル 
を の 前 に コマ ンド 行 引数 の 取り 込み 方 を 説 
Н( i, 24413, 一 般 的 に argc, argv と 
いう 変数 を 使い , argc は 引数 の 数 , argv は 
引数 自身 で す 。 では, argc, argv の テス ト 
が も ぜ で み まし ょ う (リス ト 3.4)。 
A>test3 一 4 hello world 


argc = [3] 
argv [0]= [A:YTEST3—4. X] 
argv [1]= [hello] 


argv [2]= [world] 
引数 の 数 に は プロ グラ ム 自 身 も 含ま れ 
プロ グラ ム を 起動 し た と コマ ンド が argv [0] 
に な り ま す 。 さ る さらに , K&R に は 明示 し て あ 
り ま せん が , main に は 3 番目 の 引数 envp も 


リス ト 3-1 : ファ イル オー プン / ク ロー ズ (test3-1.c) 


#include <stdio.h> 
void таіп() 
{ 

FILE *fp; 


fp-fopen( "data" j "r" ) : 
fclose(.fp ); 


— O; Q > 0 м н 


リス ト 3-2 : テキ スト ファ イル の コピ ー(test3-2.c) 
1: #include <stdio.h> 


2: void main() 

3: { 

4: FILE  *ifp, *ofp; 

5 char buff 2561; 

6 ifp-fopen( "test3 3.c", "г" ); 

7 ofp=fopen( "test3 3.out", "w" ); 
8:  while(fgets( buff, 256, ifp )'zNULL) 
9: fputs( buff, ofp ); 

10 fclose( ifp ); 

11:  fclose( ofp ); 

12: ) 


リス ト 3-3 : 標準 入出 力 間 コ ピー(test3-3.c) 
1: #include <stdio.h> 
main() 


4 char buff[256]; 

5: while(fgets( buff,256 , stdin ) ! =NULL ) 
6: fputs( buff, stdout ): 

Tt I 


リス ト 3-4 : コマ ンド 行 引数 の 表示 (test3-4.c) 


1: void main( argc, argv ) 
2: int argc; 

3: char *argv[]; 

4: ( 


5 int 

6 printf( ' largo =[%а]Ұп", arge ); 
T: for( 1=@; 1 く <argC: 1++ ) 

8 printf(' 'argv[Xd]- [Xs]Xn",i, argv[i]): 
9 


IJ Z F 3-5 : 環境 変数 の 表示 (test3-5.c) 


: 4include <stdlib.h> 
・ void main( argc, argv, envp ) 


char *argv[]; 
Жепурі 1; 


/* 全 て の 環境 変数 を 見 る */ 
while( *envp++ ) 

printf( "XsXn", Жепур ); 

10: /* 環 境 変 数 PATH を 見 る */ 

11: printf ("PATH=[%s]¥n" ,getenv ("PATH") ) ; 
12: | 


cO OO -1 O> Q > Ç tŠ н 
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あり ます 。 こ れ は プロ グラ ム が 受け 取る 環 
境 変数 で す 。 こ こ で は 解説 は せ ず に , 表示 
方 法 の み 載 せま す 。 また, 指定 し た 環境 変 
数 の 中 身 を 見 る getenv と いう 関数 も ある 
の で 紹介 し ます (リス ト 3.5)。 

で は , コピ ー コ マン ド を 作っ て み ま し ょ 
う 。 こ こ で 注意 し て ほし い の は エラ ー 処 理 
で す 。 職業 プロ グラ マ の プロ グラ ム で は エ 
ラー 処理 が 全体 の 半分 以上 を 占め る こと も 
珍し く て あり ませ ん 。 特に , ファ イル の オー 
プン エラ ー 処 理 な ど は 絶対 に チェ ッ ク し た 
いも の で す 。 関数 の リフ ァ レ ンス マニ ュ ア 
ル に エラ ー リ ター ン 値 が 記述 し て ある 場合 
は , エラー 処理 は 行っ た ほう が よい と 思い 
ます 。 エ ラー 表示 に は , fprintf を 使い ま 
す 。fprintf は , 画面 以外 の ファ イル に も 出 
HTI, 書式 は printf と ほぼ 同じ で す 。 

ih, エラー 処理 を 行っ だ り し た だ たら プロ 
グラ ム が 少し 長く な り ま し た の で , 読み 書 
きす る 場所 を 関数 filecopy と し て 分 割 し ま 
し た 。filecopy に は , 引数 と し し て ファ イル ポ 
イン タ を 渡し ます 。fputs の リ den cd 
EOF の 場合 は 処理 も を 中止 し て いま す が , こ 
れ は ディ スク へ の 書き 込み エラ ー が 起こ っ 
だ こと や 示し ます 。 EOF125 7 マクロ (ブリ 
プロ セッ サ ) 定義 きれ て いる も の で す 。 で 
は , リス ト 3.6 を , これ は cpc.c と し て 入力 
実行 し て くだ さい 。 

L I AT, fgets や fputs は , 改行 文字 まで 
を 一 度 に 読み 込む も の な の で , ファ イル か 
61 文 字 単 位 で 読み 書き する 場合 に は 不適 
当 で す 。 そこで , 1 文字 ずつ 読み 書き する 
fgetc, fputc の 2 関数 を 紹介 し ます 。 それ を 
利用 し た 関数 が リス ト 3.7 で す 。 こ れ を リス 
ト 3.6 の filecopy の 部 分 と 差し 替え ん て 《 だ 

Lx. まだ , せっ か くく 1 文字 ずつ 読め ゆる の で 
すか ら ,「 も し w と いう 文字 が 出 た ら メ ッ セ 
ー ジ を 出し て 処理 を 中 止 す る 」 よ うに し て 
み ま し ょ う 。W と いう 文字 が 入っ て いる フ 
アデ アイル を 入力 ファ イル と し て 実生 し て みて 
くだ きい 。 


バイ ナ ! 


ル の 例 


tn ар 
テキ スト モー ド と Z に つい て , 少し 詳し 
〈 説明 し まし ょ う 。 Human68k や MS-DOS 
な ど パ ソコ ン の OS の 多く は テキ スト ファ 
イル の 終わ り に 1a』」( Z) が 入っ て いま す 
(ASCII ュ ユー ド の 1 か ら 26(1a』) まで は 順に 
- AZ の 制御 文字 に 対応 し て いる )。 よ 
өт, 3 la Aet 55 Л 9 
EOF が 検出 で きる と も いえ ます 。 つ . ま 。 り , 
な に か の 拍子 に テキ スト ファ イル の 途中 に 


みつ る きま 山 て きだ パイ ナリ モー ト , 


ZZ が 入っ だら, その あと は テキ スト モー 
ド で は 内 容 を 見 る こと は で き な く な る わけ 
で す 。 こ れ を , Human68k の エディ タ ed で 
試し て み ま し ょ 2 う 。 以下 の ょ うに, dummy 
と いう 名 前 の ファ イル を 作成 し て くだ るい 


この ファ イル は テキ スト で す J} 
5, | 


バイ ナリ モー ド で て し か 読め ゆま せん ! 


s の 入力 に は , £d V を 入力 し (これ は 
次 に 入力 する 文字 が 制御 文字 びあ る と いう 
こと を 意味 する ) 次 に Z を 入力 し ます 。 こ 
れ を , type dummy と し て も 1 行 目 し か 見 
る ここ は て きま せん 。 リ スト 9.6 て 人 る だ ュ 
ビー コマ ンド で も 同じ こと で す 。 つ まり , 
バイ ナリ モー ド で の 読み 書き が 必要 な の で 
+, で は , リス ト 3.8 を 実行 し て みて 〈 く だ さる 
い 。 ど う で す , 3 行 目 まで 見 られ た で し ょ 
う 。 これ が パイ ナリ モー トド て す 。 

た だ , 一 般 的 に バイ ナリ ファ イル と は 何 
が 入っ て いる か わか ら な い フ ァイル で す 。 
ょ っ て 文字 列 読み 込み 用 の fgets を 使っ た 
ら 変 に な る 恐れ も あり ます 。 を そこ て 登場 す 
る の が , レコ ー ド 長 単位 で 読み 書き する 
fread/fwrite で す 。 で は , リス ト 3.6 の file 
ред リス ト 3.9 に 変更 し て くだ さる 

'。 こ れ は ファ イル か ら 256 バ イト ずつ 読み 
пу nuce. この 呼び 出し 
側 の fopen の 第 2 引数 “r” t “w” Z Z +. 

“rb” l “wb” に 変更 する こと を 忘れ な いで 
“а-а 

と ころ で , fread の 戻り 値 は 実際 に 読み 

ん だ バイ ト 数 で す 。 つ まり 300 バ イ ся 
イル で あれ ば , 1 回 目 は 256 バ イト 読め ます 
が 2 回 目 は 44 バ イト し か 読 ゆ な いわ け で す 。 
256 バ イト 読め と 指定 し た に も か か わら ず 
44 バ イト し か 読め ゆな か っ だ ら フ ァイル の 終 
わり か エラ ー な の で す 。 ま た, fwrite で は 実 
際 に 読ん だ 分 し か 書い て は いけ ませ ん 。44 
バイ ト し か 読ん で な い の に 256 バ イト 書 こ 
うと し だら 6212 バ イト の ゴミ が 書き 込ま れ 
а XEM ER 
み 書 きる れ だ た バイ ト 数 は readnum と い 2 う 
変数 に セッ ト し て いま す 。fread/fwrite は, 
一 般 的 に は 固定 長 テ キス ト フ ァイル や バイ 
ナリ ファ イル の 操作 に 使用 し ます 。 


ダイ „Дъх 


一 般 的 に , ファ イル の 読み 書き は 時 間 が 
か か り ま す 。 よ っ て 一 気 に 1000 バ イト 目 な 
どの 読み 書き が で きれ ば 非常 に 重宝 し ます 。 
を こ で フフ ア イル の ダイ レク ドア グ クセス の 
た め に fseek, ftell な どの 関数 が 用 意 き る れ て 


o 


いま す 。 では, ed で 以下 の 内 容 の ファ イル 
を dummy2 と し て 入力 し た あと , リス ト 3. 
10 を 実行 し て くだ さい 。 


ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 


ここ で 注意 し て ほし い の は ,2 番 目 の 引数 
オフ セッ ト の 指定 は 
XC で は int も 32 ビット な の で int を 使っ て も 
問題 な く 動 さき ます が , offset= ニ 10 し と いう 形 
XC, long 定 数 は し を つけ る 習慣 を つけ た 
ほう が いい と 思い ます 。 

プログ ラム は , まず , ファ イル の 先頭 か 
ら 5 し 上 バイト 目 へ 移動 し , 1 バイ ト 読 み 表 示 
し ます 。 す る と 6 番目 の 文字 びあ る F が 表示 
る され ま し た ね 。 な ぜ 5 バ イト 目 な の に 6 番 目 
の 文字 か と いう と , ファ イル の 先頭 の 文字 
AA は 0 バイ ト 目 だ から で す 。 次 に ftell で , 6 と 
表示 る され た の は , fread で 1 バイ ト 読 ん で オォ 
フッ ト が 1] バ イト 進ん だ か ら で す 。 こ れ は 
エディ タタ な ど て 1 文字 入力 し た ら カ ー ソ マル 
の 位置 が 右 に 移動 する こと と 同じ で す 。 

で は ファ イル 操作 の まとめ と し て , 簡単 
な ファ イル の ダン ププ コマンド を 作っ て み ま 
し だ (リス ト 3.11) 。 フ ァイル 関連 の 関数 は 
ここ で 紹介 し た も の し か 使っ て いま せん 。 
プ ブログ ラム は , ダン プ グ 表 示 フ ァイル 名 を 引 
数 指定 し て 起動 し ます 。 そ うし て , 表示 開 
始 ア ドレ ス と 表示 バイ ト 数 を 入力 し ます 。 

ここ て で 初め て 出 て くる も の で , #define 
SIZE 64 な どの 表現 が あり ます 。 こ れ は SI 
ZE と いう 文字 列 を 64 に 置き 換え る マク ロ 
定義 で す 。 少し, プリ プロ セッ サ が わが か っ 
て きま し だ か 7? また だ た ここ で 初め て 出 た 関 
数 で , sprintf と isprint が あり X v, sprintf 
は , fprintf の ファ イル ポイ ンタ 部 分 が 文字 
列 に 置き 換 わ っ だ も の で , 文字 列 に 対し て 

書式 つき の 出力 を 行う 場合 に 使い ます 。is 
print は , 引数 が 表示 可能 な 文字 か どう か を 
判断 する 関数 で す 。C の ライ ブラ リ に は , 
is 一 で 始ま る 関数 が た くさ ん 用 意 き れ て い 
ます 。 こ れ ら は 非常 に 便利 で す の で , ぜひ 
試し て て だ さい 。 こ の リス ト は , od.c と し 
САТ ВУ. 


構造 体 と ポイ ンタ 


ここ で は 構造 体 の 使い 方 に つい て 紹介 し 
ます 。 構造 体 は , 操作 し や すい よう に ひと 
つの 名 前 で まとめ られ た 変数 の 集まり で す 。 
以下 の 例 で は ,struct profile と いう 型 の デー 
タ 型 を 宣言 し て いま す が , PROF と typedef 
し て お きま す 。typedef と は , 前 も っ て (P) 


« ТЕЙ КИТ? СЕТ". 


LHAT NIF, (DD と 宣言 する の と (D2) 
と 宣言 する の は 同じ こと に な る 機能 で す 。 
(P) typedef É E 
typedef struct tag Í 
char a [10] : 
int b; 
} ТАС; 
(D1) 構造 体 変数 の 宣言 1 
Struct tag Val: 
(D2) 構造 体 変数 の 宣言 2 
TAG val; 
言語 に お ける typedef 機 能 は 非常 に 便 
利 な も の で , 入出 力 で 出 て きた FILE も 実は 
構造 体 を typedef し て ある も の な の で す 。 で 


は , ヘッ ダフ ァイル profile.h (リス ト 4.1) 
が 人 用 し て て だ まい 。 

次 に , 本 来 の ソー ス (リス ト 4.2) で す 。 
ここ て 。 いま 入力 し た ペッ タテ ァ 者 軸 
profile.h を を インクルード する こと を 忘れ 
な いで くだ さる い 。 注意 し た い の は , 通常 
の ぐ > で は な 〈( “ (HU: LUTTO hÑ 
АЗ, シス テム か ら 提 供 き れ だ も の 
は く > で, 自分 で 作っ た も の は “" で 囲む 
Жоо k J 

と う で す , 簡単 で し ょ >, 構造 体 な ん て 。 
構造 体 の 中 の 各 要 素 の アク セス に は . (ピリ 
ォ ド ) を 使い は す 。 つま り jiro の tel (二郎 の 


電話 番号 ) を 見 る に は jiro.tel と し すれ ば いい 


リス ト 3-6 : 

1: #include <stdio.h> 

2: void filecopy( ) : 

3: void main(argc, argv) 

1: int argc; 

5: char *argv[]; 

6: { 

It FILE *ifp, ЖоҒр; 

8: 

9: if( argc«3 )( 

10: fprintf( stderr, "使用 方 法 :CPC 入力 フィ イル 出力 ファ イル ¥n"); 

11: return; 

I2: } 

12: if(( 1Ғр-Ғореп( argv[1], ' т” )) == (FILES)NULL ){ 

14: fprintf( stderr, "%s が オ - ア ン で きま せ A¥n", argv[1] ): 

15: return; 

16: ) 

IT: if(( ofp=fopen( argv[2], "м" )) == (FILEX*)NULL ){ 

18: fprintf( stderr, "%s が オ - ア ン で きき ませ A.Yn”", argv[2] ); 

19: return; 

20: ) 

21: filecopy( ifp, ofp ): 

22: fclose( ifp ); 

23: fclose( оЁр ); 

24: | 

25: void filecopy( ifp, ofp ) 

26: ЕПЕ *ifp, *оЁр; 

21. 1 

28: char buff[256]; 

29: 

30: while( fgets( buff, 256, ifp ) !=NULL )( 

31: if( fputs( buff, ofp )-- EOF )( 

32: fprintf( stderr, "アイ ル 書 き 込 み ェ 5-\n' ); 

33: break : 

34・ 

35: } 

26: ] 
リス ト 3-7 : ЭЁ ШУКШ (EU 88 2 804) リス ト 3-9 : З БАК (их 09) 

1: void filecopy( ifp, of 

1: void filecopy( ifp, ofp ) : FILE - жіғр, tolo. diu 
2: FILE *ifp, *ofp; tt 


3: 1 

4 int 

5 while(( е ifp ))!=ЕОЕ )( 
6 if( fputc( c, ofp )== EOF )( 
7 fprintf (stderr," 書 き jA み ェ ラ -\n") : 
8 break; 

9: } 

10: else if( c=='w' )( 
11 fprintf(stdout," [w]23 あ っ 7: Жп"); 
12 break; 

13 ) 

14 

15: } 


リス ト 3-8 : ЛАЗО ЮЖ (test3-8.c) 


: $include <stdio.h>» 
void main() 
( 
FILE *fp; 
char buff[256]; 
/ж br7 yuy で t- プン */ 
fp=fopen( "dummy", "rb" ); 
while( fgets( buff, 256, fp )!zNULL) 
fputs( buff, stdout ); 


© “O O@ -100,»c0ctoórn 


mn 


4 

3 

4 char buff[256] : 

5: int readnum=256 : 

6 while( readnum==256 ){ 

7 readnum=fread( buff,1,256,ifp); 
8 if( fwrite( buff,1,readnum,ofp ) 


: 'zreadnum ){ 
10: fprintf(stderr," 書 き Á 7,15-Xn"); 
11: break; 

12: } 
13: } 
14: } 


リス ト 3-10 : 274008 UNE А (test3 100) 


1: #include <stdio.h> 

2: void main() 

з: í 

4: FILE *fp; 

5t int buff; 

6: long offset-5L; 

7 fp=fopen( "dummy2", "rb" ); 
8 fseek( fp, offset, 9 ); 


9: printf( "offset-[X*ld]Yn", offset ); 
10: fread((int*)&buff, 1, 1, fp ); 
11: printf( "read-[*Xc]Yn", buff[9] ); 


12: offset - ftell( fp ); 
13: printf( Po кийин. жен а , Offset ); 
14: fclose( fp ); 
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の で す 。 も し, 変数 が ポイ ンタ で あれ ば . の 
代わ り に 一 > を 使え を ば いい だ け で す 。 よ っ 
て , リ スト 4.3 て 構造 価 し ポイ ンタ の 使い 方 
を 紹介 し ます 。 と ころ で , リス ト 4.2 で は 変 
数 と し て 宣言 し まし だ が , 今度 は ポイ ンタ 
と し て の 宣言 の み し か し ませ ん 。 よって, 
ポイ ンタ の 数 だ け 実 際 の 構造 体 の エリ ア を 
確保 し な けれ ば いけ ませ ん 。 Z CH T <Ç 
る の が , 動 的 に メモ リ を 確保 する 関数 mal 
loc で す 。 確 保 し た い サ イズ を 引数 と し て 渡 
し , プロ グラ ム 中 に メモ リ を 割り 当て る こ 
と が で きま す 。 sizeof ( PROF) と 書い て 
ある の は デー タ 型 PROF の 大 きる だ け メ モ 
リ を 確保 お する と いう も の で す 。 

実行 し た ら , taro— »linkO ffl E jiroOfi& 
9 に こと た が わか る て で しょう 。 これ を ,。 F 
解す る と 図 3 の よう に な り ま す 。 つ まり ポ 
イン タ が アド レス を 持っ て お り , その 指す 
先 に 構造 体 の デ ゲー タ が ある わけ で す 。 


図 3 構造 体 と ポイ ンタ 


アド レス アド レス 
10 taro 
tel : 1234 tel : 5678 


link : 100 


link : NULL 


KU, すでに 定義 きれ て いる 構造 体 の 使 
い 方 を 紹介 し まし ょ う 。 い まま で は 自分 で 
定義 し た 構造 体 を 使っ て いま し た が, ここ 
で は 前 も っ て 準備 され た 構造 体 を 使っ て み 
まし ょ う 。 例 題し し て , ファ イル の 情報 を 
得る プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 これ 
に は stat と いう 関数 を 使い ます 。 

#include «stat, h> 

int stat ( path, buf ) 
char * path; 

struct stat * buf; 

ファ イル 名 を 渡せ ば , struct stat 型 の 変 
数 buf に 以下 の 情報 が セ モット る され ま す 。 

:・ フ ァイル 属性 


st- mode 


(デイ レク トリ か 通常 ファ イル か ) 


・ ド ライ ブ 番 号 
・ フ ァイル の 大 きる 
・ フ ァイル の 最終 更新 日 時 


St_dev 
st-size 
st-atime 


と ぐろ で て 、 入 し の マユ ミュ ア ル / に は この 各 


メン バ の 属性 に つい て の 解説 が あり ませ ん 。 


今回 , 初め て この 関数 を 使い まし た が 困り 
まし た 。 とりあえず stat.h の 中 を 見 て 書き 
まし た が , 本 来 イ ンク ルー ド フ ァイル の 中 
は ユー ザー に は 公開 る きれ て いな い の で す 。 
まだ , これ ら は すべ て 元 の 数 値 情報 な の で 
見 や すい 形式 に 直す 必要 $ も あり ます 。 そこ 
C, 新た に 構造 体 f-info を 定義 し て そこ に 


リス ト 3-11 : フ 


デー タ の セッ ト を 行い ます 。 

st 一 mode は , S—IFDIR2'S—FREG E ә 
ト を 指定 する と あり ます 。 こ れ は , S—IF 
DIRK で ビッ ト ご と の 論理 積 (&) を 取り , 真 
だ つろ だら ディオ イレ クト リサ だ と いう こと です 。 
st 一 dev の ドラ イブ 番号 は , 0 だ っ た だ た ら 6AF ド 
タイ ンジ 1 だ っ だ た 6B ド ライ 4 Zen と な っ て 
いく の で ', 値 に A を 足せ ば いい で すね 。st 一 
atime は , 実は 1970 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒 か ら 
の 秒 数 な の で す 。 よ っ て これ は 関数 ctime 
に よっ て 普通 の 表現 に 変え を ましょ う 。 こ の 
だ め に は time.h を イン クル ー ド し て くだ 
8%», を そり あん すず デオ ナオ ャ クト ドリ V だ っ ゥ っ だ た だら メ 
ッ モ セージ を 出し て 業 了 耳 す る よう に し ます 。 
リス ト 1 行 目 の #ifdef MSDOS は , MS- 
DOS の 場合 は 2, 3 行 目 が 有効 に な る プリ 
プロ セッ サ 命 令 で す (MS-Cver5 で は すでに 
定義 し て ある の て 定義 不要 )。 で は リス ト 4. 
4 を stat.C と いう 名 前 で 入力 し て 《 だ さい 。 
| |] 


プリ プロ セッ サ 


し "E 

55, この 原稿 の いた る と ころ に , まる 
で 呪文 の よう に プリ プロ セッ サ と 出 て きま 
し た 。 今 回 の C 言 語 特集 は 入門 編 び す の で 
プリ プロ セッ サ 命 令 に つい て は あま り 解 説 
し ませ ん 。 し か し 。 プ ブリ プロ モッ サ 命 令 は 
非常 に 便利 な 機能 で す の で , その 機能 を 多 
用 し だ た ライン エディ タ edl.c を 作っ て み ま し 


1: #include <otype.h> 42: 1f( buf[0]-zz'q' )return( FALSE ); /*'q' 入力 : 005-v*/ 
2: include <stdio.h> 43: *length = strtol( buf, dummy, 0 ):/* 文 字 列 を 1ong に 変換 */ 
3: #define SIZE 64 /* マ クロ Ф */ 44: return( TRUE ); /* 正 し い 指 定 が され た : 1 リタ ー ン */ 
4: #define TRUE 1 /* マ 2H E 義 */ 45: } 
5: #define FALSE 0 /*#?п E &*/ 46: void  dumpadr( fp, start, length )/X*start-» length の X 示 */ 
6: void dumpadr ( ) ; 47: FILE *fp; 
7: void main( argc, argv ) 48: long start; 
8: int argc; 49: long length 
9: char *argv[]; 50: ( 
19; í 51: long pos; /* Bd 在 の アイ ルポ イン タ */ 
11: FILE %жеҒр; 52: int ct; /* ネ カウ ンタ * / 
12: long start;/*BH 始 ア ドレ ス */, length;/* € m йб Bi */ 53: int readbuf ; /* 読 み 込 み 用 パッ フォ */ 
13: 54: сһаг dispbuf[81]; /* Ж 示 用 パッ ファ */ 
14: if( arge != 2 )( 55: 
15: fprintf( stderr, "使用 方 法 od 774g Xn" ); 56: if(( fseek( fp, start, の )) != 9 )( /*start へ seekt/ 
16: return; 57: fprintf( stderr, "シー クエ ラ - %ld(%lx)Yn'", start, start); 
17: } 58・ return; 
18: if(( fp=fopen( argv[1], "rb" )) == (FILE*)NULL ){ 59; ) 
19: fprintf( stderr, "%s が オ - ア ン で きま せ A¥n", argv[1] ); 60: for( pos=start: pos<start+length: ){ 
20: return; 61: sprintf( dispbuf, "480s", "" );/*buf 9) Ej (k : Æ Ej б 5 */ 
21: ) 62: sprintf( dispbuf, "%08х", pos ); /* ア ドレ ルス 表 示 */ 
22・ while(1) { 63: dispbuf[8]-' '; /*NULL £ 消す *#/ 
23: if( !getadr( &start, &length ))break; 64: for( ctz0; с%<16; ct** )[ 
24: dumpadr( fp, start, length ); 65: /*1 バ イィ イト 読み 込み : readbuf は int に 型 変換 する */ 
25・ } 66: if( fread((char*)&readbuf, 1, 1, fp )!=1 ){ 
26: fclose( fp ); 67: printf( "*sXn", dispbuf ); /*EOF : 残り を 出力 */ 
27.) 68: return; /* 終 T */ 
28: int getadr( start, length ) /* 開 始 ア ドレス と 範囲 の 入力 */ 69: ) 
29: long  *start, *length; 70: /*16 進 表示 部 分 :0? の 形式 で 表示 */ 
30: { 11; sprintf( &dispbuf[ 19+ct*3] , "%02х”, readbuf ); 
31: char buf[SIZE], *dummy; 12: dispbuf[ 12+ct*3] = ' '; /*NULL £ £x d */ 
32: 73: /* 文 字 表 示 部 分 : 表示 で き な い 文字 は '… に 変換 */ 
33: /* 先 頭 に 9 が 付け ば 8 進 、9x が 付け ば 16 進 、 そ れ 以 外 は 19 進 */ 74: if( 'isprint( readbuf ))readbufz'."'; 
34: printf( "Xn A Jj( 8% :0??, 10 進 :??, 16; :0х?? )Yn"); 75: dispbuf[60*ct ]zreadbuf ; 
35: printf( "¥t¥t¥t[% 7 : q ]Yn" ); 76: ров ++; 
36: printf( "2 スター- ト アド レス >"); /* 開 始 ア パレ ス 入 力 */ 77: if( pos>=start+length )break; 
37: fgets( buf, SIZE, stdin ); /* À 力 */ 78: ) 
38: if( buf[@]=='q' ) return( FALSE ); /X'q' 入 力 : 9 リタ ー ン */ T9: printf( "9sYn", dispbuf ); /*dispbuf の € 示 */ 
39: *start = strtol( buf, dummy, 0 ); /* 文 字 列 を 1ong に 変換 */ 80: } 
40: printf( "ゲン アパ イト 数 —>" ); /* 表 示 が イト 数 入力 */ 81: гебигп; 
241: fgets( buf, SIZE, stdin ); /* A カカ */ 82: ] 
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だ だ が の デブ ログ ラム は ファ イル の 指 室 入 を 
編集 する ライ ン エ ディ イタ で す 。 フ ァイル 名 
を 指定 し て 起動 し ます 。 

ここ で は , エス ケー プシ ー ケ ンス を 表示 
する 機能 を 関数 も どき と し て マク ロ 定 義 し 
て いま す (Human68k の マニ ュ ア ル の 最後 
に 出 て くる )。 マク ロ は , 単純 だ が 入力 ミス 
が 起き や すい 部 分 Cn k EOE) に 有効 
で す 。 学 0' が NULL と 定義 し て ある よう に 
キ き n や NL な ど と 定義 する の も いい で し ょ 
J. まだ 。 人 件 付き コンパ イル (УЫ, 
4 の #ifdef MSDOS の 例 ) を 使え ば , 異な っ 
た マシ ン で も 動く プロ グラ ム の 開発 が 容易 
に だ のび ます 。 が な お この と よ え ケー デシ ルー タン 
ス は , MS-DOS と 共通 の も の を 使い まし た 
の で MS-DOS で も 正常 に 動き ます 。 

リス ト の 解説 は 行わ な い の で , 独自 に 解 
析 し て くだ きい 。line 一 edit 関 数 に 編集 行 の 
文字 列 と 長き を 渡し ます 。 エ ディ タ で 有効 
な キー は 以下 の よう に な っ て いま す 。 


・ ЖЕНЕ 
・ カ ー ソ ル を 右 に 移動 
` カーソル を 左 に 移動 


・ 1 文字 空 日 を 挿入 
・ 1 文字 削除 
ЖТ 


な お この エディ タ は タプ ブ や 漢字 が 入っ て 
い だ ら 正常 に 動き ませ ん 。 ま た , 編集 で き 


1: #include <stdio.h>» 

2: #include "profile.h" 

3: char *malloc(); 

4: void main() 

5: { 

6: /* ポ イン タ 変 数 の 宣言 */ 

T: F taro, Ж)іго; 

8: /*taro の 分 の 領域 確保 */ 

9: if(( taro = (PROF*)ma11oc( sizeof( PROF))) 
10: fprintf( stderr," メ そり 確保 失敗 \n" ); 
11: return; 

12: ) 

13: /* 変 数 taro F - タ ヤット */ 


14: stropy( taro->name, "X BE" ): 

15: taro->te1=1234・ 

16:  strcpy( taro->adr," 千 代田 区 九段 下 "): 
17: /*Jiro の 分 の 領域 確保 *#/ 

18:  if(( jiro = (PROF*)ma11oc( sizeof( PROF) ) ) 


== (PROF* )NULL )| 27: 


る 最大 の カラ ム 数 は 80 で す 。 リ スト 5.1 を , 
edl.c と し て 入力 し て 〈 く だ さる い 。 


プロ セス 管理 


で は , 最後 に 演習 し し て いま まで 習っ た 
こよ を]1 ポ の グロ グラ ム に し て み ま し ょ う 。 
ファ イル 名 を 指定 し て , メニ ュー で 以下 の 
こと を 行う と いう も の で す 。 


X, MS- DOS で は COMMAND, СОМ, 
UNIX で は csh や sh) も 0S が 起動 し て いる 
の で す 。 を そして, 起動 きれ た プロ グラ ム は 
別 の プロ グラ ム を 起動 する みこ と も で きる の 
で す 。 

ここ て で 初め て 出 て くる 関数 は system で 
7. これ は , 引数 と し て チア ロス EE 
起動 する コマ ンド 文字 列 を 与え ます 。 exec 
と いう 関数 も あり ます が , 書式 が 複雑 に な 
る の て 今回 は system を 使い ます 。Human 
68k の コマ ンド を プロ グラ ム の 中 か ら 引 数 


Е -] | prOfile.h) 

・ フ ァイル 情報 表示 ・ リ スト 4.4) ә АРАН pror 
・ フ ァイル 内 容 表示 ・ リ スト 3.6) 1: typedef struct profile ( 
. ue . 4: h [20]; /* 名 前 */ 
・ フ ァイル の ダン フ ЖЕЛІЛІ! ^ m салы ARHESU 
・ フ ァイル の 編集 АВ, 4. char мены /* fE Pn */ 

um 5: struct profile *link; /* リ ンク */ 
・ 子 プロ セス 起動 (command : command.x) 6: — )PROF;  /* ア ロフ ァイル */ 

» ` ж >` う う s >» — уу 
EITT, わき わき test? 一 ? と いう 名 前 以外 リス ト 4-8 : 構造 体 き 変数 (test4-8.c) 
で 入力 し た の は , ここ で 再 利用 する た め だ U | 

А F. 1: #include <stdio.h> 

っ だ た の で す 。 1 一 4 は 。 いま ま て に 作っ た 2: #include "profile.h" 

nc 、 : : 、 3: void таіп() 
プロ グラ ム で それ ぞ れ ロー ドモ ジュ ー ル が 4: { : 
5: PROF taro, jiro; 

жа - 思い "E. = 6: /* 変 数 taro に F - タ セッ ト */ 

да ы EBU SY れ を 関数 ラ ТАҚЫ CM T. 
— J. r Ñ г > ^n 8: taro.tel-1234; 

イク に 呼び 出す の で す 。C で は , 子 アロ セ — “Q — 
ス の 生成 。 つ まり プロ グラ ム の 中 か ら 別 の 10:  /* 変 数 ro に デー タキ ッ ト */ 

11: зігсру( jiro.name, " — BE" ): 

"т/м 8 動 が 容易 に で те 12: jiro.tel=9876: 
ブロ グラ ム の 起動 が 容易 に で きま す 。 元 来 i Си ио, инаи. 

о = ` i 14: /*taro と Jiro の デー タ 表 示 */ 
ブロ グラ ム は , OS (基本 ツ フ ト ツ ェ 7)95 15: niet "Ds [Xd Xs Dn, 

a 、 ^ fa. 16: taro. ; taro.tel, taro.adr ); 
起動 し て いる も の で , wp や ed な A 17: printf( "[%a] [Xd] [Xe] Wn", 
Human の プロ グラ ム , そ うし て コマ ンド イ im, т на тое 
ンタ プ ブリタ (Human68k で は COMMAND. 

リス ト 4-3 : fli (test4-3.c) 

19: fprintf( stderr," メ モリ 確保 失敗 \*n' ); 
20: return; 

21: } 

22: /*taro の link に jiro の アト" レス セッ ト */ 

23: taro-> ] imlk= јіго; 

24・ /* 変 数 jiro に F  - タ ヤッ ト */ 

25: stropy( Jiro->name, "二郎 " ): 


26: jiro->te1=9876: 
strcpy( Jiro->adr, "rh W Б h W" ): 


28: /*jiro の link に NULL セッ ト */ 
29: jiro->» link= (РЕОЕ* )NULL : 


30: /* 表 示 */ 

31: printf( "[*d][Xs][*d] [Xs] [3d] Yn", 

32: taro, taro->name , taro->tel , taro->adr, taro->1ink ); 
33; printf( "[%d][%s] [%d] [%s] [%d]¥n", 

34: jiro, Jiro->name , jiro-^tel, jiro->adr, Jiro->1ink ); 
3957 


== (PROF* )NULL )( 


リス ト 4-4 : 7 出し (stat.C) 
1: #ifdef MSDOS /* MS-DOS (MSCver5 ) */ 23: fprintf( stderr, 使用 方 法 stat 774W £ жп" ); 
2: £include <sys/types.h> p | return; 
3: #include < tat.h> : 
4: hn no /* Human68K */ 26: if( stat( argv[1], &buff )!= 0 )( 
5: #include <stat.h> 21: fprintf( stderr, %s が 見 つか り ま せん \n", argv[1] ); 
6: #епаіғ 2 | return; 
7: $include «time.h» : 
8: #include <stdio.h> 30: /* ア イル の PR 類 : デ ィ レ クト リ は 除 外 */ 
9: #define SIZE 256 31: if( buff.st mode & S IFDIR )( 
10: void main(argc, argv) 32: printf( "この アル は ディ ルク トリ で d Xn" ); 
llt int argc; s: ' return; 
12: char  *argv[]; : 
13: Í 35: /* ド 547 番号 9:A 1:В....*/ 
14: typedef struct f info( 36: file.drive = buff.st dev*'A'; 
15: char drive; /* ド ライ ア # 号 */ 37: printf( ライア Koin", file.drive ); 
16: long filesize; /* ネ ファ イル サイ ス * X/ 2 edo MI DA p qe 
17: char  filedate[SIZE]; /* x/ : lle.filesize = .St size; 
18: Е INFO; жа" 40: printf( "Mx :%1а ,4РҰп", file.filesize ); 
19: FINFO file; /* 変 換 バ ッ フ ァ ォ */ 41: /# ア イル の 最終 更新 日 時 */ | 
20: struct stat buff;  /*stat 構 造 体 用 バッ ファ ォ */ 42・ Stropy( file.filedate, ctime( &buff.st_atime 85 
21: 43: printf( "日 時 :%5Ұп”, file.filedate ); 


229: if( argo !- 2 ){ 


44: } 
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つき で 実行 する こと も 可能 な の で す 。 

「 だ っ だ ら , そん な も の ば か り 組 み 合 わせ 
て ブロ グラ ム 作 れ ば いい じゃ な いか 『「」 と 
いっ だ あな た だ は 正しい 。 そう, それ も 広い 
意味 で の 構造 化 な の で す 。 実 際 , UNIX の ソ 


ー ス に は 。 い だ る と ころ に fork と exec と い 
う プ ブロ セス 制御 用 の 関数 が 出 て きま す 。 リス で 


ト 6.1 を ftool.c と いう 名 前 で 入力 し て 《 く だ 
さい 。 


A ND] 
1: #include <stdio.h> 51 
2: finclude <ctype.h> 52: 
3: #define RIGHT ”Ұх12” /*^R: カ ー ソ ツル 右 移動 は コン トロ - ル R */ 53: 
4: #define LEFT ”Ұхдс” /X^L:h-JM Е 移動 は コン トロ - ル L */ 54: 
5: fdefine DEL "Ұх04” /*^D: 文字 削除 は コン トロ - ル D */ 55: 
6: #define INS "Ұх09” /*^T: 文字 挿入 は コン トロ - ル 1 */ 56: 
7: #define ESC 'yx1b' /* ESC: 終了 は ESC */ 57: 
8: #define reset() printf ("¥033[0m" ) /*jB 面 リセ ッ ト */ 58: 
9: #define reverSe( ) ргіпеҒ( X033[7m") /* 画 а 反転 */ 59・ 
12: #define clr screen() printf ("¥033[2J") /* 画 面 クリ ア */ 60: 
10: #*define csr right(co) printf("*033[*dC",co) /* カ ー ル 右 В 動 */ 61: 
11: #define csr left(co) printf("\933[%dD" ,co) /%*2- Æ 移動 */ 62: 
13: #define csr mov(1i,co) printf ("¥033[%d;%dH",li,co) /*% 動 */ 63: 
14: #define color() printf ( "X033[32m") /* 色 表 示 */ 64: 
15: #define SIZE 81 /*1 行 O É 大 サイ ズ " は 80 が イト */ 65: 
16: void line edit(); 66: 
17: void main(argc, argv) 67: 
18: int argc; 68: 
19: char  *argví]; 69: 
20: ( 70: 
21: char ` buf[SIZE]; Ж 
22: FILE *fp; 12: 
28: int line, i-1; T3: 
24: long size; 74: 
25: та; 
26: if( argc != 2 )( 76: 
21: fprintf( stderr, "使用 方 法 edl 7749 жп" ); T 
28: return; 78: 
29: u ) 79: 
30: if(( Ёр=Ёореп( argv[1], "r+" )) == (FILE*)NULL )( 80: 
31; fprintf( stderr, "Xsjj4-7»' C き ませ An", argv[1] ); 81: 
32: return; 82: 
33: ) 83: 
34: printf( "編集 行 ?->" ): /* 行 の 入力 */ 84: 
35: scanf( "Xd", &line ); /* 行 の 入力 */ 85・ 
36: while( fgets( buf, SIZE, fp ) ' =NULL ) 86: 
37: if( i++ == line )break:/* 指 定 行 ま で ス 2 キップ ォ */ 87: 
38: size-strlen(buf); buf[size-1]='\ の ':/* 行 の 長 さ を 得る */ 88: 
39: clr screen( ) : 89: 
40: color(); /* 色 を 変え る 90: 
41: csr mov(8,3); /*8f1 H Ae に 移動 */ 91: 
42: printf( "Xdfj E O fi Ж C d Xn", line ); 92: 
43: csr mov(15,1); /*15 行 目 の 1 カ 2 ム 目 に 移動 */ 93: 
44: reset( ) : U 94: 
45: printf("\n\t ^R : #-JW £ H Іс É E" ); 95: 
46: printf("Xt ^L : カー ソル を t iz В E xn" ); 96: 
47: printf("Xt ^I 1 文字 空白 を 挿入 ¥n" ); 97: 
48: printf("Xt ^D 1 文字 Т КҮп" ); 98 
49: printf("Xt ESC : Ж T Ұп" ); 99: 

50: сзг mov(10,1); /*109 B O の 1 カム 4 目 に 移動 */ 

リス ト 5-] : 

1: #include <stdlib.h> 30: 
2: #include <stdio.h> 31: 
3・ уо1а main( argc, argv ) Ser 
4: int argc; 33: 
5: char *argv[]; 34: 
6: í 35: 
T: FILE *fp; 36: 
8: int putos 24. 
9: сһаг buf[36]: 38: 
10: 39: 
11: if( агвс<2 )( 40: 
IR! fprintf( stderr, "f£ Hj H ik: ftool 7748 £g Xn" ); 41: 
13: return; 42: 
14: } 43: 
15: if(( Ғр-Ғореп( argv[1], "г" )) == (FILE*)NULL ){ 44: 
16: fprintf( stderr, "%s が オ - ア プン で きま せ А,Жп", argv[1] ); 45・ 
17: return; 46: 
18: } 41: 
19: fclose( fp ); 48: 
20: while( 1 ){ 49: 
21: printf( "0: #& T Ym" ); 50: 
22: printf( "1: ア イル 情報 表示 \n” ); 51: 
23: printf( "2: フ ァイル 内 7 Ж ЖҰП" ); 52: 
224% printf( "3: フ ァイル ゲン プア Жп" ); 53: 
25: printf( "4:774W AW ЖҰП” ); 54: 
26: printf( "5: 子 ア nt2 起 Kj (EXIT C # 7 )Yn" ); 55: 
21: czgetch(); 56: 
28: ift ct? ) 57: 
29: break; 58: 
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XET, ===, F L Emr EMT 
いる の に まっ た だ 〈 く 異な っ だ も の で す 。 
ら の ミ ib dub dA ラ で は 発見 で き な い の 
。UNIX の lint み だ いな も 
の が あれ ば それ で プロ グラ ム の チェ ッ ク も 
や っ て な る べく "清く 正しい 」 プ ログ ラム 


注意 し まし ょ 2 う 


| 


void 
char 


を 作る よう 
E 5 れ が , 


ые ү; 
е. 


(edl.c) 


line edit( buf, size-1 ); /*fi 編 集 */ 

if(( fseek( fp, -(size*1), 1 )) != 0 ){/* フ ァイル 書き 込 み */ 
fprintf( stderr, "シー クエ ラ - XsYn", argv[1l] ); 
return; 

} 

fprintf( fp, "%s¥n", buf ); 

fclose(fp); 


line edit( buf, length ) 
*buf ; 


int length; 


{ 


int  chz' !/* 読 込 文 字 */, csrpos= の 9/* カ ー ツ ソル 位 B */, i; 
reverSe( ) ; 
printf( "Xs", buf ); 
csr left(length*1); 
while((ch = getoh( ) ) ! = ESC ){ 
if( ch == RIGHT && csrpos < length-1 )( 
сзгроѕ++; 
csr right(1 ) : 
) 
else if( ch 
csrpos--; 
csr left(1); 


== LEFT && csrpos > 0 )( 


else if( ch == DEL && csrpos < length )( 
for( іссвгров; i < length-1; i++ ) 


buf[i] = buf[i*1]; 
buf[ 1ength-1] = " '; 
printf( "Xs", &buf[csrpos] ); 


csr left(length-csrpos); 
) 
else if( ch == INS && csrpos < length )(/**/ 
for( i-zlength-1; i»csrpos; i-- ) 
buf[i] = buf[i-1]; 
БГ 2 ! 2; 
printf( "Xs", &buf[csrpos] ); 
csr left(length-csrpos); 
) 
else if( isprint(ch) && csrpos < length ){ 
buf[csrpos] - 
printfi Xo , ch ); 
if( свгров < length-1 ) csrpos**; 


'else csr left(1); 
) 
) 
reset(); 
} 
(ftool.c) 
else if( czz'1' )( 


strcpy( buf, "stat " ); 
strcat( buf, argv[1] ); 


else if( css'2' )( 
strcpy( buf, "срс " ); 
strcat( buf, argv[1] ); 
strcat( buf, " con" ); 


else if( czz'3' )( 
strcpy( buf, "od " ); 
strcat( buf, argv[1] ); 
) 
else 1Ё( с=='4' Ji 
stropy( buf, "edl " ); 
strcat( buf, argv[1] ); 
} 
else if( czz'5' )( 
stropy( buf, "command" ); 
} 
else { 
printf(" 指 定 が 間違っ て ます ЖҰп", с); 
continue; 
} 
1Ё( system( buf )!= 9 )( 
fprintf( stderr, "コマ ント "起動 に 失敗 し まし # Xn" ); 


に 心がけ だ ほう が いい と 思い ま 
結局 , 時 間 の 短縮 に つなが り 
ます 。C 言 語 に 限ら ず プ ログ ラム の 上 達 の 
ュ ツ は ① た くさ ん 作っ て みる , ② わ か ら な 
いこ と は 人 に 聞く の 2 点 で す 。 こ れ は ブロ グ 


か 〈 作っ て みる こと で す 。 そ うし て わか 
な いと ころ は 聞く こと で す 。 み ん な で T 
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C ブ ログ ラミ ミン グ へ の 招待 


C は 単純 な 言語 で す 。 ЖЕ, CREFF 
ぶ 際 に 知っ て お か な けれ ば な ら な い の は , 
デー タ 型 と 変数 の 宣言 , 関数 の 作り 方 , A 
と 演算 子 , 制御 構造 くら いし か あり ませ ん 。 
これ に プリ プロ セッ サ と ポイ ンタ と 構造 体 
の 知識 が あれ ば は ほぼ ば 完璧 で す 。 

その 半面 , C 言 語 は 高級 アセ ンプ ブラ と い 
bn, アセ ンプ ブリ 言語 の 知識 が な いと 理解 
する の が 雌 し いと きれ て いま す 。 しかし, 
C 言 語 に 要求 きれ る アセ ンプ ブリ 言語 の 知識 
と は ニー モニ ッ ク や 疑似 命令 と いっ た 直接 
的 な も の で は な く , アセ ンプ ブリ 言語 を どの 
よう に 使っ て プロ グラ ム を 書け ば いい の か 
と いう 概念 的 な も の で す 。 言語 仕様 自体 は 
単純 な C 言 語 で す が , ポイ ンタ や 構造 体 を 
理解 し づら いと 感じ る 人 が 多い の は この 知 
識 が 欠け て いる だ た だめ だ と 思わ れ ま す 。 

以下 で は , 必要 と な る アセ ンプ ブリ 言語 の 
知識 を 適当 に 盛り 込み な が ら , C 言 語 を 理 
解す る うえ で どう し て も 知っ て お か な けれ 
ば な ら な い , 変数 , 演算 子 , BE + 4 
A, 構造 体 な よび 共用 体 の 考え 方 に つい て 
説明 し て いき だ いと 思い ます 。 


ー タ 型 こ 変数 の 


=== 
= = 


C 言 語 に 限ら ず プ ログ ラミ ング 言語 の 目 
的 は デー タ を 処理 する こと で す 。 ど の よう 
な デー タ を 扱え る か で , その 言語 の 特徴 が 
決ま る と いっ て も 過言 で は あり ませ ん 。 

し を 始め と する 標準 的 な C 言 語 で 用 意 
され て いる 基本 的 な デー タ 型 は 表 1 に 示す 
10 種 類 で す 。unsigned( 待 号 な し ) と か short 
(短い ) と か long (長い ) と か 形容詞 が つ 
いて いま さす が 基本 的 に は char 型 , int, 
float 型 お よび double 型 に まとめ る こと が 
で きま す 。char は character (文字 ), int は 
integer (整数 ), float は floating point (1% 
動 小数 点 ), double は double precision ( 倍 
精度 ) に 由来 する 名 称 で す 。 

人 @ 整 数 
整数 の うち int 型 は C 言 語 の アプ ログラム 


使う た め の 基 礎 知 識 


= 言語 実戦 マニ ュ ア ル 


C 言 語 を C 言 語ら し く 〈 く 使う こと は , デー 


タ 型 を 駆使 する こと 


で す 。 それ に は 実際 に どの よう に メモ リ に 格納 され る の か と 


Nakarnori Akira いう 


HER OS 


を 実行 する マシ ン の CPU の “НЛ” 長き 
(Еу FE) を 持つ 整数 に 相当 し ます 。 つ 
まり ,16 ビ ッ ト CPU な ら ば int 型 は 16 ビ ッ ト 
JF, 32 ビ ッ ト CPU な ら ば int 型 は 32 ビ ッ ト 長 
で す (8 ビ ッ ト で は int 型 は 16 ビ ッ ト だ っ た 
23), £L C, int 型 に 対す る short と か long 
と いう 飾り は その 自然 な 整数 と 比べ て 短い 
が 反 い が と いう こさ も た を 示し て いる の で す 。 
いわ ゆる 32 ビ ッ ト CPU (68000 を 含む ) て 
ӘСЕ ЛЫ 60 ビット 92 ピ ビッ トド と いう 単価 
で 整数 を 扱え る よう に な っ て いま すか ら , 
8 ビッ ト 整 数 — char 
16 ビ ッ ト 整 数 о short int 
ZE КЕС ant 
は 実に 自然 な 対応 で す 。 こ れ な ら ]long int 
列 は 64 ビ ッ ト 整 数 の は ず で す が , 現在 の 処 
理系 で は int 型 と 同じ 32 ビ ッ ト と な っ て い 
ます (64 ビ ッ ト 整 数 な ん て まず 使わ な い )。 
09:2 € X 5x3 
"AJ float? ( 単 精度 ) は 32 ビ ッ ト 
Б, double 型 ( 倍 精度 ) は 64 ビ ッ ト 長 で 
す 。 だ だ し , C 言 語 で は 倍 精 度 は 単 精度 よ 
り も 精度 が 沙 ち な けれ ば いい し と 決め られ て 
いる だ け で す (同じ 精度 で も いい )。 な お 
ANSI 規 格 で は long double 型 (拡張 精度 ) 
b 存在 する よう で す が , これ は 80 (また は 
96) ЕУ КЕС 


な に か の デー タ を 扱う つも りな ら , その 
デー タ を 格納 する た め の 変 数 を 宣言 し な け 
れ ば な り ま せん 。 変数 の 宣言 は , 

デー タ 型 名 変数 名 : 
と いう 形式 で て 行 じ ます 。 ま た だ た, 同じ デー タ 
列 の 変数 を まとめ て 宣言 する 場合 は , 

ー タ 型 名 変数 名 , 変数 名 。…… 

と いう よう に 変数 名 を カン マ (,) で 区 切っ 
て 並べ ま よ す 。 EX 

double rx78, msz006 : 
озы bou msz006 と いう 2 つの 
double 型 の 変数 の 宣言 を 意味 し ます 。 

2 EE 
格納 する の に 必要 な 領域 (この } 


な る の で は な いで し ょ うか 。 


合 は 8 バ 


こと を 知っ て いな けれ ば な り ま せん 。 ここ で は マシ ン 語 
の 知識 を 基 に C の 文法 を 再 検討 し て み ま し ょ う 。 


イト 領域 が 2 О) が 確保 され , その 先頭 ア 
ドレ ス に は rx78, msz006 と 1 対 1 に 対応 す 
る ラベ ル が つけ られ ます ( 図 1)。 

変数 の 実体 が メモ リ に ある と いう こと は 
考え て みれ ば 当然 で す が , ほか の 言語 で は 
これ を 特に 意識 する 必要 は あり ませ ん 。 し 
か し , の ち に 説明 する アド レス 演算 子 (4) 
や ポイ ンタ は 変数 が メモ リ に ある こと を 前 
提 ほ と し て いま す が から, C 言 語 で は この こと 
を は っ きり と 意識 し て お か ね ば な り ま せん 。 


変数 が 宣言 きれ る と その 実体 は メモ リ に 
MISTEN Te し か し 。 
int rx78, rx178, rx78ntl : 


1 変数 の 格納 状態 


低 了 アドレス 


8 バイ ト 


8 バイ ト 


高 ア ドレ ス 


表 1 基本 的 な デー タ 型 (XC の 場合 ) 
A! ピッ ト 長 範囲 


4- + 4 
unsigned char 8 9-- 255 
сһаг 8 -- |28-- 127 
整 | unsigned int 32 0 一 4298967295 
int 32 ーー ツー 
unsigned short int 16 0--65535 
数 short int 16 — 32768 — 32767 
unsigned long int 32 0— 4298967295 
sn | 2 сое 
Ж float ЕТ” 1107-1005 
数 double 64 Eris. p 
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2 配列 の 様子 


配列 名 ) so 
EZ 
E 
) жз 
int n=4 
char n = | 
float n=4 
double n=8 
図 3 2 次 元 配 列 の 考え 方 
msz010 つ | float | [0] [0][0] 
[1] ? msz0I0[0] 101111 
[2] (01121 т52010 
| float |[0] [1700] 
toat m [1][2] 


と いう 変数 宣言 を 行っ た 場合 , 同時 に 宣言 
し た rx78, rx178, rx78nt1 に 対応 する 領域 
が メモ リ 上 で 連続 し た 領域 に 割り 当て られ 
を も いう こと は 人 作 証 きれ て いま せな 2 
それ に 対し , ある 種 の プロ グラ ム で は メ 


モリ 上 で 連続 し た 領域 に 割り 当て られ だ デ 


— od こと が 必要 に な り ま す 。 こ の よ 
う な 場合 に は 配列 が 利用 きれ ます 。 

配列 上 は 同じ 型 の デー タ を メモ リ 上 に 連 
続 し て 並べ で た も の で す 。 配列 名 は 連続 領域 
の 先頭 アド レス を 示す ラベ ル と 1 対 1 に 対 
応 し ます 。 そして, 配列 内 の 各 要 素 は それ 
が 先頭 か ら 何 番目 か を 示す 番号 (添字 ) で 
参照 し ます ( 図 2 )。 配 列 の 宣言 は 変数 の 宣 
言 と 同様 な 方 法 で 要素 の 個数 を 示し て , 

デー タ 型 名 配列 名 [個数 ], 

配列 名 [個数 ]。…… 

と いう 形式 で 行い ます ずら な な こと る は, 

float rx93 [20] : 
と いう 宣言 は , 

rx93 [0], гх93 [1], =, rx93 [19] 
と いう 20 個 の float 型 要素 を 持つ 配列 の 宣 

意味 し ます 。 

2 次 元 配列 の 場合 は , 

デー タ 型 名 配列 名 [個数 ] [個数 ] : 
に よっ て 官 言 する こと が で きま す 。 

float 1152010 [2] [3] : 
Lo 5mals, 


msz010 [0] [0],msz010 [0] [1], 
msz010 [0] [2], 
msz010 [1] 10), 10252010 [1] [1], 


42 ом x 1989.2. 


msz010 [1] [2] 


いう 6 個 の float 型 要素 を 持つ 配列 の 宣 


意味 し ます 。 
デー タ 型 名 


一 般 に , 
配列 名 [n] [m]; 


и 


ОЕ СА СЕ xXx. uit 
m 個 の 要素 を 持つ 1 次 元 配列 を 単位 要素 と 
する n 個 の 婦 素 を 持つ 1 次 元 配 列 とみ なす 
EE SE TE 
float msz010 [2| [3] : 
と いう 宣言 で は , msz010 は 2 個 の 要素 , 
msz010 [0], 1152010 [1] 


ТРЭ Б ө е. ЖЧ айы と が で きま す 。 


この [0」, [1] と 添字 の つい た 2 つの 要 
素 は float 型 で は あり ませ ん 。 そ れ ぞ れ が 3 
個 の float 型 を 要素 と する 1 次 元 配列 な の 
Qd a ces 

msz010 [0], msz010 [1] 
と いう 名 前 は 2 組 の 1 次元 配列 の 先頭 , す 
な わ ち , 

msz010 [0] [0], msz010 [1] [0] 
と いう 要素 の アド レス に 対応 し て いま す 。 
この 考え ぇ て, 

msz010 [1] [2] 
と いう 表現 を 眺め る と, 

(msz010 [1]) [2] 

と 同じ で あり , 1 次元 配 列 (msz010 [1]) 
の 3 番目 (添字 が 2 だから) の 要素 を 示す 
と いう こと が わが かり ます ( 図 3)。 通常 2 次 
元 配列 は 縦横 の 表 と か 行列 上 と いっ た イメ ー 
ンジ て と ら え ん られ る こと が 多い の で す が 、 こ 
の よう に 1 次元 配列 を 要素 と する 1 次 元 配 
列 と みな すこ と に よっ て , また 違っ た 理解 
が 得 ら れる の で は な いで し ょ うか 。 

bot. Фес уай ВОВ ч 
それ 以上 の 次 元 の 配列 も 考え る こと が で き 
id. 3 次 元 配列 は 1 次 元 配列 を 要素 と す 
る 2 次 元 配 列 。 4 次 元 配 列 は 1 次 元 配列 を 
要素 と する 3 次元 配列 と 考え て いけ ば 次 元 
が 増え て も 送れ る こと は あり ませ ん 。 


241,12; 


言語 で は 変数 を 宣言 する と 同時 に , 2 
の 変数 の 初期 値 を 設定 する こと が で きま す 。 
ちよ っ る アセ ンジ プル 言語 を 起 ら 出 も で て で だ 
さい 。 ア セン ブリ 言語 で は メモ リ 領 域 を 確 
保 す る ただ め の 疑似 命令 と し て , だ が だ 領域 を 
確保 する 命令 (68000 で は ds.b, ds. w, ds, 1) 
と 値 を 入れ て 領域 を 確保 する 命令 (68000 で 
idc, b, ас. у, dc.1) が あり ます 。 変数 の 初 
期 化 は 値 を 入れ て メモ リ 領 域 を 確保 する 命 
令 に 相当 し ます 。 
変数 の 初期 化 は , 変数 の 官 言 の と き に 変 


数 名 の 後 の に ニ を つけ て 値 を 指定 する こと 
а EER 


float rx78— 1, 2, rx178, rx78nt1 = 3, 14; 
と いう 宣言 で は rx78 に は 1.2 と いう 初期 値 , 
rx78nt1 に は 3.14 と いう 初期 値 を 与え る こ 
と を 意味 し て いま す 。 こ の と き rx178 の 初 
期 値 は 記憶 クラ ス に より 0 また だ は 不定 で す 。 
初期 値 の 設定 が 特に 有用 に な る の は 配列 
を 初期 化す る 場合 で す 。 配列 は ゲロ グラ ム 
中 で 参照 する 数 値 テ ー ブ プル な ど と し て 使わ 
れる こと が 多く , し か も その 要素 数 が 多い 
ОС, 初期 化 を プロ グラ ム で 行っ て いた の 
て は 貴重 な 実行 時 間 が 無駄 に な っ て し まい 
ます 。 жы, アロ グラ ジム を 読み や すく する 
だ め に は , 数 値 テ ー ブ ル な ど は 変数 宣言 時 
に 初期 化し て なお く ほう が いい と 思わ れ ま す 。 
配列 の 初期 化 は 変数 の 初期 化 と 同様 に = 
に よっ て 行い ます が , この 場合 は 要素 が 複 
数 に だ が り ま すか ら ま と まり を は っ きり る せ 
る だ め に {と } で 初期 値 も カン マ (,) で 区 
ЧОВ АТ t2, 
int 1082006 |4|-- (1,2,3,4] ・ 
と いう 1 次 元 配 列 の 宣言 で は int 型 で 要素 
が 4 個 の 配列 msz006 を 宣言 する と と も に , 
msz006 [0] = 1 
msz006 [1] = 2 
msz006 [2] = 3 
msz006 [3] = 4 
と いう 有 要素 すべ て の 初期 化 を 意味 し ます 。 
2 次 元 配列 の 初期 化 も 同様 で す 。 
float гх93 [2] [3]2 { 
1; My 1:75; 20 
2.29, 2,49, 2.04 h 
と いう ualfleat C X326 (-2Х3) 
個 の 配列 rx93 を 宣言 する と と も に , 
rx93 [0] [0] = L1 


Int の 省略 


と ころ で , 日 常 の 話し 言葉 も そう で す が , 
С 言語 に お いて も 頻繁 に 使用 され る 単語 は 省 
略 さ れる 傾向 に あり ます 。 int が その 例 で す 。 


言語 で は 変数 の 宣言 の 中 で , 
short int —*«short 
long int —long 
unsigned int — unsigned 


unsigned short int —unsigned short 

unsigned long int —unsigned long 
と いう 者 貼 が よく 行わ れ ま す 。 ま た 。, 

int гх!78; 
な ど と いう な に も 頭 に つか な い int 型 の 変数 の 
富 言 で も int を 省略 し て , 

rx178 ; 
だ け に し て し まう こと も あり ます (たいてい 
エラ ー に な る が か 文法 的 に は 革 し い ) しかし, 
この 例 は 1х178 が 果たし て 変数 の 宣言 な の か 
どう か わか り に くい の で 使用 する べき で は な 
いで し ょ う 。 他 人 の 書い た プロ グラ ム を 読む 
と き の 基 礎 知 識 と し て 知っ て お いて くだ さい 。 


гх93 [0] [1] = 1,73 
rx93 [0] [2] = 2.0 
93 MOT. ж 223 
ӨЗІ L1] 2:49 
ТӨЗІП 12] 599.64 


と いう 初期 化 を 意味 し ます 。 順番 に 並べ た 
値 が どの 妥 素 の 初期 値 に な る か は , 配列 要 
素 が メモ リ に 並ぶ 順番 を 意識 し て いれ ば わ 
が か が る て し よう 。 ま だ EELKE 1 
次 元 配列 を 要素 と する 1 次元 配列 で ある と 
いい まし た が , 2 次元 配 列 の 初期 化 で は こ 
の こと を 強調 する た め に , 先 の 例 を , 
float rx93 121 131= 1 

HL. ER; 250-5 

12-22 2,49; 2.64]. Ys 
記述 する こと も で きま す 。 こ の 表現 で は 
3 個 の 要素 を 持つ 1 次 元 配 列 が 2 組 並ん で 
いる と いう 状況 が ひと 目 て わか り ま すね 。 


(v 


式 と 演算 子 


C 言 語 は 豊富 な デー タ 型 を 持っ て いま す 
が , デー タ と デー タ を 演算 する た め の 演 算 
子 も 非常 に た くき さん の も の を 取り 揃え て い 
ます 。 表 2 に C 言 語 の 演算 子 の 一 覧 表 を 示 
し ます 。 こ の 演算 子 は お お ざっ ぱに は 次 の 
4 種類 に 分 類 で きる と 思い ます 。 

人 @ 通 常 の プロ グラ ミン グ 言 語 に も ある も の 
+ — * / % < 


<= > >= == |= && ||! 
@ プ ログ ラム を スマ ー ト に 表現 する も の 

ee ERU eem 

жо = J= 9/ = bye 


Q; セン ブリ 言語 レベ ル の 処理 を 行う も の 
& || >=» Lese 


表 2 演算 子 の 種類 (上 ほど 優先 強 ) 


演算 子 | 種類 | 結合 規則 
メモ リ を か ら 右 | 
単項 dnm 52: 
| 乗除 | を か ら 右 | 
к 7 | 加減 | を か ら 右 | 
“< >> ント | を から 名 | 
| こ 2 <= = 非 等 値 | 左 か ら 右 
= 15 | жа | を か ら 右 | 
| & | апа 左 か ら 右 | 
а еог を か ら 右 | 
| | er を か ら 右 | 
& & | 論理 積 | 左 か ら 右 
| | | 論理 和 | 左 か ら 右 | 
| 」 | =й | 右 か ら 左 
+ = u : 
& = | e へ = 
| E カナ ンマ 左 か ら 右 


eot 
(type) sizeof 
以下 で は C 言 語 を 特徴 づけ る 後半 の 3 種 
に つい て 解説 し ます 。 


現す る 


デー タ 型 の 宣言 で int は 省略 きれ る 傾向 
に あり ます が ,。 それ に 限ら ず C 言 語 は 省略 
や 簡潔 な 表現 を 好 ん で 採用 し て いま す 。 簡 
ЖЕҢІ, と き に プロ グラ ム を 暗号 化し 
て わけ の わか ら な いも の に も し ます が , zb 
な い 文 字数 で 多く の 情報 を 与え て くれ る の 
С, うま く 使 えば プロ グラ ム を 読み や すく 〈, 
c Cpu ae p Q し て て れ ま す 。 
@++ 一 一 

これ ら は 変数 の 内 容 を 単位 数 (通常 は 1 ) 
だ け 増 加 ( 十 士 ) ある い は 減少 (一 ) + 
る だ め の 演 算 子 で す 。 プ ログ ラム 中 に は , 

п=п+ 1]; 
p 
n-n-1l; 
と いっ た 表現 が よく 現れ ます 。 こ れ ら は , 
n 十 十 ある い は ++n 
CUN. 
nーー ある い は —-n 
と 表現 する こと が で きま す 。 

だ だ こう いう 単純 な 置き 換え の た め だ け 
な ら こ うい う 演 算 子 は 必要 あり ませ ん 。 I 
こ で 重要 な の は 十 十 (ある い は 一 一 ) Ж 
KOE b b Cx に つく 《 く か と いう こと 


スマ ー| 


新しい 型 を 作る 


C で は 既存 の デー タ 型 を 組み 合わ せ て 新しい 
デー タ 型 を 作成 ( 再 定義 ) す る こと が で きま す 。 
た と えば , C 言 語 の プロ グラ ム で 多用 され る 
int 型 は は 6 ビッ ト CPU で は 1I6 ビ ッ ト 長 , 32€ v b 
CPU で は 32 ビ ッ ト 長 で すか ら , 両者 の あい だ で 
プ ブログ ラム の 直接 的 な 互換 性 は あり ませ ん 。 そ 
れ ら に 互換 性 を 持た せる た め に は I6 ビ ッ ト CPU 
側 で は int £ long int に 書き 換え る こと が 必要 に 
な り ま す 。 
し か し , これ で は 同じ ブロ グラ ム が 2 種類 に 
な っ て あと の 修正 や 改良 が 大 変 で す 。 も し , 32 
ビッ ト CPU で は int 型 , 16 ビ ピット で は long intl 4 
意味 する よう な デー タ 型 (natural 型 と で も 名 づ 
け ま し ょ う ) を 作る こと が で て できれば, その 者 を 
使う こと て フロ グラ ム を ひと つ で すま すこ と が 
CRIT, 
C 言語 で は typedef と いう 宣言 で 新しい デー タ 
下 を 作り 出す こと が で きる の で す 。 これ は 、 
typedef 古い デー タ 型 名 
新しい デー タ 型 名 : 
と いう 形式 で 使用 し ます 。 な お typedef と は type 
( 型 ) の definition (定義 ) に 由来 し て いま す 。 
上 の 例 の 場合 , 16 ビ ッ ト CPU で は , 
typedef long int natural : 
と いう 宣言 。 32 ビ ピット CPU で は , 
typedef int natural ; 
と いう 宣言 を プロ グラ ム の 先頭 に つけ 加え て お 


で す 。 左 に つい た 場合 , 変数 値 の 増減 は 評 
価 の 前 に 行わ れ ま す 。 一 方 , 右 に つい た と 
き は 変数 値 の 増減 は 評価 の あと に 行わ れ ま 
+ (評価 と は その 変数 の 値 を 使う こと )。 
аер Е ЕЕ ТТ 
か ら そ れ を 適用 し た も の は な に か の 値 を 返 
し ます 。 すなわち, 十 十 (ある い は 一 一) が 
変数 の 左 に つく 場合 は 値 を 増減 きせ る 前 の 
変数 の 値 が 返り , 右 に つく 場合 は 値 を 増減 
きせ た あと の 変数 の 値 が 返り ます 。 
fi Tr 
Ж 
ep 
は 単体 で 使う 分 に は 同じ で す が , 式 の 一 部 
と し て 使わ れる と き は 事情 が 異な り ま す 。 
(п+ +) +4 
は n 十 4 と いう 値 に な が り ま す が , 
(+ +n) +4 
は n 十 5 と いう 値 に な る の で す 。 こ れ は は ほか 
言語 な ら , 
п+4; п=п+1; 
ある い は , 
п=п+ 1; п+4; 
と 2 つの 式 で 書か れる べき も の で す が , С 
言語 で は これ を まとも め て ひよ っ の 式 で 表現 
て きる よう に な っ て いる ので て す 。 
if, n が 配列 の 添字 と な っ た と きも , 
rx78 [n++]=1; 
は rx78 [n] に 1 を 代入 する こと で す が , 
rx78 [+ +n] =1; 
rx78 ЕБІ) С1ҰҚАТФІЕСТФ К 


а, プロ グラ ム 中 で は int の 代わ り に natural と い 
う デー タ 型 を 使え ば いい こと に な り ま す 。 た と 
АЧ, 

natural zg, gzz; 
と いう 宣言 は natural 型 (実体 は int 型 また は long 
int 型 ) の 変数 zg と gzz の 宣言 を 意味 し ます 。 

この 例 は あま り に 単純 で す 。 初 めか ら long int 
型 に 統一 すれ ば いい じゃ な いか と いわ れる と 返 
す 言 葉 が あり ませ ん (まっ た くそ の と お り で す )。 
実際 に は , tpedef は この よう な デー タ 型 の 単 

純 な 置き 換え より も , 配列 な どの よう に 複雑 な 
デー タ 型 を 単純 な デー タ 型 に 再 定義 する た め に 
使用 きれ ます 。 た と えば, 3X3 行 列 を 用 いた 
数 値 演算 を 行う 場合 プロ グラ ム 中 に は , 

double g[3][3], z[3][3]; 
と いっ た 2 次元 配列 (3x 3 行列 ) の 宣言 が 
く 控 れ ま す 。 こ の よう な 場合 , 

typedef double matrix[3][3] : 
と いう 宣言 に よっ て double 型 デ ー タ を 要素 と す 
る 3X3 行 列 を 示す デー タ 型 , すなわち matrix 
型 を 定義 すむ われ ば , 上 の 宣言 は , 

matrix р, z; 
で 置き 換え で き て し まう の で す 。 も ちろ ん , g や 
z の 要素 は g[ [2] と か z[2][3] の よう に 通常 の 
配列 と 同じ 方 法 で 参照 し ます 。 こ の よう に 複雑 
な デー タ 型 を tpedef で 定義 する こと に より , g 
や z が 3X3 行 列 で ある こと を 強調 で き , また 
表現 が 簡潔 に なか っ て プロ グラ ム が 読み や すく な 
5027. 
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入 後 は どちら も 1n の 値 は 1 増加 し て いま す 。 


@= 

これ は 代入 を 表し ます 。 FORTRAN* 
PASCA 上 L 上 な どの 言語 と は 異な り , C 言 語 で 
は これ は 演算 子 と し て 定義 き 8 ん れ て いま す 。 
を そし て = は 代入 すべ き 値 を その まま 値 と し 
іг ご の だ めし 針生 て は , 

a=b=c=d=100: 
と いっ た 式 が 可能 に な り ま す 。 こ れ は , 

a= (b= (c= (4=100))) ; 
と いう 意味 で , 100 と いう 値 を d, с, b, aO 
順に 代入 し て いき ます 。 
e? : 

これ は , いわ ゆる 条件 式 で す 。 あ る 式 を 
評価 し て その 値 が 0 か を そう で な いか に よっ 
て 返す 値 を 選択 する た め の 演算 子 で す 。 

(a 100 atisa 

EU 5X Xa 100 も いう 式 が 0 て な せり 
れ ば a 十 10 を 0 な ら 6a 一 10 を 値 と する こと 
意味 し ます 。 一 般 に 

if (a>100) п-а--10; else п-а- 10; 
と いう 条件 文 は 条件 式 を 用 いて , 

uc xa100) 2-710 а=: 
と する ほう が n に 値 を 代入 する と いう 最終 
目的 が 明確 な の で よい と る され て いま す 。 
ө, 

これ は な か な か 凄まじ い 演 算 子 で す 。 数 
個 の 式 を 評価 し て 最後 に 評価 し た 式 (いち 
ば ん 右側 に ある ) の 値 を を の 値 と し ます 。 

а=а+2, Б=с+а, а=3,е=#+10 
と いう 式 は 左 か ら 順 に 4 に 2 を 加え , ct 
d の 内 容 を 加え て b に 代入 し , d に 3 を 代 
AU. f の 内 容 と 10 を 加え た も の を e に 代 
入 し だ た あと, 最後 に 評価 し た f 十 10 と いう 値 
を その 演算 子 の 値 と し ます 。 上 の 場合 A 
ЖА ЗО СӘРІ; 

a 三 a 十 2: bec-d; d—-3; e 三 { 士 10: 
と 記述 すれ ば いい と 思わ れる か も し れ ま せ 


A. それ は , jif 文 を , 

ТЕ (23-10) роу а= 
と 記述 する より も 。, 

if (а==шщу {Б 4-100] 


と し だ ほう が 素直 な の と 同様 の 理由 で す 。 
LI LCRBOXECU,7 541 forx 
の 初期 設定 , 終了 条件 ある い は 変数 の 増分 
を 指定 する だ た め の フ ィ ー ル ド な ど , RERU 
と つの 式 し か 記述 を 許し て いな いと ころ が 
あり ます 。 こ の フィ ー ル ド 内 で 2 つ 以 上 の 
動作 を し よう と する と き , これ ら の 演算 子 
は 威力 を 発揮 し ます 。 
Ө-- -= x= ノニ %- 

これ ら の 演算 子 は た だ 式 を 省略 する だ け 
で 深い 意味 は あり ませ ん 。 
Gi b 


a — а 
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と いう 形式 の 式 を , 

a їн f = 
と 記述 する だ け で す 。 
Lb, 

a 1+3) [b*c+4] [i72] 

= a[i+j] [b*c+4] [i42] +b [i] [+c] 
な ど と いう 複雑 な 式 よ り も , 

ali+j] [Ь*с+4] 1+2) += bli] [j+c] 
の ほう が 見 や すい の は 確か で し ょ う 。 


処理 を 行う 


アセ ンプ フリ 


C 言 語 は ア ャ ンプ ブリ 言 語 を 強 〈 意 識 し て 
いま す 。 こ の た だ ため ア ャ ンプ ブリ 言語 で で きる 
こと の 多 ぐ を 言語 仕様 に 取り 込 も うと も し て 
いる と ころ が ちら ほら と 見 受け られ ます 。 
СОН овораи FC I ビッ ド ご と の 
論理 演算 や シフ ト は ほか の 言語 で は ちょ っ 
と お 目 に が か が る こと が で きま せん 。 

ix, ポイ ンタ 関連 の 演算 子 は ア ャ ンプ 
リ 言語 特有 の アド レッ シン グ を も ろ に 言語 
仕様 に 取り 込ん だ ども の で す 。 
ө | - 

これ ら の 演算 子 は ビッ ト の AND (4), 
OR (|), Exclusive OR (^), NOT (`) 
を 行う た め の も の で す 。 通常 の CPU が 命令 
セッ ト と し て 備え を て いる 論理 演算 を C 言 語 

で は 直接 実行 する こと が で きる の で す 。 
@<< >> 

これ ら の 演算 子 は シフ ト 操 作 を 行い ます 。 
演算 子 の 左側 に くる 被 シ フト デー タ が un 
signed 型 (符号 な し ) で あれ ば 論理 シレ フト が 
行わ れ , そう で な けれ ば (符号 つき ) 算術 
LF TONIT, きす が に し じ 言 語 て は 
ロー テイ ト 操 作 は な いみ だ たい です が ,。 も し 
あれ ば シフ ト 操 作 は 完璧 で し た ね 。 

e] -> . * & 

これ ら は ポイ ンタ 型 を 扱う た め の 演 算 子 
で す 。 詳し て は , あと で ポイ ンタ 型 と 一 緒 
に 説明 する こと に し ます 。 これ ら の 演算 子 
は CPU の 持っ て いる 一 般 的 な が アド レッ ン シ 
ング を 実現 する た め の も の と 考え られ , 


[ ] ex イジ ンジ デックス 

- 人 づ デイ スプ レイ ヌメ ント 
* э メモ リ (レジスタ) 間接 
& э 実行 アド レス 計算 


Exo Ue ЛТ 32227; 


© (type) 

C 言 語 で は 十 や * ま な どの 2 項 演算 子 で 異 
— S оле; 
この と き 演 算 は より 弱い デー タ 型 を 強い は 


う の デ ー タ 型 に 変換 する こと で 行い ます 。 
ят ри - 型 変換 
を 行っ て くれ る の で す が , この 型 変換 を 明 
示 的 に 指定 する こと が で きま す 。 それ が キ 
ャ スト (鋳造 する の 意 ) で す 。 キ ャ スト は 
変換 すべ き 目 的 の デー タ 型 を (と ) то 
て 変数 や 定数 に つけ る こと で 行い ます 。 
(unsigned int) msz010 
と いう 表現 は msz010 を unsigned int 型 に 
変換 する こと を 意味 し ます 。 プ ログ ラム を 
読む 側 と し て は 異な る デー タ 型 間 の 演算 は 
弱い デー タ 型 を 強い デー タ 型 に キャ スト し 
て お ゼ おく ほう が 読み や すい と 思い ます 。 
キャ スト を 忘れ て な ら な い の は 異な る 大 


きる の デー タ 型 を 示す ポイ ンタ へ の 型 変換 
ст», これ は あと に 譲り まし ょ う 。 


@sizeof 

これ は デー タ 型 の 大 きる (バエ イト 数 ) を 

返す 演算 子 で す 。XC で は , 
sizeof (long int) 
sizeof (short int) 


sizeof (float) 


Со A кк N A 


E 
- 
sizeof (char) — 
E" 
x 


sizeof (double) 
が 値 と し て 返 み て さま す 。 
sizeof 演 算 子 は あま り 見 か ける こと は な 
い の で す が , typedef で 宣言 る され て いて , 7° 
ログ ラマ に は 大 きる が わか っ て な い 配 列 の 
大 きる な ど を 知る と き に 使用 きれ ます 。 
いく つか の int 型 デー タ を 要素 と する 1 
次 元 配列 dm1 が 定義 きれ て いる と し まし 
ょ う 。 きら に 変数 x と y が , 
ашы. x, y; 
と いう 宣言 で 定義 きれ て いる と き 。, 変数 x 
Y に 代入 する た め の デ ログ ラム は 、 
for (i-0;«sizeof (dim1) /sizeof 
(ИИ. ++) 
y li] = x [i]; 
と 書く こと が で きま す 。 


関数 の 世界 


言語 の ゲロ グラ みみ を ひび ひと言 で に うう と; 
変数 の 定義 と 関数 の 定義 が 並ん だ も の と い 
ます OE EDO 
ログ ラム に は 必ず ひと つの main と いう 名 
前 の 関数 が な けれ ば な り ま せん 。C 言 語 の 
プロ グラ ム の 実行 と は この main 関 数 を 実 
行 す る ご さよ に は か な どど な らい らい がち て す 。 

main 関 数 は その 中 で 別 の 関数 を 呼び , i 
だ 呼ば れ た 関数 は 別 の 関数 を 呼び ます 。 あ 
る 関数 で の 処理 が 終わ れ ば , その 関数 は な 


ん ら か の 値 を 返し , 値 を 受け 取っ た 側 (に 
れ も 関数) は その 値 を 基 に 別 の 処理 あし ま 
す 。 そ し て , 最終 的 に 制御 は main に 戻っ て 
無事 プロ グラ ム の 終了 と な る わけ で す 。 

多く の 場合 , 関数 で 行わ れる 処理 は 宣言 
され た 変数 を 使い 。 その 値 を 変更 する こと 
で す 。 変 更 き され た 変数 の 値 に 従っ て 関数 は 
いろ いろ な 動作 を する の で す 。 図 4 に C 言 
語 の プロ グラ ム 和 実行 の 概念 図 を 示し ます 。 

結局 , C 言 語 で は 関数 し か 実行 し よせ ん 
か ら 関 数 を 定義 する こと が プロ グラ ミン グ 
に な り ま す 。 関 数 定義 は 次 の 形式 で す 。 

戻り 値 デ ー タ 型 
関数 名 (引数 , 引数 , …… ) 
引数 デー タ 型 宣言 
復 合 文 (関数 の 本 体 ) 

関数 の 戻り 値 は 表 1 に 示し た 10 種 類 の デ 
ー タ 型 と , 後述 の ポイ ンタ 型 。 構造 体 , Ж 
用 体 の と どれ か (配列 は だ ど め ) ある い は void 
Hte 22 L Ja 

typedef で 定義 し た デー タ 型 も それ ら 6 の 
デー タ 型 と 実体 が 同じ で あれ ば 戻り 値 に す 
る こと が で きま す 。yvoid 型 は 値 を 返さ な い 
関数 (本 体 に return 文 が な いか , return 文 が 
あっ て も 値 を 返し て いな い 関 数 で ある が , 
現実 に は 不定 値 を 返し て いる ) を 明示 する 
だ た め に 使用 し ます 。void は C コ ン パ イラ に 
対す る 指示 で , void 型 の 関数 の 戻り 値 を 式 

ー 部 と し て 使用 し た と き に エラ ー メ ッ セ 
ー ジ を 出る せる だ め の も の で す 。 


ま だ, int 省 略 の 法則 (? ) に 基づい て , BE 
数 の 戻り 値 が int 型 の 場合 は 戻り 値 デ ー タ 
型 の 宣言 が 省略 され た り , 引数 の デー タ 型 


宜 言 で も int 型 の 引数 の 宣言 は 省略 きれ る 
ЛЕВО T ТАВЬ NEIN, 
f Ou y 2) 
char Xi 


の よう に 定義 きれ て いる と き , 関数 の 戻り 
値 は int 型 ( 官 言 が 省略 され て いる ) T, 9| 
数 の 型 は X が char 型 。Y と Z が int 型 (宣言 
が 省略 され て いる ) で す 。 ただし, int が 省 
図 4 C と プログラム の 流れ 


実行 開始 


main 


略 で きる か ら と いっ て 先 の 例 を , 
トド. Y 2) 
char х;у, 2; 


АЕ ЧОИ k ак (文法 
的 に は 正しい は ず だ が )。 まあ , 引数 の 宣言 
に 関し て は , int を 省略 し て も それ ほど メリ 
ツ ト が ある と は 思え ませ ん し し, ジロ グラ タム 


を 証 み に くく する だ けり で すか ら , 皆さん は 
真人 を し な いよ うに し まし ょ う 。 
関数 呼び 出し バイ ラ の 都合 


C 言 語 の プロ グラ ム は 関数 定義 の 並び で 
す 。 プ ログ ラム を 実行 する た だ た め に は 定義 き 
れ た だ 関数 を 呼び 出る なけ れ ば な り ま せん 。 
する と , 呼ば れ た 関数 は な ん ら か の 値 を 返 
し て きま す 。 一 般 に この 関数 か ら の 戻り 値 
は 式 の 一 部 と し て 利用 る れ ま す 。 

実は この と き , ある 注意 を し な いと まっ 
だ 〈( 子 定 外 の 結果 を 出し て くる こと が あり 5 
ます 。 こ れ は コン パイ ラ の 都合 し いう も の 
に 関係 し て きま す 。 

ます 。 XXC て リス ト la) に 示す ジロ ョ グラム 
コン 2 パイ ルル も て 守 人 性 し て みて ん だるい 
ここ て 呼ん で いる sin 関 数 は XC の ライ ブラ 
リ 関 数 の ひと つ で 引数 の サイ ン (正弦 ) を 
計算 する 関数 で す 。sin 関 数 の 引数 は ヶ /2 に 
近い 値 で すか ら , その 戻り 値 は 1 に 近い 値 
に な る は ず で す 。 ところが, 実行 結果 に 
と て つも な く (大 き な 値 が printf 関 数 で 表示 
et も まで CRE 

答え は 単純 で す 。 私 た ち は sin 関 数 の 結果 
が double 型 で ある こと を 知っ て いる の で 
94% し ヨン パイ ラク は そう 思っ て いな が い が 
OTF. なぜなら , ブログ ラム 中 に sin 関 数 
の 戻り 値 の デー タ 型 は どこ に も 宣言 され て 
いま せん 。 こ の よう に 関数 の 戻り 値 の デー 
タ 型 が 宣言 る され て な い 場 合 。C じ コン パイ ラ 
は 戻り 値 を int 型 だ と 判断 し て 処理 を 続け 
て し まう の で す 。 を そこ で , sin 関 数 の 戻り 値 
OT = е ЕЕ LRE TOPIA МЫ) で 


制御 は あちこち の 関数 に 
移る が , 結局 は main( ) を 
一 度 実行 する だ け 


し だ こと て し よう が 。 


す 。 リ スト 1a) と の 違い は プロ グラ ム に 
double sin ( ) : 
と に いう 下行 を 追加 し と た 点 で すず 。 27152; 
デー タ 型 関数 名 (): 
と いう 宣言 は 関数 の 戻り 値 の デー タ 型 を 明 
示す る だ た め だ け に 使用 し ます 。 こ の 人 富 言 に 
は 引数 も 関数 の 本 体 も ああ も あり ませ ん 。 リ スト 
Jb) УЗА ли, 実生 も て で くだ さい 。 今 
度 は うま 〈 1 に 近い 値 が 表示 され ます ね 。 
ぐれ て AVA Fa) ГТЗ ШО 
こち ら で は main 関 数 の 定義 と 同じ ブログ 
ラム 内 で double 型 で 与 を られ だ 2 つの 引 
数 の 和 (double 型 ) を 戻り 値 と する 関数 add 
を 定義 し て あり ます 。main 関 数 内 の 呼び 出 
し 側 で は 2 つの z/2 に 近い 値 を add 関 数 へ 
の 引数 し し て いま すか ら , その 戻り 値 は ヶ 
に 近い 値 が 表示 る れる は ず で す 。 IT, 3 
ン パ オイ ル 粘 朱 は どうでしょう 。 き っ と エラ 
= コツ パイ aces ЖҮ と 思い ま 
す 。 こ れ も リ スト 1a) と 同じ 理由 で す 。 
この エラ ー を な くす だ た め に は add 関 数 の 
呼び 出し より も 前 の 行 に , 
double add ( ) : 
と いう 宮 言 を 入れ て add 関 数 の 戻り 値 は 
double 型 だ ど だ たと C コ ン パ イラ に 知ら せ て お 
ばけ ば いい の で て です 。 これが リス ト 2b) td, 
ある 関数 が ライ プ ブラリ に な っ て いる と か 
別 の ファ イル で 定義 きれ て いる な ら 戻 り 値 
ー タ 型 が わか ら な いと いわ れ て も し か 
だ あり ませ ん が 、 同じ ファ イル で 定義 し て 
いる 関数 の 戻り 値 を 前 も っ て 教え て や ら ね 
ば 正しく 処理 きれ な いと いう の は C コ ン フ パ 
イラ の 都合 と いう 以外 あり ませ ん ね 。 余談 
で す が X-BASIC は 関数 を 使う 位置 より 後 
ろ で 定義 きれ て いて も 正しく 処理 し ます 。 
と ころ で , add 関 数 の 定義 を も リ スト 2c) の 
ょ うに main プ ログ ラム (呼び 出し 位置 ) よ 
り 前 の 行 に 持っ て くる と , も は や , 
double add ( ) : 


の 行 は 不要 に な り ま す 。 る す が に 呼び 出し 
а) 1: /% 
2: C コ ン パ イラ の 都合 (その 1 ) 
3: %/ 
4: double р12=1.578; /% 4/2 */ 
5: double x; 
6: main() 
1: 
8: х:віп(рі2); 
9: printf("sin(z/2)-*fYXn",x); 
10: | 
b) 1: /* 、 
: C コ ン パ イラ の 都合 (その 2 ) 
4: double sin(); 
5: double р1251,578: /* x/2 */ 
6: double x; 
7: main() 
8: I 
g: х=віп(рі2); 
10: ргіп(Ғ("віп(л/2):%ҒҰп”,х); 


ке 
к. 


2. 
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ょ り も 前 に 関数 の 定義 が ある と その 戻り 値 
の デー タ 型 は わか っ て し まう か ら で す 。 


C 言 語 は 関数 を 主体 と する 言語 で あり な 


が ら 引 数 の 取り 扱い は か な り い い 加 減 で す 。 


現状 で は , 関数 の 呼び 側 と 呼ば れ 側 で 引数 
の 型 や 引数 の 個数 が 合っ て いる か どう か の 
ネック は 行わ も まぜ ん 。 

これ は 上 手 に 使え ば 便利 な 場合 も あり ま 
す が , 初心 者 に ほっ て は も っ と も 誤り を 生 
に や すい 孝夫 で し まう な に し る 中 数 が て 
だ た だ ら め で も コン パイ ル エ ラー に な ら な い の 
で すか ら 6, デバ ッ グ を する し とき の 苦労 は 並 
СЕС は の あり ませ ん 。 ДАҒЫ この チェ ッ 
ク の いい 加減 る が C 言 語 の 和 柔軟 性 を 生み 出 
шал Жер лс С きま せん 。 

だ と えば , 引数 の 個数 の チェ ッ ク を し っ 
か り 行 う FORTRAN や PASCAL な どの 言 
語 で は printf 関 数 みた い に 引 数 の 個数 が 可 
変 で ある よう な 関数 を 記述 する こと は で き 
えせ ん (必要 な と き は アセ ンプ ブリ 言語 を 使 
97570), АОИ ue U 


а) /* 

C コ ン パ イラ の 都合 (その 3 ) 
*/ 
: double рі2=1. 578; 
: double x; 
: паіп() 


: Í 


/* x/2 */ 


MOO —-1 O5 л> соғы 


x=add(pi2, pi2); 
printf("(z/2)*(xz/2)zWfY*n",x); 


12: double add(x,y) 
13: double х,у; 

14: ( 

15: return(xt*y); 
16: ] 


DUX 
C コ ン バ イ ラ の 都合 (その 4 ) 


1 
2 
3: 
4: double add( ) : 
5: double р12=1.578; /% x/2 */ 

6: double x; 

1: main() 

8: i 

9: xzadd(pi2;pi2); 

10: printf("(x/2)*(z/2)sWfYn",x); 
11: | 


13: double add(x,y) 
14: double х,у; 
| Í 


16: return(xty); 
ir: | 
c) 1: /* 
2: C コ ン パ イラ の 都合 (その 5 ) 
2: %/ 
4: double ааа(х,у) 
5: double x,y; 
6: I 
T: return(x*y); 
8. | 
9: 
10: double pi2=1.578: 
11: double x; 


/* m/2 Ж/ 


13: main() 

14: í 

15: х=айд(рі2,рі2); 

16: printf("(zx/2)*(x/2)-XfYn",x); 
IT: | 
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いこ と が バグ を 生み や すい と いう 点 を 認識 
し だ りえ て 。 中 数 の チキ ッッ タタ を 行ない いこ 
と を 積極 的 に 利用 し た プロ グラ ム を 紹介 し 
8-2 bat 

XC を 始め , 多く の C 言 語 で は 関数 へ の 引 
数 は スタ ッ ク を 介し て 関数 に 渡る れ ま す 。 
まず この こと を 知識 と し て 知っ て お か な け 
れ ば な り ま せん 。 図 5 に 関数 が 引数 つき で 
呼ば れ た だ た 時点 で の スタ ッ ク の 状況 と , 関数 
側 で の 引数 の 参照 の し か た を 示し て お きま 
+ (1988 年 8 月 号 「C と アセ ンプ ブリ 言語 を 
リン ク し て 使う 」 参 照 )。 

リス ト 3 は 引数 の 型 の 一 致 を チェ ッ ク し 
な が めこ と を 利用 し た デ ロ グ ラム で て す 。 вера 
rate と いう 関数 を 呼ぶ と き は double 型 の 浮 
動 小数 点 デ ゲー タ を 引数 と し ます 。 こ の 注 動 
小数 点 デ ー タ (64 ビ ッ ト ) は スタ ッ ク に 下 
[132€ К, 上 位 32 ビ ッ ト の 順 で 積ま れ ま 
す 。 一 方, separate 関 数 自身 は int 型 引数 が 
2 つ で ある , すなわち 2 つの 32 ビ ッ ト 整 数 
が スタ ッ ク に 積ま れ て いる も の と 思っ て い 
ます か ら , double 型 浮動 小数 点 デ ー タ の 上 
位 32 ビ ッ ト を 第 1 引数, 下位 32 ビ ッ ト を 第 
2 引数 と し て 処理 する の で す 。 要するに! 
ば れ た 側 で スタ ッ ク に ある 引数 の 内 容 を 勝 
手 に 読み 換え て 処理 する わけ で す 。 

リス ト 3 は 浮動 小数 点 デ ー タ の ビッ トイ 
メー ジ を その まま 整数 型 変 数 に 代入 する と 
いう 高等 (?) テク ニッ ク て T. 

リス ト 4 は 引数 の 個数 を チェ ッ ク し な い 
らら た を 利用 じ だ た だ ジロウ グラム て す 。 この デ ョ 
ダラム て で て, ImaX と いう 関数 は スタ ッ グ に は 
十分 な が な だけ の 引数 が 積ま され て いる も の と し 
て 処理 を 行っ て いま す 。 その と き の 頼 り は 
最初 の 引数 で 与 を られ る デー タ 個 数 で ma 
x 関 数 は この 個数 を 信じ て 処理 あし ます 。 
で すか ら , 
ー タ が 多い 場合 は 余分 な データ を 無視 し て 
し まい ます し , 実際 の デー タ の 個数 が 少な 
場合 は 足り な い デ ー タ と し て スタ ッ ク に 
翌 ま れ て いる コミ を 処理 上 て し ま よい ます 。 


5 引数 の 状態 


f(a,b,c) 呼び 出し 直前 の スタ ッ ク 状 況 


ー 4 パイ ト —> ‚, 
i | ーー a . int 
т> а 
| | b : double 
b ЕС ‚, 
に _ RA c: Int 
b 下位 
© 


この デー タ の 個数 より 実際 の デ 


し た が っ て , 措 定 し た デー タ の 個数 が 実 
際 の デー タ よ り も 多い 場合 は どう いう 値 が 
О Ü < る が まま 側 で きま せ ぜん リスト 4 で 
кынкы гел E А 
だ た で し ょ うか )。 デ ー タ の 個数 を 間違え な い 
よう に する の は プロ グラ マ の 貴 任 で す 。 

と ころ で , 引数 の チェ ッ ク を 正しく 行う 
だ た だめ, ANSI 規 格 で は プロ ト タ イ プ 定 言 が 
導入 る れ て いま す 。 これ は 引数 の デー タ 型 
と 個数 を 陽 に 宣言 する こと で 引数 の 誤用 か 
らく る 間違い を 最小 限 に す る 工夫 で す 。 

まあ , 引数 の 個数 に つい て は ANSI の プ 
ロト タイ プ 宣 言 で も 可変 長 な 関数 が 書け る 
k > (CHE Z awak: 3 S NTO + 2:, 
WQ) # 2 C ав! W T 5 ЖШ 
きれ て 普通 の 言語 に な っ て いく の を 見 る の 
は ちょ っ と 邊 し い 気 が し ます ね 。 
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これ まで 述べ て きた 変数 は 原則 的 に は す 
べ て の 関数 か ら 見 える 大 域 的 変数 で し た 。 
し か し , 関数 内 で 宣言 する 変数 は その 関数 
内 で し か 有効 で な い 局 所 変数 で す 。 局所 変 
数 は 原則 的 に は 自動 的 (automatic) で す 。 

つま り , 関数 に 入っ た 時 点 で 領域 が 確保 
ай, 関数 か ら 出 る と き に を の 領域 は 捨て 
いて し まい ます 。 し が か し 。 SORRE 
確 で は あり ませ ん 。 正確 に は , 局所 変数 は 
ブロ ッ ク 構 造 を 表す 複合 文 の 先頭 で 宣言 す 
る (先頭 以外 で は 宣言 で き な い ) ЖЖС, 
を の 領域 は ブ グロック に 入る と き に 生成 され 
ブロッ ク を 抜け る と き に 捨て られ る の で す 。 
複合 文 し は いく つか の 文 を {と} で 囲っ た 
文 の こと で 。 {と }) で 囲ま れ た 部 分 を ブロ ッ 
ク と いい ます 。 関数 宣言 の 本 体 部 分 は こ 
複合 文 の 形式 を し て いま し た ね 。 

LEGI. 

int rx78; 文 : X; 文 : …… | 
と いう 複合 文 (ブロ ッ ク ) で は int 型 の rx78 
と いう 変数 を 局所 変数 と し て 定義 し て いま 


f(X,Y,Z) 呼 び 出し 直後 の スタ ッ ク 参 照 


ト 1 
SP—JRUTYFVA 


a 
b 上 


b Té |) Y:imt 
21 | 


4 


X : double 


ト 


C 
Z : double 


/“ 


+, rx78 t o0 КОН Н 17 оу 2 int rx78, 115010; に だ た どり 着き ます 。 そし て , 大 域 変数 に も 


の 左端 の { か ら 6 右端 の ) ま で で す 。 ブ ロッ x52 宣言 きれ て いな い 場 合 は エニ エラー です 。 
ク を 抜け る と 値 と その も の が 消滅 し て し まう | 
ОС, この rx78 と いう 変数 は ブロ ッ ク の 外 int rx78; 
側 か ら は 参照 する 4 こと が で きま せん 。 rx78- 1; ポイ ンタ の 秘密 
関数 の 先頭 で 宣言 する 局所 変数 は と も か т52010- 10; 
関数 本 体 と は 別 ブ ロッ ク の 局所 変数 は , | 
if (x>y) { int tmp; Trx78 三 rx78 十 3: ポイ ンタ は C 言 語 で も っ と も 特徴 的 な デ 
штр=хх=у; Y= Cb | ー タ 型 で す 。 PASCAL に も ポイ ンタ が あり 
j と いう 記述 が あっ だ と すれ ば , 内 側 の ブロ まし だ た だ が, それ は 非常 に 難し い 概 念 で し た 。 
と いう ふう に 使用 し ます 。 こ の 例 は 変数 x の ッ ク (L の あい だ ) で 宣言 され た rx78 は 図 6 局所 変数 の 対応 
値 が 変数 Y の 値 よ り 大 きい 場合 (と も に int 外側 の ブロ ッ ク で 宣言 され て いる rx78 と int a: 


型 と し て お こう ),X と の 値 を 入れ 替え る は 無関係 で す 。 つ まり 外側 の ブロ ッ ク で 

はい う 記述 で す 。 変 数 の 値 を 入れ 替え る た rx78 に 2 が 代入 きれ , 内 側 の ブロ ッ ク で E 
め に は 片方 の 値 を 退避 し て お く 〈 一 時 的 な 変 rx78 に 1 が 代入 きれ て も , 外側 の , ( 
数 が は し て (なり ます 。 し か し 。 SOFR rx78 十 3 

本 当 に 一 時 的 な も の な の で , 関数 の 先頭 で と いう 式 の 計算 で は 内 側 の ブロッ ク の 

ほか の 局所 変数 と 同じ レベ ル で 宣言 する の  rx78 (=1) の 値 が 使わ れず , 外側 の ブロ ッ 

は 気 が 引 け ま す (この 部 分 で 一 度 参 照 き れ ク で の rx78 (=2) の 値 が 使わ れる の で す 。 


る だ け か も し れ ま せん し )。 ブ ロッ ク 内 の 局 ま た, 内 側 の ブロ ッ ク で は msz010 と いう 
所 変数 は こん な と き に 有効 で す 。 変数 に 10 と いう 値 を 代入 し て いま す が , E ES 
ブロ ッ ク 内 で の 局所 変数 を 上 手 に 使え ば , の 変数 は 内 側 の ブロッ ク で は 宣言 され て い int b: 
関数 の 先頭 で の 局所 変数 の 官 言 を 本 当 に 重 ませ ん 。 こ の 場合 は ひと つ 外 側 の プロ ッ ク | 
要 な も の だ け に 絞り 込む こと が で き て , > が 参照 され ます 。 い ま の 例 で は 外側 の ブロ 
ログ ラム を 読み や す 《 で きる の で す 。 ッ ク で 局所 変数 と し て msz010 が 宣言 され 
と ころ で ,。 ブロ ッ ク の 外部 で 宣言 され た て いま すか ら そ れ に 10 が 代入 きれ る の で す 。 
変数 と し ブロッ ク の 内 部 で 宣言 され た だ 局所 変 それ で は , も し 外側 の ブロ ッ ク で も msz ) 
ck ==. SO ойу olt OD h 
数 が 同じ 名 前 の た きも あり ます 。 こ の と き 010 が 宣言 きま れ て いな か っ た ら ど う で し ょ zd 
は 局所 変数 の は ほうが 有効 に な が なり ます 。 もし, う 。 を その と き は さら に 外側 の ブロ ッ ク が 探 ( 
グ ブロック が 入れ すず に な っ て 、 る され ます 。 ど こ に も を の 変数 が 宣言 され て | т 
{ いな けれ ば , 最後 は 関数 の 外部 の 大 域 変数 
‚л 1: /% 
: 2: 引数 の 個数 を チェ ッ ク し な v 
2: 引数 の 型 の 一 致 を チェ ッ ク し な い 3: こと を 利用 し た プロ グラ ム 
3: こと を 利用 し た プロ グラ ム 4: Жу 
s / ХХХАХЖХА ХХХ ХХХ ХХХ ХХ ХХХХХХХХХ ХХХ A si 
° : ds 6: * 3 
6 : х 引数 で 与え られ た 倍 本 度 光 動 小数 点 デー タ の ンー ーー 
: х 符号 、 指 数 部 、 仮 数 部 を 取り 出す 関数 8: t 
. x u — 9: х max( 個 数 , デ ー タ , デ ー タ , ・・, ) 
9: * separate( 浮 動 小数 点 デ ー タ ) 10:  XOGOEOODDOODEOXER EE RE E EE EX GER E E 
10: * sign = 符号 li: ま / 
11: x exp < 指数 部 12: 
2” ーー イイ 13: int max(n,x0,x1,x2) 
14: СТГ ГТ” 1 п,х9,х1,х4; 
ーー / 16: int x; 
е ; x : 1T: х=х@; 
17: int sign,exp,manO0,manl; 18: if(n<2) returhixi: 
っ no x; d 19: — xs(xDx)? xl : xj 
19: void separate(high,low) /*2 つ の 整数 で 受け る */ 20: ifinc3) returnix): 
2277 21: х=(х2>х)? x2 : xj 
22: sign = (bigh<0) ? 1 : е; 25. return(x); 
23: exp = (high>>20)&0x7ff: 22 | 
24: manð = (high&Oxfffff)|0x100000; 2: | 
25: тап1 = low; 22 っ 1 
51. ) 27: /* 普通 の 使い 方 */ 
28: 
38 7 29: printf(" max(1,5)zXdYXn", max(1,5) ); 
30: separate(x = 1.2); 30: printf(" мах (2,8,2) =%аҰп", пах (2,8,2) ); 
31: printf("%9.6f S=%d EXP-X03x МАМ-%08х%08хҰп", S4 printf("  max(3,3,5,4)z*dYn", max(3,3,5,4) ); 
32: с, sign, , 0, 1 ); + ⁄ 
15 マブ ビン ` 33: /* 指定 し た より も 引数 の 個数 が 光 い 場 合 */ 
34: printf("%9.6f S=%d ЕХР-%03х MAN-X08xX0B8xYn", 34: x : _ „ 。 
35・ x, sign, exp, mand, mani : 20: printf("max(2,3,2,4,1)z*dYXn",max(2,3,2,4,8)) ; 
46: separate(x = 3.1415); 29, ー | 
37: printf("%9.6f S=%d ЕХР-%03х МАМ-%08х%08хҰп”", x /* 指定 し た より も 引数 の 個数 が 少な い 場合 */ 
38: с, 1 i ; 9, 1 E: 38: 
39: ) а 72 77,0 77% mer 39: printf(" max(3,1,2)-:XdYn ,тах(3,1,2) Fi 
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言語 の ポイ ンタ は 単純 明快 で す 。 ポ イン 
タタ と は デー タ を ポイ ント する (指し 示す ) 
も の と いう 意味 で て す 。 ここ て いう デア データ と 
は 変数 や 配列 の こと で す 。 何 度 も 述べ て き 
た ょ うに 変数 や 配列 は メモ リ (と き に は レ 
ジス タ ) 上 に その 実体 (領域 ) が あり ます 。 
で すか ら , ポイ ンタ と は メモ リ の アド レス 
(番地 ) を 保持 し て いる 変数 に すぎ ませ ん 。 
次 の よう な 表現 を 考え まし ょ 2 う 。 
1) 1000』 番 地 に は char 型 デー タ が 格納 る 
れ て いる 
2) 1000』 番 地 に は int 型 デー タ が 格納 され 
て に る 
3) 1000』 番 地 に は double 型 デー タ が 格納 
され て いる 

どれ も よく 〈 使 われ る 表現 で す が , 厳密 に 
は 2) と 3) の 表現 は 正しく あり ませ ん 。 現 
E, 通常 の CPU で 採用 きれ て いる アド レン 
ス は バイ ト ア ドレ ス と 呼ば れる も の で す 。 
こみ モリ の 1 パイ 人 さと ビビ / ド ルレ ルス が 
填 り 振ら れ ま す 。 つ まり , ある ひと つの ア 
ドレ ス に 対し て は 1 バイ ト の デー タ し か 存 
在 し な い の て す 。 す すなわち, 上 の 2)。 3 は , 
2) 1000』 番 地 か ら 始 まる 424 КОТ 
に は int 型 デー タ が 格納 され て いる 


3) 1000』 番 地 か ら 始 まる 8 バイ ト の 領域 
に は double 型 デー タ が 格納 され て いる 
が 正しい 表現 で す 。 
いま , ポイ ンタ 変 数 に 1000』 と いう 値 が 入 
ОСЕ ЕЕЕ dq 94 0.100047 
いう の は メモ リ 上 の 1 点 (1 バイ ト ) を 示 
す ア ドレ ス で す が , その 1000』 番 地 に どん な 
デー タ 型 が 格納 され て いる か で 意味 が 微妙 
に 違っ て きま す 。 同じ 1000』 番 地 で も, 
1) char 型 を 格納 し た 1000。 番 地 
2) imt 型 を 格納 し た 1000」 番 地 
3) double 型 を 格納 し だ 1000, 番 地 
と いう よう に 異な る 意味 を 持っ て いま す 。 
bU, ボイン タ 変 数 (1000』 番 地 ) の 指し 
示す 内 容 を くだ きい と いわ れ た だ た とき ,1000』 
番地 に ある 1 バイ ト の デー タ だ け を 渡す の 
は 少々 早とちり で す 。 ポ イン タ 変 数 が char 
型 の デー タ を 指し 示す 場合 は それ で いい の 
で す が , int 型 を 指し 示す 場合 は 1000』 
ー1003』 番 地 の 4 バ イト デー タ を 渡る な け 
れ ば な り ま せん し , double 型 を 指し 示す 場 
t1 1000, — 1007,28 2» 6 Hz b IB UL 72 8 78 
イト デー タ を 渡る ね ば な り ま せん 。 
Ші, ポイ ンタ 変数 の 指し 示す 場所 に デ 
ー タ を 書 〈 場 合 も 同様 に デー タ 型 の バイ ト 


数 を 考慮 し な けれ ば な り ま せん 。 
この 例 か が ら わ か る よう に ポイ ンタ 変数 は 

メモ リ 上 の 1 点 を 指し 示す アド レス を 保持 
する だ け で す が , それ が 指し 示す デー タ 型 
を 与え て や ら な けれ ば 使い も の に な り ま せ 
ん 。 そ の だめ, C 言 語 で ポイ ンタ 変数 を 富 
в ае Ози ЕЕ 
ます 。 ポ イン タ 変 数 の 宣言 は 通常 の 変数 の 
宣言 と 同じ 形式 で 行い ます 。 た だ だ 違 う の は 
変数 名 の 前 に ま を つけ る ここ に うこ こま と だ た だり けり で 
Te TEE 412, 

int * rx78; 

double ж 1152006; 
と いう 富 言 は int 型 を 指し 示す ポイ ンタ 変 
数 rx78 と , double 型 を 指し 示す ポイ ンタ 変 
数 msz006 を 宣言 する こと を 意味 し ます 。 

ボイン タ 変 数 が 指し 示す も の を 参照 する 

だ め に は ※ と いう 演算 子 を 用 いま す (掛け 
算 と 同じ 記号 で す が 使 い 方 が 違う )。 上 の よ ょ 
うな 宣言 が な る れ て いる と たき, 

a = жгх78 + 100; 
は rx78 の 指す も の (int 型 デー タ ) と 100 を 加 
えて a に 代入 する と いう 意味 で す 。 ま た , 

'* msz006 = 1.234; 
と いう 式 は msz006 の 指し 示す 場所 に 1.234 


記憶 クラ ス 


関数 お よび ブロ ッ ク 内 で 宣言 され る 局所 変数 
は 原則 的 に は 自動 的 (ブロ ッ ク 内 に いる と き の 
み 存 在 す る ) で す 。 一 方 , 関数 外部 の 大 域 変 数 
は 与え られ た 値 を 。、 て れ が 変え られ る まで いつ 
まで も 保持 し て いま す 。 こ の よう な 変数 を 静 的 
(static) で ある と いい ます 。C 質 語 で は すべ て の 
変数 は この 自動 的 と 静 的 の 2 つ に 分 類する こと 
が で きま す 。 こ の 区 別 を 記憶 クラ ス と いい ます 。 
要する に , 変数 は ある 瞬間 に だ け 存 在 す る (HB 
動 的 ) か , 永久 に 存在 する ( 静 的 ) か の どちら 
か な の で す 。 

アセ ンプ ブリ 言語 的 な レベ ル で いえ ば , 静 的 な 
変数 は メモ リ 上 に ラベ ル (変数 名 ) つき で 領域 
が 確保 され る の に 対し て 自動 的 な 変数 は スタ ッ 
ク (また は レジ スタ ) 上 に 領域 が 確保 され る の 
で す 。 

変数 の 初期 化 に つい て 考え て み ま し ょ う 。 静 
的 な 変数 は あら か じ め 領 域 が 確保 され て いて そ 
こ に 初期 値 が 格納 され て いま す 。 こ れ は プ ブログ 
ラム 実行 前 (コン パイ ル 時 ) で の 初期 化 で す 。 
自動 変数 は 宣言 され た 時 点 で 毎回 領域 が 確保 さ 
れる の で その と き に 初期 化 さ れ ま す 。 こ れ は プ 
ログ ラム 実行 中 の 初期 化 で す 。 静 的 な 変数 の 初 
期 化 は コン パイ ル 時 に 行わ れ ま すか ら そ の 初期 
値 は 定数 値 で な けれ ば な り ま せん 。 しかし, B 
動 的 な 変数 に つい て は 定数 値 に よっ て も 別 の 変 
数 の 値 に よっ て も 初期 化す る こと が で きま す 。 
これ が 実行 時 に 初期 化 を 行う メリ ッ ト で すね 。 
し か し な が ら , 自動 的 変数 の 初期 化 は 単に 文 の 


記述 を 省略 する と いう 意味 し か 持っ て いま せん 。 


た と え は 。, 
(іт а= 10: асове ) 

と いう 自動 的 変数 の 宣言 時 の 初期 化 は , 
(int a; а= 10 ИСУ } 


と いう 表現 の 省略 形 に すぎ ませ ん 。 単 に 簡潔 さ 
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の 違い だ け で す 。 
興味 深い の は 自動 的 な 配列 の 初期 化 で す 。 


と いう 記述 は 。 
(intxl3].xI0|=|.x =2.x12 テモ 3 うり 

と 同じ 意味 で す が 簡 潔 さ は 格段 に 違い ます ね 。 
た だ 残念 な が こと に , か の K&R や ANSI 規格 で は 認 
め ら れ て いる この 自動 的 な 配列 の 初期 化 は XC で 
は 許さ れ て いま せん (X-BASIC で は で きる の に 『!)。 

局所 変数 は 自動 的 だ と いい まし た が , 局所 変 
数 を 明示 的 に 静 的 な 変数 と し て 宣言 する こと も 
可能 で , その 際 は 従来 の 変数 宣言 に 対し て static 
( 静 和 的 な ) と いう キー ワー ド を つけ ます 。 たとえ 
(£, 

ransu( ) 
{ 
static intr = |729; 
return(r x= 131071); 
) 

と いう 疑似 乱数 を 発生 させ る 関数 ransu の 定義 で 
は 変数 r を 静 的 な int 型 の 局所 変数 と し て 宣言 し 
て あり ます 。 変数 r は 局所 的 変数 で あり な が ら 
static と 宣言 され た た め に コン パイ ル 時 に 領域 が 
確保 され ます 。 こ の 領域 は 関数 を 抜け て も 消 減 
する こと な くい つま で も 條 在 す る の で す 。 いま 
その 領域 に は 1729 と いう 初期 値 が 与え られ て い 
ます 。 ransu 関 数 は 呼ば れる た びに 変数 r の 内 容 
を 書き 換え , その 値 を 関数 の 戻り 値 と し ます が , 
その 書き 換え た 値 は 次 に ransu 関 数 が 呼ば れ た と 
き に 使用 し ます 。 こ の よう に 変数 r の 前 の 値 を 
使う と いう こと は , その 変数 が 静 的 だ か ら で き 
る 芸当 で す 。 も し , 上 の ransu 関 数 で 変数 r が 自 
動 的 な ら 常 に 同じ 値 (1729** 131071) が 戻り 値 
と し て 返っ て き て 乱数 と し て の 意味 を な し ませ 
ん 。 
静 的 な 変数 を 宣言 する た め に static と いう キー 
ワー ド が あり ます が , 逆 に 自動 的 で ある こと を 


明示 する た め の 宣 言 も あり ます 。 それ が auto(a 
шотайс 06) で す 。auto も static と 同様 に 変数 
宣言 の 前 に つけ て , 
auto int a: 

な ど と いう 形式 で 使用 し ます 。 し か し , 大 域 変 
数 を 自動 的 と 宣言 する こと は で きま せん し (< 
味 が な い ), 局所 変数 も な に も いわ な けれ ば 自動 
的 と みな され る の で auto と いう キー ワー ド を 使 
うこ と は ます な いて で しょう 。 

自動 変数 は 原則 的 に は スタ ッ ク 上 に 領域 が 確 
保 さ れ ま す 。 しかし, register と いう キー ワー ド 
を つけ る こと に よっ て , 自動 変数 を CPU の レジ 
スタ に 割り 当て る 指示 も 可能 で す 。 こ れ を レジ 
スタ 変数 と いい ます 。 こ の レジ スタ 変数 の 宣言 
は auto や static の 宣言 と 同様 で す 。 た と えば , int 
型 の 自動 的 変数 sa を レジ スタ 変数 と し た い 場 合 
2. 

register int а; 
と 宣言 し ます 。 変数 が レジ スタ に あれ ば それ を 
参照 する た め の 時 間 は スタ ッ ク (メモ リ ) より 
も 格段 に 速い の で , 頻繁 に 使用 する for 文 な ど で 
の 制御 変数 は レジ スタ 変数 に 宣言 する と 高速 な 
処理 が 期待 で きま す 。 

し か し , 実際 に 自動 変数 が レジ スタ へ 割り 当 
て られ る か どう か は C コ ン パ イラ の 都合 で 決ま 
り ま す 。 い くら ブロ グラ ム で register 指定 し て も 
適当 な レジ スタ が な い 場 合 は 割り 当て る こと が で 
きま せん 人 (た と えば 8086 で は レジ スタ 変数 用 に 
si, と いう 2 つの レジ スタ し か 用 意 し て いな い )。 
この 場合 は register 指 定 は 無視 され , 通常 の 自動 
変数 と し て 扱わ れ ま す 。register と いう 指定 は そ 
の 変数 を 「 な る べく レジ スタ に 割り 当て て くだ 
さい 」 と いう 意味 で し か な い の て で て す 。 もっとも, 
最近 の CC コン パイ ラ は 自動 変数 を な る ベ く レジ 
スタ に 割り 当て よう と する の で register と いう 指 
定 自体 が 意味 を な が なさ な く な っ て き て いる の も 確 
か で す 。 


と いう 値 を 格納 する と いう 意味 で す 。 

と ころ で , ポイ ンタ 変数 の 宣言 で 使わ れ 
て いる *※ と いう 記号 は ポイ ンタ 変数 の 指し 
示す も の を 取り 出す 演算 子 と 同じ も ゃ の と 思 
ウ の て が まい ませ ん 。 この と き 。 AOBRI 

「rx78 の 指し 示す も の は int 型 で す よ 」 と か 
「msz006 の 指し 示す も の は double 型 で す 
よ 」 と 読み 換え を る こと が で きま す 。 

5, ポイ ンタ 変数 は アド レス を 保持 す 
る 変数 で す が 定 言 し た だ け で は 値 を 持っ て 
いま せん ( ミ が 入っ て いる )。 お そら 《 ボ 
イン タ 変 数 を 定 言 し た 直後 に いき な り , 

жгх78 = 100; 
が よ と と する し パス エラ テー が 起き て し まう で 
し ょ う 。 こ の た め , 実際 に 使用 する た め に 
は 前 も っ て 値 を 与え を て や ら ね ば な り ま せん 。 
その だ た め に C 言 語 で は 変数 の アド レス を 取 
り 出す 尽 演 算 子 が 用 意 き る きれ て いま す (ビッ 
ト の AND と 同じ 記号 で す が 別 物 で す )。 

変数 名 の 前 に 入 を つけ る と を の 変数 の ア 
に な 取り すさ で が で きま すら 32 
register 宮 言 し た 変数 (アド レス が な い ) 
に 人 な を つり る こと は て きま せん 。 rx78 が ボ 
イン タ 変 数 。 x が ある 変数 だ と すれ は , 

ТҮЗ = €x 

と いう 式 に よっ て , ポイ ンタ 変数 rx78 に x 
と いう 変数 の アド レス を 与え る こと が で き 
ます 。 こ の と き は ポイ ンタ 変数 に 値 を 与え 
る の で あっ て , その 指し 示す 場所 に 値 を 与 
えて いる の て は な いい の て は っ つっ つ に て に よせ 
Йа が お 。 ЖСК БІТ LENIE 
数 の アド レス が 指し 示す も の と いう 意味 で 
すか ら , X その も の に な り ま す 。 

と ころ て 。 アド レス と いう も の ば (n 
LO) 整数 値 と 同一 視 で きま す 。 し た が 
oC, ポイ ンタ 変数 に アド レス 値 を 絶対 的 
な 整数 値 で 与 を た けれ ば , 

rx78 = Ox10000 : 
な が なら と いう 方 法 6 考 た られ ます LP L 
この 場合 10000』 番 地 が プロ グラ ム で 使っ て 
いい 領域 か どう か わか ら な い の て (も し か 
し だ ちら 0S の ワー クエ リア か も し れ な い )、 


1: /% 

2 : ,, 2 つ 以 上 の 値 を 返す 関数 の 例 

4: リー くも ime,h> 

2! 現在 の 時 間 の 時 間 と 分 と 秒 を 返す 関数 

8: jikan(hour,min,sec); 

9: int *hour -- 時 間 が 入る アド レス 
10: int *тїп -- 分 が 入る アド レス 
11: int *sec -- 秒 が 入る アド レス 
12: */ 


13: void jikan(hour,min,sec) 
14: int *hour,*min,*sec; 


15: 

16: int systime; 
17: char *moji; 
18: 


こん な 危険 な 真似 は し て は いけ ませ ん 。 

この ほか に ポイ ンタ 変数 に 値 を 与え る 方 
法 し とし て は 別 の ポイ ンタ 変数 の 値 を 直接 代 
入 す る こと も 考 ん えら れ ま す 。 〇 〇 型 へ の ポ 
イン タ 変 数 し いっ て も その 値 は ひと つの ア 
ドレ ス 値 で し か な いわ け で すか ら ポ イン タ 
相互 問 の 代入 は で き て 当たり 前 で し ょ 2 う 。 

と ころ で , 変数 の アド レス を 取り 出す 場 
合 の 特殊 な 場合 に つい て 述べ て お きま す 。 
まず , "と "で 囲ま れ た 文字 列 は それ 自体 が 
アド レス 値 で す 。C 言 語 で は 文字 列 と は 妥 
素 が 文字 列 の 各 1 文字 で あり , 最後 の 要素 
が NULL (0) で ある char 型 配列 と し て 扱わ 
[UE 5 9 x05, 

"Z gundam" 
と いう 文字 列 は , 

char str pe 4 

“уз жй, W Ila Ы Had 

% 
と いう char 型 配列 と 同じ も の で す 。 後者 は 
str と いう 名 前 を 持っ て いま す が , 前 者 に は 
名 前 が な 〈”"Z gundam" で 直接 配列 の 先頭 
アド レス を 示し ます 。 よっ て 文字 列 は ポイ 
ンタ 変数 に その まま 代入 て きる の て す 。 た 
だ , 文字 列 の 要素 は char 型 で すか ら そ れ を 
$275 7—229!" (7: E Z IXint'? double) の 
ポイ ンタ 変数 に 代入 する と , も は や 元 の 文 
字 列 と は 違っ た 意味 に な っ て し まい ます 。 

次 は 配列 で す 。 配 列 名 は 直接 アド レス 値 
と し て 使用 する こと が で きま す 。 配列 名 自 
体 が メモ リ に 並ん だ デー タ の 先頭 アド レス 
を 指し 示す も の で すか ら 当 然 で すね 。 あ る 
int 型 の 1 xey a a で は , a t &a[0] は 同 
じ 意 味 に な り ま す 。 

QU. ここ らち て ポイ シタ 変 数 の 効能 に つ 
いて 考 ん て み ま し よう 、 これ は ズバ パリ 、 関 
数 か ら 複 数 の 戻り 値 を 受け 取る の に 役立ち 
ます 。 一般 に 関数 し いう も の は 戻り 値 を ひ 
とら の し か が か 持 も ませ ん 。 し か し 。 だ と えん は , 
マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 返す 関数 が は ほしく 
な っ た と し ます 。 こ の と き 戻 り 値 は XX 座標 
と Y 座 標 の 2 つが 必要 で す 。 そこ で , 引数 


と し て 変数 の アド レス 値 を 渡す の で す 。 2 
の アド レス 値 は 戻り 値 を 格納 し よう と 思っ 
て いる 変数 の アド レス で す 。 

だ と えば , マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 得る 
だ め に は , 戻り 値 を 格納 する だ た め の 変 数 X, 
Y を 宣言 し て お いて 。, 

mspos (&x, &y) ; 
と ゆう や あい に る の アド レス を マツ ウ スカー 
ソル の 座標 を 求め る 関数 mspos に 渡せ ば い 
い の で す 。mspos 関 数 の 側 で は , 

mspos (х,у) 

int жх, жу; 


と 宣言 し て 値 を 返す べき 変数 の アド レス を 
ポイ ンタ 変数 と し て 引き 取り ます 。 こ の 関 
数 内 で は カー ソル 座標 を 計算 し た の ち , を 
れ ぞ れ の ポイ ンタ 変数 の 指し 示す 位置 に , 
kx = マウ スカ ー ソ ル の XX 座標 ; 
ky = マウ スカ ー ソ ル の Y 座 標 : 
と し て 座標 の 値 を 入れ れ ば いい の で す 。 リ 
スト 5 に 変数 の アド レス を 関数 に 渡し て 複 
数 の 値 を 引き 取る 例 を 示し ます 。 


ポイ ンタ に 対し て 許 る れ て いる 演算 は , 
その 指し 示す 内 容 を 参照 する 以外 で は , fi 
の 加算 と 減算 で す 。 た だ し , この 加減 算 は 
通常 の 場合 と 少し 異な っ て いま す 。 ポ ボイン 
タ と は な に か (デー タ ) を 指し 示す も の で 
すか ら 。 だ と えば , それ を 1 増加 する と い 
うこ と は 次 に て くる な に か を 指し 示す こと に 
な り ま す 。 逆 に 1 減少 る 3 せる こと は ひと つ 
前 の な に か を 指し 示す こと に な り ま す 。 

ポイ ンタ 変数 に 土 1 を 加え る と き 。, 


char 型 へ の ポイ ンタ な ら Tl 
short 型 へ の ポイ ンタ な ら + 2 
int 型 へ の ボイン タ な ら sed 
float 型 へ の ポイ ンタ な ら + 4 


double 型 へ の ポイ ンタ な ら = 8 
だ け ポ イン タ 変 数 の 保持 し て いる アド レス 
値 が 変化 し ます 。 こ れ は ポイ ンタ が 指し 示 


19: time(&systime); /* time で シス テム 時 間 を 求め て */ 
20: mojizctime(&systime); /* ctime で 文字 列 に 変換 する */ 
21: 

22: *hour-(moji[11]-'0')*10*(moji[12]-'0');/*12,133$H*/ 
23: *min -(moji[14]-'0')*10*(moji[15]-'0"');/*15,1638E* / 
24: *sec z(mojif17]-'0')*10*(moji[18]-'0') :/*17,18 番 目 */ 
25: } 

26・ 

27: main() 

28: 

29: int  ji,bun,bvo; 

30: 

31: jikan(&ji,&bun,&byo);/*ji bun byo に 値 を 入れ て ね */ 

32: 


33: printf(" 現 在 %2d 時 %2d 分 %2d 秒 で す \n ”,Ji,bun , byo) : 
4. 
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す デ ー タ 型 の 大 きる (バイ ト 数 ) と 等 し く 
HD UY. 
も 5 っ と 具体 的 に 説明 し まし ょ う 。 いま, 

int fxj8 = гд АБ 

int жр = &rx78 |2] ; 
と いう 言 言 が ある と 仮定 し ます 。 jmt 型 べ の 
ボイン タ 変 数 D は 配列 rx78 の 3 番目 の 要 
素 の 位置 に 初期 化 き れ て いま す 。 こ の と き 
p を 用 いた 式 と 配列 の アド レス と の 関係 は , 


р—2 = &rx78 [0] 
р—1 > &rx78 [1] 
p = &rx78 [2] 
р+1 > &rx78 [3] 
p+2 > &rx78 [4] 


と な り ま す 。 つまり, PD を 順に 変化 させ る 
こと は , その 指し 示す 先 で ある int 型 の 配列 

要素 を 順に た どる こと に 等 し い の で す 。 
当然 。、 ポ イン タ 変 数 が 指し 示す 先 も , 


ж (p-2 - rx78 [0] 
Ж. (p-D e rx78 [1] 
* p -> rx78 [2] 
ж (р-) = FX79 13 
ж (р+2) > rx78 [4] 


と いう 関係 に な っ て いま す 。 

この よう に ポイ ンタ 変数 は メモ リ 上 に 連 
続 し て 並ん だ 同じ デー タ 型 の ダー タ に 対し , 
ある 位置 か ら 何 番目 と いう 番号 を 指定 し て 
その 要素 を 参照 する の に 役立ち ます 。 

早い 話 , それ は 配列 と 同じ も の で す 。 実 
は , 配列 の 妥 素 を 参照 する と き に 添字 を 記 


1: /* 

2. ポイ ンタ 変数 を 活用 する 例 

2: %/ 

A: /% 

5; ある 文字 列 の 中 に 与え た 文字 列 が ある か どう か を 
6: 調べ る 関数 (あれ ば その 位置 を 返す 、 な けれ ば —1) 
1: 

8: instr(astr,pstr) 

9: char *astr -- ある 文字 列 

10: char *pstr -- 与え た 文字 列 

11: *^/ 


12: instr(astr,pstr) 


述 す る | | は 演算 子 な の で す 。rx78 [2] 
d, アド レス rx78 を 基準 に し て 2 番目 の 妥 
A (添字 は 0 か ら 始 まる の て で 実際 は 3 Ж 
Н) を 求め て いる と も 考え ん られ ます 。 
XE, | ] と いう 演算 子 は ポイ ンタ 変数 
に も 適用 で きま す 。 ポ イン タ 変 数 D が ある 
と き p [3] は *(p+3) と まっ た くく 同じ 意 
味 に な り ま す 。 逆 に rx78 が (1 次 元 ) 配列 
の と き rx78 [3] E ж (гх78+3) は 同じ 意 
味 で す 。 な ん と な く ポ イン タ 変 数 と 配列 名 
と の ⑦ の 関係 が お わか っ て きた で し ょ うか 。 

ここ で [ ] と いう 演算 子 に つい て 興味 深 
い 例 を お 目 に か け ま し ょ う 。 先 に , 文字 列 
と は char 型 文字 列 を 示す アド レス 値 と い 
いま し た だ た が, これ に [ | 演算 子 を つけ る こ 
と も で きま す 。 こ の と き , 文字 列 の 先頭 か 
ら 数 えて 指定 し た 位置 に ある 文字 (chart 
Quee) の 有り た で の WC きま すら 

"0123456789abcdef' [i] 
と いう 表現 は 変数 i の 0 一 15 と いう 値 に 従 
o0. ある あい は コー ザル の う 文字 に 
な り ま す 。 つまり, L] 演算 子 を 使う と 整 
数 値 を 簡単 に 16 進 文字 に 変換 で きる の で す 。 
この よう な 芸当 が で きる 言語 は 私 の 知る 限 
b C 言 語 以 外 に あり ませ ん 。 

ポイ ンタ 変数 と 配列 名 と は た だ 1 点 の 違 
い を 除い て 同じ も の で す 。 ポ イン タ 変 数 に 
は アド レス 値 を 格納 する 領域 。 つま り 実 体 
が あり ます 。 しかし, 配列 名 で は メモ リ の 
〇 〇 番地 と コン パイ ル 時 に 決め られ だ た アド 


/* 


t: */ 


* 


t G —-1 O; O + c> N н 


10: * Жехр 


レス 値 が ある だ け で 実体 は あり ませ ん (4 
の 値 は コン パイ ラ だ けが 知っ て いる )。 し た 
が っ て , ポイ ンタ 変数 は 代入 な ど に より 値 
を 敵 更 する こと が て きま す 。 し か し 、 ЖЕМІ 
名 に 対応 する アド レス 値 を 変更 する こと は 
不可 能 で す (変更 すべ き 実 体 が な い )。 
55, ポイ ンタ 変数 の 特徴 は 配列 と は と 
ん と 同じ 能力 を 持ち な が ら , その 値 を 変更 
まき ある うこ も も すず す 。 5 オシ ンタ 変数 に は 
代入 お よび 加減 の 演算 が 許さ きれ ます か 
b, 三 , 十 十 , 一 一 , 十 ニモ ーー と いっ た 演算 
子 を 使っ て ポイ ンタ 変数 の 指し 示す 位置 を 
プロ グラ マ に 都合 の いい よう に 変更 で きる 
の で す 。 ポ イン タ 変 数 を 変更 し な が ら 配 列 
要素 を 参照 する プロ グラ ム 例 と し て , リス 
ト 6 に 2 つの 文字 列 (char 型 の 1 次 元 配 列 ) 
を 参照 する プロ グラ ム を 示し て お きま す 。 
最後 に ポイ ンタ 変数 へ の キャ スト に つい 
て 説明 し て お きま し ょ う 。 ある デー タ 型 を 
指し 示す ポイ ンタ 変数 を 別 の デー タ 型 を 指 
し 示す ポイ ンタ 変数 と し みな し て を その 指し 示 
す デ ー タ を 参 過 し た いと き が あり ます 。 
だ と えば , double 型 へ の ポイ ンタ 変数 を 
int 型 へ の ポイ ンタ 変数 と みな し て 内 容 を 
参照 する こと を 考え ます 。 こ の と き は dou 
ble 型 の ポイ ンタ 変数 を int 型 の ポイ ンタ 変 
数 に キャ スト し て 内 容 を 参照 すれ ば いい の 
で す 。 前 に も 書き まし だ た が, キャ スト と は 
目的 と な る デー タ 型 を (L) で 囲っ た も の 
Ст. 変数 の 宣言 に * ま を つけ た の が ポイ ン 


ポイ ンタ 変数 を キャ スト する 例 


2 ЖЖЖЖ КЕК ЖЖЖЖ КЕККЕ 
% 引数 で 与え られ た 倍 精度 浮動 小数 点 デ ー タ の 
符号 、 指数 部 、 仮 数 部 を 取り 出す 関数 


x 

*separate( 浮動 小数 点 デ ー タ ,&sign,&exp,&man の 9,&man1 ) 
Ж *sign < 符号 

< 指数 部 


11: % *manO + 仮数 部 (上 位 ) 


12: Ж *manl < 仮数 


部 (下位) 


13: XXXX*kXt*tkXxxxkxxkkxxkxxxkxkxkxkkxxtkxxxxxxxxtxtkxxxxtx 


11 c *astr,X*pstr; 14:  */ 
18: char *v-astr; is id еба а: 
16: while(*v)| e Mero base e(d,sign,exp,man0,manl) 
17: /* 最初 の 文字 が 一 致し て いれ ば 続く 文字 が 一 致す る か 調べ る */ : double dj 
18: if(*v++ == *#pgtr) { 18: int *sign,*exp,*manO, *manl; 
19: char *xzv; 19: | x 
20: char *y=pstr+1; 20: /* &d が double 型 へ の ポイ ンタ */ 
21. while(*y && (*x++ == жу++)); 21: | U 
22: /* y が 尽き る か 不一致 が ある まで */ 22 *sign - ( (int *)&d < の ) ? 1 ` 0; 
23: if(*yzz0) /% y が 尽き て いた の な ら 見 つけ た */ 23 *exp = (*(int *)&d >> 20) & OxT7ff; 
24: return(v-astr-1);/* ポイ ンタ の 差 が 位置 */ 24: Жпап0 = (*(int *)&d & Oxfffff) | 0x100000; 
25: ) 25: *тап1 = *((int ж) &а + 1); 
26: ) 26: ] 
21: return(-1); /* vV が 尽き て し まっ た ら 見 つか ら な か っ た %/ а 
28: J 28: main() 
29: 29: { 
30: main() 30: double x; 
21: | 31: int sign,exp,man0,manl; 
32: 


32: char *pat-"here is match"; 


33: char *st1="here is not match, here is match!!"; 33: separate(x 
34: char *st2-"here is"; 34:  printf( X9. 
35: char *st3="here is here is match here is match"; 35: x, sign, 
36: 36: separate(x 
37: printf("[Xs] / *s -XdXn",stl,pat,instr(stl,pat)); 37:  printf( X9. 
38: printf("[%s] / *s -*d*n",st2,pat,instr(st2,pat)); 38: x, Sign, 
39: printf("[%s] / *s z:*dY*n",st3,pat,instr(st3,pat)); 39: separate(x 
40: ) 40: printf("%9。 
41: X, sign, 
42: } 
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= 1.2, &sign, &exp, &шап@, &manl); 

6f S=%d ЕХР-%03х MAN-*08x*08xY*n', 
exp, manĝ, mani > 

= -2.4, &sign, &exp, &man0, &manl); 
6f S-Xd EXP=%93x МАМ-%08х%08хҰп", 
exp, manĝ, mani ); 

= 3.1415, &sign, &exp, &тап@, &manl); 
6f S=%d EXP-X03x МАМ-%08х%08хҰп", 
exp, manĝ, mani 1: 


タタ 変数 の 官 言 で し た か ら ポ イン タ 変 数 へ の 
キャ スト も デー タ 型 の 後ろ の に まあ を つけ ます 。 
int 型 へ の ポイ ンタ へ キャ スト する に は 
Пп ck) ЕЛДЕГІ 0X3. よう て 
x が double 型 へ の ポイ ンタ 変数 で あれ ば , 
* (int *) x 
記述 する こと で x の 指し 示す double 型 デ 
ー タ を int 型 と みな し て 参照 で きま す 。 
この ポイ ンタ 変数 へ の キャ スト を 利用 す 
れ ば , 引数 の 受け 渡し と いう 裏 技 を 使っ て 
double 型 ポータ を int 型 ポータ と みな し て 
処理 し だ た リス ト 3 の プロ グラ ム を エレ ガン 
ト に 書き 直せ ます (リス ト 7)。 


ポイ ンタ 変数 に 格納 され る アド レス 値 は 
符号 な し の 整数 値 と みな すこ と も で きま す 。 
この だ た だめ, ポイ ンタ (アド レス 値 ) を 要素 
と する 配列 や 考え ん る こと も で きま す 。 簡単 
な 例 で は 文字 列 を 要素 と する 1 次 元 配列 , 

char *g []= | 
"gundam", "gundam mkII”, 
"Z gundam", "gundam ZZ', 
"n gundam" 
hi 
が 考え られ ます 。 何 度 も 述べ まし た が , x 
字 列 その も の は アド レス 値 で すか ら , gt 
いう 配列 の 要素 は 5 つの アド レス に な り ま 
qa, 
g [0] は "gundam" と いう アド レス 
g [1] は "gundam mkII "と いう アド レス 
g [2] 32 eundam と いう ゲド ドレ え 
g [3] は "gundam ZZ” と いう アド レス 
g [4] は "n gundam'" と いう アド レス 

と がり よ ます 。 や うま て も を なく HgEOcChat 
※ と いう 表現 (char 型 へ の ポイ ンタ) は 
の 要素 が char 型 の デー タ を 指し 示す アド 
レス 値 で ある こと を 意味 し て いる の で す 。 
この よう な 配列 で は 各 有 要素 の 指し 示す 先 が 
実際 の 文字 の 並び に な り ま す ( 図 7)。 

を それでは, 配列 8g の 要素 を 指し 示す ポイ 
メック 変数 は どう 賞 計 は 
これ は ポイ ンタ 変数 の 指し 示す も の が る ら 
に ポイ ンタ で ある 場合 で す 。 

char *р; 
は D の 指し 示す も の が char 型 デー タ だ よ 

と いう 宣言 で し だ 。 い ま は D の 指し 示し た 
b の の 指し 示す も の が char 型 デー タ だ よ 
b Сб 

char * (*р); 
で いい の で す 。 実際 の 宣言 で て は 簡略 化し 。 
char ж жр; 

карт! Л» 004 эла и puas 


配列 の 先頭 アド レス (&g [0] すなわち g) 
を 代入 すれ ば , 


D ^ Фе [0 
ptl > &g [L 
B ま 2 = Qg D 
poc 0010 
pt4 > &g [4] 
ある い は , 
* р ^ 610) 
ж (р+1) > 9 ІП 
ж (р+2) > о [2] 
ж (р+3) — о [3] 
ж (D 十 4) > g [4] 


と いう 対応 を 取る こと が で きま す 。 
b L. ポイ ンタ 変数 D に よっ て gl2] (Т 

ЖЫР”? gundam") の 4 番目 の 文字 (g[2] 
ЗІ) を 参照 し た い 場 合 は , 

(ж (р+2)) [3] 
ある い は , 

* (* (p+2)+3) 
と いう 記述 を 使い ます 。g [0] の 最初 の 文 
£ (g [0] [0]) を 参照 する の な ら , 

ж (жр) 
すなわち , 

ж ※D 
で す 。 こ れ は ポイ ンタ 変数 D が 2 次 元 配列 
ぶ べ の ポイ シタ と 同等 で あろ こと を 示し て い ゆい 
iJ. すなわち , 参照 を 2 回 行う Ck 5 
る い は [| Ll と いう 操作 ) と 目的 と な る 
デー タ 型 の 有 要素 に 行き あ だ り ます 。 
ポイ ンタ へ の ポイ ンタ 変数 と 2 次 元 配列 
の 決定 的 な 違い は , 1 回 目 の 参照 で 行き あ 
だ る デー タ の 大 きる で す 。 2 次元 配列 の 場 
合 は 1 回目 の 参照 で 行き あたる も の は 大 き 
5 (配列 宣言 時 の [|] [L] で 2 つ 目 の [Il 
内 に 書か れる 値 ) の 定まっ て いる 1 次 元 配 
列 で す 。 こ の 1 次 元 配列 は メモ リ 上 に 連続 
し て 並ん で いま す 。 ポ イン タ へ の ボイン タ 
変数 の 場合 は メモ リ の どこ か 別 の 場所 に 存 
在 す る 配列 で , 特に 配列 の 大 きる が 等 し く 


な けれ ば な ら な いと いう 制限 は あり ませ ん 。 


先 の 配列 5 を 見 て わか る よう に , それ ぞ 
れ の 文字 列 の 大 きる (KI) は 一 定 で は あ 
り ま せん 。 こ の よう に , ボイン タ の 配列 や 
ポイ ンタ へ の ポイ ンタ 変数 は 大 きる の 異な 
る 配列 を 1 次 元 配 列 と し て 持つ と き に 便利 
て です 。 先 の 配列 & を , 

char-g | | 121= 4 
"gundam", gundam mkl”, 
"Z gundam”, "gundam 7/7”, 
"n gundam" 
E 
ро Коса L 729540 А = Y OK 
子 を 図 8 に 示し て お きま す の で , 図 7 と 比 


較 し て みて く 《 く だ きい 。 IOHLEE 
は 受け 入れ が だ いも の で す 。 文字 列 は ポイ 
ンタ を 表す は ず な の に , この 宣言 で は char 
列 の 配列 その も の と し て 使わ れ て いま す 。 
сае, ЖОШ Уо? С буны е, 
char g ОО 
ГОТ duas шу 
lg uw Hs od uds ms vs 
TEST TUI 
ауе duds m уй; 
Duong oq uds аяш, VE А 
Uns a m dz mus 
s 
と 正しく 解釈 し て くれ る よう で す (実際 私 
だ も も こう いう 意味 で 使い た い の て す )。 

と ころ で 、 星 が 2 つの **pDE い いう の ポ 
イン タ 変 数 の 宣言 が ある の で すか ら , жж 
*p と か ネネ ネネ *p と いう ポイ ンタ 変数 を 
ВЕЧА S ha ТоТ S neq uye 
0), 

int жж жр; 
は ボイン タ 変 数 D の 指し 示す も の が , ЖА 


図 7 ポイ ンタ を 使っ た 文字 列 の 格納 


アド レス は 連続 し 
た 領域 に 置か れる 


文字 列 の あい だ は 
すき 間 が あい て い 
る か も し れ な い 


8 2 次 元 配列 に よる 文字 列 の 格納 


各 要 素 の 大 き さ は 
固定 され て いる 
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ンタ (アド レス 値 ) で あり , その 指し 示す 
も の が ポイ ンタ (アド レス 値 ) で あり , る 
ら に その 指し 示す も の が int 型 データ で あ 
る と いう 年 言 で す 。 と て も や や こし 感じ 
ます が , 星 が 3 つ 以 上 の 宣言 を 実際 の プロ 
グラ ム で 見 か ける こと は まず あり ませ ん 
(СӨЗІ ИЕ; な に か の ペン ジン チマ ペー タプ アロ 
グラ ム で 10 個 ぐらい * が つく 例 を 見 た な 
あ )。 


関数 


C 言 語 で は 関数 べ へ の ポイ ンタ を 定義 する 
こと が で きま す 。 関数 自身 は 変数 で は な い 
の で す が , その 実体 は 変数 や 配列 と 同じ 
メモ リ 上 に 置か れ て いて , その 関数 の 入り 
日 に は 関数 名 と 1 対 1 に 対応 する ラベ ル が 
の 7 られ て いま す 。 ЛЛ, メモ リド 上 の ラ 
ベル し か 人 存在 し な い 配 列 名 が アド レス 値 を 
持っ て いる の と 同じ こと で , 関数 名 も アド 
レス 値 を 持っ て いる こと を 示す の で す 。 

この た め 関 数 の アド レス 値 は ポイ ンタ 変 

に 代入 し た り , 別 の 関数 へ の 引数 と し た 
b, 配列 の 要素 と する こと が で きる の で す 。 
変数 の と き と 同 じ 〈, 関数 を 指し 示す ポイ 
ンタ 変数 の 宣言 は 関数 の 戻り 値 の デー タ 型 
を 指定 する 宣言 に * ま を つけ て 行い ます 。int 
列 デ ー タ を 戻り 値 と する 関数 f O Er E (z, 

int put 
で し た が , int 型 を 戻り 値 と する 関数 を 指し 
示す ポイ ンタ 変数 fp は , 
int (жір) ( ) : 
に よら て 旧 言 し ます 、 単に ネ を つけ げた 
int *fp ( ) : 
t apta ДЕЛЕ ТІССІЗ 


表 2 の 演算 子 を 見 る と 関数 呼び 出し を 示 
す ( ) は ポイ ンタ 参照 の * よ り も 優先 順位 


が 高く な っ て いま す 。 したがって, 後者 は 


int 型 デー タ へ の ボ ポイ ンタ を 戻り 値 と する 


関数 の 意味 に な り ま す 。 前 者 は *fp で 呼ば 


れる 関数 と いう 意味 で す 。 

55, 関数 へ の ポイ ンタ 変数 に アド レス 
値 を 与え を る に は , 配列 の 場合 と 同じ 〈 関 数 
者 宅 代 人 人 し ます 。 だ た た ば 。 と いう 名 前 
の 関数 が あっ て fp が 関数 へ の ボイン タ 変 数 
で ある 場合 , 

Ipse sn 


に よら て Тр ЕИ ӨС ЕЛГЕ 3277. 


RU の と きま 7 も や コン シッ オラ の 都 
合 が 顔 を 出し て きま す 。 上 の 代入 の 場合 
コン パイ ラ が 人 f を 関数 と 認識 し て いな けれ 
ば な に が 起こ る か わか り ま せん 。 f は 通常 
の 変数 か も し れ ま せん し , 配列 名 か も し れ 
ませ ん 。 『 が 関数 名 て ある こと を る コンパ ィ 
ラ に 教え て や る た め に , を の 代入 より も 先 
に 関数 f の 定義 を 記述 する か , f が 関数 だ 
よ と いう 定 言 を する 必要 が あり ます 。 

f が 関数 だ ょ と いう 宣言 は 関数 f の 戻り 
EOT- NERT ITOT LT, 
関数 を 指し 示す ポイ ンタ 変数 所 に アド レス 
値 を 与 を た あお あと, その ポイ ンタ 変数 を 用 い 
て 関数 呼び 出し を 行う た め に は , 

(*fp) ( ) 
と いう 記述 を し ます 。 こ れ に よっ て ffp の 指 
し 示す 関数 f が 呼ば れる の で す 。 

も し , 関数 呼び 出し 時 に 引数 を 与え た ! 

れ ば , 

(fp) (a,b, с) 
な ど と ( ) 内 に 引数 を 記述 すれ ば いい で し 
i9 c8. (Dy сей рш 

も と も と LC 言語 て は 引数 の チェ ッ ク を 行 
わな い の で , ポイ ンタ の 指し 示す 実体 ( い 
ま は 関数 f ) で 定義 きれ て いる 引数 を 無視 
し た 形式 で 引数 を 渡し て か まい ませ ん 。 リ 
スト 8 に 関数 へ の ポイ ンタ を 利用 し た プロ 
グラ ム 例 を 示し て むき ます 。 


1: /% 
2: 関数 へ の ポイ ンタ を 用 いる 
3: 
4: の 例 で は 配列 要素 と し て 関数 の アド レス を 
5: 持ち 、 それ ら の 関数 を 順次 呼び 出し て いる 
6: 
T: ®/ 
8: double sin(),cos( ) , sqrt( ) ,1og( ) , exp( ) 
9: 
10: double (*#fp[5])()=( /* 関 数 へ の ポイ ンタ を 宣言 (ここ で は 配列 )*/ 
11: sin, cos, sqrt, log, exp 
12: }; 
12: 
14: сһаг *nam[]={ 
15: "віп, сов , "вагі", log", exp' 
16: +; 
iT: 
18: main() 
19: 
20: int 4: 
21: double г; 
22: 
23: for(iz0;i«5;i**)( 
24: r-(*fp[il)(3.14159); /* 関数 を 呼ぶ */ 
25: printf("*s(3.14159)-XfYXn",nam[i],r); 
26: ) 
21: | 
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私 た ち が 日 常 か か わっ て いる 対象 は 多く 
の 場合 「 構 造 」 を 持っ て いま す 。 た だ た と え ば, 
日 付 は 月 , H, 曜日 と いう 構造 を 持っ て い 
ます し , 個人 と いう デー タ は 名 前 , 性 別 , 
身長 , 体重 と いっ た 構造 を 持っ て いま す 。 

この 場合 の 構造 と は 複数 の 異な る (同じ 
で も いい が ) デー タ が 寄り 合わ きっ て ひと 
うに な っ る て いろ る こと を 京 只 し ます 。 だ と た 
d, 数 学 で は 複素 数 と いう デー タ を 使用 す 

る こと が あり ます が , これ は 実数 部 と 虚数 
部 と いう 構造 を 持っ た ひと つの デー タ で す 。 
この ょ うに 構造 を 持っ た デー タ の こと を C 
言語 で は 構造 体 と 呼び ます 。 た と えば , 

struct complex | 
double r; 
double 1; 
i 
は 複素 数 を 構造 体 官 言 し た 例 で す 。 ま ず 
struct (structure ; 構造 と いう 意味 ) と いう 
キー ワー ド が 構造 体 の 官 言 を 表し ます 。 次 
の complex は 構造 体 の 名 前 で す 。 こ れ は int 

と か double と か いう デー タ 型 の 名 前 に 対 
応 し て いま す 。 その 次 の { ) で complex と 
いう 構造 体 の 構造 を 定義 し て いま す 。 こ の 
場合 実数 部 を 示す double 型 の r と 虚数 部 
を 示す double 型 の i が あり ます 。 こ の 「rt 
i が 構造 体 の メン バ と 呼ば れる も の で す 。 

構造 体 を 宣言 する と それ を デー タ 型 と 同 
じ よ うに 使 み こも が で きす ます と X45, € 
の 構造 を 持っ た 変数 を 宣言 で きる の で す 。 
この complex で いう t, 

struct complex х,у,2; 
は complex と いう 構造 を 持つ 変数 XY,Z 
ТАН Se ус TD SS. a 
(be X. を は すべ さて と し まい うす 2 
Асеин 

構造 体 の メン バ を 参照 すみ ため に は : L 
いう 演算 子 を 用 いま す 。 x と いう 変数 が 
complex と いう 構造 を 持っ て いる 場合 , 

хг `: 複素 数 の 実数 部 

x.i | 複素 数 の 席 数 部 
を 表し ます 。 いま, この メン ペペ 自 身 は dou 
ble 型 と し て 宣言 8 きれ て いま すか ら , ING 
は ほか の 式 で double 型 デー タ と し て 使用 

し た り , double 型 の 数 値 や 変数 値 を 代入 す 
か こと 200 で きる の て ығ 

だ と えば , complex と いう 構造 を 持っ た 
ТЖК, Уу, ZT と Y を 加え て 2 に 代 
入 す る プ ブログ ラム は 複素 数 の 実数 部 と 虚数 


部 を 取り 出し て それ ぞ れ 足し 合わ せる , 
71.52 Же чурт 
Ж exp we ys 

で いう 記述 に な り ま す 。 

と ころ て で て, 上 の 例 で は complex o 5} 
造 の 宣言 と complex と い 35 構造 を 持つ 変数 
の 宣言 を 別々 に 行っ て いま す 。 しかし, 省 
略 が お 得意 の C 言 語 で は この 2 つの 宣言 を , 

struct complex | 
double r; 
double 1; 
|] 383.5) 
と は きも め て 記述 する こと も て さき ます 。 さ まさ 
プロ グラ ム で 宣言 され る すべ て の 変数 (ІН 
数 の 引数 宣言 を 含む ) の 中 で x, Y, zJ) 
外 が complex と いう 構造 を 持た な い の で あ 
Dl ИЕ pS, 
{ double г; double 1;) 
と いう 構造 に complex と いう 名 前 を つけ る 
意義 が な く な っ て し まい ます 。 その と き は 
complex と いう 名 前 を 省略 し て , 


struct | 
double r; 
double 1; 
<. 


сео вет ОО ТЛ» XX. S 2% 
2°, 

{ double r; double i;j 
と いう 構造 を 持っ た 変数 で す よ と 直接 宣言 
する る の て すず す 。 20, 


struct | 
double r; 
double i; ' 
j 


の 部 分 が x, Y, Z の デー タ 型 を 表す も の 
っ て か まい ませ ん 4。 
で すか ら typedef に よっ て 構造 体 は デー 

タ 型 と し て 定義 むす る こと が で きま す 。 

typedef struct 1 

double r; 
double 1; 

} COMPL ; 

と いう 記述 は , 
{ double г; double 1;) 

と いう 構造 を 持っ た COMPL と いう デー タ 
型 を 定義 し て いま す 。 先 の 例 の よう に ある 
構造 に 対し て complex と いう 名 前 し か つい 
て な い の で あれ ば 変数 を 宣言 する ご と に :, 

Struct complex х; 
な ど と struct と いう キー ワー ド を 必ず つけ 
な けれ ば な り ま せん 。 し か し , COMPL の よ 
うに デー タ 型 と し て 宣言 きれ て いる と 。 € 
の 構造 を 持つ 変数 の 宣言 は , 

COMPL х; 


と 簡潔 に 行う こと が で きま す 。 

ST, これ まで の 複素 数 の 例 は 構造 体 の 
2 つの メン バ が 同じ double 型 を し て いま 
し だ た 。 それなら ば , 2 要素 か が から な る double 
型 の 1 次 元 配列 を 用 いて も 同じ よう な こと 
が て きま よ ます 。typedef に よっ て , 

typedef double ACOMPL [2] ; 
と 宣言 する こと で ACOMPL 型 を 宣言 し ま 
Tu ЕЕ 

COMPL: x: 
РЕБЕ, 

АСОМРІ у; 
と 宣言 し た 変数 Y と で は , 
у [0] 

x41 ^ у [1 
と な る 程度 で あと は 大差 が な いま よ まう に 思 ま 
ます 。 しかし, 実は 決定 的 な 違い が あり ま 
す 。 こ れ は 構造 体 と 配列 の 違い で す (АСО 
MPL の 実体 は 配列 で す )。 構 造 体 は 別 の 構 
造 体 の 内 容 を 直接 代入 する こと が で きま す 。 
ある い は , 構造 体 は 関数 の 引数 し な る こと 
も 関数 の 戻り 値 し な る こと も で きま す 。 配 
別 て は その よう みな こと ょ は て さき ませ ん 4。 

ある い は , 構造 体 は 各 メ ン バ の デー タ 型 
が 違っ て いて も か まい ませ ん 。 し か し , 配 
列 は 要素 (メン バ に 対応 ) の デー タ 型 は す 
べべ て 同じ で な けれ は ば な り ま せん 。 この よう 
な 理由 で 構造 体 は 配列 より も 格段 に 扱い や 
すい も の と いえ ます 。 また, 構造 体 の 場合 
は メン バ を 名 前 で 参照 で きる (配列 な ら ば 
添字 に よる ) こと も プロ グラ ム の 読み や す 


X. r ы 


る を 向上 る きせ て いま す 。 

以上 の よう に , 複素 数 は 配列 で も 表す こ 
と が で きる の て 構造 体 の 例 と し し て は 面白 い 
も の で は あり ませ ん 。 しかし, 乗り 掛か っ 
だ 舟 で す 。 リ スト 9 に 複素 数 を 構造 体 で 実 
現す る ブロ グラ ム 例 を 示し て お きま す 。 構 
造 体 が 引数 で 渡る れ た り , 関数 の 戻り 値 と 
な っ て いる こと を 確か め て 〈 く だ さる いね 。 

構造 体 の 構造 を アモ ン ブ リ 言語 の 観点 か 
ら 6 考え て み ま し ょ う 。 いま, 例 と し て 次 の 
ょ うな 構造 体 を 考え まし ょ 2 う 。 


struct parsonal | 


char жпате;/ж 名 前 */ 
char age: /ж 年齢 */ 
double hight; /* 身長 */ 


double weight:/* 体重 */ 


double b: /ж s3x ha 
double w; /ж ok ak 
double h; Е Bum 

| погір; 


これ は 個人 に 関す る デー タ を 示す 構造 体 
で す 。 い ま は personal と いう 構造 体 の 宣言 
と と も に , その 構造 を 持つ norip と い 5 変数 
が 宣言 され て いま す 。 変 数 が 定 言 きれ る と 
を の 実体 が メモ リ 上 に 確保 さき れ ま す 。 こ の 
点 は , 構造 を 持っ た 変数 し いっ て も ほか の 
デー タ 型 の 変数 と 変わ りあ り ま せん 。 

と の と き 。 メ スモ リ 上 に は 各 メ シン パ の 値 を 
格納 する の に 十分 な だ け の 領域 が 割り 当て 
られ て いき ます 。 だ と ん ば , mame( ポ イン 
ARRO の た め に 4 バイト, age (char?) 


1: /% 

2: 関数 の 引数 や や 戻り 値 に な る 構造 価 
3: %/ 

4 

8: 

6: COMPL cadd(x,y). 

1: COMPL x,y; 

8: ( 

9: Х.Г +> VM お! 

10: } 


12: COMPL cmul(x,y) /* 複素 数 の 積 */ 


13: COMPL х,у; 


I4: | 

15: COMPL m 

16: m.r = x.r * y.r - x. 
IT: m.i 2 x.r £ y.i + x. 
18: return(m): 

19: | 

20: 


х.1 += y.i; 


: typedef struct ( double г; double і; ) COMPL; 


/* 複素 数 の 和 */ 


return(í(x); 


21: COMPL makc(x,y) /* 複素 数 を 作る */ 


22: double x,y; 


: | 
24: COMPL c; 


25: с.га x; с.1 = у; 


26: | 
28: main() 
30: COMPL a,b,c.: 


32: а=такс(1.414, 2.236); 
33:  cscadd(a,b); 


return(í(c); 


bzmakc(3.141, 2.818); 


34:  printf("(1.414,2.236)*(3.141,2.818)- (Nf, XP) n , c.r, 6.1); 


36: azmakc(1.414, 2.236); 
37:  czemul(a,b); 


bzmakc(3.141, 2.818); 


38:  printf("(1.414,2.236)t(3.141,2.818) (Xf, NP) m ,с.г,с.1); 
} 
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の だ た だめ に 1 バイト, hight (double 型 ) の た 
め に 8 バイ ト 。…… と 09 う で の て 9。 x 
の と きじ コン パイ ラ は メン バ の 表す 位置 を 
先頭 か ら の オフ セッ ト と し て 覚え て お むく の 
で す 。 こ の 様子 を 図 9 に 示し ます 。 

を そし て プ ブログ ラム が 構造 体 の ある メン バ 
を 参照 する と き , CPU は 変数 の 先頭 アド レ 
ス に メン バ の 持っ て いる オフ ャ セット を 加え ぇ 
に プア ネト ホレス を 参 有 曲 す る の て す 。 つ まり 。 
weight と いう メン バ の 値 を 見 だ たい とき は , 

norip の 先頭 アプ ドレ ス + 16 
番地 か ら double 型 の ダー タ を リード し て 
くる こと に な り ま す 。 Б, лс ОЕ АО 
算 の うち , char 型 と int 型 は 整数 , float 型 と 
double 型 は 浮動 小数 点 を 表し ます 。 なお, 
この と き の 加 算 は オフ ャ ッ ト を 素直 に 加え ぇ 
る だ け で す (配列 名 や ポイ ンタ 変数 で は デ 
ー タ 型 の 大 きる を 掛け 算 し て 加え て いた )。 
これ は CPU で いう と ディ ルス ジル イス メン 
ド の きき ア ドレ ッッ ツ シグ に 相当 し ます 。 

と ころ で , 図 9 で は age を 表す 領域 
height £ 3€ 3 HIRO А OUI 
ミ が 詰まっ て いて , height を 表す 領域 の 先 
頭 を 切り の いい アド レス に な る よう に 調整 
し て あり ます 。 突 際 の し ユ シ パ イラ て は こと 
sued вота 
が メモ リ を 参照 すみ る とき, も っ と も 都合 ヵ 
いい よう に 調整 る れる の で す (Ж 
ス サ イ クル で デー タ を 参照 で きる よう に 叫 
か れる )。 ЖЕ, 68000 用 の XC の 場合 は 1 
У Pe p se 

この よう に , 構造 体 の 各 メ ン バ に 対す る 
傾 域 は 配列 と は 異な り , 連続 し た メモ リ に 
割り 当て られ る と は 限り ませ ん 。 と どこに 割 
り 当 て られ だ か を 知っ て いる の は コン バイ 
ジ だ けり な の て すす 。 し か し 。 デ ログ ラム か がら 
は 各 メ ン バ は 名 前 で 参照 する こと が 原則 な 
DTe TRAFAN 


ET ИЕ ЫЕ 
図 9 構造 体 の 例 
オフ セッ ト 


name (+0) 
аре (+ 4) 


height (+ 8) 


) 
) 
|) 
) weight (+16) 
| 


b (+24) 
| w (+32) 
| һ (4-40) 
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3 バイト の ゴゴ 


ANGIOLA 


- 対 する 領域 が メモ リ 上 で 
どう いう で あい に 割り 当て られ て いよ う が 


ЖИЕ 


Bios КЮ АЕ) EOTBINOS O HTE М, 
"T. 4 22. 
に 並べ で だ も の が 構造 体 に すぎ な いと 思っ 
人 は な か な か キレ る 人 で す 。 к. 


大 きる が 異な る た め 配 列 と 同様 の 添字 で は 


参照 する こと が で きま せん 。 そこで 先頭 か 
ら の オフ セッ ト ( メ ン バ に 1 対 1 対応 する ) 
を 添字 の 代わ り に 使用 し て いる の で す 。 

が が この よう が こと を いい 当 し た か ん たい 
う と , 構造 体 も 配列 と 同様 な 方 法 で 初期 化 
2... 

人 和 要素 の 初期 値 を 順番 に 記述 し て いく 〈 く こ 

G pipa 
合 も 同様 に {と } の あい だ に 各 メ ン バ の 初 
期 値 を 順番 に 記述 し て いけ ば いい の で す 。 

前 の 節 で 定義 し た personal と いう 構造 を 
持つ norip と いう 変数 の 各 メ ン バ を , 


name $e "Noriko зака” 
age cx 18 
height = 157.0 
weight = 40. 0 
b v 78. 0 
W £= 27.0 
һ e 84, 0 
と いう 値 で 初期 化す る た め に は , 
struct parsonal погір = | 


"Noriko Sakai”, 
18; 194.0,. 20.0, 
78.0;. SE L0 
m 
で よい の で す 。 配列 の 場合 し ほとん ど 変 わ 
る と ころ は あり ませ ん ね 。 
2, 構造 価 は ひと つの デー タ と し て 扱 
うこ と が で きま すか ら , 構造 体 の 配列 も 考 
えら れ ま す 。 構造 体 の 1 次 元 配 列 (2 次 元 
以上 の 配列 も 考え られ る が 見 る こと は まず 
な い ) は イメ ー ジ 的 に は 配列 (構造 体 の こ 
と ) の 1 次元 配列 と な り ま すか ら 2 次元 配 
列 と 同等 で す 。 し た が っ て , 構造 体 の 1 次 
元 配列 の 初期 化 は 2 次 元 配列 の 初期 化 と 同 
様 に 行え を ます 。 上 の 例 で は 
struct parsonalidle | | = { 
{ Noriko Sakai", 
18, 154,0, 40.0, 
(9, U^ 9720; 84.0 j, 
{ "Матіко Tanaka", 
15; 156.0... 43.0, 
80.0.. 56,0. 82,0. 2; 
{ "Maha Hamada”, 
152% 161.0, 46,0; 
78.0, 60.0, 83.0 ) 


ka 
ある い は , AWO {} を 省略 し た , 
struct parsonal idle | | — 1 
"Noriko Sakai”, 
18, 194,05 -40 0. 
15.0. 57,0. 84.0, 
"Mamiko Tanaka", 
15, 156,0, 43,0, 
505. 56.0. 520 
"Maha Hamada 
15, 161.0, 46,0, 
18.0, 60.0, 83. 0 
Ж 
で 初期 化 を 行う こと が で きま す 。 
K&R で は 自動 的 変数 で 与え られ だ 構造 
体 に つい て も , 配列 と 同様 に 初期 化 で きる 
こよ に な っ て いま すか が ЖАЛАСЫ XQ 


は が ボード し て ゆい がい よう て す 。 


ら e LTs —— T f ンタ 変数 
の 宣言 は , 構造 体 の 官 言 で 変数 名 の 前 に * 
を つけ る こと で 行い ます 。 こ れ は 通常 の 変 
数 や 配列 を 指し 示す ポイ ンタ 変数 の 宣言 と 
同様 で す 。 だ た と えば , 

struct personal ж idle; 
と は personal El い x .. 


意味 し ます 。 du i ied 
構造 体 び ある と 宣言 され て いる 変数 は & 演 
算 子 に よっ て その 先頭 アド レス を 取り 出す 
2 S T 3g. 

導 に ポイ ンタ 変数 か ら そ れ が 指し 示す 構 
造 体 の メン バ を 参照 する に は , や は り , 演 
算 子 を 使用 し ます 。 上 の よう に 構造 体 を 指 
し 示す ポイ ンタ 変数 idle が 宣言 る きれ て いる 
ЕЗ, 構造 体 personal( 前 節 で 定義 し た の と 
同じ と し て ) の 各 メ ン バ の 参照 は, 

(* idle). name 
(*k idle). height 
な だ と と いう 記述 で 行 じ ます 。 

し か し , 構造 体 を 指し 示す ポイ ンタ 変数 
か ら メ ン バ を 参照 する こと は し ば し ば 行わ 
れる だ た だ めか, その た だ ため に 特別 な 演算 子 が 用 
意 き れ て いま す 。 を それ が 一 う と いう 矢印 み 
だ た いな 演算 子 で す 。 こ の 演算 子 を 使え を ば 上 
の メン バ の 参照 は , 

idle 一 > name 

idle 一 > height 
ЕРЕШЕ Фес ЫС きま ОИ ор ЦА 
2 BE の は は ほか が の ジロ グラ ミン グ 言 語 で て 見 が 


ける こと が あり ませ ん か ら , この 記号 を 多 
用 し て いる と いか に も CC 言語 を 使っ て いる 
と いう 気 に な り ま すね 。 

関数 へ の 値 の 受け 渡し の ほか に , 構造 体 
を 指し 示す ポイ ンタ 変数 が よく 用 いら れる 
の は 線形 り リスト (大 きき る が 決ま っ て いな い 
配列 みた いな も の ) の 構造 を 表現 する と き 
で す 。 こ れ は 図 10 に 示す よう に ある 要素 ( 構 
造 体 ) が ポイ ンタ に よっ て 次 か ら 次 へ 連ね 
られ だ も の で す 。 各 要素 は 必ず 次 の 要素 を 
指し 示す ポイ ンタ を 持っ て いま す 。 そして, 
最後 の 要素 の ポイ ンタ は 「 ど こも 指し 示し 
て いな い 」 を いう 証 に な っ て いま す 。 

と ころ で , 配列 の 宣言 で は 配列 の 大 きる 
([ ] の 中 で 宣言 する や つ ) を 同時 に 宣言 
し な けれ ば な り ま せん 。 この た だ ため, 配列 の 
大 きる を 越え て 配列 要素 を 持つ こと は で き 
ませ ん 。 すなわち , 宣言 し た 配列 の 要素 を 
使い 切っ て いる と き ,。 さら に 新しい 要素 が 
必要 に な っ て も どう し よう も あり ませ ん 。 
し か し , 線形 リス ト に は 大 きき る と いう 概念 
が あり ませ ん か ら , 簡単 に 新た な 要素 を つ 
け 加 を る こと が で きま す 。 こ の と き は , W 
し い 妥 素 を 用 意 し て , 現在 の 線形 リス ト の 
終わ り の 要素 の ポイ ンタ を を その 要素 を 指し 
示す よう に 変更 する だ け で いい の で す ( 図 
11). この 点 , 線形 リス ト は 配列 より も 柔軟 
性 が あり ます 。 線形 リ スト を 宣言 する 具体 
的 な 例 は 次 の よう な も の で す 。 

typedef struct —lis Í 


これ は 線形 リス ト の ひと つの 要素 の デー 
久 型 LIS を 定義 し て いま す 。 こ の 定義 で , 

struct — lis * next; 
の 部 分 が 次 の 要素 へ の ポイ ンタ の 宣言 で す 。 
この 定義 で は 一 lis と いう 構造 体 を 宣言 す 
る の に is を 々 参照 し て に る さよ うに 見 えま 
+, しかし, 構造 体 の 中 で 宣言 し て いる の 
は hs へ の ポイ ンタ (4 バイ ト の 領域 で 一 
js の 構造 に は 無関係 ) で あっ て , 一 lis の 構 
JU Ab b ТЛ» блот оф Бр 
いう 構造 体 が 存在 する ん だ よ と いう こと きる き 
え わ か っ て いれ ば いい の で す 。 上 の 例 で は 
next と いう ポイ ンタ を 富 言 する 1 ЕО, 

typedef struct _lis | 
と いう 部 分 で 一 lis と いう 構造 体 が ある こ 
と が お も か ろ て いる の て コン パイ ラ に 混乱 


図 10 線形 リス ト の 例 


は な に も 起こ り ま せん 。 リス ト 10 に ここ で 
定義 し た 線形 リス ト を 操作 する プロ グラ ム 
を 示し て お きま す 。 


言語 で て は 構造 体 に よく 似 た デー タ 型 と 
し て 共用 体 が 使え ます 。 共 用 体 の 宣言 の 例 
は 次 の も の が 考え られ ます 。 
union data | 
char €; 
short s; 
int i 
| р; 
これ は data と いう 共用 体 の 宣言 で 、 その 
構造 は { } 内 で 示さ れ て いま す 。 構造 体 の 


図 11 要素 の 追加 


struct lis :**next; / ネ 次 へ の ポ 
АУ EE s 
int num; /*4HHuelewx/ 
char xname; /ж 名 前 ж/ 
ЖЕСЕ 
1: /% 32: lis->next = e; /* ポイ ンタ の つけ か え */ 
2: 線形 リス ト を 扱う プロ グラ ム 33: }; 
2: */ 34: 
4: #include <stdlib.h> /* malloc を 使う */ 35: void print lis(lis) 
5: typedef struct lis ( /* LIS 型 の 宣言 */ 36: LIS tlis; 
6: struct lis *next; 41: I 
T! int num; 48: int с=@0; 
8: char *name ; 39: while(1is->next ) { 
9: | LIS: 40: printf("[ (%4) %в ]>", 1is->num, 1is->name ) : 
10: /* 41: if(++c 3)[ с=0; printf("Xn"):) 
11: 用意 し た 関数 42: lis = lis->next; /* 次 の 要素 */ 
12: 43: ) 
13: LIS *make cell(int num, char *name ) 要素 を 作る 44:  printf("[ (Xd) %в ]\n\n",1is->num,1is->name) : 
14: void append (LIS *L, LIS ЖЕ) L の 最後 に F を 追加 する 45: } 
15: void print lis(LIS *L) L を プリ ント する 46: 
16: */ 47: LIS *root; 
17: LIS *make се11(пи,па) 48: 
18: int nu; 49: main() 
19: char *na; 50: ( 
20: ( 51: root = make cell(1," アム ロロ |+"); 
21: LIS *ep; 52: print lis(root); 
22: ep - malloc(sizeof(LIS)); /* 領域 を 取る */ 53: 
23: ep->next = 0; ep->num = nu; ep->name = na; 54: append(root, make_oel1(2," カ ミー ユ ビダン 「") ) : 
24: return(ep); 55: print lis(root) : 
29: ) 56: 
26: 5T: append(root, make ce11(3," ジ ュ ド ー アー シタ ") ) : 


27: void append(lis,e) 
28: LIS *lis; 


29: LIS же; 
30: 
al: while(lis-»next) 1із++; 


58: print lis(root); 


60: append(root, make се11(4,"71)4 マッ ケン ジー") ) : 
BI: print lis(root); 


/* 終わ り を 探す */ 52: | 
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次 営 も を 比 べ る 上 と Struct と い テ キー ワー トド の 
union (連合 の 意 ) に 置き 換 わ っ だ た だけ て す 。 
メン ババ 参照 も 構造 体 し まったく 同じ で す 。 
た だ 構造 体 と 異な る の は 構造 の 違い で す 。 
先 に 構造 体 の メン バ は メモ リ 上 に お ける 先 
頭 か ら の オフ キッ ト を 示し て いる と 説明 し 
まし た 。 共 用 体 し は これ の 特殊 な 場合 で オ 
フット が すべ て 0 と し て 扱わ れる も の を 
いい ます 。 つ まり , 上 の data と いう 共用 体 
の メン バ は メモ リ 上 の 同じ 位置 を 示し て い 
27 (Q2. $2405, で (char 型 ) と い 
フ 2 メ ン バ ル な ら 1 バ イト 分 、③ (short mti) 
と いう メン バ な ら 2 バイ ト 分 。 i (п) 
だ (サス メン が な らら よ バ イト 分 の デー タ を そる 
の 位置 か ら 読み 書き で きる の で す 。 
共用 体 は 構造 体 と 組み 合わ せ て 用 いら れ 
мы аа алға А s e 
union Í 
int word; 
struct { 
short high; 
short low; 
) hword: 
|^ REG; 
¿ o5 RBS, 
struct | 
short low; 
short high; 
|^ hword; 
と いう 構造 体 と int 型 の 変数 word を メモ リ 


ビッ ト フ ィ ー ル ド 
世の中 に は デー タ 長 を 表す の に 4 ピッ ト や | 


ビッ ト で 十分 と いう と きも あり ます 。 た と えば , 
10 進 数 の | 桁 を 表現 する た め に は 4 ビッ ト C+ 


分 で すし , な に か の 状態 の オン / オ フ な ら 1 ビ ピ 
ッ ト で 十分 で す 。 4 ビッ ト や | ビッ ト て 表現 可 
能 な 変数 の た め に わざ わざ 8 ビッ ト も メモ リ を 使 
う の は も っ た いな いと 思う 人 が いる か も し われ ま 
せん 。 こ の よう な 人 の た め を 思っ て か どう か 知 
り ま せん が 。 C 置 語 で は ビッ ント フィ ー ル トド と い 
う デ ー タ を 使え る よう に な っ て いま す 。 

これ は 任意 の ヒッ ト 長 (と いっ て も , その 上 
限 は C コ ン バ パイ ラ に よっ て まち まち ) を 持っ た 
整数 デー タ で す 。 こ の ビッ ト フ ィ ー ル ド は 構造 
体 の メン バ と し て 宣言 て で きま す 。 ヒ ビット フィ ー 
- ル ド の 宣言 は 通常 の 構造 体 の 宣言 と 同様 な 形式 
で 行い ます が , 各 メ ン バ の 名 前 の 後ろ に コロ ン 
(:) を つけ て ビッ ト 長 を 指定 し ます 。 

た と えば , 68000 の CPU の ステ ー タ スレ ジス タ 
は ビッ ト フ ィ ー ル トド を 用 いて , 


struct { 

unsigned int с: 1 :/* キャ リー ж/ 
unsigned int v :| :/* オー バー フロ ー */ 
unsigned int z :| :/* ゼロ ж/ 
unsigned int n :| :/* ネガ ティ ブ ж/ 
unsigned int x :| :/* 拡張 */ 
unsigned int 3./ж タミー ж/ 


unsigned int imask :3 :/* 割り 込み マス 2 */ 
unsigned int 22./ж ダミ ー */ 
unsigned int super :1 ;/* スー パー バイ ザ */ 
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上 で 共有 する こと を 指定 する も の で す 。 こ 
の よう な か 構造 を 持つ 共用 体 と し て 宣言 され 
だ た REG と いう 変数 は (それ が 割り 当て られ 
た メモ リ 領 域 に 対し て ), 
КЕС. word 
で 全体 を 参照 する こと も で きま す が , 
REG. hword. high 
о Лб» Кш, 
REG. hword. low 
に よっ て 下位 16 ビ ッ ト を 参照 する こと が で 
きる よう に な り 0 ます 。 

し か し , これ は 構造 体 や 共用 体 の メン バ 
が メモ リト 上 で と どの よう に 領域 を 割り 当て ら 
し て いる の が を 知っ て いな けれ れれ は な が な が 
活用 で きる も の で は あり ませ ん 。 こ れこ を 
コン パイ ラ の クセ や アセ ンプ ブラ の 知識 を も 
ろ に 使用 する も の で あり , 共用 体 が 自由 に 
fz s ЭЛЕ, あかみ た ば は も うら 言語 
の 上 級 者 に な っ だ と いっ て いい で し ょ 2 う 。 

共用 体 は OS や コン パイ ラ な どの 基本 プ 
ログ ラム を C 言 語 で 記述 する と き に 使用 す 
る こと が あり ます が , 構造 体 し は 異な り , 
あま り 使用 きれ る こと は あり ませ ん 。 

* * * 

ANSI 規 格 の 制定 も いよ いよ 最終 段階 に 
А), 現在 C 言 語 は 大 き な 変 革 を 迎え よう 
も も いま す 。 し が し 。 £ m aasan 
様 が 制定 され よう と 言語 は 現在 の 延長 上 に 
成立 する も の で す 。 今回 の 入門 で は C 言 語 
に 関す る 仕様 に つい て ANSGSI 規 格 を ある 程 


度 意識 し まし た が , それ と 従来 の 仕様 を 特 
に 区 別 は し て いま せん 。 原 則 的 に は XC を 標 
準 し と し て あり ます が , 便利 だ と 考え られ る 
も の は ANGI 仕 様 を 適宜 取り 込ん で 説明 し 
を きま し だ だ (GCC で は Traditional 3 7 
ョ ン が 必要 な 場合 が あり ます ) 

少し 長め の 原稿 に な り ま し た が , 高級 ア 
セン ブラ と 呼ば れる CC 言語 に 対し て 私 が 感 
じ て い る イメ ー ジ を な ん と か 表現 で きた と 
思い ます 。 や は りな に か を 学ぶ 場合 , 形 ( 文 
法 ) だ け を 覚え て も 応用 が きき ませ ん 。 € 
の 背後 に ある 概念 や 意義 を 自分 な り に 把握 
す あ こま が 大 切な の て す 。 そ を そう いつ っ だ みえ 
方 を 身 に つけ る 手助け に な れ ば 幸い で す 。 
参考 文献 
1) カー ニハ ン , リ ッ チ ー,「 プ ログ ラミ ング 言語 C 
第 2 版 」, 1989 年 . 共立 出版 
2) 米田 ( 編 ).「C 一 一 言語 し と プロ グラ ミン グー 一 」, 
産業 図書 , 1982 年 . 


図 12 共用 体 の 例 
し バイト 


unsigned int Ui Wc ж/ 
unsigned int trace :1 ;/* トレ ー ス ж/ 
] SR; 


と 表現 で きま す 。 メ ン バ の 宣言 に つい た unsign 
ed は この メン バ (ビッ ト フ フィー ルド) を ほか の 
char 型 や int 型 の 整数 に 代入 する と き 符 号 拡張 を 
行う な と いう 指定 で す 。unsigned が つい て いな 
けれ ば 代入 の と き 符 号 拡張 され て し まい ます 。 
メン バ の 名 前 が な い 宣 言 は た だ その ビッ ト 長 

の 領域 だ け 確保 する た め の 宣 言 で す 。 この 領域 
は あと か ら 参 照 す る こと が で きま せん (メン バ 
名 が な い の で 当たり 前 ) ビッ ト フ ィ ー ル ド は 原 
則 的 に は メモ リ 上 に | ビッ ト ず つ 順 番 に 領域 を 
割り 当て て いき ます か ら , 上 の SR と いう 変数 は 
I6 ビ ピット の 領域 を 占め ます 。 それでいて, 

SR.x テ 0: 

SR.imask- 3; 

оу —SR.v; 
な ど と 構造 体 の 普通 の メン バ と 区 別 な く 使 用 す 
る こと が で きま すか ら 便 利 だ と いえ る か も し れ 
ませ ん 。 し か し CPU に と っ て みれ ば は 。 パ イト ア 
ドレ ス し か な い メ モリ を ビット 単位 に 参照 し よ 
うと いう の で すか ら 実 行 時 間 が か か っ て し まう 
こと を 考慮 に 入れ ね ば な り ま せん 。 

経験 的 に は , ビッ ト フ ィ ー ル ド は 先 に 示し た 

共用 体 と ペア で 用 いる こと が 多い よう で す 。 た 
と えば , 上 の 例 の フラ グ 部 分 を B と いう 構造 体 
THEEL, それ を char 型 の CC と union で つない だ 
構造 を SR と いう 変数 で 宣言 し ます 。 

union { 


char CC; /ж フラ グ 全 体 */ 


struct ( 

unsigned int c :| :/※ キ ャ リー ж/ 
unsigned int v :| ;:/* オー バー フロ ー */ 
unsigned int z :| :/※ ネ ゼロ ж/ 
unsigned int n :| :/* ネ ネガティブ ж/ 
unsigned int x :| :/* 拡 張 */ 

| В; 

) ӨК; 


フラ グ ク 全体 を 参照 し た いと き に は CC を 使用 し 
X, 
SR.CC 
で 行え ます し , 個々 の ビッ ト を 参照 し た いと き 
は B の ほう を 用 いて , 
SR.B.z 
な ど と で きる か ら で す 。 

ビッ ト フ ィ ー ル ド の 実現 は ANSI 規格 で さえ も 
各 コ ン パ イラ に 任せ られ て いる 部 分 が 多い 不明 
権 な 部 分 で す 。 ヒ ッ ト フ ィ ー ル ド は メモ リ 上 で 
は ワー ド デ ー タ を 基本 と し て その 端 か ら 順 に 割 
り 当 て られ て いき ます が ,. それ が 左 (MSB 側 ) 
か ら か , Ж (LSB 側 ) か ら か は コン パイ ラ 任 せ 
の 最たる も の で す 。 これ は 特に 共用 体 と と も に 
用 いら れる 場合 (この 場合 が 圧倒 的 に 多い ), С 
言語 の 異 機種 閥 の 移植 を 困難 に する 第 一 の 原因 
と な っ て いま す 。 

で すか ら , ビッ ト フ ィ ー ル ド や 共用 体 を 用 い 
る 場合 は で きる だ け わ か りや すく (ある い は ., 
移植 し や すい よう に ) プロ グラ ム を 書い て 移植 
時 の 妨げ に な ら な いよ うに し な けれ は な り ま せ 
ん (も っ と も , 個人 的 な プロ グラ ム で は な に を 
や っ て も 許さ れる の で す が )。 


s フ ァイル か ら の 入出 力 
#include <stdio. h> 
FILE *fopen (name, mode) 


char * name ; ファ イル 名 
char ж mode ; ォ ー フ プン モー ド 


機能 : ファ イル の オー プン 。 オ ー プ ン で きた ら フ ァイル ボ ポインタ 
を 返す 。 オ ー ブ ン に 失敗 し た 6 ら (FILE* ) NULL を 返す 。 モ 
ー ド は 以下 の と ちり 。 
r С 読み 込み モー ド 。 フ ァイル が 存在 し な けれ ば エラ ー。 
r+ : 読み 書き モー ド 。 ほ か は r と 同じ 。 
у 21 書き込み モー ド 。 フ ァイル が 存在 すれ ば ファ イル 長 
が 0 に な る 。 存在 し な けれ ば 新規 作成 。 
w+ : 読み 書き モー ド 。 ほ か は w と 同じ 。 
a  : 追加 モー ド 。 フ ァイル が 存在 すれ ば ファ イル の 終わ 
りか ら 書 き 込 み オ ー プ ン 。 存在 し な けれ ば 新規 作成 。 
a+ : 読み 書き モー ド 。 ほ か は a と 同じ 。 
・ テ キス トモ ー ド 。 入力 時 は CR/LF を LF に , 出力 時 は 
その 逆 の 変換 を 行う 。 
b ・ バ イナ リモ ー ド 。 な に も 変換 は 行わ な い 。 
int fclose (stream) 
FILE *stream : ファ イル ポイ ンタ 
機能 : ファ イル の クロ ー ズ 。 
char *fgets (str, n, stream) 


char * str; 詠み 込み バッ ファ へ の ポイ ンタ 
char жп; 読み 込み バイ ト 数 
FILE * stream : ファ イル ボイン タ 


機能 チキ スト ファ イル か ら 1 行 単位 で 読み 込む 。 


int fputs (str, stream) 


char * str ; 書き 出し 文字 列 へ の ポイ ンタ 
FILE *stream ; ファ イル ポイ ンタ 


機能 :・ テ キス ト フ ァイル に 文字 列 を 書き 出す 。 
int fgetc (stream) 


FILE *stream : ファ イル ポイ ンタ 
機能 ' テ キス ト フ ァイル か ら 1 文字 単位 で 文字 列 を 読み 込む 。 
int fputc (c, stream) 
It с: 書き 出し 文字 
FILE * stream : ファ イル ポイ ンタ 


機能 ・ テ キス ト フ ァイル に 1 文字 書き 出す 。 
int fread (str, size, item, stream) 


char * str; 読み 込み バッ ファ へ の ポイ ンタ 
int size : デー タ サ イズ 
int item : デー タ 項 目 数 
FILE *stream : プア ァイル ポ ボイン シタ 
機能 バイ ナリ ファ イル か ら 指 定 バ イト 数 を 読み 込む 。 
int fwrite (str, size, item, stream) 
char * str; 書き 出し バッ ファ へ の ポイ ンタ 
int size ; デー タ サ イズ 
int item ; デー タ 項 目 数 
FILE * stream ; ファ イル ボ ポイ ンタ 


機能 : バイ ナリ ファ イル へ 指定 バイ ト 数 を 書き 出す 。 
int fseek (stream, offset, pos) 


FILE * stream ; ファ イル ボイン タ 々 
long offset ; 起点 か ら の オフ セッ ト 
int ро; 位置 の 起点 を 示す モー ド 


機能 : ファ イル の pos で 示 き れる 起点 か ら offset バ イト 目 へ 移動 す 
ОТ 
起点 pos の モー ド は , 以下 の よう に な だ っ て いる 。 
0: ファ イル の 先頭 
1 : ファ イル の 現在 位 直 
2: フ ァイル の 終端 
long ftell (stream) 
FILE * stream : ファ イル ポイ ンタ 


機能 : ファ イル の 現在 の オフ セット を 侍 る 。 
int feof (stream) 
FILE * stream ; 
機能 : ファ イル が EOF か どう か を 調べ る 。 
e 文字 列 操作 関連 
Еіпсішде (string. h> 
int strlen (str) ; 


char x*str ; 


ファ イル ポイ ンタ 


機能 : 文字 列 str の NULL を 除い た 長き を 返す 。 


char *strcpy (str1, st 
char * str1, * str2; 


|913 


機能 : 文字 列 str2 を str1 に コピ ー す る 。 
char *strncpy (str, str, п); 


char * strl, ж5 2; 
int n; 


機能 : 文字 列 str2 を 最大 nm バイ ト strl1 に コピ ー す る 。 
char *strcat (str1, str2): 


char * str1, Жїг2; 


機能 : 文字 列 str2 を str1 に 連結 する 。 


char *strncat (str, str, п); 


char ж 511, str2 ; 


int n; 


機能 : 文字 列 str2 の 先頭 n バイ ト を strl に 連結 する 。 


int strcmp (str1, str2) 
char *str1, *str2: 


機能 : 文字 列 str2 と str1 の 大 きき の 比較 する 。 
int strncmp (str, str, п); 
char *strl, str2 ; 
int n; 
機能 : 文字 列 str2 と str1 を 先頭 か ら n バ イト 比較 する 。 
char *strchr (str, c); 
char * str; 
int c; 


機能 : 文字 列 str の 


中 の 文字 c が 最初 に 出 て くる 位置 を 検索 する 。 


char *strrchr (str, c); 


char *str ; 
Int б; 

機能 : 文字 列 str の 
char *strpbrk (str1, 
char * str1, * str? ; 


中 の 文字 c が 最後 に 出 て くる 位置 を 検索 する 。 
str2); 


機能 : 文字 列 str1 の 中 の 文字 列 str2 を 検索 。 見 つか ら な か っ た ら 


NULL を 返 
char *strlwr (str): 
char * str, ж; 


%% 


機能 : str 内 の 1 バイ ト 半 角 英 大 文字 を 小文字 に 変換 する 。 


char *strupr (str); 
char * str; 


機能 : str 内 の 1 バイト 半 角 英 小文字 を 英 大 文字 に 変換 する 。 
以下 , <stdlib. h> を イン クル ー ド する 。 


int atoi (str): 


char * str; 


機能 : str を 整数 に 変換 し て 返す 。 
char *itoa (value, str, radix); 


int value ; 
char ネ str: 
int radix ; 
機能 : 整数 を 文字 


変換 する 整数 
変換 し た 文字 列 を 入れ る エリ ア 
基数 

列 に 変換 する 。 


char *Itoa (value, str, radix); 


long value ; 
char *str ; 


int radix ; 


ko жасы 


変換 す る long 整 数 
変換 し た 文字 列 を 入れ る エリ ア 
基数 

列 に 変換 する 。 


e 特集 


持 別 付録 


プロ グラ ミン グ へ の 招待 2 言語 間 易 リフ ァ ノア 


C 言 語 は 言語 仕様 自体 は 小さ く . 大 部 分 の 機能 は 関数 ライ ブラ リ と いう ぅ 形 で 提供 
れ ま す 。 こ の リフ ァ レ ンス で は 基本 的 な 文法 と 頻繁 に 使用 する 関数 も ピッ クア ッ ン 
し まし た 。 自分 で プロ グラ ム を 作る 場合 。 他人 の 作っ た プロ グラ ム を 読む 場合 な と 
必要 に 応じ て 参照 し て くだ さい 。 


| この リフ ァ レ ンス は XC バ パー ジョ ン 1.01 の 書式 に 基づい て 作成 され た も の で switch( 式 ) | 
| ラン ゲー ジ シ リー ズ (eC) や Small CE とい っ た サブ セッ ト 版 の C ュ コンパ イ case 定数 式 : 文 …… 
ラ で は サポ ー ト きれ て いな しい 機能 も ある の で ご 注意 くだ きい 。 case 定数 式 : 文 …… 
関 数 フロ グラ ム は 関数 の 集合 と し て 表現 され ます 。 各 default : 文 …… 
関数 は { と) で くく られ た ブロ ッ ク を 実行 し た あ | 
と 呼び 出さ れ た と ころ に 復帰 し ます 。 ま た , すべ 式 の 値 が 定数 式 と 一 致す る case 以 降 (どの 定数 式 と も 一 致し な け 
て の 関数 は 個別 に コン パイ ル す る こと が で きま す NIZ, default 以 降 ) の 文 を すべ て 実行 する 。 ふ つう は 文 の 最後 に 
が , ブロ グラ ム に は 最初 に 実行 され る main 関 数 が | break XZY ANT, 実行 が 終わ る と ブロ ッ ク の 外 に 脱出 で きる よ 
と ど とこ か に ある こと が 必要 で す 。 うに する 。 
— —— return 5X : 
w return ; 
関数 の 型 関数 名 (引数 リス ト ) 関数 の 戻り 値 を 式 の 値 と し て 関数 を 終了 させ る 。 2 番 日 の 書式 は 
引数 宣言 void 型 関数 の も の 。 
1 goto ラベ ル : 
変数 の 宣言 無人 条件 に ラベ ル の 場所 へ ジャ ンプ する 。 ラ ベル は 同じ 関数 の 中 に 
関数 の 本 体 な く て は な ら な い 。 
1 
@ 関数 main | デー タ EM 、C で は 豊富 な デー タ 型 を サポ ー ト し て いま す が , 
プロ グラ ム は 必ず この main( ) か ら 実 行き れる 。 | 最も よく 使わ れる の は char 型 と int 型 で 、 これ に do 
void main(argc, argv, envp) uble 型 くら い 覚 えて お け ば 十分 で し ょ う 。 
int агрс; ラマ ンド 行 引 数 の 数 — - 
сһаг *argv[ |; :… コ マン ド 行 引数 配列 へ て の ポイ ンタ @ 整数 型 
char *envp[ | :…OS で の 環境 変数 配列 て の ポイ ンタ 付 号 付き 
—— — — char 8 ビット 
x 変数 の 宣言 や 関数 呼び 出し , 代入 文 な どの 式 に は int 32 ビ ッ ト 
必ず : を 付け る 必要 が あり ます 。 ま た , C に は 行 | short int (short) 16 ビ ッ ト 
の 概念 は な く , 文 は 必ず : で 終わ る こと に な っ て long int (long) 392 ピ ビット 
いま す 。 tU ( 正 整 数 ) 
- - — — — unsigned char 8 ビッ ト 
өе : unsigned int (unsigned) 32€ 9 P 
ex x. unsigned short int (unsigned short) 16 ビッ ト 
e 複 文 (X Lo xX) unsigned long int (unsigned long) 320 F 
—— PE CES 
制御 構 造 に は フロ グラ ム の 流れ を 管理 する も の と し て , float 32 ビ ッ ト 
次 の よう な 制御 文 が 用 意 さ れ て いま す 。 同時 に い | double 64 ビ ピット 
くつ も の 文 を 制御 し た い 場合 に は 複 文 を 用 いる こ | @ その 他 
| と が で き , 空 ル ー プ な ど を 作り た い 場 合 に は 空 文 — enum (列挙 弄 ) 
を 使用 し ます 。 void (戻り 値 が な い 関 数 の 型 ) 
ы —— ы ————— il) 上 記 の ビッ ト 長 は XC に 準拠 し た も の で す 。 なお, 8 ビッ ト 機 や 80 
while( 式 ) X 86 用 の C な どの 場合 。 int 型 は 16 ビ ッ ト と な り ま す 。 


式 の 値 が 真 で ある 間 、 文 を 繰り 返し 実行 する 。 | 


do X while (=Ç) : 


文 を 実行 し , 


E 数 RIR C で 扱う 定数 に は 次 の よう な も の が あり , それ ぞ 
式 の 値 が 頁 で あれ ば 繰り 返す 。 | れ に 特有 の 表記 方 法 が と られ て いま す 。 


for( 初 期 化 式 : 条件 式 : 制御 式 ) X EMEN " ー қ = 
初期 化 式 を 実行 し , を の あと 条件 式 , X, 制御 式 の 順に , 条件 式 @ 整数 定数 
の 値 が 真 で ある 問 繰り 返し 評価 ・ 突 行 す る 。 Gnt 型 に な る が 。 定数 の 終わ り に L し か 1 を 加え る と long 型 に な る ) 
break : 10 進 数 nnn (0 で 始ま っ て は いけ な い ) n は 数 字 。 
ルー プ を 強制 的 に 終わ ら せ る 。 8 進数 Onnn 
continue : 16 進 数 0xnnn (0Xnnn) 
次 の 繰り 返し の 最初 に 実行 を 移す 。 @ 浮動 小数 点 定 数 (double 型 に な る ) 
if( 式 ) 文 1 else 文 2 小数 点 表 現 nn. nnn 


式 の 値 が 真 な ら 文 1 を , 偽 な ら 文 2 を 実行 する 。 指数 表現 n. nnE 土 nn 


e 文字 定数 (char 型 また は int А) 

1 一 4 バイ ト の 文字 ′ 文字 に は エス ケー プシ ー ケ ンス も 含ま れる 。 
e 文字 列 定数 (char 型 の 配列 に な る ) 

ғылы mAr o= ARRAT it 
@ エ スケ ー プ シー ケン ス …… 特 殊 な 文字 の 表現 に 使う 。 1 バイ ト 。 


Yn 復帰 改行 

yt 水平 タプ 

yv 軒下 タプ 

¥b バッ クス ペー ス 

¥r 復帰 

yf == 

\a M nV 

Y' ッ シ グ ルク タク ォ キー テー ショ ン (7) 
Y" ダブ プル クォーテーション (") 
\\ 円 記号 CY) 

¥nnn 8 進数 で 表 き る れ た ASCII 文 字 
\xnnn(\Xnnn) 


16 進 数 で 表 る きれ た ASCII 文 字 
変数 の 宣言 変数 は 使用 する 前 に 前 記 の デー タ 型 を 宣言 し な け 

れ ば な り ま せん 。 た だ し 先頭 の 記憶 クラ ス は , 9 | 
く の 場合 省略 する こと が で きま す 。 | 


@ enum 型 以外 


記憶 クラ ス He 変数 名 = 初期 化 定数 , 変数 名 , …, 変数 名 : 
@ enum 型 


記憶 クラ ス enum タク 名 (識別子 リ スト ) 変数 名 : 
変数 名 を 省略 する と , 型 官 言 に な る 。 


C で は 変数 の 記憶 方 法 に よっ て , 関数 が 呼び 出さ 
れ た と き に だ け メ モリ 上 の スタ ッ ク 領 域 に 変数 が 
発生 する 動 的 な 変数 と , メモ リ に 常駐 する 静 的 な 
変数 。 そし て レジ スタ に 直接 記憶 する レジ スタ 変 
数 が あり ます 。 ま た , 変数 が 通用 する 範囲 も 大 域 的 
な も の と 局所 的 な も の と に 分 か れ ま す 。 こ れ ら の 
概念 を まとめ た も の が 次 の 4 つの 記憶 クラ ス で す 。 


са, 2 > 2 


auto 内 部 レベ ル メモ リ 上 、 動 的 宣言 ブロ ッ ク 内 の み 
register 内 部 レベ ル レジ スタ 内 宜 言 ブロ ッ ク 内 の み 
static 任意 の レベ ル A=) b, їй 家計 ブロ ッ ク 内 の み 
extern 任意 の レベ ル メモ リト 。 静 的 プロ グラ ム の すべ て 
typedef AE AO SE 

配 列 同じ デー タ 型 の 要素 の 集合 で す 。 配 列 の 添え 字 に 


は | ] が 利用 され ます 。BASIC と 違っ て A[10| と 宣 
言 する と A[0] 一 Al91 の 10 個 が 確保 され ます 。 
@ 配列 の 宣言 
配列 の 型 配列 名 | 要素 数 || 要素 数 ]…| 要 素数 ] | 初期 化 要素 } : 
要素 数 と 初期 化 妥 素 は 定数 式 で な く て は な ら な い 。 な お , 初期 化 
妥 素 は 省略 可 。 


体型 の 異な る 複数 の 変数 や 配列 の 組み 合わ せ を , U 


ЖАО ж 
と つの 新しい デー タ 単 位 と し て 扱う も の で す 。 
@ 構造 体 の 宣言 
struct. タグ 名 {メン バ 名 :…: メ ン バ 名 ・ 数 名 = {初期 化 要素 |; 


| 変 
タグ 名 は 構造 体 の 型 名 。 タ グ 名 、 変数 名 , 初期 化 要 素 は 知略 可 。 
ビッ ト フ ィ ー ル ド て メン バ を 官 言 て きる 。 書式 は 次 の と お うり 9。 
unsigned メン バ 名 : 定数 式 : 
@ 構造 体 の 参照 
構造 体 変 数 名 . LE 
構造 体 へ の ポイ ンタ 変数 名 ラメ ン バ 名 
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+ 用 fk 同じ 領域 に 格納 され た 値 を , 複数 の 異な る 変数 名 
で 共用 で きる よう に する も の で す 。 それぞれ の 変 
数 は 違う 型 で あっ て も か まい ませ ん 。 


@ 共用 体 の 宣言 
union タグ 名 {メン バ 宣 言 リス ト ) 変 数 名 = ( 初期 化 要 素 ); 
タグ 名 は 構造 体 の 型 名 。 
タグ 名 変数 名 、 初 期 化 妥 素 は 省略 可 。 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の 指定 は 不可 。 
@ 共用 体 の 参照 
共用 体 変数 名 . メ ン バ 名 
共用 体 へ の ボイン タ 変 数 名 ラメ ン バ 名 


ж ВБ 3  C に は 非常 に 多く の 演算 子 が 用 意 さ れ て いま す 。 
これ ら の すべ て を 覚え て お く 必 要 は あり ませ ん が , 
いずれ も プロ グラ ミン グ の 実情 に 合わ せ て 作ら れ 
た も の で す 。 特 に イン クリ メン ト ・ デ クリ メン ト 
演算 子 は , プロ グラ マ に と っ て 利用 効果 の 高い も 
の で し ょ う 。 


@ 算術 演算 子 (清算 の 結果 を 式 の 値 し する ) 


a+b 加算 (a 足 す b) を 行う 。 

а—Ь 減算 (a 引 く b) を 行う 。 

ーa ー1 を 掛け る (マイ ナス a )。 

a ネ b 乗算 (a 掛け る b) を 行う 。 

áb 除算 (a 割 る b) を 行う 。 

a%b 剰余 (a を b で 割っ た 余り ) を と る 。 


e 関係 演算 子 ( 式 の 値 は , 真 の と き 1 で , 偽 の と き 0) 
== a と b は 等 し い 。 


а! =b a と b は 等 し てく ない 。 
a«b a は b よ り 小 さい 。 
а< =Ь a は b 以 下 で ある 。 
a»b alib 0x31" 
а> =b a は b 以 上 で ある 。 

e 論理 演算 子 ( 式 の 値 は 関係 演算 子 と 同じ 。 0 以外 は 真 し みなす) 
a && b 論理 積 (AND: a が 真 か つ b も 上 真 ) を と る 。 
allb ШІ (OR: a が 真 ま た は b が 真 ) を と る 。 
la РИ {ТЕ (NOT: a2) を と る 。 

@ イ ンク リ メ ン ト ・ デ クリ メン ト 演 算 子 
а+ + a を 式 の 値 と し , a 十 1 の 値 を a に 代入 する 。 
+ +а a 十 1 の 値 を a に 代入 し , それ を 式 の 値 と する 。 
а-- a を 式 の 値 と し , a 一 1 の 値 を a に 代入 する 。 
=g a 一 1 の 値 を a に 代入 し , それ を 式 の 値 と する 。 

@ ビッ ト 演 算 子 (結果 を 式 の 値 と する ) 

a&b ビッ ト ご と の 論理 積 (AND) を と る 。 

alb ビッ ト ご と の 論理 和 (ОК) を と る 。 

a^b ビッ ト ご と の 排他 的 論理 和 (ХОК) を と る 。 
ーa ビッ ト ご と に 反転 する (МОТ), 

e シフ ト 演算 子 
a>>b a の 値 を 上 ゎ ビ ッ ト 右 に シフ ト し , 式 の 値 と する 。 
a< ch a の 値 を b ビ ッ ト 左 に シフ ト し, 式 の 値 と する 。 

e 代入 演算 子 | 

(ССМХХАЫДЕФО( 465. IVA UH ORB) м Дд ОН ТА) 

a=b b の 値 を a に 代入 する 。 

a+ =b a 填 b の 値 を a に 代入 する 。 
a= =b a 一 b の 値 を a に 代入 する 。 
аж =b a*※b の 値 を a に 代入 する 。 
а/ =b a/b の 値 を a に 代入 する 。 
a =b ab の 値 を a に 代入 する 。 
a&=b a&b の 値 を a に 代入 する 。 
a | =b a | b Offi a ftit, 
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а^=Ь a^b の 値 を a に 代入 する 。 
a>> =b a>>b の 値 を a に 代入 する 。 
а<< =b Oo ТЕЛЕТ, 
e 条件 演算 子 
a tb: a を 評価 し , 真 な ら b, 偽 な ら c を 式 の 値 と する 。 


@ カン マ 演 算 子 (逐次 評価 ) 
ab, c 式 を 左 か ら 順 に 評価 し , 最後 に 評価 し た 値 を 式 の 値 と す 


Diy 

@ アド レス 演算 子 と 間接 演算 子 

& а a の アド レス を 式 の 値 と する 。 

*а ポイ ンタ 変数 a が 指す アド レス の 内 容 を 式 の 値 と する 。 
@ メン バ 参 照 演 算 子 た 値 を 式 の 値 と する ) 

a.b 2” 用 体 a の メン バ b を 参照 する 。 

а= >b 構造 体 ・ 上 用 体 a へ の ポイ ンタ か ら メ ン バ パ b を 参照 する 。 
@ sizeof 演算 子 

sizeof a a に 割り 当て られ て いる 記憶 領域 の バイ ト 数 を 値 と する 。 


@ 型 変換 (キャ ス айы 
( 型 名 ) a a の 値 を ( 型 名 ) ОХ 


@ 演 算 子 の 優先 順位 
優先 順位 高 < > 優先 順位 低 


()[1|- жа |ж|+|<<[>=== Haalt |= ж = 7 = 
„=> |+ + = = |% = >> <= ! = % = += 
sizeof キャ スト |/ ーー etc. 


じ で は コシ ジ シバ パ イル に 先立っ て , を まさ まな マロ 
定義 を 展開 し た り , 外部 ファ イル を 取り 込ん だ り 
する 前 処理 が 行わ れ ま す 。 こ の フリ フロ セッ サ 機 
能 を 生か すこ と に より , ソー スリ スト を 簡潔 な 読 
みや すい も の に で きる わけ で す 。 


に 変換 し , 式 の 値 と する 。 


プリ プロ セッ サ 


@ マク ロロ 定義 
Zdefine 識別 子 文字 列 
Zdefine 識別 子 (引数 リス ト ) 文字 列 


人 
文字 列 は 省略 可 ど だ が , その 場合 識別 子 は 削除 る れる 。 


せ undef 識別 子 
#define に よる マク ロ 定 義 を 取り 消す 。 
Едейпе- #undef T, マク ロ 定 義 の 範囲 を 指定 で きる 。 
@ フ ァイル 取り 込み 
include “ ДА dM 
£ include 
カ か : ら 27 r ル бош ш イン クル ー ド ファ 


@ 条 件 付き コン バイ ル 


Edd AA 


イル を 取り 込む 


# if コン バ パイル 抑止 条件 式 
プロ ッ ク 

# elif コン バイ ル 抑 止 条 件 式 
プロ ッ ク 

# else 
7 B v2 

£ endif 


ュ ン パイ ル 抑 止 条 件 式 は 定数 式 。 
この 値 が 真 (0 以外 ) で ある ブロック を コン パイ ル す る 。 
defined 識別 子 
#if の な か で コン パイ ル 抑 止 条 件 式 と し て 使う 。 
識別 子 が すでに #define で 定義 きれ て いれ ば 真 に な る 。 
#ifdef 識別 子 
せ ifndef 識別 子 
£ifdeflX£if defined と 同じ 。 半 ifndef は その 逆 。 
e 行 制御 
# line 定数 "ファ ra ла” 
ュ ン パイ ラ 内 部 に 記憶 


され て いる 行 番号 と ファ イル 名 を 変更 する 。 


よく 使用 され る 関数 に つい て まとめ て お きま し た 。 
| 関数 は すべ て 以下 の 形式 で 紹介 し ます 。 ほ か に も 
| た くさ ん あり ます の で 独自 に 調べ て みる の も いい 
| "Did те 


代表 的 な 関数 


@ 関 数 リフ ァ レ ンス の 見 方 
include «head. h> プリ プロ セッ サ で head.h を を インクルード 
% る 。 
int func1(para1, para2) int を 返す 関数 で 
para2 を 渡す 。 
paral の 型 は int。 
char * para? : para2 の 型 は char* (ボイン タ )。 
な お , な に も 返 き な い 関 数 は void と 記述 し て あり ます 。 
Ф コンソール か ら の 入出 力 
#include « conio. h> 
void putch(c) 


引数 と し て paral と 


int paral; 


int C; 
機能 : コン ソー ル に 文字 c を 出力 する 。 
int getch( ) 


int getche( ) 
機能 : コン ソー ル か ら 1 文字 読み 込み . その 値 を 返す 。 
getche は エコ ー バ ッ グ あり 。 
#include <stdio.h> 
int printf (format_string[, arg, …… ]) 
char *format string ; 書式 文字 列 へ の ポイ ンタ 。 
機能 : 連続 し た 文字 を 標準 出力 stdout に 出力 する 。 
引数 arg が あれ ば , format_string に 指定 し た 書式 で 出力 する 。 
表示 文字 列 と , arg の 書式 文字 列 を 混在 ね きせ る こと が で きる 。 
書式 は る ま ざ ま に 指定 で きる が , 主 な 例 を 以下 に 示す 。 
printf(“ 変 数 の 値 は それ ぞ れ %%d, 26d C37, десі, dec2); 
符号 付き 10 進 整数 を 出力 する 。 
printf (^26. 5u 個 の ファ イル が 存在 し ます ", дес); 
符号 な し 10 進 整数 を 5 桁 の 欄 に 出力 する 。 
printf (“P КИА : 0. 4X". hex); 
符号 な し 16 進 整数 を 4 桁 の 欄 に 出力 する 。 
printf(%#.10f が 解 で す ", dbl); 
double 値 を 小数 点 以下 10 桁 まで 出力 する 。 
printf((" ど あな た の 体重 は は 2%e グ ラム で す ", аы); 
double 値 を 指数 表現 で 出力 する 。 
printf((“ 押 され た キー は %c で す ", chr); 
1 文字 出力 する 。 
printf ("氏名 : 26. 8s", str) ; 
UE 文字 列 を 最大 8 文字 出力 する 。 こ の str は ポイ ンタ 。 
int scanf NM pointer, сз ]) 
сһаг * format string ; 書式 文字 列 へ の ポイ ンタ 。 
機能 : 標準 入力 stdin か ら デ ー タ を 読み 込み , format string で 指定 る 
れ た 書式 に し た が っ て 変換 し , pointer の 示す 領域 に 格納 する 。 
書式 指定 の 例 を 列挙 する 。 


scanf(^ ^); 
ер IX’ 了 を を 読み 飛ば す 。 
空白 文字 は ,。 “ЯН?” AT Yr БОЛТ Жа, 


scanf ("26d 1. &dec, &һех); 
10 進 , 16 進 整数 を 読み 込む 。 
scanf( “е”, &flo); 
float 値 を 読み 込む 。 
scanf (“% E”, &dbl); 
double 値 を 読み 込む 。 
scanf( “с”, &chr); 


1 文字 を 読み 込む 。 
ERE sir) 
dy et EH を 最大 8 УТ ОСА Ы. stri BRAY R, «4820Ж 


j э! 


e 
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プロ の た め の 3 次 元 コ ンピュータ ー グラ フィ ックス 
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C-TRACE TOWNS ¥68,000 
С-ТВАСЕ 68 esooo 応 ) \68.000 
い - TRACE 98 DRY (Pc-980j 応 ) ¥68, 0af 
TRACE 98+ (coss ут0:0707] 
C- АСЕ NEWS Sony) 250.000 
。495 上 7 イ い FE 98 ШЫ \670.000 
жС-ТВАСЕ ШЫ \670.000 
人 貼 格 に 消費 税 は 含み ま 1 
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ディ スプ ブレ イ の マッ ハバ ンド (し ま 模 様 ) が か 気 に な る 方 へ 。 p これ だ け あ れ は 後 は いら な い !? 
きれ いな ビデ オ 出 力 が 欲し い 方 へ 。1670 万 色 同 時 表示 、 
フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ , ベイ ント , ポリ ゴン , レイ トレ の フル セッ ト 
この セッ ト で の すべ て の 分 野 が 体験 で きま す 。 
ご の 製品 は 直接 当社 まで お 申し 込み くだ さい 。 


(PC-9801 全 機種 対応 ) 


フル カラ ー・ フ レー ム バ ァ ッ ファ 、 コ ン ポ ジッ ト 入 出力 機能 内 蔵 。 


ベイ ント ソフ ト 付 き 3048.000 
も ちろ ん 、-THACEB8 も 対応 。 


を とじ - THACE 入 門 講座 開講 。… 受 療 料 \10.000 場所 : 市 ヶ 谷 シャ ー プ (株 ) 内 


フレ ー ム ・ バ ァ ッ ファ 株 式 芸 社 キャ スト T158 東京 都 世田谷 区 等 々 カ 6-]-13 TEL.03-705-0B56 FAX.03-705-5224 


エレ クト ロニ クス ショ ウ 


ELECTRONICS SHOW "89 


⑯ エ レク トロ ニク スシ ョ ウ の 会 場 ( イ ン テ ッ クス 大 阪 ) 
9 クリ アビ ジョ ン は 今年 の 注目 商品 

9 今年 の シャ ー プ は 液晶 一 筋 

@⑨9 シ ャ ー プ の ISDN 対 応 TV 電話 (参考 出品 ) 

9 三菱 の カラ ーTV 電話 (参考 出品 ) 

QNEC の バー コー ド 対 応 電 子 手帳 (参考 出品 ) 
9 シャ ー プ の も う ひ と つの 目玉 , 電子 手帳 
буса, ОУ > ІШЕ? 2-- 
Өттууолута ЛАЖ 

⑩NEC の FM 多重 受信 機 (参考 出品 ) 


AV の エレ クト ロニ クス ショ ヴ ウ "B9 
10 月 19 日 か ら イ ン テ ッ クス 大 阪 で 開催 され 
た エレ クト ロニ クス ショ ツウ '89 は , 去年 同様 ク 
リア ビジ ョ ン , 液晶 など が 目 を 引い た だ 。 

ホー ムシ アタ ー が 作れ そう な シャ ー プ の 100 
イ ンチ 液晶 ビジ ョ ン 。 日 立 の 41 イ ンチ 投影 型 
аиа TVo 8 ННСА: 
開始 きれ た クリ アビ ジョ ン (EDTV) 対応 の 
TV, 本格 的 な 大 画面 ・ 高 画質 時 代 が 到来 し 
て いる こと を 実感 る させ られ た だ 。 

クリ アビ ジョ ン は , NTSC と 互換 性 を 持ち 
つつ 画質 を 向上 する 方 式 だ が , 普通 の テレ ビ 
2 台 分 と まだ 価格 は 高い 。 ハイビ ジョ ン (H 
DTV) に 至っ て は 数 100 万 円 也 , 個人 レベ ル 
КЕТ ТЕЛЕ El 1377, 

「 き れい や な , うち も ゃ 液 曲 に し た ろ 」 と は 
地元 関係 者 らし き 人 。 シ ャ ー プ の 14 型 ・6 型 征 
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ET 液 品 TV に 見 と れ て いる の だ 。 確か に , C 
RT に 比べ て ちら つき も な 〈 く 鮮やか な 画面 で 
ある 5 さながら CRT に と っ て 代わ る こと は ば は 間 
Еселі. 0, 「 液 晶 の シャ ー グ 」 以外 の 
各 メ ー カ ー も 液 品 ディ スプ レイ を 使っ た 製品 
を こぞって 展示 し て お ぉ おり , 液晶 の 爆発 的 な 普 
及 が 予想 され る 。 今回 の シャ ー ジ の メイ ン で 
ある , カラ ー 液 品 フ ァ イ ン ダー 内 蔵 カ メラ の 
デモ も 非常 に 盛況 で あっ た 。 

カラ ー 液 曲 TV 電 話 も 目 あ 引い た 。 シャー 
プ は ISDN 対応 の 製品 を 参考 出品 (256 х 240 
画素 の 画像 を 毎秒 4 枚 送る )。 一 方 , 三菱 電機 
は 電話 回 線 で 使用 で きる 製品 を 参考 出品 し て 
いた (100X160 画 素 の 画像 を 7.5 秒 で 送る )。 
これ は , 個人 的 に 欲し い 製 品 で あっ た 。 
最近 の ヒッ ト 商 品 , 電子 手帳 も 各社 の 主力 
製品 だ 。200 万 台 出 荷 の シャ ー プ に 続け と ば か 
02, NEC で は バー コー ド 名 刺 が 読み 取れ る 


バー コー ドリ ー ダ ー 内 蔵 の 電子 手帳 を 参考 
出品 。 横 て は バー コー ド 名刺 研究 会 と いう 財 
体 も 普及 活動 を 行っ て いた 。 

他 に は , ビク ター が , 超 小 型 の S-VHSC ビ 
デオ ユン ポ を 参考 出品 。 NEC は , パソ コン で 
制御 で きる S-VHS VTR の 新 製品 を 参考 出 
me ТУУ, 目 ち ザイ バー ドラ ジス レー 
ター と 呼ん で いる ハン ディ 翻訳 機 を 出品 。 ま 
た , 各社 か ら , FM 電波 の 文字 ・ 音 声 ・ 図 形 
な どの 情報 を 受け る FM 多重 受信 機 が 参考 出 
med cuv. 


情報 機器 の デー タ シ ョ ワウ ワ '89 


デー タ シ ョ リツ?'89 は , 10 月 24 日 か ら , 今年 も 
東京 晴海 の 国際 見 本 市 会 場 で 開催 る れ た 。 今 
年 性 3 の ピタ トン NN の WM RS IO 
カー ド , ISDN 対 応 製 品 な と 多数 が 出品 され 
質量 と も は に 充実 人 選 だ 所 いた る 。 


Ju 


DATA SHOW '89 


だ ーー ニー ニー ニー ュー 
22 ICONO 


NEC の ブー ス で は , 話題 の ブッ ク 98 や NE 
SA バス の PC-H98 な ど 新 製品 が 目白 押し 。 
EUG TT TIZSRULAABSWTET»5-— 
lin 7 v7 hv7ZPC-9801 e£ 222 hu, 
(4,2, LX5C な どの STRN 方 式 に 比べ 美しく 高 
束 。 一 一 32 ビ ッ ト カ ラー ラッ プ ト ッ プ PC-98 
01 も 間近 か と 感じ た 。 

われ ら が X68000 は , どこ に いる か と いう 
Ееее いま じ た だ た 。 いま て し た 。、 含 年 の 展示 は 
ОА ツー ル の Stationery PRO-68K と 電 
子 手帳 用 デー タベース CYBERNOTE PRO- 


68K. CYBERNOTE は , 参考 出品 らし い が , 


チラ シ に は し っ か り 19,800 円 と 記入 し て あっ 
だ の で 近々 販売 され る の で は な いか 。 ETF 
帳 所 持 者 必須 の アイ テム だ 。 
目新し い 記憶 装置 と し て , マク セル の IC カ 
ー ド や RAM カー ド , 外部 記憶 装置 と し て も 使 
ぇ える ビク ター の DAT, 映像 も 共用 で きる パイ 


ォ ニ ア の 光ディスク な どど 各 種 が 出品 きれ て い 
た 。 今後 の 展開 が 注目 され る 。 ま た , 今年 , 
連 営 が 開始 る れ た ISDN 対応 の 製品 も 多数 出 


IBM は , 486 登 載 の PS/2 を 出品 。 地 味 な デ 
モ な が ら 人 が 多く 〈, 資料 を 貰う の に 一 苦労 。 
ノ ソニー テグ ドロ ニク ズ や オム ゼン は MC88 
000 マ シン を 出品 。 特 に オム ロン は 4CPU(60 
MIPS!) て で 分散 OS,Mach を サポ ー ト する 。 
БЕСІ, ミニ コン と EEWS の 両方 を アピ ー ル 。 
アッ プル は , ポー タブ ル 型 Macintosh を 出品 
し て い だ は ほか, Mac で DTV 環 境 を 実現 する 
ボー ド も 参考 出品 。Mac の グラ フィ ッ ク 環 境 
MON 

Db C ы ЛГ OC S DEC COS 
外資 系 ERU хо ЕЛЕ АЙСЫ 
こと を 実感 。 日 本 企業 で は , 飛行 機 の モット 
А DynaBook の 操作 デモ を 行っ て いる 


0 デー タ シ ョ ウ の 会 
NEC の ブッ クサ イ з 
⑯X68000 と CYBERNOTE (参考 出品 ) 

@ 日 立 マ クセ ル の IC カ ー ド 

NTT デ ー タ の マル チ メ デ ィ ア パソ コン 
⑯ 以 外 と 地味 な IBM PS/2 486 の デモ 
データ ショ ウ っ ぽい DEC の ブー ス 
ボー タブ ル Macintosh 

@⑯ 飛 行 機内 風 の 東芝 DynaBook の デモ 
⑳ オ ムロ ン の ハイ レグ コン パニ オン 


風景 (東京 : 晴海 ) 


東 乏 と オム ロン が 目 を 引く 程度 で あっ た 。 

な に か 人 だ か り が し て いる の で 覗い て みる と , 
お っ と 水着 の ユン パニ オン 。 今回 の デー タン シ 
キツ ば モー ダー ショ と 生か o だ が さと あめ 
C, 良質 な (ЖА) モデ ル は 取ら れ て し ま 
oh, と 同行 し た カメ ラマ ン 氏 も ボ ヤ い て い 
だ 。 や っ と 絵 に な る モデ ル を 見 つけ た 我ら は 。 
これ で , 読者 か ら の クレ ー ム も こない だ ろう 3 
EREL IS 


ネッ トワ ー ク 志向 

今年 は 両方 の ショ ウ か ら , ネッ トワ ー ク 志 
向 が 感じ られ だ 。 今年 は せ EWS だ け で は な く 〈. 
パソ コン , 電子 手帳 , TV 電話 な ど 各 種 の ス 
タン ドア ロン 機器 よ 上 の デー タ 交 換 を ょ り 積 極 
的 に 行なう と いう 動き が 著しい 。 情報 関連 機 
m2, а Ьо СЪ АНЕ (С а 
So UP ЛЕ Zt. (S) 


Xb42B MIZIAAYSü G3 59 


@ 試 用 レポ ー ト 


10 月 号 の ペン ギン 情報 コー ナー で お 伝え し 
た よう に , アイ テッ ク か ら X68000 用 ハー ド 
ディ スク の 新 製品 が 発売 され た 。 記憶 容量 
40M バ イト の IT X640 と 80M バ イト の IT 
X680 で ある 。 今 回 は これ ら の 製品 に つい て 
試用 レポ ー ト を お 届け し よう 。 

@ 


X68000 に 対応 し た ハー ド デ ィ スク が 目 
立っ て き て いる 。 値段 も ひと 頃 に 比べ れ ば 
和 驚く ほど 下がり , X68000 の 世界 で も ハー ド 
ディ スク は だ ん だ ん と 標準 的 な 外部 記憶 と 
し て 市 場 を 形成 し つつ ある よう だ 。 今 回, 
IT X640 ŁIT X680( 以 下 X640 と X680 と す 
る ) を 発表 し た アイ テッ ク は , ИВ БХ 
68000 対応 の ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (IT 
X203 と IT X403,) を 供給 し て きた 。 

X68000 と PC-9801 の ハー ド デ ィ スク の 
イン タフ ェ イ ス は 基本 的 に 互換 性 が ある の 
t, PC-9801 用 に 売ら れ て いる ハー ド デ ィ 
スク の な か に は , ドラ イブ を 流用 する こと 
が で きる 機種 も 多い 。 それで も , も の に は 
っ て は だま に X68000 で は 動作 し な か っ た 
б, 動作 が 保証 され な か っ だ りす る の で 
この 機種 の よう に メー カー が は っ きり と 「XX 
68000 対 応 」 を 保証 し て いる の は 嬉し いこ 
で ある 


デザ イン が 第 1 の チェ ッ ク ボ イン ト 


る さっそく, 製品 紹介 に 入ろう 。 

まず ,「X68000 対 応 」 ら し る が いち ば ん よ 
〈 出 て いる の が , デザ イン 。X68000 専 用 と 
а У 2 に 2 G2 > と 
グレ ー。 デ ザイ ン は 機能 に は 直接 関係 し な 
い 部 分 で ある が , デザ イン も 売り の ひと つ 
で ある X68000 で ある 。 その 横 に 置く ハー ド 
ディ スク の デザ イン は 重視 きれ て る も 不思議 
で は な い 。 その 意味 で は , スタ イル その も 
の は X68000 と 統一 8 きれ た デザ イン と は 必 
ず し も いえ を な い が , それ で も 従来 機種 
(X203 と X403) か ら 6 一 新 さ きれ, かなり い い 
7 lc Ares qo kB VAAD 2 ТЫЛУ 
きめ に な っ た だ し, 軽便 に も だ な っ た 。 
60 он x 198912. 


X68000 専 用 ハー ド デ ィ スク 


IT X6540/580 


大 容量 の ドラ イブ 環境 の た め に 


今回 の モデ ル チ ェ ンジ で いち ば ん 変わ っ 
だ と ころ と いえ ば , 記憶 容量 で ある 。 従来 
機種 の 容量 は , 20M バ イト と 40M バ イト 。 
新 機種 の を それは, 40M バ イト と 80M バ イト , 
る それぞれ 倍 に な っ て の ライン テッ デジ だ 。 ド 
ライ ブ の 値段 が 下がっ た 結果 , 以前 と 同じ 
くら い の 価格 で 倍 の 容量 を 手 に する こと が 
で きる よう に な っ た の だ 。 今後 も 標準 的 な 
記憶 容量 は 増え 続け る こと で あろ う 。 š, 
個人 で 使う ぶん に は 40M バ イト で も 十分 広 
い が , 将来 に わた っ て 使い た い 向 き に は , 
80M バ イト の X680 も 決し て 高い 買い 物 で 
は な NN だ あみ の だ だ も し 。 大 容 生 の か デー ド デ 
ィ ス ク を 100% 活 用 する た め に は , Human 
68k の Ver.2.0 の 使用 を 勧め ゆめ た い 。 

Human68k の Ver.2.0 で は , 1 ドラ イブ 
あ だ り 40M バ イト まで を サポ ー ト する こと 
に な っ て お り , X680 の 場合 , 80M バ イト を 
АООТ ОА ЕЕ ЛМЕ ЕТ; 
40M バ イト X 2 Ё, 見 掛け 上 は 2 つの ハー 
ド デ ィ スク を 並べ た 格好 に な っ て いる (し 
か し , 将来 的 に Human の バー ジョ ン ア ッ プ 
が あっ て 40M バ イト を 超え る 外部 記憶 の サ 
ポ ボート が され だ と き は , 内 部 の 配線 を 変更 
する こと で 80M バ イト ドラ イブ に も な る と 
マニ ュ ア ル に は 断っ て ある )。 


左 が IT X640, 右 が IT X680 


だ か ら , SWITCH., XT, 接続 する ハー ド 
ディ スク の 台数 (HD_MAX) を 設定 する と 
き は , 筐 体 が 1 台 で も , 「 2 」 と 設定 し な い 
と 片方 の 20M バ イト も の ドラ イブ が 死蔵 き 
40 S pal CU ЕУ b が 
X640 の ほう は 「1」 で よい 。 

を し て , Ver.2.0 使 用 時 の み , 8 ЕЗ C O 
ユニ ッ ト を 増設 し て 使う よう に 設計 る れ て 
いる 。 こ れ に より , さら に 広い 領域 が 手 に 
入る 。 す べ て X680 (80MB ユ ニッ ト ) な 
5, 計 640M バ イト まで 可能 と いう こと に な 
る 。 ま た , 従来 機種 で びあ る X403(40MB) を 
まぜ て 使う こと も で きる 。 も ちろ ん 内 蔵 
ライ ブ を 持つ ACE, EXPERT, PRO の HD 
タイ プ に も 問題 な くつ な が る 。 


ー ミ ネー タ が 必要 


ひと っ 注意 し て お か な く て は な ら な い の 
は , ター ミネ ー タ (終端 抵抗 ) の こと だ 。 
これ は , 複数 の ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト を 
増設 する 設計 に な っ て いる 場合 に は 欠か せ 
な いも の で ある 。 ユ ニッ ト を 何 台 つ な いで 
いる の が あらし メモ リズ ルッ 698 が くく 2s 
ー ド ウェ ア 的 に コン ピュ ー タ 本 体 に 知ら せ 
る だ た だめ の も の と 思っ て も ら え ば よい だ ろう 。 

X640/X680 の 背面 に は コネ クタ が 2 つ 
ずつ 人 NO 0s CIL O O) E er oe dv 
CARA ОЗЬ С BIOS cL 


J bo) s > k 0) ZARARA 
タ を つけ て , も うそ こ か ら 先 に は ユニ ッ ト 
が な いと を 示す さよ うに な っ て いる 。 

ー ミ ネー タ は , 1 台 だ け で 使う 人 も , 
の 1 で エコ ニッ トト は 終わ 0 と いい 時 
な の だ か ら ,。 当然 なけ な て て は な らち ら な い 。 
る の シッ アド デイ スグ の シリ サー スズ で は, ダー 
ミネ ー タ は 外 付け で あり , AINT OR 
い (別売 り で 4,000 円 )。 大 方 の ユー ザー は 
この ユニ ッ ト 1 吾 き り で 使う に 違い な い の 
С, ター ミネ ー タ は 内 蔵 に し て , 2 台 以 上 
つ な で 場合 は スイ ッ チ 切り 替え を など て 対応 
LETRETAN, 

ター ミネ ー タ を うっ か りつ けり 忘れ て 起動 
し て も なぜ か 動い て し まっ た りす る の が 危 
な いと ころ な の だ が , こん な 綱渡り 的 な 使 
い 方 で は 保証 が 受け られ な く な る 可能 性 も 
ある の で , メー カー 推奨 の 使い 方 は 厳守 す 
ЖӘ 122025 


フォ ー マ ッ ト す る 


接続 が 終わ っ た だ たら フォ ー マ ッ ト で ある 。 
フォ ー マ ッ ト の や り 方 その他 は , 本 誌 H 
号 の 特集 を 見 て いた だい て も いい し , マニ 
ュ ア ル を 見 て も いい 。 こ の マニ ュ ア ル は , 
メモ リス イッ チ の 設定 か ら 領域 確保 まで 手 
と り 足 と り 説 明 し て ある の で , 初め て の 人 
で も 簡単 に 使い 始め られ る 。 も ちろ ん 従来 
機種 の マニ ュ ア ル で も 解説 し て あっ た が, 
今度 は Human68k の Ver.2.0 用 の 解説 が あ 
る 。 こ うい うと ころ も また だ X68000 対 応 機種 
の 強み で は ある 。 

X68000 対 応 と いえ ば 忘れ て な ら な い の 
が OS-9。 マ ニュ アル に は , OS-9/X68000 で 
の フォ ー マ ッ ト 方 法 も 新しく 追加 る れ た だ 。 

特記 すべ き は , X680 の フォ ー マ ッ ト の 速 
る で ある 。 シ ー ク 時 間 ・ デ ー タ 転送 速度 と 
従来 機種 や X640 よ り も 速い (平均 シー ク 
時 間 が 28 つ 20ms に な り , デー タ 々 転送 速度 が 
5 ~10Mbit/ 秒 と 倍 に な っ た ) X68012, 7 
ォ ー マ ッ ト と 領域 確保 の と き に 威力 を 発揮 
する 。40M バ イト Xx 2 の 広大 な 領域 の フォ 


ー マ ッ ト で も , 思っ た ほど 待つ 必要 が な か 
527» 

マニ ュ ア ル に 載っ て いる の は 基本 的 に フ 
ォ ー マ ッ ト ま で 。 環境 の 構築 の し か た や , 
ハー ド デ ィ スク を お いし く 使 う 知恵 な と に 
つい て は , 9 月 号 の 特集 が きっ と 力 に な っ 
у А. ә 277502 


使用 感覚 は …… 


を それでは, リセ ッ ト ボ タン を 押し て , Ж 
際 に 使っ て みる こと に し よう 。 

使い 勝手 は , 実 の と ころ それ は ほど 変わ ら 6 
な い 。 ほ か より 速い は ず の X680 に し て も , 
劇 的 に 速く な っ だ たと いう 感じ は し な い 。 機 
械 の 性 能 は カタ ログ スペ ッ ク の 数 字 だ け で 
は 決ま ら な いこ と を つく づく 感じ た 次 第 で 
ある 。Human68k の 立ち 上 が る 時 間 や ユン 
バイル 時 間 , グラ フォ ィ ッ ク デ ー タ の ロー トド 
時 間 ま で 調べ て みた が, ほとん と ど 差 は つか 
な か っ だ た 。 どうやら 処理 時 間 の 大 半 を 占め 
て いる の は ディ スク アク セス 以外 の 部 分 の 
фа. 

“пу к ТА OTA КР ЖОСА 
時 間 は 処理 の か な り の 時 間 を 喰う の で , 7 
ロッ ピー か ら ハ ー ド ディ スク S ШЕК 
AM ディ スグ) ЖОС k S ХЕ 
пъ, ところが, いっ だ ん ハー ド デ ィ スク 
を 使い 始め る と , 高価 な 機種 を 使う こと は , 
処理 が 何 倍 に も 速く な る と いう こと を 必ず 
し も 意味 し な い 。 まあ, 10Mbit/ 秒 と いえ ぇ 
ば , 単純 計算 で も フロ ッ ピ ー1 枚 の 内 容 を 
ド 秒 で 転送 じ て し まう は お の ポア NR の 
る こと を 考え れ ば , 驚異 的 に 速く な る と 考 
える は ほうが お か し いと も いえ る が 。 


振動 に 対す る 強度 


最後 に 。 ハー ド デ ィ スク の 宿敵 は 振動 で 
ある が , その 対策 は どう だ ろう か 。 (ЖЕ 
種 (X203/403) に は 電源 を 落と す と き に 上 自 
ШИНЫ Уку? Т» 「 パ ー キ ング クツ アン 


クシ ョ ン 機 能 」 な る も の が あり , 電源 を 切 


る と , カシ ャ ン と いう 音 が 意外 に 大 きく 響 
く 。 ヘッド が ディ スク か ら 離 され て 機械 的 


に 固定 きれ る た めで て で, こう な れ ば 少々 が 
な り ? ) の 衝撃 に も 平気 に な る 。 

し か し 。 この 音 が 不評 どっ た の だ ろう が 
X640/680 か ら は スイ ッ チ を 切っ て も を の 
手 の 音 が し な く な る と と も に , マニ = ニュ アル 
か ら も パー キン グフ ァ ン クシ ョ ン の 文字 が 
消 を た 。 が , 心配 ご 無用 。 BREAK キ ー を 押 
らき さら セレ クト テン ンズ GERD О О 
ぃ いる 2 つの ラン プ の うち 赤い ほう 。 い わ ゆ 
hg pou ATY 9t AT る 。 C 
標準 的 な シッ ピン グ を 取り 入れ だ よう だ 。 

* 

まとめ る と , ІТ X640 は 標準 的 が スペ ッ 
ク の ハー ド デ ィ スク で 基本 性 能 は 充実 し て 
v5, IT X680 は 高速 か の つ 大 容量 の ハー ド 
デ ォ スク だ 8 飛び 挟 け ん た コス トド パク ポー 
ンス を 持っ て いる わけ で は な い が , X68000 
の 専用 機 ほ し て 発売 され た と ころ に , 今回 
の 新 製品 の 意義 だ ある だ ろう 2。 

ハー ド デ ィ スク の 使用 に よっ て 答 ら れる 
環境 は 人 間 の 感覚 を 簡単 に 変え て し まう 
БУТУ COIE ハー ド デ を 
ク 使 用 歴 が た っ た 2 カ月 あま り の 〈 せ に , 
ハー ド デ イ スク に ちょ っ と 染まっ だ くら 6 い 
で も う , フロ ッ ピ ー の み で 使っ て いた 数 み カ 
月 前 の こと な どこ ろ っ と 忘 必 で Ro 
ィ ス ク は 標準 的 」 な ど と 言っ て いる の で あ 
る 。 いい気 な も の だ 。 


IT X シ リー ズ の 基本 仕様 
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「 寺 田 の 教育 的 指導 」 
今回 ご 紹介 する の は , 村上 公 三 きん の 作品 「 美 保 基 地 (米子 空 
港 ) 上 空 を 飛ぶ F86F プ ルー イン パル ス 」 と 「 飛 び 立 つ KV107」 C 
す 。 特に 前 者 は F86F の 動き と カメ ラ ワ ー ク の か ら み が ダイ ナミ 
РГ 枯 循 され た 号 真 で は る の リア テリ ナイ が お 伝え で き な く で て 
EIL. と うか 思い っ きり 想像 力 を 働か せ て ご 覧 くだ さい 。 


bd, 
et, もう ひと つ 村 上 る ん が 送っ て くれ た の が CAD の モデ リン SN 
グ 機 能 を フル に 使っ た ムロ ボッ ト も の 。 か っ こい いで すね 。 i, Gi шарна TT | 


寺田 氏 の 解説 は 110 ペ ー ジ で す 。 
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アン ス ・ コ ン サ ル タ ン ツ 

第 1 回 サイ クロ ン CG 大 会 

レイ トレ ー シ ン グ ソ フト 「 サ イク ロン 」 で お 馴染 み の ア ンス ・ コ ン 
サル タン ツ 主 催 の CG コン テス ト が 開か れ ま し た 。 第 1 回 と は い 
え 見 て の と お り の 力作 揃い 。 モ デラ ー 高 津 氏 の 解説 (117 ペ ー ジ ) 
と 併せ て ご 覧 くだ さい 。 


「BIKE」 橋元 弘司 


「 ダ ンス 」 田淵 ЖЕ 


「SALOON」 Ж = 


「propose under the moon beam, 菊池 € 


「TAMANORI」 +) iE 阿山 1€ 
「 ワ キ ウ リ 」 富田 保男 


/ 
〆 
d | 
「 欲 望 の 適応 」 原 ЖЕШ 「 幻 想 の 銀河 中 心 」 渡 久 山 朝臣 ЖЕ) 柳沢 学 
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SOFTWARE INFORMATION 


V'BALL 
結構 リア | за 


話題 の 


年 末年 始 に 向け て , 今回 は 非常 に 多く の 
ОНИ Уо ОЛЕ 
ЖЭНЕ СОТО ЕЕ 252 
Xl/turbo まず は ユミ の シュ ー テ イン グ ゲ ー ム 


Heroes of the Lance A-JAX, グラ フィ ッ ク も ゲー セン 版 と を っ 
倉庫 番 バ パー フェ クト 


— 2-2:7 
И 


x68000 くり て , な か な か 期待 の 持て る 一 作 で す 。 
VBALL 続い て は , 電波 新聞 社 の モト ス 。 要 は 敵 
レナ ム を は じき 飛ば す と いう 単純 明快 な ルー ル の 
177 ゲー ム で す 。-4 年 は ど 前 ゲー ネン で や っ た 
isty S. Qu MT TM T 
人 トル チェ ス j o 7 22 
GAMMA PLANET 「 ジ ェ ノ サイ ド 」 て 評判 の ズー ム の 第 2 弾 
大 戦略 マッ プ コ レク ショ ン ガク ンジ RPG ラ クーン て すい が ん と 
r Hol. c. mt 
КРАЯ ҚАУ: > ы ах 
Zerg ADM quic ы ына 
タル サイ ト ナム も 忘れ ちゃ いけ ませ ん 。 グラフィック 
ナイ ト ア ー ム ズ 
サイ バー ミッ ショ ン 
ファ ー ス トク イー ン " CN унеш his 
サイ バー ノー ト | | 
И утаа IR з 
マジ ッ ク バ レッ ト Дз ジェ ノン サイ ド | 
G58K version I-PRO qui m EAT NEUE LL 2 
4 ロー グ ・ Aa 9 
25364890 W [F АУ Дне サ の 7 
PAUSE О P 12 4 
7 スタ ー ク ルー ザー 8 
8 リン グマ スタ ー1 6 
g' バッ ショ 5 
10 Wings c 


今月 は 首 の 差 で アフ ター バー ナー が トッ プ 春 
Bl! も う TOPIO に 登場 し て 半年 で す が , トッ 


で す 。「 友 達 う けが 一 番 い い 」,「 サ イ バ ー ス ティ 
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骨 り 込み の レシ ー プ や , 高い 位置 で の ジャ ンプ アタ ッ ク な ど оош 
それ に 強い 球 に 当たっ て ズ ズ ー ン と 倒れ 込む さま も , 
られ る ビー チバ レー な ら で は と いう カン ジ が 出 て いて よい の で す 。 


プ に 返り 咲く 体力 が 残っ て いる と は 大 し た も ん | 


T ert а AE 
«a ж RU «аьа ЭЩ 
, Ass ' 
"т — Ё T PET 
MEX dass 
I. 


砂 に 足 を 取 


も な か な か だ し 操作 が 簡単 な わり に は , の 
め ひ 込め る 2 ウ な テム て す よ 。 そうそう, 
ジス テム ハウ ス オ ー が か がら も アダ ルト RPG ア 
リス た ちの 午後 が 出る よう で す 。 

QD CUP DE FE ave аск а оса: 
Qu T€ ew КО ЭУЕ 2 あい 
ро ЖЕ УК) šu TX NT., HE 
面 に な る と 結構 難し く て ヤリ が い が あ り ま 
す よ 。 ボ ポス キャラ と の 戦い も , 楽し く 住 上 
е Са УК Мн ена 
を 改め て 感じ きせ る コム パッ ク の GAMMA 
PLANET も 面 日 を う で す 。 

野球 好き の 人 なら 見 逃 せ な い の が ビク タ 
ーー 音楽 産 業 の や じ う ま ペ ナン トレ ー ス 。 チ 


ー ム の 監督 と な っ て 米 配 を 振る い , チー ム 
を 優勝 に 導く の が 役目 で す が , も ちろ る ん 選 


手 と し て も ゲー ム に 参加 で きま す 。 208 
か の スポ エー ツ 6 の と し て は , シャ ー グ のび 
BAE じ な ん が る や 5 ら て いる う も に ,。 203! 
入り そう だ し , 発売 きれ た ば かり の アー トト 


ッ ク が ある か ら 」 な ど , さま ざま な 声 が 聞か れ 
まし た が , な か に は 「X68000 に し か な い ソ フト 
だ か ら 」 と いう の も あっ て , 笑っ て し まい まし 
I2. did 

し か し , 人 迫力 に 定評 の ある ジェ ノ サ イド 、。 出 
来 の よさ + オマ ケ (みん な , ハリ アー 面 は も う 
や っ た か な ) の 数 々 で 支持 の 固い ファ ンタ ジー 
ゾー ン も そう 簡単 に 人 気 は 衰え そう も な い 。 上 _ 
位 3 強 は , 来 月 どれ が トッ プ に な っ て も お か し 
く な いと いう 今年 の パ ・ リ ー グ の よう な 状態 に 
な が な づつ て いま が 86 お も う 今 СОК жа о 


表現 か ? )。 


。 こ の 3 本 に な か な か 割り 込め な い RPG 替 で す 
, 先月 登場 の 2 本 は どう も 明暗 クッ キリ と い n 

кы ロー グ ・ ア ライ アン ス は ノー マヤ 

JT gs OREAK? CUORIERUT 


新作 ソフ ト 情 報 


近日 発売 予定 
明記 され た も の 以外 の 価格 に つい て は 消費 税 は 含ま れ て おぉ り ま せん 。 
у Негоеѕ of the Lance 
信仰 性 を な くし た 人 々 の 前 に 復活 し た , 暗黒 の 
女王 タキ シス 。 彼女 を 倒す に は , 真 の 神 と 人 間 と 
の 交流 を 復活 させ る と いう ミシャ カル の 円 盤 を 手 


m 


TN 


ШЫ 


*V'BALL 

「 熱 血 高校 ドッ ジ ボ ー ル 部 」 に 続く テク ノ ス ジ ャ 
パン の ビー チバ レー ゲー ム 。 バ レー と は いっ て も , 
選手 は 2 人 だ け 。 7 点 先取 の | セッ トマ ツチ だ か 
ら ス ピー ディ に 試合 が 運ぶ 。 プ レイ ヤー チー ム な は 
アメ リカ 沿 岩 を 舞台 に 試合 を し て いく 。 ト ス は コ 
ンピュータ に 任せ て , プレ イヤ ー は サー プ ブ , レシ 
ー プ と アタ ッ ク それ が から プ ブック を 掲 当 大作 
の よう に 構え ず 手軽 に で きる の が うれ し い 。 


ууя 
£e e 


ディ ンク の ダブ ルイ ー グ ル も , 09-59% 


7 ; : に 入れ な けれ ば な ら な い 。 平 和 な 世界 を 取り 戻す X68000 用 S"2HDh&  7,900Pj 
Жом wt Uomo ds た め 冒 険 者 た ち は 旅 立っ た 。 pa 1:03(260) 1161 
wd ue КЕТ cei gc mo ゲー ム は アク ショ ン ゲ ー ム て 構成 され 8 人 の パ *vJ7 4 


500 年 前 に 封印 され た 邪教 神 バ ー デ ィ ス 。 だ が , 
彼 は 目覚 めか け , 自ら の 復活 を 図り 始め た 。 し か 
L, 封印 を 行っ た 魔法 種族 「 レ ナム 」 は 今 で は 半 
ば 伝説 と 化し , 再び 封印 を し よう に も 存在 し て い 
る の か さえ も わか ら な い 。 こ の 「 レ ナム 」 を 捜す 
た め に 旅 に 出 た ひと り の 娘 テ ィ ア が ラ ・ エ ー ル の 
街 に 着い た と ころ か ら , 物語 は 始ま る …… : 

豊富 な セリ フ で キャ ラク タ の 魅力 を 描き 出す マ 
ウス 操作 の RPG。 街 か ら 街 へ の 移動 な ど に 独自 の 
工夫 も 見 られ る , 新鋭 ソフ ト ハ ウス の 期待 の 一 作 。 

X68000 用 5?2HD 版 6 АЖА 9,800 円 

АЛЕ ое Тп” 1203 (371) 3081 


ー テ ィ メ ン バ ー の 中 か ら そ の 場 に 応じ た キャ ラク 
タ を 選び , 剣 や 魔法 で 戦 つ て いく 。 

X1/turbo 用 5”2D 版 4 枚 組 7,500 円 

dics uA S PIE ру 1103 (221) 3161 
太 倉 庫 番 パー フェ クト 

か つて 数 多く の 人 々 の 頭 を 悩ま し た 倉庫 番 が 復 
活 す る 。 さ ら に 練り 上 げ けら れ た ステ ー ジ は 現在 300 
面 以上 が スタ ン バ イ 。 グラフィック も も ちろ ん 措 
атаа エディ タ も 付い で で る 。 さ БЕЛЕТ 
ィ タ を 使っ た コン テス ト も 企画 され て いる らし い 。 

X1/ turbo 用 5"2Dh& 6,800 円 

ous mew m 120797 (713)3113 


ッ ト 」 の 4 作 目 に 当たる デー タウ エス ト の 
Zer ゅ が 着 々 と 進行 中 で す 。 こ れ も フ ァ ン に 
と っ て は うれ し い 限 り で すね 。 

お っ と 。 忘れ ちゃ いけ な い ビ ッ グ ニュ ー 
ス が あり まし だ た 。 シ ミュ レー ショ ン の 光栄 
か ら 信 長 の 野望 と 水深 伝 が 出る よう で す 。 
シミ ュ レ ーション の 面 暫 きも お な も いっ きり 
ШІНШІ C e ea а ауды 
ア か ら も シミ ュ レ ーション ゲー ム フ ァ ー ス 
の he の の AI ま の 22D0 の は チキ キジ は 
見 て いて も 楽し いも の で す よ 。 そ うそ を そう, 
工 画 堂 ス タ ジ オ か ら も シュ ヴァ ルツ シル ト 
ШАЛА ОРНЫ q ӨСУ キモ ジー 
ИнНУНЭЖК ЫЕ грэ": 

最後 に が っ て し まい まし た が , КУИ 
か ら 上 海 2 が 出る よう で す 。 ひ る し ぶり の 
Np NCC а すれ ね 。 
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大 幅 に ラン クア ッ プ を 果たし まし た が , リン グ 
マス ター1 は 早 で も ラン クダ ウン 。 サ バ ッシュ も 
つき あっ て 下がっ て し まい まし た ね 。 あ の 程度 
が 限界 と も 思え な いし , も っ と 頑張 っ て ほし い 
ие, ` 
| 前 か らい や に 居 残 る な と 思っ て いた ソー サリ 
アン が 何故 か 今 に な っ て 5 位 に アッ プ 。 追 加 シ 
ナリ オ だ け で は も う 説明 が つか な い 人 気 の 長 さ 。 | 
いま や X1turbop ユ ー ザ ー の 心 の 友 に な っ て いる よ ees 
i eM E NND. EE. 
| 今月 初 登場 は プロー ダー バン ド の Wings。 新 手 
の X68000 用 アク ショ ン で す が , この メン バー が _ 
_ 相手 で は 大 幅 な ラン クア ッ プ は 難し い ぞ 。 
|. &, 何 に し て も で すね , 上 位 3 強 に 喰い 込め 
る ソフ ト の 登場 を 楽し み に し た いと 思う 浦川 で 
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ラン クト アロ ワウ 

ログ イン の ソフ トウ ェ ア コ ン テ ス ト 入 賞 作品 。 
独特 の 飛行 感 が 気持 ちい い シ ュー ティ ング ゲー ム 。 
戦闘 機 ク ラン シー の 目的 は , 敵 の 輸送 車 カ ー ゴ 
を 破壊 する こと 。 ク ラン シー は 一 度 に |I2 発 し か 爆 
弾 を 持て な いう え に , 英 の 対空 車両 が カー ゴ を 守 
っ て いる の で , 効率 の いい 攻撃 を し な けれ ば な ら 
な い 。 弾薬 が 尽き た ら 高 度 を 上 げ , 空中 給油 機 で 
補給 を 受け る 。 先 の 面 で は 超 巨 大 戦車 と の 対決 も 
ある と いう な か な か ツボ を 押さ えた ゲー ム だ 。 


X68000 用 5”2HD 版 2,000 円 
ブラ ザー 工業 12052 (824) 2493 
xx Misty 


シナ リオ を 辿る こと より も , プレ イヤ ー に 推理 
を させ る こと に 主眼 を 置い た 斬新 な か ゲーム 。 プ レ 
イヤ ー は 事件 の ポイ ント を まず 頭 に 置い て 捜査 に 
出かけ る 。 情報 を 集め な が ら 推 理 を 進め , 謎 が 解 
けた ! と 思っ た ら 質 問 に 答え る 形 で 推理 を 示す 。 
それ が 正しけれ ば , 事件 の 真相 が 語ら れる と いう 
わけ だ 。X68000 用 は シナ リオ に 焦点 を 絞っ た の か , 
グラ ツイ ィ イッ ク は 手 ノ ク ロ に な っ そい る 。 

X68000 用 5?2HD 版 5,000 円 

デー タウ エス ト 1106 (968) 1236 
文 バ トル チェ ス 

| 人 用 と 2 人 対戦 用 の ぼ ほか, コン ピュ ー タ 同士 
の 対戦 を 観戦 で きる モー ド 付 き ほ の チェ スゲ ー ム 。 

ТЕ КОЗ 炊 元 モー ド が あり , 39 次 元 モ 


シャ ツ ッ フ ル ・ バ ッ ク ・ カ フェ 


Visinec 
Visitor 


ou bacs ud 


で も な い 目 に あい まず 。 


66 ОН x 198912. 


いま どき な か な か お 目 に か か れ な い エ アホ ッ ケ ー を ゲー ム に する と ころ 
が 斬新 で すね 。 実際 に この ゲー ム を や っ て みる と 意外 と 難し い の で す 。 
それ と , ゲー ム を 始め る 前 に 周り を か た ず け て お か な いと , あと で と ん 


i| Stage 002 ii 
| Block 883 7 

Coin 0000 1 
| Steps 0038 | 


t 


倉庫 番 パ ー フ ェクト し ナル 


ー ド で は 人 間 の 次 を し た 駒 た ち が チ ェ ス ボー ド 上 
で 動き 回 る と いう し くみ だ 。 ま た 通信 機能 を 搭載 
し て いる の で , 電話 回 線 に よる 離れ た 場所 どう し 
で も プレ イ で きる と いう の も うれ じい 。 

X68000 用 5”2HD 版 2 枚 組 9,800 円 
[SSuM ous mr 203 (5565) 8732 
*GAMMA PLANET 

久々 の ワイ ヤー フレ ー ム の 3D シ ュー ティ ング ゲ 
ー ム 。 題材 は 都市 の 戦車 戦 。 降 下 し て くる 敵 戦車 
を 撃退 する と いう 内 容 だ 。 

パワ ー ア ッ プ パー ツ も 用 意 さ れ て いる し , 装甲 
аА Садаи を 際 か じい て で て グ ャ ンプ ブ も で まる 
あたり は , さす が に いま 風 。 シ ンプ ブル な が ら 骨 大 
な 面白 さ を 持 っ た ゲー ム だ と いえ る だ ろう 。 
X68000 の きれ いな グラ フィ ッ ク で 繰り 広げ られ 
る ワイ ヤー フレ ー ム の 世界 は な か な か の 美 し さ だ 。 

X68000 用 5*2HD 版 価格 未定 

コム パッ ク 203 (375) 3401 
次 大 戦略 マッ プ コ レク ショ ン 

コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション ゲー ム の 巨頭 と 
な っ た 大 戦略 レリーズ 。 人気 の 理由 は , ひと つ に 
は 手軽 な ルー ル で あり な が ら , マッ プ や 兵器 構成 
に よっ て プレ イ バ リ エー ショ ン が さま ざま に 広 が 
る 点 だ ろう 。 そ の バリ エー ショ ン を さら に 広げ て 
くれ る の が , この マッ プ コ レク ショ ン だ 。 ユ ー ザ 
ー か ら 募 集 し , 厳選 し た 40 の マッ プ が 収め られ て 
いる 。 ま っ た く の 仮 想 マ ッ プ か ら , 世界 地図 か ら 


ら LoP. | B 


取っ た も の まで , いろ ん な 「IF」 の 戦い が 楽し め る 。 
X68000 用 5"2HDh& 5,000 円 
BETA 11092 (752) 3902 
x 47)v4 —2)v 
単に プレ イ を 楽し むための プレ イ ゴ ル フ モ ー ド 
c, 30 年 間 の ゴル フ 人 生 を シミ ュ レ ー ト し た ゴル 
フラ イア や セード の の 分 が 有意 き れれ た ね れ ル アゲ ー ム 。 
プレ イ ゴ ル フ モ ー ド で は |I2 の コー ス が 選べ , ^7 
ー ム の 感覚 を つか む に は ちょ うど いい モー ド 。 こ 
の モー ド で ゲー ム に 慣れ て きた ら , ゴル フラ イフ 
モー ド で 世界 の トッ プ を 目指 そう 。 


X68000 用 5”2HD 版 2 枚 組 9,500 円 
Tw Re 4 730474 (17) 1541 
文 ア ルビ オン 


発達 し た 科学 技術 が 引き 起こ し た 最終 戦争 か ら 
数 百年 , 人 々 は 神官 を 通じ て テク ノロ ジー を 授け 
て くれ る コン ピュ ー タ を 神 と し て 崇め , 平穏 な 日 
日 を 送っ て いた 。 が, ある 神官 の 野心 が 破壊 神 を 
呼び 起こ し て し まっ た 。 主神 に 見 出さ れ た 少年 は , 
破壊 神 を 倒す た め に 旅 に 出る の で あっ た 。 

3D ダ ンジ ョ ンタ イプ の RPG で , アイ テム を 捜し 
な が ら 武 器 や サイ キッ ク ポ イン ト を 使っ て モン ス 
ANUS GEACCU SEV) TA, 


X68000 FH 5”2HD 版 2 枚 組 9,.800 円 
カオ ス 206 (927) 1060 
Ж Zeró 


第 4 の ユニ ッ ト の Vol. 4。WWWF に お ける 「DUAL 


1 !i——— l e 
A ; | YOUR STRTUS 


TRRINING PeR тоя КЕЕ as теснмс 9 
| NISNINEEN т Гета 72 тес l| 
ダブ ルイ ー グ ル 


TARGETS, 作戦 後 , 自分 の 正体 を 知る べく 軍 の 情 
報 管理 局 へ BS 関係 資料 閲覧 願い を 提出 し た ブロ ン 
ウィ ン だ が , ひと つの 疑問 が 持ち 上 が る 。 ス イシ 
ー ゼ が 解放 し た 「 越 中 優 治 」 が WWWF の クロ ー ン 
で は な いか ……・ と 。 そ し て つい に 軍 最 大 の 司法 機 
構 「 監 査 局 」 が 動き 出し た 。 今回 は 選択 肢 に 表情 
コマ ンド を 導入 し た 。 


X68000 用 5"2HDh& 8,800 円 
デー タウ エス ト 1%06(968) 1236 
太 メ タル サイ ト 


プレ イヤ ー は 5 人 の 兵士 か ら 選 ん で スタ ー ト 。 
入隊 試験 か ら 始ま っ て , 敵 軍 の 衛星 兵器 を 破壊 す 
бает уола аи) РСС, 
が , 敵 キ ャ ラ は すさ まじ い ス ピー ド で 出 て くる われ わ , 
ミサ イル は 飛び か うわ で も う タ イ ヘ ン 。 し か も 画 
面 を ふさ ぐ よ うな デカ キャ ラ も 登場 , 果て は 障害 
物 だ ら け の 通路 の 飛行 まで や ら さ れる 。 ジ ョ イス 
ティ ッ ク を 持つ 手 が 汗 ば む ほ どの スピ ー デ ィ さ と 
スリ リン グ さ は 保証 つき 。 

X68000 用 5"2HD 版 5 枚 組 8,800 円 
эле Ср) аА 7%03(635)5145 
文 ナ オイ ト ア ー ム ズ 

地球 か ら は る か 彼方 の 「 か み の け 超 銀 河 団 」 で 
(i, 連邦 軍 と 宿敵 CIPHER の 戦い が 繰り 広げ られ て 
いた 。 連邦 軍 は CIPHER の 作り 出し た 「 ス テラ ・ ス 
マッ シャ ー」 と いう 強力 な 武器 を 破壊 する た め , 
追撃 兵器 「 ナ イト アー ムズ 」 を 出撃 させ た 。 
前 後 の 3D に 加え , 横 に も 3D ス クロ ー ル する と い 
うま : 多 方 向 3D ジ ュー ティ イン シク 7——=/3<Х66000/ Б 
で は の グラ フィ ッ ク は 見 応え も た っ ぷり 。 

X68000 用 5?2HD 版 9,700 円 
П АР ДРА WIDI 110956 (22) 3881 
а САРА Ра 
ПЗУ 2 Р и УД re "ы оу 
эй dee Le ise с НАЛ РЕ 
の カプ セル を 8 回 打ち , 出 て きた 色 つ き の カ プ ブ セ 
ル を 自 機 や オプ ショ ン が 取る こと に よっ て パワ ー 
С OU be ele qd npe 
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ер eet < BR To 15:54 
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パワ ー ア ッ プ させ た 自 機 と オプ ショ ン を 合体 させ 
る と , より 強力 な 攻撃 が で きる よう に な る 。 
X68000 用 5"2HDh& 2,000 円 
ブラ ザー 工業 11052 (824) 2493 
*77—AXhbk241-—7 

X1 に 発売 され て いた “シル バー ゴー スト "の 延 
長 線上 に 当たる ゲー ム 。 オ ル ニ ッ ク 女 王 の 治め て 
いる ログ リス 王国 再 統 一 の 野望 を 阻止 する の が 目 
的 。 プ レイ ヤー は 軍 の 編隊 を 組ん だ の ち , リー ダ 
ー と な る キャ ラク タ に 命令 を 与え て 操作 する 。 戦 
闘 シ ー ン に な る と 最大 100 人 の キャ ラ が 入り 乱れ 
て 戦う の で 画面 は も う 大 騒ぎ っ て カン ジ だ 。 


X68000 用 5"2HDh& 価格 未定 
F y> kupa 110486 (46) 0660 
Kk 7-—Z,.g7)2 2 


X68000 用 の パソ コン 通信 ソフ ト 「 た ーー みのる 」 
が バー ジョ ン ア ッ プ され た 。 蛋 パ エージ ョ ン よ り 便 
いや すく な っ た の で , パソ コン 通信 の 初心 者 に は 
うっ て つけ っ て と ころ で し ょ う 。 詳 しく は 72 ペ ー 
ジ を 参照 の こと 。 


X68000 用 5?2HD 版 17,800 円 
エス ・ ピ ー・ エ ス 7%0245(45)5777 
文 サ イ バ パ バー ノー ト 


住所 録 の 整理 や 名 刺 管 理 と いう の は 意外 と 面倒 
な も の 。 こ の サイ バー ノー ト は , そん な わ ず ら わ 
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戦略 マッ プ コ レク ショ ン 


9.9 nita 
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k- MK... 77: 
D 


ファ ー ス トク イー ン 


し い 作 業 を マウ ス 操 作 で 簡単 に で きる パー ソナ ル 
デー タベース だ 。 機能 と し で は スゲ ンジ ュー ペル 機 
ВЕ, カレ ンダ ー 機 能 , ЗЕР ЕВЕ, 住所 録 & 
名 刺 管理 機能 な ど が つい て いる 。 も ちろ ん シャ ー 
プ の 電子 手帳 と の デー タ 交 換 や , ほか の ソフ ト と 
ОУУ Мул АС) SEC V o TTE с, 
X68000 用 5?2HD 版 19,800 円 
シャ ー プ 1103 (260) 1161 
娘 マ ジッ ク パ バ パレット 

65536 色 より 256 色 の 画面 を 4 枚 メ モリ 上 に 作成 
で きれ で れ の セー ジ / ロ ーー ド / コ ピン ЕО 
0213884577274 )7ITT«42,.,-20-—— 
スト の 機能 も 充実 , 描画 テク ニッ ク と し て 活用 で 
きる ユニ ー ク な アン ドゥ 機能 も つい て いる 。 開発 


用 に も 最適 。 
X68000 用 5?2HD 版 19,800 円 
ミュ ー ジ カル ・ プ ラン 7%03(401)2751 


*G68K version 1 -PRO 
すでに 発売 され て いる グラ フィ ッ ク ツ ー ル 6G68K 
の バー ジョ ン ア ッ プ 版 が で きた 。 こ の 製品 は , 前 
の バー ジョ ン と 同じ く 操 作 が 簡単 で あり な が ら , 
ША Е КРО СЛОЈА DIO OTT 
の 機能 も アッ プ , БЖ, 高 機能 を 実現 し た 。 
X68000 用 5?2HD 版 22,000 円 
シス テム ハウ ス オ ー 7%075(822)4408 


G68K version П -PRO の 作品 
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СТО СУ 


GAME REVIEW 


今月 も いろ いろ な ジャ ン ル の ゲー ム が 出 捕 
いま し た 。 まず, X1 用 に は RPG の 大 御所 と 
も 言え る 「Ultima I 」 を , そし て X68000 に 
は テキ スト アド ベン チャ ー ゲ ー ム 「Misty」 
5, ちょ っ と 難易 度 が 高い シュ ー テ ィング 
ゲー ム 「 メ タル サイ ト 」 を 用 意 し まし た 。 
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海外 移植 も の の ゲー ム の 中 で は , 五 指 に 入 
る 知名 度 を 持つ RPG。 シ ナリ オ が し っ か り 
し て いる の が あり が た い 。 | 
RPG の 出来 を 決め る 最大 の 要素 は シナ リ 
ААО 09M ИНА. 
に は 熱狂 的 な ファ ン が いる こと か ら も 。 2 
の ゲー ム の シナ リオ の 完成 度 の 高 さ は みん 
な が 認め る と ころ 。 今 回 は 時 間 を 往来 する 
ЕСО АТА d TAM CS UTOR 
か ら 未 来 ま で 5 つの 時 代 の 冒険 が 楽し め る 。 
さら に は 宇宙 に だ っ て 行け ちゃ うと いう ん 
だ か ら , どん な 絶 力 的 な クエ スト が 用 意 き 
САУАТТЫ ыс S O p t, 
だ 。 実際 に 遊ん で みだら 5, キー バッ ファ アァ に 
悩ま され る こと は な く な っ た だ た けど, 相 変 わ 
ら ず ゲー ム ス ピ ー ド が 遅く て スク ロー ル が 
AIBA EUe ЕКТІ ue С XL 
ラス ター スク ロー ル を や っ て いる 」( 男 面 が 
波打つ きま) と 言っ ちゃ うく らい な ん で す 
bb oun 。 それ で も 一 見 する 価値 は ある か 
も しれ ませ ん 。 せ っ か が く PCG が ある ん だ か 
ら X1 の 機能 を 生か し て ほし か っ た 。 これ で 
は ゲー ム の 世界 に ハマ リ こ も む 前 に ,。 飽き て 
まう や 6 に も が が か が ね が いな もの 。 

熱中 度 pp に レレ Pb (Н.К.) 
БИО МОЗ Н do ТА C E 
う な か れ 。 馬 に 乗っ た り , 船 に 乗っ た り , 
飛行 機 を 操縦 し た り , あげ くく の 果て に は 宇 
宙 船 で 宇宙 に 旅 に 出る 1 っ て いう ん だ か 


ら も の 凄い 発想 で す 。 前作 で , ЖО Ж 
師 モ ン デ イン は 打倒 され ま し た 。 今回 は , 

を の 化 盾 の ミナ クズ を 退 答 まる ラン ナ 
ДЕ л кай К buxo dd luos atu ac 


ビジ ュ ア ル Te 


タイ ム ド ア 


улуу ЕМІ $1504, 
基本 的 に 操作 法 や ら , Mü 2 Eo TAKK z 
ТБО Ие ДЕР УТ, Uli 
шалт exu А bur p а, 
も っ と 驚い ちゃ う の は , タイ ム ド ア の 存在 
СИИ А, ЕТУИ С 
好き な 時 代 に 行か れる ん で す が , 伝説 の 時 
代 に は 「 伝 説 の 時 代 」 と 書か れ た 看板 が 立 
oC UOTA iw. な ん に 上 し 上 て も 時 
空 を 越え た 究極 の 冒険 」、 ほ と いう コピ ー も ま 
ん ざら ウソ で は な いで し ょ う 。 時 間 を 越え , 
宇宙 を 探険 する アメ リカ 人 の SF 感覚 に は 脱 
帽 し ます 。 
зәрәр р [> [> [> GE) 


X1turbo 用 5?2D 版 3 枚 組 7,800 円 (税別 ) 
jen demque 1203 (221)3151 


Eo の を 考え 。 楽し ん で いた だ て た め 
グラ フィ ッ ク や 音楽 を あえ て 排除 し た 」 と 
いう テキ スト アド ベン チャ ー ゲ ー ム 。 


に EE 


bid, 初め に 言っ て お く が , この 「Mist 
y』 は テキ スト アド ベン チャ ー ゲ ー ム で す ゼ ぜ 。 
うっ う てい うこ と は 絵 が ほ は と ん ど な い 。 だから, 
FM TOWNS 版 の 派手 な デモ を 見 て その 印 
象 が 強い 人 は 別 の ゲー ム で ある と 考え た ほ 
の 

СТ Жы ҰСЫ КАЗА ТС 
ТР kupi s = лз Eki ӘК 
「].B. シ リー ズ 」 の 聞き 込み 中 心 の 捜査 と は 
Bar EO, クイ ズ の よう に いか に 少な い 
情報 で 事件 の 真相 を 把握 で きる か , と いう 
L9 Nr tr PAIN. 

55, シナ リオ の 内 容 だ が 。 か な り 事 件 
内 容 は 現実 に 近く 設定 きれ て いる 。 シ ナリ 
オォ オ 1 と 5 は ほとん ど ヒ ント な し で も 事件 が 
ААО Ара s: a ty yet 
は か な り 上 難し く 〈 く 上級 者 向き と いえ る 。 8 ビ 
ッ ト パ ソコ ン (X1turbo な ど ) に も 移植 き 
を の が の dE の OO プラ だ 


ゲラ フイ ッ ク ア ド ペ ベ ペン チャー に 飽き な た 人 は 
E €, 

зәрәр рр > [> [> (Ж 
5 つの スト ー リ ー が 詰まっ た , 探偵 も の 
CR desee SS 
推理 小説 と で も 呼ん だ ほう が 適当 か な 。 な 
ん せ 基 本 は テキ スト を だ 6 ら だら と 読む だ け 。 
どき どき 申し 訳 程度 に グラ フォ ィ ッ ク が 現れ 
Бе Е Е о б B 
GM も な し し という, X68000 の 高 性 能 を 見 事 
に 無視 し て くれ て いま す 。 

C, 勝負 は スト ーー リー の 良し 悪し に か か 
っ て くる ん だ けど , まあ 普通 た で も 申し て 
ЕЭ だ いた ない 秋 は 大 り 組 ん 
だ 人 間 関 係 が だ 一 と か こ 一 と か いう 殺人 事 
件 の 類 は あま り 好 きじ ゃ な いん で すね 。 

DINE woe TUA ECL C I. eot 
ザー 参加 に よる 盛り 上 が り に 期待 を 寄せ て 
いる ん じゃ な いか な 。 以降 発売 きれ て いく 
(らし い ) Misty の 続編 の シナ リオ ォ を 募集 し, 
採用 の 際 に は 10 万 円 の 賞金 を 出す と いう こ 
と で すか ら 。 腕 に 自信 の ある 人 は , どう ぞ 
が ん ば っ て 5,000 円 で 10 万 円 も 釣っ て くだ さる 


ュー 


Ж uw. 

ФА p b b b b b (お ) 
X68000 用 5?2HD 版 5,000 円 (税別 ) 
デー タウ エス ト 1106(968) 1236 


少 々 難易 度 が 高い 3D タイ プ の シュ ー テ ィ 
ング ゲー ム 。 操作 性 も よく 画面 も され いな 
の で , じっくり 腰 を すえ て プレ イ し た い 。 


に 


期待 の 新作 , シス テム サコ ム の メタ ル サ 
イト が 登場 で す 。 

3D タ イプ の オリ ジ ナ ル シ ュ ー テ ィング ゲ 
ー ム な ん で す が , 素 晴らし い 出 来 ば を に な っ 
て いま す 。 な ん と いっ て も この ゲー め の 最 
大 の 目玉 は スム ー ズ な 3D 処 理 で し ょ う 。 し 
か b 高速 で 画面 の 半分 も ある よう な デカ い 
キャ ラク タ が 2 つも 同時 に 動き 回 っ て し ま 
う ん で すか ら , サコ ム が 独自 開発 し た 疑似 
スプ ライ トシ ステ ム の 威力 が わか り ま す 。 
ゲー ム は 全 10 面 で 構成 され て いて , 最終 
目的 は 敵 の 宇宙 要塞 に ある 大 型 兵器 を 破壊 
する こと な ん で す が , それ ぞ れ 面 ご と の バ 
リエ ーション が 豊富 で , 特に 7 面 の か る 
リ が 超 ハ デ で 見 て いて 気持 ちがい い ほ ど で 
す 。 や られ た と き の 自 機 の 爆発 も 画面 いっ ぱ 
сс, これ まだ いや と いう ほど ハデ に 爆発 


し て くれ ます 。 だ た だ だが 敵 の 攻撃 が も の 凄く 

般 人 の 私 に は と て も つい て いけ ませ ん 。 ハ 
の が や マテ に お すす め の 1 本 で し ゃ 7; 
зерә p pp じじ ( 純 ) 


ダメ な ら 自 分 で 作る けど 


今月 も 編集 部 に アド ベン チャ ー ゲ ー ム が や っ 
て きま し た 。「38 万 キロ の 虚空 」 と 「Misty」 が そ 
うな ん で す が , 2022, 恐る べき 共通 点 が あ 
り ま す 。 そう, それ は どちら も 文字 が 異常 に 多 
い の で す 。 ふ ぶ ふだん.「 第 4 の ユニ ッ ト 」 な ど 比 較 
的 文字 の 少な い ア ド ベ ンチ ャ ー に 慣れ て いた 私 
ky NANI ІН ҚЫС. Ж ЗАТЫ 

まあ , アド ベン チャ ー っ て いう の は 文字 が 多 
いも の な ん だ ろう けど , や っ ぱり 人 に 長い 文章 
を 読ま せる ん だ っ た ら , も うち ょ っ と 工夫 が ほ 
じい で す 。 これ じゃ ちょ っ と 目 が 療 れ で て し まう 


シュ ー テ ィング Батл ОУ 
し フッ フッ フッ フッ フク 。 МС ОФУ 
ム を 待ち 望ん で いた の だ 。 大 拭 の ゲー ム で 
は いき な り 私 は 〇 〇 軍 の エー スパ イロ ッ ト 
て あり , 地球 の 運命 を か け て メメ 軍 の 本 拠 
地 へ 単機 突入 ! な ど と いう , 理不尽 極 ま 
b ない 設定 で , 一 兵卒 どっ だ ころ の 私 , 7% 
L.C は 士官 学校 時 代 の 私 な ど は どこ に も い 
ない SA 際 し て е о ЮИ 
り ト ッ プ で は 〇 〇 軍 の レベ ル の 低 き が わか 
ろう と いう も の 。 これ じ ゃ あ 地 球 が 減 び て 
も 文句 は 言え な い 。 い くら 天才 パイ ロッ ト 
と は いえ トト 積み 時 代 は ある も ん だ 。 こ の ゲ 
ー ム で は まず 入隊 テス ト が ある 。 つ まり 私 
は 自衛 官 募 集 の 広告 に つら れ て 志願 し た の 
て ある 。 そし て 百 戦 練 磨 一騎当千 の エー 
スパ イロ ッ ト べ へ と 特進 まる の だ 1 た が だ , 
悲し いか な 最前 線 中 の 最前 線 ら し く , 指令 
(ЛН СЬ Rir, 弾薬 は 届か な い 。 な ぜ か 
修理 も で き な い 。 敵 は 圧倒 的 物量 作戦 で き 
て いる の に , で ある 。 せめ て 補給 は 欲し か 
Ла Басы ЕЛА Iram 


зр р р р р р (SKY) 
X68000 F8 5?2HD 版 2 枚 組 9,800 円 (税別 ) 
シス テム サコ ム 1103(635) 7609 


ん で す よ ね 。 C, さっき 編集 室 で 話し て た の が 
「 シ ャ ー プ ワー プロ 式 メ ッ セ ー ジ 出力 」」 ア ド べ 
ンチ ャ ー グ デム が の メア ジウ イシ ルド ウ っ て い 
う の は , た いて い 文 字 の 出る スピ ー ド の 調整 か 
ベ ページ 切り 替え で , 次 の ペー ジ に 送っ て いた だ 
COL uk t e е О ЫК АЛАТА с 
い に マ ウス で テキ スト を 前 後 ど っ ち に も スク ロ 
ー ル で きる よう に し て , プレ イヤ ー が 自分 で メ 
ッ セ ー ジ を 動か な る お うに すん 0 の AS t» 
すれ ば , 自分 の 好き な スピ ー ド で メッ セー ジ を 
読む こと が で きま すし , 読み 直し も きく わけ で 
す 。 ОРТ ТАР АУАҒА ЕТЕ 
ウス さま 。 CE) 
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0F7000/ 


@36 万 キロ の 虚空 


宇田 の 果て に 
人 間 ド ラマ を 見 た 


Котига Satoshi 


rM ES 


シス テム サコ ム お 得意 の ノベル ウェ アシ リ 
ー ズ 第 5 弾 。 近 未来 の スペ ー ス コロ ニー を 
無 含 に じ た ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム 。 こたつ 
四 央 5 つく りな 楽し みた い , と いっ た 
感じ の ゲー ム で す 。 


X58000 用 5"PHD 版 4 枚 組 9,800 円 (税別 ) 
シス テム サコ ム 203 (635) 7609 
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俺 の 名 は 相場 議 。ONN の 社会 部 記事 担当 
の 事件 記者 だ 。 い ま ,ONN の 同僚 ドワイト , 
ゲン アン と あや も もい スズ スペ エス gy 
通称 SC1 に いる 。 い や , ONN だ け で は な く 
ABC や CBS と いっ だ 大 手 ネ ットワーク の 連 
中 や その 他 大 勢 も ご ちゃ まん と だ 。 な ぜ な 
ら 大 々 的 が な オープニング セレ モニ ー を 3 日 
後に 控え て , 多数 の プレ ス の 記者 た ち が こ 
086 中 べつ の で きだ の が だ 。 

2049 年 。 人類 は つい に 宇宙 へ の 移民 を 開 
始 す る こと に な っ だ 。SC1 は 初め て 建造 る 
れ た 大 規模 な コロ ニー の 第 1 号 だ 。 オ ー プ 
ニン グセ レモ ニー に は この コロ ニー を 建造 
し た NSCA 会 長 ク ロフ ォ ー ド も 出席 し , < 
の 様子 は 全 世 界 に 中 継 る れる こと に な っ て 
U 5, 

ここ , SC1 に 入る と き に 手荷物 の 検査 が 
bol», 銃 を 持っ た 武装 警備 員 が ずら っ 
を ん で いい だ の は に は ぴ び う で し だ 0 を し て ? 
全員 の 荷物 を か が た っ ぱし か ら そ こい ら じ ゅ 
う に 広げ , 荷物 を れ 1 つ ひと っ つ 調べ て い 〈 と 
いう と ん で も な くく 厳重 な 検査 を きれ だ 。 `$ 
っ だ た だく な ん て 連中 な ん だ , NSCA の や つら 
は 。 あ の 態度 は 頭 に くる 。 ちょ っ と 警備 
員 に 話し か が け よ うと し だら 銃 を 突き 付け ら 
れる b, 広報 担当 方 に は ほとん ど 田 人 迫 の よ 
う な 注意 は 受け る わ で , も うき さん ざん だ 。 
お まけ に NSCA 報道 担当 主任 の イザ ベラ ・ 
A Heec ҚАСТЫ АЕ СОА らく 
冷た だ たい ロボ ッ ト 女 みた に だ 。 それ に 最後 に 
配ら れ た 腕時計 状 の 機械 。 ID カー ド の よう 
な も の だ と いう 説明 だ っ だ が , どう も われ 
われ の 動き を 見 張る トレ ー サ ー の よう な 気 
が する …… 。 ま る で 俺 た ち が 報 道 関 係 者 と 
いう より は 敵国 人 の ょ うな 扱い だ 。 な に が か が 
NSCA に は プレ ス は 敵 だ と みな る な けれ ば 
АЕ Ае ы көш АК AA W ある の 8 の みみ 2 


5 ルイ ジャ ッ ク さ る | aan 
F こ で の コロ ニー は 乗っ 取ら れ て で てい. る 
ЛАН 
отри $30. СТА D 
ЛУВА E eere 2 388, 24/8: 
し 出し 人 不明 な ど と いう 芸当 は どう や っ て 
ぁ 不 可能 な は ず な の だ 。 俺 専用 の 情報 屋 , 
ジャ ッ ク で さき を えも 不可 能 な 芸当 が なの だ 。 
コロ ニー が 乗っ 取ら れ て いる …… 2 本 当 


だ 8 だ 駒の い ベ ん な な 毛 件 だ うと 。 し が じ ら う 
や っ て 乗 づ 取 つ た だ た ょ と いう の だ の) と ほ が で 
本 当 か 嘘 か どっ ち に し て も 確証 を 得 た い 。 
な ん と か 裏 を 取ら な けれ ば …… s 

取材 陣 は NSCA の 広報 官 の 案内 で コロ ョ ロニ 
ー の 内 部 を 取材 する こと に な っ て いた だ 。 い 
わ ば NSCA 主催 の コロ ニー 見 学 ツ アー と い 
うわ け だ 。 ま ず は 天気 や 気温 を 制御 する コ 
ント ロー ルル ー ム に 案内 され た 。 これ は な 
に か 探れ る ぞ , と 思っ た 俺 は 昨日 の 気温 が 
198 0453 0g 8 C PO TRBUTAJZ, 
[Ec ДИАС y Dee 。 実 は 最終 テス ト 
を 兼ね て 少し 高め に 設定 し て いる の で す . 
質問 に 答え を た イザ ベラ は か な り 動 揺 し て い 
2) a 

|35, 作業 中 の 人 た ち も い る の に で すか 」 
AP 通信 の ジェ ー ム スズ ス 水 谷 が 言っ た 。 

「 皆 きん の ご 心配 は わか り ま す が こ この 
環境 コン トロ ー ル に つい て は 万 全 で す 。 な 
に し ろ こ こ に は 調整 も 取り 換え も きく 太陽 
が つの いで いる よう な も の で ず が か がら 」 

「 な ら , どこ か の 気温 上げ て みて も ら え 
ませ ん か 。 目 で 見 る の が 一 番 い い 」 
水谷 の 言葉 に 彼女 は 狼 狼 し て 懇願 する よう 


(215-278 


reef, それ は ……。 環境 の 変化 な どの 
問題 も あり ます の で , 残念 で す が …… ご 容 


WIS 

や は り , 環境 コン トロ ー ル に 間 題 が ある 
OD ne АО may em ? 
取材 ツア ー が 進む に つれ NSCA が な に か 
を 隠し て いる と いう 疑い は いっ そう 濃く な 
っ だ 。 ひ と つ カ マ を か け て みる か , と 思い , 
わざ と イザ ベラ に 聞こ える よう な 声 で 暇 そ 
うに し て いる 水谷 に 話し か けた だ 。 

「 平 和 を その も の だ けど , これ で けっ こう 裏 
で 事件 が 起き て だ り し て ね 」 


「 事 件 で すか ? 相場 さん ぉ 得意 の ジャ ン 
ル で すね 。 でも, いま 起き る 事件 っ て と どん 


な も ん で すか ね ?」 

うま い 具 合 に 水谷 は 話 に の っ て きた 。 

「 一 発 特ダネ クラ ス で や っ ぱり 乗っ 取り 事 
件 な ん か どう ?」 

その 言葉 で イザ ベラ が 緊張 し た の が わか る 。 
「 乗 っ 取り で すか 。 そん な 事件 が あっ た ら 
БОЕ PAET ЗАР Z j 
水谷 は 冗談 の つも り で 軽く 答え て きた 。 

「 を そん な こと な いよ 。 報道 管制 の 敷 か れる 
ょ うな 事件 どっ た ら ほ と ん ど 部 外 者 に は わ 


か ら な いも ん る 」 

イザ ベラ が 我慢 し きれ な く 〈 く な っ だ た の か こ 
ИТО kU Ki. тау! 

「 随 分 と 物騒 な お 話 で すわ ね ?」 

や は り , 彼女 は る っ きか ら 話 を 聞い て いた 
ec КЕ. ы оты ДЫ ы ЖЫ 

Low bdo Е СУЧА と 
ОТЕУ 

SC Te А る 
АСЗ С А r NE 
「 そ れ じ ゃ , 誤報 に な っ ちゃ いま す よ 」 

「 だ か ら СІ” を つけ て ね 。 仮想 事件 っ て 
ヤツ で す よ 。 どうすれば SC を 乗っ 取れ る か 
考え て みる の も 面白 いと 思い ませ ん ? | 
「 あ まり , お 薦め は し ませ ん わ 。 そん な 記 
事 を お 書き に な り ま す と 取材 許可 が 取り 消 
され る か も し れ ま せん よ 」 
彼女 の 日 調 は ほとん ど と 脅迫 びっ た 。 

ГЕЙ, 乗っ 取ら れる わけ な いん だ か ら を 
ん な 真剣 に な ら な く 〈 く て も …… eR 
まる 2 の しそ を 沈 が さち なあ りえ . ま あせ みん ュ 
"o 21945, БЗВ ИОВ SAAT ER 
な っ だ ら そ れこ を 疑い ます よ 」 

人 彼女 は か な り 繁 張 し た らし く 冷 や 汗 き ぇ 
か いて いる よう に 見 える 。 間違い な く 乗 っ 
取り は あり , し か も NSCA は 相当 危険 な 状 
ПОРА: 俺 は そう 確信 し た 。 


iles) [5| m‘ 


fi 8 dr o САКО КОД КАУ 
ИОА が 2 うう イジ シャ ッ グ の タタ と シコ さ に 
の NN と イザ ペラ の 態度 に つい て 語 も た 。 
「 差 し 出し 人 不明 の タレ コミ と は お それ い 
"276 

FDU 4 ite 2 1 

「 確 か に 昨日 の 気温 に つい て も 怪し いこ と 
だ ら け だ し な …… 1 

ステ ファ ン は その タレ コミ が 真実 で ある と 
確信 し て いた よう だ 。 な に か 先 に 情報 を つ 


か ん で い だ の だ ろう か ? 

まあ いい 。 俺 に も 考え が あっ た 。 俺 は 記 
者 だ 。 だ っ た ら こ の 乗っ 取り の 話 を 噂 と し 
て 記事 に 盛り 込ん で し まえ ば いい 。 かなり 
きわ どい 内 容 に な っ て NSCA か ら 目 を 付け 
られ る か も し れ な い が , イザ ベラ に は 釘 を 
刺し た し , うま くい け ば 世論 が 盛り 上 が っ 
て SC 廃止 へ と 持っ て いけ る か も し れ な い 。 
俺 は 一 気 に を の 記事 を 書き 上 げ , ベッ ド に 
倒れ 込ん だ 。 疲れ の せい か すでに 眠れ た 。 
ПА あま えな が ん て も ん 書い に な ん だ 1 」 
ЖОЯН NVA4POSPFCH2/H&57:, 
(9220, あの 記事 の お か げ で 即刻, 強 
市 送還 に な っ ちまっ た ぞ を 1!」 

CES 

ТАБ АО T  NSCAOLIE JS E 
乗っ 取り の 噂 な ん か 立て る か ら , £g 
て 訴 を ふる っ て 話 に な っ て る らし い ぞ 1! 」 


「 あ あ , 誤報 っ て ヤツ だ 」 
ステ ファ ン は 苦 々 し げに 言っ た 。 彼 も それ 
が 誤報 で は な いこ と を 知っ て いる の が だ 。 

数 分 後 , 犯罪 人 の 護送 車 の よう な NSCA の 
15 Жо зден Ше, йық V だ E 
RERNE ANE Б MN ALI PERS 
に AE > S.J 

「 戻 る されない?」 

「 和 宿舎 の 中 じゃ 盗聴 る され て いる だ ろう か ら 
言わ あな が が っ だ ん だ が ……。 もう 遅 いん だ よ 』 
О О O 
「 行 け ば わか る きる …… 1 

152%, 俺 た ち を 乗せ た 車 が シャ フト ス 
Та ЖЕЛТ ӘКЕ ОТ ГАР 
ベラ の 准 た い 視 線 が あっ ただ た 。 

「 こ の よう な 形 に な っ て し まい 人 遺 壇 の 極み 
で す 。30 分 後 の シ ャ トル で 地球 に 戻っ て い 
(ty Мес Шү eT 
彼女 は 淡々 と 告げ た 。 

A CO Pl rus a q «шак чс кычы ы Л 
ステ ファ ン は ゆっ くり と 日 を 開い だ 。 彼 は 
が に ずる つも りな の か 7 


WT WE 


PT ыл, л ene 

どい う 上 太 谷 に 話 は 進ん で いき まず す 。 き て 
この ゲー ム , シス テム サコ ユ コム の ノベル ウェ 
アシ リー ズ の 5 作 目 で , DOME 系 列 の 近 
未来 SF 小説 と いう 形 を と っ て いま す 。 主 人 
公 は 相場 謙 し いう ネッ トワ ー ク ONN ОН 
本 人 記者 , 舞台 は 2049 年 の 地球 。 を そし て 初 


NSCA 報道 担当 主任 イザ ベラ ・ ス ロ 


の 大 規模 メス ペー スコ ロニ ニー:SC1。 それ を し 
у ж DEAS ЕС, KAR, デア セリ 
ち を 名 る サス ペン ス と いう スト ー リ ー で すず 。 

この ゲー ム で は , 主 入 公 の と る 行動 に は 
C уа ETORO Re 
S СО PY et ВОВ, 4001 
ナリ オ の 中 で (全部 で 7 通り ぐら いや っ た 
gb) 一 番 ス リリ ング で 面白 か っ た も の 
を 元 に し て に さ は ます 4。 ОМУ а АШ 
一 番 の 売り で ある この シス テム の お か げ で , 
人 に よっ て シナ リオ に 対す る 評価 は か な り 
ЖІРНЖКССШЕЗ?Т i0. а ОИТ 
ЖАН. УСЕН, с © NW AA 
みた り 強 制 送還 に あっ た り と イベ ント が 多 
く て か な り 楽 し め る の で す が , 他 の お と な 
し い パ ター ン で は イベ ント が あま り 過 激 な 
b QC ID C EXAM DASS 
) AZ ecd o. adu» iM xs 

@2C WATAOMKCT,. xD ME 
り 頑 張っ て いる よう に 思い ます 。 実は この 
ゲー ム , MIDI 対 応 に な っ て いる の で す が こ 
れ は は つき り 言 っ て 凄い ! 音色 は , МТ- 
32 に 対応 な の で す が , 一 応 ほ か の 楽器 で も 
試 を うか と ,D-10 な ん か も 使っ て み ま し た 。 
C, 結果 は と いう と , も う 最 高 。 SF 文庫 本 
が いき な り 映 画 館 に 早変わり っ て ぐらい に 
凄い の で す 。 ぜ ひ 部 屋 を 真っ 暗 に し て MI 
DI を 使っ て 音 を 聞い て みて くだ きい 。 

た だ , 全体 と し て みた ら 手 放し で 喜べ な 
い 部 分 ち も け っ こう あり ます 。 特に メッ セ 
—ÓWADW ЕКЕЖ Т OKT 
ー ド な 物語 2 」 で は ウィ ンド ウ に 似顔絵 が 
P гб ДЕ rn bt PL», 
ЭСЕРІ ЛЫН A; 
で 768X512 モ ー ド を 使わ な い の か な どの 間 
題 が を う で す 。 シ ナリ オ な どの 面 で は か な 
り レル カポ カト つの イ て "きま CU LUPO МИ 
メッ セー ジ 周 り の シス テム の フル モデ ル チ 
ェ ン ジ を お 願い し だ た いも の で す 。 
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@ た 一 みのる ど 


バ ソ 通 人 門 者 に も 
女心 の 通信 ソフ ト 


Fukuhara Toru 


福原 徹 


X68000 で 代表 的 な 通信 ソフ ト の ひと つ で 
ある 「 た みのる 」 が バー ジョ ン ア ッ プ さ 
れ ま し た 。 ビ ジネス か ら ユ ー ザ ー 同 士 の コ 
ミュ ケー ショ ン ま で , 多様 な 可能 性 を 持つ 
バ パソ コン 通信 を この 1 本 で サポ ー ト 。 


5'eHDhR 17,800 円 (税別 ) 
210045 (45)5777 


X58000 用 
エス ・ ピ ー・ エ ス 
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発表 当初 か ら , その “ 変 な "名 前 で 話題 
に な っ て い だ ,SPS 開 発 の 通信 ソフ ト 「 た 
ー み の る 」 が 「2」 に な っ て 再び 僕ら の 前 
に 現れ まし た 。 名 前 だ け 聞 く と な に や ら 6 ゲ 
ー ム の よう に も 思え ん ます が , これ は 紛れ も 
な く 通 信 ソ フト で す 。 事実 , 私 は これ の バ 
ー ジ ョ ン 1 で 日 々 アク セス を 営ん で いた の 
(CL Toe 
/ LABOR (‚аду mmm 

どー も 「 か わ は ら ゆい 」 で す …… bu» 
て 私 が 何者 だ か わか る 人 が いた だ た だら, あな た 
は 2\ ツ 通 の ベテラン で す 。 えっ つっ, ЕБ? 
HADET RELEE 

2-5, оу туз ыр, аң E uet 


は コン ピュ ー タ 関連 雑誌 の HOW TO 記事 


に は も ちろ ん の こと, 某 大 手 電気 メー カー 
提供 の ミー ハー ドラ マリ の ネタ に きれ て 

し まっ た り , 天下 の 読売 新聞 社 が ホス ト を 
開局 し て し まっ だり と , 話題 提供 に は 事 欠 
きま せん ね 。 

С ФБ, R ЖОЛЫН 0 
ー は 約 10 万 人 , 企業 を 含め て も 30 万 程度 だ 
そう で す :( あ まり 信用 し な いよ の に め 赴 確 
аЗ С) だ だ , こく の 数 字 も 多い 
と 見 る か 少な いと 見 る か は あな た だ の 自由 で 
T3, シ パ ソコ ン 人 日 か ら 比 較 し て , Ж 
meDELIOGOTATZTISERBGIRUTBHIEIA4O 
と 思い ます 。 私 の 経験 か らい く と , ネット 
ワー カー に は ,。 パソ コン マニ ア よ り も むし 
ろ , 常に 新しい 情報 を 必要 と し て いる マス 
コミ 関係 者 , ビジ ネス マン が 多い よう な 気 
Т, 

ОС ELO OE R TIEA AT T 
à. 1 回 アク セス を 経験 し て みれ ば わか る 
こと で すけ ど , ネッ ト に は 多種 多用 な 趣味 , 
仕事 を 持っ た 人 が 大 勢 入 っ て きま す 。 Ят 
だ っ て きま ざま で す 。 で すか ら コ コンピ ュー 
タ の 話題 だ け で は な く 〈, 芸術 ・ 音 楽 , 文化 , 
医療 , 時 事 ・ 社 会 問題 , バイ ク , も ちろ ん 
アニ メ や SF 映画 の 話題 ああ り ま す よ 。 4 
れ ぞ れ が 自分 と 波長 の 合っ た 仲間 を 見 つけ 
て アク テイ ィ イブ に 活動 し て いま すぐ?。 

を そう は いっ て も 根 が ケチ な 私 は , あま り 
大 き な 声 で ネッ ト の 楽し きる を 宣 伝 し た く な 
ぃ 気持 ちゃ 若干 ある の で す 。 少 数 精鋭 の 現 
在 の ネッ ト の 状況 が , 非常 に 居心地 が いい 
と いう の も ある し , ЯК»? に 影響 され 
C, 女の子 目当て で や っ て 《 る (女の子 な 
ん て いる わき ゃ ね ーー だろ) ナン メ パパ 野郎 が 増 
ぇ る の も 気分 が 悪い ですから 。 

お っ と , 今回 は パソ 通 の 解説 じゃ な か っ 
だ た ん で すね 。 い いか げん に 本 題 に 入り まし 
22% 


ご 刀 だ 作っ / た m 


きっ そく 〈, 前 バー ジョ ン よ り 追 加 , 変更 
され た 機能 の うち , 目立っ た 点 を 書い て み 
fox. 
人 @ 通 信 速 度 300 一 19200bps 対 応 

旧 バ バー ジョン の 最高 9600bps か ら , 19200 
bps に アッ プ 。 こ れ は ほか の 通信 手段 (直接 
マシ ン 同 士 を つない だ 場合 の デー タ 通 信 な 
E) の 場合 に 有効 だ 。 公 衆 回 線 を 使っ た 普 
通 の パソ コン 通信 の 場合 に は , 現在 一 般 的 
に 使わ れ て いる ホス ト が 速く て も 2400bps 
程度 な の で あま り 関 係 な い 。 
@16 進 表示 に よる 受信 文字 表示 

仕様 の 異な る モデ ム 間 で コマ ンド の や り 5 
と り を 行う 場合 な ど に , 実際 に どん な 手順 
で デー タ が き て いる の か を 見 る こと が で き 
る 。 ま だ, ホス ト に よっ て は 特殊 な コー ド 
を 送ら て で ぐ # と こみ も む あ る だ ため , ゼ か し い 
な と 思っ だ ら 16 進 で 調べ で られ る 。 
の オリ ジ ナ ル エ ディ タ の 搭載 

ォ オンライン で 文書 を エディ イット す る 場合 
な ど に 使え る (私 は そん な 恐 ク し いこ と は 


殺 画 面 表示 色 の 設定 変更 

背景 色 を 変 を たり, VT-100 に 対応 し て 
いる ホス ト と の 通信 の と き , 文字 の 色 や 属 
性 を 自分 の 好み に 変え られ る 。 
る 画面 モー ド の リア ル タ イ ム 変 更 

旧 多 イダ て は: 24kHzZ の デイ スプ レイ が 
必要 で あっ だ が, た 一 みのる 2 で は 31k 是 z 
和 ポ 旧 王 の イス グレ イ で も 使え る よう に 
改良 きれ て いる 。 これ で CZ-603D ユ ー ザ ー 
も 安心 し て 使用 で きる (だ だ し 31kHz で の 
使用 時 は 横 96 カ ラム モー ド オ ォ オン リー わ ね)。 も 
ちろ ん 24kHz の ディ イス プレ イ な ら , 80 カ ラ 
ム で の 使用 が 可能 。 
W@ カ ラム ゲー ジ 表 示 

画面 の 上 に カラ ム ゲ ー ジ を 表示 し て いる 。 
邪魔 だ と 思う な ら 消 去 可 能 だ 。 
@ チ ャ ッ ト 用 1 ライ ン エ ディ タ 

日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ と , 電話 回 線 
の 間 に 1 ラ イン の バッ ファ が 付い た と 考え ぇ 
れ ば わか りや すい 。 旧 バー ジョ ン で は チャ 
ッ ト 中 , フロ ント プロ セッ サ で の 変換 に 手 
間 取 っ た りす る と , 変 な 変換 を し だ まま 送 
4 まつ KDE だ を の 7 の が 0 トン 
の バッ ファ が 付い だ こと で , WEE 
味 し て か ら 一 括 で 送信 する こと が で きる 。 
チャ ッ ト 中 で な く 〈 く て も 使え る の で , オン ラ 
イン 書き 込み を よく する 人 に も 便利 。 
の ファ ンク ショ ン キ ー・ ユ ー ザ ー キ ー の 設定 

フアン ググ シ ョ ン キ ー は 前 パー ジョ ン で て も 
ユー ザー に 開放 きれ て いい だが, 2 で は A 


ー/Z ま て の キー に マク ロ も 登録 で きる よう 
に な っ た 。[SHIFT] 十 [CTRL] で マク ロ 


モー ド , あと は AーZ を 叩け ば 送信 る れる 。 


@ 通 信 終 了 時 の バッ クロ グ 自 動 ま た は 指定 保存 
通信 を 終了 する と , カレ ント ドラ イブ に 
バッ クロ グ が 自動 的 に 保存 る きれ る と いう も 
の 。 だ だ , た だ 一 み の る と Human68k と の 間 
を 行き 来 し て いる E。 カレ ント が どこ か わ 
か ら な く な る こと も ある の で 注意 が 必要 。 
өөө 5, こん な も の で し ょ うり かがり 
個人 的 に は , チャ ッ ト 用 1 ライ ン エ ディ 
タ が 一 番 お いし い 機 能 で すね 。 こ れ で 変 な 
変換 (た と えば 「 工 藤 静 香 」 と 書 こ うと し 
て 「 駆 動静 か が 」 に な っ て し まっ た だ た り …… ) 
を し て ハジ を か く こ と も 少な く な る わけ で 
す 。 本 当 に 欲し か っ た 機能 で す よ (あっ て 
当たり 前 と いう 話 も ある ? )。 

と も か く , 軟弱 な 名 前 に 反し て と りあ を 
すず 普通 の 通信 に 必要 な 機能 は すべ て 備え て 
いる の で , 初心 者 に は これ だ け で 十分 と い 
えま す 。 加 えて X68000 で は 当然 と も いえ る 
ЖЕНЕ, 回 線 を つない だ まま Human68k を 呼 
AT, メモ リ の 許す 限り の 子 デ ロ セ ス を 起 
HL, 再び 通信 画面 に 復活 する と いっ た 芸 
当 も 前 バー ジョ ン そ の まま 。 極端 な 話 , ゲ 
ー ム る え で きる の て す (チャ ッ ト 中 こい つ 
で 98 ユ ー ザ ー を 艇 か し だ)。 こ れ は 使い 方 に 
ょ っ て は 強力 な 機能 で す よ 。 


fe CO G annum 


T, 試し に ひと つ , 立ち 上 げ て みる と 
し まし ょ か 。 意味 不明 の カミ ナリ マー クオ 
ー プ ニン グ が ピカ ピカ っ と 現れ , その 後 , 
通信 画面 に な がり ます 。I 旧 バー ジョ ン で は , 
ちら で ご て プ ディ イス プレ が 「 カ チッ 」 と いう 音 


と と も に 24kHz に な る の で す が ,。 2 で は 31 
kHz の まま で す 。 
画面 構成 は すっ か り 変 わっ て , ІН) ~ А 


の る と は , まっ た く 別 物 の 様相 。 メニ ュー 
ウィ ンド ウ が 白く な っ て し まい , 右 上 に 「 現 


在 の 時 刻 」 と 「 モ デム の 電源 オン か ら の 時 
間 」 が 表示 る れ て いま す (で きれ ば オフ フ 
ッ ク か ら の 時 間 を 表示 し て ほし か っ た )。 あ 


と カラ ム バ ー も あり ます 。 あれ, な に か 表 
示さ れ て いま すね 。 が な に な に 「 モ デム の 電 
源 が 切れ て いま す 」 で すっ て 7? こり ゃ ど 
う も ご 丁寧 に (わか っ て ます っ て )。 で , Æ 
デム の 電源 オン 。 

私 の 場合 , 旧 た 一 みのる 用 の 自動 ログ イ 
ン フ ァイル が すでに いく つか 作っ て ある の 
で 今回 は それ を 使っ て アク セス し て み ま し 
だ (AUT フ ァイル は A : に あら か じ め コ ピ 
ー し て お いた だ )。 メ ニュ ー を 開き , ГА} % 
選択 し ます 。 す る と AUT フ ァイル の 一 覧 が 
表示 る され ます か ら , カー ソル キー で 選ん で 
[RETURN], 
な る は ほど , 旧 バー ジョ ン の AUT フ ァイル は 
使え を な いひ ので すね (ちく し ょ ー め ん どい な 
~), 。 し か た だ た なく 〈 く Human に 戻っ て エディ タ 
で 修正 し ます 。 

I 旧 AUT フ ァイル と 変わ っ た と ころ は , 

e RECIVE2 7 FZiRECEIVE と 英語 に 
忌 実 に な っ た 点 ( 笑 ・ 英 語 勉 強し た ね SP 
S さ ん 「!)。 

@ モ デム に 対す る コマ ンド 送信 が MSEND 
に な っ た だ (ホス ト に 対す る 送信 は , 従来 ど 
is b SEND), 

@ PRINT コ マン ド が 追加 され た (これ が 結 
構 便利 。AUT を 実行 中 に 画面 に コメ ント を 
表示 る せる こと が で きる )。 

@ WAIT コマ ンド の 単位 が 1sec か ら 100 
msec に な っ だ (細か くく 設定 で きる が , 25.5 
秒 以 上 の 待ち が で き な く な っ て し まっ た 。 
これ は 不便 か も しれ な い )。 
@SETUP コ マン ド が 個々 に 分 か れ て わか 
りや すく な っ た (従来 N81XN, 1200 な ど と 
慰 記 し て いた 通信 パラ メー タ を , SPEED= 
1200, PARITY = NONE, DATABIT = 8, 
STOPBIT- =з と それ ぞ れ 別に 設定 で 
きる ) ШЕ, 

C, 編集 を 終え たら 気分 も 入れ 替え て も 
う 一 度 ア クセ ス し て み ま し ょ う 。 モ デム が 
カチ カチ カチ (うち は プッ シュ ホン じゃ な 


еді) と ダイ ヤル し て いる 音 が 聞こ え ぇ て, 


今度 こそ 成功 ! 

あと は BBS な り , チャ ッ ト な り , PDS の 
XMODEM 送 受信 な り , お 好み で どうぞ , 
と いう わけ で すね 。 で は 私 は PDD に 画像 デ 
ー タ で も 拾い に いき ます カ ヵ Yes " 
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と いう わけ で , 今回 は た ー み の る 2 を 紹 
介し て きま し た 。 正直 な と ころ , 使い 勝手 
の 点 で まだ まだ 考え る で き 事 も 多い と 思い 
ます が (いや , これ は だ ーー み の る に 限っ た 
こと で は な い 。 パ ソコ ユン 通信 自体 が 新しい 
も の な の て で て, ター ミナ ル ソ フ ト も まだ 発展 


と ころ が な ん と 0S エ ラー。 


途上 で ある と いえ る ), 全体 的 に みる と 初心 
者 に も 中 級 者 以上 の 人 に も より 使い や すく 


な っ だ の で は と 思い ます 。 あ と , T А0 
る で は , メニ ュー 選択 の ツィ ンド ツウ を 表示 
する た だ ため の キ ー が [HELP| に 割り 当て られ 
て いま す ([HELP] キー は X68000 の 場合 , 
キー ボー ド の 端っこ の ほう に ある の で , BË 
監 に 使う 場合 は 結構 面倒 臭い ) が , それ も 
今回 は [OPT. 1 ] キー で も 使え る よう に な 
り ま し だ た 。 で きる な ら 両 手 の ホ ー ム ポジ シ 
ョ ン 内 に 設定 し て ほし か っ だ た です が 。 を それ 
か ら マ ウス が すっ か り 遊 ん じゃ や っ て いる の 
も も っ だ いな い 気 が し ます 。 
通信 の 目的 は 人 それ ぞ れ で す が , 基本 的 
な オペ レー ショ ン は , 初心 者 も ベテラン も 
それ は ほ と 変 わる こと は あり ませ ん 。 通信 ン 
に まず 要求 きれ る こと は ,「 多 機能 ・ 高 
機能 .」 よ り も 「 あ つか いや する 」 だ と 思い 
ます 。 な に し ろ 初 心 者 に は ちん ぷん か ん ぷ 
ん が 多い 世界 で す (1 カ月 も や れ ば 慣れ ま 
すけ と ね )。 下 手 に 高 機能 な ソフ ト に 手 を 出 
し て 振り 回 きれ る より , 最初 は 中 程度 の ソ 
フト で じっくり 試し て みる の が いい で し ょ 
Je c0) T5950 5 2 1^7? 6,. Tod 
パソコン 通信 を 始め た いと いう 方 に も お 勧 
めで すし , ある 程度 通信 に 慣れ た 中 級 ・ 上 
級 者 まで , 十分 な ネット ワー キン グ が 可能 
72272. 
Il この 番組 を 見 た あと , ネッ トワ ー ク 上 の ボ 
ー ド 書き 込み の 話題 は 「 非 現実 的 な ドラ マ で し 
た ね 」 と いう の で 埋まっ た ( ? )。 沖 縄 か ら ホ イ 
ホイ 電話 を か けた り , 24 時 間 チ ャ ッ ト モ ー ド で 
電話 回 線 を つない だ まま に し て お く な ど , NTT 
が 泣い て 喜ぶ よう な 展開 を 見 せ た 。 
2) 気 の 合う 仲間 が 見 つか る と , は っ きり いっ 
て 中 毒 に な る 。 知り 合い に も , NTT か ら 月 13 万 円 
の 請求 書 を 貰っ た と いう と ん で も な い 方 が いら 
っ し ゃ る 。 ち な み に ネ ッ ト ワ ー カ ー は NTT か ら 
の 請求 書 を 「 ラ ブレ ター」 と 呼び , 恐れ る 。 
3) 秋 に 終わ っ た NHK 朝 の 連続 テレ ビ ド ラマ 
の こと 。 主 役 の 弟 は パソ コン 通信 が 趣味 と いう 
RET, よく 女の子 と チャ ッ ト を し て いた 。 
試用 協力 ・ み っ きん ネッ ト (試験 運用 中 ・ 文 京 
区 ) 
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"ジュ アラ イ ゼ ー シ ョ ン 


大 学院 に いた ころ ,「 可 視 化 」 (ビジ ュ ア 
ライ ゼー ショ ン , つ まり 見 える よう に する ) 
と いう こと を 研究 し て いる 助手 の ひと が 隣 
の 研究 琶 に いま し だ た 。 も と も と は 聴覚 の こ 
と を 研究 し て いま し た だ た 。「 耳 が 音 に 関し て 
を の 強 る し か わか ら な い の な ら ば , 耳 が 2 
つ あ っ て も , 音源 の 位置 に 関し て は , 頭 を 
頂点 と する 円 凶 面 上 の どこ か と いう こと し 
か 特定 で き な い は ず な の に , 人 は な ぜ 音 の 
する 方 向 が わか る の だ ろう 7? 」 と いう こと 
が 基本 的 な 間 題 だ っ た と 思い ます 。 た と を 
ば , 頭 の 真 上 5 メー トル の と ころ で 発生 し 
た 音 と 頭 の 前 5 メー トル の し ところで 発生 し 
だ 音 と を 区 別 で きる の は な ぜ か と いう こと 


77% 
音 や 聴覚 に 関す る この よう な 間 題 を 研究 
し て い だ の で す が , その うち , 音 の 可視 化 


を 始め まし だ た 。 シャ ー グ の X1 を 買っ て き て 
スー パー イン ポー スズ 機能 な ど を 利用 し た り 
し て いま し た 。 音 と いう 空気 の 振動 に 関す 
る 情報 を 視覚 的 な 情報 し し て ディ スプ レイ 
上 に うま く 表 現し よう と いう こと で す 。 Š 

ら に その後 , 匂い の 可視 化し いう こと まで 
や り 始 め て いま し た 。 を の 研究 に つい て は 
どう いう こと を や っ て いた だ の か 僕 に は ほ と 
ん ど わ か り ま せん 。 

前 に いた 研究 琶 も 画像 処理 は 活発 で し た の 
C, よく 見 る 外人 の 女 の 人 の 顔 (標準 パタ 
ー ン らし い ) を 始め と し て , いろ に ろ な > パパ 
ター ン が 研究 室 で は 表示 きれ て いま し た 。 
そう し て , その 助手 の 人 に つら れ て ,「 プ ブロ 
グラ ム の 可視 化 」 と いう こと を 一 瞬 考 えた 
もの て し だ 。 こ れ は も ちろ ん プロ グラ ム の 
文字 列 自 体 を 見 る と いう こと で は な く て , 
何ら か の 処理 を 行っ て , 抽象 的 な パタ ー ン 
や 色 と し て 一 明 の うち に 何 か を 表現 する と 
ce лік Ж? 

だ と ん ば 。 PASCAL 的 な イン デン ト が き 
いい に ち 和 れれ だ プロ グラ ム が よい プログラム 
て ある は し て 評価 し た い 場 合 , 何ら か の フ 
ィ ル タ を 通せ ば , お 行儀 が よい プロ グラ ム 
か どう か が ひと 目 見 て わか る よう に ディ ス 
dd a hd RO MA RE 
いか と 思っ だ の で し た 。 を そし て それ に 適当 
な 色彩 を 割り 付け れ ば , М. 
ログ ラム だ な あ 」 とか, 一瞬 で わか っ て し 
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まう わけ で す 。 
これ は まあ 半分 冗談 で す が 。 目 に 見 える 
ょ うに する こと は , 多く (の 場面 で 役立つ 手 


法 。 ある い は 考え 方 で は な いか と 思い ます 。 


少し 長く てく なり まし た が この ビジ シュア ライ 
ゼー ショ ン は ひと つの 「 パ ラダ イム 」 とい 
`a rb д Жаш у” 


トー マス ・ フ クーン の バラ ダイ ム 


ノバ パラダイム (paradigm) と いう こと ば は ば は, 
も と も と 単に 「 品 詞 の 語形 変化 」 と いう 2 う 意 
中 を し て 使わ れる よう です 。 パ ラダ イム と 
いう こと ば が ,「 概 念 の 枠組 」 と いう よう な 
意味 で 定義 きれ, 使わ れる よう に な っ た の 
は , トー マス ・ ク ー ン リリ!) が 1962 年 に 書い た 
「 科 学 革 命 の 構造 」 ほ 上 いう 本 に よっ て で し た 。 

この 本 は モン セー ショ ナル な 話題 を 呼び 
起こ し だ た の で す が , それ は 単に この 1 72 
け は の 力 て と いう わり て か が いよ う て で す 。 その 
ころ 起き て いた 物理 学 に な ける 大 き な 思 想 
的 な うねり を 象徴 し た も の と いえ る よう で 
4. X4 $1, 近代 科学 と いう も の が , Л 
間 か ら ま っ た く 〈 独 立 し た 「 事 実 」 と いう も 
の を 相手 に し て いた に も か か わら ず , 

を そこ に お いて も $, 観測 者 た る 人 間 が 介在 し 
て いた と いう 事実 の 「 発 見 」 で す 。 

ひと つの パラ ダイ ム が 崩れ , 新しい パラ 
ダイ ム に 移る こ 6 し ラダ イム シフ ト ) И, 
こと て は 表せ で な に ほど た に ゃ た ん な こも で 
す 。 i 2 ラダ イム シラ テト の 
過程 を 次 に 挙げ て お きま す 27。 
1) 一 般 に 受け 入れ て いる パラ ダイ ム で は 
説明 で き な い 異常 の 発見 。 無 視 し た り , 5 
じ つ ま が 合う よう に 拡大 解釈 する 。 
2) つじ つま 合わ せ や 無視 で は 抑え 切れ な 
い ほ と どの 変則 性 の 観測 。 パ ラダ イム の 誤 5 
が 認識 きれ る 。 
3) 新 発 見 を 説明 する こと が で きる 新た な 
パラ ダイ ム の 成立 。 
4) 旧 パ ラダ イム 側 と の 戦い 。 
5) 新 パ ラダ イム が 新しい 発見 まで も 予測 
可能 と いう こと に より 受容 る れる 。 
天動説 か ら 地 動 説 し いう 有名 な 話 は , i 
2.2... を し て 。 
先 に 述べ た 近代 的 科学 観 し いう も の の 崩壊 
зү чач 適切 か ?) も まる に 
それ に あ だ た だ る の だ と いわ ゆる ニュ ー サ イエ 
ンス で は いわ れ て ます 。 そして, 401 


今 多く の ジャ ン ル に 広がり つつ ある の だ と 
主張 する の で す 。 参考 まで に 紹介 し ます が , 
ニュ ー サ イエ ンス の 流れ は 次 の 3 つ に ま と 
め ら れる の だ そう で す 。 

1) 現代 物理 学 と 東洋 思想 と の 類似 性 の 強 


2) 自然 界 を 支配 する 一 般 原理 た る 包括 理 
論 の 提唱 。 
3) 神秘 主義 的 アプ ロー チ 。 


計算 機 に パフ ダイ ム は ある が" 


計算 機 の ほう の 世界 で パラ ダイ ム と いう 
tL, まず イメ ー ジ する の は , プロ グラ ミン 
グ 言 語 の 分 類 に 使わ れる 場面 で す 。 また, 
新しい プロ グラ ミン グ 言 語 を 売り 込 も うと 

う 意図 の た め に 使わ れる こと も ある で し 
ょ よう 。 い ずれ に ぜ せよ さよ 。 この よう な パラ ダイ 
ム は リプ ログ ラミ ング ぃ パラ タタ イム 」 と 呼 
は ほれ まず す 。 

ログ スミ ング が パラ タダ イオ お と に うこ こせ 
ば が 背 表紙 に 入っ た 情報 処理 学会 誌 の 特 
集 ? が ここ に あり ます 。 ち ょ っ と 古い の で 
т», 「 新 し い プ ログ ラミ ング ッッ パラ ダイ ム 
に よる 共通 間 題 の 設計 」 とい 3 う 特集 で す 。 
ここ て ル デ アロ グラ ミング ・ パ タタ イム ん し や 
Er gum S. 1) オ ブ ジ ェクト 
指向 , 2) 論 理 型 。 3) 属 性 文法 。 4) モ ジュ ラ 
va レッ ミ 5) ス トリ ー ム 型 , 6) 関 数 
型 。 の 6 つ で す 。 こ の 特集 の ユニ ー ク な の 
は , 在庫 管理 し いう お な じ テ ー マ を いろ い 
みな ブロ グラ ミン グー フラ ダイ ム で て 人 解い て 
に いる こと も と て すす 

し か し , この 特集 の 冒頭 で . プロ グラ ミ 
ング ・ バ パラ ダイ ム ニ プ ブロ グラ ミン グ 技 法 , 
と し て いる こと が まっ た だ く 残 念 で す 。 フ パラ 
ダイ ム と いう こと ば が ここ で は 単なる テク 
ニッ ク を 表す も の と し て 扱わ れ て いる よう 
な 気 が す る の で す 。 クー ン の 論じ た パラ ダ 
イム と いう こと ば は , 20 年 た っ て ずい ぶん 
な 扱い を 受け て いる と いえ る で し ょ 2 う 。 

な ぜ こ れ は ほど の ギャ ッ プ が 生ずる の か を 


考え る 場合 に , まず 押 き を な けれ ば な ら な 
OOR, 天動説 か 地動 説 か と いう 選択 と は 


違っ て , 種々 の 言語 の ひと つ だ けが 正しい 
わけ で は な いこ と で す 。 そもそも , 現在 の 
プロ グラ ミン グ 言 語 が 扱っ て いる 対象 が 
る だ まだ 限れ て いも とい うこ ょ に も 天 き 
な 原因 が ある の か も しれ ませ ん 。 知 的 で お 


Arita Такауа вн 隆也 


余目 な 計算 機 へ の 進化 が も っ と も っ と 進め 
ば , 人 が も の ご と を 認識 する と き 必 要 と な 
る 枠組 み の よ うな も の も 処理 で きる マシ ン 
が まき て て る こと に な る と 思い ます 。 

e C, 最近 の 研究 を ほん の ちょ っ と だ け 
見 て みる こと に し まし ょ う 。10 月 中 旬 に 九 
州 工業 大 学 で 開か れ た 情報 処理 学会 の 全国 
大 会 で 発表 る れ た 論文 焦 を ざっ と 見 て , s 
文 の タイ トル に 含ま れる こと ば の うち , t 
ょ っ と で も 「 パ ラダ イム っ ぱ ぽい 」 匂い が す 
る も の を 拾っ て み ま し た 。 

超 論 理 推 葵 。 マ ル チ メ ディ ア , フレ キシ 
ブル ハイ パー メデ ィ イア シス テム ,。 場 と 一 体 
化し た プロ セス の 概念 , 最小 例外 世界 に 着 
目 し た 条件 論理 , 信念 に 基づく 非 単調 知識 


うー ゼ む , パラ ダイ ム に 近い も の を 選ん で 
いる の か , 僕 に と っ て 意味 不明 な も の を 選 
ん で いる の か , 意味 不明 に な っ て きた だ た の で 
PEILI J, 


バラ ダイ ムシ フト は 可能 か 


計算 機 ア ー キ テク チャ に 関し て , パラ ダ 
イム シフ ト 的 な こと は どん な こと が あっ た 
で し ょ うか ? デー タフ ロー マシ ン , 仮想 
ХЕ), RISC な ど が を そう な の で し ょ うか ? 

まあ それ は ほど 大 は ずれ と いう こと は な い 
か も しれ ま せん 。 こ こ で も う 少 し 最近 の 例 
と し て , トレ ー ス スケ ジュ ー リ ング に 基 づ 
€ VLIW (Very Long Instruction Word) 

ー キ テク チャ で も 挙げ て みる こと に し ま 
54.2 

最近 , 大 学 レ ベル だ け で な く , 
ー カ ー も 取り 組み 始め た この アー キテ クチ 
ャ は , 文字 どおり , 1 つの 命令 の ビッ ト 幅 
が 数 百 か ら 1000 以 上 と いう 和 驚き に 値する も 
の で す 。 そして, 異常 に 長い ビッ ト 幅 を も 
つ 命 令 ひ と つ で , つま り 並 列 に 制御 し て し 
まう と いう も の で す 。 

単に これ だ け な ら ば とっ て の 者 に 考え 
つい て も よる そう で す が , この アー キテ ク 
チャ を 支え る 「 ト レー ス ・ ス ケ ジ ュ ー リ ン 
グ 」 と いう 手法 が 極め て 革新 的 で あっ た か 
ら こ そ , いま VLIW が 隆盛 を 極め よう と し て 
いる の で す 。「 ト レー ス ・ ス ケ ジ ュ ー リ ング 」 
と は , 並列 化 に と っ て ガン で あっ た , 条件 
分 岐 の 璧 を 取っ 払っ て し まお うと いう 手法 
で す 。 こ の VLIW に つい て は 近い うち に も 


多く の メ 


う 少 し 詳し (紹介 し 
だ いと 思い ます 。 

いずれ に せよ , X 
動 説 か ら 地 動 説 へ の 
アト と た いう よう 人 な 
レベ ル の 話 は どう も 
まだ 生ま れ て いな い 
L まだ これ がら も 
すでに は 生ま れ に く 
そう - 思 われ ます 。 
жж» ЛАД ТУТ 
ー キ テク チャ が を れ 
ほど すばらし いと い 
うこ と な の で し ょ う 
か ? ある い は , H 
に 計算 機 が 生ま れ て 
まだ は ほん の 少し し か 
だ っ て いな いか ら と 
いう こと な の で し ょ 
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後者 で ある と 信じ て 
研究 を 続け て いる わけ で す 。 

本 当 の バ パラダイム 

僕 自身 に 関し て は , 「 パ ラダ イム っ ぱ ぽい 」 
С СН bs の は 。 や は り 卒 論 の と き 
で し ょ う 。 前 に 紹介 し た の で ここ で は あま 
NC EE МЕ Т. NEC 
ば と いう も の が な か っ だ た よう な 原初 に むい 
t, と の よう 人 革 言 語 が 成立 し だ た か と いう こ 
と で す 。 


その 際 の キー ワー ド が 「 自 己 組織 化 」 で 


す 。 こ の よう に すれ ば 相手 と 通信 し 
意味 を 理解 で きる の だ と いう こと を 外 か ら 
教え た りす る の で は な く , 何ら か の 本 能 的 
な も の の み 最 小 限 用 意 し , 基本 的 に は , + 
べ て 目 分 自身 どこ と ば を 作り 上 げ て いく と 
2225577; 

「 お 余目 な 計算 機 」 を 目指 す 際 に 特に 
要 と な る の が この 自己 組織 化 で ある と いい 
きっ て いい で し ょ う 。 この 自己 組織 化 と い 
ナ バ パラ ダイ みみ は 。 
だ いこ ん な ク グー ム を 引き 起こ し て いる と めい 
うこ と は あら た だ ため て いう と と で も な いや て も 
E23 

その 後 , 博士 過程 か ら 現在 に か け て 細々 
と や り 続 け て いる も の を ひと つ 紹 介し て 
きま し ょ う 。「 自 己 組 織 化 」 ほ ど 派 手 で は あ 


し (話し ) 


いま ニュ ー ラ ルネ ッ ト で 


り ま せん し , まだ 広 ゆ て いな い の で す が 。 


「 即 時 実行 」 わ の と いう こと で す 。 要 する に , 
「 あ る こと を スピ ー デ ィ に 行う の に 。 DX 
準備 な ど を グダグダ する くら いな ら ば , UE 
備 不 足 で も いい か ら す で に 取り か か りな る 
аша 
ア 側 か ら 見 た , 並列 ハー ドウ ェ ア の 研 
кеб су ‚ 案外 こも っ て いた だ りす 
る の で す 。 

僕 と し て は , な る で く 〈 く 明確 で 普遍 的 な 概 
信 の 杏 た る パラ ダイ ム を 計算 機 の 世界 に も 
求め た いと 思っ て いま す 。 なぜなら ば , H 
- 計 算 機 の 箱 の 中 の 話 , プロ グラ ミン グ ダ 技 


法 の 話 に と ど ま ら ず , より 普遍 的 な も の の 


ほう が 。 結果 的 に は すばらし いも の だ っ た 
と いう こと に な る の で は な いか と , 盲信 的 
に 信じ て いる か ら で す 。 
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FOSC, 起き た ら ソ ウジ か …… 1 
ホン ニャ ア に いつ も の 抜け 駆け を や られ 
て 点々 と つい た ドロ 足 を 雑巾 で た どり な が 
5 階段 の 上 まで くる と , トオル の 部 屋 か ら 
ドイ 君 の 声 が 聞こ えて きた 。 

そん な バカ な , トオル が 朝起き た ら 掃 除 
な ん か や る わけ は な い 。 ン ? も し や 私 の 
こ ょ か し ら …… と 思っ て よく 〈 聞 いて みた ら , 
新選 組 の 沖田 総司 は , オキ タラ ソウ ジ し と い 
う 気の毒 な 名 前 だ と 言っ て いる の だ っ た だ 。 
「 起 きた ら 6 習字 と , どっ ちがい いか な あぁ 」 
「 そ う 言 や も あこ の あい だ 朝練 (授業 前 の 部 
活動 ) で , 部 室 の 掃除 を し た な ぁ 」 

これ は トオル の 声 だ 。 


お こと ( 音 ) も だ ち 


中 学校 の 3 年 間 の 歳 月 は , な ん と いう か 
けが え の な い 日 々 で ある こと か 。 花 の 種 を 
何 万 と 背負 っ て , いた る と ころ に 昌 き な が 
о, 水 と 光 を 求め て 過ごし て いる か の よう 
だ 。 毎日 が 新しく , 毎日 が 試み の 連続 で , 
決し て 後戻り が な い 。 パ パソ コン の 歩み も か 
な い は し な い 。 それ に し て は 短い , 早い 3 
年 間 で ある と 思わ せら れる 。 も う ト オル も 
2 年 生 だ 。 中 学 2 年 生 の パリ ワー 満開 の 活動 
ぶり に は , まっ た だ く 目 を みはる 。 中学 校生 
活 に お いて の 中 心 の 役目 を 果たす の が 2 年 
生 な の だ と , 先輩 か ら 学 び , 先生 方 か ら も 
望ま れる か ら 自 覚 も ある 。 

「 生 徒 会 の 役員 は 今期 だ け で 辞め る こと 
に に E に だから J を トオル が 人 先 目 言っ みな 。 さよ 
い 経験 に な る か ら や っ て みる よう 先生 方 か 
ら の お すす め が あ っ て 立候補 し た の だ が , 
「 生 徒 会 の 仕事 を し て いる と , いか に 部 活 
が お . ろ を そ か に な る か わか っ だ ん だ 」 と る きら 6 
に 言っ た な 。 何 か を 始め た だ ら 6 ら 納得 が で きる と 
ころ まで 続け て みる の が , いま まで の ト オ 
ル の や り 方 だ っ だ た から, よ は ほど 心 に 感じ る 
こと が あっ た の だ 。 部活 と いう の は 1 FE 
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疾 と コン ピュ ー タ 


[Лү 


Takazawa Kyoko 


高沢 恭子 


の と きか ら 所 属し て いる ブラ スバ ンド 部 だ が , 
今年 は 部 長 と し いう こと で , だ だ で きえ 好き 
で だ た だま ら な い 音 楽に 責任 感 が 上 乗せ る れ て , 
ひと と お ぢ おり の 熱中 ぶり で は な 《 く な っ て いる 。 
部 員 も 昨年 は 10 名 だ た ら ず だ っ だ た の が 40 名 , 
男子 は トオル の ほか は サト ツウ ツ 君 だ ご け だ っ た 
DH, 10 名 に な っ だ た 。 ふ だ ん の 練習 も みん 
な も ちろ ん 熱心 び が セレモニー や 発表 会 と 
な る と その 何 倍 も の 練習 に 励ん で , た し か 
に これ だ け て 十分 に 多 尼 な の だ 。 

昨年 は 身長 が ある と いう の で , と て も 大 
き な チ ュー バ と いう 管 楽 響 を 吹い て いた が , 
今年 は 「 ボ ク よ ょ より 上 手 」 と いう ほか の 男 の 
子 に 譲っ て , トオル は ドラ ム ス の 担当 に な 
ドラ ム は 先生 も 専門 外 で 苦手 と いう 
の だ が , 音楽 好き の トオル に と っ て コワ い 
楽器 は な い の か も し れ な い 。 新宿 の 家 の 2 
階 の 一 宝 に は, 私 の 弟 が 学生 時 代 に 叩い て 
い だ ド ラム セッ ト が 置い て あっ て , 小さ な 
と きか ら イ タ ズ ラ し て いた 親しみ も ある ら 
Ll, 例 に よっ て 参考 書 を あれ これ 買い 込 
み , 徹底 的 に の めりこみ を つづ け て いる 。 
音楽 も 演奏 を 楽し も うと し た ら や は り ひ 
と り よ り 複 数 が 数 倍 楽 し た うだ 。 自分 の 受 
け 持 っ た 楽器 は 初め か ら 明 ら か に 全体 の 中 
の 部 分 で あり, その パー ト を 正しく 首尾 よ 
ブロ グラム と お り 守 行 す る こと て 。 びと 
つの 曲 を 作り 上 げ 表 現す る 。 1 人 ひと り が 
体内 に 持っ た リズ ム を ひと つ に し て , 同一 
の 時 間 内 を 緊張 と 相互 信頼 で 過ごす な ん て , 
音楽 の 仲間 どけ に し か わか ら な い , 強烈 な 
連帯 の 喜び な の か も し れ な い 。 

プラ スバ ンド は いか に も 若き を 全開 放し 
だ と いう 感じ の パレ ー ド , 式典 向け の 楽隊 
だ が , 親しみ や すい 楽器 は 学校 用 の 音楽 と 
し て も ふる わし く , 楽し い 中 に チー ム ワ ー 
ク も 満喫 で きる 理想 の 一 面 を 持っ て いる と 
思う 。 ト オル で な くく て も 熱中 し て 不思議 は 
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ey Т. 


秋 こ と いえ ば 1 年 間 の うち で 学校 行事 が も っ 
こと こも さか ん に 行わ れる 頃 。 秋 の 遠足 に 運動 
ы, 文化 祭 や 学芸 発表 会 な ど が めじ ろ 押 し 
で す 。 キョウコ さん の 家 で も , トオル くん 
が めまぐるしい し 毎日 を 送っ て いる よう で す 。 


тыл ыг 


を ゃ を れ ま て 並行 し て な ん 上 か 過ごさ ご し で ら な た 
生徒 会 役員 の 仕事 が , 秋 に な る と 「 学 芸 発 
表 会 」 と いう 一 大 行事 を めざし て た い へ ん 
に 忙し て な っ て きだ 。 こ れ は 毎年 , 全校 が 
クラ ス 単 位 で 演劇 や 演奏 . ビデ オォ , 展示 物 
な ど を 発表 し 合う も の で , 実行 委員 会 が 設 
ESN, 生徒 会 し と の ジョ イン ト て 開催 きれ 
る の だ 。 3 学年 の 各 ク ラス に 一 部 の クラ ブ 
b 加わ る と 参加 数 は 28 く らい に な り , 各 担 
任 の 先生 も 創作 の 一 員 ほ と な っ て , これ は 例 
年 た い へ ん な イベ ント な の だ 。 

生徒 会 役員 と 実行 委員 は 開催 準備 の 打ち 
合わ せ で 連日 時 間 も か ける よう に な っ て き 
k, 5052, クラ ス の メン バー と し て は 
演目 選び に 始ま る , 上 演 の た め の 協 力 を し 
な けれ ば な ら な い 。 

昨年 トオル の いた クラ ス は , いじ め の 問 
題 を 扱っ た 創作 ドラ マ で 大 好評 を 得 た が , 
こん ど は な か な か 演目 が 決ま ら な い 。 担任 
の 先生 は トオル が 小さ いこ ろ 書 いた 猫 の 置 
険 小説 を ミュ ー ジ カル に し よう と 提案 され 
たり も し た の だ が , 結局 落ち 着い た の は 英 
語 劇 『PEACH BOY, (桃太郎 ) だ っ た 。 

発表 会 に は ブラ スバ ンド 部 も 参加 する こ 
と に な っ て いる の で , そちら で は 2 つの 新 
し い 曲 「 ラ イデ ィ ー ン 」 と 「JUST ONE 
VICTORY」 を 練習 し な けれ ば な ら な い 。 

「 生 徒 会 し (ブラ バン で 時 間 が と れ な いか 
6, クラ ス の 上 脚 は か ん で ん し て …… "E 3 
っ だ は ず な の に , キャ ステ ィング の 候補 を 
班 ご と に 提出 し た ら , お ば あさ る ん 以外 の 役 
に 全部 トオル の 名 前 が あっ ただ た 。 い っ だ い ど 
ん な ふう に クラ ス メ ー ト か ら 思 われ て いる 
の か 。 と うと うお じい さん の 役 を や る こと 
に な っ た 。 桃太郎 は ば ム ま りみ た い に か わ 
いい 女の子 だ 。 

2 日 間 の 発表 会 で , 彼 は 運営 側 と し て 進 
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行 と 紹介 の 役 も 半分 ほど 務め る と いう し , 
こん な ムチ ャ クチ ャ な 話 は スケ ジュ ー ル だ 
け で も 成り 立つ は ず は な い 。 い つま で も 著 
さき の 残る 秋 だ っ た が , 想像 どなり ホコ リ と 
汗 の 毎日 が 続い た 。 徒歩 50 秒 の 目 の 前 に あ 
る 中 学校 か ら 1 日 に 何 度 も 帰宅 し て は , 必 
要 な 楽譜 や 書類 や オー ディ オ の 部 品 な と ど を 
持っ て また 出かけ て いく 。 ほ ん と に 帰宅 す 
る の は 7 時 に 近かっ た 。 カ バン の 中 も お び 
た だ し い 数 の 手書き の 楽譜 と , 桃太郎 の 台 
本 と 生徒 会 の プリ ント 類 が スク ラン ブル で 
教科 書 は 威厳 が な い 。 聞け ば この る な か に , 
3 年 生 の 3 つの クラ ス か ら 6「DIAMONDS」, 
「 リ ゾ ソ ・ ラ バ 」「GLORIA」 の 編曲 を それ ぞ 
れ 頼 まれ て いる の だ と い 2 う 。 

英語 劇 り の セ リフ, 覚え られ る か な あぁ 」 
と 言い な が ら あ まり 心配 を そう で も な いし , 
まあ , あん な に 生き 生き し て いる の だ か ら 
や ら 6 ら せ て お こう と 見 守っ て 過ごし だ 。 
学芸 発表 会 は 父母 も 見 学 し て 無事 終了 し 
た が , トオル は いろ いろ 考え た 。 最 大 の 後 
悔 は グラ スバ ンド 部 の 練習 を 何 回 と な く 削 
ら 5 な けれ ば な ら な か っ だ こと だ っ た だ た 。 を そし 
て それ は も っ と 大 き な 学 校 全体 の 活動 を ひ 
きい て いく 生徒 会 の た め ゆめ に や む を 得 な か っ 
た こと て で て, 自分 は を ちら も 十分 重視 し て い 
だ た こと 。 ふ た だ つの 貴 任 を 承知 し て いな が ら 
果たせ な か っ た 無責任 は , も う 繰 り 返 し た 
てく な いと 思っ だ 

RR A EN 

「 あ あ , そう , 後期 か ら は ふた だ たり で 協力 
し た いっ て 言っ て だ の に ね 」 

「 ド イオ 君 な とら だ いじ ょ うぶ だ ょ , 
に 立候補 する っ て 」 

生徒 会 も 3 年 生か ら バ トン タッ チ さ る れる 
季節 が きだ の だ 。 よく 考え , 自分 で 意義 を 
見 つけ た こと を 大 切 に し て が ん ば っ て くれ 
だ ら そ れ で いい と 思う 。 


実験 CG 


池田 満寿 夫 き ん が 初め て パソ ンコ ン で 描い 
た 絵 も いう 言葉 に 誘わ れ て , こ ぬ か 雨 の 降 
る 10 月 な か ば の 日 曜日 , 新宿 駅 東口 の ユニ 
カプ ラ ザ (ギャ ラリ ー) に 夫 と ふた だ り 散 歩 
が て ら 出 か けた だ 。「 自 然 ・ 環 境 ・ 人 ・ デ ジ タ 
ルアー ト 」 を テー マ に ,。 日 米 の コン 
タグ ラフ ィ ッ ク を 160 点 集め た 「IMAGINE 
TOKYO "89」 展 で ある 。 トオル は 体育 の 日 


副 会 長 


ビュ ー 


に 開か れる 区 民 ま つり の パレ 
ー ド で , 30 あ まり の 中 学校 が 
ブラ スバ ンド の 大 合奏 を する 
と いう の て で, 練習 の た め の 日 
曜 登校 びっ た 。 
コニカ プラ ザ の お ぢ お隣 は いま 
や 名 高い ト 「 ス タ ジ オ アル タ 」, 
この 日 も 入り 日 付近 は ヤン グ 
で いっ ぱい だ っ た だが, こち ら 
は も っ だ いない は ほど の 静けさ る 
ご 。 も っ だ いな いと 皿 っ だ の 
は な か な か 新しい 試み を ほど 
こし た 作品 が 。 ほとん ど 無 人 
に 近い 状態 で 鑑賞 で きた だ た から 
だ 。 作 者 も プロ の 画家 , 写真 
Ж, デザ イナ ー た だ た ち で , — 
ビュ ーー タグ ラフ イィ ッ グ と いっ 

b, 純粋 に パソ コン だ け で 
描い た の も の ば か り で な く , 
パソ コン の 機能 を ひと つの 搭 
法 ま だ テクニック と し て 自分 の 作品 に 取り 
Ай, 表現 を ひろ げ よ うと し て いる も の が 
だ くる ん あっ た 。 

た と え ぇ ば 写真 家 が ある 情景 を 素材 と し て 
ЖО, パソ コン の プロ グラ マ が 撮影 の 段階 
か ら 立 ち 会 っ て 創作 イメ ー ジ の 了解 を し あ 
う 。 で き あ が っ た 写真 の 作品 に プロ グラ マ 
が コン ピュ ー タ グラ ブイ オック の テグ クニ テッ ク 


を 融合 させ て , イメ ー ジ の 完成 に 近づけ る 。 


また, CG の タイ ルプ パパ ターン ふう の 描 法 で 人 
体 を 描き , 画面 写真 を 拡大 し て 印画 紙 で 大 
画面 を つく り , その 上 に コラ ー ジ ュ を ほど 
こし た も の , あ るい は や は り CG の 拡大 画面 
- 絵 の 具 で ペイ ン テ ィ ン グ を 加え て 作品 と 
し た も の な と 。 

この 中 で , マウ ス を 扱っ た の は 初め て と 
いう 池田 満寿 夫 る ん 以下 日 本 の 8 人 の 芸術 
家 の 作 品 が , 「 パ ソコ ン 版 画 」 と 名 づけ られ 
て 出品 きれ だ た 。 フ パソ ユン で 描い た だ 原画 が フ 
リン タ で 何 枚 も 再生 きれ る の を 版画 に 見 た 
て て の ネー ミン グ だ そう だ 。 華 道家 の 勅使 
河原 宏 き ん も 参加 きれ て い だ た だが, 大 胆 で 端 
的 な 画面 が 作風 を 象徴 し て いて , CG ば な れ 
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れ て お ら ず , 作品 ご と に ネー ム プ レー ト を 
ird Кнм idis 


ロア に いた 係 の 女性 た ち も 展 示 内 容 に つい 


て は 詳し て ない の で , と て も 物足りな く て 


心残り だ ぁ た 。 た だ し 。 
分 の マシ ン に つい て の アン ケー ト が 用 意 き 


パソ コン や CG, B 


れ て いて , これ に ふ だ たり で それ ぞ れ 回 答 し 
た ら , お みや げに マク セル の フロ ッ ピ ー を 
1 枚 ず つ ち ょ うだ いし た 。 池田 氏 の MacII 
で 描い た 作品 の ポス ター を せめ て も の 記念 に 
買い 求め た けれ ど , 入場 無料 な ん だ し 外 に 
いる 若い 人 だ ち も 覗 いて みた らい い の に が , 
な ん て 思い な が ら 帰 っ て きだ も の だ 。 


_ 陽 の あ だ る パ ソコ ン 


パパ ツ コン と いう も の が , よう や 〈 く 明るい 
と ころ に 引き 出る れ て きた か な と 実感 する 
この ご ろ で , ふつ う の 人 た ちの 関心 も じ わ 
じ わ 高 まっ て きた だ 。 

パソ コン に 関す る 記事 や 情報 も 以前 と は 
くら さも の に な ら な い は ほど 多く な っ た し , 
これ か ら 始 め よ うと する 人 だ た ちの た だ め の 親 
切な 雑誌 も る でき て きた だ 。 JR の 駅 に は パソ コ 
ン 教 室 や 設け て いる と ころ が いく つも ある 
СЭ 

「 互 換 性 」 の 間 題 な ども 深刻 に 言わ れ な 
36, や は り パ ソン コン は ずい ぶん 使い や す 
く な っ た だ の か な と 思っ て いる 折 , ある メー 
カー の 企画 する 催し で , 女性 の 方 た ち を 対 


象 に 「 楽 し あめ る パソ コン 」 風 の テー マ で 話 


を し て は ほし いと いう 依頼 が きだ た 。 時 は 11 月 
3H, 会 場 は 地 袋 サ ン シ ャ イン ビル の 一 室 。 
22, だ い へ ん 。 


氏 と コン ピュ ー タ УА 


ШНАХ どど 周 年 特別 企画 


X68000 に ガイ ガー カウ ンタ を つなぐ 


系 和子 の 声 が 聞こ える 


Kuwano Masahiko 


ЖЕР 雅彦 


放射 能 や 放射 線 と いう 言葉 は ご く 日常 的 
な 言葉 に な っ て いま す が , 原爆 や 原発 の せ 
いも あっ て か , その イメ ー ジ は か な り 大 定 
的 な も の に な っ て し まっ て いる よう で す 。 
目 に 見 を え を ない 恐 み し いも の と し て の イメ ー 
ジ だ けが 先行 し て , 放射 線 を その も の が 悪玉 
の よう に と 上 と 6 れれ て し まう の は 残 交 な 気 も し 
у» 

放射 性 同位 元素 が 地層 な どの 年 代 測定 や 
医療 目的 に 使わ れ て いる こと は よく 〈 知 られ 
だ 事実 で す し, それ 以上 に 貴重 な の は 放射 
線 が 原子 か ら 開 こ を えて くる , さる や 〈 く よう 
な メッ セー ジ で ある と いう こと で す 。 か す 
か に 聞こ える その 声 を (少し ずつ で は あり 
ます が ), 聞 く こ と が で きる よう に な る し と 私 
だ た ち が そ れ ま で 抱い て いた だ 「 物 」 に 対す る 
イィ イメージ を 根本 か ら 揺 る ぶる よう な 結果 が 
次 々 と 知ら れる こと に な り ま し た 。 | 

今回 は , この 小 き な 宇宙 か ら の メッ セー 
ジ を コン ピュ ー タ で 聞い て みる こと に し ま 
し よう 。 


放射 線 


ЖЕНЕ, 放射 能 と いっ た 言葉 は ほとん と 
一 般 用 語 に も な っ て いま す が , 一 応 定義 6 
に さる こも を に は みて お きま し ょ う 。 一 般 に い 
われ る 放射 線 と は ほか の 原子 や 分 子 に ぶつ 
が っ て 。 を それ を イオン 化 き せる こと の で き 
る も の を 指し て いま す 。 で すか ら , 赤外線 
や 可視 光線 な ど は 放射 線 と し て は 扱わ れ ま 
せん 。 ま た , 放射 能 ほ と いう の は 放射 線 を 出 
す 能 力 の こと を 指し ます 。 

言葉 は 生き 物 (ナマ モノ ) で すか ら , 放 
射線 と 同義 語 と し し て も 使わ れる こと も 少な 
< わり: ませ ん か が 熟語 に な る と き は わり に と 
この 定義 らし きも の に 準拠 する 場合 が 多い 
78 Oh x 1989.12. 


ょ う で す 。 た と を えば, 放射 線 汚染 で は な く 
放射 能 汚染 で すし , 放射 線 源 で あっ て , Ж 
射 能 源 と し は いい ませ ん 。 頼み も あし な い の に 
祭 計 な 「 放 射線 を 出す 能力 」 が つけ られ て 
し まっ た か ら 放 射 能 汚染 で あり ,「 放 射線 の 
源 」 ど だから 放射 線 源 と 読ん で みる と , 納得 
で きる も の が あり ます 。 

ST, 放射 線 を さらに 分 類する と, SERI 
を 帯び た 高速 の 粒子 と , 中 性 子 の よう に 電 
荷 を 帯び て いな い 粒 子 や 波長 の 非常 に 短い 
電磁 波 (つま り , 電波 ) に 分 けら れ ま す 。 

荷電 粒子 は 直接 原子 や 分 子 を イオ ォ ン 化す 
る 能力 が あり ます 。 この よう な 放射 線 を 直 
接 電離 放射 線 と いい ます 。 一方, 電気 的 に 
中 性 で ある 中 性 子 や 電磁 波 な ど は それ 自身 
て は 電離 能力 は な く , ほか の 物質 と の あい 
だ で な ん ら か の 相互 作用 を し た 結果 と し て 
発生 し た 荷電 粒子 が 電離 作用 を 持つ の で, 
間接 電離 放射 線 ほ と いい ます 。 

荷電 粒子 の ほう で よく 知ら れ て いる の は 
@〆 線 と 2 線 で し ょ う 。 こ の ほか に も , 陽子 
線 , 核分裂 謀 な ど が あり ます 。 荷電 粒子 と 
は , 電子 や 原子 核 が 裸 で 飛ん で いる も の と 
єс Жы ы ч гай U а 

一 方 , 放射 線 に 含め られ て いる 電磁 波 と 
し て は > ヶ 線 , X 線 な ど が あり ます 。 この 両者 
は 波長 が 違う だ け の こと で す が , 電磁 波 と 
いう の は 波長 に よっ て その 人 性質 が 大 きく 〈 変 
わっ て いく こと や 歴史 的 な 経緯 な ども あっ 
て , 別々 の 名 前 に な っ て いま す 。 

その ょ うな わけ で て で X 線 と y 線 の 境界 は あ 
まり は っ きり し て いま せん 。 あ えて 言葉 に 
すれ ば , 波長 が すご く 短 い の が X 線 で , UE 
長 が も の すご く 短 い の が y 線 と いう より な 
いよ う で す 。 歴史 的 に 見 る と XX 線 の 領域 が 
広がり , ヶ 線 の 領域 に 進出 し て いく 傾向 に 
562427. 


恐ろし い 放 射線 , と いっ て も それ も 素 粒 子 
の 一 形態 に すぎ ませ ん 。 こ こ で は 原子 の 世 
界 か ら の 声 を 聞く た め ガ イガ ー カ ウン タタ を 
XB8000 に つない で み ま し ょ う 。 星 の 綺麗 な 
夜 , 原因 不明 で 再現 性 の な い 暴 走 を 起こ し 
た と き , プロ グラ マ は そっ と つぶ や きま す 。 
rn, バス に 宇宙 線 が 命中 し た か な 」 


核分裂 と 核 融 合 


ここ で , ちょ っ と 寄り 道 を し て , 核分裂 
と 核 融 合 に つい て も 触れ て お きま し ょ う 。 
世の中 で 使わ れ て いる 原子 炉 で は , ウラ ン 
235 や プル トニ ウム 239 な どの 大 き な 原 子 核 
が 分 像 する と き に 放出 され る エネ ルギー を 
便 っ て いる わけ で て で す 。 一 方 。 ちょ っ と 前 に 
韻 温 核 融 合 , つま り 原 子 核 同士 が くっ つい 
て 新しい 核種 に な る 反応 が 常温 で 起き た と 
か いう こと で ずい ぶん 騒が れ ま し た 。 核 融 
合 は 複数 の 原子 核 が くっ つい て ひと つの 重 
い 原 子 核 に な る 反応 で , いま の と ころ 重水 
素 や トリ チ ウ ム と いっ た 通常 の 水素 原子 の 
原子 核 (要する に 陽子 で す ) に 中 性 子 を 加 
えた 重たい 水素 原子 (重水 素 ) が 2 つく っ 
つい て ヘリ ウム に な る と いう 反応 を 起こ し 
や すい の で は な いか と 見 られ て いま す 。 核 
融合 炉 と いう の は , この と き に 放出 され る 
エネ ルギー を 利用 し よう と いう 魂胆 で す 。 
うま くい け ば , 海水 の 中 に 含ま れる ほとん 
と 無尽 蔵 と いっ て よい 量 の 重水 が 使 を ます 


放射 性 同位 体 (同位 元素 ) 


原子 核 が 励起 され , 放射 能 を 持っ て か ら , 
放射 線 を 出し つつ 別 の 核種 に な っ て いく 過程 
に は 相当 時 間 が か か る 場合 が 少な が く あ り ま せ 
ん 。 こ の よう な も の で は , 延々 と 放射 線 を 出 
し 続け る こと に な る ね わけ で す 。 こ の よう な も 
の を 放射 性 で ある と いい ます 。 

同じ 原子 番号 で も 質量 数 が 違う 原子 の うち, 
放射 性 で ある 原子 を 放射 性 同位 体 と いい ます 。 
放射 線 を 発生 する こと で , その 原子 は より 安 
定 な 原子 に 変化 (崩壊 ) し て いき ます 。 BE 
が いつ 起こ る か は まっ た く 不 確定 で , 確率 で 
し か 求め る こと は で きま せん 。 こ の と き の 確 
率 は 一 定量 の 放射 性 物質 が 平均 し て 半分 の 量 
に 崩壊 する まで の 期間 (半減 期 ) に 変え て 表 
現さ れ ま す 。 


DT, 夢 の エ ネル ギー 源 と し て 注目 され て 
いる わけ で す 。 

ここ で , ちょ っ と 妙 に 感じ る の は , ГА 
袋 」 て も 核 「 融 合 」 で も エネ ルギー が 取り 
出る れる と いう こと で す 。 ど ちら 6 で も エネ 
ルギー が 取り 出せ る と いう の は , か な り 不 
思 議 な 気 が す る で し ょ う 。 もし, 本 当 に く 
っ つけ て も 離れ て も エネ ルギー が 出る と い 
う の で あれ ば , それ こそ エネ ルギー 保存 則 
に 対す る 大 胆 な 挑戦 で びす 。 そ ん な こと が で 
きだ ら 永 久 機関 に な っ て し まい ます (特許 


を と れ ば 大 儲け …… で す 。 もっとも, 


日 本 
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e 線 は 陽子 が 2 つと 中 性 子 が 2 つく っ つい た 
も の で , 要する に ヘリ ウム の 原子 核 が 電子 を 引 
き 連 れ な いま ま 飛 ん で いる も の で す 。 図 | を 見 
て も わか る よう に , 質量 の 割 に ヘリ ウム の 結合 
エネ ルギー が 飛び 抜け て 高い こと が わか り ま す 。 
核分裂 の と き に 核子 が 線 と し て 放出 され や す 
い の は この か た ち が 安 定 で ある た めで す 。 

〆 線 の 持っ て いる エネ ルギー は だ いた い 数 
MeV (I エレ クト ロン ボル ト は 真空 中 で 電子 が 
1V の 電位 差 に よっ て 受け 取る 運動 エネ ルギー, 
leV—1.60x107? J) 程 度 で あり , 重い うえ に 電 
荷 が 大 きく (陽子 を 2 つ 持 っ て いる ), 電離 能力 
も 優れ て いま す 。 

まわ り に 影響 を 与え や すい 分 , 物質 の 透過 能 
力 は 少な く , 大 気 中 で も | mm いく か どう か と い 
う 程度 で す 。 散 乱 さ れる こと も あま りあ り ま せ 
А. つまり, 紙 | 枚 分 くら い の 大 気 を 通過 する 
間 に そ の エネ ルギー の ほとん ど を 失っ て し まい 
ます 。「。 線 は 紙 | 枚 で 阻止 で きる 」 と よく いわ 
れる の は 紙 の 繊維 の 目 を 通過 で き な い と いう こ 
と で は な く , 紙 | 枚 の 大 気 を 透過 する こと が で 
き な い と いう 意味 だ っ た の で し た 。 
〇 / 線 

e 線 は 原子 核 で し た が , / 線 の ほう は 電子 で 
す 。 普通 , 電子 は マイ ナス の 電荷 を 持っ て いま 
TH, / 線 と し て 飛ん で いる と き に は プラ ス の 
電荷 を 持っ て いる も の も , ちょ くち ょ く 見 つか 
り ま す 。 マ イナ ス の 電荷 を 持っ た ほう を /-, Z 
ラス の ほう を Z+ と 呼ん で 区 別 す る と きも あり 
ます が , #&—- CA8lRE VD £ š (+ 8 - を 指し ま 
す 。 

/* 線 は 反 粒 子 。 い わ ば 反物 質 み た いな も の で 
すか ら , 原子 中 の 普通 の 電子 と ぶつ か っ た りす 
る と 相手 も ろ と も 消 減 し て し まい ます 。 世 の 中 
の 原子 は , 中 心 の ご く 一 部 が 原子 核 で 。 あ と は 
全部 電子 みた いな も の で すか ら , 8+ 線 が いつ ま 
で も 無事 で いら れる こと は まず あり えま せん 。 
も ちろ ん , 「 消 える 」 と は いっ て も , エネ ルギー 
保存 則 は 成り 立っ て いる の で , "BUS 67 yp 
える よう な こと は し ませ ん 。 ぶ つか っ た 方 向 の 
両方 に 約 0.5IMeV の 電磁 波 (y 線 ) が 放出 され ま 


の 特許 庁 で は 永久 機関 し いっ て 出し た だ け 
СІ, ボツ に る れる そう で す )。 

これ を 解く カギ は , 原子 の 質量 に あり ま 
(7. š š z, ちょ っ と し た 資料 が あり ま 
す 。 単位 が amu と な っ て いま す が , これ は 
原子 質量 単位 し いう も の で , 
66X10-27 kg に あたり ます 。 

陽子 1 個 の 静止 質量 

中 性 子 1 個 の 静止 質量 

電子 1 個 の 静止 質量 
さら に , 

重水 素 原 子 の 静止 質量 


1 amu が 1. 


1. 007276amu 
1. 008665amu 
0. 000549amu 


2. 014102amu 


わか りや すい 放射 線 紳士 録 


す 。 こ の エネ ルギー 値 は 電子 の 静止 エネ ルギー, 
有名 な E=mc? の 式 に よっ て 求まる エネ ル ギ 
一 分 が 放出 され る わけ で す 。 

/ 線 は いろ いろ な 過程 で 飛び 出し て きま す の 
C, 持つ エネ ルギー も か な り の 幅 を 持っ て いて , 
数 keV か ら 数 十 MeV 程 度 ま を で ば ら つ きま す 。 ま 
た , 持っ て いる 電荷 の 割 に 軽く 小さ いも の で , 
電離 能力 は それ ほど 大 きく は あり ませ ん 。 物 質 
透過 能力 に 関し て は 。 線 より も だ いぶ 優れ て い 
ます が , それ で も せい ぜ い ア ルミ 板 で 数 mm, $3 
で は | mm 程度 で す 。 
〇 X 線 

X 線 は , 原子 の 内 殻 電子 が エネ ルギー 準 位 の 
高い 外側 の 軌道 か ら 低い 内 側 の 軌道 に 移る と き 
с, その エネ ルギー の 差分 を 電磁 波 と し て 放出 
し た も の と , 荷電 粒子 が 電磁 場 な ど で 急 減速 を 
受け た と き に 放出 する (制動 放射 ) も の が あり 
ます 。 

量子 論 に よる と , 振動 数 ヶ の 電磁 波 の エネ ル 
キ ギーE は E=h(h は プラ ンク 定数 : 6.6256 
E” erges) = һ c/A (c は 光速 度 (m/s), à 
は 波長 (m )) で 与え られ ます か ら , 振動 数 が 大 
きい , すなわち 波長 が 短い ほど 大 き な エ ネル ギ 
ー を 持つ こと に な り ま す 。 内 殻 電子 の 軌道 変更 
が 少な く , それ に 伴う エネ ルギー の 吸収 , 放出 
で は 比較 的 エネ ルギー 変化 が 少な いた め , 可視 
光線 や 紫外 線 に な り ま す 。 X 線 く らい の 波長 に 
な る と エネ ルギー も 結構 な 大 き さ に な り ま すか 
5, 軌道 を ひと つや 2 つ 移 動 し た くら いで は 話 
が 合い ませ ん 。 つまり, X 線 が 放出 され た と い 
うこ と は いく つも の 軌道 を 一 気 に 飛 び 越 えて 移 
動 し た と いう こと を 意味 し ます 。 

と ころ で , 電子 の 軌道 と いう の は 飛び 飛び の 
場所 に し か な いた め , この 原理 で 発生 する X 線 
の エネ ルギー と いう の も , 当然 の こと な が ら そ 
れ に 応じ た 不 連続 な 値 し か 取れ ませ ん 。 つ まり , 
内 殻 電子 の 軌道 変化 に よっ て 発生 する X 線 の 波 
長 は 飛び 飛び の 値 , 線 ス ペク トル を 取る こと に 
な り ま す 。 こ の よう な 原理 で 発生 する X £ [El 
有 X 線 (特性 X 線 ) と いい ます 。 

一 方 , 荷電 粒子 の 急減 速 に に よる ほう は この よ 
う な 不 連続 な 値 に な る 理由 は あり ませ ん 。 スペ 


炭素 原子 の 静止 質量 12.000000amu 
Өт, ちょ よっ つと 計算 し て み ま し ょ う CX 
68000 を 使っ て いる 人 は OPT.1 寺 OPT.2 
で 電卓 が 使え ます ね )。 重水 素 の 原子 は , 陽 
子 , 中 性 子 , 電子 が それ ぞ れ 1 個 ず つ で で 
き て いま す 。 し た が っ て , СПОН 
007276 + 1. 008665 + 0.000549 = 2.016490 
amu と な り ま す 。 ところが, 実測 し て みる 
と 重水 素 の 原子 の 質量 は 2.014102amu で す 。 
その 差 0.002388amu, 0.1% ほ ど 質 量 が 小 き 
《 な っ で て し まっ て いる の で す 。 さ きら 6 に 普 杏 
の は ほう で も 調べ て み ま し ょ う 。 炭素 は 陽子 , 


クト ル は 当然 , 連続 スペ クト ル に な り ま す 。 こ 
ちら を 連続 X 線 と 呼び ます 。 
Оу _ 

y 線 は , X 線 より も さら に 波長 が 短い 電磁 波 
で す 。 持っ て いる エネ ルギー は GeV(IG=|,000, 
000k) 程 度 と 。 と て つも な く 大 きく な り ま す 。 С 
れ く らい に な る と , 内 殻 電子 の 軌道 変更 くら い 
で は 説明 で きま せん 。 

y 線 は , 原子 核 内 部 で の 変化 や 先ほど 触れ た 
電子 の 消 減 な ど , 派手 な イベ ント が 起こ っ た と 
き に 発生 し ます 。 

X 線 が いわ ゆる レン トゲ ン 撮 影 な ど で 使 われ 
る こと か ら も わか る よう に , X 線 や ッ 線 は 透過 
能力 が 大 きく , 電離 作用 は か な り 小 さい も の で 
3. ХЫ, y 線 は 直接 電離 能力 が な く , 持っ て い 
る エネ ルギー を いっ た ん 物質 の 中 の 電子 に 引き 
渡し , その 電子 が 電離 作用 を し ます 。 こ の 受け 
渡し は , 光電 効果 , 電子 対 の 生成 コンプトン 
効果 な ど に よっ て いる の で す が , これ ら が うま 
くい くく 確率 と いう の が それ ほど 高く な いた め , 
電離 作用 が さほど 大 きく な ら な い の で す 。 
ORB SE 

も と の 原子 核 が 不安 定 で あっ た た め に , 複数 
の 核 に 分 裂 し て し まっ た も の で す 。 こ の と き , 
より 安定 な 状態 に 移行 する こと に な る た め に ., 
その 差分 の エネ ルギー が 放出 され ます 。 ウ ラン 
235 や プル トニ ウム 239 な どの 原子 核 が 分 裂 す る 
と き の エ ネル ギー を 一 気 に 取り 出し た の が 原爆 , 
濃縮 率 を 下げ て ゆっ くり と 取り 出す よう に し た 
の が 原発 で す 。 
〇 中 性 子 線 

中 性 子 は , 陽子 と ほぼ 同じ くら い の 重 さ を 持 
っ て いな が ら 電 気 的 に は 中 性 で す 。 核分裂 が 起 
こる と き は 必ず 放出 され ます 。 中 性 子 は , 陽子 
と 共に 核 を 構成 し て いる と き は 安定 な の で す が , 
単独 で 存在 する と きわ め て 不安 定 で が 線 (電子 ) 
を 放出 し て 陽子 に 変身 し て し まい ます 。 
〇 陽子 線 

e 線 が ヘリ ウム の 原子 核 と する な ら , こち ら 
は 水素 の 原子 核 と な り ま す 。 中 性 子 線 が , 水素 
原子 の た め に 散乱 され , 反 跳 を うけ た と き に 放 
出さ れる こと が あり ます 。 
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中 性 子 , 電子 が と も に 6 個 ず つ で で き て い 
i, 同じ よう に 計算 する と 12.09894amu 
と な り ま す が , 実際 に は 12.000000amu な の 
で す 。 今 度 は 0.8% も の 質量 が 行方 不明 に な 
っ 2 て. し まい まし た 。 

科学 者 と し て は 行方 不明 で す , で は すま 
る れ な いわ け で , や は り 0 合理 的 な 考え 方 を 
打ち 立て な く て は な り ま せん 。 

ここ で 「 核 の 結合 エネ ルギー」 と いう 概 
念 が 導入 きれ る わけ で す 。 質量 と エネ ル ギ 
ー の 関係 は , 例 に よっ て 相対 性 理論 で お 牟 
WAE =m の 例 の 式 で すね 。 減っ て し ま 
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〇 メモ ]: 電 磁 波 


電磁 波 の うち , 波長 の 長い も の は 電波 と 呼ば 
れる 領域 に な り ま す 。 波長 が うん と 長い 領域 は 
長波 (LF), ラジ オ に 使わ れ て いる よう な 周波 数 
3000kHz (3MHz : 波長 I00m 以上 ) 以下 の あたり 
を 中 波 (MF), 周波 数 が 3MHz か ら 30MHz (波長 
100--10т) は 短波 (HF) と 呼び ます 。 ひ と ころ 
は や っ た BCL は 海外 短波 放送 が ター ゲッ ト で し 
た 。 短波 は 上 空 に ある 電離 層 に よっ て 反射 され 
る た め , 地球 の 裏側 か ら で も 届く の で す 。 これ 
に つい て は , ちょ っ と いい 話 が あり ます 。 
電離 層 が 見 つか る まで は , 短波 は ご く 近 く の 
通信 に し か 使え な いと 思わ れ て お り , БЖ, 中 
波 が 通信 の 主体 で し た 。 そ ん な 中 で アマ チュ ア 
の 無線 家 が 電離 層 反 射 に よる 伝播 が ある こと を 
見 つけ , これ が 情報 伝達 の 大 き な 革 命 に な り ま 
し た 。 現在 で は 電波 が 多く の 目的 で 使用 され る 
よう に な り , 決し て 余裕 が ある と は いえ な い 状 
態 で すす が , それ で も アマ チュ ア 和 無線 専 用 の 周波 
数 が , いろ いろ な 周波 数 帯 (現在 , 主 に 使わ れ 
て いる だ け で も 1I0 バ ンド 以上 ) で 割り 当て られ 
て いる の は , この 功績 が な に より も 大 きか っ た 


80 от x 198912. 


っ た 質量 は エネ ルギー と し て 放出 きれ て し 
まっ た と 見 る わけ で す 。 つまり, 陽子 と 中 
性 すず が イ パイ ラバ パラ に な っ て いあ る と きよ り も , 
互い に くっ つい て 原子 核 を 構成 し て いる と 
き の ほ う が エ ネル ギー 的 に 低い 状態 で あり , 
その 差分 が 結合 エネ ルギー で ある と する の 
で す 。 こ れ は , 位置 エネ ルギー に も 似 て い 
て 納得 し や すい 概念 で し ょ う 。 互い に 結合 
する と き に は この 分 の エネ ルギー が , 外部 
に 放出 る され ます 。 も ちろ ん , くっ つい て し 
まっ た 陽子 と 中 性 子 を 再び ば ら ば ら に する 
だ た め に は 当然 , 結合 エネ ルギー に 相当 する 
エネ ルギー を 与え な 〈 
て は な り ま せん 。 

まとめ る と , ば ら ば 

209 Bi ら の 陽子 と 中 性 子 が 結 
合 す る と き に は , 結合 
エネ ルギー 分 の エネ ル 
ギー を 放出 し , その 分 
軽く な る と いう わけ で 

す 。 

«ӨЛМЕСІН, EA 
な も の で あっ て も , 2 
の 原子 の 構成 と 正確 な 
質量 きえ を わかれ ば 結合 
エネ ルギー に 相当 する 
分 が わか る こと に な り 
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と いわ れ て いま す 。 

さて , 寄り 道 は これ くら い に し て さら に 周波 
数 の 短い 領域 を 見 て いき まし ょ う 。 テ レビ な ど 
に も 使わ れる 30MHz か ら 300MHz (波長 I0 て Im) 
の あたり を 超短波 (УНЕ), さら に 3GHz (波長 |0 
cm) くら いま で を UHF, 30GHz (波長 lcm) あ た 
り ま で が SHF…… と な っ て いき ます 。 UHF 領域 
は ロー カル な 放送 局 で , また SHF 領 域 は 衛星 放 
送 で も 利用 され て いま す 。SHF く らい に な る と 
伝播 の し か た も 光 に 似 て きま すし , 雨 な どの 影 
響 も 受け や すく な っ て きま す の で , 実務 的 に 使 
える の は この あたり まで で て し ょ う 。 

も っ と 波長 を 短く し て いく と , つい に は 熱 と 
し て 感じ られ る 領域 で ある 赤外線 と な り ま す 。 
さら に 光 と し て 目 に 見 える 可視 光線 に な り , ÍL 
学 作用 の 強い 紫外 線 と し て 日 焼け 。 シミ , ソバ 
カス の 原因 と も な り …… と , 波長 が 変わ る に つ 
れ て 次 々 と 性 格 が 変わ っ て きま す 。 X 線 は 紫外 
線 よ り も 波長 の 短い 領域 ,10-* m 程 度 以 下 の と 
ころ か ら |I0-! m 程 度 の と ころ (ちょ うど 原子 
ひと つ 分 くら い の 長 さ ) に な り ま す 。 さ ら に ず 
っ と 波長 の 短い 領域 は すべ て y ヶ 線 と 呼ぶ よう に 
な っ て いま す 。 


i4. 207U7T, v5o5thfTitovo 
て 結合 エネ ルギー を 調べ ,。 それ を 陽子 と 中 


性 子 の 数 の 合計 で 割り 算 す る と , 陽子 , 中 
性 子 1 個 当 た り の 結合 エネ ルギー が わか り 


ます 。 横 軸 に 質量 数 , 縦 軸 に 1 個 当 た り の 
結合 エネ ルギー を プロ ッ ト し て いく と どう 
な る で し ょ うか ( 図 1 参照 )。 

bL, 核子 (陽子, また は 中 性 子 ) 同士 
の 結合 力 が 広範 囲 に 渡っ て きく の で あれ ば , 
新た に 加え られ た 核子 は ほか の すべ て の 核 
子 と 結合 する わけ で すか ら , グラ フ は 右上 
が り , すなわち 原子 番号 が 増す に つれ て 核 


- 子 1 個 当 た り の 結合 エネ ルギー も 増え て い 


(СТ と ころ が , 実際 に は 鉄 (Fe: 
原子 番号 56) の あたり に ピー ク が あっ て あ 
と は な だ ら か に 減少 する 傾向 に あり ます 。 
核子 同士 の 相互 作用 が 働く の は 割 と 狭い 範 
囲 で ある こと が わか り ま す 。 

ご 〈 狭 い 範 囲 同士 で し か 結合 で き な い の 
で すか ら , 原子 核 が どん どん 大 きく な っ て 
есе, 全体 が ひと つ に まとまっ て いる こ 
と も 上 難しく な り , ずい ぶん と 不安 定 な 状態 
に な り ま す 。 ウ ラン 235 の 原子 核 な ど は あま 
り に 巨大 に な りす ぎ た だ た め に , も は や 綺麗 
な 球形 で お と な し くし て いら れず , 不 格好 
が 形 て で う ざ め いて いち る よう で ず 。 こ うなる 
t, さき っ か け (ほん の 少し の 励起 ) さえ あ 
れ ば 分 像 し て より 安定 に な ろう と する の は 
理 の 当然 で し ょ う 。 

これ で , 核 融合 と 核分裂 の 謎 解き が で き 
だ よう で す 。 核子 1 個 当 た り の 結合 エネ ル 
ギー が 上 が る 方 向 に 向かっ て いく と き に エ 
ネル ギー が 出る わけ で す 。 核子 1 個 当 た り 5 
の 結合 エネ ルギー が いち ば ん 大 きい と ころ , 
平たく いっ て し まえ ば 核子 が いち ば ん よく 
まとまっ た と ころ が 鉄 で あり , ほか の 元素 
か ら 鉄 の 方 向 に 向かう と き (も ちろ ん , 多 
少 の で こ ぼ こ は あり ます の で , 必ず 鉄 の 方 
向 と いう わけ で も な いで す が ) に は 結合 エ 
ネル ギー の 差分 が 放出 きれ る と いう わけ で 
す 。 

を その た だ ため, 重水 素 や トリ チ ウ ム が ヘリ ツウ 
ム に な る 反応 , ウラ ン や プル トニ ウム が 核 
分 裂 を 起こ し て より 軽い 原子 に な る 反応 な 
ど は エネ ルギー の 放出 を 伴う わけ で す 。 


放射 線 計測 


放射 線 は , た と えば / 線 で あれ ば 電子 1 
|Н, ヶ 線 な ら ヘ リウ ム の 原子 核 1 個 と いう 
ぐあい に 原子 を 構成 する 単位 の よう な も の 
で ある た だ ため に 直接 の 計測 は ほとん ど 不 可能 
С, あく まで も 間接 的 に 確認 する こと し か 
で きま せん 。 

放射 線 の 計測 は いろ いろ な 方 法 が 考え ぇ 出 
る され, 使わ れ て いま す が , いずれ も 直接 放 
射線 その も の を 計測 する も の で は な さく, Ж 
射線 が ほか の 物質 に 当たっ だ 結果 と し て 起 
こる 現象 を 測定 し て いま す 。 

を それでは, 代表 的 な 放射 線 計測 の 方 法 を 
見 て みる こと に し まし ょ う 。 

OTRA 

一 面 を ガラ ス 張 り に し て , 中 が 見 える よ 
うに し だ た シリ ンダ で , ピス トン を 急 に 引っ 
張る (断熱 膨張 する ) と 温度 が 下がり , 中 
の 水蒸気 が 過飽和 状態 に な り ま す 。 こ こ に 
荷電 粒子 が 飛び 込む と , その 通り 道 に を そっ 
て イオ ン 対 が で きま す 。 22 СЖЗ 
縮 す る た め , 外 か ら 白 い 霧 の 線 が 見 える こ 
と に な り ま す 。 簡単 な 構造 で す が 1910 年 頃 
に は 主要 な 実験 装置 で し た 。 

放射 線 源 か ら ピ シ ピ シ と 放射 状 に 線 が 飛 
ぶ 様 子 が リア ル タ イ ム に 観測 で きる の は 大 
き な メ リッ ト で す 。 運 が よけれ ば , 飛び 込 
ん だ 人 荷電 粒子 ( 主 に z 線 ) が 霧 箱 の 中 の ほか 
の 原子 (ERRE) と ぶつ か っ て , 陽子 が 
飛び 出し た りす る の を 見 る こと も で きま す 。 

か な り 簡 単 な 構造 で あり , 物理 的 に 壊れ 
に くい の て 学校 の 設備 と し て 持っ て いる と 
ころ も 多い で し ょ う 。 い まな ら , 断熱 膨張 
な ど 使 わな く て も ドラ イア イス な ど と いう 
便利 な も の が ある の で , 箱 だ け 作 っ て 底 に 
黒い 布 な ど を 引い て アル コー ル を 振り 掛け , 
電極 を 入れ た もの を ドラ イア イス で 冷却 し 
て ( 准 や し すぎ な いよ うに) 電極 に 数 百 V 
程度 を か け て よけい な イオ ン を と っ ぱら ぇ を 
I$, = р 501, 
〇 シン チレ ーション 計数 管 

シン チレ ーション (Ж) 計数 管 と いう 
の は , 荷電 粒子 に よっ て 励起 され だ た あと, 


元 に 戻る 際 に 光 を 出す よう な 結晶 (NaI や 
CsI など) など を 使い し, その 光 を 捕らえ よう 
と いう も の で す 。 ただ, 21Р 0 99 
いも の な の て 直接 セン サ に 捕まえ る せる の 
は ちょ っ と 酷 …… と いう こと て 市 販 品 で は 
光電 子 倍増 管 L と ペア に し て 円 筒 型 の 容器 に 
入れ て いる の が 普通 で す 。 

シン チレ ー タ と し て は 無機 結晶 有機 結 
ян, 液体 な ぼ どい ろ い ろ な も の が あり , 目的 
別に 使い 分 けら れ て いま す 。 
〇 電離 箱 。 比例 計数 管 , ガイ ガー・ ミ ュー 
ラー 計数 管 

これ ら 6 3 種類 の 検出 副 は いずれ も 放射線 


に よる 電離 作用 を 使う も の で す 。 い ずれ も 


〇 メモ ど : 光 電 効 果 な ご に つい て 


光電 効果 は , 金属 に 光 を 当て る と , 表面 か ら 
電子 (光電 子 と 呼ば れ ま す ) が 飛び 出し て くる 
現象 で す 。 波長 が 一 定 以 下 で な いと 電子 は 放出 

| され ず , また 光 の 強度 を 上 げ て も 飛び 出し て く 
る 電子 の 数 が 増え る だ け で , 電子 | つ ひ と つの 
エネ ルキ ー は 変化 し ませ ん 。 か の アイ ン シ ュ タ 
イン が ノー ベル 賞 を 受賞 し た の は 光電 効果 の 研 
究 に よる も の で し た 。 相 対 性 理論 の ほう は 受賞 
対象 に な ら な か っ た と いう 話 も 残っ て いま す 。 

電子 対生 成 は , 高 エ ネル ギー の y ヶ 線 に よっ て , 
電子 と 陽電子 が で きる 現象 で す 。 陽 電子 の ほう 


薄い 不 活性 ガス な ど を 封入 し た 円 筒 型 の 金 
属 の 筒 の 中 心 に 電極 を 置い て あり , 円 筒 と 
の 間 に 電 圧 ち か け て あり ます 。 電離 放射 線 
が 飛び 込ん で , 中 の ガス が 電子 と イオ ン に 
電離 され ます 。 ここ で 電極 問 に 電圧 が か け 
られ て いる と どう な る て で しょう 。 

電圧 が 低い じ と, せっ か 〈 作 ら 5 れ た だ 電子 と 
イオ ン は その 場 で 再び 結合 し て し まい , あ 
まり 面白 いこ と は 起こ り ま せん 。 こ こ て で 少 
し ずつ 電圧 を 上 げ て いく 〈 と , 電離 る れ だ 電 
子 と イオ ン が それ ぞ れ 電極 (電子 は 陽極 , 
イオ ン は 陰極 ) に 移動 し ます 。 移動 し て 
れ ば ……・ 55, 電流 が 流れ る わけ で す 。 こ 
れ が 電離 箱 で す 。 


は の と き と 同 じ し よ うに , すぐ に ほか の 電子 
と ぶつ か り , y 線 を 放出 し て 消滅 し て し まい ま 
т. 
コン プ ト ン 効果 は , X 線 が 物質 に 当たっ て 散 
乱 さ れ た と き , 散乱 され た X 線 の 波長 が 入射 し 
た X 線 の 波長 より も 長く な る 現象 で す 。 この 差 
分 が 当たっ た 相手 に 受け 渡さ れ た こと に な り ま 
す 。 
光電 効果 や コン プ ト ン 効果 も , 一 見 し た と こ 
る どう と いう こと の な いよ うな 現象 で す が , с 
れ を 説明 する に は 光 を 単なる 波動 と する よう な 
古典 理論 で は だ めで , hv の エネ ルギー を 持っ 
た 光量 子 と 考え る 量子 理論 が 必要 に な り ま す 。 


放射 線 関連 の 単位 に つい て 


放射 線 関連 の 単位 と いう の は 実に 種類 が 多 
ç, 混乱 し や すい の で ここ で まとめ て み ま し 
た 。 単 位 を その 種別 ご と に 分 類する と 次 の よ 
うに な り ま す 。 
単位 時 間 当 た り の 原子 崩壊 数 に 注目 し た も の 

キュ リー (C), ベク レル (Ва) 

X 線 や y 線 に よっ て 空気 中 に 作ら れる イオ ン 
の 総数 に 注目 し た も の (照射 線量 ) 

レン トゲ ン (R) 
放射 線 で 照射 され た 物質 の 単位 質量 当たり の 
吸収 エネ ルギー (吸収 線量 ) に 注目 し た も の 
ラド (rad, Zv (Gy) 
JUR UY ER ER (8 AE ELT IR (73-20 RUE 1 ?- CR 
を 掛け た も の (線量 当量 ) 
レム (гет), シー ベル ト (Sy) 

2 つ 以 上 並ん で いる も の は , 左側 が 伝統 的 
な 単位 系 , 右 が 国際 単位 系 (SI)) に よ る 単位 系 
て す 。 レ ント ゲン (R) に つい て は 5 1 で は 
特に 単位 を 作ら ず , 単に C/kg( ク ー ロ ン / キ ロ 
グラ ム ) と し て いる だ け で す 。 

キュ リー(C) は 。 い わ ず と し れ た 。 taU 
ーー 夫妻 の 発見 し た ラジ ウム 約 1g の 崩壊 数 で , 
ICi=37000000000 崩 壊 / 秒 で す 。ICi と いう の 
は か な り 大 きい 値 で あり , 現実 的 に は mCi( ミ 
リキ ュ リ ー) や Ci (マイ クロ キュ リー) と し 


て 使わ れ ま す 。SI で は | 崩壊 / 秒 を IBq と し て 
清め まし た 。 

レン トゲ ン (R) は 乾燥 し た 空気 Ilkg 当 た り 
2.58x10* クー ロン の 電荷 を 作る (1.6х 
10!° 個 の イオ ン を 作る ) 分 の X IR, y 線 の 線量 
の こと で す 。 普通 は | 時 間 当たり の レン トゲ 
ン 数 な ど が 単位 と し て 使わ れ ま す 。 

ラド (rad) は , | グラ ム 当 た り |00erg(10 づ 
J ) の エネ ルギー を 吸収 し た と き , Irad と し て 
いま す 。 SI で は lkg 当 た り |J の 吸収 , つ まり 102 
ウト を 1Gy と し まし た 。 

レム は , ラド に 係数 ( 線 質 係数 Q) を 掛け 
た も の で す 。 0Q の 値 は X 線 , ув, Дж СД 
|, エネ ルギー 不明 の 。 線 や 電荷 不明 の 粒子 
で は 20, 電荷 の わか っ て いる o 線 で は 10 と し 
て いま す 。 SI で は グレ イ に 0 を 掛け た も の を 
Sy と し て いま す 。 

放射 線 関 連 は , 被爆 に よる 生体 や 環境 へ の 
影響 と いう こと が 大 きく クロ ー ズ アッ プ さ れ 
て いる た めか , 単位 も ほか の 物理 現象 と は 違 
っ て 随分 と いろ いろ な 単位 が あり ます 。 特に 
ここ 数 年 , SI 単位 系 へ の 切り 替え が 進む に つ 
п, 素人 に は いよ いよ わけ が わか ら な く な り 
そう で す 。 


素 粒子 の 声 が 聞こ える 8l 


る ら に 電圧 が 上 が る と, 最初 に 生ま れ た 
電子 (1 次 電子 ) が 陽極 に 移動 する まで の 
あい だ に ほか の 気体 の 分 子 , 原子 を 電離 す 
る こと が で きる ほど に まで 加速 され ます 。 
この 結果 , 加速 くさ れ た 電子 が さら に 別 の 電 
子 ー イ オン の ペア を 作り , さら に 作ら 5 れ た 
電子 が ほか の 原子 を 叩く , 「 電 子 な だ れ 」 現 
象 が 起こ る こと に な り ま す 。 

TORD, 最終 的 に 電極 に た どり つく 〈 電 
子 や イオ ン の 数 は 1 次 電子 の 数 より も 多く 
な り ま す 。 これ ば 電極 問 の 電圧 を 一 定 に し 
て お け ば 1 次 電荷 の 数 と 比例 し ます 。 つま 
り , 天然 増幅 器 に な る わけ で す 。 これが 比 
例 計数 管 で す 。 

る さらに 調子 に の っ て 電圧 を 上 げ て いく と 
電子 な だ どれ が どん どん 激しく な っ て いき 。, 
つい に , 少し で も 1 次 電子 が で きれ ば , € 
極 全 面 に わ だ っ て 電子 な だ どれ が 起こ る よう 
に な り , きわ め て 大 き な 出 力 が 取り 出せ る 
こと に な り ま す 。 デ ジタル 的 な 動き と いえ ぇ 
ば よい の で し ょ うか 。 こ れ が が イガ ー・ ミ 
ュー ラー 計数 管 (CM 管 と 略 さ れ ま す ) で す 。 

た だ , この まま に し て ぉ 〈 と , (質量 が 大 
きい だ た め に ) ゆっ くり 移動 し た イオ ン が 陰 
極 で 電子 と 結合 し て 紫外 線 が 放出 る され, こ 
れ が ま だ 電離 作用 を し て し まう と いっ た だ こ 
と に な り , 電子 な どれ が いつ まで も 止ま 6 
がく て だ な だって し まい ます 。 を る を の だ ゆめ 。 カ イカ 


〇 メモ コ : 秋 月 キッ ト 


以前 の 秋月 キッ ト は か な り マ ニア ッ ク で , 
説明 書 と は まっ た く 違 う 部 品 と 入れ 替わっ て 
いた り (電気 的 に は 置き 換え られ る と は いっ 
Th, 形状 な ど は まっ た く < 違う の て で て, 自分 で 
ピン 接続 を 調べ た り , あちこち 削っ た り し な 
けれ ば な ら な か っ た ) , 部 品 の 過 不 足 が す ご か 
っ た り , 基板 の パタ ー ン は 間違い だ ら け と い 
っ た ぐあい で , と て も 他人 に 勧め られ る よう 
な も の で は あり ませ ん で し た が , 最近 は ま と 
も に な っ た よう で す 。 今回 の キッ ト で も , 部 
品 は 説明 書 ど お り の まとも な も の が 少し 余分 
(壊し て し まっ た と きのこ と を 考え た の だ そ 
う で す ) に 入っ て いま すし , 基板 や 回 路 図 の 
間違い な ども きち ん と 訂正 の 紙 が 入っ て いま 
す 。 実際 に 作っ て みて も , まあ , 合格 と いう 
レベ ル で し た 。 秋 月 は 通販 も や っ て いま す 。 
小さ い 店 で す が 秋 葉 原 に 店 を 構え て 何 十 年 , 
秋葉 原 で も 1, 2 を 争う 有名 どこ ろ で すか ら 
通販 体制 も か な り し っ か り し て いる ほう だ と 
思い ます 。 
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ー・ ミ ュー ラー 計数 管 で は 中 に メタ ノー ル 
な どの 多 原 子 ガ ス や ハロ ゲン ガス を 消滅 剤 
し し 2 も も のり ます 。 

電極 間 に か け て いる 電圧 は , 電離 箱 で 数 
10 か ら 200V く らい , 比例 計数 管 で は 200 か 
6600V, ガイ ガー・ ミ ュー ラー 計数 管 で 
1000V 程 度 で す 。 
〇 半導体 検出 器 

半導体 検出 器 は いっ て みれ ば 固体 電離 箱 
C, 放射 線 電離 作用 で 生成 され た 電子 一 正 
所 の ペ ア を 電極 に 集め て し まお うと いう も 
の で す 。 半 導体 の p-n 接 合 面 に 逆 電 圧 を か 
ける と 電流 は 流れ ませ ん が , ここ に 放射 線 
が 飛び 込み , 電子 一 正直 の ペア が で きる と 
電流 が 流れ ます 。 

同じ ょ うな 現象 を 光 で 応用 し た の は フォ 
トド ダイ オー ド や フォ トト ラン ジス タク て 、 こ 
ちら は 赤外線 リモ コン な ど で も お 肌 梁 み で 
すね 。 半 導体 検出 器 は 高 電 圧 が いら な いこ 
と , 高速 応答 性 や 検出 率 の 点 で も な か な か 
よい 性 能 で ある こと な どか ら , 電離 箱 に と 
っ て 代わ っ た 感 が あり ます 。 


ガイ ガー カウ ンタ の 製作 


ここ で 終わ っ て し まう の で は ちょ っ と 寂 
し い の で , 例 に よっ て 秋葉 原 を うろ うろ し 
て み ま し た 。 さ る さすが に 放射 線 検出 豆 な ど と 
いう も の は , そう そう 簡単 に 転がっ て いる 
も の で は な いよ う で す 。 ど うし よう も なけ 
れ ば , 霧 箱 で も 作っ て みる か と 思っ て いた 
6, 秋月 電子 通商 (通販 は 〒158 世田谷 区 
瀬田 5 -35- 6 : 秋月 通商 : 代金 は 現金 書留 
か 郵便 為替 : 質問 は 往復 葉書 ) に 4,700 円 
(通販 の と き は 600 円 を 加算 : ト ラン ジス 
タ 技 術 10 月 号 広告 より ) で ガイ ガー 検出 器 
の キッ ト が 出 て いま し た 。 入手 の 面倒 な 計 
数 管 , 高圧 トラ ンス (電流 は ほとん ど 流 れ 
な い の で ご く 《 小 る 8 な も の で す が ) に 発振 回 
路 な どの 部 品 ,。 プ ザー に ガラ スエ ボキ シ の 
基板 , アク リル ケー ス ま で つい て いま すか 
ら 6 部品 集め の 苦労 は し な く て すみ そう で す 。 

この キッ ト で は 計測 る れ だ た と き に , 発振 
器 の 出力 を ON し て , €»! と 音 が 出る 
よう に し て いま す 。 この 出力 ON/OFF 信 号 


を 和久 ソ ント し て や ル ば ぼ 。 ガ が ガイ ガー カワ ンタ 
に な る わけ で す 。 さ る さら に 4,000 円 くら い 出 せ 
ば 秋月 で も LCD (液晶 ) 表示 の カウ ンタ と 
ペア に し た も の も あり ます 。 

し か し 、 た だ カツ ント する し か 肥 が な い 
の で は 面白 く あ り ま せん 。 私 た ち は 「 電 脳 」 
と いう , 強い 仲間 を 持っ て いる の で すか ら , 
これ を 活用 し な い 手 は な いで し ょ う 。 幸い, 
この キッ ト の 動作 電圧 は 5 一 9 V で すか ら 
ちょ っ と 手 を 加え を れ ば いつ も の 調子 で ジョ 
イス ティ ッ ク ポ ボー ト に つなげ られ そう で す 。 
試し に 5 V で 動か し て み ま し た が, ブザー 
の 音 が ちょ っ と 小さ く な る くら いで , 特に 
問題 は な いよ う で す 。 | 

これ で , メド は だ っ だ の で あと は ジョ イ 
ステ ィ ッ ク ポ ー ト と の イン タフ ェ イ ス を 考 
えれ ば よる そう で す 。 人 簡単 に や る な ら ,。 7 
ウン ト 用 の 出力 を を と を の まま ジョ イス テイ ィ イッ 
ク ポ ー ト に 放り 込ん で , CPU の 全力 疾走 で 
取り 込む と いう や り 方 で す が , 今回 使っ た 
ガイ ガー・ ミ ュー ラー 計数 営 は か な り 小 型 
の も の で すか ら , 通常 検出 され る 放射 線 (ババ 
ッ ク グ ラウ ンド 放射 線 ) は 1 分 間 に 1 一 3 
発 程度 で す 。 

この 程度 の パル ス の た だ ため に CPU を 全力 
疾走 させ る の は いく ら な ん で も も っ だ いな 
い の で , カウ ンタ 1IC を 1 個 追 加 し て , 6 ビ 
ッ ト デ ー タ と し て 読み 出せ る よう に し まし 
だ 。 6 ビッ ト な ら 664 パ ルス くる まで は ひと 
回 り し ませ ん か ら , 1 分 に 1 回 読み に いく 
КАРСТ 5525 

も し , 1 分 に 64> ペ ルス を 超え て し まっ だ た 
LE を その と き は 悠長 に こん な 製作 記事 を 
読ん で いな いで , きっ さき と 逃げ 出し た は 2 う 
が 身 の ひだ ため で す 。 
〇 部 品 集め 

と いう わけ で , 今回 は 市 販 キ ッ ト に 手 を 
加 を る と いう こと に し まし た だ ので, 部 品 集 
め は いつ も より か な り 楽 で す 。 

買い 足 さ な く て は な ら な い 部 品 は 次 の と 
お り で す 。 

9 ピン D-SUB ュ ユネ クタ (メス ) 1 
74HC393 1 
0.1 ん zF の も ラミ ッ ク コ ン デ ン サ 1 
33kQ の 抵抗 1 


基板 (ご 〈 小 さい 物 で よい ) 1 
10057 2 » bh —7»v (長き は 適当 ) 
^U, wd» M3) 3 XH 


基板 は 74HC393 が 乗れ ば いい だ け な の 
C, な に か を 作っ た と き の 切 れ 端 で も 十分 
で す 。 な けれ ば 宙吊り で も か まわ な いで し 
ょ う 。74HC393 が な けれ ば 74LS393 で も か 
まい ませ ぜん 。 

これ ら の 部 品 は ヒロ セム セン パー ツ セ ャ セン 
ター (〒101 千代 田 区 外 神田 1 -10-5, 2 
225-2211 内 線 255, 284) な ど で 手 に 入り ま 
す 。 通販 を 利用 する と き に は 電話 で 在庫 , 
値段 を 確認 し て , 送料 1.000 円 を 同封 し て 現 
金 書 留 で 注文 し て 《 く だき さい と の こと で す 

(トラ ンジ スタ 技術 10 月 号 広告 より )。 

キッ ト の 値段 の ほう も 10 月 現在 で す の で , 


注文 する 前 に は 念 の た め 雑 誌 の 広告 な ど を 
確認 する よう に し て くだ きい 。 
製作 


キッ ト の は 006P (9V の 電池 ) を 使う こ 
を 想定 し て いる だ め , 3 端子 レギ ュ レ ー タ 


(S-81350) を 使っ て 5 V 系 の 電源 を 作っ 
て いま す が , 今回 は 電源 は 本 体 か なら も 65 


5 V 単 一 で 動か す の で 最終 的 に は この レギ 
ュ レ ー タ は 不要 に な り ま す 。 006P の 電池 ス 


図 2 ガイ ガー カウ ンタ 回 路 図 
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ナッ プ と も , あと で は ず 
し や すい よう に し て お おい 
て くだ きい 。 それ 以外 は 
キッ ト の 説明 書 ど お り に 
組み 立て ます 。 片面 基板 
の だ た め に パタ ー ン が 通り 
きら ず , 電線 で つなが な 
く て は な ら な い 部 分 が い 
くつ か あり ます の で , 見 
落と る な いよ うに 注意 し 
て くだ る きい 。 

組み 上 が っ だ ら 006P の 電池 を つない で 
みな ます 。 し は らく て (1-2 人 分) いて T て iktk 
「 ピ ッ 」 と 小さ な 音 が する は ず で す 。 だい 
だ た い 1 分 に 1 一 3 回 くら 6 い 鳴 る と 思い ます 。 
oo 
ョ イス ティ ッ ク ボ ポ ボート と の 接続 に か か り ま 
+, まず, 先ほど 仮 止め に し て いた 3 端子 
МОИИ 
ショ ー ト し ます 。 これ で , 電源 が 共通 に な 
027, 

追加 する 74HC393 は , 本 体 の 基板 に 入れ 
る スペ ー ス が な い の で 外 付 け に な り ま す 。 
配線 は 図 2 を 見 て も ら う こと に し まし ょ う 。 
9 ピン の D-SUB コネ クタ ょ と の 接続 が 終 
bokib, 配線 の チェ ッ ク を し て お きま し 
Js 1D-SUB コ ネ ク タ を よ ( ЖАЛИЫ ピン 


キッ ト の 基板 


文字 が 上 に くる よ 
о Vien 


番号 が 書い て ある は ず で すか ら , ピン 番号 


を 逆 に 数 を ん だり し な いよ うに 注意 し て くだ 
い 。 電源 ピン の 配線 は 特に 念入り に チェ 
ッ グ し て (だ きい 。 
テス ター な と ど を 持っ て いれ ば 電源 の ショ 
ー ト な ど が な いか も 念 の た あめ に チュ ッ タ に 
TNSILIO, 


動作 チェ ッ ク 


ジョ イス ティ ッ ク コ ネ ク タ に 差し 込み , 
電源 入れ た まま し ば らく 様子 も 見 て いる 
t, 電池 で 動か し て いた と き と 同 じ く らい 
の 頻度 で 音 が する は ず で す 。 電池 の と きよ 
り も 電圧 が 下がっ て いる 分 , 音 も 小さ く な 
り ま す の で , 耳 を そば だ て て 聞い て くだ きる 
(7. 


Pu 
レン 【 下 に し た と き の 図 


素 粒子 の 声 が 聞こ える 83 


テス ト 避 サン プル ブロ グラ ム 


サン プル と いっ て も , 1 分 に 1 一 3 回 程 
度 発生 す る ツマ ルス を カウ ント する だ け で す 
PG, ワイ ヤレ スリ モコ ン の と き の よ うに 
波形 が きっ と 表れ る と いう わけ に も いき ま 
せん 。 デ ー タ の 収集 は 実に 地道 な 作業 で す 。 

と りあ え ず , 10 時 間 デ ー タ を 収集 し な が 
ら 表示 する よう に し まし た だ 。 家 に 帰っ て き 
て か ら ス ター ト を か けれ ば , 明け 方 に は 終 
わっ て いる で し ょ う 。 外部 関数 の 入力 も お 
忘れ な さく 。 | 

3 分 てく らい, プロ グラ ム を 動か し な が ら 
ビ ピッ と 鳴る 回 数 を 数 を ます 。 表 示さ れる 回 
ЖЕ, 音 が 鳴っ た 回 数 は 同じ に な る は ず で 
す 。 も し カウ ンタ が 2 倍 近 い 値 を と る よう 
な ら , 基板 上 の 半 固定 抵抗 を や ドラ イ バ な ど 
で 回 し て 音 が する た だ びに カウ ント が 1 だ け 
増え る よう に 調整 し ます 。 

うま くい つて いる よう だ っ だ ら 。 グー ス 
の 中 に 組み 込み まし ょ う 。 私 の は , ちょ っ 
と ふた だ の 締まり が 悪く , すぐ 開い て し まう 
の で まわ り に ビニ ー ル テー プ を 貼っ て 固定 
LELA; 


遊び 万 


この ガイ ガー 計数 管 で 検出 で きる の は ヶ 
線 と 高 エ ネル ギー (0.5MeV 以 上 ) の / 線 で 
す 。ge 線 な ど は 大 気 中 で も 紙 1 枚 進め な い 
くら いで すか ら , 計数 管 の 中 まで 潜り 込む 
の も 難し いこ と で す 。 もちろん, 潜り 込ん 
で くれ れ ば 検出 され ます が 。 

と ころ で 気 に な る この カウ ンタ の 確度 で 
+>, 同じ も の を 作っ た 私 の 友人 が 実験 室 
に あっ た 標準 放射 線 源 を 使っ て 調べ た と こ 
>, か な り 正 確 で ある と いう 評価 も し て い 
まし た 。 ガイガー 計数 管 の 場合 に は 出力 は 


84 Oh! Х 198912. 


ほとん と 完全 な 2 値 信号 に な る の で , ノイ 
ズ の 入り 込む 余地 も ほとん ど あ り ま せん か 
ら 当 然し とい っ て し まえ ば 当然 の こと で す が , 
や は り 御 時 つ き を も ら 5 っ だ よう で うれ し い 
も の で す 。 

あと は , な に に 使う か で す 。 や は り 長 期 
的 に デー タ を 収拾 する の が 面白 い 使 い 方 で 
し ょ う 。 でも, せっ か 〈 買っ た コン ピュ ー 
タ を 放射 線 計測 専用 に する の は ちょ っ と も 
っ だ いな い …… 思っ た 方 は , 雨水 の 測定 
な ん て いう の は いか が で し ょ うか 。 

降り 始め の 雨水 は 大 気 中 の いろ いろ な 注 
遊 物 を 付着 きせ て 落ち て きま すか ら , 妙 な 
b の が 飛ん で いれ ば 雨水 の 中 に 凝縮 きれ て 
き て いま す 。 雨 が 降り 始め た ら 5 すでに お ゎ お 皿 
な ど に 収集 を 行い , 集め た 雨水 を そっ と 蒸 
発 る させ て , お 中 か ら 一 定 の 距離 に 置い た ガ 
イガ ー カ ウン タ で 1 時 間 程 度 測定 を 行い ま 
+, を その と き の カ ウン ト 値 を メモ し て お く 
と , どこ ぞ の 国 (日 本 国内 か も し れ ま せん ) 
т Ес" し た か どう か わか が か る か も し れる 
せん 。 乳 製品 な ど に は , 環境 の 放射 性 同位 
元素 も 凝縮 され ます か ら , 輸入 も の が あっ 
た ら 面 折半 分 に 測っ て みる と いう の も よい 
で し ょ う 。 い ずれ の 場合 に も 被 測定 物 と の 
距離 と , 測定 する 時 間 を 一 定 に する よう に 
し な いと , ほとん と 意味 の な い 数 値 が 出 て 
し まい ます 。 

Human も バー ジョ ン 2.0 で , バッ ク グ ラ 
ウン ド タ ス ク (マル チタ スク の 雛形 の よう 


な も の で す ) を サポ ー ト する よう に な っ た 
ょ う で すか ら , 1 分 おき に 起動 し て デー タ 
収集 を や ら せ て お く 〈 よ うな プロ グラ ム を 作 
っ て お くく の も 面 日 いで しょう 。 リ ボン を つ 
けれ ば クリ スマ スプ レ ゼ ント に も な り ま す 
іе 


お わり に 


ハー ド は や り だ た いけ ど , 部 品 が …… 4% 
う 方 が 意外 に 多かっ だ ので, 今回 は 市 販 の 
キッ ト を ベー ス に し て , IC を ひと つ だ り けり 追 
加 し て X68000 と 接続 し て み ま し た 。 デ バイ 
^ (ガイ ガー 計数 管 な ど ) が 手 に 入れ に 
い だ め に , パソ コン 雑誌 で も あま り 取 り 上 
げ ら れる こと の な い 周 辺 機 器 (? で す が , 
コン ピュ ー タ と ペア に な る こと で また だ いろ 
いろ と 使い 道 が 考え られ そう で す (e し 
ば し , 沈黙 )。 

を 4 し に し て も 。 デ スト プロ グラ ム の チェ 
ッ ク を か ね て 48 時 間 の 連続 運転 を し た と き 
с, 6 畳 1 間 で 夜中 に か すか に 響く 〈「 ピ ビッ 」 
の 音 の 不気味 な こと 。 た ま に 2 発 連続 で 「 ピ ビ 
>, ピッ 」 な ど と くる と , 確率 の 問題 だ と 
わか っ て は いて も や は り 心 臓 に よく あり ま 
せん ね ぇ 。 今度 や る と き は も う 少 し 平和 に 
暮らせ そう な も の を 作ろ うと 心 に 決め だ 私 
аты 
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が , それ で も アル ミ 板 で 数 mm ( 水 な ら 数 cm) 
程度 で す 。 

これ だ け を 見 て , な ん だ , ЖЕНА, Tih 
く な いじ ゃ な いか と 思う の は 早計 で す 。 数 cm 
し か 進め な いと いう こと を 逆 に 考え れ ば , + 
の あい だ に 持っ て いる エネ ルギー を まわ り に 
バラ まく と いう こと で すか ら , eg 線 源 が 皮膚 
に くっ つい た り , 吸い 込ん で し まっ た り , X 
べ て し まっ た り と な る と 曽 倒 ぶ な こと に な り ま 
す 。 体内 の 粘膜 に 張り つく と 簡単 に は と れ ま 
せん か ら , そこ か ら 数 cm の と ころ は り 〇 イン _ 


よろ し く 24 時 間 連 続 照射 と 戦わ な く て は な ら 
な いわ け で す 。 放射 性 同位 元素 が 取り 込ま れ , 
体内 の 組織 を 作る の に 使わ れ た り し た ら , そ 
れこ そ 目 も 当て られ ませ ん 。 

原子 力 の 事故 な ど で 怖 い の は , 洩れ た 放射 
線 を 直接 浴び る こと より も , この よう な 内 部 
被爆 に よっ て 、 じわじわ と や られ る こと で す 。 
放射 線 が ある 程度 強く , 浴び た 細胞 が 死 減 
し て くれ れ ば , そこ は ほか の 細胞 が 分 像 し て 
修復 され る だ け で すむ の で す が , 適当 に 表 い 
た め に 完全 に 死ぬ こと な く 癌 に な っ た り , Ë 
伝 的 な 影響 を 残す と いう こと に な り ま す 。 い 
まだ に その メカ ニズム すら 完全 に 把握 で き て 
いな い だ け に 一 段 と や っ か いで す 。 数 cm で 遮 
和 蔽 され る が た め に , 体 の 内 部 に 入り 込ま れ た 
5, 外部 か ら は 検出 で き な い と いう こと で も 
あめ あり ます し 。 
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1210 


Tut 
76: 
441: 


int time 

int count,pcount,dcount,pdcount 

int hour,min,pmin 

screen 2,0,1,1 

init screen() 

wait a minute() 

photorst() 

wait a minute() 

pcount-photoget():pdcount-pcount 

for time-0 to 599 
wait a minute() 


* 


: PTR PARAM: 


.4с.1 РНОТОСЕТ РАВ 
.ас.1 PHOTORST PAR 


* 

+ パフ メー タロ テー フル 
* 

PHOTOGET PAR: 


.de.w int ret 
PHOTORST PAR: 
.de.w void ret 


x* 
* 関数 アド レス テー ブル 


count=photoget( ) 
locate 19,5:print "Count= Pcount-" 
locate 16,5:print count:locate 33,5:print pcount 
if (oount<poount) then (: 
dcount = 64-pcount*count 
) else ( 
dcount = count-pcount 
} 
line(time*50, 200-pdcount*5, time+51 , 200-dcountt5, 
pcountzcount:pdcountzdcount 
next 
ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ  PHOTON.S ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
шаша ыша аша Е 
*- photo.s 
*- 
*- 740-79у9-2А RAS 
ネー 
*- photorst : カウ ンタ ー を リセ ッ ト し ます 
ネー photoget: 現 在 の カウ ンタ の 値 を 読み ます 
5222222 2202. ЧЕ ОЛО M  22....22-< 
.inelude doscall.mac 
include fdef.h 
.globl _photoget 
.globl .photorst 
IOCS equ $0f 
PPI PORT A equ $е9а001 
РРІ РОКТ В equ $е9а003 
: PPI PORT C equ $е9а005 
: PPI СМЕ equ $е9а007 
: PC4 ASSERT equ $8 
: РС4 NEGATE equ $9 
text 
even 
* 
х イン フォ メー ショ ン ・ テ ー ブ ル 
* 
* 
.dc.1 AS_INIT 
.4с.1 А8 RUN 
.ас.1 AS_END 
.dc.1 AS SYS 
.dc.1 AS BRK 
«dc.l AS CTRL D 
.4с.1 AS_RES1 
.ас.1 AS RES2 
.4с.1 РТЕ ТОКЕМ 
„до, PTR PARAM 
„део. PTR EXEC . 
„бе. 0,0,0,0,0 
: AS RESI: 
: AS RES2: 
: AS END: 
: AS BRK: 
: AS CTRL D: 
2 AN INIT: 
: AS RUN: 
AS SYS: 
rts 
x 
* トー クン ・ テ ー ブ ル 
x 
PTR TOKEN: 
.dc.b 'photoget',0 
dc.b 'photorst',9 
.dc.b 9 
„even 
* 
х パラ メー タ ・ テ ー ブ ル 


1229 end 

1230 func init soreen( ) 

1240 int i 

1250 line(50,200,650,200,11) 
1260 for 1-0 to 10 


1270 line(i*60450,190, i*60450, 210,9) 

1280 next 

1290 locate 0,13 

1300 print" 0 1 2 3 4 5 
6 7 8 9 10" 


1310 endfunc 

1320 func get time() 

1330 str s 

1340 s = time$ 

1350 hour = уа1(1еҒ%%(в,2)) 
1360 min = val(í(mid$(s,4,2)) 
1370 endfunc 

1380 func wait а minute() 

1390 repeat 


1400 get time() 
1410 unti1(pmin<>min ) 
1420 pmin-min 


1430 endfunc 


* 
79: PTR EXEC: 


80: .ас.1 photoget 
81: бс. _photorst 
82 
aa: % 
84: * スタ ッ ク ・ バ ッ フ ァ 
85: x 
86: SPBUF: 
87: .4з.1 1 
88: 
89: „even 
90: ж 
91: X 
92: * 
93: photoget: 
94: bsr .photoget 
95: lea.1 PH RETVAL,aO 
96: movea.l ад,а1 ж お まじ な い 
97: move.w #0, (að) 
98: тоуе.1 #0,2 (að) 
99: move. 1 10,6 (að) 
100: поуеа.1 %0,40 
101: тїз 
102: 
103:  photoget: 
104: сїг.ї -(вр) * SPBUF = _SUPER(0); 
105: dc.w .SUPER 
106: addq. 1 %4,зр 
107: поуе.1 ад,5РВОЕ 
108 
109: move.b PPI PORT A,d2 
110: move.b d2,dl 
111: andi.1l #$f,d2 
112: andi.b $$60,d1 
113: lsr.b 221,41 
114: add.b 91,42 
115 
116: move. l SPBUF,d1 
117: bmi photoget_already_super 
118: move. 1 dl,-(sp) 
119: ас.1 ..SUPER 
120: addq.1 %4,вр 
121: photoget already super: 
TAr. move. 1 d2,d0 
123: rts 
124 
125: * 
126: * 
127:  photorst: 
128: сіт.і -(вр) Ж SPBUF = SUPER( 9 ) : 
129: dc.w . SUPER 
130: addq・,1 #4,sp 
131: move.l d の 9 ,SPBUF 
132: movea.l $PPI CWR,a0 Ж  *ppi сиг = RQ NEGATE; 
133: move.b $PC4 NEGATE, (a0) 
134: nop 
135: nop 
136: move.b #PC4 ASSERT,(a0) t *ppi сыг = КО ASSERT; 
IST: move.l SPBUF,d1 Ж  SUPER(SPBUF); 
138: bmi photorst already super 
139: move. 1 dl,-(sp) 
140: dc.1 . SUPER 
141: addq.1 *4,sp 
142: photorst already super: 
143: moveq.1 #0,а0 
144: lea.1 РН _RETVAL,a9 
145: тоуеа.1 a0,al 
146: move.w ад,2(ад) 
147: rts 
148 
149: * 
150: PH RETVAL: 
151: .dc.w 9 
152: .de.w 0 
1533 .dc.w 9 
154: .de.w 9 
155: .de.w 9 
156: .end 
素 粒子 の 声 が 聞こ える 
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特別 モー タビ 愛読 者 プレ ゼン 


いや 一 , めで た い め で た い 。 な ん と OUh!X も ら 周 月 号 の あの 大 プレ ゼン ト 大 会 か ら は や 1 年 。 今年 
年 を 迎え る こと が で きま し た 。 こ れ も ひ と え に 皆 。 も この 季節 か や っ て まい り ま し た 。 去年 に も 増し 
様 の お か げ で す 。 あ り が た や あり が た や 。 そ れ に て た くさ ん の プレ ゼン ト の 数 々 。 皆様 に 日 頃 の 感 
し て も 月 日 の た つの は 早い も ん で すね え 。 198410 謝 の 気持 ち し を こめ て ,「 も っ て け ド ロボ ー la 


の ウー リボー ンー ルド 


CZ-BVT] $69,805 1 名 


ビデ オ に つない て 遊べ れ ば な ぁ , と 思っ て いた 方 , この 1 台 で そ 
の 夢 が 実現 で きち ゃ う の で す 。 


特別 モニ タ 
プレ ゼン ト 
X58000 PRO (シャ ー プ 提供 ) 


CZ-859C--CZ-BÜ03D 合計 価格 382.800 円 1 名 
ディ スプ レイ と 本 体 の セッ ト 。X1 ユ ー ザ ー や MZ ユー ザー の 今年 も Oh! X の 周年 を 記念 し て , シャ ー プ さん か ら た くさ ん 
キミ , 募っ て 応募 し よう 。 の モニ タプ レ ゼ ント の ご 提供 を いた だ きま し た 。 今年 の 目玉 商 
品 は , な , な ん と X58000 PRD を ディ スプ レイ と セッ ト で プ 
レ ゼ ント ! X6800U を 横目 で 見 な が ら 指 を くわ えて いた 方 々 , 
この 機 を 逃し て は いけ ませ ん ぞ 。 そ の ほか カラ ー イ メー ジ ユ ニ 
ッ ト や プリ ンタ な ど , ぜひ 欲し いと 思う も の を 用 意 し て くだ さ 
いま し た 。 さすが ユー ザー の 心理 が わか っ て らっし ゃ る | 


サイ バー ステ イッ ク 


CZ-8NJ? 23.8009 344 


熱転写 カラ ー ブ プリ ンタ 
CZ-8PC3 sam 1 名 


本 体 と ディ スプ レイ は 持っ て いる けど , プリ ンタ に まで 手 が 回 ら な 
な か っ た 人 っ て 意外 と 多い の で は 


ゲー マー に は 必携 の サイ バー ステ ィ ッ ク 。 これ が あれ ば 鬼 に 金棒 
天下 無敵 の ジョ イス ティ ッ ク だ 。 
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トラフ ラック ボー ル 


CZ-8NT] 13.8000 


Ccompiler 
PRO-58K 


CZ-eliLS 


3 名 39.800 円 1 名 _ 
パッ ド や ジョ イス ティ ッ ク に 慣れ 親しん で いる と は いえ . た ま に は コ X-BASIC な ら も う カ ン ペ キ , と いう あな た , こん ど は C に 挑戦 
ロコ ロ と トラ ッ ク ボ ー ル で 遊ん で みた いよ ね 。 し て いろ いろ な プロ グラ ム を 組ん で み ま し ょ う 。 


グラ フィ ッ ク 
ライ ブラ リ 
VOL.18 


МОГ? 


X68000 152. e 3 名 


CZ-£1988 29,8005) 1 名 暑中 見 舞い や クリ スマ ス , は た また 年 賀 状 に も 利用 で きる アー ト ツ ー ル セッ ト で す 。 
高 性 能 な オペ レー ショ ン シ ス テム は , プロ 
グラ マ を 助け る 7 X68000 の 機能 を フル サ 
ボー ト し て くれ ます 。 


uA 


Зарр 


ゲー ム ソ フ ト 
ソン グラ イブ ラリ 「 お 好き な ゲー ム ] 本 プレ ゼン ト 」 ss 
(1011H) a. バッ クマ ニア е. アル カノ イド 


D. ツ イン ビー f. ニュ ー ジ ツー ラン ドス トー リー 
Cz-MB8MS вәзн ЗА с.е 選 . フ ルス ロッ トル 
MUSIC PRO-68K と MUSIC PRO-68K MIDI 用 | а. 熱血 高校 ドッジ ボー ル 部 
の 曲 が ギ キッ シリ 詰まっ た デー タ 曲 集 。 バ ッ 上 記 の ゲー ム ソ フ ト の 中 か ら , 好き な ソフ ト を どれ か ひと つ だ け プ レ ゼ ント 。 項 望 する 
グミ キマ ジッ ク に たい か が 7 ソフ ト を 明記 の こと ( 例 : 10-a), 
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フレ ゼン ト の 応募 方 法 


と じ 込 み の ア ン ケ ー ト は が き (た だ し 
| 今月 号 の も の ) の 該当 項目 を すべ て ご 
記入 の うえ , 希望 する プレ ゼン ト 番 号 
を は が き 右 下 の ス ペー ス に ひと つ 記 入 

し て お 申し 込み くだ さい 。 締 め 切り は 

1989 年 12 月 18 日 の 到着 分 まで と し ます 。 

当選 の 発表 は 1990 年 2 月 号 で 行い ます 。 


維新 の 風 


XR ©044(61)6861 


XlturboFB 5*2D 版 3 枚 組 9.800 円 3 名 


激動 の 明治 時 代 を 生き 抜い て きた 英雄 た ちと そ 
の 思想 を 描い た シミ ュ レ ーション ゲー ム 。 


D 
ем да SUPER DEVICE 
203 (001)3161 MONITOH “T” 
Xl/turboFB 
5?2D 版 3 枚 組 7,8000 34 BLUE SKY 
ウル ティ マシ リー ズ の 第 2 弾 。 タイ 710559 (70)6710 " 
лесен X68000% i 
5?2HD 版 15,000F3 
名 
こ 和 れれ びと つ で 
ブロ グラ ム の s= 
開発 が ラク に Мы, 


"itm 
TRAINER 


7%03(984)7719 
4,9505 ] 名 


サン ハヤ ト 


楽し く デ ジタル 回 路 が 学べ る と い 
う デ ジタル IIC 実 験 キッ ト 。 ガ イド 
| プッ ウ ク つ き 。 


な る ぞ 。 ーー ] 


| ш Vsi 
| ` š 第 2 
| абаа 


カー こ ハ ン ер M y Uy. 
-- : 
BIB A н 


ブロ グラ ミ ング 
言語 じ FT 
共立 出版 22036(947)0511 

2.800 円 名 


ちょ っ と 難し いか も し れ な 
ky サビ の 、 居 っ て いて ソン は 
な い 本 だ と 思う よ 。 


. жа ЖЖ тд 


ROOT ВЕЕНЗЛ ВОЛТЯЯ”-Ы, キビ ジュ ー ス は モニ 
| タ の 湯澤 さん か ら の プレ ゼン ト 。 毒 は 入っ て ませ ん 。 x 
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By- U) 2 1⁄ * титетӘМж (静岡 県 ) 高 倉 真 


10 月 号 プ レ ゼ ント 当選 者 


1 高速 マル チ ス クリ ー ン エディ タ JAMES68K (東京 都 ) 

島 県 ) 久 森 真 介 | 引 ガ ウデ ィ ・ バ パル セロ ナ の 風 (栃木 県 ) 柴 山 一 男 ( 埼 

矢 信行 (愛知 県 ) 村 田 浩 義 4. 麻雀 狂 時 代 SPECL 

= (兵庫 県 ) 七 浦 啓 有 KER 回 ね じ 式 

(高知 県 ) 狩 野 信雄 u 
以上 の 方 々 が 当選 され まし た 。 お めで と ' い ます 。 品 

し ます が , 入荷 状況 な ど に よ より 遅れ る こと が あり ます 。 ま た . 
の 告示 に より , この プレ ゼン ト に 当選 され た 方 ( 
MY TRIKE O. 


X-BASICZHZ3zZZZBESEBE(B) 


ダー М ルク グラ 27.24% ク の 話 


Izumi Daisuke = 大 介 


愛 回 は 三角 関数 を 使っ て ター トル グラ フィ ッ ク に 挑戦 し こみ ま し ょ う 。 タ ー ト ル 関 数 
が で きた ら , それ を 使っ て さま ざま な 再帰 図形 を 描く こと が で きま す 。 再 帰 処理 は X- 
BASIC の 特徴 の ひひ と つ で す 。 こ の 機会 に 考え 方 に 慣れ て お いて くだ さい 。 


先月 は 皆さん の ご 要望 に お 応 を し て , グラ フィ ッ 
画面 の スク ロー ん を や り ま し た 。 本 来 な ら 大 変 面 三角 関数 こ グ ラフ ィ ッ ク 
倒 な 処理 と なる グラ フィ ッ ク 画 面 の スク ロー ル も , 


X68000 の ハー ドウ ェ ア の 力 の お か け げ で 簡単 に 実行 で 習っ だ た ときには, いったい 何 に 使え を る の か 見 当 も 
きる こと が お わか り い だ た だ け だ か と 思い ます 。 今回 つか な い の が 高校 で や る 数 学 で す 。 三 角 関 数 な ど , 
は LOGO や Smalltalk と いっ た 言語 で 採用 きれ て いる 直角 二 角 形 の 辺 の 長 さ を 求め る 以外 に どん な 使い 方 
ター トル グラ フィ ッ ク を や っ て みた いと 思い ます 。 が ある の か と 怪し ん だ も の で す 。 特 に 内 積 は 、 2 つ 
高校 の 数 学 で 習う 三角 関数 の 格好 の 例題 で も あり ま の 直線 が 直交 する か どう か を 調べ る た だ ため に ある も の 
ЗОТ, つま ずい て し まっ た 皆 る さん は ここ で 復習 し だ と 決め て か か っ て いま し た 。 内積 の 実に お いし い 


557251 利用 法 を 見 つけ た の は 最近 の こと で す 。 こ れ は また , 
中 の テー さて お 届け すず する こも と に し まし まう 
ター トル グラ フィ ッ ク と は sin, cos С お ぉ 馴染み の 三角 関数 は , 図 1 の ょ うに 


定義 きれ て いま す 。 直角 三角 形 の 斜 辺 の 長き で, Z 
ター トル と は 「 亀 」 と いう 意味 で す 。 ЖСЖ れ ぞ れ の 短 辺 を 割っ た も の で す 。 し た が っ て 原点 か 
つけ だ た 亀 を 想像 し て みて く 《 だ さい 。 こ の 亀 を 紙 の 上 ら 点 a ま で の 長き を 1 と する と , 図 2 に お ける 点 a 
に 置き ,「 お ら , 前 に 進め 1!」 7350, 左 を 向け ! 」, の 座標 は , (cosh, sinb) と 表 さ れ ま す 。 亀 が 角度 0 
な ど と 命令 し て 絵 を 描か せよ うと いう の が ター トル の 方 向 を 向い て 距離 100 移動 する な ら ば , 移動 後 の 
グラ フィ ッ ク で す 。 中 角形 を 描く の に ,X-BASIC で | eee | | CL |  3— à |Bl 三角 関数 の 定義 
は 「 左 上 の 座標 と 右 下 の 座標 を 決め , box 関数 を 使 
135227, タート ル グ ラ フ ィ ッ ク で は Г 
距離 進ん で 90' 右 を 向く こと を 4 回 繰り 返し て 」 描 く 
cicer yd s 
—h, 図形 を 描く の が 繁 雑 に な る よう な 気 が す る 
か も し れ ま せん 。 確か に 一 般 の 座標 系 に 慣れ て し ま 
っ た 私 た ち に と っ て は 失い と ころ に 手 が 届 か な いよ は よ 
う な 方 法 で す が , 角度 を 習っ た ば か り の 子供 が 図形 
を 描く に は 実に 自然 な や り 方 で あり , LOGO @ k 
うな 入門 用 の 言語 で 採用 きれ て いる 理由 も ここ に あ 
り ま す 。 正三 角形 を 描く 場合 , ター トル グラ フィ ッ 
ク で は 「 一 定 距 離 進 ん で 120° 右 を 向く こと を 3 回 繰 
り 返 せ ば いい 」 の に 対し , 一 般 の 座標 系 で は 3 点 を 
決め る の に ちょ っ と し た 計算 を 必要 と する こと か ら 
b, ター トル グラ フィ ッ ク の 簡易 性 が な わか り い た 
だ ける か と 思い ます 。 шаш 
一 般 の 座標 系 に 近い 方 法 で 図形 を 描く コン ピュ ー 
タ 画 面 (上 下 が 逆 に な っ て いる だ け ) に ター トル グ 
ラフ ィ ッ ク を 実現 する に は , 亀 の 動 き を 座標 で 表現 
する 作業 が 必要 と な り ま す 。 で は , その 方 法 を 考え 
て に きま も きま 


Мо 点 a の 座標 
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1) 一 般 の 座標 系 で は , БН 
計 回 り に 回 転 す る と 回 転 角 が 
増え ます 。 


МЕ 
さら に ヶ 回 転 さ せ た 
の 座標 


リス ト 1 
ター トル グラ フィ ッ ク 


90 Ooh! x 198912. 


座標 は (100Xcos の 100Xsin の ) に な り ま すね 。 

次 に 点 a を , さら に 角度 ヵ だ け 回 転 き せ た 場 所 に 
移動 し て み ま す (B| 3 )。 全体 上 し て みれ ば 角度 9 + 
ク に な っ て いま すか ら , 新しい 点 a の 座標 は (соѕ(0 
+), ѕіп(0+2))) ) に な り ま す 。 亀 が この 方 向 に 距離 
100 進ん びあ と の 座標 は (100 Хсоѕ(0+2), 100х 
sin( の 十 ヵ ) ) で す 。 つ まり , 角度 を 保存 し て お く 変数 
を 用 意 す れ ば , 亀 が 移動 し た あと の 座標 を 簡単 に 求 
の る こと が て きる わけ て す 。 

亀 は 常に , 現在 自分 が いる 場所 を 座標 原点 と 考え 
て 移動 後 の 座 標 を 計算 し ます 。 そこ て, 亀 が 現在 い 
る 座標 を 保存 し て お き , 先 の 方 法 で 計算 し た 移動 後 
の 座標 を 加え て や ゃ や れ は ば , 亀 が 実際 に と どこ に 移動 する 


: 
y 


a (cos( 9+ ヵ ), ѕіп(0+2)) 


10 /* ター トル グラ フウ フィック 


20 /* 
30 screen 2,0,1,1 
40 int angle = 0 


50 float tx = 384 
60 float ty = 256 
70 /* 

80 forward( 100 ) 
90 right( 120 ) 
100 forward( 100 ) 

110 right( 120 ) 

120 forward( 190 ) 
130 end 

140 /t 

150 /* イニ シャ ライ ズ 
160 /% 

170 func init() 

angle - 0 


250 func left( theta ) 


260 angle - (angle - theta) mod 360 
210 endfunc 

280 /* 

290 /* 右 を 向く 

300 /* 


310 func right( theta ) 


320 angle - (angle * theta) mod 360 
330 endfunc 

340 /* 

350 /* 前 進 す る 

360 /* 

370 func forward( dots ) 

380 float ang 

390 float newtx, newty 

400 ang = pi( angle/189# ) 

410 newtx - tx * dots*cos( ang ) 
420 newty - ty * dots*sin( ang ) 
430 line( tx, ty, newtx, newty, 11 ) 


440 tx - newtx 
ty - newty 
460 endfunc 


の が 知る こと が て きる わけ て す 。 

り 以 ト 上 は この 方 汰 を その まま フロ グラ みみ に し た 
も の で す 。40 行 で 宣言 し て いる 変数 angle が 亀 の 角 
度 を 意味 し ます 。 続く txEty は 亀 の x 座 標 と y 座 標 
で C す の ン ロ グ ラム は 4 つの 関数 の 6 て イ き て いま す 。 
init 関数 は 亀 を 初期 化し ます 。 feo に , AOM 
直 を 画面 中 央 に 設定 し 終了 で す 。 

left 関 数 と right 関数 は , 亀 に 左右 を 向 か せ る 関数 
で す 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 は 一 般 の 座標 系 の 上 下 を ひ 
っ くり 返し た よう に 座標 を と り ま すか ら , 時 計 回 9 
に 回 転 し た と き に 回 転 角 が 増え る よう に すれ ば つじ 
つま が 合い ます "。 亀 が 右 を 向け ば 回 転 角 が 増え , 
左 を 向け ば 回 転 角 が 減り ます 。260, 320 行 の 符号 が 
異な っ て いる 点 に 注意 し て くだ さい 。 

残る 前 進 は forward 関 数 で す 。sin, cos 関 数 は ラジ 
アン 角 の 引数 を と り ま す 。 そこ で ni 関数 を 使っ て , 
angle シ ラジ アン 角 に 変換 し ます 。180'" が ァ ラ ジア ン 
で すか ら , angle そ 180 を pi 関数 に 渡せ ば OK で す 。 
この 角度 を 元 に , 新しい 亀 の 座標 を 410, 420 行 で 計 
算 し , 430 行 で 線引き ます 。 そし て 亀 の 現在 位置 を 
更新 すれ ば 終了 で す 。 

80 一 130 行 の プロ グラ ム は , 例 と し て 正三 角形 を 押 
いて 終了 し ます 。 プ ログ ラム 中 で 定義 し た 関数 は , 
X-BASIC が 最初 か ら も っ て いる 関数 と 同じ よう に 
使え を ます か ら , 画面 に OK と 表示 され た あと , 

wipe( ) 

init( ) 
と ダイ レク トモ ー ド で 入力 すれ ば プロ グラ ム 実 行 前 
と 同じ 状態 に な り ま す 。 

forward (50) 

right (60) 
と 入力 し た あと , カー ソル を forward(50) と 入力 し 
た 行 に 戻し . リタ ー ン キー を 2 回 押せ ば 次 の 辺 が 捕 
け ま す 。 こ れ を 繰り 返す と 正六 角形 の で き あ が り で 
す 。 タ タートル グラフ ィ ッ ク の イン タブ リタ の よう に 
使え を ます の で 試し て みて くだ きい 。 


晶 を 表示 する 


この まま で は , 現在 亀 が どっ ち を 向い て いる の か 
わか り づ らい で すね 。 そこ て 画面 上 に 亀 を 表示 する 
こと に し まし ょ う 。 亀 らし い 形 に する と 表示 に 時 間 
が か か りり ます か ら , 単純 な 五角 形 (野球 の ホー ムペ 
= ス の よう な 形 ) と し まず す 。 また 。 APRE ZHL 
て し まわ な いよ うに , グラ フィ ッ ク 画 面 を 複数 使い , 
亀 を 表示 する 画面 と 図形 を 表示 する 画面 を 分 ける こ 
と に し ます 。 複数 の 画面 を 使う 方 法 は 先月 や り ま し 
た ね 。512 x512 の 画面 で , 使う 色 数 を 16 に すれ ば グ 
ラフ ィ ッ ク 画 面 を 4 つ 使 を る よう に な り ま すし , fs 


う 色 数 を 256 色 と すれ ば 2 つ 使 えま す 。 

亀 は 「30' 左 向け 一 左 ! 」 と 命令 され れ ば 左 を 向き 
ます 。 そう で な けれ ば 亀 を 表示 する 意味 が あり ませ 
ん 。 こ れ は 次 の よう に 2 段 構え で 対処 し ます 。 

1) 亀 の 真ん中 を 座標 原点 と し , 回 転 き せる 
2) 回 転 き せ た 亀 を 目的 の 座標 へ 移動 きせ る 

亀 の 真 ん 中 を 座標 原点 と し て 原点 回 り に 回 転 き せ 
る と, 亀 を 目的 の 方 向 に 向け る こと が で きま す 。 亀 
を 表す 五角 形 は 原点 回 り に 散ら ば っ た 5 つの 点 を 結 
ん だ も の と みな すこ と が で きま すか ら , ある 点 を 原 
点 回 り に 回 す 方 法 が わか れ ば 亀 を 回 転 で きる わけ で 
す 。 あ る 点 を 原点 回 り に 回 す …… 25, 数 学 で や る 
回 転 行列 を 使 を ば いい で すね 。 

回 転 行列 は 2 x 2 の 行列 で , 要素 は cos2 と sin9 で 
構成 きれ て いま す 。 こ こま で は ちょ っ と マジ メ に 数 
学 を や っ た 人 な ら 6 覚え て いる と 思い ます 。 た が だ ,cos 
の と sin の が どの よう な 順番 で 入っ て いた か , ど っ か に 
am あの つい て そい だ と 大 うけ は と と どこ に つい て いい だか と 
いう こと を 正確 に いえ る 人 は 現役 バリ バリ の 理工 系 
の 高校 生 く らい で し ょ う 。 い くら 理工 系 で も , 大 学 
に Ao て る 3 年 も だ て 上 も うだ め て す 。 こん な と 
き は, 実際 に 座標 を 入れ て や っ て みる の か が て っ と より 
早い 方 法 で す 。 点 (3,4) を 90 回 転 き せる と , (一 
4, 3) に 移動 し ます 。 つ まり , 

а B 3 cu s 4 
し し )-( Е 

と いう こと で すね 。g み 一 9 は cos の か カ か *sin の で , の は 90° 
で すか ら , @g 一 9 は 0 か 1 の どちら か で す 。 を し て ど 
こ か に (一) が つい て いた だ こと を 考 席 する と . 

0 —1 АЧ (デー 
$ ф NI E) 


と な り ま す 。 つ まり 角 の だけ 回 転 き せる 行列 は , 
CoS の 一 sin の 
ine кей 
だ と わか る わけ で す 。cos の に "-ー' が つか な い の か と 
疑問 を 持つ 疑 り 深い 方 は , (3, 4) 2 180° 回 転 き せ 
て みれ ば 確認 びき ます 。 

この 行列 を 使っ て 亀 を 構成 する 5 つの 点 を 回 転 き 
せれ ば , 亀 の 回 転 は OK で すね 。 で は プロ グラ ム に 
か か り ま し ょ う 。 リ スト 2 で す 。 

10 行 は 画面 の 設定 で す 。512 X512 ド ッ ト で 16 色 使 
うこ と 所 し まし だ 。tX よ と 人 Y は り ス トド 1 と 同じ く 旬 の 
座標 を 入れ ます 。 次 の A が 回 転 行列 。 に は 亀 を 表 
す 5 つ の 点 の 座標 が 入り ます 。theta は 亀 を 何 度 回 
転 さ せる か を 入力 し て も ら う た め の 変 数 で す 。 

関数 の 説明 を し て お きま し ょ う 。 setA と いう 関数 
(5, 何 度 回 転 す る か を 引数 に 受け 取り , その 回 転 行 
列 を 配列 A に 作る 関数 で す 。trans 関 数 は , 回 転 行列 
を 使っ て 回 転 後 の 5 つ の 座標 を 決定 し ます 。 ち ょ っ 


ШАКЕ ター トル を 表示 する | 


10 screen 1,1,1,1 /* 512x512 x16 @ 

20 int tx, ty /* ВЕ 0 m m 

30 float A(1,1) /* 回 転 行列 

40 int T(4,1)! /* 8 2 5 5>>2VC 

50 int theta /* tomt 

60 /* 

10 tx = 256 

80 ty = 256 

90 while 1 

100 input "m фс f id ", theta 

110 setA( theta ) 

120 trans() 

130 printT() 

140 endwhile 

150 end 

160 /* 

170 /* 回 転 行 列 を 決め る 

180 /* 

190 func setA( thetaifloat ) 

200 theta = pi( theta/180 ) 

210 A(0,0) = cos( theta ) 

220 A(0,1) = -sin( theta ) 

230 A(1,0) = sin( theta ) 

240 A(1,1) = cos( theta ) 

250 endfunc 

260 /* 

210 /* 回 転 さ せる 

280 /* 

290 func trans( ) 

300 Т(0,0) = A(0,0)*10 + A(0,1)*0 + 0.5 /* (10,0) */ 

310 Т(0,1) = А(1,0)%10 + A(1,1)*0 + 0.5 

320 T(1,0) = A(0,0)*5 - A(0,1)*5 + 0.5 /* (5,-5) */ 

330 T(1,1) = A(1,0)*5 - А/1,1)%5 + 0,5 

340 Т(2,0) = -A(0,0)*5 - А(0,1)%5 + 0.5 /* (-5,-5) */ 

350 T(2,1) с -А(1,0)%5 - А(1,1)%5 + 0.5 

360 T(3,0) = -A(0,0)*5 + A(0,1)*5 + 0.5 /* (-5,5) */ 

370 T(3,1) = -А(1,0)%5 + А(1,1)%5 + 0.5 

380 T(4,0) = A(0,0)*5 + A(0,1)*5 + 0.5 /* (5,5) */ 

390 Т(4,1) = А(1,0) 956 + A(1,1)*5 + 0.5 

400 endfunc 

410 /ж 

420 /* & x # m 5 

430 /* 

440 func printT() 

450 int i 

460 apage(0) 

470 Ғ111( tx-10, ty-10, tx*10, ty*10, 0 ) 

480 for 120 to 3 

490 line( ТІ1,0) “Ех, Ті, 1 су, T(1+1,0)+*+tx, T(1+1,1)+ty, 
9) 

500 пех% 

510 line( T(4,0)4tx, ТІ4, 1) «су, T(0,0)+t<x, T(0,1)+ty, 9 ) 

520 араве(1) 

530 endfunc 


と 込み 入っ て いま す が ,。 だ と えば , 300, 310 行 は , 
T(0, OX /A(0,0) A(0, 1)\/10 
Mn A peo ч 

を 計算 し て いま す 。 つ まり (10, 0) を 回 転 き せ た 座 

標 を 計算 し て いる の で す 。 最 後に 0.5 を 加え て いる 

の は , 配列 が 整数 の 配列 どか ら で す 。 整数 だ と , 

た と を え ぇ 計算 結果 が 2.9 で も 2 が 代入 きれ て し まい ます 。 

0.5 を 加え を て も け ば 。2.5 一 3.4 は 3 に な かなり ます か ら 。 

「 四 捨 皇 入 」 で きる わけ で す 。 最 後に printT 関数 は 

亀 を 表示 する 関数 で す 。 亀 が 図形 に 隠れ て 見 えな く 

な っ て し まう の を 人 避け る た め , 亀 を 第 0 ペー ジ に , 

図形 を 第 1 ペー ジ に 描く こと に し まし た 。trans 関 数 

で 計算 し た 5 つの 座標 に 亀 の 現在 位置 を 加え , 順に 

線 で 結ん で 亀 を 表示 し ます 。 表 示 が 終わ っ た ら , H 

画 ペ ー ジ を 再び 第 1 ペー ジ に 戻し ます 。 

フ プログ ラム は , まず 70,80 行 で 亀 の 位置 を 設定 し 
ます 。 続く 90 一 140 行 が while 一 endwhile の ルー プ を 
作っ て いま す 。 条 件 が 1 に な っ て いま す の で , この 
ルー は 無限 ルー プ で す 。100 行 に 見 慣れ な い 命 令 が 
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あり ます ね 。 саз, ブロ グラ ム 中 で 変数 に キー ボ 


ー ド か ら 値 を 入れ る た め に 用 意 き れ て いる 命令 で す 。 


int a 

input a 
と する と , 画面 に 「?」 が 表示 る れ て カー ソル が 点 
滅 し ます 。 適 当 な 数 字 ち キー ボー ド か ら 入 力 し リタ 
ー ン キー を 押す と , 数 字 が 数 値 に 変換 きれ , 変数 a 
(try ҚАЛ 7; 

Drint а 
と し て 確認 し て みて くだ きい 。100 行 の よう に 使え ば , 
画面 に 「 回 転 角 は 」 と 表示 され だ のち カ ー ソ ル が 点 減 
し ます 。 何 を 入れ れ ば いい の か わか りや すく (便利 で 
すね 。 input 命 令 は 数 値 び だけ で な く , 文字 列 も 受け 取 
Oc LAUD Xu SG 


str S 

input s 
と すれ ば OK で す 。input 命 令 の 後ろ の に ある 変数 に よっ 
C, 何 を 受け 取る か が 決ま る わけ で す 。 回転 角 を キ 
ー ボ ー ド か ら 入 力 す る と, 先 に 説明 し た 関数 を 順に 
呼び 出し , 亀 が 表示 る され ます 。 回 転 角 わ いろ いろ と 
сыа Ж Ба, уай ыда 


ター トル グラ フイ ッ ク 完 成 


リス ト 1 と リス ト 2 を 合体 きせ る と , ター トル グ 
フク オッ クフフ ログ ラム の 完成 で すず (リス ド 8)。 93 
М1, リス ト 2 か ら 抽 出し た 関数 は わか りや すい よ 
う に 1000 行 以降 に まとめ て お きま し た 。 


本 文中 で は , 忘れ て し まっ た と まき の 思い 出し 
方 と いう 形 で 回 転 行列 を 紹介 し た 。 し か し , 納 
POPA! と いう 方 の た め に , 改め て ここ で 
A (a b) を 角 9 だ け 回 転 さ せ た 場 合 に どこ に 
移動 する の か を 調べ て みよ う 。 x 軸 方 向 の 単位 
ベク トル を eX, у 軸 方 向 の 単位 ベク トル を ey と 
する と , 点 (x, y) の 位置 ベク トル P は 次 の よ 
うに 書く こと が で きる 。 

P —aex + bey 
(a, b) と いう 表現 は , 位置 ベク トル の 表現 方 法 
と 同じ で ある こと を 思い 出し て ほし い 。 さ て, 
この 点 (a, b) を 角 9 だけ 回 転 さ せる と , Дао 
よう に (a,P) に 移動 する 。 こ こ で の は x 軸 と 点 
(a, b) の な す 角 で ある 。 こ の まま 眺め て いて も 
н (а, b) を どう すれ ば (a,b') に 移動 で きる か は 
わか ら な い 。 視点 を 変え て みる こと に し よう 。 

図 b を 見 て いた だ きた い 。 新しく x 軸 と y 軸 
が 設け て ある 。x y 軸 は , xy 軸 に 対し て 角 9 だ け 
回 転 き させ た 軸 で ある 。 上 と 同じ よう に x Bim 
の 単位 ベク トル を eX, y 軸 方 向 の 単位 ベク トル 
を ey と する と , 

P =aeX --һеу 

と 書け る 。 単位 ベク トル が 変わ っ た だ け で , Ж 
れ ぞ れ の 係数 は 変わ ら な い 。 係数 が 変わ ら な い 
わけ は , 図 a と 見 比べ て も ら え れ ば 明らか だ ろ 
う 。xy 軸 と 点 (a, Pb) の 位置 関係 は , xy 軸 と 点 
(a, b) の 位置 関係 と 同じ で ある 。 

と いう こと は , eX ベク トル を ex ベク トル で , 
ey ベク トル を ey ベク トル で 書き 表す こと さえ で 


Ма (a.b) を 2 だ け 回 転 
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回 転 行列 の 求め 廊 


きれ ば , 角 2 だ け 回 転 さ せ た あ と の 座標 (a, b ) を , 
ex ベク トル と ey ベク トル で 書き 表す こと が で き 
る と いう こと で ある 。eX ベ クト ル と ey ベク トル 
を 角 の だ け 回 転 き せる と , 単位 ベク トル は 長 さ 
| の ベク トル な の で , 
ех: (1, 0) — ех: (сов0, sing) 
еу: (0, I) - ey: (—sin0, соѕ0) 
と 変換 され る ( 図 c)。 も うお わか り だ ろう 。 上 
の 変換 を 行列 を 使っ て 書き 表す な ら , 
e d 
sinü со50 
に な る の で ある 。 こ の 行列 に eX(I, 0), ey(0, 
D を 掛け , Ж (сех, ey と な る こと を 確認 し て 
みて も らい た い 。 
(a, b) は 「aeX+bey」 と 書く こと が で きた 。 
上 の 回 転 行列 を A と 書け ば , (a, b ) は , 
aAeX 十 bAey 
と な る 。 回転 し て か ら a 倍 する の も , a 倍 し て 
か ら 回 転 す る の も 同じ な の で , 上 の 式 は , 
A (aex) + А (беу) 
と し て も 構わ な い 。 さ ら に 結合 法則 を 使う と , 
A (aex - bey) 
と 表す こと が で きる 。「aeX 十 bey」 は , (a, b) と 
同じ で ある か ら , これ は , 
リー со50 (M W 
し = COS の b 
と 同じ で ある 。 こ うし て 点 (a。 b) を 角 2 だ け 回 
転 さ せ た あ と の 座標 (a, b) を 得る こと が で きる 
わけ て ある 。 


図 D Xy 軸 を 導入 


余談 に な る が , ここ まで くる と 加法 定理 も 90 
終わ っ た よう な も の な の で つい で に 紹介 し て 
お こう 。 簡単 の た め , 点 (a, b) と 原点 と の 距離 
を | と する 。 点 (a, b) £ x 軸 の な す 角 は , Bla 
に よる と みて で ある 。 したがって, mía b) は 点 
(соѕф, sing) と 書く こと も で き , m (I, 0) を 
角 ぁ だ け 回 転 き せ た 点 に な っ て いる 。 これ を 先 
の 回 転 行列 を 使っ て , さら に の 2 だけ 回 転 さ せ て 
d. 

| / Sud [ud 

sind cos Sin の 

実際 に 計算 する と , 

cos の cos の ーsin の sin の 

Sin の cos の 十 cos の sin の 
と な る 。 計算 し て 出 て きた 座標 は , m, 0) を 
角 み だけ 回 転 き せ , さら に 角 2 だ け 回 転 さ せ た 
も の な の だ か ら , その 座標 は (cos( の 2 填 の ), sin( 0 
+A) と 等 し い 。 よって, 

cos( 0 + ф) = соѕ0со5ф — ѕіпбѕіпф 

sin( の 十 の ) =sin の cos み 十 cos の sin の 
が いえ る 。 これが 加法 定理 で ある 。 

sin(30') や cos(45" ) は 覚え て いて も (覚え て 
いる 必要 が ある が ), sin(15") な ど 誰 も 覚え て な 
どい な い 。 こ の よう な か が と きも 

ѕіп (15° ) =sin(45° — 30°) 
と 分 解す れ ば 上 の 加法 定理 か ら 求 め る こと が で 
きる わけ で ある 。 こ の 加法 定理 の 求め 方 は その 
まま 覚え 方 と し て 通用 する 。 受験 生 の 皆さん , 
頑張 っ て いた だ きた い 。 


図 C 単位 ベク トル の 回 転 


(cos の , sing) 


ーー ーー — — X 


ех (1, 0) 


リス ト に は 若干 の 3 о. 277% 
1 で は 亀 の 座標 を 実数 型 の 変 
が , ここ で は 整数 型 と し , 前 進 
L 7: putes 1 
て す 。 ま た 介 を 表示 する が 
きる よう だ 


リス ト 

数 に 格納 し て いま し た 
する だ びに 先ほど 説明 
し まし た 。1420, 1430 行 
表示 し な いか を 選択 で 
し まし た 。 亀 を 回 転 き せる の に ちょ っ と 


LAIT $4 S に 


時 間 が か か る た めで す 。 
dispT (0) 


と する > #B2: 表示 る 
タ を 使う と 亀 が 表示 さき 
合わ せ , print T HZ 


10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 
100 
110 
120 
130 
140 
150 
160 
170 
180 
190 
200 
210 
220 
230 
240 
250 
260 
270 
280 
290 
1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 


れ な くく な り 。 0 以外 の パラ メー 
礼 る さよ さ うに な り ま す 。 これ に 
XX に も 変更 が 加 を られ て いま す 。 


/* 

/* 時 つき ター トル ゲ グ 

/* 

int 

float 

int 

int 

int 

int 

/X* 

int i 

init() 

for із! to 3 
forward(100) 
right(120) 

next 

for іс! to 4 
Ғогмага (100) 
right(90) 

next 

for 151 to 5 
forward(100) 
right(72) 

next 

for 121 to 6 
forward(100) 
right(60) 

next 


/* 
/* 


tx, ty 
А(1,1) 
T(4,1) /ж 
angle /* 
TurtleOff /* 
PenDown /X 


ラ 
& 
回 
& 
A 
& 
AX 


シャ ライ ズ 


func init() 
screen 1,1,1,1 /* 512x512x16 @ 
angle = 0 
も x = 256 
ty = 256 
apage(1) 
TurtleOff - 0 
PenDown = 1 
setA() 
trans() 
printT() 

endfunc 

/* 

/* 左 を 向く 


1170 /* 


1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 


func left( theta ) 
angle = (angle - theta) mod 360 
setA() 
trans() 
eraseT() 
printT() 
endfunc 
/* 
/* 右 を 向く 


1270 /* 


1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 


func right( theta ) 
angle - (angle * theta) mod 360 
setA() 
trans() 
eraseT() 
printT() 
endfunc 


func forward( dots ) 
float ang 
int newtx, newty 
ang = pi( angle/180s$ ) 
newtx = tx + dots*tcos( ang ) + 
newty = ty + dots*sin( ang ) + 
eraseT() 
if PenDown then line( tx, ty, newtx, newty, 


9 
0. 


if, ペン の 上 げ 下 げ が で きる よう , penUp, penD 
own の 2 つの 関数 も つけ て お きま し た 。 
リス ト 1, リス ト 2 を 利用 し て リス ト 3 を 作る に 
は , まず , リス ト 1 を load 命 令 で 読み 込み , 
save@ “tl” 
て 保存 し ます 。save@ は 行 番号 を つけ な いで ブロ グ 
ラム を 保存 する 命令 て 次 に リス ト 2 を 読み 込み , 
renum 1000 
と し て , 行 番号 を 1000 か ら に 変更 し ます 。 そして, 
load € "t1" 
と すれ ば , あら 不思議 。1000 行 以降 の リス ト 2 は 元 


亀 つ き タ ー ト ル グ ラ フ ィ ッ ク 


1460 tx = newtx 

1470 ty - newty 

1480 printT() 

1490 endfunc 

1500 /* 

1510 /* 回 転 行列 を 決め る 

1520 /* 

1530 func setA() 

1540 float theta 

1550 theta = pi( angle/180# ) 

1560 A(0,0) = cos( theta ) 

1570 A(0,1) = -sin( theta ) 

1580 A(1,0) = sin( theta ) 

1590 A(1,1) = cos( theta ) 

1600 endfunc 

1610 /* 

1620 /* 回 転 さ せる 

1630 /* 

1640 func trans() 

1650 T(0,0) = A(0,0)*10 + A(0,1)*0 + 0.5 /* (10,0) */ 
1660 T(0,1) = А(1,0)%10 + A(1,1)*0 + 0.5 

1670 T(1,0) = A(0,0)*5 - A(0,1)*5 + 0.5 /* (5,-5) */ 
1680 T(1,1) = A(1,0)*5 - A(1,1)*5 + 0.5 

1690 Т(2,0) = -А(0,0)%5 - A(0,1)*5 + 0.5 /* (-5,-5) */ 
1700 T(2,1) = -А(1,0)%5 - A(1,1)*5 + 0.5 

1710 T(3,0) = -A(0,0)*5 + A(0,1)*5 + 0.5 /* (-5,5) */ 
1720 T(3,1) = -A(1,0)*5 + A(1,1)*5 + 0.5 

1730 Т(4,0) = A(0,0)*5 + A(0,1)*5 + 0.5 /* (5,5) */ 
1740 T(4,1) = A(1,0)*5 + А(1,1)%5 + 0.5 

1750 епа?ипс 

1760 /* 

1770 /* 亀 を 表示 する 

1780 /* 

1790 func printT() 

1800 int i 

1810 if TurtleOff then return() 

1820 apage(90) 

1830 for іс0 to 3 

1840 line( T(1,0)4tx, T(i,l)*tty, T(i+1,0)+tx, T(i+1,1)+ty, 
9 ) 

1850 next 

1860 line( T(4,0)*tx, T(4,1)*ty, T(0,0)*tx, T(0,1)*ty, 9 ) 
1870 apage(1) 

1889 endfunc 

1890 /* 

1900 /* & £ %# T 

1910 

1920 func eraseT() 

1930 apage(0) 

1940 fill( %х-10, ty-10, tx+19, ty*10, Q ) 

1950 apage(1) 

1960 endfunc 

1970 /* 

1980 /* & O0 £ A1» 

1990 /* 

2000 func dispT( flag ) 

2010 if flag then ( 

2020 TurtleOff = 0 

2030 trans() 

2040 DPIBETII 

2050 ) else ( 

2060 TurtleOff - 1 

2070 eraseT() 

2080 ) 

2090 endfunc 

2100 /ж 

2110 /* < L O k F 

2120 /* 

2130 func penUp() 

2140 PenDown = 9 

2150 endfunc 

2160 /* 

2170 func penDown() 

2180 PenDown = 1 

1l ) 2190 endfunc 
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リス ト 4 コッ 小曲 線 1 


リス ト 5 コッ 小曲 線 
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2327, 10 人 ーー に リス ト ユ が 読み 込ま むれ ます 。 sa 
ve@, load@ は この よう に 複数 の リス ト を 結合 する 
と き に 便利 に 使え る 命令 で す 。 

る 私 て リス トド 1 と リス トド 2 の 2 つの ブロ グラ ム が 
合体 し まし だ たから, リス ト 3 を 参照 し な が ら 全 体 を 
見 直し て いけ ば いい だ け で す 。 リ スト 3 の よう に 途 


中 か ら 行 番号 を 変え だ い 場 合 は , 
[古い 行 番号 〕 


renum 【 新 し い 行 番号 ], 
と すれ ば OK で す 。 た と えば , 400 行 以降 の 行 番号 を 
1000 行 か ら 始め た いな ら , 「renum 1000,400; と し 
ます 。110 一 290 行 の プロ グラ ム は , 三角 形 一 六角 形 


100 /* 

110 init() 

120 end 

130 /* 

140 func kochl( size ) 
150 forward( size ) 
160 left( 60 ) 

170 forward( size ) 
180 right( 120 ) 

190 forward( size ) 
200 left( 60 ) 

210 forward( size ) 
220 endfunc 

900 /* 

910 func goPoint(x,y,theta) 
920 eraseT() 

930 tx = x 

940 ty = y 

959 angle = theta mod 360 
960 setA() 

970 trans() 

980 printT() 

990 endfunc 


230 /* 

240 func koch2( size ) 
250 int mysize 

260 mysize = size/3 + 0,5% 
270 koch1( mysize ) 
280 left( 60 ) 

290 kochl( mysize ) 
300 right( 120 ) 

310 koch1( mysize ) 
320 left( 60 ) 

330 kochl( mysize ) 
340 endfunc 


ite 
& Uv aoo? 
Ж” 


Сү 


を 順に 表示 し ます 。 こ こ で は 亀 を 消し て いま せん の 
C, 亀 が チョ コマ カ 動 き 回 る 様子 を 見 て 楽し むこ と 
が で て でき ます 。 

135 dispT (0) 
と いう 1 行 を 追加 し て , 表示 速度 が と どの 程度 違う か 
人 確か め て みる の も いい で し ょ う 。110~990 行 の 間 で 
亀 の 動 き を プロ グラ ム し て 遊ん で みて くだ さい 。 


不可 思 議 な 図形 フラ クタ ル 


パー ドル グラ ライ タグ の 用 グロ ョ グラ ム を いく つら 
カ か 必 つて みみ まし よう 。 リ スト ん ル を 見 て て だ きい 。 こ 
れ は 先 の リス ト 3 に 付け 加え て ( 行 番号 が 同じ も の 
は 置き 換え て ) 使う プロ グラ ム で す 。 プ ログ ラム は 
110, 120 行 で , 亀 の 初期 化 を 行い 終了 する だ け て 


す 。 こ れ は , リス ト 1 と 同じ よう に X-BASIC の ダ 
ジクト モード で 使う よ うに 作る て あわ ありま すず 。 リス 
КЖ РАЛЫ б» X3 runs CEIT L; TOKIE 


表示 され た ら ダ イレ クト モー ド て , 

goPoint (50, 350, 0) 
と し て 亀 を (50, 350) に 移動 きせ て くだ さい 。 こ の 
関数 は 亀 を 目的 の 位置 に , 目的 の 方 向 を 向 か せ て 移 
動き せる 関数 で す 。 亀 を 移動 きせ た ら 次 に , 

koch1 (150) 
と し て みて 〈 く だ さい 。 画 面 に 山 が ひと つ 現 れ ま し た ね 
CEN IS CIRE この クウ 名 グラ ジ ム に リス トド 5 を 
追加 し て みて くだ さい 。 追加 で きた ら 6 再び 「run」 と 
し て 実行 し た あと 。 TER, 

goPoint (50, 350, 0) 

koch2 (150) 
と し て くだ きい 。 写真 2 の ょ うな 図形 が 描か れ ま し 
だ 。 £C HS t, 写真 1 の 山 型 の 各 辺 を 少し 小さ な 
同じ 図形 で 置き 換え た 形 に な っ て いま す 。 も ちろ ん , 
与 真 2 の 各 辺 を さら に 置き 換え る こと も で きま す 。 


この よう に , 自分 と 同じ 形 の も の で 自分 の 一 部 を 置 
き 換 えた 図形 を 「 自 己 相似 図形 」 と いい ます 。 一般 


に は フラ クタ ル 図 形 の 名 で 知ら れ て いる も の で す 。 

な ぜ こ の よう な 図形 が 描か れる の で し ょ うか 。 デ プ 
ログ ラム を 見 て み ま し ょ う 。 リ スト 4 を 見 て くだ きる 
v. I А 720 1514017 о i 2kochl k3 
関数 で す 。 こ れ は 亀 を size だ け 進 め 、 それ か ら 60 
左 を 向い て 進め , 今度 は 120* 右 を 向い て 進め , 最後 
に 60' 箕 を いて 人 ゆめ る よう だ な っ る て いま す 。 こ れ で て 
山 失 が ひと た つ て きる わけ て すれ 。 

ょ 今度 は リス ト 5 を 見 て み ま し ょ う 。koch2 と 
いう 関数 は , mysize と いう 変数 を 用 意 し , 引数 と し 
て 受け 取っ た size の 1/3 を モッ ト し ます 。 を そして, 亀 
を 進め る 代わ り に koch1 を 使っ て 1/3 の 大 きる の 山 型 
өх, それ か ら 60 左 を 向い て 1/3 山 型 を 描き …… , 


と 続い て いき ます 。koch1 で 直線 を 描い て いた と こ 
ろ が 「 山 型 を 描く 」 と いう 動作 に 変わ っ た わけ で す 
か ら , 写真 2 の よう な 図形 が 描け た の で す 。 山 の 中 
に 山 が ある の で , これ を 山 山 型 と 名 付け まし ょ う 。 
この 原理 を 使っ て い 〈 L, koch3 関数 は 「 山 型 を 描 
VJ とこ ろ を を * 由 山 型 を 描く 」 に 変え れれ ば うま くい 
S Z 2а 容 際 で それで うま くい ゆい きま すず す 。 試 上 て 
みて くだ さい 。 


再帰 を 使っ て 効率 的 に 


この 調子 で koch3, koch4, koch5 と 作っ て いけ ば , 
いく ら で も る 複雑 な 山 型 を 作る こと が で きま す 。 し か 
し ,「 向 山 山 山 山 山 山 山 山 山 型 」 を 作る と な る と どう 
БЕ ETIL at tE, TALER а. 
の プロ グラ ム を 打ち 込む 気 に は な れ ま せん 。 

5 うぅ 一度 プロ グラ ム を よく 〈 見 て み ま し ょ う 。 koch 
1 と koch2 は どこ が 凌 な っ て いる の で し ょ うか 。 Ш 
に 線 を 描く か , 山 型 に 山 型 を 描く か , ブログ ラム で 
いう なら,。「forward(size) 」 を 実行 する か ,「koch1 
(mysize)」 を 実行 する か が 違う だ け で す 。 を その他 の 
の は まつ だ (同じ 形 を し て いま す 、。 そこ て 、 これ 
を 効率 的 に プロ グラ ム し て みた も の が リス ト 6 の ko 
ch 関数 で す 。 

この koch 関 数 は 2 つの 引数 を とり ま す 。 ひと つ は 
これ まで も 使っ て きた 線 の 長き を 表す size, も う ひ 
と つ は , 何 個 の 山 を 作れ ば いい か を 表す times で す 。 
times が 1 な ら 山 型 を 。 times が 2 な ら 山 山 型 を 作り 
ます 。 ブ ログ ラム を 追い な が ら 動 作 を 確認 し て み ま 
bd s 

ます 180 行 で tmes が 0 か どう か を 判定 し ます 。tim 
es が 0 の と き は , 0 個 の 山 を 作る わけ で すか ら , 指 
定 さ れ た 長き の 直線 を 引き , 200 行 の return で 終了 
し ます 。times が 0 で な けれ ば , 230 行 で tmes 一 1 個 
の 山 を 作り , それ か ら 60' 左 を 向い て times 一 1 個 の 山 
Р と いう 作業 を 繰り 返し 行い ます 。 

例 と し て times が 1 の 場合 を 考え て み ま し ょ う 。 ti 


mes は 0 で は あり ませ ん か ら ,220 行 に きま す 。 БО 
長 さ そ 3 を 計算 し た あと , 230 行 で koch (mysize, ti 
mes 一 1) を 実行 し ます が ,。times 一 1 は 0 で すか ら , 2 
れ は koch (mysize, 0) と な り , 長 さ る mysize の 直線 を 
引 1 く こ と に 相当 し ます 。 £n 660 左 を 向き …… 
と 繰り 返し 処理 は 続き ます 。 こ れ は koch1 の 動作 と 
同じ で すね 。 

次 に times が 2 の 場合 も 考え て み ま し ょ 3, times 
は 0 で は あり ませ ん か ら , 同じ 〈 220 行 に きま す 。 
230 行 で koch (mysize, 1) が 実行 
る れ ま す 。 いま 確 認 し た よう に , koch(mysize, 1) 
は 長 さ mysize の 山 型 の 描く こと に な り ま すか ら , Z 
れ は 山 山 型 を 描く こと に な り ま す 。 これ は , koch2 


mysize を 計算 し , 


100 /* 

110 init() 

120 goPoint(50,350,0) 

130 koch(499, 4) 

140 end 

150 /* 

160 func koch(size,times) 


170 int mysize 

180 if times = 0 then ( 

190 forward( size ) 

200 return() 

210 } 

220 mysize - size/3 

230 koch( mysize, times-1 ) 
240 left( 60 ) 

250 koch( mysize, times-1 ) 
260 right( 120 ) 

270 koch( mysize, times-1 ) 
280 left( 60 ) 

290 koch( mysize, times-1 ) 


300 endfunc 
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写真 3 


リス ト 6 コッ 小曲 線 
(再帰 ) 


2) csrlin は 現在 カー ソル が あ 
る y 座標 を 保持 し て いる 変数 
で す 。 


リス ト 7 
ロー カル 変数 の 表示 例 


図 4 リス ト 7 の 実行 結果 


リス ト 8 ドラ ゴン 曲線 


96 он Х 1989.12. 


と 同じ て すね 。 

この ょ うに, プ ブログ ラム の 中 で 自分 自身 を 呼び 出 
し て 使う こと を 「 再 帰 呼び 出し 」 と いい ます 。X-B 
ASIC で は , 関数 の 中 で 宣言 し た 変数 は , その 関数 を 
実行 し て いる 間 だ け 有 効 で す 。170 行 で 宣言 し た 変数 
mysize は , 関数 の 実行 が 始ま る と 用 意 る きれ, 関数 の 
実行 が 終わ る と 破棄 きれ ます 。 何 度 で も 関数 が 呼ば 
れる た びに , その 関数 の 実行 中 だ け 有 効 な 新しい m 
ysize 変 数 が 用 意 る れ ま す 。 

つま り , koch(size,2) を 実行 中 に 用 意 る きれ た mys 
ize と は 別に koch(size,1) を 実行 中 の mysize が 用 意 
る れる わけ で す 。 こうして, koch(size,2) で 使っ て 
いる mysize 変 数 が koch(mysize, 1) の 実行 て 変更 る 
(CC し まう と が 人 0 まう に つて いる の て す 。 

この こと は 。 リス トド 7 の よう か アグ ョ ログラム を 作れ 


19 saiki(5) 

20 end 

30 /* 

40 func saiki( times ) 

50 int col 

60 if times - 0 then return() 
5-times 

80 locate col, csrlin 

90 print "begin(";times;")" 


100 saiki( times-1 ) 
110 locate col, csrlin 
120 print "end(";times;")" 


130 endfunc 


RUN 
begin( 5 ) 
begin( 4 ) 
begin( 3 ) 
begin( 2 ) 
begin( 1 ) 
end( 1 ) 
end( 2 ) 
end( 3 ) 
end( 4 ) 
end( 5 ) 
Ok 


100 /* 

110 init() 

120 leftDragon(5,10) 

130 end 

140 /t 

:150 func leftDragon(size,times) 


160 if times = 0 then ( 

170 forward( size ) 

180 return() 

190 ) 

200 leftDragon( size, times-1 ) 
210 left( 90 ) 

220 rightDragon( size, times-1 ) 


230 endfunc 
240 /* 
250 func rightDragon(size,times) 


260 if times = 0 then ( 

270 forward( size ) 

280 return() 

290 ) 

300 leftDragon( size, times-1 ) 
310 right( 90 ) 

320 rightDragon( size, times-1 ) 


330 endfunc 


ば 簡単 に 確認 する こと が で きま す 。 とりあえず す 入力 
し て 実行 し て みて て だ さい 。 МЫ の よう に 表示 る れ 
る は ず で す 。40 行 か ら 始 まる saiki 関 数 は , 関数 の 実 
行 が 始ま る と 「begin( 一 ) 」 の よう に 現在 の times を 
表示 し ます 。 こ の と き ロ ー カ ル 変 数 col に 5 一 times を 
セッ ト し, locate 命令 を 使っ て 何 桁 目 か ら 表 示す る 
が か が 決 定 し で いま すう 

続い て 100 行 で saiki 関数 を 再帰 呼び 出し し , 呼び 
出し が 終了 する と col 桁 目 に 今度 は 「end( 一 )」 と 1 
mes の 値 を 表示 し て 終了 し ます 。 図 4 を 見 る と, Бер 
in(5) と end(5) は 同じ 桁 か の ら 表 示さ きれ て いま すね 。 
これ は 再帰 呼び 出し を し て も, col が 変更 る されない か: 
ら で す 。 関 数 の 引数 は , 呼び 出し 時 に 値 が 代入 され 
る ロー カル 変数 と し て 処理 され ま す の で ', times 変 数 
の 内 容 も 再帰 呼び 出し の 前 後 で 保存 され る こと に な 
り ま す 。 


ドラ コン 曲線 の 恐怖 


再帰 を 利用 し て 描け る 図形 の 例 と し て , 次 に ドラ 
ゴン 曲線 を 見 て み ま し ょ う 。 ド ラゴン 曲線 は , 
の 関数 か ら 成り立っ て いま す 。 ひ と つ は 直進 し 90° 
左 に 曲がっ て 直進 する , と いう 動作 を 行い ます 。 も 
う ひ と つ は , 直進 し 90' 右 に 曲がっ て 直進 する と い 
う 動作 で す 。 ド ラゴン 曲線 は これ ら 2 つの 関数 を 再 
帰 的 に 使っ て 描 〈《 曲線 で す 。 

を の 定義 は , リス ト 8 の よう に な り ま す 。 左 に 曲 
が る 関数 を leftDragon, 右 に 曲がる 関数 を rightDra 
gon と 命名 し まし だ た 。「 ド ラゴン 曲線 の 恐怖 」 と 題し 
た の は , これ ら 2 つ の 関数 が お 互い に 呼び 出し 合い 
な が ら 再 帰 を 行う か ら で す 。 ち ょ っ と 見 に は 実に 複 
雑 な 動き を 行い を そう で す が , 例 に よっ て times が 0 
DES ТОЕЗ; 2602 ЕЕ О hampu 
し や すい か と 思い ます 。 頑張 っ て 挑戦 し て みて (くだ 
2515 

ドラ ゴン 曲線 を 描か せる に は , 
リス ト を 用 意 し , 

delete 100—899 
と し て 不要 な 行 を 削除 し た あと リス ト 8 を 入力 し て 
実行 すれ ば OK で す 。90' 左 に 曲がる か , 90° 41 Ili 
が る か が 違う だ け の 2 つの 関数 に よっ て , 不思議 な 
図形 が 描か れ ま す 。 

図書 館 な ど で LOGO の 参考 書 や コン ピュ ー タ グラ 
フィ ッ ク 関 連 の 書籍 を 見 れ ば , ター トル グラ フィ ッ 
ク を 利用 する 図形 が これ 以外 に も いろ いろ 掲載 され 
も いる 上 思い まま 。 こ の グー トル グラ シア ォ タク シス 
テム を 利用 し て , 自分 で 目 由 に プロ グラ ム し て みて 
くだ さい 。 

で は , 再見 。 
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サブ ルー チン に 汎用 性 を 


サブ ルー チン を 使い 回 し て プロ グラ ム ハ 作 成 の 効率 化 を ! と は いつ 


Cb, 本 当 に 汎用 性 の ある サブ ルー チン を 作る に は それ な り の 配慮 


が 必要 と な り ま す 。 ご ここ で は サブ ルー チン が 使わ れる 状況 を 細か ぐ く 


チエ ェ エック し な が ら , さま ざま な テク ニッ フク を 招 介 し まし よう 。 


今回 は 比較 的 大 規模 な プロ グラ ム を 作る 際 に 知っ 
て いる と 便利 な (三楽 で きる ) 技 に つい て 話し て み 
る 。 ユ ー ザ ボ ザー ライ プラ リ の 構築 方 法 を 中 心 に , その 
周辺 技術 まで を 紹介 する 。 

ここ で らい ララ イフ ラリ と は 汎用 の ルー チン 群 を 
指す 。 い つ で も 即 使 を る よう な プロ グラ ム の パー ツ 
集 だ 。 当 然 , いざ 大 き な プ ログ ラム を 作ろ うと 思っ 
だ 時 点 で ライ ブラ リ を 作り 出す の で は 手遅れ で , Н 
頃 か ら 汎用 性 の 高い ルー チン 和 群 を 集め て お か な けれ 
ば 意味 が な い 。 ラ イブ ラリ は 作ろ うと 思っ て 作る の 
で は な く , 本 来 は いじ いつの間に か で き て いる 性 格 の も 
の だ 。 1 本 の プロ グラ ム を 作る た びに, ほか の プロ 
グラ ム で も 使え で うな パー ツ を と ど ッ クチ アッ アン し て い 
《 く の が よい 。 も っ と も , プログ ラム を 書く と き に あ 
る 程度 は 意識 し て いな いと , な か な か 使い 回 し の 効 
〈 く ルーチン は で き な い と いう の も また 事実 だ 。 

を うい うわ け だ か ら , まず は その 汎用 性 の 高い ん 
ー チ ン の 作り 方 あたり か ら つ つい て みる 。 


賢者 じ P) の サブ ルー チン 


ある 人 が プロ グラ ム を 作っ て いて , ふと 「 こ の 処 
理 は 前 に 作っ た プロ グラ ム に も 出 て きた ぞ 」 と 思っ 
だ た と する 。 同じ 処理 を 何 度 も プロ グラ ミン グ す る の 
は 非 能 率 的 な の で , 多少 頭 を 巡ら せ て 以前 作っ た ル 
ー チ デン ぞ 必用 し て や みう 上 と 考 を た 。 ご さく て 自然 な 
発想 だ 。 これ を 突き 詰め て いけ ば ライ ブラ リ に 行き 
着く わけ だ が , 彼 は を そこ まで 深く て は 考え ない 。 デ ィ 
スク の 中 か らし ば らく 前 に 作っ だ プログ ラム の ソー 
ス を 引っ 張り 出し て き て , 作成 中 の プロ グラ ム と 一 
緒 に エディ タ に 読み 込み , カッ ト 科 ペー スト し て 必 
要 な 部 分 を 抜き 出せ ば , 時 間 と 労力 の 節約 に な る だ 
ろう で らい に 考え だ 。 内心, НАЛАТ АТА 
P. ЕЛЭ» 

と ころ が , あい に くそ の 必要 な 処理 "が メイ ン 


ルー チン の 一 部 に 埋め 込 き され て いた と する 。 とこ か 
ら と どこ まで 抜き 出せ ば よい の か 探 き なけ れ ば な ら な 
Ç な っ た だ 。 作 っ て か ら 1 週間 も た て ば 記憶 も だ いぶ 
薄れ て いる だ ろう し , 日 頃 か が から コメ ント を マメ に 付 
け て いな が っ だ りす る と 手がかり が まっ だ くだ な い 。 
肝心 な 部 分 が 見 つか る か どう か は 疑わ し い 。 結局 , 
彼 は 諦め た 。 

ここ で 第 1 の 教訓 が 得 ら れる 。 汎用 性 云々 以前 の 
問題 で , 当たり 前 すぎ て 恥ず か し い の だ が , こう い 
эКи An 
教訓 1 : ある ルー チン を ほか の ブログ ラム で も 使う 
可能 性 が ある 場合 は , その 部 分 を 明確 な 処理 単位 で 
ある サブ ルー チン に し て お くく の が よい 。 

も う ひ と つ 和 無理 や り 教 訓 あ ひね り 出 す と , 
教訓 2 : コ メン ト は な いよ りあ る ほう が マシ 。 

L3 5 

ec, し ば らく 《 く し て を その 彼 が また だ 同じ よう な 事態 
に 陥っ た だ 。 彼 も 少し は 学習 し た の で , 今度 は 必要 な 
処理 は ちゃ ん と サブ ルー チン に し て ある 。 EA 
き を する サブ ルー チン か も 簡単 な コメ ント で 示し て 
あっ た だ の で , 目的 の パー ツ は すぐ に 見 つか っ た 。 彼 
は その サブ ルー チン を 抜き 出し て 作成 中 の プロ グラ 
ム に 持っ て くる 。 

これ で 終わ り だ と 思っ だ た 6 甘かっ だ 。 その サブ ル 
ー チ ン で は 内 部 で いく つか の レジ スタ を 使用 し て い 
る の だ が , いま 作っ て いる プロ グラ ム の メイ ン ル ー 
チン で も 同じ レジ スタ を 使っ て いた の だ 。 気 づい た 
が ら よ か っ た だ た ものの,。 も し 見 落と し て い だ ら と ん で 
も な いこ と に な る と ころ だ 。 彼 は サブ ルー チン の 先 
頭 で movem を 使っ て 内 部 で 使用 する レジ スタ を す 
べ で て スタ ッ ク に 待避 し , rts の 直前 で 復帰 する よう に 
し て こと な き を 得 た 。 今回 は 一 記 う まく いっ だ くち も 
ба 

ここ で の 教訓 は , 
教訓 3 : サ プ ブルー チ ン で は レジ スタ を 破壊 し な いよ 
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リス ト ] 
1 D の 9.Ww を 19 進 左 詰め で 表示 する サブ プ ブル ー チ ン 
K .include doscall.mac 
4: +£ 
5: .text 
6: .even 
T: 4 
8: prtdec: 
9: movem.l d0/a9,-(sp) ж (dQ,aQ £ Z Z v Z k f$ Ж 
10: 
11: апа1.1 %%0000ҒҒҒҒ,40 * ト 上 位 ワ ー ド を クリ ア 
12: 1ea.1 bufend,a9 * ポ イン タ 初 期 化 
13: prtdec0 の : 
14: divu.w %10,40 *d0.1:10 Ç #| 5 
15: swap.w (40 * 上 位 ワ ー ド と 下位 ワー ド を 交換 
16: addi.w £$'0',d0 *%0-9 > '0' ~ '9' 
17: move.b d0,-(a0) *1 桁 格納 
18: clr.w ад * 次 の 除算 に 備え る 
19: swap.w 40 * 上 位 ワ ー ド と 下位 ワー ド を 交換 
20・ bne рг%едес0 
21 
12: тоуе.1 a0,-(sp) * 変 換 し た 文字 列 を 表示 する 
23: DOS PRINT x 
24: addq.l %4,вр * 
49! 
26: movem.l (sp)*,d0/a0 х} d0,a0 Z { Ж 
71: rts 
28: 1! 
29: .data 
30: .еуеп 
31: * 
32: buff: .ds.b 5 *19 の 進 文 字 列 格納 領域 
33: bufend: .dc.b 9 * 文 字 列 の 終了 コー ド 
34: 
4B! .end 


l) ネジ 回 し と 並ん で , 大 が 
小 を 兼ね な いと いう こと を 示 
す 典 型 例 で ある 。 
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うに する の が 汎用 性 の 第 一 歩 。 

bio EXC 525722022 

ひと 言 つ け 加 えて お く と , ある プロ グラ ム 中 の サ 
ブル ー チ ン が 汎用 で ある た め に は , ほか の ルー チン 
か ら 独 立 し , 切り 離さ る され て いる こと が 必要 条件 に な 
る 。 ほ か の ルー チン に つい て “知ら な けれ ば 知ら な 
い ほ ど よい 。 こ こ て は 無知 は 美人 箇 て ある 。 メ イン 
ルー チン で どの レジ スタ を 使っ て いる か な ん て 知ら 
な い ほ う が 楽 で き る 。 サ ブル ー チ ン 内 で 使用 する レ 
ジス タ の 値 を 待避 する の は メイ ン ル ー チ ン の 顔 を 立 
て る た めで は な い 。 サ プ ブルー チン 側 ( と プロ グラ マ ) 
が 楽 す る た めで ある 。 

で は , 架空 の 名 も な い 彼 に は ここ て 退場 し て い だ 
だ いて , 次 に この 連載 で 以前 作っ だ サブ ルー チン の 
独立 性 ・ 汎 用 性 を 試し に 見 て みよ う 。 


サブ ルー チン の 使用 状況 を 考え る 


リス ト 1 の prtdec は 第 5 回 で 使っ た 無 符号 数 の 10 
進 表 示 サ プ ブルー チン だ 。d0.w に 表示 し た い 数 を 入れ 
て 呼び 出す と その 数 を 左 詰め で 標準 出力 に 書き 出す 。 
サブ ルー チン 内 部 で 使用 する レジ スタ の 値 は スタ ッ 
ク に 保存 し て ある し , 一 応 使い 回 し が 効く よう な 作 
り に な っ て いる 。 こ の サブ ルー チン を 作っ だ た と き に 
は “一 応 汎用 性 を 狙っ た の で , 結構 が っ ちり 作っ て 
ある "な ん て 僅 そ うな コメ ント が つい て に い だ り も す 
е 

確か に , 


この サブ ルー チン が 1 つ あ れ ば , いつ で 


b 必要 な と き に d0.w の 値 を 表示 する こと が で きる 。 
あたかも “d0.w の 値 を 表示 する "と いう 命令 が ある 
か の よう に , だ 。 その 目的 に ぢ いて は 便利 この うえ ぇ 
な い 。 が, これ を も っ て 汎用 を 調 う の は 嘘 も いい と 
ころ だ 。 こ の サブ ルー チン が を その まま 使え る 場面 は 
そう 多く は な い 。 

た だ たとえば, 表示 し た い 数 が dO0.w で は な く d1.w に 
入っ て いた と する 。 新 た に d1.w の 内 容 を 表示 する サ 
ブ プルー チン を 作る の は いく ら な ん で も 間抜け だ か ら , 
次 の よう に d0.w に d1.Ww の 値 あ ちい っ た ん 代入 し て か 
ら こ の prtdec サ ブ プルー チン を 呼び 出す こと に な る 。 


move.w 41,40 


bsr prtdec 
dO を 介し て パラ メー タ を サブ ルー チン に 引き 渡す 
わけ だ 。 


と ころ が , も し か する と d0.w は 別 の 目的 に すでに 
使わ れ て いる か も し れ な い 。 その 場合 は d0. мой Z 
一 時 的 に 待避 し て お く 必 要 が ある の で 

move.w d0, — (sp) 
move.w 41,40 
bsr prtdec 
move,w (5р) +, 40 
の よう に し な けれ ば な ら な くく な る 。 

これ は サブ ルー チン の 呼び 出し 手順 と し て は 繁 雑 
すぎ る し , 明らか に サブ ルー チン の 独立 性 を 損なっ 
て いる 。d0 に 値 を 入れ て か ら サ ブル ー チ ン を 呼び 出 
す と いう 方 法 自体 の 問題 だ 。 

372, 値 を 標準 出力 で は な 標準 エラ ー 出 力 に 書 
き 出 し た いと いう 場合 や , 値 を 左 詰め で は な 《5 桁 
の 右 詰め で 表示 し た いと いう 場合 , ある い は 値 の 符 
ちな を 考慮 し て 表示 し た い 場 合 も 考え て みよ う 。 こ れ 
ら の 要求 に 対し て は prtdec サ ブ プルー チン は まっ だ く 
役に立た ず , “prtdec と ほとん ど 同 じ だ が ご く 一 部 が 
違う サブ ルー チン ” を それ ぞ れ 別々 に 用 意 し な けれ 
ば な ら な い 。 

これ は 1 つの サブ ルー チン と し て 切り 出す 処理 単 
位 の 選び 方 が まず か っ だ た だ だめ だ 。prtdec サ ブル ー チ 
ン は 処理 単位 し と し て は 大 き 過 ぎ た の だ 。 汎用 を 目指 
す の で あれ ば , 数 値 を 文字 列 に 変換 する 処理 と , そ 
の 文字 列 を 表示 する 処理 を 切り 離す べき だ っ た と い 
ん る 。 

10 進 表示 を 行う サブ プ ブルー チン だ けが ある の と , Ж 
値 一 文字 列 変換 シー チン だ けが ある の で は 後者 の ほ 
う が ず っ と 幅広 く 使 を る 4 だ ろう 。 数値 一 文字 列 変換 
ルー チン を 利用 すれ ば 10 進 表示 シー チン を 作る こと 
は で きる が 。 送 は で さき さき ない の だ "。 

Сет, 
教訓 4 : UUHTE 7 Hii 3 Z 6 1 個 の サブ ルー チン に 
は だ だ ひと つの の 処理 だ げ け そ 人 条 わせ を る よう に し よう 。 


EX ES 
| バラ メー タ の 渡し 方 


ここ で , さっ き 間 題 に な っ た サブ ルー チン ヘス パラ 
メー タ を 渡す 方 法 に つい て , 少し 深く 掘り 下げ て み 
& 2. 独立 性 と いう 点 だ け で は な く 〈, 速度 効率 ・ メ 
モリ 効率 も 比べ て み だ い 。 

リス ト 2 に いく つか の 例 (а-о) を 示す 。 ど の 例 
も サブ ルー チン sub に ロン グ ワ ー ド デー タ 1 つ と ワー 
prx Т rL RED, GELD 
ワー ド の は ほう を 第 1 パラメータ, ワー ド の ほう を 第 
2 フラ メー タダ と 呼ぶ 。 が お 。 サフ ルー チン 中 で 使う 
レジ スタ の 値 を 保存 する こと は 考え な い 。 

@ レ ジス タ を 使う 

a) は る っ き の prtdec の よう に レジ スタ を 介し て 値 
を 渡す 方 法 ど だ 。 も っ と も 直感 的 な 方 法 し いえ る 。 レ 
ジス タ に 値 を ポン と 入れ て サブ ルー チン を 呼び 出す 
だ け な の て , 処理 ステ ッ プ も 短く , 高速 で ある 。 
MPU68000 に は レジ スタ が だ くさ ん ある か ら 6, 32 
4 つの パラ メー タ を 渡す で らい わけ は な い 。 

が , 先 に 述べ だ た よう に , パパ ラメ ー タ の 受け 渡し に 
使用 する レジ スタ と メイ ン ル ー チ ン で 使用 する レジ 
スタ の 競合 つね に 気 に し な けれ ば な ら ず , サブ ズル 
ー チ ン の 独立 性 は 損なわ れる 。 あ 4 特定 の プロ グラ 
ム 中 で 頻繁 に 使わ れ (それ ゆえ ぇ 呼び 出し は 高速 に 行 
われ る こと が 望ま し い ), か つ 。 ほ か の プロ グラ ム に 
流用 する こと を 考え な い (独立 性 ・ 汎 用 性 は 捨て て 
か が かる) と いっ た 限ら れ た 場合 に の み 採 用 する と よ 
156554 
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b) は レジ スタ の 代わ り に ある 4 特定 の ワー クエ リ 
ア に 値 を 入れ て か ら サ ブル ー チ ン を 呼び 出す と いう 
方 法 だ 。 レ ジス タ を 使っ た と き の よ うな “ぶつ か り 5 
合い "を 気 に し な く て も すむ し , まっ た く 同 じ ス パラ 
メー タ で 再度 サブ ルーチン を 呼び 出す 場合 は 。 前 回 
ワー ク に セッ ト し だ 値 を その まま 利用 する と いう 手 
抜き 技 が 使え る 。 た だ , パラ メー タ を 受け 渡す と い 
2 目的 の た め だ け に ワー クエ リア を 用 意 す る の は メ 
モリ の 無駄 遣い びあ る 。 か と いっ て , 兼用 し よう な 
ん て 考え る と 今度 は ぶつ か り 合 い を 気 に す る 必要 が 
当て で てき て し まう 。 

OKI- ITET 

c) は b) と 似 た よう な 方 法 で , 適当 な メモ リ 領 域 
に パラ メー タ を セット し , その 領域 へ て の ポイ ンタ を 
サブルーチン に 渡す と いう も の だ 。 フ パラ メー タ が 複 
数 ある 場合 は 連続 し た メス モリ に 決ま っ た 順序 で セッ 
ト す る こと に すれ ば 。 ЛИЯ ТТА, 

パラ メー タ の 受け 渡し 用 に メモ リ 領 域 が 必要 で は 


main: 


sub: 


tO OO —-1 O> Q + м н 


main: 


sub: 


к- 
ざら の ぐ ど コ の の いや の いい ピピ 


トー 
н 


к ラー トー ルー ルー ルー 
чо OQ > wo м 


: раг1: 
* раг2: 


・ main: 


らら の ココ の л> G> м н 


Sub: 


move.l %10000,40 
move.w  #$abcd,d1 
bsr sub 


リス ト 2-a 


* 引 数 は も う dO.1,d1.wm に 入っ て いる 


rts 


тоуе.1 #10000,parl 
move.w  #$abod,par2 
bsr sub 
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rts 
.ds.l 1 
.ds.w 1 


move.l %1000д0,раг1 
move.w  $$abcd,par2 
1еа.1 рагз,ад 

Ъзг Sub 


move.l (ад) +,а0 
move.w (ад),41 


rts 
ds .1 1 
.ds.w 1 


リス ト E-D 


リス ト 6-C 


ーー サブ ルー チン か ら の 戻り 値 一 


本 文 で は サブ ルー チン へ パラ メー タ を 渡す こと ば 
か り 解 説 し た が , 逆 に サブ ルー チン か ら メ イン ルー 
チン へ 値 を 返す 方 法 も 検討 し て お く 必 要 が ある だ ろ 
う 。 結論 か らい うと , サブ ルー チン へ パラ メー タ を 
渡す 方 法 の ほとん ど を , 戻り 値 を 返す 方 法 と し て 利 
用 する こと が で きる 。 こ こ で も 独立 性 を 追求 する な 


ら ス タッ ク に 値 を 積ん で 返す 方 法 が よい の だ が , 


ュー 


れ に は 結構 余分 な スタ ッ ク 操 作 を 必要 と する (考え 
て みる よう に )。 

その た めか どう か は 知ら な い が , 現実 に は メモ リ 
効率 や 実行 速度 を 優先 し , 戻り 値 は レジ スタ で 返す 
場合 が 多い 。 この 場合 , サブ ルー チン の 独立 性 が 下 
が る こと に な る が , つね に 同じ レジ スタ で 値 を 返す 
と いっ た 上 自分 な り の 規則 を 作れ ば , それ ほど 酷い こ 
と に は な ら な い 。 
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リス ト 2-e 


M 
の の どの コ の ぴの の ら の k ト Sm 


кз 
m 


_ ҥе — 
“= ww to 


* main: 


parl: 
parz: 
retn: 


` SD: 


: main: 


sub: 


: раг1: 
: par2: 


мохе. 1] 
тоуе,к 
bsr 
484,1! 
‚Св. 


movea.l 
move,l 
move,.w 
move, ] 


rts 


2) スタ ッ ク を 使用 する の だ 
か ら 正 確 に は sp を 間接 的 に 利 
用 する こと に な る の だ が , D 
な く と も 表 に は 出 な いし , 意 
識 す る 必要 も あま りな い 。 


100 от x 1989.12. 


#10000,раг1 * 第 1 引数 セッ ト 
s$abcd,parz #* 第 2 引数 セッ ト 

sub * ま サフ ルー チン コー ル 

| * 第 1 引数 受け 渡し 領域 
| * 第 2 引数 受け 渡し 領域 
(sp)+,a0 + 引数 ーー の ポイ ンタ 
(a0)+,dO * 第 1 引数 取り 出し 
(ай) +,а1 # 第 2 引数 取り 出し 
a0,-(sp) * リ タダ ターン アド レス セッ ト 
%10000,раг1%2 * 第 1 引数 セッ ト 
#$abod , par2+2 * 第 2 引数 セッ ト 

Sub * サ プ ブルー チン コー ル 
#$aaaaaaaa,dO * 第 1 引数 取り 出し 
#$bbbb , d 1 * 第 2 引数 取り 出し 


ある が , パラ メー タ の 所 在 は ポイ ンタ で 示さ る れる の 
С, 空い て いる メモ リ な ら ど こ で も る 合え る 。 ア ドレ 
スレ ジス タ を パラ メー タタ 受け渡し 専用 に 1 個 つ ぶす 
覚悟 が あれ ば , 効率 も 悪く は な い だ ろ う 。 しかし, 
最終 的 に アド レス レジ スタ で ポイ ンタ を 渡す 限り , 
独立 性 と いう 意味 で は а) と 大 差 が な い 。 

@ プ ログ ラム の 一 部 を 使う 

d は パラ メー タ を プロ グラ ム の 途中 に 埋め 込む 
と いう 方 法 だ 。 サ ブル ー チ ン を 呼び 出す bsr の 直後 に 
必要 な だ け の メモ リ を 用 意 し , ここ に パラ メー タ を 
や ドル も て お く 。 ちよ うと 見 に は この パラ メー グ の 
部 分 も 命令 と 見 な し て 実行 し て し まい そう に 見 える 
が ,。 そこ は それ , サブ ルー チン 側 で つじ つま を 合わ 
%, ちゃ ん と スキ ッ プ する よう に で き て いる 。 
サブ ルー チン sub を 呼び 出し た 時 点 で .。 スタ ッ ク 
トッ プ に は サブ ルー チン か ら の リタ ー ン アド レス が 
積ま れ て いる 。 リ スト 2-d の 場合 は ラベ ル par1 で 示 
る れる アド レス が スタ ッ ク ト ッ プ に ある わけ だ 。 š 
れ を 適当 な アド レス レジ スタ に 取り 出す と , 207 
ドレ スレ ジス タ は ちょ うど c) の パタ ー ン 同様 パラ メ 
ー タ 群 を 指す ポイ ンタ と な る 。 こ の ポイ ンタ を ポス 
トイ ンク リ メ ン ト し , 順に パラ メー タ を 取り 出し て 
いく 〈 と , 全部 の パラ メー タ を 取り 出し た 時 点 で この 
ポイ ンタ は パラ メー タ 群 の 直後 (リス ト 2-d で は ラ 
ベル retn で 示さ る れる アド レス ) を 指す 。 こ の アド レス 
は “サブ ルー チン か ら 戻 っ て 最初 に 実行 すべ き 命令 " 
の アド レス に な っ て お り , スタ ッ ク に 積み 直し た 2 う 


ぇ で て rts す れ ば 望み の 位置 か 6 処理 を 再開 で きる こ 
と ちな る 。 
この 方 法 は パズル と し て は 面白 じい が 。 プログラム 
サイ ズ が パラ メー タ 受 け 渡 し 領域 の 分 どけ 間延び す 
5. パテ メー タク を 取り 上 し て り リターン アド アンス を 再 
設定 する まで の 間 ス タッ ク が あま り 自 由 に 使え な い 
(や っ て で き な い こと は な い が ) な どの 欠点 も あお あり, 
68000 で は あま り 使 われ る こと は な い 。 
@ プ ログ ラム 自体 を 書き 換え る 
е) は も っ と 強引 な 方 法 だ 。 パ ラメ ー タ 受け 渡し 領 
域 は ゲロ グラ ム 中 に 埋め 込ま れる が , 余計 な メモ リ 
領域 を 必要 と し な い 。 ど う や る か と いう と , 直接 マ 
シンシン ヨー トド の オペ ラン ド 部 分 を 書き 所 た る の だ 。 い 
わ ゆ る “自己 書き 換え ” に 類する テク ニッ ク で , ff 
用 する に あ だ た だっ て は アセ ャ セン ブリ 言語 レベ ル だ け で は 
l, マシ ンコ ー ド レベ ル の 知識 が 必要 だ 。 つ ま り , 
ア ャ ンプ グリ 言語 で 書い た プロ グラ ム が どの よう な っ コ 
ー ド に 変換 きれ る か を 知っ て いな けれ ば な ら な い 。 
リス ト 2-e で は 2 行 と 9 行 , 3 行 と 10 行 が 対 に な っ 
て いる 。 2, 3 行 が パラ メー タ を 渡す 部 分 で , 9, 
10 行 が その パラ メー タ を 受け 取る 部 分 だ 。 2 行 で は 
parl 土 2 で 示さ る れ る アド レス に ロン グ ワ ー ド で フ パ ラ 
ペー を モッ トド し て い の る オキ 2 が ら と と から 由 て きた だ の 
か は , 9110, 
move, 1 
が ЧВОР cuu luem, 
2030 aaaa aaaa 
と いう 3 ワー ド の コー ド に 変換 され る こと と 関係 が 
ある 。 最 初 の 1 ワー ド は, 
move.1 %-,40 
意味 し , 残り の 2 ワー ド で ロン グリ ワー ド の 即 値 
aaaaaaaadH を 表し て いる 。2 行 で この 後半 2 ワー ド を 
書き 換え る こと で , 任意 の 値 を d0O.1 に 代入 する 命令 
に 組み 換 を る こと が で きる わけ だ 。 
この 方 法 の 利点 と し て は , 場合 に よっ て は 速度 ・ 
メモ リ の 効率 が よい 場合 が ある と か , ラメ ー タ の 
セッ ト と 実際 の サブ ルー チン 呼び 出し が 必ず し ゃ る 連 
METER TOREN Doa が, マル ショ テー 
ドレ ベル の 知識 が 必要 と いう 最大 の 欠点 の た め に, 
低 機能 な マイ クロ プロ セッ サ な ら と も か く 68000 で 
は こん な こと を する の は バカ げ て いる 。68000 に は も 
っ と エレ ガン ト か 方 法 が 仏 つ か わし い 。 
@ ス タッ ク に 積む 
f) が その 68000 ら し い エ レガ ント な 方 法 と いう や 
つ だ 。 パ ラメ ー タ は スタ ッ ク に 積ん で サブ ルー チン 
に 渡す 2?。 DOS ュ ユー ル の 呼び 出し 手順 で お 馴染 み の 
方 法 ど ろう 。 エ レガ ント と いう より は 重厚 さき を 感じ 
る せる 。 は っ きり いっ て レジ スタ て で 直接 渡す よう な 
方 法 と 比べ る と 速度 的 に は いき る さか 不利 で は ある 。 


# $аааааааа, dO 


半面 , レジ スタ や ワー クエ リア を いっ さい 使用 し な 
COT, 汎用 性 を 狙う に は ベス ト の 選択 と な る 。 
細か く 見 て みよ う 。 サ プル ー チ ン sub が 呼び 出る 
れ た だ た 時点 で の スタ ッ ク の 状態 は 図 1 の よう に な っ て 
いる 。 ス タッ クト ッ プ に は , 例 に よっ て サブ ルー チ 
ン か ら の リタ ー ン アド レス が 積ま れ て いる 。 その 次 
に , 積ん だ 順序 の 逆順 で パラ メー タ が 並ぶ 。 この 点 
を 考慮 し て リス ト 2-f で は サブ ルー チン に パラ メー 
A を 渡す 順 座 が ほか の 例 と は 見 掛け 上 反転 し て いる 。 
一 般 に は , スタ ッ ク か ら デ ー タ を 取り 出す に は , 
を の デー グ が スタ ッ タグ トップ に だ けれ は な らら なり 。 
第 1 パラ メー タ を 取り 出す た め に は リタ ー ン アド レン 
ス が 邪魔 だ 。 真 正直 に や る と , 一 度 ス タッ クト ッ プ 
に 積ま れん だ リターン アド レス を 適当 な レジ スタ な り 
メモ リ な り に 取り 出し て か ら , マラ メー タ を 順次 ポ 
ジジ プ する こと に な る だ ろう 。 

し か し ,68000 の sp は そん じ ょ そ こら 5 の マイ クロ プ 
ロ セ ッ サ の スタ ッ ク ポ ボ ポイ ンタ と は わけ が 違う 。68000 
の sp は a7 レ ジス タ の 別名 で あり , アド レス レジ スタ 
の うち の 1 本 だ 。 当然 。 アド レス レジ スタ に 関す る 
2 ドク ピッ シン ンク グモ ー ド も すべ で て 使 を る 。 こ こ で 。 X 
ィ ス プレ イス メン ト 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 ア ド 
レッ シン グ ” を 思い 出し て も ら え れ ば 話 は 早い 。 こ 
の デ ド レッ シシ ング モード は “アド レス レジ スタ に 変 
位 (ディ スプ レイ スメント ) を 加え た アド レス "を 
指定 する も の だ っ だ 。 ア ドレ スレ ジス タ が 指し て い 
る アド レス その も の で は な く , その 前 後に 少し ずれ 
た 位置 を 指定 する の に 利用 する 3?。 

£T, も う 一 度 図 1 を と 見 て も ら お な おう 。 人 第] パラ 
メー タ は 現在 の sp に 4 を , 第 2 パパ ラメ ー タ は 8 を 足 
し だ アド レス に 置か れ て いる 。 それ ぞ れ の アド レス 
は , “ディ スプ レイ スメント 付き ーー" を 使え ば 
“4 (sp) , “8 (sp) "の よう に 表現 きれ る 。 あ と は 
10, 11 行 の よう に move 命 令 一 発 で レジ スタ に パラ メ 
ー ペ を 取り 出す こと が で きる 。 

gis, この 場合 サナ ブルー チン か ら 戻 っ た 時 点 で , 
スタ クッ ク に 2 フ パ ラメ ー タ が 積ま れ だ まま に な っ て いる 
こと に 注意 し た い 。 DOS ユ ー ル 呼び 出し の と き と 同 
様 。 スタ ッ ク ポ イン タ の 補正 が 必要 に な る 。 
⑱ ス タッ ク に ポイ ンタ を 積む 

お まけ と し て , g) は c) ЕР を 合わ せ だ よう な も 
の だ 。 パ ラメ ー タ は 適当 な メモ リ 領 域 に セッ ト し , 
その ポイ ンタ を スタ ッ ク に 積む こと で サブ ルー チン 
へ と 渡す 。 サ プルー チン で の パラ メー タ 受 け 取 り 手 
R: ポイ ンタ を 取り 出す と ころ まで が f) と 同じ 
C, さら に 実際 の パラ メー タ を 取り 出す に は c) と 同 
様 の 手順 を 踏む 。 こ の 方 法 は 大 量 の パラ メー タ を ス 
タッ ク を 介し て サブ ルー チン に 引き 渡す 際 の ヒン ト 
に な っ て に る 。 


リス ト 8-f 
1: main: 
2: move.w #$abcd,-(sp) * 第 2 引数 セッ ト 
3 ) move.1 %10000,-(вр) * 第 1 引数 セッ ト 
4: bsr sub * サ プルー チン コー ル 
5: addq.l1 #6,sp *sp 補 正 
6: 
T: 
8: 
9: sub 
10: move.l Я4(вр),40 * 第 1 引数 取り 出し 
11: move.w 8(sp) ,d1 * 第 2 引数 取り 出し 
12: 
13: 
14: 
15: rts 
МІ スタ ッ ク を 使っ た パラ メー タ の 受け 渡し 
sp > (sp) 
2(sp) 
4(sp) 
6(sp) 
8(sp) 
リス ト g-g 
1: main: 
2: move.l #10000,parl * 第 1 引数 セッ ト 
3! move.w  $$abcd,par2 * 第 2 引数 セッ ト 
4: pea.1 рагі * 引 数 受け 渡し 領域 
5 : bsr sub * サ プル ーー チン コー ル 
= addq.1 #4,sp *5р IF 
8: 
9: 
10: sub 
11: movea.l 4(sp),a0 * 引 数 へ の ポイ ンタ 
12: move.1 (a0)+,d0 * 第 1 引数 取り 出し 
m. move.w  (a0),d1 * 第 2 引数 取り 出し 
14! 
195! 
16: 
17: rts 
18: 
19: раг1: du.1 1 * 第 1 引数 受け 渡し 領域 
20: par2: 2. * 第 2 引数 受け 渡し 領域 
: | 


Eb, サブ ルー チン ヘ へ パラ メー タ を 渡す 方 法 を 何 


通り か 比較 検討 し て みた 。 結論 と し て は , 速度 重視 
な ら a) の レジ スタ を 使う 方 法 。、 サ ブル ー チ ン の 汎用 
性 重視 な 61f) の スタ ッ ク を 使う 方 法 し いう こと に な 
る と 思う 。 そ の バリ エー ショ ン と し て c) p) の ポイ 
ンタ を 使う 方 法 も 併用 きれ る だ ろう 。 

今回 は サブ ルー チン の 汎用 性 を 追求 する 主旨 だ か 
б, 一 応 ス タッ ク に パラ メー タ を 積む パタ ー ン を 採 
HL NR の 妖しく 見 て いく さと に する 。 


スタ ッ ク に 積む 場合 の 詳細 
残念 な こと に リス ト 2-f の まま で は , プ ブロ グラ ミン 


グ 上 の 間 題 が 残っ て いる 。 試 し に リス ト 2-f に サブ ル 
ー チ ン 内 で 使用 する レジ スタ の 待避 ・ 復 帰 処理 を 付 


3 補足 し て お く と , “ディ ス 
プレ イス メン ト 付 き へ "で 使 
用 可能 な 変位 は , 符号 付き 16 
ビッ ト 数 で 表せ る 範囲 (- 
32768~ + 32767) だ 。 変位 を 
アド レス レジ スタ に 加算 し て 
実効 アド レス を 求め る 際 に は 」 
変位 は 32 ビ ッ ト 長 に 符号 拡張 
され る 。 
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movea.l 
тоует. 1 


поуе. 1 


І) АК2-а 
1: sub 
2: 
3: 
4: 
5t 
6: 
T1 
8: 
9: 
10: rts 
リス ト 3-D 
1: sub: 
2: 
3: 
4; 
5: 
6: 
T: 
8: 
9: 
10: rts 
リス ト 3-C 
1: sub 
2: 
2! 
4: 
5: 
6: 
1: 
8: 
9: x 
10: move.l 
11: 
12: 
14: 
14: movem. 1l 
15: rts 
ЈАК -а 
1: sub 
2 
3 
4 
5: 
6: move.w 
7? 
8 
9 
10 
11 rts 
リス ト 4-b 
1: sub: 
2: 
4t 
4: 
5: 
6: 
T! 
8: 
9: 
10: 
11: movem.1l 
12: move.l 


13: rts 
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movem.1 


move.l 
move.w 


movem. l 


movem. l 


move. l 
move.w 


movem. l 


movem. 1 


move.l 
move.w 


move.l 


movem. l 


move. 1 
тоуеа.1 
тоует.1 


тоуе.1 
move.w 


け 加 えて みて は ほし い 。 仮に d0-ーd7 の デー タレ ジス タ 
すべ て を 保存 する も の と し よう 。 

スト 3a の さよ うに 
ӘЛЕ Е 2261208; で う て は な が ない 。 ШЕ 
l は リス ト 3-b の よう に パラ メー タ 取 り 出 し 部 分 に 


も 手 を 加え る 必要 が ある 。 待避 し た レジ スタ の 分 だ 


d0-d7,-(sp) * レ ジス タ 退 訂 

4(sp) ,d9 * 第 1 引数 取り 出し ? 
8(sp),dl * 第 2 引数 取り 出し ? 
(sp)*,d0-d7 * レ ジス タ 復 帰 
d9-d7,-(sp) LS RJM 
4%4%8(вр),40 * 第 1 引数 取り 出し 
8+4*8( sp) ,d1 * 第 2 引数 取り 出し 
(sp)*,d0-d7 * レ ジス タ 復 帰 

d9-d7 ,-(sp) хиих дуз 

4+4%8 (зр) ,d9 * 第 1 引数 取り 出し 
8+4*8( sp) ,d1 * 第 2 引数 取り 出し 
d2,-(sp) * レ ジス ター 時 退避 
4+4*8+4(sp),d2 * 第 1 引数 再 取 り 出 し 
(sp)*,d0-d7 * レ ジス タ 人 復帰 

вр,аб * ス タッ ク フ レ ー ム 生成 
d0-d7,-(sp) * レ ジス タ 退 遊 
4(a6),d0 * 第 1 引数 取り 出し 
8(a6 ) ,d1 * 第 2 引数 取り 出し 

( sp)+,d9-d7 * レ ジス タタ 復帰 
a6,-(sp) 

sp,a6 * ス タッ ク フ レ ー ム 生成 
d0-d7,-(sp) худуш 

8(a6 ) , d9 * 第 1 引数 取り 出し 
12(a6 ) ,d1 * 第 2 引数 取り 出し 
(sp)*,d0-d7 * レ ジス タ 復 帰 
a6,-(sp) 


movem を 2 カ所 に 挟み 込め ば 


け ナス ズック ボイン シタ が すず すれ て し まう か ら 67 が 。 

この こと は サブ ルー チン に わずか の 手 を 入れ る こ 
と きえ ん 次 し くす る 。 た だ たら えば サナ フル ー チ ン に 処理 
を 付け 加え た 結果 , 新た に a0 レ ジス タ も 保存 し な け 
れ ば な ら な く な っ だ た だ と し ょ よう 。movem の レジ スタ リ 
スト に a0 を 付け 加え る と き に , パラ メー タタ 取り出し 
部 分 も 変更 する 必要 が ある の を 忘れ る 可能 性 は 高い 。 
こう いう ミス を あと か ら 見 つけ る こと は か な り 難 し 
"oy fai ^ フッ 

まだ た だ, リス ト 3-c の よう に スタ ッ ク に 値 を に くつ か 
積ん で か ら 6 改め て パラ メー タ を 取り 出す よう な 形 に 
な っ て い だ り する と , さら に 複雑 る が 増す 。 あ る 里 
間 に ス タッ ク に どれ だ け の デー タ が 積ま れ て いる か 
を いち いち 計算 し な いと 変位 が 求め られ な い の が だ 。 

どう も て こん な こと に が なっ だ か と いえ は 。 ЖЕЛЕ 
し て 選ん だ sp が 頻繁 に 変更 きれ て し まう か ら だ 。 も 
ちろ ん , スタ ッ ク を 極力 使わ な いよ うに すれ ば と 2 う 5 
に か な る が , スタ ッ ク を 使わ ず に マシ ン 語 プロ グラ 
ム を 書く な ん て 捧 問 に 等 し い 。 

ZIT, スタ ッ ク に 代わ る 別 の 基準 を 作る こと を 
考え る 。 だ た ん ば ほ 、 ツ スト だ た a の よう に よ ブ ルー チン 
が 呼び 出さ れ た 直後 の sp を 適当 な アド レス レジ スタ 
に 入れ て し まう と いう の は どう だ ろう 。 リ スト 4a 
で は a6 を 使っ て みた 。 パ パラ メー タ を 取り 出す 部 分 は 
sp が a6 に 変わ っ だ だけ だ し , 以下 ,。sp が どん な に 変 
動 し て も , a6 さ きえ ぇ 固定 し て な おけ ば , パラ メー タ は い 
つ で も 同じ 場所 に ある か ら 6 安心 だ 。 

これ は スタ ッ ク 上 に 枠組 み を 作っ て や る よう な も 
DT, その 意味 で 確保 され た 領域 の こと を スタ ッ ク 
フラ レーム と 呼べ ぶよ 。 ま た ん 、 スタック フン アー み の ペ ー ス 
アド ンス (基準 し な る アド レス ) を 保持 する レジ ス 
タタ は フレ ー ム ポイ ンタ と 呼ば れ だ り も する 。 

この 方 法 を 採る こと で サブルーチン は 作り や すく , 
修正 し や すく な る 。 ま だ , ディ スプ レイ スメント を 
ラベ ル ん 定義 し て お け ば プロ グラ ム の 読み や する も 上 
が る と いう オマ ケ も つい て くる 。 次 害 び ど ア ドレ スレ 
ジス タ が 1 本 使 を なく な る が , 太っ 腹 の 68000 に と っ 

て は 制限 に すら 6 感じ られ な い 。 

実際 に は リス ト 4-a の まま で は a6 が 破壊 る され て し 


まう か ら 。 少 し 細工 し て リス ト 4-b の よう に し だ は 
う が よ い 。 あ ら か じ め a6 を スタ ッ ク に 待避 し て か ら 


sp の 値 を 代入 する わけ だ 。 こ の 場合 , a6 シ スタ ッ ク 
に 積ん だ 分 “a6 に 代入 し た 時 点 で の sp "は 4 バイ ト 
ずれ て いる こと に な る 。 それに 伴っ て スタ ッ タク グ ヒ の パパ 
ラメ ー タ の 位置 も 変わ っ て くる が , サブ ルー チン の 
中 で は 一 定 び か ら 間 題 で は な い 。 

サブ ルー チン の 最初 と 最後 に 余分 な 命令 が いく つ 
も 並ぶ の は 気持 ちの よい も の で は な い 。 わ ず か と は 
いえ プロ グラ ム が 長く な れ ば それ だ け 間 違い の 入り 


込む 余地 も 大 きく な る 。 だ か ら と いう わけ で は な い 

の だ ろう が , 68000 に は スタ ッ ク フ レー ム の 生成 ・ 解 

放 を 行う 専用 命令 が ある 。 も と も と は CC 言語 な どの 

高級 言語 を サポ ー ト し や すい よう に 用 意 き る きれ た も の 

の よう だ 。 ス タッ ク フ レ ー ム の 生成 は link。 解放 は 

unlk (unlink を 詰め て ある ) と いう 命令 で 行う 。 Z 

れ を 利用 する と リス ト 4-b は リス ト 4-c の よう に す 

きり し で で る 。 

Ink は 次 の よう に し て 使う 。 
link アド レス レジ スタ , # ロ ー カ ル エ リア 
* 4 

第 2 オペ ラン ド に 即 値 が くる と いう 68000 の 命令 と 
し て は 例外 的 な 語順 に な っ て いる こと に 注意 。 
この 命令 は ロー カル エリ アサ イズ に 0 を 指定 する 
と リス ト 4-b の 2 一 3 行 と 同じ よう な 働き を する 。 

具体 的 に は 次 の よ うな 動作 だ 。 

1) 指定 され た アド レス レジ スタ を スタ ッ ク に 待 悦 
する 。 

2) 1) の あと , sp の 値 を 指定 の アド レス レジ スタ に 
代入 すず する (すでに アド レス レジ スタ を スタ ッ ク に 
積ん だ 分 だ け sp は 更新 され て いる )。 

本 当 は この の ち , 

3) sp に 第 2 オペ ラン ド の ロー カル エリ アサ イズ を 
加え る 。 

と いう 動作 が ある の だ が , ロー カル エリ アサ イズ が 
0 で あれ ば 同じ こと だ 。 なお, ロー カル エリ ア に 関 
し て は 107 ペ ー ジ の コラ ム を 参照 の こと 。 
対す る unlk は , 

unlk た デ ド レス レジ アス 

の よう に し て 使う 。 ア ドレ スレ ジス タ は 通常 ink で 

指定 し た の と 同じ も の を 指定 する 。 単 に link で 生成 

し だ スタ ッ ク フ レー ム を 解放 する 命令 だ と 思っ て い 

れ ば 間違い な い 。 一応 , 具体 的 な 動作 を 示す と , 

1) 指定 され た アド レス レジ スタ の 値 を sp に 代入 す 
Бъ 

2) スタ ッ ク ト ッ プ の ロン グ ワ ー ド デー タ を 指定 の 
アド レス レジ スタ に ポッ プ す る 。 

と いう 動き だ 。 
link, unlk で 指定 する アド レス レジ スタ は a7 で る 

えな けれ ば な ん で も よい の だ が , 慣例 と し て a6 が 使 

われ る 。 以後 は これ に な ら う こと に する 。 


DrtdBC ル ー チ ン を 改良 する 


ここ て で 再び prtdec サ ブ プルー チン に 立ち 戻る 。 こ こ 
まで の 話 で は っ きり し た 問題 点 を 整理 し , より 汎用 
性 の ある ルー チン に 改造 し て みた 。 結果 は リス ト 5 
の よう に な っ た 。 深い 意味 は な い が サ ブル ー チ ン 名 
は putdec に 変更 され て いる 。 


оо чо соль OC м н 


cO 05-310) сольо м н 


>€ € € эє 3 HK эе эе эє эє 3 HE € HE < << x эє эе 3€ 3 эє * 


* sub: 


эе 33 3 w эє зе эє эе * << эє зє эе ж 


* < 
@ 
= 
с 
Ф 


: putdec: 


リス ト 4-c 
link a6,40 * ス タッ ク フ レ ー ム 生成 
movem.l d0-d7,-(sp) иил 
move.l 8(а6), аб * 第 1 引数 取り 出し 
move.w 12(а6),41 * 第 2 引数 取り 出し 
movem.l (sp)*,d0-d7 * レ ジス タ 復 帰 
unlk a6 
rts 

リス ト 5 
.include const.h 
.include doscall.mac 
.text 
„even 
16 ビ ピット 無 符号 整数 を 19 進 左 詰 めで 表示 する 
%---------------- + 
(a6) | IH а6 | (-sp 
に + 
| | 
%---------------- + 
4(а6) | リタ ー ン アド レス | 
Т2...5..5........... + 
| | 
る メー ニュ + 
8(a6) | 表示 する 値 | 
м0 2422 22. + 
2 8 
1ink a6,40 * ス タッ ク フ レ ー ム 生成 
move.w  #STDOUT , - ( sp ) 
move.w Value(a6 ) ,-( sp) 
bsr fputdec 
addq.1 #4,sp 
unlk a6 
rts 
16 ビ ピット 無 符号 整数 を 19 進 左 詰め で ファ イル に 出力 する 
d の 9.1 に DOS コ ー ル fputs の 終了 コー ド を 持っ て 戻る 
%---------------- + 
-6(a6) | | く -8D 
n + 
| | 
4r tr vs + 
| | 
%---------------- + 
(аб) | IH a6 | 
Bscec*iceHecsthcste + 
| | 
%---------------- + 
4(а6) トリ ター ン ア ドレ ス | 
PR 人 G S Ҙ....... + 
| | 
%---------------- + 
8(a6) | 表示 する 値 | 
10(а6) | ファ イル ハン ドル | 
%---------------- + 
= 6 
= -buffsiz 
= 8 
* 10 
link a6,#-buffsiz * ス タッ ク フ レ ー ム 生成 
* ォ + ロー カル エリ ア 確 保 
реа.1 temp(a6 ) * 数 値 っ 文字 列 変 換 
move.w  value(a6),-(sp) Ж 
bsr utoa £ 
addq.1 %6,зр * 


move.w fno(a6),-(sp) * 変 換 後 の 文字 列 を 出力 
реа. 1 temp(a6) * 
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74: DOS _FPUTS * 
15: addq.1 #6,sp x 
16: 
Tf. unlk a6 * ス タッ クフフ レー ム 解 放 
18: rts 
19: 
80: * x 
2 16 ピ ビッ ト 無 符号 整数 を 文字 列 に 変換 する 
83: x %---------------- + 
84: Ж (a6) | IH аб | <-вр 
85 * ++ s s q o q + q q aq aoo + 
86: * | | 
87: ж %---------------- % 
88: % 4(а6) |] リターン アド レス | 
RO: $ — X 3 +#+...............‹ 
90: t | | 
91: x %---------------- % 
92: x 8(а6) | (8 | 
992. Д Дә%------------- 
2t 19(a6) | 文字 列 格 納 領域 | 
› ж. қ) S — UAIoŠIÉI=N U P +.,.,.,.;.,‹,‹+, 
96: X | へ の ポイ ンタ | 
07:% н | я-------------- 
98: x 
99: value 2 8 
100: buff z 10 
101: * 
102: utoa 
103: 1ink a6 , 40 * ス タッ ク フ レ ー ム 生成 
104: movem.1 d0/a0-al,-(sp) * {レジ スタ 人 待避 
105 
106: поуеа.1 %0,40 *d9.1= 表 示す る 数 
107: move.w  value(a6),d0 * 
108: movea.l buff(a6 ) ,a1 *al1= 文 字 列 格納 領域 先頭 
109: 1еа.1 5(а1),а0 *a0= 文 字 列 格納 領域 最終 
110: с1г.Ь (ад) * 終 端 コ ー ド 書き 込み 
111 
112: utoa0: divu.w #10,40 *d9.1 を 19 で 割る 
113 swap.w 40 ШО ed РЕЖА 
114 addi.w %70”,40 x0-—9 > 'Q'-—" 
115 move.b dQ,-(ad) *1 桁 格納 
116 elr.w ад * 次 の 除 に 備え る 
117 swap.w dO * 上 位 ワ ー ド と 下位 ワー ド を 交換 
118 bne utoa の 
119 
120: utoal: move.b (a9)+,(a1)+ * 左 詰め に する 
121: bne utoa1 
122 
123: тоует.1 (sp)*,d0/a0-al *} レジ スタ 復帰 
124: unlk a6 * ス タッ ク フ レ ー ム 解放 
125: rts 
126 
127: .end 


4) スタ ッ ク フ レー ム 上 の パ 
ラメ ー タ の 位置 は 2| 行 で ラベ 
ル 定 義 し て いる 。“= "は set の 
省略 形 で , equ の よう に ラベ ル 
を 定義 むす る の に 使う 疑似 命令 
だ 。equ で 定義 し た ラベ ル は 再 
定義 むす る こと が で き な い が , 
set で 定義 し た 場合 は 何 度 で 
も 定義 し 直す こと が で きる 。 
プロ グラ ム の 一 部 で の み 使 用 
する よう な ラベ ル を 定義 する 
の に 利用 する 。 


5) utoa は , Unsigned integer 
TO Array of character ぐ らい 
の つも り で , 無 符号 整数 を 文 
字 の 配列 状 デ ー タ (よう する 
に 文字 列 ) へ 変換 する と いう 
意味 で の 命名 だ 。 C で よく 使 
われ る ハナ モゲラ で ある 。 


104 Ooh! x 198912. 


新しい putdec ル ー チ ン の 機能 自体 は 基本 的 に 
これ まで と 変わ ら な い 。16 ビ ッ ト 無 符号 数 を 10 進 左 
詰め で 標準 出力 に 書き 出す 。 た だ , 以前 は d0.w で 渡 
し て い だ た パラ メー タ は スタ ッ ク を 介し て 渡す よう に 
修正 きれ て いる 。 

リス ト を 見 る と , いま まで は 単独 の サブ ルー チン 
で あっ た も の が 3 つの サブ ルー チン に 分 離さ れ て お 
b, 見 掛け 上 の 複雑 さ は 増し た よう に 見 える か も し 
れ な い 。 こ うな っ て し まっ た だ の は 処理 単位 を 細か 
一 般 化 し て , 処理 の 階層 関係 を は っ きり きせ た だ ため 
だ 。 数 値 を 標準 出力 に 書き 出す と いう 処理 は , 数 値 
を 指定 の ファ イル ハン ドル に 書き 出す 処理 と いう も 
っ と 一 般 的 な ケー ス の 一 部 だ 。 を そして, この 処理 は 
数 値 を 文字 列 に 変換 する 処理 と , その 文字 列 を ファ 
イル ハン ドル に 書き 出す 処理 に 分 離す る こと が で き 
5% 

23 行 以下 の putdec は 表示 する 値 を 取り 出し た だ たら, 
『 こ の 値 を ここ に 出力 し て ね 」 と 言い な が ら , t 
標準 出力 の ファ イル ハン ドル を パラ メー タ と し て 


fputdec と いう サブ ルー チン を 呼び 出す ?。 彼 の 仕事 


は これ で 終わ り だ 。 無 知 し は いっ て も , “自分 の 仕事 
を 誰 に 頼め ば うま く や っ て くれ る か "だ け は 知っ て 


い だ わ け だ 。 

fputdec は 数 値 を 文字 列 に 変換 する 処理 を utoa” 
と いう サブ ルー チン に きせ て か ら , 変換 後 の 文字 列 
を 指定 の ひ の フ ァイル ハン ドル に 出力 し て いる 。 数値 を 
変換 し て で きる 文字 列 を 格納 する た め に 一 時 的 な 作 
業 領域 が 6 バイ ト (最大 5 桁 十 終 端 コ ー ド ) 必要 だ 
A6, 秘密 主義 に 従っ て link で ロー カル エリ ア を 用 
意 し て いる 。 こ の と き の ス タッ ク フ レ ー ム の 様子 は 
リス ト 中 の 注釈 を 参考 に し て も らい た だい 。 

数 値 つ 文字 列 変換 処理 を 行う utoa は , 変換 すべ き 
ワー ド デ ー タ と 変換 後 の 文字 列 を 格納 する 領域 へ の 
アド レス を パラ メー タ と し て 必要 と する 。 変換 処理 
の アル ゴリ ズム は 以前 の putdec に 埋め 込ま れ て い 
た も の と 同じ だ が , わけ あっ て 多少 複雑 さ を 増 し , 
文字 列 へ 変換 し て か ら ズ リズ リ と 左 詰め に する 処理 
が 入 つ て いる 。 


ソー ス は 分 割 し て 利用 し よ つ 


ょ う や さく 汎 用 性 の 高い サブ ルー チン の 作り 5 方 が 固 
まっ た だ た 。 し か が し いま の と ころ 。 せ っ か が 〈《 作っ た 汎用 
ルー チン は ソー スレ ベル で ブロ グラ ム に 組み 込ん で 
アセ ャ ン ブ ル し な けれ ば 使え な い 。putdec の よう に ひ 
と つの 機能 が 複数 の サブ ルー チン に ば ら る れ て いる 
ょ うな 場合 は , それ ぞ れ の サブ ルー チン を 一 緒 に 移 
動き せる 必要 が ある 。 こ れ で は あん まり な の で , 実 
際 に 使う と き の 手 間 暇 を 減ら す 工夫 を してみたい 。 

ここ で 分割 ア ャ ンプ ブル の 考え 方 を 導入 する 。 1 本 
の ブロ グラ ム を 複数 の ソー ス に 分 割 し て むき, 個別 
に アセ ン ブ ル し た うえ を で, 最終 的 に リン ク 時 に 結合 
する と いう 考え 方 だ 。 長 い プ ログ ラム を 十分 見 通し 
が 効く 大 きる の ソー ス に 分 け て 開発 し た り , 数 人 で 
プロ グラ ム を 作る よう な と き に も 便利 だ 。 修 正 が 入 
ら な い 限 り , 各 ソ ー ス は た だ だ 一 度 ア モン ブル し て お 
け ば よい わけ で , 開発 時 間 の 短縮 に も つなが る 。 

この 応用 で , 汎用 の サブ ルー チン は 個別 に アセ ン 
グッ ルレ し て あく こと に し 。 デ セン クル 前 て は な が なく リン 
ク す る と き に 組み 込む こと を 考え る 。 ソ ー ス を 切り 
張り する 手間 と , も う で き て いる サブ ルー チン を 何 
度 も アン ブル し 直す 時 間 を な くそ うと いう 魂胆 だ 。 

と ころ が , 通常 , 識別 子 (ラベ ル ) を 使う た め に 
は , 同一 の ツー ス 内 の どこ か で 宣言 し て ぢ お か な けれ 
ば な ら な いこ と に な っ て いる 。 経験 済み と 思う が , 
宣言 きれ て いな い ラ ベル を 使う と する と , アデ セン 
プラ は 困っ て 停止 し て し まう の だ 。 


る とこ で アデ セン プラ に “この ラベ ル は この ソー スス 


に は な いよ " と いう こと を 教え る だ め の 疑 似 命令 . 
xref と , “この ラベ ル は 別 の ソー ス で も 使う よ " と い 
5 疑似 命令 . xdef を 使う 。 

. Xref, , xdef は, 

.xref ラベ ル 名 

.xdef ラベ ル 名 
の よう に し て 使用 する 。 それぞれ “外部 参照 名 "の 
定義 , “外部 定義 名 "の 宣言 を 行う 疑似 命令 だ ?。 ラベ 
ル 名 は “で 区 切っ て 複数 並べ さる こと が で きる 。 

使い 方 は 単純 で , ソー ス 外 の ラベ ル を 参照 する と 
き (サブ ルー チン 呼び 出し を 含む ) に は その ラベ ル 
名 を . xref で 宣言 し , 参照 され る 側 で は 同名 の ラベ ル 
を .xdet で 宣言 すれ ば よい 。 

.xref と . xdef の 使い 分 けが 面倒 で あれ ば ,. globl 
疑似 命令 を 使っ て も か まわ な い 。 これ は 大 域 的 な シ 
ン ボ ル の 宣言 を 行う 命令 で , ちょ うど . xref t xdef 
の 機能 を 合わ せ だ た も の だ と 思え を ば よい だ ろう 。 外 部 
参 曲 と 外部 定義 の どちら も .globl で 宣言 し て し まう 
こと が て きる 

リス ト 6 に . xref と . xdef の 使用 例 を 示す 。a) を リ 
スト 5 の 頭 に 付け て アモ ン ブ ル し , b) は 単体 で アセ 
シン シフル か る 。 で て きだ 2 つろ の フシ ェクト ドブ テイ ル を 
РОТРЕС. О, МАІМ, ОЕТ 5 Е, 

А>ІК MAIN PUTDEC 
に よっ て リン クタ すれ ば ほ ,、 20900 707 x 2 PB 
合わ る きれ, MAIN.X が 生成 され る 。 

ここ で ,。 分 割 ア セン プル に 関連 し , コラ ム 『 セ ャ セク 
ショ ン 』 て いま まで 枕詞 的 に 使っ て きだ .text な どの 
疑似 命令 の 意味 に つい て まとめ て むく 〈。 


ライ ブラ リ の 作成 


° う 一 歩 突 っ 込 も う 。 い まこ こ に , リス ト 5 十 6- 
a や ププ ギン ジル し て で きだ オフ プン ジェ クト ファ イル が 


リス ト 6-a 
i! . xdef putdec 
2! . Xdef fputdec 
4: ‚хае? utoa 
リス ト 6-D 
1! .xref putdec * 外 部 参照 定義 
2: t 
2: .include doscall.mac 
4: x 
5: . text 
6: .even 
7: Ж 
8: ent: 
9: lea.l mysp,sp *sp の 初期 化 
10: move.w %12345,-(вр) * パ ラメ ー タ を 積み 
11: bsr putdec * サ ブル ー チ ン を 呼ぶ 
12: addq.1 #2,sp * ス タッ ク 補 正 
18; 
14: DOS EXIT 
185: $ 
16: .Stack 
11: .even 
18: Ж 
19: mystack: * ス タッ ク 領 域 
20・ ds .1 256 * ロ ー カ ル エ リア の 分 も 
21: mysp: * 計 人 算 に 入れ る ! 
46! .end 
ある 。 こ の 中 に は 3 つの サブ ルー チン が 含ま れ て い | 


る 。 それぞれ は 独立 し て も 使用 で きる (実際 に は 下 | 
| Ы 6) 逆 に , 外部 定義 し な い ほ 」 
位 の サブ ルー チン も 必要 だ が ) よう な 作り に な っ て か の すべ て の ラベ ル は その ソ 
いる か ら , utoa だ け を 使い た いと いう 状況 も 考 た えら 一 ス 内 で の み 有 効 に な る 。 ほ 
れる 。 と ころ が , リン ク は ファ イル 単位 で 行わ れる 2. 
OC, utoa ご け を も リンク し よう と し て も 残り 2 つの と いう こと だ 。 
ササ グ ルー チン が て っ つい て て る 。 て この 条 分 な サダ ル 
ー チ ン は 実行 ファ イル の サイ ズ を 大 きく する こと の 
み に L po RBK 0, 
В | D ブログ ラム に 含ま れ て は 
こう いう こと が 起こ らち な いよ うに する だ め に は , いる が 使わ れる こと の な い 部 
1 つの オブ ジェ クト ファ イル に は サブ ルー チン が 1 分 を 意味 する “Dead Code” と 
つ し か 存在 し な いよ う 分 割 する 必要 が ある 。 リ スト СУЫН. 
5 十 6-a の 場合 だ と, サブ ルー チン ご と に putdec. $, 
fputdec. s, utoa. 50 3 つ に 分 割 し , 個別 に アセ ンプ 
ノル し て お くく こと に な る だ ろう (外部 定義 ・ 参 照 に 気 
を つけ て 実際 に 分 割 し て みょう)。 
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セク ショ ン 


これ まで 詳し い 説 明 も な く 使 っ て きた .text, . data, 
・bss, . stack は セク ショ ン を 指定 する 疑似 命令 だ 。 そ れ ぞ 
h, テキ スト セク ショ ン , デー タ セ クシ ョ ン 。 ブロ ッ ク 
トレ ー ス セク ショ ン , スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 始ま り を 表 
す 。 セ クシ ョ ン の 選択 は 次 に これ ら の 疑似 命令 が 現れ る 
まで 有効 だ 。 

テキ スト セク ショ ン に は 実際 に 実行 する ブ プログラム , 
デー タ セ クシ ョ ン に は "初期 値 付 き " デー タ 部 (dc), 7 
ロッ クト レー ス セ クシ ョ ン に は "初期 値 な し "デー タ 部 
(ds)。 ス タッ クセ クシ ョ ン に は スタ ッ ク 領 域 を 置く 。 こ 
れ ら は 必ず し も 守ら な けれ ば な ら な いと いう も の で は な 
N べつ に テキ スト セク ショ ン に デー タ を 置い た り し て 
も か まわ な い の だ 。 実 際 の と ころ Human68k で は セク ショ 
ン は あま り 深 い 意 味 を 持た な いと いっ て も いい だ ろう 。 
慣例 と いう か , メー カー の 顔 を 立て る ぐら い の つ も り で 


いれ ば よい 。 

た だ , 以前 も 触れ た よう に , ブロ ッ ク ト レー ス セ クシ 
ョ ン と スタ ッ ク セ クシ ョ ン に 置か れ た . ds 命令 は 実行 フ 
ァイル の 大 き さ に 影響 を 与え な いと いう 利点 が ある 。 テ 
キス ト セ クシ ョ ン に . ds で 大 き な 領 域 を 確保 する と, 実行 
ファ イル に は その 数 だ け の 0 が 埋め 込ま れる が , ブロ ッ ク 
トレ ー ス セク ショ ン ,。 スタ ッ ク タク セ クシ ョ ン で は BW 
ト 確 保 さ れ た か と いう 情報 の み が 残 り , メモ リ に 読み 
込ま れ た 時 点 で 展開 され る 。 

また , ひと つの プロ グラ ム の 中 に 複数 の 同一 セク ショ 
ン が ある 場合 は , 最終 的 に は それ ら は みん な ひと つ に ま 
と め ら れる こと に な か なっ て いる 。 だから どう な ん だ と 置 わ 
れ て も 困る が 。 

な お , いつ も .text た ちと セッ ト で 使っ て きた .even 疑 
似 命 令 に つい て は 別 コ ラム 参照 の こと 。 
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8) Human68k で は ラ 0 79 
777 АЛЕ CA で 
表す 。 


9) MS-DOS 上 で X68000 用 の 
プロ グラ ム を 開発 する た め の 
クロ ス 開 発 ツ ー ル に は ライ ブ 
ラリ アン が あり , リン カ も そ 
れ に 対応 し て いる そう だ 。 XC 
の 次 バー ジョ ン あ た り で は き 
っ と ライ ブラ リア ン が 採用 さ 
れる こと だ みう 。 


10) AR.X は C compiler PRO 
-68K か THE 福 袋 V2.0 に つい て 
< る 。 -- ご めん 。 


106 от Хх 1989.12. 


IB, A") を 作っ て お け ば , 


と ころ が こう し て し まう と putdec を 頒 ら だ いと 
き に , 残り の 2 つも 守れ ず に リン ク し て や 6 な り けれ 
は な らく で な る 。 こん が 感じ だ 。 

A>LK MAIN PUTDEC FPUTDEC UTOA 
10$ b U 21 S А Р аа k. LKA 
は の る の ろ る と し ば らく 待た せ た あ げ く , "知ら な い ラ 


ベル が ある "と 終り 出す わけ だ 


ここ で , 登場 する の が ライ ブラ リフ ァイル だ 。 2 
作 は いく つも の キラ フジ ェクト フフ テオ ル を ひと つ に ま 
と : め だ も の で ある 。 上 記 の 8 つの オア シェ クト ラク タ 
イル を まとめ た ライ ブラ リフ ァイル (仮に “USERL 
リン ク 作 業 は 

A>LK MAIN USERLIB. A 

だ け で すむ も 9。LK.X は この ライ ブラ リフ ァイル の 中 
か ら MAIN.O で 使わ れ て いる も の だ け を 抜き と り , 
必要 な らき る ら に 下位 の サブ ルー チン も 探し て リン ク 
し て くれ る 。 ラ イブ ラリ の 中 に 今回 は まっ た だ 〈《 使 わ 
な い ほ か の オブ ジェ クト が あっ て も 無駄 は 生じ な い 
LK.X は いら な い オ ブ ジ ェクト は リン ク の 対象 か ら 
外す から だ 。 

あと は 具体 的 な ライ ブラ リフ ァイル の 作り 方 を 示 
せ ば 今月 の 話 は 終わ り が だ 。 

一 般 に は ライ ブラ リ は ライ ブラ リア ン と 呼ば れる 
ヴ プログ ラム に よっ て 作成 きれ る 。 と ころ が ,。 いま の 
と ころ Human68k に は まとも な ライ ブラ リア ン が 
用 意 き れ て な ら ず , アー カイ バ で 代用 し て いる 。 ア 
ー カ イ バ は 単に 複数 の ファ イル を 詰め て ひと つの フ 
ァイル に まとめ る も の で あり , リン カ の 都合 を 考え ぇ 
て くれ な い 。 リ ンカ は 必要 な も の を 探す の に 頭 か ら 
順に 見 て いく し か な い の で , リン ク グ に 余計 な 時 間 が 
か か る 。 ま と も な ライ ブラ リア ン が あれ ば , も う 少 
し リン ク 作 業 が 楽に な る よう な 形式 の ライ ブラ リ を 
作っ て くれ , リン ク 時 間 も 短 く な る は ず な の だ ?。 


と いう わけ て で, ここ で は と りあ ええ ず ア ー カ イペ バ 
AR SS に よる ライフ ラリ ファ イル (も とき) の 作 
り 方 を 簡単 に 紹介 し て お く 〈。 将来 ライ ブラ リア ン が 
出 て きだ と し て も 使い 方 は そう 変わ ら な い は ず だ 。 

基本 的 に は 

ASAR ライ アラ リフ ラテ イル 名 オフ ジェ ュ ク 
ト フ ァイル 名 
と いう よう に ライ ブラ リフ ァイル 名 の 後ろ の に ず 6 ず 
ら オ プ ジ ェ クト ファ イル 名 を 並べ れ ば よい 。 こ れ に 
ょ り , 指定 され た ライ ブラ リフ ァイル が 生成 され る 。 
も し すでに 同名 の ライ ブラ リフ ァイル が あっ た 場合 
は , オブ ジェ クト の 追加 ・ 置 き 換 え が 行 われ る 。 

Dc AR KC に は スイ ッ チ よう て ライ フラ ラリ か 
ら 一 部 を 抽出 し た り , 削除 し た り , リス ト を 取っ た 
り で きる と いっ た だ ひと 通り の 機能 が 捕っ て いる か ら , 
Кыш ее C 『 ア ゼン ジラ マテ ュ ゲル (か АБ K 
の ペク レク リ て 調べ て も らい に いたい 。 

ө 

今回 は “あと で 楽 す る だ た め に いま 苦労 する ” 法 と 
し て の ユー ザー ライ ブラ リ 作成 技術 を 紹介 し, その 
た め の 汎 用 サブルーチン の 作り 方 を ご り ご り と 説明 
し て きだ 。 UDHIE* АЗДА 2724966; で うし て 
b 速度 ・ メ モリ 使用 の 効率 は 下がっ て し まう が , 大 
き な プ ログ ラム も 比較 的 楽に 作れ る の は 大 きい 。 

か と いっ て , あま り に 開発 効率 に こだわ る と , マ 
< ジン 語ら 本 る が な て な っ て も し まま うる と も あり が る うた だ 
な ん と な くく でき 損ない の 高級 言語 を 使っ て いる よう 
な 気分 に な る か も し れ な い 。 使 回 し の 効き そう な 
mF Л О o UFa TL AE ТУРА ДЕД Де! 
ぇ える の と 同時 に , 必要 な ら 独 立 性 は 捨て . 思い きり 
実行 速度 に こだわ っ て 趣味 の 世界 に 走る と いう 楽し 
み 方 も 忘れ て は いけ な いよ うな 気 が す る 。 

ЕАС ЕТ ЕН; 


.eEven 疑 似 命 令 の 意味 


簡単 に いう と ,.even は アセ ンプ ブル 時 に 次 の 命令 な り デ 
ー タ な り が 偶数 アド レス に 置か れる よう 調整 する 働き を 
する 。 す で に 次 の 命令 が 偶数 アド レス に 置か れる 状態 で 
あれ ば な に も せ ず , 奇数 アド レス に 置か れ そ うに な っ て 
いた ら | バイ ト の 詰め も の を 入れ る 。 か た い 言 い 方 を す 
れ ば , “ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 偶数 境界 に 整合 させ 
る 命令 で ある (ロケ ーション カウ ンタ と いう の は アセ 
ン ブ ラ が 次 に 命令 や デー タ を どこ に 置け ば よい の か を 数 
える の に 使う も の で 、AS.X の 場合 は セク ショ ン ご と に 
別々 の ロケ ーション カウ ンタ が 用 意 さ れ て いる )。 

な ん で こん な 疑似 命令 が ある か と いう と , 68000 で は メ 
モリ に 対し て ワー ド 単 位 ロン グ ワ ー ド 単位 で アク セス 
する 場合 に は , その アド レス が 偶数 で な けれ ば な ら な い 
と いう 制約 が ある か ら だ 。 多少 いい 加減 だ が , 680002516 
ビッ ト CPU だ か ら だ と 思っ て いい だ ろう 。 16 ビ ピット 幅 の 
バス に は 奇数 アド レス は “切り が 悪い "の で ある 。 無理 
に 実行 し よう と する と アド レス エラ ー が 発生 する 。 


. こ れ は 68000 が プロ グラ マ に 与え る ほとん ど と 唯一 の “ 頭 の 

痛い "制約 で ある 。 これ が 同じ I6 ビ ピッ ト CPU の 8086 に な る 
と も う 少 し 制限 は 緩やか で , 偶数 境界 を また ぐ で ワー ドア 
クセ ス は 内 部 で 2 回 に 分 け て 行う こと に な っ て いる 。 実 
行 速度 が 低下 する だ け で すむ わけ だ 。 

メモ リア クセ ス が すべ て 対象 な の だ か ら , プロ グラ ム 
カウ ンタ の 位置 か ら 命令 コー ド を 読み 込む と きも また 倒 
外 で は な い 。68000 の 命令 コー ド は ワー ド 単 仁 に な っ て い 
る か らぶ ふつ う は 問題 に な ら な い が , プロ グラ ム の 途中 に 
奇数 バイ ト の デー タ を 挟ん だ りす る と , や は り ア ドレ ス 
エラ ー 発 生 の 原因 に な る 。 プ ログ ラム カウ ンタ は いつ も 
- 偶数 で な けれ ば な ら な い の だ 。 

も の は 考え よう で , 万 が 一 pc が あら ぬ と ころ を 指し て 
b, |/2 の 確率 で アド レス エラ ー に 引っ 掛か っ て 止ま っ て 
くれ る と いう 見 方 も で きる 。 こ れ に メモ リモ ー ド の 保護 
機能 が 加わ り , 暴走 し な い , し て も ダメ ー ジ が 少な いと 
いう 安全 な プロ グラ ミン グ 環 境 が 得 ら れる と いう わけ だ 。 


ロー カル (local) と いう の は X-BASIC や C な ん 
か の ロー カル 変数 の ロー カル と 同じ 意味 で , “Б 
所 的 と 訳す こと に な っ て いる 。 これ と 対 に な 
る の が グロ ー バ ル (global : 大 域 的 ) だ 。 ど ちら 
も (主として 変数 名 や ラベ ル 名 な どの 識別 名 の ) 
通用 範囲 (= スコ ー プ ) を 表す 用 語 だ 。 字 面 を 
見 れ ば わか る よう に 局所 的 と いえ ば ご く 狭 い 範 
囲 で の み 通用 する と いう 意味 で , 大 域 的 と いえ 
ば も っ と ずっ と 広い 範囲 で 通用 する こと を 表す 。 
通用 する で わか ら な けれ ば , "見 える "と か 
使え る "と か 意味 を 持つ " と か “(論理 的 に ) 
存在 する "と か 適当 に 読み 換え て みる と よい 。 
つい で に 挙げ て お く と , 同じ よう な 場面 で 使 
われ る (が , 意味 は 違う ) 言葉 に “ 静 的 ", "Ej 
的 と いう の が ある 。 変数 の よう に "実体 ( こ 
の 場合 一 定量 の メモ リ ) を 伴う も の ” が, F- 
っ と 存在 し て いれ ば 静 的 , 現れ た り 消 えた りす 
れ ば 動 的 と いう 。 

C だ と 多少 複雑 に な る か ら X-BASIC で いう と , 
メイ ンー ルー チン で 宣言 し た 変数 は 。 ブロ グラ ム 
の (ほとん ど ) どこ か ら で も 使え る か ら 大 域 的 
で あり , いつ で も 存在 する か ら 静 的 で ある 。 ま 
た , 関数 の 中 で 宣言 し た 変数 と , 関数 の 仮 パ ラ 
メー タ と し て 宣言 し た 変数 は , 一 部 の 範囲 (E 
言 し た 関数 内 ) だ け で 使え る か ら 局 所 的 で あり , 
必要 に 応じ て 作ら れ , 用 が すん だ ら 消 され る 運 
命 に ある か ら 動 的 だ 。 

大 域 的 な 変数 は ふつ う 静 的 で あり , 動 的 な 変 
数 は つね に 局所 的 で ある 。 ち な み に , 静 的 で も 
局所 的 な 変数 は あり うる 。 物理 的 に は ずっ と 存 
在 し て いて も 一 部 か らし か 見 えな けれ ば , や は 
り 局 所 的 と 呼ぶ わけ だ 。 

て Iink の と ころ で 出 て きた ロー カル エリ ア と 
いう の は , サブ ルー チン の 中 で 一 時 的 に 使用 す 
る た め に 確保 する メモ リ 領 域 を いう 。link を 実行 
し た 時 点 で 確保 され , unlk で 解放 され る わけ だ 
か ら , 動 的 で か つ 局 所 的 で ある 。 
ロー カル エリ ア を 用 いる 第 | の 利点 は , 一 時 


МА ロー カル エリ ア の 確保 


а) サブ ルー チン を 
呼び 出し た 直後 


sp 


SD -> 


b) sp を 強制 的 に 移動 し , 
ロー カル エリ ア を 確保 


確保 し た 
ロー カル エリ ア 


ロー カル エリ 


的 な 作業 用 に わざ わ さ ざ 固 定 の メモ リ 領 域 を 用 意 
し な く て も すむ と いう こと だ 。Ink で は スタ ッ ク 
上 に ロー カル エリ ア を 確保 する わけ だ か ら , 結 
局 は 同じ メモ リ を 複数 の サブ ルー チン で 首尾 よ 
《 共有 する こと が で きる 。 同じ メモ リ 領 域 を 使 
うと は いっ て も 確保 し た 範囲 は その 瞬間 に は ほ 
か の ルー チン で 使っ て いな いこ と が 保証 され て 
いる か ら (スタ ッ ク の 未 使用 部 分 を こっ そり 使 
う よ う な 悪い プロ グラ ム で な い 限 り ) ぶつ か り 
合い を 心配 する 必要 も な い 。 

また , 第 2 の 利点 と し て は , ほか の サブ ルー 
チン に 雲 計 な こと を 教え な いで すむ と いう 
こと が 挙げ られ る 。 一 時 作業 用 メモ リ の よう な 
自分 だ けが 知っ て いれ ば よい こと を ほか の 
サブ ルー チン に わざ わざ 教え て あげ た り , Ma 
る と ころ に 置い て お く 必 要 は な い の だ 。 ほ か 
の ルー チン を 無知 に する こと で 自分 の 独立 
性 を 保ち , 相手 の 独立 を 促す の で ある 。 

さて 。 図 A 人 に スタ ッ ンク 上 に ロー カル エリ ア を 
確保 する 様子 を 示す 。 基 本 的 に は スタ ッ ク ボ ポイ 
ンタ を 強引 に 移動 し て 空間 を 作っ て や る と いう 
だ け の こと だ 。 

図 の a) の 状態 か ら , 

subq.! #12, ѕр 
27. 
lea.| | —256 (sp), sp 

の よう に スタ ッ ク ポ イン タ を 上 直接 操作 し 減じ れ 
(2, それ ぞ れ |2, 256 バ イト の ロー カル エリ ア が 
確保 され る 。b) を 見 れ ば わか る よう に , 確保 し 
た ロー カル エリ ア は sp 自身 に よっ て ボイン ト さ 
れる こと に な る 。 また, c) は ロー カル エリ ア 確 
保 後 , スタッ ク に デー タ を 積ん で も ロー カル エ 
リア は 破壊 され た り し な いこ と を , 最後 の d) は 
ロー カル エリ ア を 解放 する に は , sp を “ロー カル 
エリ ア を 確保 する 前 の 値 " に 戻し て や れ ば よい 
こと を 示し て いる 。 

この よう に , link 命 令 を 使わ か ながく て も ロー カル 
エリ ア は 確保 で きる わけ だ が , Iink の 旨味 は 確保 


sp 


[JB link, unlk に よる ロー カル エリ ア の 確保 ・ 解 放 


a) サブルーチン を 
呼び 出し た 直後 


sp > 


a6 


sp 


b) link аб, #ー8 を 実行 


c) さら に スタ ッ ク に 
デー タ を 積ん で みる 


積ま れ た デー タ 


ロー カル エリ ア 


c) さら に スタ ッ ク に 


наана ананы ELLE Осе т ышы ыы ыы с уш с ы ы л ы у л лы у л E OE E NN OMNE 


し た ロー カル エリ ア を スタ ッ ク フ レー ム に 取り 
込め る と いう 点 に ある 。 図 B に link 命 令 を 使っ て 
スタ ッ ク 上 に ロー カル エリ ア を 確保 し た 様子 を 
FT. Zhi, 

link — a6,2—8 
に よっ て 8 バイ ト の 領域 を 確保 し て いる 。 

а) の 状態 で link を 実行 する と b) の よう に な 
る 。 直 接 sp を 操作 し た と き と 同 様 , この 時 点 で は 
確保 し た ロー カル エリ ア は sp に よっ て ポイ ント 
され て いる 。 フ レー ム ポ イン タ で ある a6 を 基準 
に すれ ば “—8 (аб)” で 示さ れる アド レス 以降 
が ロー カル エリ ア で ある 。 

c) は b) の 状態 か ら ロ ング ワー ド デ ー タ ひと つ 
を スタ ッ ク に 積ん だ 状態 だ 。sp は すでに ロー カ 
ル エ リア を 指し て いな い が , フレ ー ム ポイ ンタ 
か ら 見 た ロー カル エリ ア は 同じ 位置 “8 (a6)” 
を 保っ て いる 。 

最後 に link を 使っ て ロー カル エリ ア を 確保 す 
る 際 の 注意 点 を 挙げ て お く 。 

上 記 の 使用 例 を 見 る と 気づく よう に , Iink の 第 
2 オペ ラン ド は “— (マイ ナス ) 確保 する ロー 
カル エリ ア の バイ ト 数 "に な る 。68000 の スタ ッ 
ク は アド レス の 低い ほう に 成長 し て いく か ら , 
ロー カル エリ ア を 確保 する に は sp の 値 を 小さ く 
し て や ら な けれ ば な ら な いわ け だ 、 よっ て , link 
の 第 2 オペ ラン ド は 必ず 0 か 負 の 数 に な る 。 

また , 第 2 オペ ラン ド は I6 ビ ッ ト の 符号 付き 
数 と し て 扱わ れる の で, 指定 可能 な 範囲 は 
32768ー+32767 ま で に な る 。 が , 正 の 数 は 使う 
意味 が な い の で 実際 に は -32768~0 の 範囲 の み 
が 使わ れる 。 こ の こと は link で 確保 で きる ロー カ 
ル エ リア の 大 き さ が 最大 32K バイ ト ま で で ある 
こと を 意味 し て いる 。 

さら に , 68000 の 謎 の 制約 に より , 第 2 オペ ラ 
ンド は つね に 偶数 で な けれ ば な ら な い 。 奇数 に 
する と アド レス エラ ー 攻 撃 を 受け る こと に な る 。 
これ に 関し て は 前 ペー ジ の 『. even 疑 似 命令 の 意 
味 」 を 参照 し て も らい た い 。 


d) sp を 元 に 戻し て ロー カル 
エリ ア を 解放 する 


sp つっ つ | リタ ー ン アド レス 


d) unik аб を 実行 


デー タ を 積ん で みる 


sp— 
確保 し た - 8(a6) -8(a6) 


積ま れ た デー タ 
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CGA シ ステ ム の 応募 は 先月 末 で 締め 切り 


, どう 
ТА). ӨЗЕК は だ 対応 し ます 。 LI A 


か ら 申 し 込ん で も いつ 発送 で きる か 見 当 が つき ませ ん し , 
実費 も 若 土合 く つき ます 。 ま だ マニ ュ ア ル が な くだ な っ た 
時 点 で 打ち 切り と いう こと も あり ます の で , その 節 は ご 
TRISCO (の ン * な どど は お 返し し ます 

る て, 今月 か ら 63 カ月 連続 で 動き の デザ イン に つい て 
取り 上 げ よ うと 思っ て いま す 。 今回 は まず 手始め と いう 
こと で , FEFE の 使い 方 で す 。 私 自身 は , まだ あま 0 ЕЕЕ 
111722 dc これ か ら 3 カ月 の 長 
丁 場 に 備え て 体調 を 整え る と いう 意味 で そろ そろ 三保 
若 に パト ホン ダッ タチ し よう жима は 後半 の 「 こ 
ん が も きとう する 」 増 央 て 。 ま た ね お 会 いし まあ しょう 。 
5440, る さよなら , さよ な ら 。 


と いう こと で , 強引 に 原稿 を 押し つけ られ た だ “CPU = 
IE TT., FFER, 皆さん か ら 「 使 い に く い 」「 バ グ が 多 
い 」 な ど な ど , だ い へ ん 苦情 の 多い プログ ラム で す が , 
で れれ は ホー ゼン と 言わ せ て て もら に いま も し まう 。 

PES, САР, REND, な ど は 確か に 高 機能 で , 使い 勝 
手 の よ い , “完成 度 の 高い に に プロ グラ ム で す 。 で も それ 
は , 今日 皆 き ん の 手 に 渡る まで , 過去 数 年 の 間 に 何 度 も 
何 度 も 試作 と 仕様 変更 を 繰り 返し て きた 結果 な の で す 。 
FFE は 今回 の CCA シス テム の 配布 の た め に , 取り あえ ぇ ず 
則 区 し だ た ジョ グラ ム な が の て すか ら 。 一 緒 に し な いで くだ 
с 


こく て い FEE だ っ て 2。 3 年 つけ て お けり ば いい 
に な り ま す 。 その だ た だめ に も , ユー ザー の 皆 
ケー ト , 提案 , 叱 喉 激励 を お 待ち し て い 
(マウ ス 対 応 と か , LOAD 機 能 と か , 構造 体 へ の 対 
応 な ど は 本 人 も 十分 承知 し て いま す 。 スイマセン) 。 さ て 
肝心 の FEFE の コツ な の で す が , CAD の ょ うに 高 機能 で も 
な いじ 。 デ トド リピ ュー トド の よう に ユー ザー 側 の / ウ ハツ 


108 от x 198912. 


ЕЕЕ (フレ ー ム ファ イル エディ タ ) は 動き の デザ イン ツー ル で す 。 
完成 予想 図 を 見 な が ら 動 き の デ ザイ ン が で きる と いう メリ ッ ト が ある 
こめ, 使用 頻度 の 高い ツー ル で す が , 
い に く いと の 
\ 方 の コツ を 公開 し て も らい まし ょ う 。 


CGA シ ステ ム の 中 で も も っ と も 
定評 も あり ます 。 そ こ で , 開発 者 の 三保 君 自ら FFE の 使 


の 蓄積 も な いし , マニ ュ ア ル の 第 3 章 で も 詳し く 解 説き 
で いる の て 。 実は あま り 書 く こ と が だ な だい の て す 。 妥 は 
FFE を だ まし だ まし , うま く 使 っ て や ろう と いう こと で 
Te 
で @FFE を 始め る 前 に 

ます 12, WAG HKL Ç (ТТАР, Cou PST, 
それ は , その 紙 に 簡単 に 動き を 描い じ て お く か ら で す 。 あ 
な だ が 今 プ 三 メ ーション を や 作る と し だ た だら, と ん な 動き に 
し ます か ? 車 の レー ス と か , ボー ル が 跳ん だ り 跳 ね た 
りす る も の で て すか? いき な り FFE の 画面 を 見 て いて 
も 思い つく も の で は あり ませ ん 。 まず, どの 物体 が どの 
まう な 動き を する の か が か,。 ラン ジン スケッチ で いい で すか らち 。 
紙 に 反 い だ ほう が ラク に な る の で す 。 マ ニュ アル を 持っ 
て いる 人 は , 第 3 章 32 ペ ー ジ に よく わか ら な い 参 考 例 が 
-— — 

са, 実際 に FFE を 使っ て み ま し ょ 2 う 。 
⑧ 背 景 設定 の 使い 方 

背景 設定 な ど と 大 げき に 言っ て いま す が , 現在 の バー 
ジョ ン で は , た だ 単に 指定 され た 色 で 画面 全体 を 塗り つ 
ぶし た 上 に 作画 す る だ け で す 。 使い 道 と し て は , 水色 に 
し て 空 に する , 赤く し て 夕焼け に する , ある い は 青く し 
て 海中 の 雰囲気 を 出す , と いっ た 程度 の こと で す 。 逆 に 
背景 設定 を し な けれ ば 物体 を 作画 し な か っ た と ころ は 浮 
明 と な り , 他 の 画像 ファ イル と 重ね 合わ せら れ ま す 。 

た だ たとえ ば, 山間 を 飛ぶ 飛行 機 の シー ン を 作る と き , Ж 
京 の 山々 と 飛行 機 を 別々 に 作っ て あと か ら 合 成す る と い 
う よ う だ な こと は よく あり ます 。 cog, 飛行 機 の 動き を 


デザ イン する と き に , バッ ク を 背景 設定 で 空 の 色 に し て 
まう と , も う 山 々 の 画像 ファ イル と は 合成 でき な く な り 


ます 。 こ の 場合 背景 設定 を 使う の は , 
画像 を デザ イン する と きだ け で す 。 
同様 に , 空 の 部 分 に ZsSTAFF で 描い た 絵 を 利用 し よ 
うと し た 場合 , 山々 の 画像 も 背景 設定 を せ ず , 透明 の ま 
ま に し な けれ ば いけ ませ ん 。 それ か ら , 背景 設定 は 1 回 
し か 設定 で きま せん 。 途 中 で 変更 し た 場合 、 いじ ちば ん 最 
後に 設定 し た も の だ けが 有効 と なり ま す 。 1 フレ ー ム 目 
は 青色 , 100 フ レー ム 目 は 赤 に し て , だ ん だ ん 夕焼け に な 


背景 と な る 山々 の 


っ て いく 様子 を 表現 する な ん て 器用 な こと は で き な い の 


て す 。 お む わ に に て さま 。 
QC BORSE 
REND で は , 平行 光線 , 点 光 源 を 複数 配置 で き , ライ 


ティ ング も 凝っ た こと が で きる の で す が , FFE で は まだ 
サポ ー ト し て いま せん 。 光源 の 設定 は ベク トル な ども ゎ 与 
えな いと いけ な いい だめ, めん どう くる が っ て デフ ォ ル ト 
(な に も し な けれ ば 自動 的 に 与え られ る 値 ) に し て いる 
方 が 多い よう で す が , 物体 の 見 ば を が いい よう に する た 
め に は 大 切な が こと で す 。 き っ ちり 与え を まし ょ う 。 

光源 の デフ ォ ル ト の 向き は , (一 3, 一 2, —4) と な っ て 
いま す 。 これ は 物体 の 正面 か ら 見 た と き , つま り 物 体 よ 
b X 座 標 が 大 き な 点 に 視点 を 設定 し た と き に , 物体 に 当 
た る 光 が ち ょ うど 右 斜 め 上 か ら 6 差し 込ん で いる よう に な 
り ま す 。 СОН ЕЗ ЫЗ ОН; ライ ティ ッ 
グ の 最も オー ソ ド ッ クス で 自然 な や り 方 で す 。 で すか ら , 
物体 が 原点 付近 に あり 視点 が X 軸 (この 場合 Y、 Z 軸 で 
b 同様 ) の 負 側 に ある の に 光源 設定 を 直 き ない と , や け 
- 暗 い 絵 に な っ て , 凹凸 も わか り に くく な っ て し まい ま 
T (いわ ゆる 逆光 の 状態 )。 視 点 が X 軸 の 負 の 側 に な っ て 
いる の な ら , 光源 の ベク トル は X 軸 の 正 の 向き に し て (3, 
—2, —4) 22-2 22. 

まだ, 中 心 と な る 物体 が 飛行 機 や 宇宙 船 と し いっ た 浮遊 
көлі о у жил. 
きん ル まず 。 ペク oro) Z Nm pt (3,—2, 4) 0 
よう だ し ます 。 

次 に 光源 の 色 で す が , これ も な か な か 表現 力 に 味 を もつ 
ける も の で す 。 夕 焼け を 表現 し た いと き は 赤く 〈, 海中 な 
ら 青 く し ます 。 色 の 与え 方 は アト リ ビ ュ ー ト と 同じ RGB 
AAC To か 6 まま て です の て 。 ILLETAJLT:S 
1 に な り ま す 。 夕 焼け を 表現 する の に , 光源 の 色 は 白 の 
まま て で 物体 の 色 (アトリビュート ) を あら か じ め 赤 くす 
る 方 が いら っ し ゃ いま す が , これ は いけ ませ ん 。 ほか の 
シー ン で の 流用 が や り に て て な り ま すし 。 9HCENHGS 
れ て いな い 影 の 部 分 まで 赤く 《 な っ て し まい ます 。 


先月 号 で も 少し 触れ まし だ が, 色 を 使い すぎ て 画面 全 
体 が まとまら な いよ うな と きも , 光源 に ちょ っ と 色 を つ 
ける こと で 雰囲気 を 整え ん る こと も で きま す 。 この 手法 は 
ちょ っ と ポイ ント が 高い で す よ 。 
を それから , 光源 も 1 回 し か 設定 で きま せん 。 
更 し た 場合 , いち ば ん 最後 に 設定 し た も の 7 
な り ま す 。1 フレ ー ム 目 は 青色 , 100 フ レー ム 目 ー 
С, だ ん だ ん 夕焼け に な っ て いく 様子 を 表現 する な ん て 
健 用 が こと は で き な い の で す 。 ゴ メン ネ 。 
信 視 点 は 急 に 止ま ら な い 

ここ て で て, FFEORmAHn*vilhUtoemRucuvLivi 
To FFERI? も の すべ て を スプ ライ ン に よっ て 補間 し 
て し まい ます (た だ た だし, 与え られ だ た 点 が 2 点 の 場合 は 直 
線 補 間 と 同じ 意味 に な り ま す )。 ス プラ イン 補間 に つい て 
DELS ERR OOW MZ に 任せ る も と し て と か く こ 
こ で は 「 指 定 さ れ た 点 を 滑ら 6 か に つ な で 」 と 理解 し て 〈 
だ きい 。 その だ ため に , まっ す で 進 ん で 急 に 直角 に 曲がる 
tL», その 位置 で び た っ と 停止 する こと が で き な い の で 
す 。FFE で 上 記 の よう に 設定 する と, 曲がり きれ ず に オ 


第 2 回 アマ チュ ア CG ア ニメーション コン テ 
スト 」 の 締め 切り まで あと | カ月 で す が , Ба 


そり 入賞 の コツ を お 教え し ま Ls 2221, ` 
の コン テス ト で は 作品 と し て の 完成 度 が ある 程 


も いい , イン パク ト の ある も の "が 好き な ん だ 
そう で す 。 さらに, オリジナリティ, 新しい ア 


ん の 作品 制作 は 順調 で すか ? 現在, 正式 に エ 度 要求 され ます 。 昨 年 度 の レベ ル を 考え て も , プロ ー チ , 単なる 努力 と 根性 も 評価 され ます 。 
ント リー し て いる 作品 は まだ あり ませ ん が , $ — “CGA シ ステ ム を 使い 。 と りあ え ず 数 カッ ト 作 ЖБ, 一 発 ウ ケ 狙 いで も よい と 思い ます 。 パロ 
加 作品 の 制作 の うわ さ は か な り 入 っ て いま す 。 っ て つなげ て み ま し た "的 な 作品 は まず 選 外 と ディ に つい て は , 単なる 人 マネ を 越え て いれ ば 
皆さん も ぜひ 頑張 っ て くだ さい 。 な る で し ょ う 。 十分 オリ ジ ナ リティ が ある と 受け 止め て いま す 。 


пБ, この コン テス ト で は , 鳥取 大 学 の 「ART 
-2」 の よう に , D6GA CGA シ ステ ム 以 外 で 制作 さ 
れ た 作品 も 大 歓迎 で すし , も ちろ ん 機種 は 問い 
ませ ん 。 詳 しい 応 募 規定 な ど は , 先月 号 を ご 覧 
くだ さい 。 当 チー ム ま て 封書 に て こ ご 連 絡 い た だ 
けれ ば , 応募 用 紙 (マニ ュ ア ル に 掲載 され て い 
る も の と 同じ も の ) を お 送り いた し ます 。 

さて 今回 は , この 連載 の 読者 に 限っ て , こっ 


特別 審査 員 の 方 々 は , 皆さん 好み に 差 が あり 
ます の で , “こう いっ た 作品 は 有利 だ " と いう 傾 
向 は 特に あり ませ ん 。 野地 先 生 は 女性 だ け あ っ 
て 感性 に 訴え る 芸術 的 な も の を 好ま れる だ ろう 
L, 「PIXEL」 の 河内 編集 長 は CG の 専門 家 だ け あ 
っ て 技術 力 を 鋭く 見 抜き ます 。 私 は 映像 作品 と 
し て の スト ー リ ー や 構成 な ど に 結構 こだわ る つ 
も り で すし , Oh! X の 前 田 編 集 長 は "は っ た り で 


来年 2 月 末 に 東京 市 ヶ 谷 で , 3 月 初め に 神戸 
三宮 で , 入選 作品 の 上 映 会 を 行い ます 。 当 方 の 
希望 と し て は 全国 各地 で 行い た い の で す が , 会 
場 の 用 意 が で きま せん 。 日 曜日 に 一 般 の 方 も 入 
れる よう な 会 場 (教室 や 市 民 会 館 ? ) を 手配 し 
て くだ さる 方 いら っ し ゃ いま せん で し ょ うか 7? 
心当たり が ある 方 は 当 チ ー ム の 「 会 場 に 心 当 た 
り が ある ん だ けど な ぁ 」 係 まで 。 
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ー バ パー ラン し だ か ひ 。 


これ が 物体 の 場合 だ と う 
. ME 
2$ C3 
ト , ある い 


停止 せ ず に 行き 過ぎ て を の あと 後進 
т.” 

まく ご ま か す 方 法 $ も ある の で 
合 は どう し 
進ん どい る カッ ト と , л 
は その 位置 で 停止 し た カッ ト を 別々 に 作画 


よう も あの あり ませ ん 。 2 


©, アニ メー ショ ン の 段階 で や っ つけ て 《 だ さる い 。 


@ 画 角 に つい て 


画 角 は 視野 の 角度 で デフ ォ ル ト で 60 度 に 設定 され て い 


ます 。 画 角 を 大 きく する と 魚眼レンズ の よう な 効果 が 得 
ой, 画 角 を 小さ くす る と 望遠 鏡 を 見 て いる よう か 効果 


が 得 ら れ ま す 。 


белден н 


画 角 を 大 きく する と , 遠近 
кё Жк Nord ve 
紙 の 上 で する と き , 視野 を 表す の に 
Wo ド と いえ ます 。 
自然 な 感じ を 出す と き は も и ае 
40 度 で らい に し て ょ ま 間 題 は あり ませ ん 。 
す だ め に 画 角 を も っ と 大 きく 〈《 す る こと も あり ます が , だ 


CG6 しい 


う の も 天 き い メ 
My 。 


‚ 立体 感 が 強調 され, 


三角 形 が 使 を る と い 


ЖС, 迫力 を 増 


ん だ ん 不 自然 な 絵 が びき る の で , 75 度 が 限界 で し ょ 5 


2475 

レー ム 目 は 70 度 , 

. IH 5 bl 
依 画 面 回 転 の 使い 方 


の 


ズー ム ア ッ プ の よう な 効果 を 得る た め に , 17 
と 100 フ レー ム 目 は 30 度 に し て お いて 。, 
- 08 аа шақта ЕС азат» 


НЕЗ, だ た と えば 首 を か し げた 状態 で 見 て いる 
` 視線 を 軸 と し て 画面 全体 が 回 転 し ます 。 こ 
画面 則 転 を 時 間 的 に 変化 きせ て ぐる ぐる 回 す よ うな こ 


と は ほ は 。 ドッ クジ アイ トド か どの アグ クン ョ ン ン シー ン で しい に 


先月 は お 休み し て し まい , 申し 訳 あ り ま せん 
で し た 。 ち ょ うど 大 学 の 試験 期間 と 重なっ て 私 
は 身動き が 取れ な く な っ て し まっ た の で す 。 
さて , 私 が 試験 で 死ん で いる 間 に も , 続々 と 
作品 が 届き まし た 。 こ れ ま で に も いろ いろ と 炒 
な 手紙 や ハー ド デ ィ スク (1) な ど が 送ら れ て 
き て 葉 い た こと が あり まし た が , また 違っ た 意 
味 で 区 いて し まっ た の が この 方 , な ん と 「 自 衛 
隊 ・ 第 三 輸送 航空 隊 ・ 修 理 隊 ・ 油 圧 分 隊 ( お お ! 
な ん や 知ら ん けど すご い ! )」 勤 務 の 村上 公 三 さ 
A Cd, BEC, X68000 持 っ て て , そし 
て CGA シ ステ ム を 申し 込ん だ 人 , こん な 「 理 想 の 
結婚 相手 」(? ) の よう な 人 が いる と は ! や は 
り 世 間 は 広い ん で すね 。 

肝心 の 作品 で す が , 村上 さん の 日 常 生 活 を 描 
いた 作品 「 美 保 基 地 (米子 空港 ) 上 空 を 飛ぶ F86 
F プ ルー イン パル ス 」, 「 飛 び 立 つ KVI07」 で す 。 
村上 さん が 整備 し て らっし ゃ る と いう C-| 輸 送 
機 も ちゃ ん と 写っ て いま す 。 ブ ルー イン パル ス 
は いか に も ブル ー イ ン パ ルス と いっ た スピ ー ド 
感 の あふ れる も の に な っ て いま すし , KVI07 も 
妙 に リア リティ が あり ます 。CGA シ ステ ム を 使 
い 始 め て すぐ に . これ だ け の 動き を デザ イン で 
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し か 使い ま は せん (見 て いる ほう が 疲れ て し まい ます )。 し 
か し , 一 定 し だ 値 で 少し ( 土 15 度 ) で らい に 傾け て いて も 
あま り 違 和 感 が な 〈《, 構図 の 点 で ちょ っ と し た アク セン 
ト と し て 意外 に 効果 が あり ます 。 で も , 土 どちら 側 に 
程度 傾け る か と いう こと は , 高度 な セン ス を 要求 され る 

C, 上 級 者 向き の テク ニッ ク と 言え る で し ょ う 。 でき 
た 画像 が な に か 物足りな いと いっ だ た と き に は , 試し て み 
を や よい の で は な いら でしょ うか 。 

る @ ス ケー ル を 変更 する 「 十 」, 「 三 」 

は 隅っこ に 書か が れ て いる の で す が , この キ 
ー は 結構 使 を ます 。「 十 」 キ ー を 押す と , 原点 を 中 心 と し 
て 平面 図 と 側面 図 の 見 える 範囲 が , 2, 5, 10, 20 倍 に 
広がり ます の で て で, 広範 囲 に 渡っ て 動く デザ イン の と き に 
利用 し ます 。 逆 に 「 三 」 を 押す と , 1/2, 1/5 と いう 
ょ よう に , 原点 付近 の アッ プ と な り ま す 。 細 か い 設 定 を す 
る と き に 上 真価 を 発揮 し ます 。 こ の よう に し て 平面 図 , 側 
面 図 の 見 える 範囲 は , 最低 で は X 軸 Y 軸 と も に 土 320, Hx 
大 て は 才 32000 ま て と 上 な っ て いま す 。 

@ 木 を 植え る と き の 「/」,「*」 

だ た と えば 木 を 植え る と き は , 通常 地面 (Z 座 標 が 0 ) に 
根 を 置き , Z 軸 座標 が 正 の 空間 に 幹 を 伸ばし ます 。 つま 
b, Z 座 標 の 負 の 領域 を まっ だ くく 使用 し な いわ ゎ も け で す 。 
家 や 車 の 場合 も 同様 で す 。 


IT JW 


FFE の 側面 図 ! は 中 心 が 原 点 に な っ てい i す が, > Т” 
は 下 半 分 が 無駄 に な か っ て し まい ます 。 227, キー 


を 押す と , 側面 図 の 原点 が 下がり , 正 の 領域 だけ を 表示 
する よう に な り ま す 。 そ し て 「※*※」 キ ー を 押す と 原点 が 
中 央 に 戻り ます 。 


LO bw Tf tta Тез キー で す が ,、 これ ら は いつ 


寺田 の 教育 的 指導 ・ 世間 は 広い ! 


きる と いう こと は 村上 さん は か な り の CGA ゴ コ 


の よう に 次 々 と 頂点 を 入力 し て いけ ば よい の で 


ロ を 持っ た 方 な の で し ょ う 。 

村上 さん は も う ひ と つ , いか に も OhIX の 読者 
が 喜び そう な (7) 作品 を 送っ て くだ さい まし 
た 。 こ れ は な か な か か っ こい い 日 ボット で 、 う 
ちの アニ メッ ファ ンー も 感心 し て いま し た 。 私 は よ 
くわ か ら な い の で す が こ れ は 何 か の アニ メ に 出 
て くる も の な の で し ょ うか 7 ニ メ ン ファ ンー 氏 
は 見 る 人 が 見 れ ば わか る と いっ て いま し た が 
と も か く , と て も モデ リン グ の セン ス が いい 
の で こん な 揚げ 足 を 取る よう な こと を 言い た く 
な い の で す が , と ころ どこ ろ 面 と 面 の 間 に 隙 間 
が ある よう で す 。 た ぶん CAD の 「 最 近 点 」 機 能 を 
まだ ご 存じ な い の だ と 思い ます 。CAD で 何 も 考 
えす に どん どん 較 を 作っ て いく と 。 そ こら じゅ 
う 隙間 だ ら け に な っ て し まい ます 。 面 の 横 に つ 
な げ て 面 を 作る と き に は , 原則 と し て 既存 の 点 
を 出発 点 に し て くだ さい 。 具体 的 に は , 次 の 面 
を 作り 始め る 既存 の 点 の 近く に 3D カ ー ソ ル を 
持っ て いっ て , 「 最 近 点 」 と や り ま す 。 すると, 
カー ソル は 正確 に 既存 の 点 の と ころ へ 移動 し ま 
すか ら , そこ で 「 点 確定 」 し て , あと は いつ も 


す 。 もちろん, より 多く の 既存 点 を 使っ て 面 を 
作る こと も あり ます 。 そ の 場合 は その つど 「 最 
近 点 」 を 使っ て くだ さい 。 こ うす れ ば 面 と 面 が 
びっ た りつ な が り ま す 。 そ て それと, 送ら れ て きた 骨 
止 画 は 立体 感 が 少し 不足 し て いま し た の で , 私 
が 簡単 に 手 を 加え て み ま し た 。 ま ず , PUE 
ュー ト の アン ヒエ ント を 少し 小さ くし まし た 。 
また , 光 は 平行 光線 の み で し た の で , 点 光 源 を 
ロボ ッ ト の 左 斜 め 上 に 置い て み ま し た 。 あ と , 
せっ か く の 細 か い モ デリ ング な の で REND で 作 
画す る 際 に 5I12 ド ッ ト モ ー ド に し て , 2 ë? >=> 
エイ リア ン ン グ を か け て み ま し た 。 光 の 絵 と 比 
べ て みて くだ さい 。 

全体 的 に 見 れ ば , 初め て で これ だ け の も の を 
作ら れ た の で すか ら , これ は 「 技 あり ! tt 
ね 。 あ と は も う 少 し アト リピ ュー ト を 研究 し て 
みて くだ さい 。 

今年 も CGA コ ン テ ス ト を 開く 予定 で す が , い 
ろ い ろ と 送ら れ て くる 作品 を 見 て いる と , 昨年 
を は る か に 上 回 る 盛り 上 が り に な り そ う な 気 が 
し ます 。 これから も 皆さん の 意表 を つい た 攻撃 
を お 待ち し て いま す 。 それで は また 。 


で も 使用 可能 で す (も ちろ ん 出力 ファ イル 名 の 入力 時 な 
ど は 除く )。 特 に 物体 設定 の と ころ で 役立つ で し ょ Э. 

あと 注意 事項 と し て , 物体 選択 モー ド で も 使わ な い ほ 2 う 
が よい で し ょ う 。 なぜ な ら , 平面 図 と 側面 図 の 物体 お ょ 
び 視 点 や 視野 の 線 は , 書き 換え を 行い ます が , 選択 カー 
ソル は 書き 換え を 行い ませ ん 。 で すか ら , これ ら 6 の キー 
CM TI. 要ら ころ を 指し て し まい ます 。 た だ し 、。 f 
こ で また 選択 する と , 選択 カー ソル は , 正しい 位置 を 指 
342410953 у^ 

@ 中 止 の と き は 「ESC」 

を それぞれ の 機能 の と ころ に きち ん と 中 止 の メニ ュー が 
あり ます が , ESC キ ー の ほう が 速い し , 必ず ひと つ 前 の 
状態 に 戻る は ず で す 。 ま た だ た, ESC キ ー を 押し 続け て いれ 
ば メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます の で , 次 の フレ ー ム を 設定 
し に いっ た だ たり, 終了 る せ だ りす る こと が 手早く で きま す 。 
カー ソル で 中 止 を 選択 し よう と する と , 慌て て 作画 や 実 
行 を し て し まい , よけい な 手間 が か か る こと が あり ます 。 
代数 値 入 力 は 「 リ ター ン 」 不 要 

物体 設定 に な いひ て いろ いろ な 数 値 を 入力 し な けれ ば い 
け な い の で す が , ひと つ 入 力 す る だ びに リタ ー ン を 押す 
の は や め ま し ょ う 。 リ ター ン を 押す と その 時 点 で 平面 図 
と 側面 図 む 書き 換え ます 。 (0, 0, 0 に あっ た 物体 を 
(100, 100, 100) に 移す と き , Х, Y, Z 座 標 を 入力 す 
る だ び 書 き 換 えて いた だ た の で は , 時 間 が か か っ て し よう が 
あり ませ ん 。 入 力 項 目 間 の 移動 は カー ソル キー で 行い , + 
べ で て を 入力 し た あと で リタ ー ン を 押す よう に し まし ょ う 。 
@ フ レー ム ナ ン バ ー は , 1 フレ ー ム ずつ 設定 し な い 

0 フフ ピ ー ム お わる カウ ツ ト を 設定 し よう と し た と さき さ 。 50 回 
相 定 よる よう が パカ な こと は 決し て し が いで く 《 だ さい 
(FF の 意味 が あり ませ ん )。 スプ ライ ン 補 間 は , 指定 す 
る 点 を 増やせ ば 増やす ほど 滑ら か る が な く 《 く なり ます 。 1 
回 曲がる た め に は 3 点 も 指定 すれ ば 多 す ぎる で らい で す 。 
⑧ 直 進 さ せ た い と さき 

直線 的 に 動か す と き は , 最初 の フレ ー ム と 最後 の フレ 
ー ム だ け 設 定 す れ ば よい の で す 。 し か し , 指定 し た ポイ 
ント が 3 点 以 上 あっ だ と し て も , すべ て が 直線 上 に 乗っ 
て いれ ば 当然 直線 と な る の で す が , 指定 する 点 の 間隔 に 
差 が ある と, 滑ら か に スピ ー ド が 変化 する よう な 動き が 
表現 で きま す 。 

人 @ 直 角 に 曲がり た いと き 

だ と えば 映画 「RON」 の 中 に あっ た ライ ト サ イ クル 
の よう に , まっ すぐ で 突っ 込ん で , ある 点 で カク ッ と 曲 が 
る よう な 動き を し たい 場合 ,。 その まま スプ ライ ン に か け 
て し まう と 滑ら か に し か 曲がり ませ ん 。 

を そこで, 以下 の 手順 の よう に し ます 。 1) まず 第 1 フ 
レー ム で 希望 の 位置 に 設定 。 2) 第 10 フ レー ム で , 進み 
だ た いと ころ に 位置 を 変更 。 3) そし て そこ で 「 削 除 」 を 
選び その 物体 を 削除 。 4 ) 今度 は , その 位置 に 新た に 同 
じ 物 体 を 追加 。 を その と き 向 き (Z 軸 を 90 度 回 す ) を 変え 


て お で こと や を 拓 れれ な いよ うに 。 5) そし て 此 20 プ レー ム 
で 進み た いと ころ に 位置 を 変え た れ ば , すべ て 終了 で す 。 
この よ ょ うに する と まず 最初 の 10 フ レー ム の 間 直 進 し , Z 


め に , その 部 分 の 前 後 で その 物体 を 定義 し な お 
に すぎ な い の で す が , 直角 に 曲がる 以外 に も し 
用 が 効き , 急 停止 や , 曲線 運動 か ら 6 直 線 運動 に 移る こと 
な ど が で きま す 。「 削 除 」 と いう 機能 は , 念じ る フレ ー ム 
の ひと つ 前 の フレ ー ム まで 存在 する よう に し て いま す の 
Tre グリ うこ と が て きる の て す 。 
@⑱@ フ レー ム ナ ン バ ー の 設定 は 自由 
フレ ー ム ナン バー の 設定 は , 最初 は 必ず 1 フレ ー ム 目 
か ら 設 定 し な けれ ば いけ ませ ん が , 小さ るい ほう か ら 6 大 き 
い ほ う へ 順番 に 指定 する 必要 は あり ませ ん 。100 フ レー ム 
目 を 設定 し た あと に , 50 フ レー ム 目 を 用 意 す る こと も で 
きま す 。 ま た だ, 一 度 設定 し た フレ ー ム に 再び 入っ て , 修 
正 , 確認 を 行う こと も で きま す 。 
人 @ 似 た フレ ー ム を 流用 する 
新しい フレ ー ム を 設定 する と き に , 既存 の フレ ー ム か 
ら 変 更 す る こと が で きま す 。 だ と えば , 1 フレ ー ム か ら 
90 フ レー ム ま で 10 フ レー ム ご と に 設定 し て い だ と し ます 。 
次 に 100 フ レー ム を 設定 し よう と し た し とき, 自分 が 作ろ 2 
と 思っ だ フレ ー ム が ,。 30 フ レー ム と よく 似 て い だ と し ま 
す 。 を の と き , まず 30 フ レー ム を 呼び 出し を の あと で 100 
フレ ー ム に 設定 すれ ば , 30 フ レー ム の 状態 を 基本 と し て , 
100 フ レー ム を 設定 する こと が で きま す 。 
* 

以上 が FFE の 使い 方 の ュ コッ で す 。FFE は , より 使い や 
すく 《 す る た め 現 在 も 改造 中 で す 。 も ちろ ん , 自分 で も 努 
力 は し て いく 《 つ も り で す ( 今 の 時 点 で も だ いぶ 改良 され 
Cozy) が , 皆さん の ご 協力 も お 願い いた し ます 。 


DoGA・CG ア ニメーション 


「 こ ん な と きど ご どうする"」 増 刊 号 


現在 届い て いる だ くさ ん の アン ケー ト を 見 る と, #3 
ん た 周 じ よう な トド トラ クル を 揚 え て いる こし と に 気づき まし た 。 
今回 は , 特に 初心 者 の 方 が “は まり "そう な 問題 に つい て 
解説 し ます 。 こ の 連載 中 に , も う 一 度 で らい 特集 を し た 
いと 思っ て いま す の で , 当 プ ロジ ェクト ルー ム 「 こ ん な 
と きど うす る ?」 係 へ , お 便り お 待ち し て いま す 。 
〇 大 いな る か ん ちがい 
1) スタ ー ト アッ プ メ ニュ ー が 出 な く な っ て し まっ た 

スタ ー ト アッ プ メ ニュ ー は CGA シ ステ ム を 使う 前 に , 
2 ッッ クア プッ ジグ 、 ハ の ハードディスク で の イシ ジス トー ル , ザン 
プル アニ メー ショ ン の 表示 な と ど を 行う だ た め の プ ログラム 
で す 。「CGA シ ステ ム を 初め て 起動 し た と き に は ちゃ ん 
と 現れ だ の に , に つの 間 に か 現れ な ね なく な っ て し まっ た 。 
どう 所 ら 調 っ て グロ グラ ム を ひび ひ 6 つ し て し まっ た だ よう 
OC, 直し て くだ る い 」 と の お 手紙 が 何 通 か あり まし 
зе 

スタ ー ト アッ プ メ ニュ ー が 起動 する の は 最初 の 1 回 だ 
け で す 。 以後 は 直接 PES(CGA 制 作 ウ ツィン ドウ シス テム ) 
が 起動 し ます が , 安心 し て お 使い くだ さい 。 

な お , も う 一 度 ス ター ト ア ッ プ メニ ュー を 表示 する 必 
要 が で きだ 場合 は コマ ンド ライ ン 上 か ら 6 (CGA シ ステ 
ム を 終了 し た 状態 か ら ), 

B:\>copy a:autoexec,sta  a:autoexec, bat 

と する だ け で , 入手 し た と き の 状 態 に 戻り ます 。 

2) デー タデ ィ ス ク を 作る の に MKDATA を 使う 

MKDATA は , マニ ュ ア ル の 第 3 章 「CGA 制 作 入門 」 
を 実行 する だ め の デ ィ ス ク を 作る バッ チ フ ァイル で す 。 
で すか ら , 通常 の ダー タデ ィ ス ク は ご くく 普通 に フォ ー マ 
ッ ト き る れ た も の を 使え ば よく , MKDATA を 実行 する 必 
要 は あり ませ ん 。 
〇 オプ ショ ン が 使え な い 
1) オプ ショ ン と は な に か 

8 月 飼 で 6 少し 取り 上 げ ま し だ た が, オプ ショ ン と は デ 
ログ ラム を 実行 する と き の 条 件 みた いな も の で , だ と を 
ば AUTO( 自 動 生成 ツー ル ) で は 通常 Z 軸 に 《 る 〈《 る 回 
る アニ メー ショ ン を 生成 し ます が ,/ 論 オプ ショ ン を つけ 
る こと で X 軸 回 転 に まだ た /M や / し オプ ショ ン を つけ る 
こと で 一 直線 に 動く アニ メー ショ ン と な り ま す 。 

この よう に , その 時 々 に 応じ た オプ ショ ン を つけ る こ 
ӨЖС, 初め て 各 プ ログ ラム の 実力 が 発揮 で き る の で す 。 
s プ ショ ン に 慣れ て くる と , むせ しろ な に も オプ ショ ン を 
"に プロ グラ ム を 実行 する こと の ほう が 少な く な っ 
すす 必ず す マ スタ ー し まし ょ う 。 ま だ オプ ショ ン は 
を の 内 容 に よっ て , 一 度 に 複数 指定 で きる も の と そう で 
な いも の , 引数 を 必要 と する も の し な いも の が あり ます 。 
2) オプ ショ ン の つけ 方 
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通常 REND は 1 フレ ー ム 目 か ら 作 画す る の で す が , (Е 
画 中 に 中 断 し た の ち , その 続き を 再開 し だ た いと いっ た ケ 
ー ス は よく あり ます 。 こ こ で は 具体 的 な オプ ショ ン の つ 
け 方 と し て , REND (スキ ャ ン ラ イン レン ダラ ) 0/54 
プシ ョ ン で 作画 の スタ ー ト フレ ー ム を 62, つま り 62 フ ン レ 
ー ム 目 か ら 作 画す る よう に 変更 し て み ま し ょ う 。 

PES (制作 環境 ウィ ンド ウン システム ) か ら REND を 呼 
び , 必要 な ファ イル を 指定 し た あと , REND の コマ ンド 
実行 ツウ イン ドウ ツウ の 右 下 の 「 オ プシ ョ ン 」 を クリ ッ ク し ま 
す 。 す る と 右側 に オプ ショ ン ウ ィ ン ド ツウ が 開き ます 。/S 
(スグ ー ト ドジ レー ム の 宣 定 ) と 者 いで て ある を ころ を クリ 
ッ グ し てく だるい 。 マ ツタ ス カー ソル が 消え ん! 79 Lg 0 
横 に カー ソル が 現れ まし だ た 。 こ こ に 「62」 を 入力 し , Y 
ター ン す る と 再び マウ スカ ー ソ ル が 現れ ます の で 
も の と お り 「 実 行 」 を クリ ッ ク し て くだ きい 。 こ 人 で 62 
フレ ー ム 目 か ら 作 画 し ます 。 

この 例 は , 引数 と し て 数 字 を 与え を まし た が , RENDO 
場合 ./O オ プシ ョ ン (出力 ファ イル 名 の 変更 ) の よう に 
引数 と し て 画像 ファ イル 名 (文字 列 ) を 与え る 場合 も あ 
り ま すし ,/N (画像 ファ イル を 出力 し な い ) の よう に 引 
数 を 必要 と し な い 場 合 も あり ます 。 

gis, オプ ショ ン の 種類 と その 内 容 に つい て は , マニ 
ュ ア ル の 第 5 章 を ご 覧 くだ さい 。 特 に 重要 な オプ ショ ン 
を 挙げ る と 以下 の よう に な り ま す 。 


い つ 


AUTO /V,/M 
MIRR /М, /О 
OVLAP  /D,/O,/F 
РШЕ /O 
REND HS BT CA GL OL VD 
SAVE LW 
SLIDE /О 
SRANIM /T,/M, /L 
〇 ちゃ ん と 作動 し な い 


1) CAD の BGM が 使え な い 

CAD (モデ チリ シク ツー ル ) は グロ グラ ラム ふ 邊 作 が 大 き 
(, まだ た データ エ リア も 広く 取る 必要 が ある だ め , メモ 
リ が 1 M バ イト し か な い 方 は , 自動 的 に BGM の 機能 が 削 
ВС УЬ 

2) FFE で フレ ー ム ファ イル が 出力 で き な い 
FFE の 出力 は , フレ ー ム ソー ス と フレ ー ム ファ イル の 
どちら か を 選択 でき る よう に な っ て いま す 。 と いっ て も 
フレ ー ム ファ イル の 出力 は 。 フレ ー ム ソー ス を 出力 し て , 
ギグ ロス で て EDP (ワレ ー ム バフ テイル ブ ォ ルズ ダ ) を 実行 し 
て いる だ け で す 。 で すか ら , CAD の BGM と 同様 に , メモ 
り が 1 M バ イト し か ない 方 は フレ ー ム ソー ス し か 出力 で 
き な い わけ で す 。 ま あぁ 世の中 , 資本 主義 な ん で すわ も ゎ わ 。 

も ちろ ん , FEFE を 終了 し た あと FF を 実行 すれ ば よい の 
С, ほとん ど 間 題 な いで し ょ う 。 こ こ だ け の 話 で す が , 
ある バー ジョ ン の REND に は , フレ ー ム ファ イル で は な 


《 フ レー ムツ ソー ス を 指定 し て も ちゃ ん と 実行 し て て くれ る 
と いう 過 し 機能 が つい て いる と いう うわ も き で て す 。 
3) CGA コ ピー で サン プル デー タ 集 が コピ ー で き な い 

バー ジョ ン 2.00 で は 正しく コピ ー で きま せん 。 ま ぁ ち 
まつ と し た ミス と いう や つて す (し つこ く の の し れ 他 人 
の 失敗 笑っ て ご まかせ 自分 の 失敗 )。 し か し , で つ に プ 
ロ テ ク ト が か か っ て いる わけ で は な い の で , diskcopy T 
コピ ー し て も 大 き な 間 題 は あり ませ ん 。 
〇 画質 が 悪い 
1) ギザ ギザ が 目 に つく 

アニ メー ショ ン に する だ め に は , 256X256 の 人 解像度 に 
な る の で て で, 斜め の 線 が デザ ギザ に な る の は 仕方 が な い 
өөө こと は あり ませ ん 。 マ ニュ アル の 専門 用 語 一 覧 の 「 ア 
ジ の チエ イリ アシ ング 」 や ご覧 くさ きい 。 デン チエ イリ デア 
シン グ は , 境界 線 ち ぼや ける させ る こと で ギザ ギザ を 目 立 
だ た な くさ せる 手法 で す 。 こ れ は 非常 に 効果 が あり ます 。 
特に ビデ オ テ ー プ に 録画 する と き に は , VTR に 出力 する 
と き の 画 像 の 劣化 が 都合 よ く ア ンチ エイ リア シン グ の 不 
自然 きる を カバ パー テー し て , Aer а о ои а. 
ます 。 王 ひと も 試 し そ み て て だ さき さい 。 

アン チエ イリ アシ ング は , REND で 作画 する 際 に /A 
オォ オフ ンション を つけ る だ け て 実行 て きま す 。/ ん オプ ショ ン 
に は 引数 が 必要 で す が , これ は 何 も 考 を え ず に 「2」 に し 
て お おけ ば よい て し ょ 1 う 。 

LL, 世の中 うま い 話 に は 戻 が ある も ので, こん な 
に お 手軽 で 効果 的 な アン チエ イリ アシ ング も 時 と 場合 に 
よっ て は いろ いろ と 不都合 が 発生 し ます 。 

まず , 作画 スピ ー ド が 半分 に な り ま す 。 で すか ら , 最 
和 備 の 伯 上 E げ の と きだ け ア デア シン チエ イリ アシ ング する よう に 
し まし ょ う 。 ЖС, 生成 され る 画像 ファ イル の 大 きる が 
倍 近 く 大 きく な り ま す 。 ですから, ディ スク に 入る 数 も 
半分 で らい に な り ま す 。 こ れ は 生成 され る 画像 ファ イル 


の 圧縮 効率 が 悪い ほほ いう こと な の で す が , そう する と ア 


と し た アニ メー ショ ン に な る 可能 性 が 高く な り ま す 。 9 
像 ファ イル の 大 きる が 25K バ イト 以上 に な れ ば , まず 間 
に 合わ な いし 思っ て よい で し ょ う 。 

5052, アン チエ イリ アシ ング を か けた 画像 
3 倍 以 上 に な る た め に , 256 色 モー ド の アニ メー 
(「SRANIM 実 行 時 に メモ リ が 足り な く な る 」 で 解説 し 
ます ) が で き な く な り ま す 。 つまり, 短く て も 高 画質 を 
希望 する と き は アン チエ イリ アシ ング を か け , 長 時 間 の 
アニ メー ショ ン を 希望 する と き は や め だ た ほう が よい で し 
i98 
2) ЕНЕ (512 F F) て 作画 し た い 

これ も 簡単 で す 。REND で 作画 する 際 に , /C オ プシ ョ 
ン を つけ る だ け で す 。/C ォ プシ ョ ン の 引数 は 必ず 512 に 
し ます (256 と 512 以 外 は 無効 と な り ま す )。 低 解像度 と 高 
解像度 で は , 生成 され る 画像 の 質 が , 猫 と 小判 , 花 と だ 
ASOSII Тт. SGE OCAT Sr EAT 
プシ ョ ン を 併用 し よう も の な ら , 論 よ り ツ モ , 猿 も 単位 
が 落ち る と いう 具合 に な り ま す 。 

し か し な が ら , 高 解像度 で 生成 し た も の は アニ メー シ 
ョ ン に で きま せん の で ご 注意 くだ きい (SRANIM で 再生 
は で きま す が , 紙芝居 的 な が スピ ー ド に な り ま す )〉 
〇 メモ リー が 足ら な い 

複雑 な 物体 を 作画 きせ た り , 長い アニ メー ショ ン を し 
よう と すれ ば , 当然 多く の メモ リ を 必要 と し ます 。 こ の 
際 増 設 メ モリ を 購入 し て も ソン は な い (備え を あれ ば うれ 
し いな ) と 思い ます が , 抜 張 で き な い と あら ば , メモ リ 
を 古 拠 し て いる 不用 な も の を 削除 し て いけ ば よい の で す 。 
いく つか の 場合 に 分 け て 解説 し まし ょ う 。 

1) た いて い の 場 合 有 効 と な る 方 法 
シス テム ディ スク に ある 「CONFIG. SYS」 を 書き 換え 


こん に ち わ ぐ へ て, 姫 で す 。 初 め て の 試験 シー ズ 
ン も 無事 乗り 越え を まし た が , な か に は そう も い 
か な か っ た 先輩 も いら っ し ゃ る よう で す 。 

小 共 0D0GA プ ロジ ェクト と プロ ジェ クト チー 
ム D6GA の 違い が よく わか り ま せん 。 

1B: 「 手 軽 で パー ソナ ル な 映像 表現 と し て の 
CGA の 普及 」 を 目指 す プ ロジ ェクト が D6GA プ ロ 
ジェ クト で 。 当 チ ー ム は その 参加 団体 の ひと つ 
と いう か , 事務 局 み た いな も の で す 。 です から , 
当 チ ー ム 以外 に も D6GA プ ロジ ェクト に 参加 し 
て いる 団体 は いく つも あり ます 。 わ か っ て いた 
だ けた で しょ うか 7 

小 羊 : DoGA く だ さい 。 

姫 : CGA シ ステ ム の 配布 は や っ て お り ま す が が , 
当 チ ー ム を 譲る の は 結構 た い へ ん で す よ 。 プロ 


ジェ クト ルー ム の マン ショ ン | 室 と パソ コン , 

VTR な どの 機材 が 多数 , お まけ に スタ ッ フ 数 十 
人 を つけ て 、 か な り の 全額 に な っ て し まう と 所 
われ る ん で す よ ね え ぇ …… o 

小 羊 : せ っ か く の コ ピー フリ ー な の に コピ ー し 
て あげ る 友達 (X68000 ユ ー ザ ー) が いな い の で す 。 
姫 : PC-98 ユ ー ザ ー に 「98 じ ゃ こん な こと で き 
な い だ ろ う 」 と 見 せ ぴ びら か し て あげ まし ょ う 。 

その うち に X68000 ユ ー ザ ー に な っ て し まう か 
も MR E RE — 

Д: 2 ë £ ë ТГСЕСІЗ-- 5\50 AH š 
す 。 友 人 が 言う に は フロ ッ ピ ー に 傷 が ある の か 
も し れ な いそ うな の で , フロ ッ ピ ー の 中 の 円 盤 
を 取り 出し 調べ まし た が , 特に 異常 は あり ませ 
ん 。 て の あと ツ プロ ッ ヒ ピー を 元 ど お り に し た の で 
TH, 以後 まっ た く CGA シ ステ ム が 起動 し な く 
な っ て し まい まし た 。 ど うす れ ば よい の て し ょ 
Ja 

iE : …… フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 大 切 に 取り 扱い 
まし ょ う 。 

小 羊 : S, 高校 放送 コン クー ル に 出品 する 作品 


を 制作 し て いる の で す が , CGA シ ステ ム で 作っ 
た 映像 を , 勝手 に 出品 し て も 問題 な いで し ょ う 
か 7 

姫 : 著作 権 保 護法 第 9 条 「 コ ンピュータ の ソ 
フト ウェ ア の 保護 と 権利 」 に 定め る と ころ , € 
作 権 の 発生 し て いる ソフ トウ ェ ア を 使用 し て の 
著作 物 (以下 第 2 次 著作 物 と 略す ) に 対す る 第 
| 次 著作 物 の 権利 に つい て は 明確 に 保有 する も 
の と の 判断 が な され て いる …… か な ん て まっ た 
く 知 り ま せん 。 コ ン テ ス ト に 入賞 すれ ば , CGA の 
よい PR に な る し ,D6GA プ ロジ ェクト の 主旨 に も 
一 致し ます の で , 基本 的 に 大 賛成 で す 。 

し か し , CGA シ ステ ム を 使っ て 制作 し た 映像 
に つい て の 著作 権 を 完全 に 放棄 し て し まう と 。, 
悪用 され た と き (どの よう に すれ ば 悪用 で きる 
か は 存じ ませ ぬ が ) に それ を 差し 止め る こと が 
で き な く な っ て し まい ます 。 ですから, 一応 当 
チー ム に も 著作 権 が ある と いう こと に し て お き 
ます が か が, 善良 な OhX の 読者 は , 全然 気 に す る 必要 
( 当 チ ー ム に 承諾 を 得る 必要 も , 入賞 賞金 を 山 

分 け す る 必要 も ) あり ませ ん 。 


DOGA • CG7 = 
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000000 


0000000 


0000000 


000000 


> 
0000000070700 gg 
0000000 DUDUDUU 
Оооо 
ооо 


0000000 === L] 


20000000 1010000000 


£4, 'CONFIG. SYS」 が な ん で ある か は わか っ て いる 
必要 は あり ませ ん が , 重要 な ファ イル で す の で お 取り 扱 
い は 十分 ご 注意 てく だ さい 。 
書き 換え 方 は , ED (エディ タ ) С, 普通 の ファ イル と 
同様 に 「CONFIG. SYS」 を 読み 込ん で , 
DEVICE = ぎ \SYS ぎ ASK68K. SYS A:YX68K _ 
M. DIC A:€X68 K—S. DIC 
DEVICE YSYSYPCMDRV,SYS 
DEVICE YSYSYOPMDRV,X #32 
の 3 行 の 先頭 に 「*」 を 入れ て , 
X DEVICE = \SYS ぎ ASK68K. SYS А:ҰХ68К 
P —M.DIC A:YX68 К. S, DIC 
に * DEVICE ぎっ YoS〒PCMDRV. SYS 
*XDEVICE = \SYS ぎ OPMDRV.X #32 
_ MERE ちゃ ん と セー ブ し た あと , リセ ッ ト を 
か けり ます (「CONFIG.SYS」 を 書き 換え て も 。 再起 動 し 


な けれ ば 有効 と な り ま せん )。 こ うす る こと に よっ て , 2 
モリ の エリ ア は も う 河 章 の 質流れ と いう で らい に 広く な 
り ま す 。 

だ た だ この よう に する と , 漢字 か な 変換 機能 , AD РСМ 
音源 機能 , FM 音源 機能 は まっ た 〈 使 を え なくなり ます (B 
GM を 使う と エラ ー に な り ま す )。HD ユ ー ザ ー の 方 は 特 
に ご 注意 くだ さい 。 

な お , ТСОМЕІС. SYS」 の 「*」 を 取っ て 再起 動 すれ 
ば , まだ も と の 設定 に な り ま す 。 

2 ) 作画 時 (AUTO 実 行 中 に メモ リ が 足り な く な る 
AUTO で 作画 せ ず に PES か 6 REND を 使用 する だ け 
で , AUTO が 使用 し て いる メモ リ の 分 だ け , 作画 用 メモ 
リ が 増え ます 。 か な り 違 うと 予想 る され ます 。 き る ら に PES 
を 終了 し , コマ ンド ライ ン か ら REND を 使用 する と , も 

う 少 し だ け メ モリ が 増え ます 。 
3 ) SRANIM (アニ メー ショ ン ) 実行 時 に メモ リ が 足り 
な く な る 

ビデ オ に 落と す 作 品 な ら ば 2 回 に 分 ける こと が で きま 
す 。 こ れ は タイ ムチ ャ ー ト ファ イル を 前 半 用 と 後半 用 の 
2 つ 用 意 す れ ば すぐ で で きる の で す が , 実際 問題 , ビデ オォ 
で 1 フレ ー ム の ずれ も な くつ な げ る の は 至難 の 技 で す の 
C, あま りお 勧め で きま せん 。 

簡単 な 方 法 の ひと つ に 「.color 256」 が あり ます 。 これ 
は 色 数 を 256 色 に 制限 する こと で , メ モリ の 使用 量 を 減ら 
す や り 方 で , マニ ュ ア ル の 第 6 章 7 ペ ー ジ に ある よう に , 
タイ ムチ ャ ー ト ファ イル を 書き 換え ます 。 

. timechart 
. color 256 

test [ 1 - 100 ] 
. endchart 


これ だ け で , 使用 量 は 半分 に な り ま す が , 


ーー この] 行 を 加え る 


uw mo 7 JV 


ちょ っ と し た 手違い で , この 作品 の 写真 は 先 
月 号 に 掲載 され て し まい まし た 。 本棚 か ら 先 月 
号 を 取り 出し て か ら 読ん で くだ さい 。 

この 作品 は ボイジャー 2 号 の 海王 星 最 接近 を 
題材 に し て , 海王 星 の 影 に 入っ て 通信 が 途絶 え 
る 32 分 間 の ボイジャー の 用 独 な 格闘 を 描い た フ 
ィ ク ショ ン で す 。 宇宙 空間 に ぽっかり と 浮か ぶ 
海王 星 に ポイ ジャ ー が 滑り 込む よう に 飛ん で い 
く オ ー プ ニン グ タ イト ル な ど は ちょ っ と 感動 モ 
ノ で す 。 NASA の 映像 に 負け な い ぐ ら い の …… と 
まで いう と 大 ウソ に な り ま す が , パソ コン の CG 
A シ ステ ム で も 十分 見 る に 耐え る も の が で きる 
こと が わか っ て いた だ ける で し ょ うか 。 

この 作品 は ある コン テス ト に 出品 する た め 急 
き ょ 制 作 し た も の で す (入賞 すれ ば オン エア さ 
NT, 皆さん に も ご 覧 いた だ ける か も し れ ま せ 
ん : 取ら ぬ 単 位 の 胸 算 用 )。 CGA シ ステ ム の 配布 
で 忙し い 合間 を 利用 し て 2 週間 ほど で 強引 に 制 
作 し まし た の で , か な り 手 抜き で す 。 な に し ろ 
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画面 に 登場 する 物体 が 海王 星 と ボイジャー し か 
な い の で すか ら , 構図 な ど が 似 た カッ ト の 連続 
に な っ て し まい 苦労 し まし た 。 最 初 に 私 が 絵 コ 
ン テ を 描き , イメ ー ジ な ど を スタ ッ フ 間 て で 統一 
し 共通 の 形状 デー タ を 渡し て , あと は 各 ス タッ 
フ が 好き な と ころ か ら , 自由 に 自分 の イメ ー ジ 
で 作っ て も ら っ た の を 集め て 編集 し よう と 思っ 
て いた の で す が , ちゃ ん と カッ ト を 作っ て くれ 
た の は 2, 3 人 だ け で 、 ほ と ん ど 私 ひと り で 作 
る は め に な り ま し た 。 

この 作品 を 制作 する に 当たっ て , 小さ な プロ 
グラ ム を 3 つ 開 発し まし た (どれ も | 日 で で き 
る 程度 の も の で す )。 ひ と つ 目 は , 51I2 の 画像 フ 
ァイル か ら 指 定 さ れ た 位置 の 256 ド ッ ト を 切り 
抜い て 256 の 画像 ファ イル を 作る IC( イ メー ジ カ 
ッ ト ) で す 。 切り 抜く 位置 を 連続 的 に X, Y 方 
向 に 何 ド ッ ト か ずつ ずら し て いく こと が で きる 
の で , 背景 が 斜め に スク ロー ル す る よう な 映像 
を 作る こと が で きま す 。 2 つ 目 は 、STAR( ス タ 


—) で す 。 フ レー ム フ ァ イル を 入力 する と , 視 
点 と ター ゲッ ト の 情報 か ら , 背景 の 宇宙 空間 を 


作画 し ます ( 星 の 数 も 指定 で きま す )。 ボ イジ ャ 
ー の 画像 と PILE( 画 像 合成 ) し て や る と 宇宙 空間 
に 浮遊 し て いる 感じ が よく 出 ま す 。 最後 の 
BOOM (ボム ) は ちょ っ と 変わ っ て いて , 形状 デ 
ー タ を 入力 する と , 各 面 を バラ バラ に し た 形状 
デー タ を 生成 する と と も に , 指定 され た 位置 を 
中 心 に , 各 面 が 飛び 散っ て いく フレ ー ム ファ イ 
ル を 生成 し ます 。 ち ょ うど 爆発 し た よう な 感じ 
が 出 ま す (まだ , かなり 不 自 然 て です が ……)。 こ 
れ は 最 接近 の 際 , 海王 星 の 表 面 粒子 が ボ イ ジ ャ 
ー に 衝突 し て 火花 を 散ら す シ ー ン に 用 いら れ て 
いま す 。 

この よう に 。 ち ょ っ と し た ブロ グラ ム て で 作品 
制作 の 作業 が た い へ ん 楽に な っ た り , 面白 い 表 
現 が で きる よう に な る こと は よく あり ます 。 績 
さん も CGA シ ステ ム の 開発 を 堅苦しい も の と 思 
97. いろいろ る チャ レン ジ し て みて くだ さい 。 


に ある 注意 事項 に 気 を つけ て くだ きい 。 

も う ひ と つ ビ デオ に 落と す と き に 限っ て 使え る 有力 な 
(こそ 〈 く な) 手段 と し て , 枠 の PILE が あり ます 。 ビ デオ 
に 出力 する と き は 15kHz モ ー ド に し な けれ ば いけ ませ ん 
が , そう する と 画面 が 縦 方 向 に 伸び て , 上 下 20 ラ イン で 
らい が 切れ て し まい ます 。 切れ て し まう 分 の デー タ は 無 
駄 に な る の で , あら か じ め 上 下 20 ラ イン で らい を 黒 の ベ 
だ て 光り つ ボ し まう の で すず す 。 
具体 的 に は , まず 「 グ の sSTAFEF」 で 枠 ( 黒 べ た の 部 分 ) を 
描き ます 。 黒 に マス ク を か ける と を その 部 分 が 透明 に な る 
OC, マニ ュ ア ル の 第 6 章 71 ペ ー ジ を 見 な が ら 6 画像 ファ 
イル に 変換 し ます (/ ル オプ ショ ン 使 用 )。 こ の 枠 を PILE 
で アニ メー ショ ン し だ た だい 動画 に 重ね て いく の で す 。 

な う 少 し まとも な 方 法 と し て , /M オ グ シ ョ ン が あわ ありま 
す 。/M オ プシ ョ ン の 詳し い 意 味 は パス する と し て (マニ 
ュ ア ル に は デフ ォ ル ト が 5 に な っ て いる と あり ます が 2 
の 間違い で す ), 1 枚 の 画像 デー タ が 大 きい と き は , 3 
ーー6 で らい に する と , メモ リ の 使用 量 が 減る こと が あり 
ます 。 

37, ダイ ムチ ャ ー ト を 書き 換え て , その アニ メー シ 
ョ ン の 一 部 だ け を 取り 出し と りあ ぇ ず 実 行 し ます 。ESC 
で 終了 する 際 に , 画面 に 使用 オメ モリ 量 が 表示 る れ ま す の 
で これ を 記録 し ます 。 同 様 に /M オ プシ ョ ン の 値 を 変え て 
メモ リ の 使用 量 を チェッ ク す る と , その アニ メー ショ ン 
の 場合 は , と の 値 で 一 番 小 きく な る か が わか り ま す 。 

ちょ っ と 話 は 変わ っ て , この /M ォ プシ ョ ン を どん どん 
大 きく し て や る と , メモ リ 使 用 量 は どん どん 増え ます が , 
わざ わい 転じ て フグ と 苔 子 。 ア ニメーション の 再生 スピ 
ー ド が 上 が っ て いき ます (/ オ プシ ョ ン と うま くく 組み 合 
わす 必要 が あり ます が )。 と て も 大 き な 画 像 ファ イル を 強 
引 に アニ メー ショ ン に する と き は , メ モリ を 犠牲 に し て / 
M50 で らい に し て みる の も よい で し ょ 2 う 。 
〇 ③ 長 い ア ニメーション が で き な い 

この 問い 合わ せ は 結構 あり まし た 。「REND の 作画 中 
に デイ スク が いっ ぱい に な っ て し まう 」,「SRANIM 実 行 


- た だ いま 会 員 募 集中 「CGA プ ロジ ェクト team ART) -~ 


時 に 複数 の タイ ムチ ャ ー ト を 指定 で き な い 」, 「 複 数 の デ 
ィ ス ク に わ だ た る アニ メー ショ ン が 実行 で き ない 」 な どい 
くつ か の 間 題 が あり ます の で , 順番 に まとめ て 具体 的 に 
解説 し まし ょ 2 う 。 

だ と えば , 「A」 と いう カッ ト が 80 フ レー ム (A001. PIC 
ー ム 080.PIC) と !B」 と いう カッ ト が 20 フ レー ム (B 
РІС--В020, РІС) と 「C」 と よい う カ ッ ト 30 フ レー ム (C 
PIC~C030, PIC) を 一 度 に アニ メー ショ ン す る こと を 
えま す 。「A」 の 作画 中 , 62 フ レー ム 目 で 「 フ ァイル が オ 
ーー ジン て きま せん で し だ た だ 」 あ いう エラ ー ヤ 人 比 ま っ だ 6 も 
i£, これ は 61 フ レー ム 目 で ディ スク が いっ ぱい に だ な っ 
て も さっ だ た と に うこ を て す 。 ォ ー マ ッ ト し た だ 新しい デ 
ィ ス ク を 画像 デー タデ ィ イス ク と し て 用 意 し て , ГА ж. 
PIC」 を コピ ー し て , 画像 データ ディ スク の 「A062. PIC, 
を 削除 し ます 。「A062.PIC」 を 削除 する の は , この フレ 
ー ム は 作画 の 途中 だ っ た の で , 正しい デー タ に な っ て い 
な いと 思わ れる か ら 6 で す 。 を そして, も と の ワー ク デ ィ ス 
ク の 「A*.PIC」 を 削除 し ます 。 こ れ で ワー ク デ ィ ス ク 
に 空き が で きた の で , 続き を 作画 し ます 。PES か 6 
REND を 呼び ,/S ォ オプ ショ ン (スタ ー ト フレ ー ム の 指 
4E) の 横 に 「62」 を 入力 し ,。 いつ も の と お り 「 実 行 」 を 
UL UL S Sv 

今度 は 最後 まで 作画 で きた は ず で す 。 画像 ゲー タデ ィ 
スク に 「A※ ネ .PIC」 を も コピー し て くだ きい 。 と ころ が 今 
度 は コピ ー の 途中 で 画像 ゲー タデ ィ ス ク が いっ ぱい に な 
3 だ と も まし よう いい デ オス メス ク が いじっ うい いら に な か な り ま し た だ た) 
「13 の ファ イル を コピ ー し まし た 」 な ど と 表示 され る で 
し ょ う 。 画像 デー タデ ィ ス ク を 見 る と , A001. PIC か ら 6 
AO075 PICO まで し か 入 う て いま せん 。 こ の よう な し る ぁ 
は , も う 1 枚 新しい ディ スク を 用 意 し て , A076, РІС ~ 
А080. РІС を 移し て くだ さい 。 

以下 同様 に 「B」,「C」 の カッ ト を 作画 し た と し ます 。 
В, 「C」 は 2 枚 目 の 画像 ゲー タデ ィ ス ク に ちゃ ん と 納 
まり まし た 。 次 に タイ ムチ ャ ー ト ファ イル を 作成 し て 。 
1 枚 目 の ディ スク に 入れ る の で す が , 1 枚 目 は ほとん ど 


た び ぴた び 申 し 訳 な い の で す が , この コー ナー 
の 写真 も 手違い で 先月 号 に 掲載 され て し まい ま 
し た 。 レ イト レ て 作画 され た , 柱 と ガラ ス の 砂 
時 計 の 写真 で す 。 先月 号 を いっ た ん 本 棚 に 戻し 
て し まっ た 方 は 。 まこ と に お 手数 で す が も う 一 
度 取っ て き て くだ さい 。 こ の 場 を お 借り し て , 
鳥取 大 学 電子 計算 機 研究 会 の 皆さん に お 詫び 申 
し 上 げ ま す 。 ご めん な さい 、。 

さて , 今回 紹介 し ます の は , 昨年 の 「 ア マチ 
ュ ア CGA コ ン テ ス ト 」 に て 優秀 作品 賞 を 受賞 し 
まし た 鳥取 大 学 の 電子 計算 機 研究 会 で す 。 受 賞 
作品 「ART-2」 を 今年 の 4 月 , 新入 生 向け の デモ 
に 利用 し た と ころ , ぐっ と 新入 部 員 が 増え た そ 
う です 。 コ ン ビ ュー タク ラプ に 所 属し て いる 皆 


さん も CGA シ ステ ム を 有効 に 活用 し て くだ さい 。 
D6GA・CGA シ ステ ム を お 持ち の 方 は , “са 
アル の 第 7 章 の 「 レ イト レー シン グ 」 の 解説 を 
ご 覧 くだ さい 。 そう , 我々 は CGA に は 向 か な いと 
ЖЕ (?) され て いる レイ トレ ー シ ン グ に よる 
CGA に あえ て 真っ 向 か ら 挑戦 し て いま す 。 オリ 
ジ ナ ル の ソフ トウ ェ ア (レン ダラ ー, モデ ラー, 


各種 ツー ル 類 ) か ら , ハー ドウ ェ ア の 設計 お よ 


び 制 作 (ACRTC を 使用 し た ビデ オ 出 力 可 能 高 解 
像 度 フ レー ム バ パッ ファ ), それ に 生成 画像 コマ 撮 
t) 用 VTR 編集 機 の 自動 制御 まで を 網羅 し , TART 
と し て の CGA」 を 目指 す , 自称 芸術 家 集 団 で す 。 

さっ し の と お り , レイ トレ ー シ ン グ は レン ダ 
リン グ に 膨大 な 時 間 を 費やし ます の で , 夏休み 


な どの 長期 休暇 中 は 合宿 も どき を 行っ て , 作品 
制作 お よび ハー ドウ ェ ア , ソフ トウ ェ ア 開 発 に 
取り 組ん で いま す 。 

前 回 の D6GA 主 催 「 ア マチ ュ ア CGA コ ン テ ス 
ト 」 で は , どう いう わけ か 優秀 賞 を いた だ まき , 
一 気 に ハク が つい た 当 チ ー ム て で すか が , それ 
に 恥じ な いよ うな 作品 を どん どん 制作 し て いこ 
うと 思っ て お り ま す 。 

それ で は 皆さん , 第 2 回 「 ア マチ ュ ア CGA コ ン 
テス ト 」 で お 会 いい た し まし ょ う 。 

T680 鳥取 市 湖山 町 南 4-101 
鳥取 大 学 教養 部 西田 良平 研究 室内 
鳥取 大 学 電子 計算 機 研究 会 
team ATR 代表 門脇 ЕЖ 
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1 枚 目 の 最 後 の 画像 ファ イ 
1 枚 目 に 若 士 の 空き 


いっ ぱい に な っ て いる の て 
v V A075, PIC; は 2 枚 目 に 移し て , 
を 用 意 し ます 。 

以上 の 結果 作成 され まし た 2 枚 の 画像 デー タデ ィ ス ク 
の 内 容 は 以下 の よう に な っ て いる は ず で す 。 


1 枚 目 A001.PIC ~ А074, PIC 
2 Tk H A075. PIC. 一 A080. PIC 
Воот, PIC -= . B020, PIC 
С001. РІС - С030. РІС 
それでは, これ ら の アニ メー ショ ン を 一 度 に 再生 する 


炎 間 必 チ チャ ー ド トラ アイ を 作成 し て のみ まし よう 。 tL 
い タ イム チャ ー ト の 書式 に つい て は マニ ュ ア ル の 第 6 章 
「 高 度 な 使い 方 」5 二 8 ペー ジ を ご 覧 くだ きい 。 

それ で は まず 1 枚 目 の 画像 デー タデ ィ ス ク を 入れ , o 
つも の よう に MKTCH (タイ ムチ ャ ー ト 作成 ) を 実行 し 
# Т. ГА. ТСН が 生成 し ます の で , エディ タ で ご 覧 く 
だ さい ゆい 。 

. timechart 

A[1-74] 

. endchart 

も ちろ ん この まま で は , 1 枚 目 の ディ スク の 画像 を 再 
生 す る アミ スー と と a に な る だ けり て すず 。 そこ て 。 以下 の 
よう に 書き 換え ます 。 


. timechart 
.Color 256 
AIT) 
AiA | 75 - 80 | 
АВГ 1- 20 
AC L9 
. endchart 


LEDAS SAR 0 ドラ イオ イプ が し A aE, 


トド ライ ダ 


が 「B: 」 に な っ て いる 場合 な の で , HD ユ ー ザ ー の 場合 
は 注意 が 必要 で す 。 

る いよ いよ アニ ター ショ ン の 実 作 で す 。 0 ドラ イク 
に CGA シ ステ ム を 入れ , 1 ドラ イブ に 1 枚 目 の 画 像 デー 
デイ スク の 人 ます 。 で し て タダ タイム チャ ー ド トド アァ オル 
「A.TCH」 を 指定 し て , SRANIM (アニ メー ショ ン 再 
ДЕ) を 実行 し ます 。 実行 する と ,。 0, 1 ドラ イブ の アク 
ЖАЗУ (ププ ォ スク の 入れ 回 の ドカ ある ラン ジグ ) が , 
し ば らく 交互 に 赤く な っ だ あと , 1 ドラ イブ の ラン プ が 
赤 の まま に な り ま す 。 こ れ は 1 ドド ライ オブ か 6 だ た くき ん の 
画像 データ を 読ん で いる か ら で す 。 この間 に 0 ドラ イブ 
に 入っ て いる CGA シ ステ ム を 抜き , 2 枚 目 の 画 像 データ 
ディ スク を 入れ ます (時 間 は 十分 ある の で , 慌て な いで 
くだ さり ) グ イム チャ ー ト ラテ イル に 記述 し た よう に B 
ドラ イブ の 74 枚 を 読み 終わ る と , AF ドラ イブ (0 ドラ イ 
7) に 移っ て , 読み 込み を 続け ます 。 こ の よう に し て , 
2 枚 の ディ スク の アニ メー ショ ン を 行う わけ で す 。 

メモ リ が 十分 に あっ た 場合 , 3 枚 以 上 の ディ スク か ら 6 
も 同様 に , 1, 0 ドラ イブ を 交互 に 読み 込む こ と で 長い 
アニ メー ショ ン を 実行 する こと が て さま す 。 
〇 使い に くい 
1) CAD (モデ リン グ ツ ー ル ) に お いて , 面 呼び 出し が 
めん どう 〈 く さい 
面 の 数 が 多く な る と , 指定 し た い 面 に ポイ ント を 移す 
の に , 初め か ら 6 順番 に 面 呼び 出し を し て いて は だ た まり ま 
せん 。 を そこで , よい 方 法 が あり ます 。 

3D カ ー ソ ル を 指定 し た い 面 の ある 頂点 の 近く に も っ 
て いき ます 。「 最 近 点 」 あ クリッ ク (テン キー で な い は ほう 
の “8” の キー を 入力 し だ ほう が 操作 性 は よい と 思い ま 
す ) す る と , その 頂点 に 3 D カ ー ソ ル が 移り ます 。「 点 一 > 
面 」、 ク リッ ク (まだ は , テン キー で な い ほ う の “4” 


サイ 7 ロン 
CG 大 伝 潜入 記 


プロ ジェ クト チー ム DOGA 
モデ ラー 高津 


さて , レポ ー タ ー を 務め させ て いた だ く の は , 
下っ ぱと し て 東京 まで 連れ て 行か れ た 不幸 な | 
回 生 の 筆頭 , モデ ラー 高津 で す 。 

10 月 7 日 に 。 アン ス ・ コ ン サ ル タ ン ツ 主催 「 第 
ІНІ サイ クロ ン CG 大 会 」 が 渋谷 の フォ ー ラ ム 
8 で あり まし た 。 こ の 大 会 は 同社 が 販売 し て い 
る レイ トレ ー シ ン グ ソ フト 「 サ イク ロン 」 で 作 


っ た 作品 に よる コン テス ト で す 。 BEALLT, 


シャ ー プ の 鳥居 部 長 や 本 誌 の 前 田 編集 長 と いっ 
た 方 々 も いら っ し ゃ っ て いま し た 。 

この 大 会 に 寄せ られ た 作品 は , 当日 の 飛び 入 
り を 含め て 27 作 あり , な か な か の 力作 ば か り で 
す 。 し か し 残念 な こと に , 我 が チ ー ム の 注目 す 
る アニ メー ショ ン 部 門 へ の 応募 作品 は ひと つも 
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あり ませ ん 。 な に し ろ 作 画 に 時 間 の か か る レイ 

トレ ー シ ン グ で す の で , 高速 性 を 売り も の に し 
て いる サイ クロ ン と は いえ , 応募 期間 が 少し 短 
すき た の で は な いで し ょ うか 。 

私 た ち D6GA は アー マッ ト と と も に , アン ス ・ 
コン サル タン ツ の 協力 会 社 と いう こと で , 招待 
され て いま し た (し か し , D6GA は 「 会 社 」 じ ゃ 
な いん で すけ ど ね ぐ )。 応募 作品 の 紹介 の 後 , Ж 
査 発表 まで フリ ー タ イム と いう こと で , アー マ 
ッ ト の 「Z'sTRIPHONY」 と 並ん で , ご 存じ Do6GA・ 
CGA シ ステ ム の 展示 を 行い , 最新 作 の 上 映 な ん 
か も し て いた の で す 。 ア ンス ・ コ コンサルタンツ 
も , 来年 の 初め に 出す と いう サイ クロ ン の 新 バ 
ー ジ ョ ン を デモ っ て いま し た が , この バー ジョ 
ン で は ボリ ゴン デー タ が 扱え る つまり CGA シ 
ステ ム の デー タ や トリ フォ ニー の デー タ が 読み 
取れ る と いう うわ さ で す 。 

で は そろ そろ 応募 作品 を 入賞 し た 8 作品 を 中 
心 に , 独断 と 偏見 に に っ て , いく つか 紹介 し た 
い 思 いま す (写真 は 63 ペ ー ジ )。 

まず は , グラ ンプ リ の 作品 ,「SALOON」 制 作 : 
益 津 事 氏 か ら 。「 ど こ か な つか し く , 心 休ま る 


空間 」 を 描い た と いう この 作品 は , 他 の 作品 に 
は な いひ と つの 「 世 界 」 が 築 か れ て いる と 思い 
ます 。 一 見 や た ら マ ッ ピ ング を し て いる だ け 
に 見 えま す が , 単に デザ イン し た も の を 表示 さ 
せ て みた と いう 域 を 越え た “ЖИ” を 持っ て お 
U, 完成 度 と いう 点 で ,。 グラ ンプ ブリ と いう の も 
順当 で は な いで し ょ うか 。 し いて いえ ば 。 ЖЖ 
の レイ トレ の サン プル 作品 に も 似 た よう な も の 
が 多く , 新しい 方 向 性 と いう も の が 欠け て いる 
よう な が 気 も し ます 。 

Ж, モデ リン グ 賞 の 「BIKE」 制作 : 橋元 弘 
司 氏 。 こ れ は も う ご 苦 労 さ ま と 言 うし か あり ま 
せん 。 こ ん な 複雑 な 物体 を デザ イン する な ん て , 
ЖА FU СЕБЖОЯИҰҒ2 77. まさ に も モ 
7) ТИЕАЯНА5С-ӘРІ ЧЕАТІ,22?. 
よく 見 る と , タイ ヤ の 潮 ま で バン プ マ ッ ピ ング 
し て いる の で すね 。 た ぶん 最初 か ら モ デリ ング 
賞 を 狙っ て 制作 され た の で は な いか と 思い ます 
мы TED ш шл yZ C 5st, (t 
品 と し て の 仕上 げに も 力 を 入れ て くだ さい 。 

ちょ っ と 趣旨 を 変え て , レ ンダ リン グ 賞 の 「 ダ 
ンス 」 制 作 : 田淵 友 章 氏 に つい て 。 確か に この 


の キー) する と を その 頂点 を 含む 面 が ポイ ント 面 に な り ま 
す 。 ひ と つの 頂点 に 複数 の 面 が くっ つい て いる こと が よ 
《 く ありま す が , その よう な 場合 , 続け て クリ ッ ク す る こ 
と で , それ ら の 面 を 順番 に 移っ て いき ます 。 
2) BGM を や め て ほし い 
きす が に 起動 の た びに 同じ 曲 が か か っ て は 飽き て きま 
すね 。「AUTOEXEC. ВАТ. о, 
сору a:\music\ ア カル クイ コツ ウヨ .opm орт 
nul 
の 1 行 を ED で 削除 し て くだ きる い 。 す る と 起動 時 に は 曲 は 
鳴り ませ ん (BGM で 曲 を 選択 する と 鳴り だ し ます )。 同 
様 に 「 ア カル クイ コウ ヨ 」 の 部 分 も を ほ か の 曲名 に する こ 
ЕС, その 曲 を 鳴ら すこ と も で きま す 。 
3) CGA シ ステ ム を 再起 動 さ せ た い 
PES を 終了 し た 後 , 再び 作業 を 再開 し よう と する と き , 
「B: 学 >PES」 と し て も ,。「 コ マン ド ま だ た は ファ イル 名 が 
違い ます 」 と 表示 る れ て し まい ます 。 これ は 単純 に パス 
が 切れ て な い だ け な の で 「A:\DOGACGA」 に も パス を 
通せ ば 問題 あり ませ ん 。 し か し , パス の 切り 方 が な わか っ 
て いる と いう 方 は こう いっ た だ 問題 で 悩ま ない で し ょ う 。 
めん どう で す の で , CGA シ ステ ム を 再起 動 す る と き は , 
B:\>A: ぎ DOGACGA ぎ PES 
と すれ ば いい と 覚え て くだ きい 。 


お わり に 


今回 は FEE を 使用 し て 動き の デザ イン を 行っ て み ま 
し た 。 表 現に 限り が ある も の の , フレ ー ム ソー ス フ ァ イ 
ル を 直接 書く より は ずっ と わか りや すい で し ょ う 。 前 回 
の コラ ム で も 触れ まし だ が, この よう な ツー ル を 使っ て 
の 動き の デザ イン は , これ か ら ど ん どん 盛ん に な っ て 


る こと が 予想 され ます の で , FEE は その 参考 に で も なれ 

ば 幸い で す 。 そん な 動き の デザ イン ツー ル に は , КУ .. 
Bac, より 自由 度 高く より 自然 に , ある い は 汎用 的 に , 
逆 に 特定 の 物体 に つい て 専用 的 に , な どる ま ざ ま な アプ 
ロー チ が ある と 思い ます 。 皆 さん の アイ デア で て , Щй 
ク な ブログ ラム が 発表 きれ て いく こと を 期待 し 

と ころ で , 10 月 号 の 「CG 大 会 潜入 記 」 の な か で fi 
魔 人 人 アジ オー ジャ 」 と いう 作品 を 紹介 し まし た が , 制作 
し た の は 東京 電気 通信 大 学 の アニ メー ショ ン 研 究 会 で は 
な く , 電気 通信 大 学 の 漫画 アニ メー ショ ン 研 究 会 どっ た 
そう で す 。 こ の 場 を 借り て お 詫び いた し ます 。 

55, 次 回 は つい に フレ ー ム ソー ス フ ァ イル の 書き 方 
で す 。 これ を マス ター し な いと CGA シ ステ ム の 表現 力 の 
すべ て を 引き 出す こと は で きま せん 。 し か し , ЖШ 
し いも の で す の で , 以下 の 宿題 を 必ず 行っ て お いて くだ 
きい (宿題 を 忘れ た 者 は 廊下 に 立 だ たせ ます) 。 
・ED( エ ディ タ ) の 使い 方 を ひと と お り マ スタ ー す る 。 
・ マ ニュ アル の 第 6 章 の 「 フ レー ム フ ァ イル の 書き 方 」, 
「 フ レー ム ソ ー ス の 書き 方 」 を 見 な が ら 6, FFE が 出力 す 
る フレ ー ム ソー ス を 解読 し て みる 。 

と て tO ose VS わい qz 


eic! 


ЖЕЕ 2 —– А 

今回 の コラ ム の な か で も 取り 上 げ ま し た , DoGA の 最新 作 
[Thank you VOYAGER が , この た び め で た く 集 英 社 主催 「BJ 
映像 フェ ステ ディ バル 」 に 入 臣 し まし た 。9 れ し いこ と に 。 2 
の コン テス ト に 入賞 し た IO 作品 を まとめ た も の が , 全国 約 I 
万 軒 (!) の レン タル ビデ オ 店 に て 「 ム ー ビ ー リ ー グ 」 と 称 
し て 並び ます 。 読 者 の 皆さん に と っ て は , 今 ま て 写真 (静止 
画 ) と し て し か 見 られ な か っ た CGA が , 実際 に 動く と ころ を 見 
る こと の で きる 絶好 の チャ ンス ! な の で す ( そ れ に , 本 連載 
中 に 同 作品 を 例 に し た 実戦 編 を 掲載 する 予定 で す )。 な お , 店 
頭 に 並ぶ の は , 中 月 末 か ら 年 内 (? ) と 期間 が 短い の で , € 
注意 ! で す よ 。 


作品 は , 反射 , 屈折 が 多く , レン ダリ ング が 大 
敵 だ っ た と 思い ます が , し か し レン ダリ ング 党 
っ て と うい う 和 意味 が ある ん で し ょ う 。 レ ンダ リ 
ング し て いる の は サイ クロ ン と X68000 な の で 
すか ら , vvv" 2, いい か 。 

次 は , Oh!X 賞 の 「propose under the moon beam; 

制作 : 菊池 彰 氏 。 こ の 作品 は 2 枚 組 に な っ て い 
T, も う 一 方 の 「Lover in sky」 も すっ か り 気 に 
人 っ て し まい まし た 。 今回 は スペ ー ス の 都合 で 
| 枚 し か 載せ られ ませ ん で し た が , 機会 が あれ 
ば ぜひ と も 紹介 し た いで て すね 。 2 枚 だ か ら と い 
う よ り , | 枚 | 枚 に スト ー リ ー が 感じ られ る の 
が か すごい! テー マ を 持っ て 作品 を 作る と いう 
の は 本 当 に 大 切 で す 。 色 使い と いい , 構図 と い 
い , きっ と その 方 面 の 仕事 を な さっ て いる の で 
し ょ う ね 。 で も その プロ らし さ が , 作品 を 型 に 
は めす ぎる こと に な ら な いか と いう 不安 は 感じ 
まし た 。 

同様 に まとめ 方 が すばらし いと 関心 し た 作品 

「TAMANORI」 制作 : ӨЛ 正 氏 は SHARP 賞 を 受 
賞 し まし た 。 こ うい っ た 作品 は 個人 的 に 大 好き 
TT. 


その ほか の 受賞 作品 を まとめ て 紹介 し ます 。 


SHARP 賞 「 ワ キ ウ リ 」 制作 : 富田 保男 氏 
LOGIN 賞 「CHILD」 制作 : 塚田 哲也 氏 
同 「 レ イト レッ ク に 負け る な よ 」 

制作 : 江 畑 一 氏 


また , 惜しく も 受賞 を 逃し た 作品 に も 特筆 す 
べき も の は た くさ ん あり ます 。 

まず は , 「 ス ター スピ ー ダ ー」 制 作 : 山崎 誠 
Қ. 山崎 さん は 「P-REPORT」( か また さん が 4 
年 前 に 制作 し た 門外 不 出 の 迷 作 8 mm 映画 ) の フ 
ァ ン だ そう で 。 う ん うん , 作品 に その 流れ を 感 
じ ま す 。 

そし て 「 欲 望 の 適応 」 制作 : 原 志津 雄 氏 。 タ 
イト ル は 難し いけ ど 実 際 の 絵 は ご 覧 の と お り , 
か わい い ニ ンジ ン と ウサ ギ さ ん で す 。 こ ん か 作 
品 も 肩 が 凝ら な く て いい な ぁ 。 

「 幻 想 の 銀河 中 心 」 制 作 : ЖАШ ЖЕК, іт 
は 作画 だ け で も , 10 日 以上 か か っ て いる そう で 
す 。 ご 苦労 さま で し た 。 で も 計算 する 時 間 が 長 
いこ と 自体 は 。 決し て よい こと だ と は 思い ませ 
ん 。 
「 惑 星 」 制 作 : 柳沢 学 氏 は 神秘 的 な 臣 囲 気 が 出 


X, な か な か か っ こい いと 思い ます 。 
「AVERAGE PEOPLE」 制 作 : 阿山 修 氏 。 “ 没 個 
Ж, コピ ー 人 間 へ の 批判 " と いう テー マ を 取り 
上 げた こと は 面白 いで す が , 表現 が いか ん せん 
十分 で な か っ た よう で すね 。 い くら テー マ が 大 
切 で も , まず 映像 と し て の 完成 度 を お ろ そ か に 
し て は 意味 が あり ませ ん 。 今後 の 作品 を 期待 し 
ます 。 x 
全体 的 に か な り レ ベル は 高く , すぐ に で も プ 
ロロ と し て 通用 で きる と 思わ れる よう な 作品 も 多 
く あ り ま し た 。 パ ー ソ ナル レベ ル で の ソリ ッ ド 
モデ ル で , あれ ほど 細か な 表現 が で きる と は 感 
動 も の で す 。 皆 さん 短期 間 の 間 に サ イク ロン を 
使い こなし て いる の で すね 。 

ちょ っ と 前 まで は 夢 の よ うだ っ た 環境 が , ハ 
ー ド , ソフ ト の 両面 で 整い つつ ぁ る 現在 , パー 
ノ ソナ ル CG が どの よう な 方 面 に に どこ まで 伸び る 
の か ? そん な 期待 を 抱か せる 「 サ イク ロン CG 
大 会 」 で し た 。 x 

な お , 来年 以降 も 引き 続き , 第 2 回 , 3 回 と 
行う そう で す の で , 読者 の 皆さん も 今 か ら 腕 を 
磨き まし ょ う 。 
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Когпига Satoshi 古 村 ҚА 


つと 長め の プロ グラ ム で す が , 
氏 に 励ま し の 投稿 プロ グラ ム を 。 


人 1 4 1 ЖЫН ЖИН P gg 1. 


で ずっ 。 ぴ びき さん ご けん き て す が /( が 
ん で ぎ に が ぜ び いて ぴ ば っ だ (で ) TF. 
ず ず っ ( 濾 が つま っ て ぜん ぜん 会 話 が で き 
Das e Wd wu みな さん お けん き て すか ? 
か ん ペ べき に か ぜひ いて し まっ た tuo て す 。 
ず ず っ 」 と 本 人 は いっ て いる ん だ けど …… 5 
ちな み に 以 下 は 訳し た 文 で す 〉 

ゲー, 寒い の は 嫌い だ 。 す で 風邪 ひい 
ちゃ うん だ も ん な 一 。 いま 私 は 鼻 づ まり, 


+>, 37 度 ちょ っ と の 熱 に 加え て 腹 も こわ 
し て いま す 。 お かげ で 3 日間 な に も 食べ て 


な いん だ ぞ ー っ 。 学校 も 休ん じゃ っ た だ し 。 
さっき 病 院 に 行っ て きた ん で すけ と ど と ね 。 あ 
D, 病院 し いう の も 困っ た も ん で すね 。 
うち の 大 学 は 総合 大 学 ど も ん で て 医学 部 付 
属 の 病院 (早い 話 が 大 学 病院 ) が る の で 
行っ て みた ん で す が , まぁ 凄い 。 
oc 
БЕІН, を の あと 楽 が 出 て くる まで さら 
時 間 …… o 診察 は 「 あ , A оа 
楽 は 食間 2... 
EAC ЗБ, Эла а こい 
о у ыра 


OBxR JAW 日 直 (で ) 
先月 , 私 の 所 属す る 漫研 の 合宿 で 軽井沢 に 行 
っ て きた ん で すけ ど , また 探し て し まい まし た 。 
毒物 飲料 (な , な に し に 行っ た ん だ , わざ わざ 
全部 で 4 種類 (|0 本 も あり や ん の ! どー り 

ーー (っ た ) 買っ て きた ん で す が , その な 
か で も いち ば ん 劇薬 だ っ た の が 天下 の UCC が 販 
売 し て いる (と いう こと は 全国 的 に 売り 出さ れ 
て いる 可能 性 も ある わけ だ 「 ) 「 フ ィ ッ ト ネ ス 
ペッ プ 」。 う ちの サー クル の 連中 も 巻き 込ん で 
探し に いっ た ん で すけ ど 、 55, これ を 見 つけ 
た と き に は 「 や っ た 一 っ , 大 当たり だ ーー っ 」 と 
道 の 真ん中 で 叫ん で し まい まし た か ら ね ー。 

2. それ は と も か くく この! フィ ッ ト ネ スペ ッ 
7, Стр). 

PROMO (INCEST 
スペ ッ プ は 高 鹿 ニン ジン エキ ス ・ ビ タ ミ ン 類 な 
ど を 含み , 爽やか な グレ ー プ ブフ ルー ツ の 香り で 
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今月 は X1 用 の アフ ショ ン パ ズル ゲー ム で す 。“ 
面白 さ は 保証 つき 。 で は 皆さん MEMEO) 


操作 び どけ で ある も の を 動か すっ て の 


文 毒 物 飲料 探検 隊 日 誌 


大 (で ) の ショ ー ト プロ ば ぱー て い ぃ 


TETHOCK 


ショ ー ト ブ プロ” と いう に は ちよ 


学 病院 っ て いえ ば も っ < 重病 の 人 6 avt 
ん だ ろう し …… 怖 い 考 
ше soto 


2. 


マッ ゥ ハ の スピ ー ド で 壁 を 跡 3! 


合 月 は X1 用 の ワン キー アク ショ ン ゲ ー 
ム な の で す が , ショ ー ト プロ の 王道 て すね 。, 
ワン キー アク ショ ン っ て いう の は 。 ボ タン 
は 「 ど 
2... 

に 作る 人 の アイ ディ ア が 生き る だ け に 面 
о G s eo iio 
ば ,。 昔 ゲー ム モ セン ター に あっ た (いま で も $ 
あり ます か か?) ピン ボー ル な ん て いう の も 
基本 的 に は ボタ ン 操 作 の アク ショ ン ゲ ー ム 
で すね ( 編 注 : ちょ っ と 違わ な いか ? ) 

C, いきなり 今月 の プログ ラム に 入る わ 
け で す が 今 月 の プロ グラ ム は ちょ っ と ば っ 
か し リス ト が 長い で す 。 マ シン 語 の デー タ 
と が か が も あり ます し ね 。 25 長い ひい だけ め こと 
は ある か ら (それ に 燃え ます よ ! この ゲ 
ー ム ) 気合 いで 打つ な り , 読む が り し ちゃ 


包ま れ た 快適 生活 飲料 で す 」 

ひと 口 こ れ を 口 に 含む と グレ ー プ フル ー ツ の 
爽やか で 豊か な 香り が ノド を 通り 抜け た あと に , 
骨 の 底 か ら で ろ で ろ と 湧き 出る 漢方 薬 の 絞り カ 
ス の よう な 地獄 の 後味 ・ げ ー っ , な ん て サイ バ 
ー な 味 な ん だ ー っ | 

これ と 一 緒 に 買っ て きた カゴ メ の 「RIVELLA 
the unique drink) (ロー 杯 に 広がる ハー ブ エ キ ス 
の 香り …… えー い ,。 うがい 薬 か お まえ は っ 「) 
も そう だ けど , 私 は 2 度 と 飲み た くね いっ ! 
と いう わけ て で 読者 プレ ゼン ト に 回 し て し まい た 
いと 思い ます 。 で , いち ば ん 面白 いこ と を 書い 
て きた 人 に は ショ ー ト プロ ば ぱー て い 名 物 毒物 飲 
料 を さしあげ ちゃ いま す の で ふる っ て 投稿 くだ 
さい 。 IER, СҰЛ Xv, 122b, 7 
ログ ラム な ーー ん で も あり で す 。 待 っ て ま ー す ! 
そい か ら , 読者 の 方 か ら 持 ち 込ま れ た 毒物 飲料 
ーー 部 プレ ゼン トコ ー ナ ー に まわ され まし た 。 
どー も , あり が と う ご ざ いま し た 。 


TETROCK ` 
HIL-SCOP RL-. 
7 9528 


"SCORE 
240 


SCENE `2 


これ が 噂 の TETROCK 
272 (725% 
のび TETROCK(X 1/turbo) 
宮城 県 須賀 仁 (18) 
Ele まだ TETRIG も と きだ ろう だ ん 


て いっ て る の は っ ! し っ か り 画 面 写真 を 
見 て か ら 判 断 し まし ょ う , 見 切り 発進 は と 
て も 危険 で す ( 編 注 : すみ ませ ん ね 。 私 は 
ШЕЛІ 75225 も 1 う グル し まき さら も し 
く な い タ イト ル つ けら れ ま せん 7? ), 

で の ブロ グラ ム 。 どう パラ グー ム か 
と いう と TETRIS も 真っ青 の ワン キー 反射 
型 思考 ゲー ム な の で す 。 

まず ルー ル か ら 解 説 し まし ょ う 。 面 の パ 
ター ン の 中 を 自 機 の “ く " が ちょ こま か と 
動き 回 り ま すか ら ス ペー スバ ー で うま く 操 
っ て ハー ト を すべ て 拾い 集め て くだ きい 。 
敵 は 4 つの 岩 で これ に 衝突 する と 自 機 が 1 
ы), 全部 な く な っ て し まう と ゲー ム オ 
ー バ ー。 そう を そう, “Ш” を 拾う と 一 定時 
間 岩 が 動か な く な り ま す 。 т 
め れ ば 面 ク リア 。 ス コア は ハー ト 1 個 に 
き 10 点 メ 面 数 が 加算 る れ ま す 。 

С, この ゲー ム の いち ば ん の 特徴 は な ん 
と いっ て も 自 機 の 移動 で す 。 ス ペー スキ ー 
йл на ш 変換 を 行う わけ で 
す が そ の 移動 方 向 

Vidt РР 
jode 壁 と 反対 方 向 に 行く 
ае ӘНЕКИ ЖАСЫ АА 


C, テス ト デ プレ イ し た 感想 な ん で す が , А 
く な る 熱く な る 。 操作 が 簡単 (スペ ー ス バ 
ー を 押す タイ ミン グ だ け で すか ら ) な は ず 
な ん だ けど …… о, むず いっ ! 

頭 の 中 で は 覚え て いる は ず の 移動 方 向 
(つま り 壁 が ある と き は 歴 と 逆 の 方 向 …… 
っ て や つ で すね ) に 頭 と 指 が 追い つか な い 
2f ҚЫЗЫН қр? 
ダ で 覚え を る し か な い の か な ぁ , むむ む 。 ム 


оо! 


ス ビ セー トド が 較 う な だ け て す 。 

元 は X1lturbo 専 用 だ っ だ の で す が , X1 
用 BASIC に 移し て SYMBOL や PLAY@ を 
徹し て みた らら すんなり 動い た の で X1 と 共 
用 に 手直し し まし た 。turbo BASIC で 遊ぶ 
場合 は , 画面 設定 部 分 を それ らし く 変 えて 
KMODE 0 を 追加 し , PLAY 文 を PLAY@ 


文 に 変え て くだ きい 。 よ り オ リ ジ ナ ル 投 稿 


版 に 近い ゲー ム 展 開 が で きま す 。 


も 面目 きも わか っ て も ら え な いよ うな 気 が 
し ます 。 残念 な が ら こ れ は 又 ] 専 用 な の で 
す が MZ や X68000 ユ ー ザ ー の 人 も ぜひ XX1 
ユー ザー の 人 を 見 つけ て 実行 し て 複数 人 で 
胸 を 競っ て みて 〈《 く だ きい 。 これ は その くら 
い 面 白い ゲー ム な の で す 。 

bb, それ に し て も も う Oh!X に 原稿 を 
書き は じ め て 1 年 以上 に な る の に , 本 当 に 
毎月 毎月 投稿 ゲロ グラ ム の 面白 さき を 100 % 


ズ カ シイ けど 面白 い , 面白 いじ ん だ けど ク ヤ 
と ん な グー ム て す 。 は いぼ 。 

D. を うだ 。 店 れ て まし た UE, EASY 
モー ド と HARD モー ド の 違い は 自 機 と 岩 の 


な ん と な く , これ だ け で は ゲー ム の 内 容 
も 面 暫 さき も 伝え を られ だ た よう な 気 が し な い 
(Z, や っ ぱり 7? ) の で す が , この ゲー ム ば 
っ か り は 実際 に や っ て みな けれ ば を その 内 容 


読者 に 伝え られ だ た よう な 気 が し な い …… o 
才能 な い の か な ぁ 。 だ だ の 2 年 目 の ジ ンク 
ス だ と 思い だ たい ……。 風邪 の せい か , 考え 
が どん どん 暗く な っ て し まっ た だ 。 で すっ 。 


TETROCK 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー… 


20 REM 

30 INIT:CLEAR &HE000:CGEN:WIDTH 40:CONSOLEO0, 25: RANDOMIZE 

40 CLICK OFF:REPEAT OFF:CLS4:FOR І-0 TO 7:PALET I,I:NEXT 

50 PRINT"Wait а minutes." :PRINT:DIM PA$(15):HSz100:GOSUB1690:GOTO940 
60 КЕМ ------------------------- SCREEN 
70 ТЕМРО500:С1,54:5С-0:МЕ-с1:МА-5:НЕ-0 

80 FOR І-0 TO 199:X=TNT(RND( 1 ) *112+207 ) : YZ INT(RND(1)*200) 

90 C=INT(RND( 1 ) *7+1 ) : PSET(X,Y,C) :NEXT 

100 CGEN:CLS:LOCATE 29,8:COLOR3: PRINT"HI-SCORE"; 

110 LOCATE29,3:PRINT'TETLOCK" 

120 LOCATE 30,11:COLOR5: PRINT'"SCORE"; 

130 LOCATE 29,16:COLOR6:PRINT"SCENE  ";ME; 

140 LOCATE 29,19:COLOR2:PRINT'"LEFT ";МА; 

150 LOCATE 27,23:COLOR4:PRINT"BY-HITOSHI.S"; 

160 LOCATE 30, 9:COLORT7:PRINTUSING"$4£444£4";HS 

170 LOCATE 30,12:COLOR7:PRINTUSING" ######" ; SC 

180 FOR І-0 TO 7:PALET I,I:NEXT:QME-ME 

190 IF ОМЕ>7 THEN QME-QME-7:GOTO 190 

200 ON QME RESTORE 1120,1280,1200,1240,1320,1160,1360 

210 CGEN1:COLOR7:LINE(0,0)-(25,24),") ",B 

220 FOR І-1 TO 23:READ A$:FOR К=1 TO 6 

230 H-VAL("&H"4MID$(A$,K,1)) : LOCATE (K-1) *4*41,I 

240 PRINT PA$(H);:NEXT К,І : 

250 POKE &HEF00,24,23,4:FOR I-&HEF03 TO &HEFQE:READ A:POKE I,A:NEXT 

260 POKE &HEF10,0,&HAA, &HCC, &HF0,0 

270 LOCATE PEEK(&HEF00) , PEEK( &HEF01) : COLOR7 : CGEN1:PRINT"("; 

280 FOR I-&HEF03 ТО &HEFOC STEP 3:LOCATE PEEK(I),PEEK(I*1):PRINT"x*"; : NEXT 
290 READ A:FOR Ісі TO A:READ X,Y:LOCATE X,Y:COLOR?7: РКІМТ"#"; : МЕХТ 

300 FOR І-1 TO 20-HE 

310 X-INT(RND(1)*2441):Y-INT(RND(1)*2341) 

320 IF CHARACTER$(X,Y)<>" " THEN 310 ELSE LOCATE X,Y:COLORT:PRINT'$"; 

330 BEEP1:BEEPO:NEXT:SOUND 7,&H38 

340 FOR І-0 TO 100:A$-INKEY$:NEXT 

350 PLAY"V1204C5EGC+:V1205C+GEC :V1203C5GEG" 

360 REM ------------------------- MAIN 
370 IF HE-20 THEN 770 

380 IF ST-1 THEN FOR К-0 TO 130:NEXT 
390 IF PEEK(&HEF10)-0 THEN PLAY"V11O4C9G" ELSE PLAY" V1106C0G" 

400 IF PEEK(&HEF14)-1 THEN СОТО 800 

410 DIR=PEEK(&HEF02):X=PEEK(&HEF00):Y=PEEK(&HEF01):BR2$=CHARACTER$(X,Y+1) 
420 BR4$=CHARACTER$(X-1,Y):BR6$=CHARACTER$(X+1,Y):BR8$=CHARACTER$(X,Y-1) 
430 IF INKEY$<>" " THEN 510 

440 IF DIR<>2 AND DTIR<>8 THEN 480 

450 IF BR4$=")" AND BR6$<>")" THEN DIR=6:GOTO510 
460 IF BR4$<>")" AND BR6$-")" THEN DIR=4:GOTO510 
470 IF DIR=2 THEN DIR=8:GOTO510 ELSE DIR=2:GOTO510 
480 IF ВЕ2$=")" AND BR8$<>")" THEN DIR=8:GOTO510 
490 IF BR2$<>" ) " AND BR8$=" ) " THEN DIR-:2:GOTO510 
500 IF DIR=4 THEN DIR-6:GOTO510 ELSE DIRz4:GOTO510 
510 IF DIR«»2 THEN 560 

520 IF BR2$<>" ) " THEN Y-Y41:GOTO700 

530 IF BR4$<>" ) " THEN DIR-4:X-X-1:GOTO700 

540 IF BR6$4»")" THEN DIR-6:X-X*1:GOTO700 

550 DIRz8:YzY-1:GOTO700 

560 IF DIR<>4 THEN 610 

570 IF BR4$<>" ) " THEN X-X-1:GOTO700 

580 IF BR8$«»5")" THEN DIR-8:Y-Y-1:GOTO700 

590 IF BR2$«»5")" THEN DIR-2:Y-Y*1:GOTO700 

600 DIR-6:X-X*1:GOTO700 

610 IF DIR«»6 THEN 660 

620 IF BR6$<>" ) " THEN X=X+1:GOTO700 

630 IF BR2$<>" ) " THEN DIR-2:YzY*1:GOTO700 

640 IF BR8$<>" ) " THEN DIR-8:Y-Y-1:GOTO700 

650 DIRz4:X-X-1:GOTO700 

660 IF BR8$«»5")" THEN Ү-Ү-1:00Т0700 

670 IF BR6$«»")" THEN DIR=6:X=X+1:GOTO709 

680 IF BR4$<>" ) " THEN DIRz4:X-X-1:GOTO700 

690 DTIR=2:Y=Y+1 :GOTO790 

700 A$=CHARACTER$(X,Y) 

710 IF A$-"*" THEN 800 

720 IF А%-"%” THEN POKE &HEF10,100 

730 IF A$-"$" THEN SC=SC+10*ME:HE=HE+1 ELSE 760 
740 CGEN:LOCATE 30,12:COLOR7:PRINTUSING"$4444 44" ; SC: PLAY"O7COGE" 
750 IF HS«SC THEN HS=SC:LOCATE 30,9:COLORT7:PRINTUSING"'" £44 £446" ; HS 
760 CGEN1:POKE &HEF00,X,Y,DIR:CALL &HE000:GOTO360 

779 REM ------------------------- CLEAR 
780 НЕ-0:МЕ-МЕ%1:РОКЕ &HEF10,0:PLAY"O4C8R4 :04G8R4 : O5CBR4 " 

790 PLAY"O4F8R4:04A8R4:05C8R4" : PLAY"O4C8R4:04G8R4 :05C8RA4" : GOTO100 
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(で ) の ショ ー ト プロ ぱー てい 


800 REM ------------------------- GAME OVER ------------------------. 
810 CGENI1:LOCATE X,Y:COLORT7:PRINT"! " ; : PLAY"RO" 

820 SOUND 7,&H36:SOUND 8,&H10:SOUND 9,&HFF:SOUND  1,&HF 

830 SOUND 6,&H1F:SOUND 11,&H8E:SOUND 12,&H5B:SOUND 13,&HO 


840 LINE(X-1,Y-1)-(X*1,Y*1), ! ",B:FOR I=0 TO 200:NEXT 
850 LINE(X-2,Y-2)-(X*2,Y*2) ,"! " ,B: FOR Iz0 ТО 400:МЕХТ 
860 LOCATE X,Y:PRINT" ";:FOR I-0 TO 200:NEXT 

870 LINE(X-1,Y-1)-(X*1,Y*1)," ",B:FOR 1=0 TO 300:NEXT 
880 LINE(X-2,Y-2)-(X*2,Y*2)," ",B:FOR І-0 TO 500:NEXT 


890 MA=MA-1:TF MA«0 THEN 900 ELSE 100 

900 CGEN:FOR І-д TO 7:PALET I,I:NEXT:FOR 1=13 TO 24:PLAY"O6C1GEG:O4G1CEC" 

910 LINE(25-1,25-I)-(I,I-1)," ",B:FOR 7-0 TO 50:NEXT J,I 

920 LOCATE 5,11:PRINT'GAME OVER" 

930 SOUND 7 ,&H38:TEMPO299:PLAY"V1205B506CDEECO5BAABO6CDDO5BAGGAB+C+CAG#F#FO6EEDD 
DDDO5B+C+DO6EECO5BAABO6CDDO5BAGGAB+C+CAG#FGAA4R1A5GGGG:V1203R5RRC504G+C+EDA+C#Fー 
GDGB-EEGBCG+C+EDA+TC#F-ーGG+C+G+FCDGC504G+C+EDA+TC#F-GDGB-EEGBCG+C+EDCDGB+GBGD " 

940 REM ------------------------- TITLE ------------------------- 

950 CLS4:FOR 1=0 TO 300:X-INT(RND(1)*640):Y- INT(RND(1)*200) : CZ INT(RND(1)X*741) 
960 PSET(X,Y,C):NEXT:CGEN1:COLOR7:LINE(0,4)-(39,14), ) ",B 

970 LINE(1,5)-(38,13)," ",BF 

980 RESTORE 1070:FOR I-1 TO 20:READ A,B,C,D:LINE(A,B)-(C,D) ,") ": NEXT 

990 POKE &HEF03,1,5,6,1,13,6,38,5,4,38,13,4,0,0, kHAA, &HCC, &HFO 

1000 FOR I-0 TO 4:CALL &HE091:CALL &HE325 


1010 CGEN:LOCATE 12,18:COLOR5:PRINT"EASY ::::[1] key"; 
1020 LOCATE 12,20:PRINT"HARD ・・・・[2] key" ;:FOR Ј=0 TO 20:GOSUB1050:NEXT J,I 
1030 FOR І-0 TO 1:CALL &HE091:CALL &HE325:LINE(12,18)-(27,20)," ",B 


1040 FOR 7-0 TO 20:GOSUB1050:NEXT J,I:GOTO1000 
1050 А%-ІМКЕҮ%(0):ІЕ А%-"1" THEN ST-1:GOTO60 
1060 ТЕ А%-"2" THEN ST=2:GOTO69 ELSE RETURN 
1070 DATA 2,7,16,7,4,8,4,11,7,8,7,11,8,9,10,9,8,11,11,11,14,8,14,11 
1080 DATA 18,7,18,11,19,7,21,7,21,8,20,9,19,9,21,11,23,17,23,11,24,7,28,1 
1090 DATA 26,8,26,11,24,11,25,11,28,7,31,7,28,8,28,11,29,11,31,11 \ 
1100 DATA 33,7,33,11,36,7,34,9,35,10,36,11 
1110 REM ------------------------- SORENE DATA コン っ トー っ ニー ニー ニー ュー ラコ ニニ ーー ニー ニー 
1120 DATA 000000,000000,3E3E7C,084010,10F820,210040,43E080,000000 
1130 DATA 000000,000000,718E90,4A50A0,5250C0,6250C0,5250A0,498E90 
1140 DATA 000000,000000,000000,000000,000000,0007FF,000000 
1150 DATA 11,4,6,9,6,6,9,14,8,22,16,2,2,9,16,5,12 
1160 DATA 001800,7FC3FE,7FC3FE, 7F81FE, 7FABFE, 7FBDFE, 7E247E, 7C813E 

* 1170 DATA 79819E,7381CE,6799E6,0718E0,6799E6,7381CE,79819E,7C813E 
1180 DATA 7E247E,TFBDFE, 7FAB5FE, 7F81FE, 7FC3FE, 7TFC3FE, 001800 
1190 DATA 1,1,2,1,23,8,2,12,4,24,1,2,4,11,1,14, 1,11,23,14,23 
1200 DATA 000С00,554САА,000С00,554САА,000С00,5540АА,000000,5502АА 
1210 DATA 000000,550AEA,0100E0,512AEA,0700E0,512AEA,0100E0, 550AEA 
1220 DATA 000000,5502АА,000000,5540АА,000С00,554САА,000С00 
1230 DATA 1,1,6,1,23,6,7,12,4,7,14,4,3,11,8,11, 18,5, 13 
1240 DATA 000000,7C8F7E,18A206,19A090,3DF080,3CF3AA, 7E7300, 437206 
1250 DATA 4872B0,7E3202,06B202,10B240,02B3EA,12324A,00004A, 3FE00A 
1260 DATA 24E2AE,2022AE,0BOEEE, 097E44,297000, 3B3BBF, 000000 
1270 DATA 24,1,4,8,3,8,3,9,6,22,16,8,4,8,9,14,18,18,9,22,11 
1280 DATA 000000,39F31C,444412,404490,38449C,044794,444492, 384492 
1290 DATA 000000,000000,000000,39139C,451110,411112,39F11C,051110 
1300 DATA 451110,391390,000000,000000,0FC000,00007F,000000 
1310 DATA 3,4,8,15,5,8,6,12,5,24,21,4,3,17,3,23,13,23,4 
1320 DATA 000000,38661C,1C2438,0E1870,2718E4,3399CC, 19DB98, 0CC330 
1330 DATA 0654А60,0318С0,019980,000В00,001800,01С380,0381С0,0724Е0 
1340 DATA 0E6670,1CC338,39819C,3300CC,260064,000000,000000 
1350 БАТА 3,1,4,21,1,6,11,11,2,19,12,4,3,3,3,4,21,22,3 
1360 DATA 000000,400002,3FET7FC,3FC3FC, 3F99FC, 3F18FC, 3bE427C , 3CE73C 
1370 DATA 38001C,33FFCC,260064,0F81F0,00F780,30770C,38361C,3C363C 
1380 DATA 3E227C,3F01FC,3F81FC,3FC7FC,3FE000,4000FF, 000000 
1390 DATA 1,1,2,12,4,4,22,2,8,8,11,6,5,11,7,15,7,15,12,18,13,11, 17 
1400 REM ----------------------- MACHINE LANGUAGE ----------------------- 
1410 DATA 3E003214EFCD24E0CD70E23A14EFFE01C8CD91E0CD70E2CD25E3C93A00EF6F3A,34 
1420 DATA O1EF67C9CD1BE03A02bEFFE08C243E024CDFAE23E20CD86EQ0CD1BEOCDFAE23E25, 30 
1430 DATA C386EO0FE06C25CE02DCDFAE23E20CD86EO0CD1BEOCDFAE23E26C386E0FE02C275,C7 
1440 DATA E025CDFAE23E20CD86EO0CD1BEOCDFAE23E27C386E02CCDFAE23E20CD86E0CD1B, 8C 
1450 DATA EOCDFAE23E28444DED79C93E143215EFC93A10EFD601DA9DE03210EFC9CD8BEO , 99 
1460 DATA 3AQ03EF5F3AO04EF573A05EFA47CD2EE17B3203EF7A3204EF783205EFCD22E1CD8B, 64 
1470 DATA E03AQ06EF5F3AQ7EF573A08EFA7CD2EE17B3206EF7A3207EF783208EFCD22E1CD, CB 
1480 DATA 8BE03AO09EF5F3AO0AEF573AO0BEFA7CD2EE17B3209EF7A320AEF78320BEFCD22E1, 9B 
1490 DATA CD8BE03AO0CEF5F3AODEF573AO0EEFA7CD2EE17B320CEF7A320DEF78320EEFCD22, 99 
1500 DATA E1C9626BCDFAE23E2A444DED79C93A15EFD601C83215EF78FE02C284E114626B, DB 
1510 DATA C5CDFAE2444DED78C1FE202813FE25280FFE26280BFE272807FE282803C371E1,E9 
1520 DATA D5112800B7ED52D1C5444D3E20ED79C1C915CDC8E27CFE8038050604C384E106,74 
1530 DATA 06C3D3E13A15EFD601C83215EF78FE04C2D3E11D626BC5CDFAE2444DED78CIFE, 8D 
1540 DATA 202813FE25280FFE26280BFE272807FE282803C3C0E123C5444D3E20ED79C1C9 , DC 
1550 DATA 1CCDC8E27CFE8038050602C32EE10608C3227E23A15EFD601C83215EF78FE06C2,CA 
1560 DATA 22E21C626BC5CDFAE2444DED78C1FE202813FE25280FFE26280BFE272807FE28 , 96 
1570 DATA 2803C30FE22BC5444D3E20ED79C1C91DCDC8E27CFE8038050608C3225kE20602C3, 19 
1580 DATA 2EE13A15EFD601C83215EF15626BC5CDFAE2444DED78C1FE202813FE25280FFE, DA 
1590 DATA 26280BFE272807FE282803C35DE2D511280019D1C5444D3E20ED79C1C914CDC8, 45 
1600 DATA E27CFE8038050606C3D3E10604C384E13A00EF2103EF96C287E23A0 ]EF2104EF , 09 
1610 DATA 96C287E2C34CE33A00EF2106EF96C29EE23A0 1EF2107EF96C29EE2C34CE33A00, 0F 
1620 DATA EF2109EF96C2B5E23AO01EF210AEF96C2B5E2C34CE33A00EF210CEF96C03AQ0 1 EF, E1 
1630 DATA 219DEF96C9C34CE3F5C5D5ED5BE2E2ED4BE5E2CDE7E222E2E2ED5F32E4E2D1C1,51 
1640 DATA F1C989FA3683032100003E1029CB23CB12D2F5E2093DC2ECE2C9D5E506004C11,C1 
1650 DATA 2800CD12E3545DE106004D2100301909D1C921000079B0C8CB38CB19300119CB, EA 
1660 DATA 23CB1218F03A11EF070100103211EFE6FEED79043A12bEF073212EFE6FEED7904,9D 
1670 DATA 3A13EF073213EFE6FEED79C93E013214EFC90000000000000000000000000000,C7 
1680 REM ------------------------- PCG ------------------------- 
1690 DEFCHR$(32)-HEXCHR$("FCFCFCOOCFCFCF0000000000000000000000000000000000" ) 
1700 DEFCHR$(33)zHEXCHR$('"6480800000818100995A3CFFFF3C5A99997E7EE7ET77ETE99") 
1710 DEFCHR$(35)-HEXCHR$("FCAACO1AD983D500007ETETE7E7E7E000000182424180000" ) 
1720 DEFCHR$(36)-HEXCHR$("FCD8800081C3C70000247E7E7E3C180000247E7E7E3C1800" ) 
1730 DEFCHR$(37)-HEXCHR$("FCFCFC3CFFEFEF0000000000000000000018183C3C666600" ) 
1740 DEFCHR$(38)-HEXCHR$("FCFCFCIEDFFFEF0000000000000000000060781E1E786000" ) 
1750 DEFCHR$(39)-HEXCHR$ ("FCFEFE3CFFDFDF0000000000000000000066663C3C181800" ) 
1760 DEFCHR$(40)-HEXCHR$("FCFEFE78FFDFCF00000000000000000000061E78781E0600" ) 
1770 DEFCHR$(41)-HEXCHR$("FE8282928383FF000044383838440000FEBAFEFEFEBAFE00 " ) 
1780 DEFCHR$(42)-HEXCHR$("FCC080008181C300003C7E7E5E6E3C000000080400000000" ) 
1790 RESTORE 1410:RR-2440:FOR I-&HE000 TO &HE351 STEP &H20:READ A$:SD-0 
1800 FOR J=1, TO 32:ED-VAL("&H"*MID$(A$,J*2-1,2) ) :SD=SD+ED : POKE I*J-1,ED 
1810 NEXT J:READ ZZ$:1F ZZ$«4^RIGHT$(HEX$(SD),2) THEN 1850 
1820 RR=RR+19:NEXT I:RESTORE1830:FOR І-0 TO 15:READ PA$(I):NEXT:RETURN 
1830 DATA it "у" ) ш ) "2! 2. ) "ү" ) у," ) ) "ү 2. 
1840 DATA "3 . 3737) ) жат) у J) олу] 2. a FJI) 
1850 BEEP:PRINT"ERROR in ";RR:END 
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X17XIturDO 用 アク ショ ンプ ゲー ム 


ACTIVE UNIT 


ШЕ 
Shibata Atsushi De EH 


ここ ろ で 


最近 , 不条理 に 難し い ゲ ー ム が 多い と 思 
いま せん か >。 

笠 に ジュ ー テ ィング ゲー ム に 多い と 思う 
Ост», 弾 が と に か く 《 く バラ バラ 出 て き て 
いつ の ま に か や られ て いる と いっ だ よう な 
ЬО, また, 安全 地 常 と か 必勝 法 が わか ら 
な か と 便り けが な が の ぴよ うな グー ム ょ と か 。 

と て も 綺麗 な 背景 に は セン ス も 感じ られ 
まず し 大きな キキ ャ ラク ター が ギン ギン に 
動き まわ る と いっ た 技術 力 は 認め て 余り あ 
る の で す 。 し か し , ゲー ム を や っ て いて も 
「 ど うし て ここ が 抜け られ な か っ た だ の か 」 
と いう こと が わか ら ず に , 結局 途中 で 投 
LLL 4 92 Ju о 
Bk の だ くく ない の て す 。 

いわ ゆる 「 ゲ ー ム の うま い 子 供 」 の プレン 
イ を 見 て いる と , 彼ら は 瞬間 瞬間 の 論理 的 
な 思考 (ゲー ム プ レイ ヤー に と っ て は 事 極 
の 芸術 ) に よら ず ,「 こ こ を こう や っ て い 
れ ば 死な ず に すむ 確率 が 高い 」 と いっ か た, 
いつ 偽り に 転ずる か も わか ら な いよ うな こ 
と に 浴 っ て いる だ け の よう な 気 が し ます 。 

を うい っ つっ だ, すれ っ か らし の プレ イヤ ギー 
の 要求 と 彼ら を 消費 者 と も し て 崇め て や まな 
い 開 発 者 の 供給 は お 瓦 い の 相乗 効果 で と め 
と この の な が ない は ほら 語れ あがら て いき ます 。 
本 来 , 画面 の 美しき は 付加 的 な も の で は な 


llesese sses | 
S0NNESS жаза | 


か っ た の で し ょ うか 。 弾 の 量 は 技術 力 に 比 
例 し て 増え る も の で は な い , 
し よう の がら 

も っ と 単純 な シス テム で 面白い ゲー ム は 
て さなか に OC a шер. 

FITA ITORI EATI ZA =g 
滑ら か な 動き は 単に プレ イヤ ー に 少々 の 臨 
場 感 と 説得 も 与え を る だ け の bi 
すぎ ませ ん 。 その 情報 の 載る べき ゲー ムシ 
ステ ム こ を , 本 当 に 考慮 さき れる で き で は な 
NE も d o ғыр 

シュ ー テ ィング ゲー ム の シス テム に お い 
T. ジョ イス ディ ォ オグ と トル サガ ポン し い 
2 体系 が 変わ ら な い 限 り , 操作 性 は プレ イ 
ヤー の 頭 の 中 に 構築 る され た 「 情 報 」 を 刺激 
し ます 。 を の 結果 , 「 情 報 」 は 単に 線 で 連 
結 さ れれ だ だ け の 「 点 と 点 の つなが り 」 を 超 
A, 面 と し て ある 「 世 界 」 を 構築 する は ず 


を そう いっ た 僕 の 考え を な ん と か か た だ た ち に 
フラ と し だ の が 今回 の "ACTIVE UNI 
DX SC Fa 
eC, 突然 で す が , あな た だ は 宇宙 空間 用 
歩兵 「ACTIVE UNIT」( 以 下 A/U k i% 
の 技能 試験 を 受け る テス トバ パイロ ッ ト 
0 
を 切り 抜け な が く て は な り ま せん 。 
な お , この ゲー ム は 操作 の 都合 上 , 2 F 
リガ が ガ の ジョ イス ティ イッ ク が 必要 で す 。 叉 1 
の キー ボー ド は どう も ゲー ム に は 不 親切 で 


ドー 


の て は な いい 


決め て いき du. 


X 和 用 に ちよ っ と わっ だ ショ ーー ティン 
ゲー ム を お 届け し まし ょ う 。 機 動 歩兵 の パ 


ラメ ー タ を 設定 し て , 迫り くる ミサ イル 和 群 
を 迎撃 し て くだ さい 。 ま わり の は 無重力 の 宇 


由 空 間 。 慣 性 も 考慮 し て 行動 し な けれ ば な 
り ま せん 。 シ ンプ ル か つ 高 難易 度 の 奥 が 深 
い ゲ ー ム で す 。 


+, しかし, XX1 で は ジョ イス テイ ッ ク の 普 
及 率 も 高い で し ょ うか ら 思 い 切 っ て ジョ イ 
ステ ィ ッ ク 専 用 に し まし た 。 お 持ち で な \ 
方 あし か ら ず 。 


ABER 0| 
BEN 


の プロ グラ ム は 2 本 の BASIC ブ プログラ 
эше натты 
ログ ラム BASIC 部 ) と 1 本 の マシ ン 語 ブロ 
グラ ム (マシ ン 語 サブ ルー チン , 面 デ ー タ ) 
か ら 構 成 さ れ て いま す 。 例 に よっ て , BASIC 
部 分 は X1 用 BASIC (CZ-8CBO1, 8FB01) 
は MACINTO-C じ な どの 
マシ ン 語 入力 ツー ル か ら 入 力 し , 間違い の 
な いこ と を 確認 


か 5, マシ ン 語 部 分 


стер, 


リス ト 1 ACTIVE.OPE 
リス ト 2 ACTIVE.BAS 
リス ト 3 ACTIVE.BIN 


の ファ イル 名 て 順番 に セー ブ し て くだ さい 
(ディ スク ユー ザー の 方 は 順番 が 違っ て も 
が か さい ませ 

リス ト 1 を RUN す る と 人 初期 設定 が 終わ 
り し だ い 必 要 な ファ イル を 読み 込ん で 自動 
的 に ゲー ム が 始ま り ま す 。 


ゲー ム 構 成 


フロ グラ ム の 読み 込み が 終わ る と タイト 
ル 画 面 が 現れ ます 。 少々 の 堪能 の あと トリ 
が ボタ ン を 押し て くだ る 

ゲー ム を 開始 する 前 に 使用 す 
4 デン デイ テイ や 捧 定 し ます 。 ジョイ ステ 
ィ ッ ク て 連射 機能 の 有無 (Auto), Ж {Ж 
度 (Shootinspeed), ЖЕТЕ (Activity) を 
ジョ イス ティ ッ ク の 左右 
で 項目 を 選択 し , EFT 
て くだ さい 。 


る A/U の アゲ 


数 値 を 変え て いっ 


ACTIVE UNIT 121 


連射 機能 は あっ た ほう が も ちろ ん 簡単 で 
すし , 般 捧 性 も 高い ほう が 機 艇 に 動け て 楽 
に な り ま す 。 皆さん の 実力 , 上達 で ぐあい! 
あわ せ て いろ いろ 変え て いっ て くだ きい 。 

いよ いよ ゲー ム 開 始 で す 。 操作 方 法 は 
ちまう と た 込み 入ら て ます 。 ま すず す 。 PLA 
は 弾 の 発射 の み に 使わ れ ま す 。 ス ティ イッ ク 
で 8 方向 に バー ニア の 向き を 変え て 移動 す 
る の で す が , 宇宙 空間 な の で 慣性 の 力 が 大 
さて 和 作 才 し て さき ささ すず 。 に 操作 し て い 
る と バー ニア の 向き を 変え た と き に A/U の 
向い て いる 4 方向, つまり 弾 を 撃ち 出す 方 向 
も 2 わろ て し まい まず の て で さこ で トト が 
2 を 使用 し ます 。 ト リガ 2 を 押し な が ら ス 
ティ ッ ク を 動か す と , 進行 方 向 を 変え ず に 
弾 を 撃つ 方向 を 変え る こと が で きる の で す 。 
これ が 実際 に どう いう 状態 な の か は ゲー ム 
AD y S もらう し か の り ま せ ば ん 。 が し 
この お か げ で ジョ イス ティ ッ ク 専 用 に な っ 


ecc 


こと を 相殺 し て あり あま る ほど 操作 性 は 
оо 


この よう に A/U を 操作 し な が ら 人 迫り 〈 る 
ミサ イル を 打ち 落と し て いく の で す が , 各 面 
を クリ ア す る に は を の 面 に 登場 する ミサ イ 


ル の 半数 (小数 点 以 下 は 切り 上 げ ) を 超す 
戦果 を あげ ね ば な り ま せん 。 た だ たとえ ば, 3 
機 の ミサ イル が 出 て くる 面 で は 2 機 以 上 を 
撃隊 し な けれ ば な ら な いわ け で す 。 

この ゲー ム の 面 構成 は 逐次 的 に 難し く な 
о. 
3 FE, 総 面 数 100 の この ゲー ム を あな た ( 
連射 な し で 制覇 で きる で し ょ うか 。 


面 デ ー タ に つい て 


この ゲー ム で は , 各 面 は ミサ イル の 配置 
こよ っ て 区 別 き れ て いま す 。 で すか ら を それ 
を 記述 し て いる デー タ 形 式 が わか れ ば 簡単 


リス ト 1 ACTIVE .OPE 


10 WIDTH 40:INIT:CGEN1:FOR IX-0 TO 7:PALET 1%,0:МЕХТ 
20 LOCATE 11,12:PRINT" WAIT FOR A MOMENT':SCREEN0,1,0 
30 C$-HEXCHR$('"3C42423C42423C00" ) 

40 DEFCHR$(&H20)zSTRING$(24,0):READ A$ 

50 FOR IX-&H21 TO &H5F 


60 READ A$:B$-"" 
70 FOR J%=1 TO 8 


に ゲー ムコ ンス トラ クシ ョ ン を 楽し め る わ 
け で す 。 

面 ブ デー タ は F000』 か ら 8 x 3 =24 バ イト 
ずっ 並ん で に ます 。 ТЩЩК ТС ет 
ル の 最大 数 は 8 で す 。 1 バイ ト 目 が ミサ イ 
ル の 種類 (0 一 2 また は 255 の み 。 それ 以外 
を 指定 する と 禁 走 する ),。 2 バイ ト 目 が 横 座 
BH, 3 バイ ト 目 が 縦 座標 還 と な っ て いま 
す 。 座標 は ー128 か ら 十 127 ま で の 2 の 補 数 
で 指定 し ます 。 

これ を 元 に デー タ を 書き 換え れ ば 目 分 の 
オリジ ナル 面 の で き あ が り で て す 。 マ シン 語 
聞 分 を モー ジグ し だ と き の 婦 問 で て で セーブ L, 
好み 好み の オリ ジ ナ ル 面 も 楽し ん で くだ さる 
い 。 


Profile 
柴田 さん は 東京 都 に お 住ま い の 2| 歳 , XID ユ ー 
ザー で す 。 すでに アニ メー ショ ン 人 作品, “Rythm 


To Trace" や パズル ゲー ム “ ロ ボッ ト 衛 兵 " で も 
お 馴染 み で すね 。 


80 B$=B$+CHR$(VAL("&H"+MID$(A$,J%*2-1,2) ) OR ASC(MTD$(C$,J%, 1 ) ) ) 


90 NEXT 


122 


Oh! X 


1989.12. 


DEFCHR$ (1%) =В$+НЕХСНЕ$ (A$*A$) 

NEXT 

FOR 1%-5 ТО 319 STEP 19:LINE (1%,0)-(1%,199),РЅЕТ, 1, BF: NEXT 

FOR 1%-2 TO 199 STEP 10:LINE (の ,T%)-(319.T%) , PSET, 1, BF: NEXT 

READ X1,Y1:FOR I*X-0 TO 92:READ X2,Y2 
LINE(X1,Y1)-(X2,Y2) , PSET, 3:X1zX2:Y1zY2:NEXT 
PAINT(160,100),3,3:PAINT(160,100),1,0:RESTORE 1320 

READ X1,Y1:FOR IX-0 TO 92:READ X2,Y2 

LINE(X1,Y1)-(X2,Y2), PSET,0:X1-X2:Y1-Y2:NEXT 

SCREENO , 0 

LINE(0,0)-(215,199) , PSET, 4,B:LINE(2,2)-(213,197) , PSET, 4,B 

SCREEN, ,2:LINE(200,85)-(319,199) , PSET, 1,BF 

SCREEN, ,0: CIRCLE(269,142),47,4:PAINT(269,142),0,4 

SCREEN, ,3:LINE(218,94)-(319,199) , PSET, 1,B 
PAINT(219,95),HEXCHR$("F5EBD7AF5FBETDFA"),1 
LINE(218,0)-(319,92) , PSET, 1, B:LINE(219,1)-(318,91),PSET, 1,B 
ҺІМЕ(218,23)-(319,23),Р5ЕТ,1:Р5ЕТ( 269,142) 

DEFCHR$ ( &H60) -HEXCHR$('"0000000103030307183838383132200B00383C04390A3003" ) 
DEFCHR$(&H6 1 ) HEXCHR$("00000080COE0E03C0000000080000018000000008000001C" ) 
DEFCHR$(&H62 ) :HEXCHR$("37024C0F201C3B232A70780B3318363C33024C0F201C3B23" ) 
DEFCHR$(&H63 ) -HEXCHR$("48F6F622C008703040F4240C8C2040E048F6F622C0087030" ) 
DEFCHR$(&H64 ) :HEXCHR$("00061C1A040D05060E0818100101010000061C1A040D0506") 
DEFCHR$(&H65 ) =HEXCHR$( "0080Е0В0С060А070Е0Е0Е080С0С0С0600080Е0В0С0604Л070") 
DEFCHR$ ( &H66 ) -HEXCHR$('"000000010307070E00000000020000000000000002000006" ) 
DEFCHR$(&H6 7 ) =HEXCHR$( "000000E0F2C914EA00000080020217E800000080020114EA" ) 
DEFCHR$(&H6 8 ) -HEXCHR$ ("00000100000000003F2E01000000000015140D0000000000") 
DEFCHR$(&H6 9 ) =HEXCHR$( "1E24BCBEOF の 990694C921BD の 9699999499D229BCBE の FO99694”) 
DEFCHR$(&H6A ) -HEXCHR$('"7036366C0BF33800E0E4C48F02E030F07036366C0BF33800" ) 
DEFCHR$ (&H6B) :HEXCHR$("000000030300000001010103020000000000000303000000" ) 
DEFCHR$ ( &H6C) =HEXCHR$( "00007C648CD9221C70B8F040001E0C1C00007C648CD9221C" ) 
DEFCHR$(&H6D ) =НЕХСНЕ$ ("000B1B1C6334061F050B13105A070700000B1B1C6334061F") 
DEFCHR$(&H6E ) ZHEXCHR$("0818C08482800080E8D80C04020080000818C08482800080" ) 
DEFCHR$(&H6F ) zHEXCHR$("000000000000010000103C0F07000000000010140D040100" ) 
DEFCHR$(&H70)-HEXCHR$("00000001030717FE0000000082C010000000000082CO010F6 ") 
DEFCHR$(&H71)zHEXCHR$("8E343C1E0700060400311D060000040082303C1E07000604" ) 
DEFCHR$ (&H72) =HEXCHR$( '0E0400060F1E2C300001050E0E182080020000060F1EZCBO" ) 
DEFCHR$(&H73)zHEXCHR$("7036366CO0BF33800E0E4C48F02E030F07036366CO0BF33800" ) 
DEFCHR$(&H74)-HEXCHR$("00000000000000000103070E040000000101020500000000" ) 
DEFCHR$ (&H75) =НЕХСНЕ$ ( "000В1В1С6334061Е858В13105407070080СВ9В1С6334061Е”) 
DEFCHR$(&H76)-HEXCHR$("0000000303000000818101030200000080C0800303000000" ) 
DEFCHR$(&H7 7 ) =HEXCHR$ ("000000074F9328570000000648C0C8160000000648802857") 
DEFCHR$(&H78 ) =HEXCHR$ ('00000080CO0E0E06000000000000000000000000000000060" ) 
DEFCHR$(&H79) =HEXCHR$( '0E6C6C36DO0CF1C000D6F4BC0810E180B0E6C6C36DOCF1COQ") 


530 DEFCHR$(&H7A)zHEXCHR$("181D3F3840A060009BD8B000800000801B1C3E3840A06000" 
540 DEFCHR$(&H7B)-HEXCHR$('"0000008000000000FCF4000000000000A48A8708000000000" 
550 DEFCHR$(&H7C)-zHEXCHR$("0002E59E1E6018080707051E785C000000025E59E1E601808" 


570 DEFCHR$(&HTE)-zHEXCHR$('"1C1802204106010019123020420100001C18022041060100" 


1000 


DEFCHR$ (&H7F) :HEXCHR$("0030308070669C30E0E06080407830200030308070669C30" 


) 

) 

) 

560 DEFCHR$(&H7D)-HEXCHR$('"000080800000000080000000000000000000808000000000" ) 
) 

) 

DEFCHR$(&H80)-zHEXCHR$("00000080C0E0987F000000000103183C000000000103187F" ) 

) 


DEFCHR$(&H81)-HEXCHR$("000000000000C04000083CF0E000000000000828B020C040" 


DEFCHR$(&H82)-HEXCHR$("1E19026040A06000D0C08800800000801E19026040A06000" ) 


DEFCHR$(&H83 ) =HEXCHR$( "9777763BD9CF1C99976645C2819E189B9777763BD9CF1C99") 


DEFCHR$(&H84 ) =HEXCHR$( "B920999998B8381C9989EOF949393281A999999998B83A1D" ) 


DEFCHR$(&H85)-HEXCHR$('"040080800000000081010000000000000502818000000000" ) 
DEFCHR$(&H86)-HEXCHR$ ("000000000000000080C0E07020000000004080E000000000" ) 


DEFCHR$ ( &H87 ) -HEXCHR$('"0430308070669C30E1E16080407830200532318070669C30" ) 
DEFCHR$(&H88)-HEXCHR$ ("000000000000000080C0E07020000000004080E000000000" ) 
DEFCHR$(&H89)zHEXCHR$("0000030737071F7300000003321810600000000332001870" ) 
DEFCHR$(&H8A)-HEXCHR$("000010F0COFCF8C6000010303018100400001030001C1806 " ) 


DEFCHR$ ( &H8B) =НЕХСНЕ$ ("75464721062E2C0460747D39142C2D01744647210625E2D05") 
DEFCHR$(&H8C ) -HEXCHR$ ("A662C000D01C38380C4C9CCC901030302662C000D01CB8B8 " ) 
DEFCHR$ ( &H8D) -HEXCHR$("001C180C14180C000B1B130B191C0000021F1A0F14180C00" ) 


DEFCHR$ ( &H8E) -HEXCHR$ ("502000202040E060C02080008060C04050A000A02040E060" ) 


DEFCHR$ (&H8F) HEXCHR$("1008101818182C001018181818183C181008101818182C00" ) 
DEFCHR$ ( &H90) =НЕХСНЕ$ ("040C001010703000040C081810707020040C001010703000" ) 
DEFCHR$(&H91)-HEXCHR$("0003000C783010000003060C787070000003000C78301000" ) 


DEFCHR$(&H92)-HEXCHR$('"00000302786020000000030E78E060000000030278602000" ) 


DEFCHR$(&H93)-zHEXCHR$ ("0000403D7A400000000040FFFE4000000000403D7A400000" ) 
DEFCHR$(&H94)zHEXCHR$("0000206078020300000060E0780E03000000206078020300" ) 
DEFCHR$ (&H95)zHEXCHR$("001030780C000300007070780C060300001030780C000300" ) 
DEFCHR$ (&H96)zHEXCHR$("0030701010000C042070701018080C040030701010000C04") 
DEFCHR$(&H97)zHEXCHR$("002C181818100810183C181818181810002C181818100810" ) 
DEFCHR$(&H98 ) HEXCHR$("000C0E0808003020040E0E0818103020000C0E0808003020" ) 
DEFCHR$(&H99 ) =НЕХСНЕ$ ( "00080C1E3000C000000EO0E1E3060C00000080C1E3000C000" ) 
DEFCHR$(&H9A ) HEXCHR$("000004061E40C000000006071E70C000000004061E40C000 " ) 
DEFCHR$ ( &H9B) =HEXCHR$ ("000002BC5E020000000002FF7F020000000002BC5E020000" ) 
DEFCHR$ ( &H9C) =HEXCHR$ ("00C0401E0604000000C0701E0706000000C0401E06040000" ) 
DEFCHR$(&H9D ) =НЕХСНЕ$ ("00C000301E0C080000C060301E0E0E0000C000301E0C0800" ) 
DEFCHR$ ( &H9E) HEXCHR$ ("20300008080E0C0020301018080E0E0420300008080E0C00 " ) 
DEFCHR$ ( &H9F) HEXCHR$ (" 003C7EGE6E7E3C00003C445C5C7C0000003C7EGEGE7E3CO00" ) 
DEFCHR$(&HAO ) =НЕХСНЕ$ ("00183E366E7C1C000018242C5C78000000183E366E7C1C00" ) 
DEFCHR$ (&HA1)-HEXCHR$('"00183C766E3C18000018285C5C38000000183C766E3C1800") 
DEFCHR$ ( &HA2) HEXCHR$ ("000C3C766E3E3800000C344C5C380000000C3C766E3E3800" ) 
DEFCHR$(&HA3 ) =НЕХСНЕ$ ("003C7E667E7E3C00003C445C5C7C0000003C7E667ET7E3CO0Q" ) 
DEFCHR$ ( &HA4) HEXCHR$ ("00303C6E767C1C0000302C567C18000000303CGE767C1C00" ) 
DEFCHR$(&HA5)-HEXCHR$("00183C6E763C18000018285C5C38000000183C6E763C1800" ) 
DEFCHR$ ( &HA6 ) CHEXCHR$("001C7C6E363E18000018685C2C380000001C7C6E363E1800" ) 
DEFCHR$ ( &HA7 ) =НЕХСНЕ$ ("C08000000000000000000000000000000000000000000000" ) 
DEFCHR$(&HA8)-HEXCHR$("000000001818000000000000100000000000000010000000" ) 
DEFCHR$(&HA9 ) =HEXCHR$ ( OC1E0C000000000008000000000000000800000000000000" ) 
DEFCHR$ ( &HAA) -HEXCHR$("0000183C3C18000000000010000000000000001000000000" ) 
DEFCHR$ ( &HAB) =HEXCHR$ ( "00000000030F1C3800000000030F1F3F00000000030F1F39") 
DEFCHR$ ( &HAC) =НЕХСНЕ$ ("00003860800000000000387CBEFEFA4F80000387C96EEFAF8" ) 
DEFCHR$ ( &HAD) =HEXCHR$ ("20000100000000003F3F3F1F0F0300003E3A391F0F030000" ) 
DEFCHR$ ( &HAE) =HEXCHR$ ("0080000000000000F8E0D8BCFC98000078E058BCFC980000" ) 
DEFCHR$ ( &HAF) =HEXCHR$ ("0000061F3E78E0C0000007 1F3F7FFFFE0000071F3F7FF1FA") 
DEFCHR$(&HBO ) -HEXCHR$ ("00000080000000001C3kEAFE7F6F8FCACICS3EATE3F6F87C2C" ) 
DEFCHR$ ( &HB1) zHEXCHR$("C040000000000000FDFAFC7A3D1E0700F5F2F07A3D1E0700" ) 
DEFCHR$ ( &HB2) :HEXCHR$("00001C30604000000C001C3E7569B21C0C001C3E7161B21C" ) 
DEFCHR$ ( &HB3) -HEXCHR$("0000061C304080800000071F3860E0C00000071F3860E0CO" ) 
DEFCHR$ ( &HB4) :HEXCHR$ ("00000000000000001C2281C172180C441C2281C172180C04" ) 
DEFCHR$ ( &HB5) HEXCHR$ ("8000000000000000C1C4E460301C0600C0C0E060301C0600" ) 
DEFCHR$ ( &HB6 ) 2 HEXCHR$ ("0000182040000000A0009C224042201000001C2240402010" ) 
DEFCHR$(&HBA ) -HEXCHR$ ("000000000000000030787830000000000020000000000000" ) 
RUN "ACTIVE.BAS" 
DATA 0000000000000000,1010100000101000,4848480000000000,24247E247E242400 
DATA 3C48483C12123C00,2244080010224400,3048483C48443A00,2040000000000000 
DATA 2040400040402000,0402020002020400,0044280028440000,0010106C10100000 
DATA 0000000010204000,0000003C00000000,0000000040400000,0204080010204000 
DATA 3C42420042423C00,0202020002020200,3C02023C40403C00,3C02023C02023C00 
DATA 4242423C02020200,3C40403C02023C00,3C40403C42423C00,3C02020002020200 
DATA 3C42423C42423C00,3C42423C02023C00,0010100010100000,0010100008102000 
DATA 0810200020100800,00003C003C000000,2010080008102000,3C02020C08000800 
DATA 0000003C42423C00,3C42423C42424200,3844483C42423C00, 3C40400040403C00 
DATA 3844420042423C00,3C40403C40403C00,3C40403C40404000,3C40400C42423C00 
DATA 4242423C42424200,1010100010101000,0202020042423C00,4244483C42424200 
DATA 4040400040403C00,42665A0042424200,426252004A464200,1C22420042423C00 
DATA 3C42423C40404000,3C42420048443A00,3C42423C40444200,3C40403C02023C00 
DATA 7C10100010101000,4242420042423C00,4242420024241800,424242005A664200 
DATA 4224180018244200,8244280010101000,3E44080010227C00,3040400040403000 
DATA 4428107C10101000,0C02020002020C00,1028440000000000,0000000000003C00 
DATA 138, 78,134, 72, 133, 69,135, 59, 142, 51,152, 46,161, 45,173, 49 
DATA 177, 53,181, 48,183, 48,188, 51,188, 53,185, 58,182, 67,180, 68 
DATA 190, 82,194, 91,193, 95,185,100,181, 99,179, 96,178, 98,180,106 
DATA 178,110,1841,118,183,119,186,122,187,122,193,129,191,131,190,131 
DATA 183,126,183,125,179,122,178,122,173,118,171,128,168,130,170,131 
DATA 172,135,171,138,175,141,177,149,173,152,174,155,176,156,178,160 
DATA 148,160,134,160,136,156,144,153,146,152,147,150,149,149,151, 139 
DATA 147,138,142,126,143,123,146,124,149,113,143,117,141,116,143,108 
DATA 144,104,142,101,137,103,134,102,132,104,131,106,129,108,127,110 
DATA 126,110,125,112,125,115,114,126,111,127,107,127, 102, 129, 89,127 
DATA 101,123,101,120,112,105,112,105,115,105,115,104,114,103,120, 97 
DATA 122, 91,124, 94,127, 92, 128, 88, 133, 83,138, 78 


ACTIVE UNT. 223 


124 онх 1989.12. 


270 


ЈАКО ACTIVE .BAS 


CLEAR &HDFFF 

IF МЕМ%(8НЕ000,3)<>НЕХСНК%( "Ср9АЕ9" ) ТНЕМ LOADM'ACTIVE.BIN" 
GOSUB "OPEN":GOSUB "MAKING" 

* INIT 
MEM$(&HEBEF,9)-HEXCHR$('"000000100000000000" ) 
POKE &HECB9,0:POKE &HECB4,0,&HF0:POKE &НЕ14Е, 0 
SCREEN1,0:RESTORE 1410:GOSUB 1389:GOSUB "SCREEN":SCREEN 0 
SC%=0:SD%=1:AP%=1:PLAY759:CALL &HE0A5:PLAY"F3:A3:*C3"  : CALL 8НЕ000 

' MAIN 

IF PEEK(&HECB9 ) =1 THEN "OVER" ELSE GOSUB "INFORM" 

IF 5С%-100 THEN "CLEAR" 

CALL %НЕ003 

IF РЕЕК(«НЕСВ9)-0 GOSUB "INFORM":GOTO 110 ELSE "OVER" 

* INFORMATION 

LABEL INFORM" 
SD%=SD%+PEEK(&HECB7 ) -PEEK(&HECB8 ) : AP%=AP%+PEEK(&HECB7 ) : SC%=SC%+ 1 
LOCATE 36,4:PRINT RIGHT$( "9 の 9"+RTGHT$(STR$(SC% ) , LEN(STR$(SC%) ) -1 ) , 3 ) 
LOCATE 36,6:PRINT RTGHT$( 09 +RTIGHT$(STR$(SD%-1 ) , LEN(STR$(SD%- 1 ) ) - 1 ) , 3 ) 
RETURN 

LABEL CLEAR" 

SCREEN 0,1:GOSUB"PALET":CLS:CLS3:CLS2:SCREEN 1 
X1z22:Y1z70:X2-298:Y2-137:GOSUB WINDOW" 

RESTORE 260:FOR Y%=9 TO 16 

READ M$:GOSUB'MPRINT":NEXT 

IF STRIG(1)= の 9 THEN 250 ELSE 410 

DATA"CONGRATULATIONS !","YOUR ABILITY HAS REACHED THE POINT" 
DATA"ENOUGH TO USE THIS UNIT.","HAVING SOME ROOM,","YOU SHOULD PLAY","IN MOR 


E HARD SITUATION. , , PUSH TO OUIT" 


280 
290 
300 
310 
320 
330 
340 
350 
360 
370 
380 
390 
400 
410 
420 
430 
440 


850 
KE 1 
860 
870 
880 
890 


' GAME OVER 

LABEL "OVER":SOUND 7,255 

FOR 1%=0 TO 100:CALL &HE651:PLAY"RO":NEXT 

FOR T%=1 TO 13:PLAY'C1:-B1:E1":FOR JX-0 TO 2 

LOCATE 7,12:PRINT LEFT$("GAME IS OVER",I*); 

CALL &HE651:NEXT:NEXT 

FOR 1%=0 ТО 100:CALL &HE651:LOCATE 7,12:PRINT"GAME IS OVER"':NEXT 
FOR I%=1 TO 13:PLAY'CI:-B1:E1":FOR JX-0 TO 1 

LOCATE 7,22:PRINT LEFT$("PUSH TO QUIT",I*) ; 

LOCATE 7,12:PRINT"GAME IS OVER" 

CALL &HE651:NEXT:NEXT 

LOCATE 7,12:PRINT"GAME IS OVER":LOCATE 7,22:PRINT "PUSH TO QUIT" 
CALL &HE651:IF STRIG(1)-0 THEN 390 

SCREEN 0,1:GOSUB"PALET":CLS:CLS3:CLS2:SCREEN 1 


X1=45:Y1=62:X2=274:Y2=128:GOSUB "WINDOW" 

Ү%-8:М%-"- RESULTS -":GOSUB "MPRTNT" 

Y*-10:M$-"NOUMBER OF APPEARNCE :"*RIGHT$("  "*STR$(APX-1),4):GOSUB"MPRINT" 
Y*-11:M$-" SHOOTING DOWN DUERIGHT$("  "*STR$(SD*-1),4):GOSUB"MPRINT" 
Y*-12:M$-" SHOOTING RETIO : +STR$(TNT(SD%/AP%*199) )+"% : GOSUB'MPRINT" 
Р%-ІМТ(100%(А0-0)%20-(50-(50%/АР%%100)/2)-(АС<2)%10-(100-5С%)) 
Ү%-13:М%-"ҮООК TOTAL POINT ・+RTGHT$( "*STR$(PX),4):GOSUB'MPRINT" 


YX-15:M$-"PUSH TO QUIT":GOSUB"MPRINT" 

IF STRIG(1)-0 THEN 500 ELSE GOTO 30 

' SETTING OF PLAYER'S ABILITY 

LABEL'MAKING" 

CLS2:CLS3:CSIZE:CLS 

X1=11:Y1=13:X2=229:Y2=25:GOSUB "WINDOW" 

LOCATE 2,2:CSIZE2:PRINT40," SETTING SCENE" 
X1z:124:Y1z:132:X2-314:Y2-186:GOSUB" WINDOW" 

LOCATE 17,17:PRINT"- STICK -" 

PRINT TAB(16);" (RIGHT) AND (LEFT)" 

PRINT TAB(17);"TO CHANGE YOUR ITEM" 

PRINT TAB(16);"(UP) AND (DOWN)" 

PRINT TAB(17);"TO CHOISE YOUR ABILITY" 

PRINT TAB(17);"- HIT BUTTON TO EXIT -" 

SCREEN, ,3:LINE(110,120)-(86,144)-(20,144) 
LINE(127,100)-(107,80)-(2,80) 
LINE(185,92)-(205,72)-(300,72) 

LOCATE 0,9:PRINT'"SHOOTIN'SPEED:":LOCATE 3,17:PRINT" AUTO: " 
LOCATE 26,8:PRINT"ACTIVITY:" 
X1=92:Y1=37:X2=228:Y2=49:GOSUB "WINDOW" 

M$= "SET YOUR ABILITY":YX-5:GOSUB"MPRINT" 

PLAY509:S=6:GOSUB 859:GOSUB 960:ITEM-1 

PLAY"C1R4 :-B1R4:E1R4":ON ITEM+1 GOSUB 830,890,940 

IF STRIG(1)«»-1 GOTO 710 

IF А0-0 THEN POKE &HEB67,1 ELSE POKE &HEB67,0 

POKE &HEB65,5-AC:POKE &HEB66,6-SS*2 
CLS2:CLS3:CFLASH:CSIZE:CLS:X1253:Y1253:X2-266:Y2-143:GOSUB WINDOW" 
Y%=7 :M$= "YOUR ABILITY":GOSUB"MPRINT'" 

Ү%-10:М%-"АСТІУІТҮ :"+STR$(AC+1 ) : GOSUB "MPRINT" 

Y%= 12 :M$= "AUTO REPEATING :" 

IF AU=9 THEN М%-М%%" ON" ELSE M$-M$4"OFF":GOSUB"MPRINT":GOTO 810 
GOSUB'MPRINT":YX-14:M$-"SHOOTING SPEED :"+STR$(SS+1 ) : GOSUB "MPRINT" 
YX-17:M$-"- HIT BUTTON TO EXIT -":GOSUB"MPRINT" 

IF STRIG(1)«»-1 THEN 820 ELSE RETURN 

LOCATE 14,9:CFLASH1:PRINTUSING'"4";SS*1 

S-STICK(1):1F STRIG(1) THEN RETURN ELSE IF S-0 THEN 840 

IF 8-6 OR 5-4 THEN ІТЕМ-(ІТЕМ-(5-6)%(8-4)) MOD 3:ІТЕМ-ІТЕМ-(ІТЕМ--1)Ж3:ҺОСАТ 
4,9:CFLASH: PRINTUSING"£4";SS41:RETURN 

IF 5-2 AND SS«»0 THEN SS=SS- 1 

IF 5-8 AND 55<>2 THEN SS=SS+1 

PAUSE2:GOTO 830 

LOCATE 8,17:CFLASH1:IF AU=9 THEN PRINT" ON" ELSE PRINT'OFF" 


私 は - 十 世紀 梨 ド リン ク が 好き で ある 。 文句 あっ か 。。 横田 紀明 (22) 


山口 県 


900 5-5ТІСК(1):ІЕ STRIG( 1 ) THEN RETURN ELSE IF 5-0 THEN 900 


910 IF 5-4 OR 5-6 THEN ITEM= (ITEM-(S=6 )+(S=4 ) ) MOD 3:ITEM-ITEM-(ITEM--1)*3:LOCAT 


E 8,17:CFLASH: PRINTSCRN$(8,17,3):RETURN 

920 IF 5-2 THEN AU-0 ELSE IF 5-8 THEN AU=1 

930 PAUSE2:GOTO 890 

940 LOCATE 35,8:CFLASH1:PRINTUSING"£$";AC«*1 

950 SzSTICK(1):IF STRIG(1) THEN RETURN ELSE IF 5-0 THEN 950 


960 IF 5-4 OR 5-6 THEN TTEM=(TTEM-(8=6 )+(S=4 ) ) MOD 3:ITEM-ITEM-(ITEM--1)*3:LOCAT 


E 35,8: CFLASH: PRINTUSING"£" ; АС+1 : RETURN 
970 IF 5-2 AND АС<>0 THEN AC-AC-1 

980 IF S=8 AND AC<>4 THEN AC=AC+1 

990 PAUSE2:GOTO 940 

1000 ' MAIN SCREEN INIT 

1010 LABEL' SCREEN": CSIZE9:CLS 

1020 LOCATE 28,1:PRINT'"ACTIVE-UNIT" 
1030 LOCATE 28,4:РКІМТ"5СЕМЕ :000" 
1040 LOCATE 28,6:PRINT"DOWN'S :000" 
1050 LOCATE 28,8:PRINT"PLOGRAM -" 

1060 LOCATE 28,9:PRINT" А.5НІВАТА" 
1070 LOCATE 29,24:COLOR5:PRINT"- RADER -"; 


1080 COLORT7:FOR I*-0 TO 24:LOCATE 0,1%:РЕІМТ STRING$(25," ");:NEXT:RETURN 


1090 ' OPENING 

1100 АВЕ "ОРЕМ" 

1110 INIT:SCREEN1,1,3:GOSUB"PALETO": CLS2:CLS3: CGEN1:CLS 
1120 X1-:11:Y1-:13:X2-:197:Y2-25:GOSUB WINDOW" 

1130 X1-z196:Y1-142:X2-307:Y2-169:GOSUB' WINDOW" 

1140 RESTORE 1200:FOR 1І1%-0 TO 6 

1150 READ X,Y,L:GOSUB'"INFOR":NEXT:GOSUB 'PALET " 

1160 LOCATE 2,2:CSIZE 2:COLOR 2:PRINT £$0,"ACTIVE UNIT" 


1170 LOCATE 25,18:COLOR 7:PRINT "COPYRIGHT" :PRINT TAB(28);"A.SHIBATA" 


1180 PRINT TAB(33);"1989" 
1190 GOTO"WAIT TRIG" 


1200 DATA 155,130,5,110,120,8,140, 90,4,150, 55,3,185, 90,9,183, 


1210 ' WINDOW OPEN 
1220 LABEL" WINDOW" 


1230 SCREEN, ,2: LINE(X1-3,Y1-3)-(X2*43,Y2*3) , PSET, 1, BF: SCREEN, ,3 


52,6,173,105,7 


1240 LINE(X1,Y1-1)-(X2,Y1) ,PSET, 1, BF: LINE(X1,Y2) -(X2,Y2*1) , PSET, 1, BF 
1250 LINE(X1-1,Y1)-(X1,Y2) , PSET, 1, BF: LINE(X2,Y1)-(X2*1,Y2) , PSET, 1, BF 


1260 RETURN 

1270 ' LINE ОЕ POINTING 

1280 LABEL'"INFOR"':SCREEN,,3 

1290 A=-1:TF X»160 THEN A=1 

1300 В--1:ІЕ Y»100 THEN B=1 

1310 LINE (X,Y)-(X*A*30,Y*BX*15), PSET,1 
1320 LINE-(X*A*(34*LX*3) ,Y+B*15 ) , PSET, 1 


1330 LINE (X*A*X(334LX*3),Y*B* 15-3) -(X*A*33,Y*BX* 15-2) , PSET, BF, HEXCHR$ ( "DAD6" ) 


1340 RETURN 

1350 ' PALET INITIALIZE 

1360 LABEL'"PALET" 

1370 RESTORE 1400 

1380 FOR I%=1 TO 7:READ AX 

1390 PALET. I9*,A*:NEXT: RETURN 

1400 DATA 1,0,0,7,7,7,7 

1410 DATA 2,0,0,1,1,1,1 

1420 LABEL"PALETO" 

1430 FOR І%-1 ТО 7:PALET I9*,0:NEXT:RETURN 
1440 ' WAIT FOR PUSHING 

1450 LABEL"WAIT TRIG" 

1460 M$-"PUSH TO QUIT":YX-22:GOSUB"MPRINT" 
1470 IF STRIG(1) THEN RETURN ELSE 1470 
1480 ' MESSAGE PRINT 

1490 LABEL'"MPRINT" 

1500 LOCATE 20-LEN(M$)X2,YX*X:PLAY 3000 

1510 FOR 1%=1 TO LEN(M$):PRINT MID$(M$,1*X,1); 
1520 PLAY"GSR:AS3R:C3R'":NEXT: RETURN 


ЈАКЗ ACTIVE .BIN 


E3 E9 CD B3 : 69 EQBQ FE QQ CA 14 El 47 32 5F : 95 
CD 51 E6 CD : BO E0B8 ЕВ ЗА 5B EB FE 01 CA 14 : 48 
Ei CD 43 ЕЗ: CO Е0С0 El 11 0C 08 CD 81 ЕТ 3E : 79 
1E CD EF ET : C5 EQC8 00 32 60 EB ЗА 4E El 3C : 22 
00 CA 2B EO : AF EOD の 32 4E El 4F ЗА 65 EB B9 : ЕЗ 
B7 EC E5 06 : 61 EOD8 C2 1A El ЗЕ 00 32 4E El : 5C 
E2 CD 4F E1 : 88 EQE%⁄Q 78 21 ЗЕ Fl 3D 07 85 6F : FO 
А5 EQ CD 9A BD EOE8 46 23 4E 21 F3 EB ТЕ 80 B4 
QE 1E CD EF BF EOFO FE 09 C2 ЕТ EO 3E 08 FE E4 
Е1 7C B7 CB 1С EOF8 F7 C2 FE EO ЗЕ F8 77 23 67 
Ей ҒА 80 EQ БЕ  Л------------------------------ 
ЕС 21 81 Е0 98 SUM: 9B Е2 D5 BB 5С 4F D7 В4 72Е2 
24 00 ED BO B6 
51 E6 CD 43 43 E100 7E 81 FE 09 C2 09 E1 3E FQ 
CD 42 E7 OE Е4 Е108 08 ЕЕ ЕТ С2 10 E1 ЗЕ ЕВ E6 
C1 10 ЕВ СӘ 4B E119 77 СЗ 1А Е1 11 00 08 CD 1B 
ш ш ш ш ш ы б ш ш s жс m em ы m ош сы кш к к кш кє mmm m mmm mmn Е118 81 E7 21 ЕЕ ЕВ 46 23 4E 1А 
AB 24 22 EF AIDB E120 2B CD 31 E8 78 96 32 61 B2 
E128 EB 23 79 96 32 62 EB 60 FC 
00 00 00 00 CD E130 69 3A 5F EB 3D 4F 3A 60 13 
00 00 00 00 01 E138 EB 81 CD 04 ЕТ C9 FF 01 ED 
00 01 00 00 04 E140 00 01 01 01 FF 00 01 00 03 
03 00 FF 00 02 E148 FF FF 00 FF 01 FF 00 3A 37 
00 3E 00 32 70 Е150 5А ЕВ ЕЕ 01 С0 21 64 ЕС 15 
ЕВ ЗА 59 ЕВ 49 E158 06 QA CD 73 E2 D8 ЗА БЕ A3 


> 女の子 と 歩い て いる と , どこ か ら か で ベー トー ベン の 月 光 が か か っ た (偶然 に も 私 は テグ 
ザー の お か げ で 覚え て いた の だ )。 か っ こつ ける だ た だめ に 「 あ , ムー ン ラ イト ソナ タ だ ね 」 と 
か ほざい た だ たら, KE? Tb, そう ね , 第 〇 楽 曹 の あたり ね 」 な ど と 返さ れ 募 穴 を 掘っ 
て し まっ た 私 は (С) 氏 に 一 歩 近 づけ だ た よう な 気 が し ます 。 ト 田 達也 (22) 三重 県 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


SUM: 14 73 1D F2 60 D7 50 AC СЕВО 


ACTIVE UNT 125 


E200 61 ЕВ ED 5B 2C E2 ЗЕ CQ AQ E4B8 0A БЕ CD 81 ЕТ E1 D1 C1 11 E770 30 19 44 4D Е1 7E ED 79 9F 
E210 Сб 08 БЕ ED 53 2C Е2 11 8C Е4С8 03 E6 ED 44 32 03 E6 ЗА 6F M o nO 
E218 10 09 CD 81 Ет 11 00 0р : 6C Е4р0 04 E6 ED 44 32 04 E6 ЗА : 71 SUM: 51 15 B8 6C 03 42 Тр FQ C5C7 
E220 CD 81 E7 C9 11 00 09 CD E5 Е4р8 03 Е6 CB ТЕ C2 19 Е5 ЗА 2D 
E228 81 ЕТ C9 BA CO 00 C5 D5 45 Е4Е0 03 E6 32 06 E6 ЗА 04 Е6 2B E780 31 C5 D5 E5 01 00 1C ED BA 
E230 E5 ЗА 63 ЕВ рб 0С 47 ЗА : DO E4E8 CB 7F CA 05 E5 3A 04 E6 : 22 E788 51 05 ED 59 El рі СІ C9 : ра 
E238 64 EB D6 OC 4F 21 F8 EB : 84 Е4Е0 ED 44 32 07 E6 CD 96 E5 : 98 E790 C5 D5 E5 21 D2 00 B7 ED : 16 
E240 11 09 00 D9 06 08 D9 7E : 58 E4F8 3A 08 E6 47 3E 04 90 32 : 73 Е798 42 D2 ЕЗ E7 21 3D 01 B7 : F4 
E248 FE ЕЕ СА 6A Е2 FE 03 CA DE SUM айн SUA. QE. SU MR AX AK. ЭИ ME ONE RAI ONT A AE саран wap wap, wap AME ARA да жы ам ME ойы REN. дыбысын қыны ET7TAOQ ED 42 DA E3 ЕТ ЗЕ ЕВ АЗ AC 
E250 6A E2 23 TE 23 B8 C2 68 : F2 SUM: 3F ED C4 ТА A6 09 E7 07 F198 E7A8 62 6F ЗЕ 07 АЗ 07 07 Q7 : CE 
E260 32 B2 E2 D9 37 C3 6F E2 : EA E500 08 E6 C3 52 E5 3A 04 E6 : 0С E7B8 3E F8 51 A1 4F B7 CB 18 : 11 
E268 2B 2B 19 D9 10 D8 D9 El : EA E508 32 07 E6 CD 96 E5 3A 08 : A9 E7TCO CB 19 CB 18 CB 19 CB 18 : BE 
E270 D1 СІ C9 C5 D5 11 08 QQ QE E510 E6 C6 04 32 08 E6 СЗ 52 ЕБ E7C8 CB 19 09 44 4р 21 E7 E7 6р 
E278 ТЕ FE FF CA 82 Е2 19 10 : D2 E518 E5 3A 03 E6 ED 44 32 06 : 71 E7D9 ТА Еб 07 85 6F 56 ED 78 16 
00200000 mme mmm mm mmm mmm emm E520 E6 3A 04 E6 CB 7F C2 3F : 55 E7D8 A2 5F 7A EE FF 57 08 A2 : 69 
SUM: 90 57 ВЕ E9 ЗА FB F4 1B C26D E528 E5 3A 04 E6 32 07 E6 CD F5 ЕТЕ? ВЗ ED 79 E1 D1 СІ C9 ТЕ D4 
E530 96 E5 3A 08 E6 47 3E 9C : 34 E7E8 BF DF EF F7 FB FD FE D9 : 53 
E280 F7 37 D1 C1 C9 C5 D5 E5 : 08 E538 90 32 08 Еб СЗ 52 Еб ЗА : E4 E7F0 06 32 ED 44 ED 44 ED 44 : CB 
E288 ЗА B2 E2 47 3E 08 90 21 : 0С E540 04 E6 ED 44 32 07 E6 CD : 07 E7F8 ED 44 10 F6 D9 QD C2 EF : CE 
E290 F8 EB 11 09 00 CA 9C E2 45 E548 96 E5 3A 08 E6 C6 OC 32 C M — —w L L 
E298 47 19 10 FD 36 03 23 23 : EC E550 08 E6 3A 05 E6 47 3A 08 : 9C SUM: DF C9 ED 09 23 29 A5 D9 F2B1 
Е2А0 23 36 00 21 80 04 22 Cl : El E558 E6 B8 FA 78 E5 CA 8F E5 : 33 
E2A8 E4 ЗЕ IF 32 СЗ E4 El Dl : CC E560 90 FE 08 FA 6F Е5 ЗА 05 : 23 E800 E7 C9 C5 D5 E5 21 2F E8 : 67 
Е2В0 CI C9 08 C5 D5 E5 ЗЕ 00 : 4F E568 Еб 3D Еб QF СЗ ВЕ E5 ЗА : 89 E808 CD 27 E8 F5 D1 21 30 ЕВ: DB 
Е2В8 32 59 EB 32 5A ЕВ 32 5B : ТА E570 05 E6 3C E6 OF СЗ 8F E5 : 53 E810 CD 27 E8 F5 C1 79 AB 1F : D5 
Е2С@ EB 3A 67 EB FE 01 C2 E5 : 1D E578 4F 78 91 FE 08 FA 89 E5 : C6 E818 2A 56 EB ED 6A 22 56 EB : 25 
Е2С8 B2 ЗА 42 ЕЗ 3С 32 42 ЕЗ ра 0 E820 El рі C1 ЗА 56 EB C9 46 FD 
Е200 47 ЗА 66 EB B8 C2 Е5 E2 : 13 SUM: 48 ТА 10 A7 42 77 FQ 8D 045A E828 2A 56 EB 29 10 FD C9 10 : 7A 
E2D8 ЗЕ 00 32 42 ЕЗ ЗА 5С ЕВ: 16 E830 02 F5 C5 D5 E5 DD El DD : 11 
E2E0 F6 BF 32 5C EB ЗЕ OE 01: TB E580 ЗА 05 Еб 3C Еб OF СЗ ВЕ : А8 E838 7E 03 DD 86 06 CB 67 C2 : DE 
E2E8 00 1C ED 79 05 ED 78 FE :'EA E588 E5 ЗА 05 E6 3D E6 ФЕ 32 : 6E E840 48 E8 DD 77 06 СЗ C5 E8 : FA 
EZFO RF CA 33 ЕЗ 57 EG OF 21 : 4C E590 05 E6 E1 D1 C1 C9 3A 06 : 67 E848 D6 10 DD 77 06 DD 7E 04 : 9F 
ЕЕЕ ЗА ЕЗ 06 08 ВЕ CA 03 ЕЗ : 99 E598 Еб 47 ЗА 07 E6 B8 F2 А5 : АЗ E850 DD 86 07 CB 7F C2 72 E8 : DO 
MW mmm meme nemen ie num nme E5A9 E5 CD СІ E5 C9 ЗА 07 E6 : 48 E858 CB 67 C2 63 E8 DD 77 97 : 9A 
SUM: EB B9 7F 13 89 5C 74 90 4241 E5A8 47 ЗА 06 E6 32 07 E6 78 04 E860 C3 89 E8 D6 10 DD 77 07 15 
E5B9 32 06 E6 CD C1 E5 3A 08 : D3 E868 DD 7E 00 3C DD 77 00 C3 : AE 
E300 23 10 F9 78 32 59 EB IE 38 E5B8 E6 47 3E 04 90 32 08 E6 1Е Е870 89 Е8 СВ 67 СА 7D E8 DD АЕ 
ЕЗ08 00 ЗА 5С ЕВ CB 6F СА 18 9р Е5С@ С9 26 00 ЗА 07 Е6 6Е 44 с9 Е878 77 07 C3 89 E8 C6 10 DD 65 
ЕЗ10 ЕЗ СВ 6A С2 18 ЕЗ 1Е 01 Е4 E5C8 4D 29 29 09 06 00 3A 06 ERR ннен 
Бр (P 32 5A BB СВ 12 C2 2D IE E5D0 E6 4F B7 ED 42 D2 DD E5 : AF SUM: 9C 67 C7 88 44 43 D5 2E A767 
E320 ЕЗ 3E 01 32 5B EB 7A 32 : 46 E5D8 16 00 C3 FE E5 26 00 3A : 1C 
E328 5C EB C3 36 ЕЗ 3E 00 32 : 93 E5E0 07 Еб 6F 44 4D 29 09 06 : 25 E880 77 07 DD 7E 00 3D DD 77 : 6A 
E330 5B EB ТА 32 5C EB El Dl : EB E5E8 00 3A 06 E6 АЕ CB 21 СВ: 2C E888 00 DD 7E 05 DD 86 08 CB : 96 
B338 CI C9 05 OE QA 97 OB 05 : BF Е5Е0 10 ВТ ED 42 C2 FC E5 16 : AF E890 7F C2 AE E8 CB 67 C2 9F : 6A 
E340 0р 09 00 21 F8 ЕВ 06 08 : 28 E5F8 01 СЗ FE E5 16 02 ТА 32 : 6B E898 E8 DD 77 08 C3 C5 E8 D6 : 8A 
E348 (ER FE PP СА 09 E4 23 TE : DO иин E8A0 10 DD 77 08 DD ТЕ 01 3C : 04 
E350 C6 0C 32 63 EB 23 TE C6 : B9 SUM: 78 F8 Е4 15 BE 9E 3C 3A 2EA5 E8A8 DD 77 01 C3 C5 E8 CB 67 : F7 
E358 0C 32 64 EB D9 21 55 ЕВ: СТ E8B9 CA B9 E8 DD 77 08 СЗ C5 : 4F 
E360 CD 4A E7 ЗА 63 EB CB 2F : 80 E600 08 E6 C9 FE 00 0С 02 00 : C3 E8B8 E8 C6 10 DD 77 08 DD 7E : 75 
E368 C6 80 06 00 4F 21 87 00 : 43 E608 0C 3A 63 EB D6 1B DO 3A : 8F Е8С0 01 3D DD 77 01 DD E5 El : 36 
E370 09 44 4D ЗА 64 EB CB 2F : 1D E610 64 EB D6 18 DQ Е5 D5 C5 : 8C E8C8 D1 СІ F1 C9 F5 C5 D5 E5 : CO 
E378 C6 87 16 00 5Е ЗЕ 00 08 : 08 E618 26 00 3A 64 EB 6F 54 5D : CF E8DQ DD El DD ТЕ 03 DD 86 06 : 85 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー E620 29 29 19 29 29 29 16 00 : FC E8D8 CB 67 C2 E3 E8 DD 77 06 : 19 
SUM: 9B FE 42 65 BB 80 14 3B AD2E E628 3A 63 EB 5F 19 11 00 30 41 E8E0 СЗ 50 E9 D6 10 рр 77 06 3С 
E630 19 44 4D ED 78 FE 60 FA 67 Е8Е8 DD ТЕ 02 E6 07 21 92 E9 E6 
E380 CD 90 E7 D9 2B 2B 7E D9 CA E638 4C E6 FE 8F F2 4C E6 C1 A4 E8F0 85 6F DD ТЕ 04 86 FE 02 D9 
E388 АЕ D9 23 11 ОЕ E4 CB 27 41 E640 C5 78 32 B2 E2 CD 85 E2 37 E8F8 F2 Q1 E9 DD 77 04 C3 19 10 
E390 83 5F ED 53 98 E3 ED 5B E5 E648 37 C3 4D E6 B7 C1 D1 E1 57 M S  —  — — o 
E398 15 E4 ED 53 9F ЕЗ CD 61 : E9 E650 C9 E5 C5 F5 рб 21 68 EB : ВІ SUM: OE DA OE BO 6E 49 7С 79 FE13 
E3A0 E4 2B ТЕ FE 03 CA 06 E4 42 E658 06 OF ЗА ЕЗ EB ED 44 57 B5 
E3A8 FE FF CA 06 EA 23 7E C6 18 E660 ЗА F4 EB ED 44 БЕ ТЕ 32 59 E900 E9 3E 00 DD 77 04 DD 46 A2 
ЕЗВ0 0С 32 63 EB 23 ТЕ C6 0С FF E668 63 EB 23 7E 32 64 EB D9 49 E908 00 DD 7E 02 FE 08 F2 15 6A 
E3B8 32 64 EB 23 CD 09 E6 D2 : 32 E670 21 55 EB CD 4A E7 D9 23 : 5B E910 E9 04 C3 16 E9 05 DD 70 : 01 
E3CO СЕ ЕЗ 2B 2B 2B ЗА B8 EC 11 E678 93 93 72 23 73 2B 2B 2B СЕ Е918 00 DD ТЕ 02 D6 04 Е6 07 24 
ЕЗС8 3С 32 В8 ЕС C3 06 ЕД ТЕ 3D ë иии ининин E920 21 92 E9 85 6F рр 7E 05 FQ 
E3DOÓ D9 21 14 EB 85 CB 81 CB : 95 SUM: 12 47 74 44 C9 70 C6 А5 E432 E928 86 FE 02 F2 34 E9 DD 77 E9 
E3D8 21 CB 21 CB 21 81 6F CD B6 E930 05 C3 50 E9 3E 00 DD 77 93 
ES3E0 4A E7 ЗА 63 EB CB 2F C6 79 E680 2B 2B CD 31 E8 CD 31 ЕЗ 29 E938 05 DD 46 01 DD ТЕ 02 C6 4С 
E3E8 80 06 00 4F 21 87 00 09 86 E688 ТЕ Еб 1Е 77 32 63 ЕВ 23 9D E940 04 Е6 OF FE 08 F2 4C E9 26 
E3F0 44 4D 3A 64 EB CB 2F C6 DA E690 ТЕ Е6 1F 77 32 64 ЕВ 23 9E E948 05 C3 4D E9 04 DD 70 01 50 
E3F8 87 16 00 БЕ 3E FF 08 CD OE E698 23 7E D9 21 44 EB 85 6F BE E950 3A 61 EB DD 86 00 DD 77 3D 
т”---------.-...........---------- E6A0 CD 4A E7 D9 D5 11 06 00 : C3 E958 00 3A 62 EB DD 86 01 DD : C8 
SUM: 6E BD 06 EA 11 F1 25 АВ 28CA E6A8 19 D1 10 ВА рі F1 СІ El 18 E960 77 01 D1 СІ Fl DD Е5 El 9E 
E6BO QQ QQ 00 00 QQ QQ QQ QQ : QQ E968 C9 E5 D5 C5 78 D9 47 D9 : B9 
E400 90 ЕТ D9 2B 2B 2B 11 09 : EB E6B8 00 00 00 00 00 00 00 00: 00 Е970 06 00 CS D9 р9 СІ С5 21: 24 
E408 00 19 05 C2 48 ЕЗ C9 17 : ЕВ E6C9 QQ 00 QQ 00 QQ 00 QQ QQ : QQ E978 85 E9 ED BQ@ D9 10 F5 D9 : C2 
E410 E4 3C E4 17 E4 61 E4 C5 09 E6C8 C9 C5 D5 E5 21 34 EB CB BÓ || | 5$ xecCLólIYlllalazə . eme Dd RE Eee NN 
E418 D5 ES 11 03 E6 ED Ад ED : 2E Е6р0 27 CB 27 85 6F CD 4A ЕТ : ОВ SUM: 91 3F 41 16 7C 35 4C 7D 69D1 
E420 AO Ер А0 2B CD C4 EA ЗА 07 E6D8 ЗА 63 EB 3C 32 63 EB 23 61 
E428 58 EB E6 07 C2 33 E4 3A : 43 Е6Ей CD ДА ЕТ ЗА 64 EB 3C 32 : F5 E980 C1 СІ Dl El C9 FF FF FE : F9 
E430 05 E6 77 2B 2B CD CC E8 : 39 EGE8 64 EB 3A 63 EB 3D 32 63 : A9 E988 QQ QQ 00 QQ QQ 00 QQ QQ : QQ 
E438 El D1 C1 C9 C5 D5 E5 11 : CC E6F9 ЕВ 23 CD ДА E7 ЗА 63 EB : 94 E990 00 00 00 01 02 02 02 02 : 09 
E440 03 Еб ED Ад ED AQ ED AQ : 90 E6F8 3C 32 63 EB 23 CD 4A E7 : DD E998 02 01 21 68 EB 06 OF 11 : 9D 
E448 2B CD C4 E4 ЗА 58 ЕВ Еб 3 E аснои Е9А@ 06 00 CD 02 E8 E6 1Е 77 39 
E450 ОЕ СА 58 E4 ЗА 05 Еб 77 : ВІ SUM: B2 9D 13 4B 51 14 8E BA C2A9 E9A8 23 CD 02 E8 E6 1F 77 3E : 94 
E458 2B 2B CD CC ЕВ El рі СІ 4A E9BO 00 23 77 CD 02 E8 E6 03 3A 
E460 C9 C5 D5 Е5 ТЕ C6 0С 32 : CA E700 El D1 СІ C9 F5 C5 D5 E5 : BO E9B8 3C D9 47 3E 01 07 10 FD : AF 
E468 63 EB 23 ТЕ C6 9C 32 64 : 57 E708 21 54 EA 57 87 82 07 07 : CD E9C9 D9 23 77 19 10 DC 3E 04 : BA 
E470 EB 23 ТЕ CB 2F CB 2F CD : 4D E710 06 00 4F 09 3E OB 32 63 3C E9C8 32 5F EB 21 28 00 22 2C 13 
E478 C9 E6 ТЕ 3C 77 47 78 FE : 9D E718 EB 32 64 EB CD 4A E7 ED : 57 Е900 E2 16 QQ 21 43 EA 5E CD 71 
7.71-....------------------------ E720 4B ТЕ ЕТ 11 03 04 ТЕ ED : 34 E9D8 81 E7 14 23 3E 9D BA C2 : 66 
SUM: 6F 11 5B CB EF B7 4B SE F54E E728 79 23 09 15 C2 26 ET E5 : 68 E9E0 D6 E9 C9 ЗЕ QQ 32 B8 EC : 9C 
E730 21 24 00 09 44 4D E1 16 : D6 E9E8 32 B6 EC 11 F8 EB 2A B4 : A6 
E480 OD C2 99 EA 2B 2B 2B 36 03 E738 04 ІП С? 26 ЕТ El D1 СІ 63 Е9Е0 ЕС ЗЕ 08 06 00 08 ТЕ FE ВС 
Е488 ЕЕ 11 00 дА CD 81 E7 3A : 89 E740 F1 C9 ЗА 58 ЕВ 3C 32 58 FD E9F8 FF CA 05 EA 4F ЗА B6 EC : ЕЗ 
E490 B6 EC 3D 32 B6 EC СЗ BD : 33 ҰЛАН ЕВ СО 3A 63 EB DE IB DO : FD аиа 
E498 E4 2A СІ E4 11 CO 00 19 : 9D E750 ЗА 64 ЕВ D6 I8 DQ C5 D5 : El SUM: 89 ВІ B7 ЕС 87 2D 2A QF 92B2 
E4A0 16 04 5D CD 81 ЕТ 14 5C : ІС E758 E5 26 00 3A 64 EB 6F 54 : 57 
E4A8 CD 81 ЕТ 22 СІ Е4 ЗА C3 : F9 E760 5D 29 29 19 29 29 29 16 : 59 EAQQ 3C 32 B6 ЕС 79 OE 03 ED : 87 
p 卒論 も を き れい に 書 こ うと X68000 に 買い か えま し た ! 何 か 違 う よ う な 気 が ……。 


126 онх 198912. 田中 MR QD 北海 首 


RAl0 ІЗ 12 EI ІЗ 13 13 13 13 65 ECCO QQ QQ FO 00 QQ QQ 00 00 FQ EF70 FF 00 FF 00 FF 00 FF QQ FC 
EA18 08 3D C2 F5 E9 3A B6 EC Сі ECC8 00 ЕЕ 00 00 00 04 00 00 03 EF78 ЕЕ 00 FF 00 ЕЕ 00 ЕЕ 40 51% 
ЕА20 39 B7 ЕС 22 BÀ ЕС 21 F9 B1 ECD の 00 00 FF QQ QQ 00 00 QQ ЕЕ | | --------------------------------- 
EA28 EB 06 08 11 07 00 7E 23 B2 ECD8 00 00 FF 00 00 00 00 00 FF SUM: EE 00 F5 00 F5 00 F5 4E @7ЕЕ 
EA30 32 03 E6 7E 23 32 04 E6 D8 ECEO 00 00 FF 00 00 00 00 00 ЕЕ 
EA38 CD C4 Е4 ЗА 08 Е6 77 19 2D ECE8 00 00 FF 00 00 00 00 00 FF EF80 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA40 10 EC C9 00 00 00 00 00 С5 ЕСЕй 00 00 FF 00 QQ QQ 00 00 ЕЕ EF88 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
ЕА48 05 03 31 00 00 00 64 00 9р ECF8 00 00 ЕЕ 00 00 00 00 00 FF EF90 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA50 00 05 08 07 20 66 67 20 21 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー EF98 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA58 20 72 73 20 74 76 6C 20 9B SUM: 01 00 EA 00 12 30 10 31 44C5 EFAQ 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA60 20 89 8A 20 20 8B 8C 20 AÀ EFA8 00 FF 00 FF 00 FF QQ FF : FC 
EA68 20 8D 8E 20 20 77 78 20 8A Ер00 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC EFBO 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA70 20 83 84 20 20 7C 85 86 EE EDO8 FF QQ FF 00 FF 00 FF QQ FC EFB8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA78 20 66 67 20 68 69 6A 20 68 ED10 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC EFCO 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
— um mm m S нинен и нинин нин ED18 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC EFC8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
SUM: D8 4F BO D7 Al 71 19 AB 4E1B ED20 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC EFDO 00 FF QQ FF 00 FF QQ FF FC 
ED28 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC EFD8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA80 20 6B 6C 20 20 77 78 20 46 ED30 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC EFEO 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA88 20 79 7А ТВ 20 7C 7р 20 с? ED38 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕС EFE8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EA90 6F 70 67 20 20 71 6A 20 81 ED40 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC EFFO 00 FF QQ FF QQ FF 00 FF FC 
EA98 20 6B 6C 20 20 60 61 20 18 ED48 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC EFF8 00 FF 00 FF 00 FF 00 BF BC 
EAAQ 20 62 63 20 20 64 65 20 QE ED50 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC  -------------------------------- 
EAA8 20 77 80 81 20 79 82 20 D3 ED58 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC SUM: 00 FO QQ FO QQ FO 00 BO АСТА 
EABO 20 ТС 7р 20 20 66 67 20 46 ED60 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC 
EAB8 20 72 73 20 74 75 6E 20 9C ED68 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC F000 00 40 00 FF 00 00 FF 00 3E 
EACO 20 89 8A 20 20 8B 8C 20 AA ED70 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC Е008 00 FF 00 00 FF 00 QQ FF FD 
EAC8 20 8D ВЕ 20 20 77 78 20 8A ED78 FF 00 FF 00 FF 00 FF 40 3C F010 00 00 FF 00 QQ FF QQ 00 FE 
EADO 20 83 84 20 20 ТЕ 87 88 F4  7ДҺДдДЧД4::--------------------------------- F018 00 00 40 FF 00 00 FF QQ 3E 
EAD8 20 66 67 20 68 69 6A 20 68 SUM: F0 00 FQ QQ FO 00 FO 40 4E26 F020 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
ЕАЕ@ 20 6D 6E 20 20 77 78 20 4A F028 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
EAE8 20 79 ТА ТВ 20 ТЕ ТЕ 20 СВ ED80 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC F030 00 CO 00 FF 00 00 FF 00 BE 
EAFQ 6F 70 67 20 20 71 бА 20 81 ED88 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC F038 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
EAF8 20 6D 6E 20 20 60 61 20 1C ED90 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC Е040 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
--------------------------------- ED98 00 FF 00 FF 00 ЕЕ 00 ЕЕ ЕС Е048 00 00 С0 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 ВЕ 
SUM: 9E 48 4С 17 9С 2B 33 68 8095 EDAO 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC F050 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
EDA8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC F058 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
ЕВ00 20 62 63 20 20 64 65 20 дЕ EDBO 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC F060 00 40 35 00 45 20 FF 00 D9 
EBO8 20 77 80 81 20 79 82 20 D3 EDB8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC F068 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
EB10 20 7E 7F 20 8F 90 91 92 ТЕ EDCO 00 FF 00 FF QQ FF QQ FF FC F070 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
EB18 93 94 95 96 97 98 99 9A B4 EDC8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC F078 00 B2 D7 00 BF CD FF 00 14 
EB20 9B 9C 9D 9E 9F AQ Al A2 FA EDDO 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC --------------------------------- 
ЕВ28 АЗ А4 А5 Аб 9F AQ А1 A2 14 EDD8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC SUM: 00 ED 07 FC FF E8 ҒА FB F7A0 
EB30 A3 A4 A5 A6 AB AC AD AE 44 EDEO 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC 
EB38 АЕ BQ ВІ B2 ВЗ B4 B5 B6 94 EDE8 00 FF 00 FF 00 FF 00 FF FC Е080 00 FF 00 00 FF 00 00 FF Ер 
ЕВ40 20 20 20 20 00 00 АТ 00 27 EDFO QQ FF 00 FF 00 FF QQ FF ЕС Е088 00 00 ЕЕ 00 00 ҒЕ 00 00 ЕЕ 
ЕВ48 А8 00 00 00 А9 00 00 00 51 EDF8 00 FF QQ FF 00 FF QQ ВЕ BC Е090 00 00 CO 00 CO FQ FF QQ 6F 
EB50 00 00 00 00 AA 20 76 92 D2 ә Ы --------------------------------- Е098 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ FD 
EB58 БЕ 00 00 00 FF 00 00 04 61 SUM: 00 FO 00 FQ 00 FO 00 BO АСТА F@AQ 00 00 FF QQ QQ FF QQ 00 FE 
ЕВ60 00 00 00 1р 1B 05 06 01 44 FOA8 00 QQ 50 QQ 50 20 FF 00 ВЕ 
ЕВ68 1С 19 00 10 00 00 00 F8 3D ЕЕ00 ТЕ 00 FF 00 FF 00 FF 00 7B FOBO 00 FF 00 00 FF 00 QQ FF Ер 
EB70 03 06 OD QQ 10 QQ 00 QQ 26 ЕЕ08 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕС Е0В8 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 
EB78 F4 05 16 Ор 00 10 00 QQ 2C EE10 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC FOCO 02 40 QQ FF 00 00 FF QQ 40 
--------------------------------- ЕЕ18 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕС FOC8 00 FF 00 00 FF QQ 00 FF FD 
SUM: BC СЗ D2 4D ТЕ DA D8 АЗ АСАР EE20 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC FODO 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
EE28 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC FOD8 02 00 40 FF QQ QQ FF QQ 40 
EB80 08 F8 02 17 OE 00 04 00 2B EE30 FF 00 FF 00 FF 04 FF 00 00 FOEO0 QQ FF 00 QQ FF 00 00 FF FD 
EB88 00 08 FC 02 1A 15 00 10 45 EE38 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC FOE8 00 00 FF QQ 00 FF QQ QQ FE 
EB90 00 00 00 F9 OF 17 OE 00 2D ЕЕ40 ЕЕ 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC FOFO 02 CO QQ FF 00 QQ FF QQ CQ 
EB98 04 00 00 04 F9 04 1B 16 36 EE48 FF 4D ОВ 02 00 4D OB 08 B9 FOF8 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
EBAO QQ 04 00 QQ 08 FC 08 1B 2B EE50 01 13 04 CA АВ 90 ТЕ 08 АЗ Ы --------------------------------- 
EBA8 16 00 04 QQ QQ 04 F1 QD 1C ERS8 01 31 55 31 55 CB AB СВ AE SUM: 06 FA 4B FD 0A 0B FB FA 2774 
EBBO 1A 14 00 04 00 00 00 F6 28 EE60 AB OE 4F E7 АЕ BB 4E 5D A3 
EBB8 08 13 06 00 04 00 99 04 29 EE68 4E 13 4E ЕЗ 4р 85 4р 42 F8 Е100 00 00 FF 00 00 FF 00 00 ЕЕ 
EBCO FF 03 1A 14 00 04 00 00 34 EE70 4D 22 4D FB 3A 79 4C CD 83 F108 02 00 CO FF 00 QQ FF 00 Co 
EBC8 0С ЕЗ 02 12 04 00 04 00 1B EE78 AB 39 29 57 52 ОЕ EF 08 BC Е110 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
EBDO 00 04 F7 OB 12 04 00 04 20 |  --------------------------------- F118 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
EBD8 00 00 04 FD 03 13 07 00 1E SUM: 68 QD 6E 1E 1E 74 01 4F D3AD F120 02 40 35 02 45 20 FF 00 DD 
EBEO 08 00 00 04 ЕТ QB 1р 1B 46 Е128 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ FD 
EBE8 00 08 QQ QQ 00 FA QQ QQ 02 EE80 08 E7 4E BB 4E 5D АЕ 13 04 F130 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
EBFO 00 00 10 00 00 00 00 00 10 EE88 4E E8 4D 85 4D 42 4D 22 06 F138 02 B2 D7 02 BF CD FF 00 18 
EBF8 FF 01 00 OD 00 00 00 00 др EE90 4D 8C 4C АС 51 ОЕ EF 0С 2C Е140 00 FF 00 00 FF 00 00 FF Ер 
22242 2-82 dee ЕЕ98 50 СЕ АВ 17 ЕЕ E7 4E BB с0 Е148 00 00 КЕ 00 00 КЕ 00 00 FE 
SUM: 56 2E 2F 59 4C 50 4E 67 C7C6 EEAQ 4E 4D OB 05 01 55 03 ðD 11 Е150 02 00 CQ 02 CO FQ FF 00 13 
EEA8 08 11 08 СА 03 6D AB 07 0D F158 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
ЕС00 00 FF FE 00 OD 00 00 00 дА EEB9 ЕЕ 31 55 66 АВ 31 55 70 TO Е160 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
ЕС08 00 00 FF 00 01 OD 00 00 др EEB8 AB OE 4F 31 55 8E 7р 8E 27 F168 02 00 50 02 50 20 ЕЕ QQ 63 
EC10 QQ QQ QQ FF QQ FF OD QQ OB EECO 7D FF EE ЕТ 4E BB 4E 5D 05 F170 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
EC18 00 00 00 00 FF 00 00 07 06 EEC8 4E 13 4E E8 4D 85 4D 92 48 F178 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
EC20 00 00 00 00 00 FF 00 00 FF EEDO ТЕ 2C 56 А1 7D 2C 56 97 37 | --------------------------------- 
EC28 07 00 00 00 00 00 FF 00 06 EED8 4F OE 4F 01 7A OF 00 01 37 SUM: дА ED D6 07 QF ЕТ FB FB 1B46 
EC30 00 07 00 00 00 00 00 FF 96 EEEO ТА OF 00 01 7A 01 7A 01 80 
EC38 00 00 07 00 00 00 00 00 07 EEE8 03 QF 03 00 EE 1A 05 24 46 F180 01 40 00 FF 00 00 FF 00 3F 
EC40 FF 00 00 00 04 00 00 00 03 EEFO 79 02 OF 00 EO 00 19 14 97 F188 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
EC48 00 FF 00 00 00 04 00 00 03 EEF8 98 AA 7D 89 15 FF FF FF 5A F190 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
EC50 00 00 FF 00 00 00 04 00 Q3 Ы 4Һ --------------------------------- Е198 01 00 С0 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 ВЕ 
EC58 00 00 00 ЕЕ 00 00 00 04 03 SUM: 09 DD B9 64 СЕ АВ EO CD 33F8 FlAO 00 FF 00 QQ FF QQ 00 FF FD 
ЕС60 00 00 00 00 FF OC 04 10 1F F1A8 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
ЕС68 00 00 00 00 FF OC 04 10 1Е EF00 F9 00 00 00 00 00 QQ 03 FC F1BO 01 CO 00 FF QQ 00 FF QQ BF 
EC70 00 00 00 00 FF 0С 04 10 1Е EF08 00 00 00 00 00 00 00 09 09 F1B8 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 КЕ FD 
EC78 00 00 00 00 FF 0С 04 10 1F EF10 00 00 00 00 00 00 00 01 01 Е1С0 QQ QQ FF QQ QQ FF QQ QQ FE 
--------------------------------- ЕЕ18 00 00 00 00 00 00 00 01 01 Е1С8 01 00 40 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 ЗЕ 
SUM: 06 05 03 FE Ор ЗЕ 20 4A FBAA EF20 00 00 00 00 00 00 00 00 00 Е1р0 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ QQ QQ FF Ер 
ЕЕ28 КЕ 00 КЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕС F1D8 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 FE 
EC80 00 00 00 00 FF 18 08 10 2Е EF30 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC Е1Е0 00 BO 18 00 40 18 FF 00 1F 
EC88 00 00 00 00 FF 18 08 10 2F EF38 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 FC FIE8 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
EC90 00 00 00 00 FF 0С 04 10 1F EF49 FF 00 FF 00 FF 00 FF QQ FC Е1Е0 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
EC98 00 00 00 00 FF 00 00 00 ЕЕ ЕЕ48 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕС FIF8 00 BO 18 00 40 D8 FF 00 DF 
ECAQ 00 00 00 QQ FF 00 QQ 00 : FF EF50 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 : FC Б... 
ECA8 00 00 QQ 00 FF 00 QQ 00 : FF ЕЕ58 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 ЕЕ 00 : ЕС SUM: 04 5B 2В ЕС ТВ ЕВ ҒА ЕВ 9A65 
ECBO 00 00 00 QQ 18 FQ FC 01 : 05 EF60 FF 00 FF 00 FF 00 FF 00 : FC 
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F208 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE FAB8 E5 01 E5 DB FF 00 00 FF A4 F768 02 10 OB 02 20 F3 02 30 64 
F210 00 40 00 00 BO 00 FF 00 EF Е4С0 00 00 FF 00 00 FF 00 00 БЕ F770 ЕЗ 02 FQ F5 02 EO QD 02 ВВ 
Е218 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 БЕ Ер Е4С8 01 40 35 01 45 20 КЕ 00 DB F778 DQ 1D FF 00 QQ FF QQ QQ EB 
F220 00 00 FF 00 00 FF 00 00 : FE Е400 00 FF 00 00 FF 00 00 FF : FD 7 --------------------------------- 
F228 00 00 BO 00 00 50 FF 00 FF FAD8 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE SUM: 8F 90 BB EB A6 33 13 F6 78AB 
Е230 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD FAE0 01 B2 D7 01 BF CD FF QQ 16 
F238 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE Е4Е8 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD F780 02 40 00 02 00 40 02 CO 46 
F240 00 20 40 00 10 48 00 EO 98 Е4Е0 00 QQ FF 00 QQ FF QQ QQ БЕ F788 00 02 00 CO 00 ЕВ E8 QQ 82 
Е248 D8 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ р5 F4F8 01 00 CO 01 CO FO FF 00 11 F790 E8 18 00 18 18 00 18 E8 30 
F250 00 00 FF 00 00 FF 00 00 ЕЕ = em CN OT. F798 02 40 00 02 00 40 02 CO 46 
F258 02 В0 18 02 40 18 FF 00 23 SUM: B7 23 07 CD 16 95 15 EŻ C7CF F7A0 00 02 00 CO 02 E8 E8 02 96 
F260 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD F7A8 E8 18 02 18 18 02 18 E8 34 
F268 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE Е500 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD ЕТВ0 01 40 00 01 00 40 01 CO 43 
Е270 02 В0 18 02 40 D8 БЕ 00 ЕЗ Е508 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ F7B8 00 01 00 CO 02 E8 E8 02 95 
F278 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD F510 01 00 50 01 50 20 FF 00 Сі ЕТС0 E8 18 02 18 18 02 18 E8 34 
--------------------------------- Е518 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ FD F7C8 01 FB 10 01 F3 20 01 E3 04 
SUM: DC BA 1B 04 3A 83 FC DA 750A F520 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F7D0 30 01 ЕВ FQ 01 ЕЗ EQ 01 F1 
F528 01 В0 18 01 40 18 FF 00 21 F7D8 ЕЗ р0 FF QQ 00 FF QQ QQ B1 
F280 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F530 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD ЕТЕ0 01 05 10 01 0р 20 01 1D 62 
F288 02 40 00 02 BO 00 FF 00 F3 F538 00 00 FF 00 00 FF 00 00 БЕ ЕТЕ8 30 01 05 FQ 01 QD EO 01 15 
Е290 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ Ер Е540 01 BO 18 01 40 D8 FF 00 Е1 F7F0 1D DQ FF QQ QQ FF QQ QQ EB 
F298 QQ QQ FF QQ 00 FF QQ QQ FE F548 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD F7F8 00 E8 27 00 30 E9 00 20 48 
F2A0 02 00 BO 02 00 50 FF 00 03 Е550 00 00 FF 00 00 FF 00 00 ЕЕ 7 ДЛә------------------------------- 
Е2А8 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD F558 01 40 00 01 BO 00 FF 00 F1 SUM: 1F 97 49 6F ТЕ АЗ C7 1E 2E82 
F2B0 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F560 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD 
F2B8 02 20 40 02 10 48 02 EO 9E F568 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F800 34 00 DO ЕТ FF 00 QQ FF E9 
Е2С0 D8 FF 00 00 FF 00 00 FF D5 F570 01 00 BO 01 00 50 FF 00 01 Е808 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 
F2C8 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F578 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD F810 02 E8 27 00 30 E9 02 20 4C 
F2DO 01 40 QQ 01 CO 00 FF QQ Q1 7  --------------------------------- Е818 34 00 р0 E7 02 FD EO FF C9 
F2D8 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD SUM: 05 9A 2B 05 7A 5B FB FA A725 F820 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
F2E0 00 00 FF QQ 00 FF 00 QQ ЕЕ F828 02 E8 27 02 30 E9 02 20 4E 
F2E8 00 30 30 00 30 DO 02 48 AA F580 00 00 FF 00 00 FF 00 00 ЕЕ Е830 34 02 р0 E7 02 FD EO FF CB 
F2F0 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD Е588 01 20 40 01 10 48 01 EO : 9B F838 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
F2F8 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F590 D8 FF 00 00 FF 00 00 FF D5 F840 01 E8 27 02 30 E9 02 20 4D 
ーー ニーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーー F598 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F848 34 01 DQ E7 01 FD EO FF C9 
SUM: DF CB 1A 07 AB 62 01 23 3427 F5AQ0 01 40 QQ 01 00 40 01 CO 43 F850 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE 
F5A8 00 01 00 CO FF 00 00 FF BF F858 01 E8 27 01 30 E9 01 20 4B 
F300 02 B0 00 00 30 28 00 30 3A Е5В0 00 00 FF 00 00 FF 00 00 ЕЕ F860 34 01 DQ E7 01 FD EO 02 CC 
F308 D8 FF 00 00 ЕЕ 00 00 FF D5 F5B8 01 30 00 01 20 20 01 20 93 F868 2D 15 FF 00 00 FF 00 00 40 
F310 00 00 FF 00 00 FF 00 00 ЕЕ Е5С@ EO 01 D8 18 01 D8 E8 FF 91 F870 02 15 25 00 2D 00 00 00 69 
F318 00 30 30 00 30 DO 01 48 A9 F5C8 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F878 CF 00 E4 30 02 1E D2 00 D5 
F320 00 FF 00 00 FF 00 00 FF FD Е5р0 01 18 18 01 00 18 01 ЕЗ Re 
F328 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F5D8 18 01 18 E8 01 00 E8 01 03 SUM: 08 CE BQ B8 F4 B1 59 ТЕ 1B4D 
F330 01 В0 00 00 30 28 00 30 39 F5E0 E8 E8 FF 00 00 FF 00 00 CE 
F338 D8 FF 00 00 FF 00 00 FF D5 F5E8 01 18 18 01 18 00 01 18 63 F880 C8 E2 00 D8 12 FF 00 00 93 
F340 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F5F0 E8 01 E8 18 01 ЕЗ 00 01 D3 F888 02 15 25 02 2D 00 02 00 6D 
F348 02 BQ QQ 02 30 28 02 30 3E F5F8 E8 E8 FF 00 00 FF 00 00 CE F890 CF 02 E4 30 02 1E D2 02 D9 
F350 D8 FF 00 00 FF 00 00 FF DS 33 ニニ ニー ニーーーー ニ ーーーー ッ ーーー ニ ーー ペニー ニー ニー ニー ニニ ーーー F898 C8 E2 02 D8 12 FF 00 00 95 
F358 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE SUM: 8D 93 42 DD 49 7A D5 BF D121 F8A0 01 15 25 02 2D 00 01 QQ 6B 
F360 02 20 20 02 20 EO 02 28 6E F8A8 CF 01 E4 30 01 1E D2 02 D7 
F368 00 FF 00 00 FF 00 00 ЕЕ FD Е600 00 20 20 00 20 EO 00 ЕО 30 F8B9 C8 E2 02 D8 12 FF QQ QQ 95 
F370 00 00 FF 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ F608 2C 00 Е@ D4 00 DO 15 00 D5 F8B8 01 15 25 01 2D 00 01 00 6A 
F378 02 40 40 02 40 CO 02 CO 46 F610 р0 ЕВ FF QQ 00 FF QQ QQ B9 F8C0 CF 01 E4 30 01 1E D2 01 D6 
--------------------------------- Е618 01 20 20 01 20 EO 01 FQ 33 F8C8 C8 E2 01 D8 12 ЕЕ 00 00 94 
SUM: 91 9В 8B 06 ІВ ЕЗ 07 BB 2АС5 Е620 2C 01 Ед D4 01 DO 15 01 D8 F8DO 02 18 00 02 00 18 02 12 48 
F628 DQ EB FF 00 QQ FF QQ QQ B9 F8D8 12 02 15 FQ 02 FQ 15 02 22 
F380 40 02 CQ CO FF 00 QQ FF co F630 02 30 15 02 30 EB 02 00 66 F8E0 E5 E5 02 DE ED FF 00 00 96 
F388 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F638 2C 02 QQ D4 02 DQ 15 02 EB F8E8 02 18 00 02 00 18 02 12 48 
F390 02 00 40 02 40 00 02 CO 46 F640 DO EB FF QQ 00 FF QQ QQ B9 F8F0 12 02 15 FQ 02 FQ 15 01 21 
F398 00 02 00 CO FF 00 00 FF CQ F648 00 30 15 00 30 EB 00 00 60 F8F8 E5 E5 01 DE ED FF 00 00 95 
F3A0 QQ QQ FF 00 00 FF QQ QQ FE F650 2C 00 00 D4 00 DO 15 00 E5 | |  --------------------------------- 
F3A8 02 40 00 02 20 20 02 20 A6 F658 DO EB FF 00 00 FF QQ 00 B9 SUM: 83 C9 4D 95 B1 64 А8 2C D660 
F3B0 EQ 02 D8 18 02 D8 ЕЗ FF 93 F660 01 30 15 01 30 EB 01 00 63 
F3B8 00 00 FF 00 00 FF 00 00 ЕЕ F668 2C 01 00 D4 01 DO 15 01 E8 F900 02 10 FB 02 20 F3 02 30 54 
ЕЗС0 00 40 00 00 00 40 00 CO 40 F670 DO EB FF QQ QQ FF QQ QQ В9 Е908 ЕЗ 02 FQ ЕВ 02 EQ F3 02 АТ 
F3C8 00 00 QQ CQ ЕЕ QQ QQ FF BE F678 02 28 15 01 28 EB 02 00 : 55 Е910 DQ ЕЗ 02 F8 20 02 08 20 ЕТ 
FƏDO 00 00 FE 00 00 FF 00 OB : FE ---------.......................... Е918 01 10 ЕВ 01 20 ЕЗ 01 30 51 
F3D8 00 30 00 00 20 20 00 20 90 SUM: F2 93 БЕ 29 FC 77 6F E4 ІСЕС Е920 ЕЗ 01 FQ ЕВ 01 EO F3 01 А4 
ЕЗЕй EQ 00 D8 18 00 D8 ЕЗ FF 8F F928 DO ЕЗ 02 F8 20 02 08 20 F7 
F3E8 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F680 2C 01 00 D4 01 D8 15 01 FQ F930 02 10 OB 02 20 F3 02 30 64 
F3F0 QQ FO 30 00 FQ DO 00 DC BC F688 D8 EB FF 00 00 FF 00 99 C1 F938 ЕЗ 02 FQ F5 02 EO QD 02 BB 
F3F8 12 00 DC EE FF 00 00 FF DA F690 02 28 15 02 28 EB 02 00 56 F940 DQ 1D 02 F5 22 02 QA DE FQ 
е нин ан ин ае F698 2с 02 00 D4 02 D8 15 02 ЕЗ F948 02 10 QB 02 20 ЕЗ 01 30 63 
SUM: 16 A6 B7 62 6E FB D4 96 DDD5 F6A0 D8 ЕВ 00 OD 12 FF 00 00 E1 F950 E3 02 F0 F5 02 EO OD 01 BA 
F6A8 02 28 15 02 28 EB 02 00 56 F958 DO 1D 01 F5 22 01 0A DE EE 
Е400 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE Е6В0 2C 02 QQ D4 02 D8 15 02 F3 F960 01 10 OB 01 20 ЕЗ 01 30 61 
Е408 00 10 30 00 10 DO 00 24 44 F6B8 D8 EB 00 EF ED FF 00 00 9E F968 ЕЗ 01 FQ F5 01 EO QD 01 B8 
FA10 12 00 24 EE FF 00 00 FF 22 Е6С0 01 28 15 01 28 EB 01 00 53 F970 DO 1D 01 F5 22 01 QA DE EE 
Е418 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F6C8 2C 02 00 D4 01 D8 15 02 F2 F978 СІ СІ DL El C9 FF FF FE F9 
FA20 01 24 12 01 24 EE 01 10 5B F6D0 D8 ЕВ 00 EF ED FF 00 00 gE | 。 。 パーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
F428 30 01 10 DO FF QQ QQ FF дЕ F6D8 02 28 15 01 28 ЕВ 02 00 55 SUM: 48 36 А0 8D 17 26 41 СЕ 2744 
Е430 00 00 КЕ 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ F6E0 2С 01 00 D4 01 D8 15 01 FQ 
F438 01 CO 00 01 DO 00 00 D8 6A F6E8 D8 EB 00 0р 13 FF QQ QQ E2 F980 00 00 00 00 99 00 00 00 00 
Е440 00 00 E8 00 КЕ 00 00 FF E6 F6F0 QQ 10 05 00 20 QD 00 30 12 F988 00 00 00 01 02 02 02 02 09 
Е448 00 00 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 БЕ F6F8 1D 00 FQ 05 00 EO Ор QQ ЕЕ Е990 02 01 21 1B ЕВ 06 OF 11 60 
Е450 02 40 00 02 32 00 00 20 96  Д----------.....-.--.-------....... F998 06 00 CD FA ЕТ E6 1F 77 40 
F458 00 00 18 00 FF 00 00 FF 16 SUM: 38 АЕ 48 27 C6 CC 7D 38 ATDD F9A0 23 CD FA F7 E6 1F 77 3E 9B 
F460 00 00 FF 00 00 FF 00 00 FE F9A8 00 23 77 CD FA F7 E6 03 41 
FA68 00 18 18 00 00 18 00 E8 30 F700 DO 1D FF 00 00 FF 00 00 EB Е9В0 3C D9 47 ЗЕ 01 07 10 FD AF 
FA70 18 00 18 E8 00 00 E8 00 00 Е708 00 10 ЕВ 00 20 ЕЗ 00 30 4Е Е9В8 D9 23 77 19 10 DC ЗЕ 04 ВА 
Е478 Е8 E8 ЕЕ 00 00 ЕЕ 00 00 СЕ F710 ЕЗ 00 FQ ЕВ QQ EO F3 QQ А1 Е9С0 32 11 ЕВ 21 28 00 22 C8 71 
с ーー ツン ツー ツーー F718 DQ ЕЗ FF QQ QQ FF 00 QQ B1 F9C8 F1 16 00 21 F7 F9 5E CD 43 
SUM: 46 35 A0 AA 32 DQ E9 10 FD54 F720 02 10 FB 02 20 F3 02 30 54 Е900 79 F7 14 23 ЗЕ Ор BA C2 6E 
F728 ЕЗ 02 F0 FB 02 EO F3 02 АТ F9D8 СЕ Е9 21 АС ЕВ 06 08 11 АЕ 
Е480 00 18 18 00 18 00 00 18 60 F730 DQ ЕЗ FF 00 QQ FF QQ QQ B1 F9E0 07 00 ТЕ 23 32 13 F6 7E 61 
F488 E8 00 E8 18 00 E8 00 99 ре Е738 02 10 05 02 20 0р 02 30 78 F9E8 23 32 14 F6 Ср р4 F4 ЗА 2E 
FA90 E8 E8 FF 00 00 FF 00 00 CE F740 1D 02 FQ 05 02 EO QD 02 05 F9F0 18 Еб 77 19 10 EC C9 QQ 63 
F498 02 20 20 02 20 EO 02 FQ 36 F748 DQ 1D FF 00 00 FF QQ QQ EB F9F8 00 00 00 00 05 03 31 00 39 
F4A9 2C 02 FQ D4 02 DO 15 02 : DB F750 00 10 QB 00 20 ЕЗ 00 30 : 5E  --------------------------------- 
F4A8 DO ЕВ FF 00 00 FF 00 00: B9 F758 ЕЗ QQ FQ F5 00 EO Ор QQ : B5 SUM: EC 2C 56 74 51 C9 01 EC DE94 
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天空 の 城 ラピュタ より | \2— 


Х 680008 GsgeA 


| 
人 気 の 宮 崎 作 品 よ り 
X1 用 に は アニ メ 映 画 「 天 空 の 城 ラ ビュ 


タ 」 か ら の イメ ー ジ ・ ア ル バ ム 「 空 か ら 降 
っ て きだ 少女 」 よ り ,。「 パ ズー と シー タ 」 で 
す 。 宮 崎 駿 監督 の 作品 と し て は 最新 作 「 魔 
女 の 宅急便 」 も 大 ヒッ ト し まし た が ,「 風 の 
合 の ナウ シカ 」 と 並び この ラピュタ に も 根 
SUY ジ ゲン が いる よう で す 。0hIX LIVEE 
奇 せ られ る 投稿 の 中 で も 魔女 の 宅急便 が ま 
だ 送ら 5 れ て き て な い の に 対し 。 ラピュタ は 
何 作 か 拝聴 きせ て いた だ きま し た (催促 ?)。 
生体 的 に 見 る と ょ アミ スズ スッ シン ググ は 少な に で す 
à. 自 他 共に 認め る オタ ク の 〇 〇 さき さん や , 
メメ さん , 目 分 で は 人 否定 し て いる けど 立派 
な オタ ク の へ へ さん 等 を か か える Oh!X の 
スタ ッ フ 事情 か ら す る と あま り ! 
ニ メ 関係 。 必修 課題 , 最 重要 ポイ ント は ア 
ニュ メ だ (うん 4 受験 シー ズン 到来 )。 つ 
いで に 本 誌 に 載る た な た め の ポ イン ト を いく ーー 
Pu ТТ tU 35 ІЛЕ 5 
れ ば 君 も Oh!X LIVEOSIT САЯ 2! 

を その 1 : い い 曲 を 作ろ う ! (あっ だ た り ま 
ARIS. 聞い て みて , 思わ ず も うぅ 一 度 開き た 
く な る よう な 有 曲 が ベ スト 。 先月 号 の Ob-la 
-di, Ob-la-da な ん か は 代表 例 。 何 度 開い 
て も 楽し め ま す (お か げ で 私 は ビー トル ズ 
DOODe ER oC b aT) 

その 2 : 選 っ ちり と ! (意外 と ム 
ズ い か も )。 確か に 好き な 曲 を 作る ゐ の が 一 番 
よい の で す が , 自分 の レベ ル に あっ た 中 の 
好き な 曲 に し だ ほう が 出来 は よい の で す 。 
本 当 に 一 番 好 き な 曲 は 自分 の レベ ル 試 し に 
何 度 $ 作 っ て みよ 5, 

その 3 投稿 する と 上 き に は メデ ィ ア (> 
рерни pid dii 
な た だ の 名 前 を 書い て お こう 1! (意外 と 書い 


ご がい アプ 


cat n 
«Beyond the Galaxy 


て いな いも の も 見 受け られ る )。 だ た と えば 先 
月 号 の メタ ル ホ ー ク な ん ぞ は 時 期 を 同じ く 
し て X68000・OPMA 用 に 4 つの 作品 が 届き 
まし だ 。 そう も だ らら 開き 紫 人 て みな く な る 
の が 人 情 と いう も の で す 。 も ちろ ん , こち 
5 10-5. 
る こと は あり ませ ん が , 念 に は 念 を と いう 
DUCT.BoICilHsscCcXIHO'BU 
NINEKR」 が 届き まし た 。 迷子 の ディ ヌス ク に 
の 

その 4 : ゲ ー ム ミュ ー ジ ッ ク は 倍率 が と 
っ て も 高い ! 上 の 話 と 少し 重なり ます が 
FM eds eU DT 
怖い こと に , いま で も 週 に 数 本 の 割合 で Ys 
(1—3) の 投稿 が あり ます 。 もし, これ か 
ら Ys を 投稿 し て 採用 きれ た の な ら , AH 
に 素晴らし い ア レン ジ を し た 人 で し ょ う 。 

だ の 5 上衣 い て ほし か つう だ ディ スク に 
ンス チム を 入れ て こい ! (これ が 一 番 言 いた 
か っ だ りす る )。 は っ きり 言っ て 膨大 な 投稿 
作品 た ちと 格闘 を する 担当 者 (よー する に 
私 ) に と っ て , いち いち ディ スク を と っ か 
を ん ひっ か えす る 苦労 は 計り し れ ま せん (B 
гг ЗЕ) 用 と だ け 者 いて で てき て 。、 
WRT b 72 C LMIDI- C $ Z6, Music 
BASICC ò% L, ZZBASICC 6 7: €, も 
ちろ ん S-OS 用 の FM 音源 シス テム で も な く , 
身 を ひね りな が ら 最 後に — RES 
IC 用 の PSG で 作っ て あっ た 作品 に は 溜息 が 
ED 
と ね )。 と りあ え ず , あな た が その 作品 を 作 
だ と きめ の ツ ステ テム デ イス ク を まる ご も る 
E= LT あと かち 作 晶 だ ける セーブ し て 
II 


A REvooieA), その 作 』 mi D [ける 
ステ デム だ は は 入れ で てく ダ きり ре 
て の 切実 な お 願い びす 。 な お , 逆 に テー フ " 


の 場合 は ゲロ グ ラム だ け の ほう が あり が た 


Nishikawa Zenji 


西川 =] 


に 用 きす 。 


め つ きり 寒く な つて きま し た ね 。 今 
年 も あま すこ と ころ あと 少し 。 有 意義 
に 過ごし だ いも の で すね 。 さ て , S 
年 の Oh!X LIVE の 締め くく り は 
最後 を 飾る に ふさ わし い 映 画 & ゲ ー 
ム ミ ュー ジッ ク で すず す 。 ЖЕ ЕЙ 
の 投稿 を お 待ち し て お り ま す 。 


Nagase Hideaki 


永瀬 秀昭 


天空 TEPEE 


が っ だ り し ます 。 ちなみに 今月 号 の ラビ ピュ 
タタ に は , きち ん と MusicBASIC が 組み 込 
ЗЕ а АР 

話 を ラピュタ に 戻し ます が , この 作品 が 
届い た の は 89 年 の 2 月 で す の で , ほぼ 多年 
ぶり の 採用 し な っ た わけ で す 。 素晴らしい 
作品 は 1 年 後 で も ちゃ ん と 載り ます 。 
間にあっ て いる と は いん えん. Se 
ラー ト が か か が かり すぎ で る か な 7 と も 思え 
Ke 良し た し まし よう 。 すべ て は ポタ 
ンス で す ぞ 。 (5.К.) 


ギヤ ラク シー フォ オー ズ 


こん に ち は , 善司 で す 。 11 月 号 の 進藤 氏 
の 「 メ タル ホー ク 」 は も う 皆 さん 入力 し ま 
し だ か ? あれ は , すご い 出 来 で す 。 ぜ ひ 
入力 し て 聞い て み ま し ょ う 。( 私 は あれ を 聴 
Itt. UMOREZ koks Ty tus 3 
O-FEn£i^Uw»5) tk 
に 刺激 され て 私 は OPMA ド ライ バ 専 用 に 
ギャ ラク シー フォ ー ス の 「 Beyond the Gala 
xy」 を ブロ グラ ム し て み ま し ただ 。 bie bJ) 
を 入れ て 作っ た の で ぜひ と も 聞い て みて 
だ きい 。 

今回 の プロ ダグ ラム の 目玉 (に し て は た いし 
だ こと は な いけ ど ) は 簡易 ベン ドサ プ ブルー 
チン で す 。 これ は , КЕ (キー フラ クシ ョ 


Oh!X LIVE in "89 229 


v) を 滑ら か に 変化 きせ る MML を 生成 す 
る ルー チン で す (いや ぁ , 立川 君 や 進藤 君 
の Y コ マン ド 攻 撃 は すご か っ た …… hs 

関数 名 は 「S( h T~, 

2-5(4А7,12,252,0,1) (Z は 文字 型 変数 ) 
の よう に し て 使い ます 。 こ の 例 だ と A 半 (25 
2) か ら A(0) ま で 12 個 分 の 精度 で MML 
を チャ ン ネ ル 1 用 に 作成 し ます 。 SONT 
は ビッ チ ダ ウン で す が , 0 と 252 を 入れ 換え 


され だ が か, 確認 し た ほう が よい て し ょ う 。 
グロ グラ ム ば は の パル イハ ハット や ライ ドッ シン ク \ 
‚ カウ ベル が パー ト 数 不足 の た め , あ ち 
こち の チャ ン ネ ル に 割り 込ん で いま す 。 ハ イ 
ハッ ト は 一 部 原 曲 と は 違っ た だ た パ ターン の と 
ころ が あり ます 。 こ れ は ライ ド シ ン バル の ボ 
リュ ー ム が 小さ い の で ,。 こ れ を バッ クア ッ プ 
ずる だ め に を そう し まし た 。 それ ル ら ドラムス え 
に 凝っ て みた ん で す が 少 々 文字 列 群 が で か 


ノレ 


れ ば アッ プ も 可能 で す 。 注意 上 京 と し て は 誤 
ZORD, 終了 時 の KEF が 指定 通り に な ら な 
いと と た が あり ます 。 て す が から, 一度 ダ イレ 
クト て 関数 を 実行 し , 


どん な MML が 生成 


最後 に X68000 の 設計 者 に 
に な ん で ボリ ュー ム 付 け な か っ だ ん だ よー 


っ 11」( バ ス ド ラ が 聞こ えな い )。 (Z.N) 


ギャ ラク シー フォ ー ス 


くく なり すぎ まし だ が ね 。 は は は は 。 


- MusicBASIC は 1988 年 12 月 号 で 発表 され た XI 用 M 


=B AD РСМ 


ML, OPMA は 1989 年 4 月 号 で 発表 され た FM 音源 
と PCM 音 源 を 同期 させ る X68000 用 ミュ ー ジ ッ ク ド 
ライ バ で す (OPMA が な く て も FM 音源 の 演奏 は 可 
ВЕС), 


日 本 音楽 著作 権 協会 ( 出 ) 許 諾 第 8971746-901 号 


M$="L8R2R4T6V14O05CDE-4.DE-G4 .D2R4<G4>C4. く <B->CE-4. く <B-2R4G4 


10 ' 620 "A" 

20 ' THE CASTLE IN THE SKY 'LAPUTA: 630 M$-"FAGE-&E-2E-DC4D4«B4» -2C1-0 
30 ' に ЙУ B 9-24 640 С1%-"С1А-262-201-0 

40 ' 650 C2$-" GIF2DE-F4-2E1-0 

50” MUSIC FROM JOE HISAISHI 660 B$-"C2.D8E-8F2G2-2C1-0 

60 ' 670 "A" 

T8 ' PROGRAM BY H.NAGASE !'88.12.26 680 ' 

80 ' 690 

90 TEMPOO:PLAY "X'":M-0:GOTO 220 700 C1$-"LIRI6V1104GGE-E- 

100 LABEL "A" 710 C2$-"LIRI6V1104E-DC«B- 


110 PLAY М9+":"+М9+"°:"+С19+":"+619+°:"; 
120 IF M=1 THEN 160 
130 PLAY С2$+":"+С2$+":"+В$+":"+В$+":"; 


B$="L1RT6V1103C<B-A-G 
M=1:"A" 
M$="A-4.GA->E-4 . く <G4 .FG>E-4.D4 .<AA4>D4D2R4CD 


140 PLAY C2$+":"+C2$+":"+B$ 1750 C1$-z"E-CL32RRRC&C8&C2.L1D 

150 RETURN 760 C2$-2"»CGO3L16RA&A8&A2.L1G 

160 PLAY C2$+":"+C2$+":"+B$+":"+B$ 710 C3$-2"FE-OS3L32RF*&F*&F*&F*8&F*2.L1G 
170 RETURN 780 B$="FE->O3D1L1<G 

180 LABEL "B" T90 "В" 


190 PLAY М$+":"+М$+":"+С1$+"”":"+С1$+":"; 

200 PLAY С2$+":"+С2$+":"+С3$+":"+В$ 

210 RETURN 

220 PLAY "T11614P1K10V1304L8CD: IAP2K0V1304L8CD: IAP1K0V1003L8RR:I 
4P2K10V1003L8RR: "; 

230 PLAY "IA4P1K15V1003L8RR: IAP2K0V1003L8RR: I3P1K10V1004L8RR: I3P2 
K0V1004L8RR: "; 

240 PLAY "OALS8RRV11K0Y7,56:04L8RRV11K3:03L8RRV11" 

250 M$-' S4,10,11,0":C1$zM$:C2$zM$:B$zM$: "А" 

260 ' GOTO910 

270 ' 

280 M1$="E-4DE-4G4D8&D2. く <G4>C4<B->C4E-4<B-&B-2.G4 

290 М2%-"А-4.СА->Е-4.<64.ЕС>Е-4.р4,<АА4>р4 

300 M$-M1$:C1$z" GI&GIE-2&E-GFE-E-1 

310 C2$-' GI&G1E-2&E-E-DC«B-1» 

320 B$="C1<B-1A-1G1 

330 "A" 

340 M$-M2$:C1$- R2E-4DCC2.CA4F*4.RF*4GA 

350 C2$-z"R2E-4DCC2.CA4F*4RDAEF«* 

360 B$="F2>F4D4E-1D1 

310 А 

380 M$="D2R4CD"+M1$ 

390 C1$2"«G2B2»GI&G1E-2&E-GFE-E-DE-DGFE-4 

400 C2$-' G2GFE-DG1&G1E-2&E-E-DCC«XB-»^C«B-^5E-«B-G4»5 

410 B$-"G2GFE-DC1«B-1A-1G1 

420 "A" 

430 M$z"A-45E-D&DE-4.FA4GE-&E-2E-DCA4DA4XB4?» C2RAE-F 

440 C1$-z"FA4.A-&A-B-5»C4«F4G2.A-2G2G2R2 

450 C2$="F4.A-&A-B->C4 く <F4G2 .C2DE-F4E-2R2 

450 B$z"»F2.E-DC2.DE-F2G2C2R2 

410 А" 

480 M$='G4FG4B-4F&F2R4<B-4>E-4DE-4G4G&G2R4G4>C2 .<B-A-B-2E-4 .Eー 
490 C1$="L4O03RB-RB-RB-RB-RB-RB-RB-RB-RGRGRGRGRGRGRGRGRE-RE-RE-RE 
-RE-RE-RE-RE- 

500 C2$-" IAOS3RGRGRGRGRFRFRFRFRE-RE-RE-RE-RDRDRDRDRCRCRCRCR «B-RB- 
RB-RB-» 

510 B$-"' LAE-E-E-E-DDDDCCCC«B-B-B-B-A-A-A-A-GGGG 

520 "A" 

530 M$-" LA4A-GFE-L8DE-FD«B-4»5B-A-G1&G2.CD 

540 C1$="T4L4>C<B-A-GL8F2.R4< く BAG4>FE-D4A-GF4BAG4 

550 C2$="T4L4C く <B-A-GL8F2 .R4BAG4>DC く <B4>FEE-D4GFD4 

560 В%-"ЕСА-АВ-ІВІСІ 

510 КАЛ 

580 M$='E-4DE-4G4D&D2.<G4>C4 く <B->C4E-4<B-&B-2R4G4A-4>E-D4E-4。 
590 C1$="G1D1G2&GGFEE-1A-2&A-B->C4 く < 

600 C2$="E-1 く <B-1>E-2&E-RE-DC く B-1>C1 

610 B$="C2&>C2 く <B-1A-1G1F2.E-8D8 


800 M$="E-4.DE-G4 .D2R4<G4>C4 .<B->CE-4 .<B-2R4G4A-4>E-D&D4E-4 
810 C1$="GGL16RE-&E-8&E-2.L32RRRF&F8&F2.L16RE-&E-8&E-2 , 
820 C2$=">E-DL32RC&C&C&C8&C2.L16RE-&E-8&E-2.L32RC&C&C&C8&C2 . 
830 C3$=">C<B->A-1L32RB-&B-&B-&B-8&B-2.L1F 

840 В%-">С<В-А-СЕ 

850 а” 

860 M$="F4GE-&E-2E-DC4D4<B4>C2R4E-F 

870 C1$="O3C4G4>E-2<A-2F2>L16RC&C8&C2R404 

880 C2$="O4C4G4>E-2<A-2F2 く <L32RG&G&G&G8&G2R403 
890 B$-"LICF2G2C2.R403 

900 "A" 

910 M$="G4.FGB-4F8&F2.R8<B->E-4 .DE-G4.G2R4G4 

920 C1$="L4CB->G2<DB->F2<CG>E-2<<B->G>D2 

930 C2$=C1$ 

940 B$="CDC<B- 

950 "A" 

960 M$-"O6L16RC&C8&C2«L8B-A-B-4.E-E-2L4A-GFE- 
970 C1$="O5L32RG&G&G&G8&G2R4F4 . く <B-8B-2>C1 

980 C2$= "OS5E-2.R403G1F1 

990 B$z"O2A-45E-45C2««L1GF 

1000 ЖАР 

1010 M$="L8G2&G4<B4>CDE-4 .DE-G4D&D2.R<G> 

1020 C1$-2"L804RG&G2.&G403C1«B-1 

1030 C2$="L8O4R16D.&D2.&D4L4<CG>E-2<<B->G>D2 
1040 C3$="L8O4R32C16 .&C&C2.&C4L4<CG>E-2 く <<B->G>D2 
1050 B$="L8O3G1&G4C1<L1B- 

1060 "B" 

1070 M$="C4.<B->CE-4. く <B-2.G4 

1080 A$="L4A->E->C2 く < く <G>E-B-2 

1090 С1%-"02"%А% 

1100 С2$="О3"+А$ 

1110 В$="О2А-С 

1120 "А" 

1130 M$="A-4>E-D&D4E-4F4GE-&E-2E-DC4D4 く <B4 

1140 C1$='O2F>CA-2CG>E-2A-2F2 

1150 C2$=C1$ 

1160 В%-"Е>СЕ2С2 

1170 "A" 

1180 A1$="O5L32RRRRRC& 

1190 A2$="O4L32RRRRG& 

1200 A3$-'"P3K504L32RRRE& 

1210 A4$-"P3K504L32RRC& 

1220 A5$z"P3K503L32RG& 

1230 A6$-'"P3K502C& 

1240 PLAY A1$*4":"*A19*":" A294  :  £4A29$*  :" 4A3$4 " :" 4AAS" :" 4A5$4": 
"+A6$ 

1250 PLAY "y" 


10 /*/X/X/X/X*/X*X/X*X/X/X/X/X/*/X*/X/X/X/X/X/X/X/X/X/X/X/X*/* 90 /X/X*/X*/X/X/X*/t*/X/X*/X*/X/X/X*/X*/X/X/X*/X/X/*/X/X/X*/X*/X/X 
20 /* GALAXY FORCE /* 100 m init() 

30 /* /ж 110 dim char у(4,10)-( /* E. BASS 

40 /* BEYOND THE GALAXY /* 120 /t AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

50 /X /* 130 58, 15, 0, 0, 0, 0, 0, ©, 0,3, à, 

60 /* (С) S.S.T. SEGA /* 140 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 
70 /* /* 150 31, 10, 7, B, 2, 33, %, 0, 7, 8,0, 

80 /* Arranged by Z.Nishikawa /* 160 . 8, B8, 7, 5, 23, 3, 7, 7, 2,9, 


130 ом x 1989.12. 


1100 


31, В, 8, T, 1, 37, 0, 0; 3, 0,9, 
41, 8, Б, 7, 5, Q, @, 1, 7, 80,0) 
m vset(1,v) 
vet /* HIHAT ОР (32 ォ * ト ム Oh! 


/* AF ОМ МЕ SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
Тор Landing’ by Hideki Nishimoto 


X 10879378 サイ サイ 2 


59, 15, 3, 0,2900, 50, 0, 5, 09, 1, а, Ji 
2 TJ J edit v^ モメ #%° A.) 
/* AR DR SR RR SL OL ES ML DTI DT? AM-EN 
31, 5, 4, 2, 2, «di, 8, 3, 3, 3, о, 
31, 3, 2, 1, 2, 2, 0, 1, 0, 2, 85, 
3I, 13, 11, 2, 2, 28, 8, 14, ©, 3 6, 
41, 19, 5, 4, 93, @ 8, 14, 7, 3, 6) 
т уве%(2,у) 
у= { /* HIHAT CLOSE 
/* AF ОМ МЕ SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
61, 15, 9, 0, 08, 9, 90, 0, 9,1, ©, 
/ж АН DR SR RR SL OL ES ML DTI DT2 AM-EN 
28, 10, 5, 10, 18, 0, 2, 14, 9, 3,0, 
31, 28, li, 15, 11,127, i, 3, Y, 1,0, 
28, 24, 10, 15, 102, 2, 0, 4, 7, 1,0, 
19, 01, 12, 15, 11, 0, 9, 2, 7, 1,0] 
m vset(3,v) 
vs { /* STRINGS 
/* AF ОМ WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
58, 15, 8, 9, 0, 9 9. 0, 0,3, ð, 
/X* AR DR SR RR SL OL KS ML DTi DT2 AM-EN 
19, 5, 8, 5, 1,30, 0, 2, 6, 0,1, 
44, 1, 8, 5, 1, 39, 9, 2 ©, 80.1. 
48, 3, 0, 9, 1, 32, 0, 2, 6, 9,1, 
20, 8, 8, 5, 3, 9, 8, 2, t, 09.11 
m vset(4,v) 
vz { /* E. PIANO 
/ж АЕ ОМ МЕ SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
52, 15, 0, 9, 09, 9, 0, 0, 0,3, ©, 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 
25, 3, 8, 2, 15, 45, 1, 2, 3, 0,0, 
31, 85, 0, 3, 15, 16, 4, 1, 8, 60,90, 
21, 85, 9, 1, 14, 44, 1, 2, 7, De, 
21, ; 0, 5, 15, 20, 0, 2, 7, 60,0} 
т vset(5,v) 
у={ /* MELODY 
/* AF ОМ WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
60, 15, 0‚ 9, 9, 0, 0, 0, 0,3, OQ, 
/* AR DR SR RR SL OL KS МЇ, DT1 DT2 AM-EN 
31, 12, |і, 1, 0227, 8, 2, 3, 80. 
91, 12, 5, 7, 2, 8, 8, 2, 3, 00. 
31, 14, 1, 1, 89,21, 9, 1, 1, 0,0, 
31, 10, (5, 7, 2, 0, 0, 1, 7, 8,0) 
т vset(6,v) 
v={ /* BACKING PIANO 
/* AF ОМ WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
60, 15, 9, 0, 9, 0 0, 8, 0,3, ð, 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DFT1 DT2 AM-EN 
31, 9, 0, 0, 0, 34, 0, 2 2, 0, ð, 
18, 11, 6 5, 3, ©, 1, 2 3, 0, 8. 
91, 0, 9, 0, 8, 32, 9, 5, 7, 0, ð, 
31,11, 1, 5, 3, 7, 1, 2, 17, 8 д) 
т vset(7,v) 
у= { /* RIDE CYMBAL 
2) TRA TF? JA") 
/* AF ОМ МЕ SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
「 ネ イロ 547° 57-135 モッ テキ マシ タ 。 
60, 15, 9, 9, 9, 9, 9, 09, 0,3, 6, 
/ж АВ ОВ SR RR SL OL KS ML DTI DT2 AM-EN 
22727 リア ル 。 ヨク ツク ッ タ ナ ア 、 コ ン ナ オト 
31, 31, 0, 0, |, 9, ©, 3, 9, 1, 9, 
31, 31, 65, 2, 1,31, 2, 5, 09, 2, 0, 
31, 28, 5, 12, 3, 14, ©, 1, 5, 2, 6, 
91,391, 5, 2, 7, 4, 2, 7, 6, 3, 8) 
т vset(8,v) 
у= { /* HAND BELL 
/* AF ОМ WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
58, 15, 3, 0,200, 50, 9, 6, 0,3, 0, 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 
4i, 90, Ó, 4, 5, 10, ©, 15, 8, 3, 0, 
31, 90, 0, 3, 0, 41, 0, 0, ‚ 3; 8, 
91, 27, 0, 4, 0, 17. 8, 9, 0, 5, 8. 
41, 16, 18, 8, 18, ©, 1, 14, 9) 9. 860) 
т уве%(9,у) 
у= { /* COW BELL 
/X* AF ОМ МЕ SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
59, 15, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0,3. Ө, 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DTI рт? AM-EN 
31, 21, 19, 6, 2, ©, ©, 15, 6, 8 6. 
91, 41, 12, 6, 2, 35, 8, 8, 6, 1, д, 
31, 21, 13, 6, 3,92, ©, 7, 0, ð, 0, 
21, 19, 16, 9, 2, 1, 08, 2, 0, à, 0} 


т vsetí(10,v) 
str різ Ұ3,!",р227у2,2” p3="y3, 3" 


Кеу 


4,"save"*chr$(34)*" beyond" 
1110 /* m init():m trk(5,"t106L1606v1005q88p3"*k):m play() 
1120 m tempo(11090) 
1130 for ісі to 7:m а11ос(1,3000):п assign(i,i):next 
1140 m а11ос(8,6000):т assign(8,8) 


1150 str a[256],b[256],c[256],d[256],e[256],f[256],g[256],h[256 


],z[256] 


1160 str aa[256],bb[256],cc[256],dd[256],ee[2561,ff[256],gg[256 


];hh[256],zz[256] 
1170 str k[256],k1(256],k2[256],k3[256] 


rdz"y2,4",oLzs"y2,8",thz"y2, 11" , taz "y2, 12" ,tLs"y2, 13" 
bdz"y2,2",msz"y2,10",sdz"y2,16",scyz"y2,5",kcz"y2,23" 
bsz"y2,9",cyz"y2,3",hoz"y2,6" ,hoz"y2,7" 
etiz"y2,58",et2-"y2,59",et3z"y2,60",et4-"y2,61" 
tbiz"y2,32",tb2-'"y2,33",tb32"v2,34",tb4-"y2,35" 
sdiz"y2,16",3sd2-:"y2,15",8d3-"y2,14" 


2,"m play()"*chr$(13):key 12,"m stop()"*chr$(13):key 1 


1180 


str j[256],1[256],m[256],n[256],p[256] 


1190 str j3[256],11[256],mm[256],nn[256],pp[256] j 
1200 str c1[256],c2[256],d1[256],d2[256],f1[256] — 
1210 /* 

1220 /* BASS 

1230 /* 

1240 a-"r2' 

1250 bz"L16|: e4.rb«ed»bb-age-4.r vlOb-rb-rv9 e-b-8 :| 

1260 cz"d-4.ra-«d-»ba-gg-e d4.ra«dc»aa-gf-»b4.«rg-bag-fed c4.rg 
«c^b-gg-fe- 

1270 dz"L16|:el«e2»r8.ef*tga«e e-2.r8>b-8 <e-8.>b-8.e-4.&e-4:| 


1280 


eez"Ll6grg8g(g^ggg8g(g^gg(f&g  e-re-8e-(e-»e-e-na-b-»b-«g-& 


a-»a-4d-&e- drd8d<d>ddg&add8dd<d >drd8d<d>ddd8 (dd«d)8»dd«c&d» 


1290 


ffz"»b-rb-8b-«4b-»5b-rb-8r«b-»b-b-«e-&f crc8c«c»ccf&gcc&ddg& 


а drd8d<d>ddg&arf&gro&d drd8d<d>ddd8<d8>d8<d8> 


1300 
Я> 11: 
1310 
&£^:11: 
1320 
1330 


Eg-"»L8|:4q8v9g«q4v10g»5:1|1:498v9b-q4v10«b-»:11:4q08v9g«q4v10 
4q8v9b-q4v19<b->: |48у8еігі 
kz"»L8|:4q8v9g«q4v10g»5:11:498v9b-q4vi10«b-»:11:4q08v9g«q4v10 
4q8v9b-q4v19 く <b->:| く < 


1="L16g8.gr2, ri g8.grgr8r2 |:г1 g8.grgrgr2:| 
nz"|: e4r8.<<d&e>aa&bg&ad&e r8.g>ee<d&e>aa&b<dd&eg&a d-&dd 


<d>dd く <o&d>gg&add&ec&d >g8g<g>gg<f8>gg&a<oo&df&g r>f8.g4rg8.a4 ra 


8.b4r2 


1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 


21 
т trk(1,."[d.c.]"+a+"@1 [coda]") 


т trk(1," 03 q8 v9 р3у48,0") 

m trk(1,b) іт trk(1,c) 

m trk(1,b) :m trk(1,c) 

m trk(1," 02 v9"+d ) 

m trk(1,ee) 

m trk(1,ff) 

m trk(1,g) 

m trkí(1," v8" *d) 

m trk(1," o2 у9"+ее) 

m trk(1,ff) 

m trk(1,k) :m trk(1,k) 

m trk(l," o2 у11"+1) 

m trk(1, 7 vl0Q"+n+"[*]") 

/* 

/* 

/* BACKING and CHORD 

/ж 

bz"L16|: e8g<d>g<gd<o8>gdf>e8e-8g<d>g<gd<c8>gdg>e-8: | 
cz"d-8faf«e»b«aB8e»b«e»d-8 48ҒаҒ<Ғса8ҒсҒ>48 >b8<e-ae-<d>a<g 


8d>a<d>>b8 <o8e-b-e-<d>b-<g8d>b-<d>c8 


1540 


-g->e- 


1550 
1560 
1570 


diz"e8g«d»g«g-d»g8«g-dg-»e8g«d»'":d2-"e-8g«d-»^»g«g-d-»g8«g-d 
8g«d-»" 

ddz"L16|:"*d14":||:"*d2*":|]|:"*d1*4":|"*d24d2 

е="116 f8.frfrf&f4..r d-1 d8.drdrd&d4..r d8.drdrdd8drd8dr 

fz"»b-8.b-rb-rb-&b-4..r«c8.crcrc&c4..r d8.drdrdd2 d4&d v7 


а8<с8убе8,а8.<у4с 


1580 
1590 
1600 
сг2 
1610 


1800 


g-"glb-1igib-1 а-1&а-1 

kz"|:4g1a1:| 

1-"І,16с8.сг2. rl c8.crcr8r2 rl c8.crcrcr2 гі vil <с8.сгсг 
nz"L1|:eedd q7r16c8.d4r16d8.f4 r16f8.g4r2 q8:| 

m trk(2,"[d.c.]"*a*t"[coda]") 

m trk(2,"@5 03 q8 v13 р3у49,0") 


m trk(2,b) :m trk(2,c) 

m trk(2,b) :m trk(2,c) 

m trk(2," оз у11"+аа) 

m trk(2,"@7 02 48 v8 p3 y49,0"*e) 
m trk(2,f) 

m trk(2,"84 o2 v8 pl'*g) 

m trk(2,"85 o3 v9 "+аа) 


m trk(2,"@7 o2 q8 v8 
m trk(2,f) 


p3 y49,0"*e) 


m trk(2,"84 o2 v8 pl'*k) 

m trk(2,"04 o3 аб v10 p2"+1) 

m trk(2," 02 48 v9 p2"+n+"[*]") 
/ж 

cczleft$(c,len(c)-2) 


d-z"Lll|:g-&g-g-&g-:| 
ez"L16 g8.grgrg&g4..r fl 
fz"f8.frfrf&fA.,.r 


f8.frfrf&f4..r f8.frfrff8frf8fr 
g8.grgrg&g4..r a8.araraa2 a4&a у50 


‚8 v7a8«c8v6e8.a8.«v4c 


1810 
1820 
1830 
1840 
dr2 
1850 
1860 
1870 
1880 
1890 
1900 
1910 
1920 
1930 
1940 
1950 
1960 
1970 
1980 
1990 
2000 
2010 
2020 
2030 
b8br 
2040 
551,1 
2050 
2060 
2070 
2080 
fr 
2090 
2100 


g-"bl«dl»bi«di»5bl&bl 
hzleft$(dd,len(dd)-5) 
kz"|:4bl1«d1»:| 
lz"L16d8.dr2. rl d8.drdr8r2 rl d8.drdrdr2 гі у11 <d8.drdr 
nz"Ll|:aagg q7r16f8.g4r16g8.a4 r16a8.b4r2 q8:| 

m trk(3,"[d.c.]"*a*"[coda]") 

m trk(3,"95 03 q8 v13 р1у50,20") 

m も trk(3,"@w8"+b) іт trk(3,co*" 68") 

m trk(3,b) іт trk(3,oo ) 

m trk(3,"@4 03 q8 v8 рі y59,8"+d) 

m trk(3,"97 o2 q8 v8 p3 y59,.9"+e ) 

m trk(3,f) 

m trk(3,"94 o2 v8 
m trk(3,"@5 o3 v9 
m trk(3,"97 o2 q8 v8 
m trk(3,f) 


p3"*g) 
pl y50,2009w8"*h) 
p3 y50,0"*e) 


m trk(3,"84 o2 v8 p3"+k ) 

m trk(3,"94 03 аб у10 р2"+1) 

m trk(3," o2 48 v9 p3"«n*'" [*]") 
/X* 


сс=сс+"сС 
d="L1|:d&dd-&d-: | 
е="1,16 b-8.b-rb-rb-&b-4..r gl «cB8.crcrc&c4..r»b8.brbrbb8br 


fz"a-8.a-ra-ra-&a-4..r b-8.b-rb-rb-&b-4..r«c8.crcorcc2 c4&c 
2 уТа8<с8убе8.а8.<у4с 

g="d1f1d1f1 d-1&d-1 

h=left$(dd,1en(dd)-4) 

kz"]1:4dITIi:l 
lz"L16f8.fr2. rl f8.frfr8r2 rl f8.frfrfr2 гі у11 «f8.frfr 
nz"Ll|:dd-c»5b q7ríi6a8.b4r16b8.«c4 г16с8.44г2 48: | 

m trk(4,"[d.c.]"*a*"[coda]") 


89 131 


Oh! X LIVE in 


2110 m trk(4,"@5 03 q8 v13 p2y51,28") 

2120 m trk(4," Qw16"*b) | іт trk(4,co* 8 ) 
2130 m trk(4,b) іт trk(4,oc) 

2140 m trk(4,"@6 o4 48 v8 р2у51,4"ч4) 

2150 m trk(4,"97 o2 48 v8 p3 y51,0"*e) 

2160 m trk(4,f) 

2170 m trk(4,"094 оз v8 p3"*g) 

2180 m trk(4,"95 o3 v9 p2 y51,29@w16"+h ) 
2190 m trk(4,"@7 o2 q8 v8 p3 y51,0"*e) 

2200 m trk(4,f) 

2210 m trk(4," 94 o3 v8 p3"*k) 

2220 m trk(4,' 94 o3 46 v10 pl1"*1) 

2230 m trk(4, 03 q8 v9 p3"'*n*"[*]") 

2240 /ж 
2250 /* 
2260 /ж 
2210 аз r2" 
2280 /* 
2290 d-"L16|:g-2.d8eg-&g-4.e8g-8.g8.a8g-1& |lg-4r2>b<d-de:lg-1 
2300 e-"L16f64&f*64&g2.&g. fef2.&f8ef e2d64&e-64&e32&e8.&d8c8> 
b8«cd2&d»gab-«c 

2310 z-S("gt",6,252,0,5):22z8("g' ,6,252,0,5) 

2320 f-"d-4.c8d-8e-fr4 e-8fg8f32&g-32&g8g-32&g32&g8a-8.a8 al a- 
32&a.&a& @Ll"+z+"&"+zz+"&y52, ,Q0g4& v9g4& v8g4 

2330 gz"L16g2..fe fed4.c8.d8.e8 d32&e-32&e8.&e8dc»b8.«c8.d85 a4 
8&b-48&b48&bg4gfefgab<cdf el&e2r8 

2340 gg-"rc8cc8 

2350 zz9S("e",7,252,0,5):2228( dt ,7,252,0,5) : 
2360 k="L16r8c32&d-32&d4.&d4c8>b-a-64&a..b-<c8>a-64&a..e32&f.&@ 
L6"4z4"&"'4zz*"L16y52,0c*32&d32&d2.«d4c8»a*8ab«c8»a8fgB& @L4 

2370 zzS("f+",18,252,0,5) 

2380 kl=z+"y52,0L16rg<cdd8cd8c8d8f64&f+64&g8..&g2fe-8d8& @L2 
2390 zz8("c*",12,252,0,5):zzz8("c*",12,0,252,5) 

2400 k2=z+"&y52,0c+8&"+zz+"&y52,0d2 1,16 

2410 z:z8("c",6,0,252,5):z2-z8("c",6,252,0,5) 

2420 k3=">>{fa<cd+f+a]4>{a<od+f+a<c]4>{f+a<cd+f+a]4 b< ө,2 +z + '' 
&y52,0 L16dc+32& @Ll"+zz+"&" 

2430 1-'"»y52,0b8r8" 11="L41:27ci:l 
2440 п="18|:12ссс16сс.с.с.:| 

2450 m trk(5,"[d.c.]"+a+" [сода]") 
2460 m trk(5,"@7 o2 48 v5  p3y52,12「) 
: 2470 m trk(5,b) :m_trk(5,c) 
2480 m_trk(5,b) sm_trk(5,c) 
2490 m trk(5,"@6 o4 q8 v10 y52,0"*d) 
2500 m trk(5," у11"+е) 

2510 m trk(5,f) 

2520 m trk(b, o4 “У10у52,0 "*g) 
2530 m trk(5,' 95 o3 v8 y52,20"*dd) 
2540 m trk(5,"@6 o4 у11"+е) 

2550 m trk(5,f) 

2560 m trk(5,"Q96 o5 v11 y52,0"*k) :m trk(5,kl1) 
,k2) :m trk(5,k3) 
2570 m trk(5,1) 

2580 m trk(5,n*"[*]") 
2590 /ж 
2600 /* 
2610 /* 
2620 bz"[:ArZr4A.:| :oszb 

2630 gg-'"c8ccc8 

2840 hs"|:riririri:|^ 

2650 zz8("e",7,252,0,6):zzz:8("d*",7,252,0,6) 

2660 kz"r4L16r8c32&d-32&d4.&d4c8»b-a-64&a..b-4c85a-64&a..e32&f. 
&eL6"4z*"&"*zz*"L16y53,12c*32&d32&d2.«d4c8»a*B8ab(c8»a8fg8& @L4 
2670 z-S("f*",18,252,0,6) 

2680 klzz4"y53,12L16rg«cdd8cd8c8d8f64&f*64&g8..&g2fe-8dB& eL2 
2690 zzS("c*",12,252,0,6):z22z8("c*",12,0,252,6) 

2700 k2-z*"&y53,12c*8&"*zzt"&y53,12d2L16 

2710 7-5("с",6,0,252,6):ғ2-8("с",6,252,0,6) 

2720 k3=">>{fa<cd+f+a}4>{a<cd+f+a<c}4>{f+ta<cd+f+ta}4 

2730 1="L16g8.gr2. гі g8.grgr8r2 rl g8.grgrgr2 rl vll «z8.grgr 
gr2 

2740 nz"L16|:12g8«g»g8g8g«plg8p2»g«g8»g«g8»5:| 

2750 m trk(6,"[d.c.]" *a*" [coda] ") 
2760 m trk(6,b) іт trk(6,c) 
2710 m trk(6,b) іт trk(6,c) 
2780 m trk(6,"96 o4 q8 v9 y53 12 ға) 
2790 m _trk(6,"@1 o2 48 v9 у53,8"+ее) 
2800 m trk(6,ff) 

2810 m trk(6,"@6 o4 v9 y53,12"'*g) 
2820 m trk(6,h) 

2830 m trk(6,"@1 o2 48 v9 y53,8"*ee) 
2840 m trk(6,ff) 


MELODY 


:m trk(5,"@8 o5 v15"+gg) 


:m trk(5 


:m trk(5," 910 o4 v15 у52,0"%11) 


MELODY ECHO PAR | 


:m trk(6," 83 o3 v12 +gg) 


2850 m trk(6," 96 o5 УТ y53,12 *k) :m trki6, kl) :m trk( 
6,k2) :m trk(6,k3) 
2860 m trk(6,"94 o3 аб v9 у53,20"+1) 


2870 m trk(6,"95 o5 48 у14 р2у53,0"+п+"[%]") 

2880 /* 

2890 /* ETC PART (7T 97) 

2900 /* 

2910 bz"L16|:4r2r4.:|" | 

2920 c="|:@3c8c8c"+pl+ho+p3+"@2c@3c8c8c8c"+pl+ho+p3+"@2c:|@3c'+ 
pl+ho+p3+"@2c@3c8c"+pl+ho+p3+"@2c@3c"+pl+ho+p3+"@2c@3c8c8c"+pl+h 
o+p3+"@2c@3c8c8c"+pl+ho+p3+"@2c@3c8c8c8c8 

2930 d-"L1|:d&dd-&d-:| 

2940 e="L16 d8.drdrd&d4..r d-1 e8.erere&e4..r e8.ereree8dre8dr 

2950 f-"d-8.d-rd-rd-&d-4..r  e-8.e-re-re-&e-4..r е8.егегее2 e4& 
е>у54,12 у?Та8<с8убе8.а8.<у4с 

2960 g="glalglal el&el 

2970 һҺ="1,16с8ссгссгс8ссгссг ссгссгс8с8ссс8с8 с8ссгссгс8ссгссг c 
сгссгс8с8ссс8с8 

2980 k="|:4glf1:1" 

2990 1="L16g8.gr2. rl g8.grgr8r2 rl g8.grgrgr2 rl vll «g8.grgr 
gr2 

3000 n="L1l:ggff> q7r16f8.g4r16g8.a4 r16a8.b4r2 48: | 

3010 m trk(7,"[d.c.]"*a*"[coda]") 

3020 m trk(7,"o5 v12 48") 

3030 m trk(7,b) :m trk(7,c) 


132 ohnx 1989.2. 


3040 m trk(7,b) т trk(T,c) 

3050 m trk(7,"@4 03 q8 v8 p3 y54,20"*d) 
3060 m trk(7,"à7 o3 q8 v8 p3 y54,0"*e) 
3070 m trk(7,f) 

3080 m trk(7,"94 03 v8 p2 +ë) 

3090 m trk(7,"@8 o5 v15"+h) іт trk(7,h) 
3100 m trk(7,"@7 o3 ав v8 p3 y54,0"*e) 
3110 m trk(7,f) 

3120 m trk(7,"@4 o3 v8 p2'+k) 

3130 m trk(7,"@4 o3 q6 v19 р1"+1) 


3140 m trk(7," o3 48 v9 р1"+п+"[ж]") 
3150 /*% 

3160 /* DRUMS 

3170 /* 


3180 a="L16o5v12q8"+p3+bd+"r"+bd+"r"+bs+"r"+ms+"r"+sd+"r"+p2+tm 
+"r"+p3+tm+"r"+pl+tL+"r"+p3 

3190 b="L16|:3"+bd+"@3c"+pl+ho+"r@3c&"+p3+bd+"ce"+sd+"c"+pl+ho+" 
rG3c&"*p34bd*"cc8"*sd*"c8c8:|" 

3200 b-b+bd+"ce"+pl+ho+"rc&"+p3+bd+"c"+bs+"c@2v14|:"+ms+"c32&"+m 
s*"c3203v12|:"*sd*"c32&: |" *sd*"rc"*sd*t"r'*p2*th*"c"*p3ttmt"r"*pl 
+tL+"ce"+p3+bd+'" r" 

3210 czbd+"r8."+bd+"r"+sd+"r8|:"+bs+"r:|]:"+ms+"r:|"+p2+"|:"+th 
t'r:|"*p3*tm*"r"*pl*tLt"r"*p3 

3220 с=с+Ьа+"г8"+ъа+"г8 @L8"+sd+"r"+sd+"rr r"+p2+th+"r"+th+"r " 
+p3+tm+"r"+tm+"r"” +pl+tL+"r"+tL+"r"+tLD+"r"+p3+sd+"r L16r8" 

3230 c=c+bd+"r8."+bs+"r"+ms+"r"+sd+"r8"+sd+"r"+sd+"r8"+bs+'"r"+m 
в+"г"+ва+ "г" +ва+"г" 

3240 с1=Ъъа+"г8."+ъа+"г" +ва+"г"+ъа+"г|: 4" +ъв+"г: | 1:4" +ва+"г: |" 

3250 c2="@L8 |:3"*p2*ths"r"*tht"r "+p3+tm+"r"+tm+"r"+pl+tL+"r"+ 
tL*"r:|"*p3*sd*"r8" 

3260 dz"L1603v10|:3"*bd*"ccc" *bd*"c"*sdt"c"*bdt"cc" *bd*t"cccc" *b 
de"c"*sd*"ccco:| " *bd*"ccc" *bde"c"4sdt"c"*bd*"cc"*bd*"c"*sdt"c"*s 


а+"с"+р2+" | :"+һҺ+"”с: |"*p3*" | * "-tmt'"c: ! "+pl+tL+"c"+ho+"r"+p3 

3270 e="|:3@3v1l0"+bd+"cce"+pl+ho+p3+"r@2c"+sd+"@3cce"+pl+ho+p3+"r 
@2c"+bd+"@3cc"+pl+ho+p3+"r"+bd+"@2c"+sd+"@3cc"+plthotp3+"r@2c: |" 
+р3 


3280 ее=Ьа+"сс"+р1+Һо+р3+"г@2с"+за+"@3сс"+р1+һҺо+р3+"г"+за+"@2с" 
+bs+"c"+ms+"c"+ms+"@2c&"+sd+"c"+p2+th+"@3c"+p3+sd+"c"+tm+"@2c&'"+ 
pl+tL+"ce"+p3 

3290 gz"Q3|:3"*bd*"cc"*pl*ho*p3*t"rr"*sd*t"cc"*plthotp3*t"rr"*bd*" 
co"+pl+ho+p3+"rr"+sd+"coe"+pl+ho+p3+"rr:|l" 

3300 g=g+bd+"cce"+pl+ho+p3+"rr"+sd+"ce"+pl+ho+p3+"rr"+bd+"@L8c.@ 
L4c&"+bs+"@L8c"+bs+"@2c&"+ms+"c&"+ms+"c L16"+sd+"@3c"+p2+th+"e"+ 
p3*ttm*"G2c&"*plttL*"c"4p3 

3310 в8=р1+һс+"@8у15бобс8" +р1+һо+" с" +һс+" сг" +ћо+ "с" +һо+" сг" +һо+" 
c8r"4*hc*"c8"4p34sds"c"*pl*thct"c8"*hc*"c8"*hot"c"*hces"or"thet"c"* 
hc*"cr"*ho*"c8 9L8|:3"*p34bs*"r:||:3" *mst"r:||:3" *sd* "r:| " *p3 

3320 hz"L16 93vi1lo5"4bd*"c8c"4sd*"cc8c8c8c8" *bs*"c"4mst"c" *sd*" 
c&"+bd+"c"+bd+"c8c8c8c8"+pl+ho+p3+"r8c8"+pl+ho+p3+"r"+ms+"c"+sd+ 
"eg" 

3330 hhsbd*'"c8c8c8c8"*p24cL4"c&"*cLt"cc8" *p34bs*"c&"*bst"c"4ms* 
"с&"+8а+"с L32"*bd*"c&"*bd*"c&"*bd*"c&"*bst"c|:3" *bs*"c&:| "*ms*" 
c L16"+ms+ "co&"+ad+"o"+bd+"o8"+p1+ho+"@9v12p1>aa@3v11<o8"+ho+p3+" 
r'*bs*"c'"4bs*'"c8" 

3340 jzbd+"c8c"+ms+"cc8c8c8c8"+bs+"c"+ms+"c"+sd+"c&"+bd+"c"+bd+ 
"с8с8 @9v12o4aa G3v1105c8"*pl*ho*p3*"r8c8"*pltho*p3*"r"tmst"c"*s 
а+"с8" 

3350 јј=ъа+" с8с8с8с8" +р2+с+ c&"*cL*t"cc8"*p3*bs*"c&" *bst"c"*mst* 
"c&"*sd*"c"*bds"c8c&"*bd*"c"*sdté"c&"*bdt"cc&"*bd*"c"*sdt"9205vl1 
c&"*sd*"cG3" 4p2*th*"c&"*the"c"*p34tme"G2c&"*tm*t"c"*plttLt"c8" *p3 

3360 lzbds"G1004vl15c8."*bd*"9205v12cG3c" *bs*"c" tmst"c" *bd*t"cc" + 
bd+"@2c@3co"+bd+ "c" 4sd4"cco"*bd*"c"*bs*"c"*plthot"rce" *p3*bd* "1,32 
|:6c:[L16"+sd+"c"+bd+"c"+p2+th+"cc"+p3+ttm+"c"+pl+tL+p3+"c"+bd+"c 
@904|:"+bd+"a:|" 

3370 ll=bd+"@205c8."+bd+"c@3c"+bd+"@2c@3@L4c&cc"+tbd+"cco&c"+bs+ 
"c&c&"*bs*"cc&"*bs*"c&c" *mst"c&c&"4mst"cc&"*sd*"c&cL16c| :3" *bd*" 
cilo"+bd+ "coo"+bd+ сс" +ъв+ "с" +mst+ "oo"+bd+ "cc" *bd*"cc"*bst"c"*ple*h 
о+р3+"г8." 

3380 mzbd+"@2c8."+bd+"c@3c"+bd+"@2c@3c"+bd+"@2c ӨЗ eL8"*pl*tb2* 


"c&c&"*p3*tbl*"cc&"*tble*"c&c"*tblt"c&c&"tp2*tht"cc&" *p3ttmt"c&c" 


3390 mm=pl+tL+p3+"L16c&"+bs+"c"+bs+"c&"+ms+"c"+ms+"c&"+bd+"coe&c 
"+ва+"с"+ЬЪа+"”@2с ӨЗ L32ccco"*bd*"ccL16"*sd*t'"cr"*bd*"r'"4bd*'"92c8. 
"+bd+"c@3c"+bád+"@2c@3c"+bd+"@2c@3crr"+bd+"r"+sd+"c4'" 

3400 n="L16v10|:4"+bd+"cece"+sd+"coc"+bd+"ce"+bd+"c"+bd+"cce"+sd 
+"сссс:|" 

3410 п=п+"с"+Ьа+"@2с@3сс"+Ьа+"ссс"+ва+"сс"+Ьа+"@2с@3сс"+Ьа+"ссс 
"+ва+"с c"+bd+"@2c@3co"+bd+"coeo"+sd+"coe"+sd+"c"+bd+"coe @L4"+bs+" 
c&c&cc&"*ms*"c&cc&c&"*mst"cc&c&c" 

3420 m trk(8,"[d.c.]" *a*" [coda]") 

3430 m trk(8,b) іт trk(8,c):m trk(8,c1) 

3440 m trk(8,b) іт trk(8,c):m trk(8,c2) 

3450 m trk(8,d) :m_trk(8,d) 

3460 m trk(8,e) іт trk(8,ee) 

3470 m trk(8,e) :m trk(8,ee) 

3480 m trk(8,g) :m trk(8,gg) 

3490 m trk(8,h) :m trk(8,hh) 

3500 m trk(8,j) їй trk(8,jj) 

4510 m_trk(8,e) :m trk(8,ee) 

3520 m trk(8,e) :m trk(8,ee) 

3530 m trk(8,g) іт trk(8,g) 

3540 m trk(8,1) іт trk(8,11) 

3550 m trk(8,m) :m trk(8,mm) 

3560 m trk(8,n) іт trk(8,n*"[X*]") 

3570 m play() :епа 

3580 /* EASY BEND ROUTINE 

3590 /* А="С".."С" , Lzlength , Vizstart KF(0-252) , V2=end KF( 
0-252) , сһ=сһаппе1 (1-8) 

3600 func str S(A;str,L;float,V1;float,V2;float,ch;char) 

3610 str B[256] 

3620 float VL,V 

3630 VLz(V2-V1)/(L-1):Bz "":VzVI1 

3640 for Ісі to L:if V>252 then V-252 else if V«0 then У-0 

3650 BzB*"y"*str$(47*ch)*t","*str$(int(V))*A:VzV*VL 

3660 if I«»L then В=В+"&" 

3670 next 

3680 return(B) 

3690 endfunc 
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シナ リオ / イ ラス ト | 山田 純二 
特別 監修 浦川 博之 金子 俊一 


Dj カラ ンコ ロー ン (ドア ベル の 音 ) 
よう こ (以下 Yo) : いら っ し ゃ いま せ 。 
す ー と し た 戸 ) 

マス ター( 以 下 M) : あ , 長老 今晩 は , 今日 
は ずい ぶん と 懐か が し い 人 が き て ます よ 。 
山田 純二 (以下 純 ) : 今晩 は , RE, 

長老 (以下 老 ) ә, これ は これ は 山田 君 

で は な いか 。 元気 に し と っ た か の う 。 

Ш: はい , テト リス だ っ たら まかせ て くだ 
21 

老 : そっ そう いう こと を 聞い だ わけ で は な 
いん だ が …… 。 そう いえ ば 君 は MZ を 使っ 
て だ ん で は な か っ だ か の う 。 い まで も 使っ 
と る の か な ? 

純 も ちろ ん で す よ , 愛 機 で すか ら 。 最 近 
で は マン シン 語 の 勉強 も 始め まし て , 毎日 キ 
ー ボ ー ド を だ だ いて ます 。 この間 な ん か 思 
いつ きり 9 りり ダーン シキ ー た だ い だ ら ちら 。 すし ほこ 
ー ん と 飛ん じゃ いま し た けど ね 。 

老 : そ うか そう か 元気 で な に より じゃ 。 し 
か し 愛 機 だ っ だ た ら も っ と 丁寧 に 扱わ ん と い 
か ん 2, 

純 : は 一 い 。 

Yo. し (つか つの が と 者 っ て き て ) 伺 に な さい 
КР" 

Ж.Р, よう こち や ん どう し だ の じゃ 。 € 
ん な 怖い 顔 を し て 。 

Yos TAFT ESEU て よろ し ゆい で す 
0% 

Ж: まめ の で れれ て よい 。 TAE) 
し が だ の し や 。 すい お ん と 今 目 は よう こち ゃ 
ん の 機嫌 が 悪い よう じゃ が 。 

М: それ は で すね , АНЖЕ, TA, E 
君 と メア リー が 一 緒 に , 友達 の 水野 君 が バ 
イト し て いる 東京 ディ ズ ニ ー ラ ンド へ 遊び 
に いら で いる ん で すま 。 

老 : お お 一 , あの 水野 君 か の 。 最 近 見 か けん 
思っ と うだ が デニ ラン ド (2) TA 
イト と は の う 。 な る ほど, あや つら 6 が 居 ら 6 


(А 


22, 


2805 Bar は プロ グラ マ の 超 い の 場 。 と いう わけ で , 今夜 は MZ- 
2200 ユ ー ザ ー の 山田 純二 て ん が や つて きま し だ 。 な ん で も 3 DXR 
の 表示 で 悩ん で いる と ガ 。 さ あ , 今 育 も 長老 の 講釈 が な 好 え わた だ る か 
お や , いつ に な ぐ よ うこ さん の 様子 が び お か しい ぞ …… バ 。 


ん と ここ も 静か な も ん だ 。 

Же сез6 х: は っ くし ょ ん ! 

M: そこ で 問題 な ん で す が , あの メア リー 
が すい ぶん 兆 君 の こと を 気に入っ だ 56 しく 。 
で 5 だ り で つつ いて だ り ず る わけ で すき 。 
老 : そ うか そう か ぷわ ゆる "もち も ょ る し も しい" 
らい うり や つじ ゃ だ が 。 

純 : ア ナタ ニモ チェ ル シ ー ア ゲタ ー イ 。 ビ じ 
や ゃ や な くっ て , それ を いう な ら ジ ェ ラ シー で 
L 2 E. 

老 : そ うと も 言う か の う , 最近 は 。 それ さよ 
り 純二 君 。 いき な り 訪 ね て きだ り し て , 3 
て は よ は ほど 毒物 飲料 が 恋し く な っ た と か ? 
純 : そ ん な わけ あり ませ ん よ 。 実は いま , 
3D ダ ンジ ョ ンタ イプ の RPG を 作ろ うと 
し て いる の で す が , 肝心 の 3 D 迷 路 の 表示 
の や り 方 が わか ら な く 〈 く て, 最初 か ら 行 き 詰 
まし し SRATI, 

老 : ほ は ほう, 3D 迷 路 か が 。 いま で は これ で 
らい の アル ゴリ ズム は 知っ て お らん と 話 に 
な らん か ら の う 。 よ し っ , この わし に ま か 
せな る い 。 

純 よろしく 〈 く お 願い し ます 。 


迷路 を 表示 する アル ゴリ ズム 


老 : て は と , 静か な と ころ で 始め る と する 
か 。 マ スタ ー, 以前 わし が MZ で 作っ た プ 
見 つか 


3 ロロ 迷路 で 壁 を 表示 する 順番 


図 ] 


る が の う 。 

M: 探し て みよ まし ょ よう 。 
老 : よろし く 〈 頼む よ 。 で は プロ グラ ム が 見 
つか る まで アル ゴリ ズム の 説明 で も し て い 
ょ よう 。 時 に 純二 君 , 迷路 の デー タ は どう い 
2 形 基 に し よう と て お な る の ビビ ss; 
х=, TIC Yoka C l 
の と き は 壁 が ある こと に し て , それ 以外 の 
数 は な に か イベ ント が 起き る よう に し よう 
思っ て いま す 。 

# : ふむ , いち ば ん 基本 的 な 形式 じゃ な 。 
で は , 図 1 の よう な 場合 を 考え て みよ 5, 
表示 の 手順 は , 

1) まず , 真ん中 を 手前 か ら 奥 に 向かっ て , 
表示 範囲 内 に 壁 が ある か どう か 調べ て い 
(е 

壁 が あっ た だ た ら 6 表示 する 。 そし て , そこ 
DEP 67] Z LZ pu O E ZAD bF 
前 に 向かっ て 表示 し て い 〈。 壁 が な か っ 
725, いち ば ん 興 か ら そ れ ぞ むれ 左右 の 礎 
を 表示 する 。 

t, これ だ け じ ゃ 。 
純 : ヘー, あき れる くら い 簡 単 で すね 。 あ 
о, で も 長老 , 壁 は 奥 へ 行く ほど 小さ る く 表 
示さ れ て いる わけ で す が , これ は どう や っ 
て いる ん で すか ? 
=: それ は じゃ な , 図 2 の よう に あら 6 かじ 
め パ ター ン を 用 意 し て お く て の じ ゃ 。 

純 : なるほど, あと は 壁 が あっ た 場合 と な 


2) 


Ыр あら か じ め 用 意 し て お く パ バターン 


Do [ое 
1 oe 


右側 は 左側 の パタ ー ン の 遡 


マシ ン 語 カク テル in 7805 Ваг 133 


ЛЕ 7 


е 


АА 


か っ た 場合 ) それ ぞ れ の パタ ー ン を 表示 し 
て や れ ば いい ん で すね 。 

し まあ の だ いだい そん な の る と ころ じゃ が 。 し 
か し , それ だ け で は 正しく 表示 きる れ な い 場 
合 が 出 て き て し まう の じゃ 。 どういう 場合 
か わか る か の ? 

純 : え 一 , そん な こと 言わ れ て も , bo, 


‚йу есу шай Бе сн а ces わか り ま す 
w? 

Vo PBPT hia 

老 : こら こら , すでに 人 に 頼み うと し お っ 


C, 少し は 自分 で 考え たら どう じゃ 。 

純 : すん ま べ へ ん 。 

Жаа ТК Поа аер 
上 続い た 場合 が を た うじ ゃ 。 こ の と き , な に 
も 表示 る され な い は ず の 場所 に 壁 が 表示 きれ 
て し まう の ビ じゃ や % 

純 : あっ そう か , つま り ひ と つ 後 ろ が 空白 
の と ょ とき に 壁 を 表示 し ちゃ いけ な いと いう こ 
PCS 

Ф: その と お り じ ゃ 。 時 に マス ター, プロ 
グラ ム は 見 つか っ だ か の う 。 

M: は 一 い ,。 いま 持っ て 行き ます よっ と , 
СИРЕ JT 

老 : そう じゃ , そう じゃ , ずい ぶん と 懐か 
し の う 。 

純 : 江戸 時 代 の 話 で すか ら ね ー。 

老 : こ ら こ ら , わし ゃ そん な 年 寄り で は な 
ес! だ いい ち コ ンピュータ 自体 。 そん 
な 時 代 に は 存在 し て お らん わい 。 

Mi: そ 一 で し ただ, そ ー で し た た 。 

老 ) ま っ だ (失礼 じゃ の う 。 

M: まあ , 細か いこ と は 気 に し な いで プロ 
グラ ム の 解説 を し て くだ きい よ 。 

ж そう じゃ ん な 。 L 
ン は LARIT 以 降 に テー ブル を 作っ て ある 。 
純 : デ ー タ は どう いう 構成 で すか 。 

# : まず , 表示 する 壁 の 左上 の XY 座標, 
を し て 縦 の 長き と 横 の 長き る , ひと つの 壁 に 
つき 4 バイ ト ず つの 構成 じゃ 。 

純 : で , さっ き や っ た 表示 手順 1), 2) に 
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従っ て 迷路 を 表示 し て いく わけ で すね 。 
E05 
そし て RIGHTKABE の 順に 壁 を 書い て い 
く 〈 く の じゃ 。 
M: ね え ぇ 長老 , KPRTSUB 中 の , 

EX АЕ, АЕ 
は な に を や っ て いる ん で すか ? 
ж.с; ひと つ 後 ろ の に な に が あっ た が か が 
A/ レ ジス タ に 覚え て ぢ おく だめ の も の じゃ 。 
迷路 に な に も な か っ だ た 場合 に は , ü DA L 
ジス タ を 調べ て , 壁 を 表示 する か し な いか 
の 判定 を する の じゃ 。 
Ш: な る は ほど , 空白 が 2 コマ 以上 続い た 場 
全 宅 チェ ッ ク グ ク す る だ た だめ て すれ 。 
老 : そう し て 仮想 画面 に 描か れ た 迷路 を 最 


後に テキ スト 画面 に 表示 し て お し まい じゃ 。 


純 : えっ, 仮想 画面 


M: ああ , 先月 西川 大 が や っ な だ た だ あれ で すね 。 


で も 長老 , 今回 は ベ べつ に スク ロー ル を きせ 
て いる わけ で も な い の に どう し て 仮想 画面 
を 使う ん で すか ? 

老 : それ は じゃ な , 直接 画面 を 消し て か ら 
表示 を する, これ を 連続 し て 行う と 画面 が 
ちら つい て し まう の じゃ 。 し か し , 仮想 画 
面 を 用 いれ ば 画面 に 表示 どけ を 行え を ば いい 
ОС, ちら つき が 少な く な る の じゃ 。 
純 : ふーん 。 


A^ vZ&S aT 


老 : 一 応 3 D 迷 路 の 説明 が 終わ っ た わけ じ 
oi, まだ 時 間 も あ る こと だ し , な に か 教 
ОГ САМА ы, 
o: それ じゃ , 長老 きん , 交換 命令 と スタ 
ッ ク 操 作 に つい て 教 を えて は し いな 。 
Же, 4192594005 も も が か し て 
校 の 宿題 と か いう や つか な ? 
бе プチ な の 。 夫 当 は 光 若 に 間 こ うと 思っ 
こけ ど 今 日 は いな いし …… 。 それ か ら 
— A 
Es och に し て な らん た ん よら て は さま うこ 
2 2. 
ら 始 め る と する か 。 ま ず 表 と 裏 レ ジス タ を 
交換 する た め の 命 令 に は , 
EX АЕ, АЕ 
ЕХХ 
の 2 つが ある 。 
М: 先月 光 君 が 得意 げ 
すね 。 
老 : そう じゃ , 前 者 は AF と AF レジスタ 
の 交換 , 後者 は AF レジ スタ 以外 の 汎用 レジ 
スタ と 裏 レ ジス タ を 交換 する も の じゃ 。 
үа: дус. С ВУ し. Dy E H СЗ 
別々 に 裏 レ ジス タ に は 交換 で き な い ん で す 


(x 


に 言っ て いた だ や つ で 


2%, МІОКАВЕ, LEFTKABE, 


E ue m В; 


ね 。 

E て 残念 な が らら で て でき な に の ビ じゃ 。 だ か ら 。 
ほか の レジ スタ を 壊 る ず に BC レジ スタ の 
値 を HL に 引き 渡し た に と き に は 


PUSH -BG 

ЕХХ 

POP HL 

EXX 
t3 5 Louis 
Ш: ほか に は どん な も の が あり ます か 7? 
老 : あと は HL レジ スタ と DE レジ スタ を 交 
換 す る , 

ЕХ DE, HL 


ЕНІ, IX, 1Y の 各 内 容 と スタ ッ ク の 内 容 
を 交換 する , 

EX (SP HI; 

EX (SP) IX 

EX (SP TY 
な ど が ある 。 特に 「EX DE, HL」 は 1 命 
令 で 双方 の レジ スタ を 高速 に 入れ 替え る こ 
と が で きる の て 非常 に 便利 な も の じゃ 。 
Yo: それ じゃ , あと の 3 命令 は どう いっ た 
場合 に 使わ れる の ? 
一 度 ス タッ ク に 積ま れ た 値 
を 変更 し た いと も さや, CALL 命 令 で サブ ル 
ー チ ンコ ー ル され た 以外 の 番地 に 戻り た い 
と き な ど じゃ 。 
М: いわ ゆる RETURN | 行 番号 | で すね 。 
老 : その と お り 。 し か し あま り 使 いす ぎる 
と デビ グ ラム が 行く な っ て わけ が ね わから な 
l な る の で 注意 し な けれ ば な ら な い 。 初心 
者 に は あま り 使 っ て ほし く な い テ クニ ッ ク 
の ひ 。 つ じゃ 。 
純 : 怖い で すね ー。 
# : 次 に スタ ッ ク 操 作 じ ゃ が , いま まで や 
v}: PUSH, РОР, CALL 命 令 を 使う と い 
ろ い ク ろ 面白 いこ と が で きる の じゃ 。 

ЭЖ ЖЗА уын ОТС サカ タツ 
Go だ と えん は ば は スタ クッ ツク や を 使っ で 「fP BC) 
な ど を や り だ いと き は , 疑似 的 に , 

РОЗИ: BC 
RET 
て 行う こと か が で さち 。 を し て 。 
LBL CALL COM 
LI НІ» ЕРІ 


PUSH. HE 

Cr "A" 

IE Z, ACOM 
CP “В” 


JP Z, BCOM 


RET 
L し た 場合 , 「PUSH HL」 以 降 の JP 命令 は 
CALL 命 令 と し て 扱わ れる の じゃ 。 


* * * 
お 詫び : 先月 号 の 解説 で わか り に くい 表現 が あり 
まし た 。 1164—22 1 段 12 行 目 に 「M : | 行 の いち 
ば ん 左 か ら 右 へ 左 に 向かっ て …… 」 と あり ます が , 
Гм: | 行 の いち ば ん 右 か ら "ZUR" と 左 に 向 


純 : は ほえ 一 い 。 

ーー つづ ( = 
E| : アル ファ ルフ ァ (よー する に 青く さい モヤ 
シ み た いな や つ ) の エキ ス を 抽出 し た 飲み 物 。 た 
だ ひたすら に ナマ ぐさ い 。 か っ て ……… 」 と いう よう に 変更 し て くだ さい 。 ま 
注 2 : 埼玉 に ある ……・ わけ な いか 。 そ の 昔 , ハ ド た , 同じ ペー ジ の 3 段 18 行 目 の (テキスト) と (7 
ソン ソフ ト か ら 出 て いた (当時 の ) 名 作 ソ フト 。 トリ ピュ ー ト ) が 逆 に な っ て いま し た 。 申 し 訳 あ 


Yo ет, と 一 し て 7 

Ф: CALL 命 令 た と いう の は , どう いう 動作 
を する の か 知っ て いる じゃ ろ 。 

純 : 確か CALL 命 令 は 戻り 番地 わ ス タッ ク 
に PUS 了 し て か ら 6 ジャ ング する ん で す よ れ ね 。 


Yo: そう か , JP 命令 は , LB1 を 戻り 番地 と 
する CALL 命 令 に な る ん だ 。 
ЖАР m 092. СОУ ур 
使う と, コマ ンド 判定 な ど で 条 件 分 岐 に よさ 
る 大 量 の サブ プル ー チ ンコ ユー ル が ある と き に , 
非常 に すっ きり まとまる し , リス ト も 短く 
て きる の じゃ 。 

純 : ほ え 一 わけ わか らん 。 脳 ミツ が モヤ シ 
に な っ ちゃ う ! 

Yo: 飲み 物 の せい よ , sot, 

老 : ま あ を そう じゃ ろう 。 いきなり 初心 者 が 
理解 で きる も の じゃ な いか ら な 。 初心 者 は 
と りあ ぇ え ず 目 を つぶ っ て お いた ほう が いい 
じゃ ろう 。 お っ と も うこ ん な 時 間 じ ゃ な , 
それ で は 次 の 衆 元気 びな 。 ウ ハ ハ ハハ …ー…-。 
純 : 黄金 バッ ト み た だ たい 。 

M: つが れ ま し だ ね ね 

Yo : ふーん , マシ ン 語 っ て 奥 が 深い の ね 。 
$6: それ じゃ 私 も この へ ん で 。 

M: あっ 純二 君 , 今日 の 分 は つけ と きま す 
か ら ゲ ー ム が 完成 し た と き に , ъд Е 
ЖАҚ ЭС (725182; 


ЗО MAZE ル ー チ ン 


; MZ-2200 3D МАЈЕ 
; in 280 s Bar BY Chourou 


--. 
e で G の で つの ぴの か Qo м — 


ORG 58000 
BAFA EQU $9000 ; カ ソ ツ ガー зу YF ルス 
MAIN 

LD À, 96 
1 1 CALL $98C6 S CLS 
12 CALL BAFACLS 
18 CALL MIDKABE 
1 4 CALL LEFTKABE 
1 5 CALL RIGHTKABE 
16 CALL  TENSOU 
17 КЕТ 
18 
18 + セタ リム h^' PRINT 
20 LEFTKABE 
21 LD HL,LARIT 
22 LD (РТ2-2), НІ, 
23 LD HL,LNAIT 
24 LD (PT4+2) , HL 
25 LD HL,LARIKABE 
26 LD (PT3+1) ,HL 
27 LD HL, MAZEDAT+4 
28 CALL KABEPRINTSUB 
29 КЕТ 
30 
31 iz” J $^" PRINT 


1 52% 
32 RIGHTKABE 


コマ ンド 入力 形式 の アド ベン チャ ー ゲ ー ム で ある 。 


〇 乙 80 に お ける レジ スタ は , 普段 使っ て い 
る 表 レ ジス タ こ と , 直接 さわ る こと が で き な 
い 裏 レジ スタ と いう どら 種 類 の レジ スタ に 分 
類 で きる (Н, | レジ スタ は 特別 な の で こ 
こ ご で は 考え な いこ と に する )。 こ の 表 と 裏 の 
レジ スタ は その 名 が 示す と お り 表 裏 一 体 と 
な っ て いる 。 な ぜ 裏 レジ スタ が 直接 さわ れ 
な いか と いう と , た と えば 紙 を 机 の 上 に 置 
いて も の を 書く 場合 を 考え れ ば わか りや す 
い だ ろ う 。 裏側 に 書き た いと き は 直接 書け 
な いか ら 紙 を ひっ くり か え し て 書く よう に , 
レジ スタ も 裏 レ ジス タ は ひっ くり か えす 命 
令 を 使っ て か ら さ わら な けれ ば いけ な い 。 
〇 紙 で 考え て , 裏 の 裏 が 表 で ある よう に , 
じじ PU に お ける レジ スタ も ご どっち が 表 で 
いい な ん て こと は 決ま っ て いな い 。 自分 で 
決め て よい の だ が , 逆 に いえ ば 裏表 が わか 
ら な く な っ た と き は バグ に つなが る の が ガ 目 
に 見 えて いる 。 初心者 が 裏 レ ジス タ に 手 を 
出す の は 遠慮 し た ほう が いい だ ろう 。 
OIX, IY レ ジス タ に は 裏 レ ジス タ が な い 。 
〆B80 に は 隠れ テク が わり と ある の で , ІХ”, 
IY'* も ある と 思っ て いた の だ が , 確か め て 
みた ら な か っ た の だ 。 

〇 紙 を ひっ くり か えす 命令 は 


が ある 。 わ ざわ ざら つ に 分 けた 理由 と し て 


は フラ グレ ジス タ を 日 な ど と 使い た か 
' つ たから だ と 思う 。 そ うい えば 中 級 者 程度 
- で も よく や る ミス な の だ が ,「EX AF, 


り ま せん 。 


AF'」 で は ビレ ジス タ も ひっ くり が える ご 
と に 注意 が 必要 。 ビ レジ スタ が 変わ る の だ . 
те, この あと に 条件 式 (UP C, ЖЕ). 
を 入れ た ら か わい そう な 結果 だ けが 待っ て 
いる 。 
〇 EX БЕ, HL」 は , 単に レジ スタ ペア 
の 中 身 だ け を 交換 する 命令 。 
〇 Z80 で は レジ スタ に ( ) を つけ る と , Z 
の レジ スタ が さす アド レス の 中 身 を 表す 。 
た と えば , HLIC8000., 8000 番地 に は 84 „ 
が 入っ て いた と する と , HL は 8000, 
(HL) は B4』 を 表す こと に な る 。 
OEX (SP), HL 

EX (SP),IX 

EX (SP)IY 

この 3 つの 語 令 は スタ ッ ク を 直接 操作 する 
こと に な る の で , スタ ッ ク 操 作 に 慣れ る ま 
で は 使わ な い 方 が 賢明 で あろ う 。 


ー 応 動作 例 を 示す と , 

SP = 000. 

(Е000:) = (SP) = 10, 
(Е001) = (SP 十 1) = 34; 
H = 55』 

(= = 78a 

こと すると, ТЕХ (SP), HL」 で , 

ІР = F000 

(Е000:) = (ЅР) = 78』 
(Е001н) = (SP+1) = 56н 
H = 341 

L = 10; 


に な る 。 よ ー く 見 比べ る よう に 。 


33 LD HL, RARIT 

34 LD (PT2+2) ,HL 
35 LD HL,RNAIT 

36 LD (PT4+2) , HL 
37 LD HL, RARIKABE 
38 LD (PT3*1), HL 
39 LD HL, MAZEDAT*14 
40 CALL KABEPRINTSUB 
41 RET 

42 

43 KABEPRINTSUB 

44 L À, (OKUYUKI) 
45 LD В,А 

46 10 А,05 

47 SUB B 

48 LKB8 

49 DEC A 

50 JR Z,LKB9 

51 DEC HL 

52 JR LKB8 

53 LKB9 

84 LD À, (HL) 

55 EX АЕ, AF’ 

56 DEC HL 

57 LD А, (OKUYUKI) 
58 D В,А 

59 LKB2 

60 PUSH BC 

61 LD À, (HL) 

62 0R À 

63 JR Z,LKB4 

64 
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РТ2 LD 


LKB3 


PTS CALL 
LKB5 


LKB? 


LKB4 
РТА LD 


LKB6 


27/79 / hA: 
MIDKABE 


MID2 


MID? 


MID3 


MID4 


MIDS 


IXADRSET 
I 


рл” J PRINT 
NAIKABE 
CALL 
CALL 
RET 


NAIKABESUB 
PUSH 
PUSH 
LD 
CALL 
POP 
INC 
POP 
DEC 
JR 
RET 


LARIKABE 
CALL 
DEC 
JR 

LAK2 
LD 
LD 
LD 
ADD 


LAK3 


RARIKABE 


136 он х 198912. 


АЕ, АЕ’ 
IX,LARIT 
В 

L,LKB3 
IXADRSET 


HL 
LARIKABE 


HL 


HL 
BC 
LKB2 


АЕ, AF 

А 

Z,LKB7 
IX, LNAIT 
B 

L,LKB6 
IXADRSET 


HL 
NAIKABE 
LKB5 


PRINT 


HL,MAZEDAT+6 
B, 94 
C, 9 2 


A, (HL) 


А 
NZ,MID3 
HL 

C 

MID2 


A, 4 
(0KUYUKI) ,A 


C 

A, C 
(OKUYUKI) ,A 
IX,MIDTABLE 


B 
Z,MIDS 
IX 

IX 
MIDA 


B, (IX*00) 
CH 

ADRSET 

B, (IX+91) 
C,R 
NAIKABESUB 


IX 
IX 
IX 


IX 
IXADRSET 


IN IX-3-7' » アト” ルス 


PARASET 
NAIKABESUB 


BC 
HL 
A, $1F 
LINE 
HL 
HL 
BC 


С 
NZ, NAIKABESUB 


PARASET 
C 
L,LAK3 


A, $5C 
(HL) , A 
DE,21 
HL, DE 


HL 

BC 

A, $20 
LINE 
A, $2F 
(HL), A 
BC 

HL 

B 

B 

HL 


С 
NZ,LAK2 


A, $5C 
(HL), A 
DE,21 
HL,DE 
А, $9A 
LINE 
A, $2F 
(HL) , A 


PARASET 
А, $2F 
(HL), A 


192 
193 
194 
195 
196 
197 
198 
199 
200 
201 
292 
203 
204 
205 
206 
207 
208 
209 
210 
211 
212 
213 
214 
215 
216 
217 
218 
219 
220 
221 
222 
223 
224 
225 
226 
227 
228 
229 
230 
231 
232 
233 
234 
235 
236 
237 
238 
239 
240 
241 
242 
243 
244 
245 
246 
247 
248 
249 
250 
251 
252 
253 
254 
255 
256 
257 
258 
259 
260 
261 
262 
263 
264 
265 
266 
267 
268 
269 
270 
271 
272 
273 
274 
275 
276 
ІТ? 
278 
279 
280 
281 
282 
283 
284 
285 
286 
287 
288 
289 
290 
281 
292 
293 
294 
295 
296 
297 
298 
299 
300 
301 
302 
303 
304 
305 
306 
307 
308 
309 
310 
811 
312 
313 
314 
815 
316 
317 
318 


RAK2 


PARASET 


;TATE LINE IN B-72^ 9, HL-ADRESS, A*CHR CODE 


LINE 
LD 
LD 
ADD 
DJjNZ 
RET 


NZ,RAK2 


C, (IX*00) 
B, (IX*01) 
ADRSET 

B, (IX* 02) 
C, (IX+603) 


(HL) ,A 
DE, 21 
НІ, DE 
LINE 


зрур” яу УК レス ケイ サン 


ADRSET 


ADR2 


? カ ソ ツウ カ " メン 297 

BAFACLS 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LDIR 
RET 


1 カ ソ ウ カ " メン テン ソウ 

TENS0U 
CALL 
LD 
LD 
LD 

TENS0U2 
LD 
LDIR 
ЕХ 
LD 
ADD 
EX 
DEC 
JR 
CALL 
RET 


HL,BAFA 
E,C 
0,06 
HL, DE 
А,В 


НІ, BAFA 
DE,BAFA+1 
A,$29 
(HL), A 
BC,21*21-1 


TEXTON 
Е, $0000 
HL,BAFA 
À,21 


BC,21 


DE,HL 
BC,40-21 
HL,BC 

DE, HL 

À 
NZ,TENS002 
TEXTOFF 


;TEXT VRAM BANK CHANGE 


TEXTON 


TEXTOFF 
RES 
QUT 
RET 


OKUYUKI DB 
LARIT DB 


LNAIT DB 
RARIT DB 
RNAIT DB 


MIDTABLE DB 
MAZEDAT DB 


($Е8),А 


00 
00,00,19,04,04, 04,11, 03 
07,07,05,02,09,09,01, 01 
00,04,13,04,00,07,07,07 
06,99,03,03,09,10,01,01 
17,03,13,04,14,06,07,03 
12,08,03,02,11,09,01,01 
17,04,13,04,14,07,07, 07? 
12,09,03,03,11,10,01,01 
10,01,09,03,07,07,04,13 
01,01,00,01,01 
00,00,00,01,00 
00,01,01,00,01 


@ リ ダイ レク ト っ て な ぁ に 

リダイレクト と は 「 画 面 も キー ボー ド も プ ブリン 
タ も ぜ ー ん ぶ フ ァイル だ 」 と 強引 に 定義 し て し ま 
9 だ こと が らく る 利点 の ひと つ で す 。 

UNX な ど で は プロ グラ ム は 通常 , 画 面 と いう 「 フ 
ァイル 」 に 文字 を 書き 出し ます 。 この 代わ り に デ 
ィ ス ク 上 の ファ イル に 文字 を 書き 出す よう , 文字 
の 出力 先 を 変更 する こと を 「 出 力 を リダイレクト 
する 」 と いい ます 。 同様 に , 標準 で キー ボー ド か 
ら 受 け 取 る こと に な っ て いる 文字 を ディ スク 上 の 
анаша ы Аалаты 
Zeb FE S.C X ы キー ボー ド 
か ら 得 た 文字 列 を ソー ト し て 画 n 
ンド の 大 力 を ; А ЛАС ИО СЫР 2 FTN 
アメ イル を ソー ト し て 上腕 め ぬる こと が で きま すし 。 則 
力も リダイレクト し て し まえ ば ソー ト 結 果 を ディ 
スク 上 に 残せ る よう に な る わけ で す 。 

リダイレクト を 使え ば , プロ グラ ム の 出力 を フ 
ァイル に 保存 し て お き , これ を 別 の プロ グラ ム の 
入力 に 使う こと が で きま す 。 こ の 作業 を 一 気 に 行 
う の が 「 パ イア TT, 2 つの ブログ ラム の 用 カカ 
と 入力 の 間 に パ イプ ブラ イン を 設置 し , 出力 され る 
文字 を 片っ端 か ら 入力 に 放り 込む の で す 。 


SLANCRU^MVUZ77372473UDIO.LIB 
@ リ ダイ レク ショ ン 用 ライ ブラ リ 

リダイレクト や パイ プ を 使う こと に よっ て , HR 
純 な 機能 の プロ グラ ム を いく つも 組み 合わ せ , 複 
雑 な 処理 を させ る こと が 可能 に な り ま す 。 住所 録 
を 作っ て お き , 特定 の 文字 が 含ま れ て いる 行け を 探 
し 出す コマ ンド を 使っ て 東京 都 に 住ん な で い る 人 を 
探し 出し , 結果 を 名 前 の 順に ソー ト し た ファ イル 
を 作る な と 朝飯 前 で す 。 

о S a mei 
UNIX で は , キー ボー ド か ら 文 字 を 受け 取り , それ 
を 画面 еш ев 
ー は これ ら を 随時 組み 合わ せ て 目的 の 処理 を 行う 
こと が 当たり 前 に な っ て いま ます 。 

われ ら が S-0S“"SWORD" は , ディ スク に 対す る 必 
要 最 小 限 の 操作 し か サポ ー ト し て いま せん 。 い ま 
や 常識 と な っ た 感 の ある , 「 ザ ー ん ぶ フ ァイル 」 と 
いう 統一 的 な 考え 方 は 採用 され て いな い の で す 。 
そこ で 用 意 さ れ た の が 今回 の DIO.LIB で す 。 

この ライ ブラ リ を 使っ て SLANG 用 の プロ グラ ム 
を 作れ ば , リダイレクト 機能 が 自動 的 に サポ ー ト 
され ます 。 も ちろ ん この ライ ブラ リ は SLANG で 書 
か れ て いま す 。SLANG は SLANG に よっ て 強化 され 
て いく と いう ね わけ で すね 。 


$3000; 
OFFSET 99000-63000; 


const. агосмах:0,аг9ітах 0: 
finclude DIO,LIB 


маг arge; 
array bo argv[argemax] [arg] pax] ; 
«о. 


dioinitdar 
oar о (IBFRD:=-1; print(asr$(IBFRD, 2) 
T (irkey y (00-418 


@S-OS の 系 庶 (5) 

“MACE" 再 掲載 の 要望 が 高まる な か で , ХА} 5-0 
S の 構想 が 練 ら れ て いき まし た 。 当 然 次 期 S-0S は 
スイ ロッ ビー ディ スケ 対応 で な けれ は ば は ならない , と 
ん な ルー チン が ほし い , これ ら 読 者 か ら 集 まっ た 
次 期 S-0S へ の 要望 を 鳴 味 し な が ら , 次 第 に 仕様 が 
固まっ て いっ た わけ で す 。 今回 は 開発 者 の ひと り 
泉 大 介さ ん に 当時 の 様子 を うか が いま し ょ う 。 
「 私 が 受け 持っ た の は , MZ-80B/2000/2200 用 の S- 
0S と DO0S モ ジュ ー ル で す 。 和牛 鳴 さ ん が MZ-80K/C/ 
1200/700/1500, X1/turbo を 受け 持た れ , そし て 編 
集 の @ さ ん が 全体 の 調整 な ど 一 手 に 引き 受け られ 
まじ し だ) 

「 ま ず 最 初 に 懸案 事項 と な っ た の は , 005 モジ ュ 
ー ル を どの よう な 機能 の も の に する か で す 。 デ ィ 
スク ドラ イブ を 扱え る だ け で いい の か , ファ イル 
入出 力 を サポ ー ト し た 本 格 的 な も の に する の か , 
テー ブ プ と 共存 で きる か と いっ た こと で す 。 私 た ち 
が マシ ン 語 を 使っ て いて 面白 い の は , すべ て の 部 
分 に 手 が 届 く か ら で す 。 フ ァイル へ の 1 文字 出力 
な どの 機能 を 用 意 す る と , 0S5 の サー ビス を 利用 す 
る どい っ た 感じ に な っ て し まっ て 画 自 く MEN Ao: E 
= で 必要 最小 限 の も の に 留め る こと に し まし た .」 

「 と は いっ て も , まっ た く の 無 法 状態 と いう の も 
将来 の バー ジョ ン ア ッ プ に 差し 支え る だ ろう と い 
ЭЖЕЛТБ, ルール は 設 げ させ て も らい まし た 。 

アメ イル アク セス は 。 ま ず フ ァイル を オー ブン し 。 

アク セス し た ら 最 後に クロ ー ズ する こと と いう ル 
ー ル で す 。 これ は , S-0S“"MACE" が いか に も BIOS 
と いっ た 方 法 で テー ブ プ を 扱っ て いた た め , 初心 者 
こ は 扱 い が 難 し いと 感じ られ た , と いう 理由 も あ 
VELE; mm ЕЕ ТОО 

「 炊 に テー ブ と の 共存 で す 。 私 の 受け 持ち 分 は 友 
人 と の 共同 作業 と な っ た の で す が , この 友人 が 2 
つの フラ グ を 使い 分 ける と いう うま い 解 決 法 を 示 
し て くれ まし た 。 こ の 話 は また 今度 に し まし ょ う 」 
ーーS-0S“SWORD" の 開発 秘話 は まだ まだ あり そう 
で すね 。 来 月 も 引き 続き その 誕生 の 様子 を お 届け 
ずる こと に し じ ま し $3。 
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西村 ЈЕ 


_ C 言 語 ラ イク な 記述 を 意識 し た SLANG 
も 1988 年 10 月 号 の ファ イル 入出 力 ラ イブ ラ 
に よっ て まき すす も っ ぱく な る て きま し 
Lo で ウ が の る て くる と 。 БӨРІ ЕО 
ね ね ざさ と な を し だ さく さ な る の が 人情 を いう る も の 。 
L, いう わけ で SLANG か ら IO リ ダ イ レ 
クシ ョ ン を 実現 する ライ ブラ リ を 作っ て み 


イレ クシ ョ ン と いう や つ は , 普 
ボー ド か ら 入 力 し て ディ スプレイ 
る と いう 流れ を 無理 矢 理 フ ァイル 
タタ な ど に 切り 替え て し まう と いう 
MS-DOS や Human68k で は お 釧 


| | が この プロ グラ ム を 使う に 
ドラ イブ (RAM デ ィ ス ク 可 ) $ 
フーー ザ ー の みこ めん な る 

最後 まで 読ん で くだ きい ね 。 

ュー ザー の 方 は 1987 年 5 月 号 の 
※ ッ チ 機 能 の 追加 され た “SW 
イル 入出 力 関数 を 拡張 され た 
MELT? Z< UT, E- 
PDIF 4 Xi» 5 DIO.LIB2 АЛ) 


これ だ け て は な に も て き 
レク ショ ン を 実現 する に は 
15 な 呼び 出し 方 は 
// Program Start 
Iq bee 
const argcmax =??, arglmax =??; 


# include DIO. LIB 


var argc, argv [argcmax] [arglmax] ; 


138 оп х 198912. 


種 共 通 5S-U ご "SWOURHDU 有 要 


SLANG 肌 ダルク ショ ッ ラ イフ ラリ JIU.LIB 


SLANG 用 の リ ダ イ レ ク シ ョ ン ラ イブ ラリ が 完成 し まし た 。 Æ 


本 的 な 機能 は 々 ご の DID ラ イブ ラリ と ほぼ 同じ で , 


1988 年 10 月 号 


2851 АМО 用 ファ イル 入出 力 ラ イブ ラリ を 使っ て , 便利 な オペ 
レー ショ ン 環 境 を 提供 する も の で す 。 


main( ) 


[ 


dioinit(& argc, argv) ; 


dioflush( ) ; 
] 


// End of Program 

の ⑳ よ うに な り ま す 。 

ここ で 大 切な の は main( ) 関数 の 最初 で 
dioinit( ) を 呼び 出し , プ ログ ラム を 終了 す 
る と き に 必ず dieflush( ) を 実行 する こと で 
す 。 特 に dioflush( ) を 忘れ る と 最悪 の 場合 
ファ イル 破壊 し いう 愛 き 目 に あい ます 。 特 
に stop( ) 関 数 に は 注意 し て くだ る 

この よう に し て ライ プラ リ を 呼び 出す と 
SLANG の 入出 力 関 数 の うち , 


getl( ) 

getlin( ) 
の 入力 , お よび , print 関 数 の 出力 先 を 切り 
替え た る こと が 可能 に な り ま すず (な わ お, рей 
( ) を 実行 中 に eof(00』) が 入力 され た 場合 
文字 入力 バッ ファ の 先頭 に 1Bm が 書き 込ま 
れ ま す ) 


サン プル ブロ グラ ム 


を それ で は これ 以降 の 解説 も や りや すく す 
る た ゆめ に も サン プル ブログ ラム を 紹介 し て 
な きま し よう 。 NANDEMO. 51:6 ТАВ, 5 
し: や 火 作 し コン パイ ルル し 。 デル スク 上 に くる 
れ ぞ れ NANDEMO, TAB と いう 実行 ファ 
イル を 作っ て お いて くだ る し 
57; 
5 NANDEMO : «NANDEMO. SL 
と し て みて くだ さき さい 。 NANDEMO.SL の 内 
容 が 表示 る きれ まし た ね 。 これ は 標準 状態 で 


inkey (1) 
input( ) 
1 /* 
2 * NANDEMO.SL 
3 + 
4 * これ 1 本 で 何で て も で き て し まう 便利 な プロ グラ ム 
5 x TYPE:filename = NANDEMO: «filename 
6 ж COPY:f1 to f2 = NANDEMO:«f1 >Ғ2 
7 X プリ ンタ 出力 = NANDEMO: Xfilename >L: 
8 Ж 超 簡 易 エ ディ タ = NANDEMO:>filename 
9 */ 


10 ORG $3000; 
11 OFFSET  $B000-$3000; 


13 const argcmax-0,arglmax-0; 
15 £$&include DIO.LIB 


17 var argc; 


18 array byte argv[argcmax] [arglmax]; 


19 

20 main() 

21 var KBFAD; 

22 [ 

23 dioinit(&argc,argv); 

24 for(KBFADzmemw[$1F76]; getl(KBFAD)!-z-1; print(msx$(KBFAD),/)) 
25 if (inkey(0)--$1B) 

26 exit; 

27 — dioflush(); 

28 ] 


の キー ボー ド 入 力 が ファ イル か ら の 入力 に 
切り 替わっ た だ た ため て す 。 € と いう 記号 を 
使う こと て で 入力 先 が 切 り 替 た られ る の で す 。 
次 に ; 
# NANDEMO : <NANDEMO. SL 
>NANDEMO2. SL 

と し て みて くだ きい 。 今度 は な に も 表示 る 
АУА о АТАГА 
と っ て みて 〈《 だ さい 。 NANDEMO2.SL と 
いう ファ アイ ル が 生成 きれ て いる で し ょ う 。 
試し に 。, 

# NANDEMO : <NANDEMO2. SL 
と する と NANDEMO.SL と 同じ 内 容 が 表示 
ざま し だ お 。 の ま び これ は 。 BET 
ブレイ へ の 出力 と し な っ て いる も の が >“ 
に よっ て ファ イル へ の 出力 に 切り 替え られ 
だ た た だ ため です 。 今度 は , 

5 NANDEMO : «NANDEMO.SL 

+ NANDEMO3.SL 

を 実行 し て みて くだ さる い 。 画面 に NANDE 
МО. SL の 中 身 が 表示 され , 新た に NAND 
EMO3.SL と いう ファ イル が 作成 る され て い 
ます ね 。 こ の よう に 出力 リダイレクト 時 の 


指定 に +” を 用 いる と , 切り 替え た た ファ 
イル 出力 の 内 容 を 画面 に 報告 する よう に で 
きる の で す 。 


テバ イス の 指定 


と この て ファ イル 名 に は デバ オス 名 を 含 

DEC EC ^а ла, だ Bd 

5 NANDEMO : <А : ABC >В: DEF 
も する と > F 24 2 AQ ABC t いう ブラ チイ 
2 を ドラ イン B の DE ド R と いう ラク ァイル に 肌 
力 し ます 。 デ バイ ス 名 を 省略 し た 場合 は デ 
フォ オル 下 デ バイス に アデ ク や ネギ ス し ます 。 ま か た, 
入出 力 に 同一 ドラ イブ の 同一 ファ イル 名 を 
生 定 し て も か まい ませ ん 。 

31 この ライ プラ リ イ は 2 つの バイ 
Afs LEMI を 拡張 じ て に ます 。 デバ 
イス 名 上 : は プリ ンタ を 示す も の で , 出力 
先 指 定 の み 可 能 で す 。 

も 5 う ひ と つの M : は 5-05 の 特殊 ワー ク 
リプ タダ シン グル フチ テオ イル の RAM ディス 
ク と し て 使え る よう に し だ た も の で す 。S-OS 
の 特殊 ワー ク は ラベ ル テ ー ブ ル で 使わ れる 


以外 は あま り 活 躍 し て いな いよ うな の で , 
テン ポラ リフ ァイル わこ こ に 二 い て 使う こ 
と を 意識 し て こう いう も の を 作り まし た 。 


も ちろ る ん, これ 以外 の 用 途 に 使っ て も か ま 
いま せん が , 特殊 ワー ク の 内 容 を 破壊 し て 


も いい と きだ け 使 っ て くだ さい 。 
使う 場合 は , 

5 NANDEMO : «filename >М: 
の よう に 指定 し ます 。 デ バイ ス 名 の 後ろ に 
は ファ イル 名 は 必要 あり ませ ん (つけ て も 
無視 る れ ま す )。 


引数 


DIO. LIB を 使う こと に よっ て 1I/O リ ダイ 
レク ショ ン に 加え て コマ ンド ライ ン か ら の 
ブロ グラ ム に 引数 を 引き 渡せ る よう に な り 
ます 。 だ だ し 。 ち まだ の C じ と は 連 っ て 引数 
の 最大 数 と 最大 長 を あら か じ め 指 定 し て お 
か な けれ ば な り ま せん 。 先ほど の プロ グラ 
ム 書 式 説明 の と ころ に あっ た , 

const argcmax —??, аге1тах=??; 
と いう 定数 宣言 は この た だ ため の も の で す 。 こ 


1 /* 42 if (o'z! ?) 

2 * TAB.SL 43 CaSe( SDot ) 

"5 t 44 [ 

4 х スベ ペース を 圧縮 / 展 開 す る プロ グラ ム 45 0: putchar(c); 
5 x 46 1: 

6 Жж TAB:«infile >outfile -T(or -t) : Е Ñ 47 [ 

т t TAB: く infile >outfile -D(or -d) : [Ж 48 putchar(' '); 
8 x/ 49 putchar(c); 
9 ORG $3000; 50 spct-0; 

10 OFFSET %В000-%3000; 51 

11 52 others: 

12 const argcmaàx-0,arglmax-2; 53 [ 

13 54 putchar (ТАВ) ; 
14 £include DIO.LIB 55 putchar (spect); 
15 56 putchar(c) ; 
16 const ТАВ=9; 57 spct-0; 

17 var argc; 58 ] 

18 array byte argv[argcmax][arglmax]; 59 ] 

19 60 else 

20 main() 61 spot++; 

21 [ 62 if (inkey(Q)==$1B) 

22 dioinit(&argc,argv); 63 return; 

23 if (argc'=1 or argv[0][0]'z'-') 64 ] 

24 abort(14); (Ж Ваа Data ж) 65 ] 

25 case(argv[0][1]) 66 x 

26 [ 67 detab() 

27 т: mktab( ) : 68 уаг с,1; 

28 р','а': detab( ) : 69 [ 

29 others: abort(14); (* Bad Data *) 70 while((c=getchar())'!=EFOF) 
30 ] 71 [ 

31 dioflush(); 72 if (с==$1В) 

27 1 13 return; 

33 74 if (с--ТАВ) 

34 mktab( ) 75 for(c-getchar(); с!-0; c--) 
35 var c,spct; 76 putchar(' ”); 
36 [ TT else 

37 spct-0; 78 putchar(c); 

38 while((czgetchar())'-EOF) 79 if (inkey( の ) ==$1B ) 

39 [ 80 return; 

40 if (с==$1В) 81 ] 

41 return; 82 ] 


оо. ив 199 
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の 指定 に よっ て 引数 の 最大 個 は (argcmax 
+1) 個 , 最大 長 は arglmax バ イト (た だ し 
エン ドコ ー ド =00n を 除く 〈) に 制限 され , £ 


すぎ る 指定 を し た 場合 な ど は 無視 され ます 。 


を し て , dioinit( ) が 実行 きれ る と argvlil 
日 | は 0+1) 個 目 の 引数 の 第 」 文 字 目 の 
キャ ラク タコ ー ド が 入る と いう わけ で す 。 
argcmax と arglmax を 大 きく し だ ほう が た 
くさ ん の 引数 を 使え ます が , その 分 メモ リ 
だ いつ の て しま いま きす 。 LLnL nOn 
みて て 恒 を 変え て くだ きい 。 
問題 は どの ょ うな 書式 で 引数 を 渡す か で 
3-3 
Е program: «infile >outfile 
の よう な 指定 を 行う プロ グラ ム の 場合 , プ 
は クラ が 省 と コロ シン の あと な ら 入 力 フ ァ イ 
ル や 出力 ファ イル の 前 後 を 問わ ず と どこ に 置 
いて も か は る いま せん 。 守ら な か けれ ば なら な が 
ooi, それ ぞ れ の 引数 お よび リ ダ イ レ ク 
ショ ン 析 定 を や スペース で 区 切る と いう こと 
19 
時 と し て スペ ー ス を 合 む 引数 を 渡し た い 
と きも あり ます が ,。 こう いっ た 場合 は 引数 
全体 を アポ スト ロフ ィ で 囲っ て くだ きい 。 
を の 囲ん だ 文字 列 中 に アポ スト ロフ ィ を 入 
れ た だい 場合 は アポ ボス トロ フィ を 重ね ます 。 
これ と 同様 に 。 ファ イル 名 に スペ ー ス を 合 
ん だ も の を 指定 し た いと き に も アポ ボス トロ 
РАССО УЬ JL. a Op 
合 は ファ イル 名 の み を 囲む よう に し ます 。 
きら に リ ダ イ レ ク シ ョ ン の 指定 は 最初 に 
行わ れ た も の の み 有 効 と な り ま す の て , 
# XX:ABC <A:Data 1 jun 89 «DEF 
と すれ ば , 入力 は A ド ライ ブ の Data 1 と い 
う フ ァイル に 切り 替わり , “АВС”, “jun 78 
9" «DEF' の 3 つが 引数 と し て XX に 渡 
SM まり 
この 引数 を 使っ た サン プル が TAB で す 。 
これ は ソー ス フ ァ イル 中 の スペ ー ス を RE 
DA 用 の タプ ュー ド に 圧縮 / 展 開 す る た め の 
челе Г, 
T TAB:«TAB.SL >ТАВ2 SL - T 
я TAB: ぐ TAB2.SL -D 
の さよ うた 使用 も ます 。 オア ショ ン と し て 捕 
定 き れ て いる “TT" は スペ ー ス を タプ に 変 
換 す る だ た だめ の も の , -D は タブ を スペ ー 
ス に 戻す た め の も の で す 。 


ЛХ ВЕ 


る て , CC 言語 が 使え を る 処理 系 で は 往々 に 
し て パイ プ 機 能 し いう も の が 使え ます 。 こ 
4.2, 
prog «infile | anotherprog >outfile 


140 от x 1989.12. 


と し た だ た とき, prog の 出力 を anotherprog の 
入力 と みな し て 連続 実行 する と いう 機能 で 
す 。 残 念 な が ら , DIO.LIB で は この 機能 は 
Teqse h qt Аға, (と いう より のり てき 
な か っ ただ)。 そ の 代わ り と いっ て は な ん で す 
iu パイ プ 機 能 と 同じ こと を する た め の バ 
ッ チ メン アイル を 作り まし た 。 リス トド 9 を ラフ 
アイ ル 名 PIPEC で セージ し て くだ さい 。 
# PIPE :prog «infile anotherprog 

2 outfile 
と 指定 する こと で 先ほど の 説明 と 同じ 処理 
を する こと が 可能 で す (当然 。 prog も ano 
therprog も DIO.LIB を 使っ た アプ リ ケ ー シ 
キョ キン) 

た だし, 引数 は 渡せ ませ ん し , ほか の バ 
ッ チ ファ イル の 中 で 実行 する と その 後 の バ 
ッ チ ファ イル は 使用 で きま せん (S-OS で は 
バッ チ の ネス ト を 評 し て いな い ) 


追加 関数 


ST, それ で は 実際 に DIO.LIB を 使っ た 
アプ リケーション の 作成 法 に つい て 解説 し 
て いき まし よう 。 DIO UIB も イシ ク ルー 
する と, 以下 の 関数 が 拡張 きれ ます 。 


ec x 

БОК アテ ァイル エン ドコ ー ド (00m) 
る @ フ ァイル 記述 子 

stdin : 標準 入力 (リダイレクト 可 ) 


stdout : 標準 出力 (リダイレクト 可 ) 


stderr : 常に キー ボー ド か ら 人 入力, 画面 に 
出力 
stdprn : 常に プリ ンタ に 出力 
介入 出力 関数 
getc (fp) : fp ファ イル 記述 子 
fp が 示す 入力 先 か ら 1 文字 読み 込ん で Z 
の 値 を 返す 。 


putc(c, fp) 

fp が 示す 出 dic б 
getchar( ) 

標準 入力 か ら 6 1 文字 読み 込ん で その 値 を 
返す 。 
putchar (c) 

標準 出力 に c を 出力 する 。 

@ リ ダイ レク ショ ン 関 係 
dioinit word argcl -], argvlarglmax]) 

コマ ンド 以下 を 読み 込ん で リ ダ イ レ ク シ 
ョ ン 実 行 。 引数 の 設定 を 行う 。 
dioflush( ) 

リ ダ イ レ ク シ ョ ン を 終了 する 。 必要 が あ 
は エン ドコ ヨー トド を 出力 し クア テイ ル そ クコ 
ー ズ す る 。 

人 @ 特 殊 RAM デ ィ ス ク 関 係 


mopen (md) : md= 読 み 書 き モ ー ド 


1 Ұ1:Ұ2 ОМ: 
2 ҰЗ:<М: X4 


md= 0 の と き 読 み 込 み 用 に , 1 の と き 書 
き 込 み 用 に ファ イル を オー プン する 。 
mgetc( ) 

RAM デ ィ ス ク か ら 1 文字 読み 込む 。 
mputc (c) 

RAM デ ィ ス ク に c を 書き 込む 。 
mclose( ) 

クア デア オイル や を グ ロー スズ ス ず する 。 

9 その 他 
abort (errno) : errno= エ ラー 番号 

デジ ログ ダラム み を 終了 する 。 CON,» 
番号 に 従っ て エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 する 。 
事前 に dioflush( ) を 実行 する 必要 は な い 。 


コン フィ グレ ーション 


DIO.LIB は 先頭 に ある 定数 を 書き 換え る 
こと に さよ っ て 少々 の コ ン フ フィグ レセ ーション 
を 行う こと が 可能 て す 。 

最初 の SOSDC は SLANG 用 の 組み 込み 関 
数 が 使用 し な い S-OS の 出力 ルー チン (SL 
ANG は PRINT し か 使っ て いな い ) が 呼 
び 出 され た 場合 も ちり リ ダイ レク シ ョ ン を 行う 
か どう か の フラ グ で ,。 値 が 1 の 場合 # PR 
INTS, £LTNL, £MSG, £MSX, £M 
PRINT, £PRTHX, PRTHL が 呼び 出 
され た 場合 で も リ ダ イ レ ク シ ョ ン を 実行 し 
ます (アク グ ォ ルド トド は 0) 

2 つ 目 は MEMDISK で , 特殊 ワー クエ リ 
ア を 使っ た RAM ディ スク の 使用 を どの ょ 
うに する か の フラ グ て す 。 ア クセ ス す る 関 
数 だ けが 必要 な ら ば 1, リ ダ イ レ ク シ ョ ン 
まで 行う な ら 2, まっ た だ く 〈 使 用 し な いな ら 
ОЕ СУ в デラ フォ オル トド ト は 1 y 


注意 事項 


マン ドラ テイン か が から の 本 征 ひ と つ だ リタ 
1 ジグ ショ ン の て きる この ライ アラ テリ て す 
が , 手軽 る ゆえ に 危険 も つき まとい ます 。 
で 和 で 邊 で 大 娘 な ラ ア イル を 本 し て し まう 
こと の な に さま うに 以下 の 点 に 注意 し で さて 
Sg 
1) 〈 ど いよ ょ よう で す が 。 ブロ グラ ム を 終了 
する 前 に 必ず dioflush( ) を 実行 し て くだ る 
v (abort( ) で 終了 する と き 以 外 ) 
2) 安全 の た め , どん な 場合 で も な ん ら か 
ӘЛЕТТЕСОВТЖИЕ Т 25490 
て お いて て だ さい (だ と を ん ば 、 グ ジイ グ キ 


p 私 は 今日 か ら あ る 目的 の た め に 残業 を 始め まし た 。 それ は 年 末年 始 の ゲー ム 発 売 ラ ッ シ 
ュ に 備 を て, 少し で も 多く ゲー ム 購 入 資 金 を た くわ えて お 《 と いう こと で す 。 しかし, 私 
の 仕事 は SE (シス テム エン ジニ ア )。 ゲ ー ム 1 本 買う の に 何 KK バ イト 分 の プロ グラ ム を 組 
まな けれ ば な ら な いか と 考え る と 悲し く な り ま す 。 椎 橋 茂 (24) 東京 都 


ー の 入力 を 見 て abort( ) す る な ど と ) 


3) デイ スク アク セス 中 は も ちろ ん の こと 。 


КОЕВСКИ 
о Ыр RS А 
222220. 
4) この ライ ブラ リ を 使っ た 場合 は 読み 込 
み 用 に fno=0, 書き 込み 用 に fno=1 を 使用 
する の で , Соко 
よう に し て て だ きい 。 ま た だ た 、 9509DC-—10 
2. 
数 を 使う こと は 避け て くだ るい 
5) この プログラム は 呼び 出さ れ だ た とき S- 
OS ОЖ ІР5УУ が 0 (ディ イス プレ イ へ の 出 
Га ДЕПТІ: cot 
な いと き 出 力 を ブリ ンタ に 切り 替え る と プ 
リン タ の 出力 は な か し く な り ま す 。 
6) この ライ ブラ リ で は locate( ) を 使用 
し て も ファ イル の 書き 出し 位置 は 変わ り ま 
せん 。 
7) プロ グラ ム と ファ イル 入出 力 関 数 の ワ 


2... る て し さよ いま し な 。 使う まい ぁ 旭 つて ゆい だ 


な ら な いよ うに 注意 し て くだ る POL sotox ЛЕНІ; а LEL プア イル 
て も 重なる 場合 は ワー クエ リア i bs 入出 力 関数 の fno 0, 1 両方 使っ て し まっ 
557201 2. LIB を 使う と うっ か り フ ァイル 
А Бе з ЗА ЕНЕ 2 > 出力 関数 を 使う こと も で きま せん 。 
イル を 指定 し た 場合 は た と ぇ え エ ラー に よ ion な に は と も あれ , これ で キー ボ 
っ て プ ブログ ラム が 終了 し た 場合 で も 前 の フ ー ド か ら 入 力 し 画面 に 出力 する と いう 感覚 
ァイル の 内 容 が 消去 まる れ ます の で 注意 し て で ブログ ラム を 書け ば ファ イル 操作 が 簡単 
だ に 行え ます 。 これ を 使っ て ファ イル 操作 を 
* * * する プロ グラ ム を だ くさ る ん 作っ て みる も よ 


盛り だ くき さん の 内 容 と は いえ ぇ , 少々 プロ L, K&R な ど を 参考 に し て きら に C に 据 
グラム が 大 さき さ て な みて し まい まじ た sc し が っ て みる も よし , 皆さん どう か 活用 し て さく 
L, NANDEMO や TAB 程 度 の プロ グラ ム だ さい 。 ま た だ た 。 テープ ユー ザー の 方 も バッ 
らち ゃ ん と トラ タンジェント ロマ ンド と し チ 処 理 が 拡張 る きれ て いれ ば コマ ンド ライ ン 
て 使え る 大 きる に な り ま すか ら 壮 抱 し て く か ら の パラ メー タ を 渡す こと だ け は で きる 


72 ed は ず で て です の て チャ ンマ ジン し て みて で だ る 
ソ ツー スプ ブロ グラ ム も 最初 は も う 少 し 美 し Profile | 
; ‘DTT 3i ディ イス : へ 西村 さん は 京都 府 に お 住ま い の 19 歳 , 現在 大 学 
Е 5 саз A | ной 1 0 Ж 2 年 生 で す 。 マイ コン 歴 4.5 年 の MZ-2500 ユ ー ザ 
グレ ーション そ 追 加 じ で いる うち に コマ ー。 9 月 号 で 発表 され た 生物 進化 シミ ュ レ ー シ 
ンド て で 分断 され て 非常 に 見 に くい も の に な ョ ン BUGS の 作者 で も あり ます 。 


1 /* 72 %$1FF2, (* #PRINTS *) 
2 t DIO.LIB та *$1FEF, (ж $LINL ж) 
3 t SLANGH I/O リ ダイ レク ショ ン ラ イブ ラリ 74 %$1FE9 , (ж #MSG ж) 
4 * 75 X$1FE6, (ж #MSX ж) 
5 */ 16 %%91КЕЗ, (Ж #MPRINT t) 
6 77 *$1FC2, (Ж 4PRTHX *) 
7 const 8OSDC=9: /* 8-OS の #HRINT 以 外 の 画面 表示 ルー チン を 使う な ら ば 1 wd 78 X$1FBF (ж 4PRTHL X) 
_ 8 const MEMDISK=1: /* S-OS の 特殊 ワー クエ リア を ディ スク と し て 使う な ら 1 */ 79 #ENDIF 
9 х アク セス する 関数 の み を 必要 と する と き は 2 x 80 1, 
10 81 @putsv[@putnum]; 
11 /* USAGE 82 
12 const  argcmax-??,arglmax-??; 83 dioinit(word argc[],byte argv[][arglmax]) 
13 . 84 var byte p[],s0,s1; 
14 #19146 DIO.LIB 85 [ 
15 .,. 86 getreg(); 
16 array byte argv[argcmax][arglmax]; 87 Фсһагс-агяс(01-0; 
17 var argc; 88 p-^DE; 
19 main() 90 while ((80=р[0])!=0) 
91 [ 
21 dioinit(&argc,argv); 92 sl=p[1]; 
22 ; 93 if (s0zz'«' and @inch==@ and sl!=0 and si!z' ') 
23 * 94 [ 
24 dioflush(); 95 p-egetarg(ptl,GfnameQ, 19); 
25 96 #ТЕ (MEMDISK--1) 
26... 97 сазе (memw[Gfname0]-' : ' X256) 
27 */ 98 [ 
28 99 М?" 
29 machine @Ғі1е(1) ,@вувес(1) ,@abort( 1 ) , 100 
30 &get1(),eflget(),Gprint(); 101 пореп(0); 
31 ЖЕ (SOSDC--1) 102 Gjob[stdin]-Gmem; 
32 machine @prints( ) ,@1tn1( ) , @nsg ( ) ,@msx( ) , &mprint() ,@prtbx( ) ,@prth1( ) : 193 ] 
33 #ENDIF 194 others: 
34 105 [ 
35 const  (Ggetnum-1; 106 #ENDIF 
36 ЖЕ (SOSDC==1 ) 107 Gfopen(0,Gfname0,0) ; 
37 const @putnum=7; 108 @job[stdin]=@disk; 
38 #ELSE 109 #IF (MEMDISK==1) 
39 const  @putnum= の : 119 1 
40 $ENDIF 111 ] 
41 112 ЖЕМПІЕ 
42 const —stdin-0,stdout-1l,stderr-2,stdprn-3, ' 113 @getpatoh( ) : 
43 @con=0,@disk=1,@diskcon=2,@prn=3,@prncon=4,@mem=5 , €memcon-6 , 114 ] 
44 ЕОЕ-0; 115 else if ((s@=='>' ог 80=='+') 
45 116 and @outch==0 and в1!:0 and s1!-' ') 
.46 var @сһаго=0,@іпсһ=0,@оџісһ=0; 117 [ 
47 118 p=@getarg(p+1 ,@fname1 ,19) ; 
48 #TF (MEMDISK>0) 119 сазе (memw[Gfnamel]-':'*256) 
. 49 const (WKSIZE-constw[$1F68]; 120 [ 
50 var @nropf=0 ,@mwopf=0 ,emrp, emwp, 6mwcnt.-0 ; 121 М4 tlt 
51 £ENDIF 122 Ñ @job[stdout ]=@prn+(s@0=='+'); 
52 123 ЖЕ (MEMDISK==1 ) 
53 array byte @fname0[19],byte @Ёпате1[19], 124 М’, т. 
54 byte @job[3]= [ 125 [ 
55 @con, (* stdin t) 126 mopen(1); 
56 (con, (% stdout t) 127 @job[ stdout ] -&mem* (s0--' *' ) ; 
57 @con, (% stderr %) 128 ] 
58 @ргп (Ж stdprn %) 129 &ENDIF 
59 4: 130 others: 
60 array 131 [ 
61 @getex[@getnum] = 132 @fopen( 1,@fname1,3) ; 
_ 62 І 133 e job[stdout ]-€disk*t(s0-z'*'); 
63 *$1FD4, (t #GETL *) 134 ] 
64 : %$2022 (Ж #FIGET X) 135 1 
65 j. 136 @putpatch(); 
66 @getsv[@getnum], 137 ] 
67 。 © 138 else if(argo[ の 9] く =argomax ) 
68 139 p=@getarg(p,argv[argc[0]++],arglmax); 
69 2 1FF5 (* #PRINT ж) 140 else 
.70 #IF (SOSDC--1) 141 p-é6skiparg(p); 
71 ; 142 p=@spcut(p); 
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] 
ーー р[]) 


while(p[9]==′ ') 
ptt; 


@getarg(byte p[],byte str[],max) 
var oS; 
[ 
osz0; 
if (pl0]--'Y'') 
[ 


ptt; 
while(p(0]!z0) 


[ 
if (р[0]=='%'') 
[ 


ptt; 

if (p[0]'z'*'') 
exit; 

] 


if (os<max) 
str[ostt]-p[9]; 
ptt; 
] 
] 


else 
while(p[9]!=9 and р(01!-” ”) 
[ 


if (os«max) 
str[ostt]-p[0]; 
р++; 


str[os]z0; 
return(p); 


—€— pi 1) 
if (p[0]-s'v'') 
[ 


р++; 
while(p[9] !=9) 


[ 
if cod ') 


ptt; 
if (pl0]!z'X'') 
exit; 


ptt; 
] 
] 
else 
while(p[0]!z0 and p[0]'-' ') 
ptt; 
return(p); 


Gfopen(fno, fname , mode ) 
[ 
fopen(fno, fname , mode ) ; 
getreg(); 
if ( CY) 
abort(^A); 
] 


efgetc(fno) 
var c; 


zfgetc(fno); 
getreg(); 
if (^CY) 
abort(^A); 
return(c); 


] 


efputc(fno,data) | 
[ 
fputc(fno,data); 
getreg(); 
if (^CY) 
abort(^A); 


efclose(fno) /* 


fclose(fno); 


. Qpout(o) 
[ 


code( 
[с], (ж LD HL,c X) 
$7D, (* LD A,L ж) 
$CD,$DC,$1F (Ж CALL #LPRNT X) 


getreg(); 

if ( CY) 
abort(^A); 

] 


$IF (МЕМРІЗК›0) 
mopen (mode ) 
var з; 
[ 
if (mode) 
[ (* wopen %) 
if (ФтгорҒ) 
if ((s-sosw[0])^eWKSIZE-4) 
abort(9); (* Device Full 
else 


Gmwp-st2; 
else 


Gmwp-2; 
@mwopf=1; 


Oh! X 1989.12. 


ITY レ ジス タ を 保存 する た め の 二 度 手 間 


x) 


*/ 
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else 


Gmwcntz0 ; 
] 


[ (Ж ropen t) 


if not(Gmfexist( 
abort(8); 


бӨтгр-2; 
Gmropf-1; 


1 


Gmfexist 
var 


if (Gmwopf) 


)) 
(* File not Found *) 


if ((s=csoaw[9] ) >@WKSTZE-4 ) 


abort(9); 


else 


{ж Device Full ж) 


бФтыр-в%2; 


0 /* 
i,size; /* 


特殊 ワー クエ リア の 内 容 が ファ イル の 体裁 を */ 
整え て いれ ば truoe、 そ う で な けれ ば false */ 


if ((size-sosw[0])--0 or size>@wKSTZE-2 or sos[size*1]!-0) 


return(false); 


Ғог(1=2; i«size*1; i++) 


retu 


mgeto( ) 
[ 


if (sos[il--0) 


return(false); 


rn(true); 


if (@mropf==0) 
abort(12); 

if (Gmrp^GWKSIZE-1) 
abort( 1 ) : 

return(sos [6mrp*4 ] ) ; 

] 


mputc(c) 


if ((emwopf--0) 
abort(12); 

if (Өтер>ФИК5І?Е-1) 
abort(9); 

emwcnttt; 

sos [Gemwpt* ]-c; 


] 


mclose() 


var i,j; 


[ 
if ((mwopf) 
[ 


jzsosw[0]*2; 
sosw[0]-€mwcnt ; 
if ((mropf) 
for (12; i«2*€mwcnt; itt,jt*) 
sos[i]-zsos[j]; 


] 
ӨтгорҒ-ФткорҒ-д; 
1 


#ENDIF 


abort(errno) 


[ 


Фгесоуег(); 
@abort (errno) ; 


] 
@abort( 1 

[ 

code 


stop 
] 


} /% 


(970); 
{): 


336 @getpatch() 
[ 


(* File not Open X) 


(ж Device I/O Error *) 


(* File not Open x) 


(* Device Full ж) 


Thanks to N.Onuki %/ 


(* LD A,L t) 


egetsv[0]-memw[Ggetex[0]];  memw[Ggetex[0] ]=&@get1 ( ) : 
@getavf 1 ] =memw[@getex[1]]: memw[Ggetex[1]]-&Gflget(); 
@inch=1; 
] 
о 
€putsv[0]zmemw[Gputex[0]];  memw[Gputex[0]]-&€print(); 
$1F (SOSDC--1) 
€putsv[1]zmemw[Gputex[1]]; memw[eputexl1]]=&@prints( ) : 
€putsv[2]zmemw[Gputex[2]]; memwleputex[2]]=&@1tn1( ) : 
@putsv[3]=memw[@putex[3]]) memwi@putex[3] ]=&emsg( ) : 
€putsv[4]zmemw[Gputex[4]]; memwi@putex[41]=&@msx( ) ; 
@putsv[5]=memw[@putex[5]]: memw[@putex[5]]=&@mprint( ) : 
eputsv[6]-memw[Gputex[6]]; memw[@putex[6] ]=&@prthx( ) : 
@putsv[ 7]=memv[@putex[7]]: memwi@putex[7] ]=&@prth1 ( ) : 
ЖЕМДІК 
Goutch-1; 
1 
getc(io) 
[ 
if (Ginch--1) 
case(Gjob[io]) 
[ 
Gdisk: 
return(Gfgeto(90)); 
$IF (MEMDISK--1) 
Өтеп: 
return(mgetc()); 
ЖЕМДІК 
others: 
[ 
code( 
[Ggetsv[11], (* LD HL, #FLGET X) 
$CD,$81,$1F, (* CALL [HL] ж) 
$6F, (* LD L,A Ж) 
$26,$00 (* LD H,0 ж) 
return; 
] 
] 
else 
return(inkey(1)); (Ж #FIGET Ж) 
] 


日 立 の 「 こ の 木 な ん の 木 」 の 和歌 が 変わ り ま し た 。 前 回 まで 2 番 の 歌詞 が 3 番 に な っ て , 


新しい 2 番 が 入っ て まし た 。 と 。 い うこ と ょ は, 


...... 


あの 歌 は 4 番 ま で あっ た よう で す 。 奥 が ふ 
ЮЖ 誠 (8) 福井 県 


383 
384 
385 
386 
387 
388 
389 
390 
391 
392 
393 
394 
395 
396 
397 
398 
399 
400 
401 
402 
403 
404 
405 
406 
407 
408 
409 
410 
411 
412 
413 
414 
415 
416 
417 
418 
419 
420 
421 
422 
423 
424 
425 
426 
427 
428 
429 
430 
431 
432 
433 
434 
435 
436 
437 
438 
439 
440 
441 
442 
443 
444 
445 
446 
447 
448 
449 
450 
451 
452 
453 
454 
455 
456 
457 
458 
459 
460 
461 
462 
463 
464 
465 
466 
467 
468 
469 
470 
411 
412 
473 
474 
475 
476 
477 
478 
479 
480 
481 
482 
483 
484 
485 
486 
487 
488 
489 
490 
491 
492 
493 
494 
495 
496 
497 
498 
499 
500 
501 
502 


getchar() 
[ 
return(getc(stdin)); 
] 


putc(c,io) 
var j; 


[ 
if (Goutch) 
[ 
case( )=@)ob[ io] ) 


[ 
#IF (MEMDISK==1 ) 
@con,@diskcon,@prncon,@memcon: 
*ELSE 
@соп,@11 зксоп,@ргпсоп: 
#ENDIF 
if (c!-0) 
code( 
[c], (* LD HL,c *) 
$7р, (ж LD А,Ь *) 
$F5, (* PUSH AF x) 
[eputsv[0]], 
$F1, (* POP AF ж) 
$CD,$81,$1F (ж CALL — [HL] x) 
] 
-— 
Gdisk,Gdiskcon: 
efputc(1,c); 
@ргп,@ргпсоп: 
if (с!=0) 
@lpout (с); 
#ІЕ (MEMDTSK==1 ) 
тет, Өтетсоп: 
mputc(c) ; 
SENDIF 


] 
else 
case(Qjob[io]) 
[ 


@соп: 
print(str$(c,1)); 


[ 

prmode (2) ; 
print(str$(c,1)); 
рекетін ; 


1 
if (iozzstdout) 
@сһћагс++; 
] 


putchar(c) 
[ 


putc(c,stdout); 
] 


Grecover( ) 
var i; 


[ 
if (Фіпсһ) 
[ 


for(i-0; i«Ggetnumtl; i++) 
memw[egetex[i]]-egetsv[i]; 

if (Gjob[stdin]z-edisk) 
efclose(0); 


] 
if (@outoh ) 
— [ 
Ғог(1=0; 1<@putnum+1: i++) 
memw[Gputex[i]]-€putsv[i]; 
case (@job[ stdout] ) 
[ 


Gdisk,ediskcon: 
[ 
Gfclose(1); 
Gchsize(Gfnamel); 
] 

] 


] 
#IF (MEMDISK--1) 
mclose(); 
SENDIF 
] 


dioflush() 
[ 
if (@outoh ) 
CaSse(@job[ stdout] ) 


[ 
#IF (MEMDISK--1) 

@disk,@diskcon,@mem,@memcon: 
#ELSE 

Gdisk,diskcon: 
$ENDIF 

putchar(0); 
] 


@гесоуег(); 


Gchsize(byte Ёпате[]) 
уаг err,sectno; 
var word dirpl]; 
{ 
@Ғі1е(Ғпате) ; (ж file-name を セッ ト X) 
dirpzéschfcb(&sectno)*18; (Ж dirp = FCB の (#SIZE) ж) 
dirpf の]=@oharo: 
77” (t 書き 換え た 部 分 を セク タ 丸 ご と セー プ %) 


efile(1) (ж 
[ 
code( (ж Н.=Ғпате ^ の pointer t) 
$EB, (* EX DE,HL ж) 
$3E,$04, (* LD A,'ASCFILE' ж) 


р あー, 


ファ イル 名 を (#TIBEAD) に セッ ト +) 


593 $CD, $A3, $1F (* CALL #FILE 
504 ); 

505 ] 

506 

507 €schfcb(word sectno[]) 

508 [ 

509 code( 

510 $CD, $6B, $27, (Ж CALL FCBSCH 
511 $E5, (* PUSH HL 

512 [sectno], (* LD HL,sectno 
513 $73, (ж [р (HL),E 
514 $23, (ж INC HL 

515 $72, (* LD (HL),D 
516 $Е1 (ж РОР HL 

517 21 

518 1 

519 

520 Gsvsec(1) 

521 [ 

522 code ( (ж HLzsectno 

523 $ЕВ, (* EX DE,HL 
524 $2A,$64,$1F, (* LD HL, ( 4«DTBUF) 
525 $3E,$01, (* LD A1 
526 $CD,$03,$20 (* CALL #DWTSB 
527 ) : 


528 getreg(); 
529 if(^CY) 


530 Фаһог%(7А); 

531 | 

532 

533 /* Extended 5-08 Sub-Routines %/ 
534 

535 egetl() 

536 var c,os,byte buf(]; 

537 [ 

538 code( 

539 $C5,$D5,$E5 (* PUSH BC,DE,HL X) 
540 : 


541 getreg(); 

542 bufz^DE; 

543 for(os-0; ов<255 and (czgetchar())'z'Yn'; os++) 
544 [ 


545 сазе(с) 

546 І 

547 EOF,$1B: 

548 [ 

549 buf [9]=$1B: 
550 goto brkout; 
551 ] 

552 others: 

553 buf[os]-zc; 
554 ] 

555 ] 


556 buf[os]-0; 
557 brkout: 


558 code( 

559 $E1,$D1,$C1 (* POP HL,DE,BC ж) 
560 ) : 

561 ] 

562 

563 eflget() 

564 І 

565 code( 

566 $C5,$D5,$E5 (* PUSH BC,DE,HL ж) 
567 ); 

568 getohar( ) : (Ж HL = getohar( ) *) 
569 code( 

570 $7D, (* LD A,L ж) 
571 9Е1,%01,9С1 (* POP HL,DE,BC ж) 
572 H 

513 ] 

574 

575 @print( ) 

576 [ 

571 code( 

578 %8Е5,%С5,%05,%Е5 (* PUSH AF,BC,DE,HL %) 
579 ); 


580 getreg( ) : 
581 putchar(^A); 


582 code ( 

583 $kE1,9D1,$C1,$F1 (ж РОР HL,DE,BC,AF X) 
584 ); 

585 ] 

586 


587 #TF (SOSDC--1) 
588 Gprints() 


589 [ 

590 code( 

591 $F5,$C5,$D5,$E5 (Ж PUSH AF,BC,DE,HL X) 
592 ); 

593 putchar(* '); 

594 code( 

595 $bE1,$D1,$C1,$F1 (* POP HL,DE,BC,AF X) 
596 ); 

597 ] 

598 

599 @ltn1() 

600 І 

601 code( 

602 $F5,$C5,$D5,$E5 (* PUSH AF,BC,DE,HL *) 
603 }; 

604 putchar( 'YXn') ; 

605 code( 

606 $E1,9D1,$9C1,9Fl (Ж РОР HL,DE,BC,AF X) 
607 j: 

608 ] 

609 

610 @msg() 

611 [ 

612 code ( 

613 $F5,$C5,$D5,9E5 (ж PUSH AF,BC,DE,HL *) 
614 ; 


); 
615 getreg(); 
616 print(msg$( DE)); 


617 code ( 

618 $E1,$D1,$C1,$F1 (Ж POP HL,DE,BC,AF *) 
619 )i 

620 ] 

621 

622 Өтех() 


ACRI RES D: H ЖОНЕ ЖШ k 2 I X68000 BESEXEZKU САА Ьэр 


~> だ れ か 作っ て 。 村上 JAA (22) 静岡 県 


*) 


*) 
*) 
*) 
*) 
*) 
*) 
*) 
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]3NILN3S JHL 


623 [ 651 


624 code( 652 Gprthx() 

625 $F5,$C5,$D5,$E5 (Ж PUSH AF,BC,DE,HL X) 653 [ 

626 ); 654 code( 

627 getreg(); 655 $C5,$D5,$E5 (ж PUSH BC,DE,HL x) 
628 print(msx$(^DE)); 656 ; 

629 code ( 657 getreg(); 

630 $E1,$D1,$C1,$F1 (* POP HL,DE,BC,AF t) 658 print(hex2$(^A)); 

631 ); 659 code( 

632 ] 660 $E1,$D1,$C1 (* POP HL,DE,BC X) 
633 661 ); 

634 Өтргіпе() 662 ] 

635 var og,byte buf[]; 663 

636 [ 664 @prth1( ) 

637 code ( 665 [ 

638 $E3, (* EX (SP),HL ж) 666 соде( 

639 $C5 (* PUSH BC ж) 667 $C5,$D5,$E5 (ж PUSH BC,DE,HL ж) 
640 ); 668 ); 

641 getreg( ) : 669 getreg(); 

642 print (mgx$(buf=^HL) ) ; 670 print(hex4$(^HL)); 

643 while(buf [os++] ! = の ) 671 соде ( 

644 ; 672 $E1,$D1,$Cl (* POP HL,DE, BC X) 
645 code( Ñ 673 ); 

646 [buf+os], (* LD HL,buf*os *) 674 ] 

647 $C1 , (* POP BC *) 675 $ENDIF 

648 $E3 (* EX (SP),HL ж) 676 

649 )1 677 /* End of DIO.LIB */ 

650 ] 
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第 85 部 小型 イン タプ リタ 言語 TTI 
置 89 年 11 月 号 


第 86 部 TTI 用 パズル ゲー ム PUSH BON! 


ЕЕЕ 
* 以上 の アプ リケーション は , 基本 シス テム で ある 
5-05 “МАСЕ” また は S-0S"SWORD" が な いと 動作 


し ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 


掲載 プロ グラ ム を 利用 する た め に 


nm 標準 入力 ツー ル 


Oh!X の リス トペ ー ジ に 
いう ツー ル て で て 出力 され て 
ツー ル を 使用 され る こと 


@ ダ ンプ リス ト 

マシ ン 語 プロ グラ ム の リス ト は 
プリ スト と いう 形 で 掲載 され , Oh! 
図 1 の よう な 形式 の ダン プリ スト を 採用 し 
て いま す 。 こ れ は MACINTO-C と いう マ 
ジン 語 入 力 ツ ー ル を 使用 し て 出力 され た も 
の で す が Oh!X で は 基本 的 に 横 8 バイト, 
16714 М, CRC 付 き の 形 式 で ダン プリ ス 
ト を 掲載 し ます 。 以下 は この MACINTO-C 
を 使っ た マシ ン 語 の 入力 方 法 で す 。 その他 
の 入力 ツー ル ( 各 機 種 の マシ ン 語 モニ タ な 
E) を 使う と きも 考え 方 は 同じ で す 。 

マシ ン 語 の プログ ラム や デー タ は 16 進 数 
で 番地 を つけ られ だ た だ アド レス 空間 に 1 バイ 
ト (16 進 2 桁 ) ずつ 格納 きれ て いま す 。 だ 
と えば , 図 1 の ダン プリ スト は 32DBg 番 地 
か ら 335An 番 地 ま で の リス ト で 32DBi 番地 
(2 С3н, 32DCa に FE 4 …… と いう 順に 入力 
し て いき ます 。 最初 の アド レス 部 分 と いち 
ば ん 右 の 5A』 と いう の は 入力 する 必要 は あ 
り ま せん 。 

9@ チ ェ ッ クサ ム 

マシ ン 語 プロ グラ ム に 入力 ミス が ある と 
か な り 高 い 確 率 で 芝 走 し て し まい ます 。CP 
U は マシ ン 語 実行 時 に エラ ー を 返す と いっ 
だ こと は 一 切 行 いま せん 。 と いう の も CPU 
に と っ て は プロ グラ ム の 実行 も 蒸 走 も な だい 
し た だ 違い は な い の で す 。 

じ が し,。 ヲ ブロ グラ ム を 入力 する の は 人 人間 
で すか ら , 必ず 入力 ミス を お か し て し まい 
ます 。 こ れ を 検出 する の が チェ ッ ク サ ム で 
す 。 ダ ンプ リス ト の いち ば ん 右端 の 列 ( 横 
サム ), い ちば ん 下 の 行 ( 縦 サ す ム ) が チェ ッ ク 
サム を 表し て いま す 。 こ れ ら は ダン ププ" され 
だ た ブログ ラム を 数 値 の 集まり と みな し て 縦 
横 に 足し 合わ せ , その 値 を 16 進 で 表示 し た 
と き の ト 2 桁 の 数 字 と た な っ て いま す 。 そし 
て いち ば ん トト の 右端 に ある 4 桁 の 16 進 数 は 
CRKC チ ェ ッ ク バ イト と 呼ば れる も の で , Z 
の プ ブロッ ク の デー タ を 特殊 な 割り 算 で 計算 
し だ と き の 余 り の 値 を 示し て いま す 。 

も し , ダン ズ 入 力 中 に 1 カ所 誤り が あっ 
だ と する と , 当然 調 っ た 個所 の 横 サ ム と 縦 
サム , CRC チ ェ ッ ク バ イト も 違っ た 値 に な 
る こと が 考え ちら れ ま す 。 ブ ログ ラム の 入力 


CINTO-C 


スト は MACINTO-C と 
ム を 利用 する 際 に は この 


こら 実行 きせ る 前 に まず CRC, 次 
チェ ッ ク サ ム を 確認 し て くだ きい 。 
すべ て 合っ て いれ ば , 入力 ミス は 
ます 0 いと あん で きい で し ゃ う 。 
@MACINTO-C の 入力 

さて 実際 に マシ ン 語 を 入力 する と き に 注 
аа РЕ ЕТ, マジ ン 語 ジロ グラム 
の 格納 され る アド レス の 確保 が あり ます 。 
特に BASIC か ら 6 入力 する と き に は CLEAR/ 
LIMIT ま た は NEWON 文 を 使っ て , マシ 
ン 語 エリ ア を 確保 し な けれ ば な り ま せん 。 
例 と し て マシ ン 語 入力 ツー ル MACINTO- 
に を BASIC が か らし 入力 し て みみ ましゃ ふう 。 
MACINTO-C に は 3000』 版 と B000』 版 の 
2 種類 が あり ます 。 まず, B000O』 版 を 入力 
し ます 。 BASIC を 起動 し , 

NEWON &НВ400 
まだ は 。 

LIMIT &HB000 
を 実行 し マシ ン 語 エリ ア を 確保 し ます 。M 
ON/BYE コ マン ド で マシ ン 語 モニ タ に 移り 
M コ マン ド な ど で リ スト 2 を 打ち 込み ます 。 
詳し く は 各 機 種 の マニ ュ ア ル を 参照 し て < 
7 34 

すべ て 打ち 込ん だ ら 6BASIC に 戻り モー ブ 
し ます 。 だ た だ し 。 これ は 9-0S 用 の も の で 
TOT, 各 機 種 の BASIC な どか ら 使 用 する 
こと は で きま せん 。 を そこで, 各 機 種 用 サブ 
ルー チン の B000』 版 を いま 打ち 込ん だ も の 
と 重ね て 入力 し ます 。 

ご て リ スト 5 の チェ ッ ク 弥 ブロ グラ 
ム を 使っ て 縦 サ ム と 横 サ ム の 部 分 を 合わ せ 
て くだ きい 。 な お , MACINTO-C は 内 部 に 
ワー クエ リア を 持っ て いま す の で 自分 自身 
の チェ ッ ク サ ム を 取っ て も 正しく 表示 きれ 
ませ ん 。 ま た 3000』 版 は BASIC を 破壊 し な 
いと 入力 で きま せん の で ディ スク し か 使用 
で き な い 人 で S-OS な ど を お 持ち で な い 人 
は 注意 し て くだ さき さい 。 
人 使用 方 法 

BASIC 上 な ら , 

CALL < 先頭 アド レス > 


E ED. 
С < 先頭 アド レス > 
まだ は 。, 


J < 先頭 アド レス > 
と いう よう に し て MACINTO-C を 起動 し ま 
Fe 
する と, 入力 開始 アド レス を 聞い て きま 
す の で 各 ダ ンプ リス ト の 先頭 の アド レス を 
АШТ ВА ЧЕТА Б ВЕ 
ス か ら の ダン プリ スト が 表示 る され ます 。 こ 
の 状態 を ダン プ モ ー ド と 呼び 。 大 ま か に メ 
モリ の 状態 を 見 る と き に 使用 し ます 。 
ダン プ モ ー ド で は 以下 の コマ ンド が 使用 
C52 
T 1 ブロ ッ ク 前 を 表示 
1 ブロッ ク 後 ろ を 表示 
スタ ー ト 画面 に 戻る 
プリ ント モー ド へ 
エディ ッ ト モ ー ド へ 
CLR ブロ ッ ク を 0 て 埋め る 
メモ リ の 内 容 を 書き 換え る と き は E キ ー 
を 押し て エディ ッ ト モ ー ド に 入っ て 〈 く だ きる 


Із! о» us Q 


Ei ダン プリ スト の 形式 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…ー……ーー 


2 CRC が 変わ る 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…ーーーーーーーーー -- -- ғ ーー 


<- “------- -- ---- -- -------- м -- -- -- -- -- -- ---- Á... чш Ñ... Á... 


SUM: D5 07 65 71 88 73 54 02 9Е90 


Oh! X 標 準 入力 ツ ー ル MACINT0-C 145 


v. 先頭 の デー タ 部 分 に カー ソル が 点滅 し 
ます の で , カー ソル を 移動 きせ て 入力 / 修 正 
が 可能 で す 。 デ ー タ は リタ ー ン キー で 行 ご 
と に 登録 し ます 。 エ ディ イット 後 は プレ イク 
キー で ダン プ モ ー ド に 帰っ て くだ きい 。 
る @ プ リン トモ ー ド 

ダン シンプ モー ド て で て P キ ー を 押す ず すこ と に より 
フリ ント ギー ド に 入り ます 。 こ の モー ド に 
入る ESTART ADRS, END ADRS, PRI 
NTER ON (Y/N) と 聞い て きま す の で , Л 
に 適当 な も の を 答え て いっ て くだ る きい 。 

この モー ド に は 2 つの 使い 方 が あり ます 。 
i3, ひとつ は MACINTO-C の 出力 を グ " 
リ ジ ウ グ に 印 宇 まる さよ と 。 もう ひ と つう は 1 グ 
ロッ ク に 満た な い ブ ロッ ク の CRC を 計算 す 


リス ト 1 MACINTO-C (30001) 


3000 CD 08 33 11 89 32 CD E4 : 85 
3008 32 CD ED 32 1A FE 1B CA : 1B 
3010 QE 33 21 0C 00 19 EB 1A : 8C 
3018 FE 50 CA 94 30 FE 70 20 : 6A 
3020 05 3E 50 CA 94 30 CD FF : ED 
3028 32 38 D5 22 7D 32 CD El : BE 
3030 32 21 00 00 CD 05 33 11 : 69 
3038 96 32 CD E4 32 CD E1 32 : 8B 
3040 CD El 32 01 OF 08 CD 69 : 2E 
3048 31 CD ЕЗ 32 28 B2 CD FO : ВА 
3050 32 FE 53 28 АВ FE 54 20 : C8 
3058 QE 2A 7р 32 11 80 00 B7 : 2F 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 


ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー m -- -- -- -- 


_ — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — 
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る こと で す 。 CRC は 仕様 上 の 問題 か ら 図 2 
0 の 0 よ O な が こ し が 起こ り ま ず 。 さ この よう な く 
き は この モー ド を 使っ て CRC を 確認 し て 〈 
I2 Uv. 

ダン プ 出 力 中 は スペ ー ス キー で 一 時 停止 , 
ブレ イク で て 中断 し ます 。 
ФӨТ 

各 モ ー ド か ら は ブレ イク で スタ ー ト 画面 
ЕО あら ジング まる みる と だ さよ 
у, モニ タ ま だ た は MACINTO-C を 呼び 出 
し だ シス テム に 戻り ます 。 と ちら に 戻る が 
は 機種 に よっ て 異な り ま す 。 
@ 使 用 上 の 注意 
MACINTO-C は 次 の シス テム 上 で 動 〈 
よう に 作っ て あり ます 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


к“ “- -- -- -- “- “ҡ- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -. а a 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


-- -- see -“ “- а а -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- ---- 


MACINTO-C(B000,) 


B000 CD 08 B3 11 89 B2 CD E4 : 85 
B008 B2 CD ED B2 1A FE 1B CA : 1B 
В010 OE B3 21 0С 00 19 EB 1A : 0C 
В018 FE 50 CA 94 BQ FE 70 20 : EA 
В020 05 ЗЕ 50 CA 94 BQ CD FF : 6D 
B028 B2 38 D5 22 7D B2 CD El : BE 
B030 B2 21 00 00 CD 05 B3 11 : 69 
В038 96 B2 CD E4 B2 CD El B2 : ОВ 
В040 CD El B2 01 OF 08 CD 69 : AE 
В048 Bl CD ЕЗ B2 28 B2 CD FQ : BA 
B050 B2 FE 53 28 AB FE 54 20 : 48 
B058 OE 2А 7D B2 11 80 00 B7 : AF 


ーー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


SUM: 07 35 62 ЕЗ El 92 CA 63 B4AF 


5-05 S-OS'SWORD' 
MZ-80K/C/1200 ROM モ ニタ 
MZ-700/1500 MZ-700 用 ROM モ ニタ 
MZ-80B/2000 SB-1520, 
IMZ-1Z001M 

MZ-2500 BIOS ROM 
X1 BASIC モ ニタ 
X1turbo turbo BASIC 起動 後 の ROM 

モニ タ 


また, 一 般 的 な 注意 と し て 入力 を 途中 で 
や め て セー ブ し て お く 〈 く と き , 以下 の 機種 で 


は 実行 アド レス を 次 の よう に し て て だ る きい 
MZ-80K/C/1200/700—0000 
MZ-1500— E804 
М27-80В/2000-4н ж L 7g ^ 


ーーー…ーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


- -- -- -- -- -- ---- mm ------ -- -- -- -- “- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 


ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


о 


72 -- — — — -- -. Á. -- -- -- -- -- --. -- -- -- -- m -. -.-..-......-..... 


SUM: 4E 8E 2С 20 ЕЗ 2Е Е9 10 0269 7588 RS CD IE 98 US El C9 D3 ' m リス ト 7  X1 用 サブ ルー チン (3000,) 


B280 00 00 00 00 00 00 99 00 : 00 33 C3 21 33 C3 2B : OC 
BAB de бо P4 41 56 84 20 41 : EF 2222, 22... 3283 33 C 08 33 Сове зз CM К 
B290 44 52 53 3D 24 00 41 44 : CF | Сз ec 03 ` 10 
209 5° 53 O аа 20 ова . 3c SUM: 6A 2A 89 CD 5E 6E E7 64 BBBD — Sr 2 es “ 33 e wu 
2057 со AP зо до 2h 2 33DB 13 13 C9 2A 71 11 C9 22 : 86 j2FB 33 СЗ 9E 11 C3 ІР 11 C3 : 1Б 
Боо 2. бо CR зр до 25 зо 0 5 33E3 71 11 C9 D3 ЕЗ C3 AD 00 : 71 3303 ВІ 33 C3 B5 33 C3 9D 33 : 22 
Ms cn ri то оа за оо Doa 4. 33EB 00 : 00 330B C3 A3 33 C3 B9 33 C5 47 : 54 
edd 53 55 4p 3a 00 46 ЕМ 66. o í c w— o € 3313 3A БА 33 B7 18 CA 76 33 ` Cj 
амы А мл 42444024 SUM: 84 24 92 FD 54 D4 76 22 6F3F 331B CD 20 14 78 СІ C9 C5 47 : OF 
バン ババ パパ 1 4 Fe 3323 3E 20 CD 11 33 78 СІ C9 : 71 
Baud 9c 29 AP AB 20 2B 59 cr c DE 332B F5 3A BA 33 B7 3E 0A C4 : DF 
2 で パク パク クウ 0 ウリ 4 リス ト 5 MZ-80B/2000 用 サ プ ブルー チン . 3333 76 33 CD 46 14 Fl C9 7C : 06 
8 If C3 ER IF CO 52; 19 333B CD 3F 33 7D C5 4F CD 49 : E6 
249 C3 DO IF C3 CD IF O3 Cl 55 32DB сз 11 33 C3 21 33 сз 2B : ос 334B CB 11 8F 10 FB E6 9F C6 : 31 
отоо 32Е3 33 СЗ БЕ 33 СЗ 67 33 СЗ : А7 3353 30 ЕЕ ЗА 38 02 С6 07 CD : 3С 
HUM: 45 AU DE BD ST CF эв EI BUND ーー ご 0. 6 о и y SUM: ТА 6С 88 99 ВЕ 9р F9 CB DA91 
B300 B2 1Е C3 18 20 C3 1E 20 : CD 32FB 33 C3 23 06 C3 C7 33 СЗ : ЭЕ : 
8308 C3 11 B3 C3 17 ВЗ СЗ 21 : РВ 3303 DQ 33 C3 DA 33 C3 A9 33 : 6C bed lÍ 33 ー 2 e | 4! 2 : ns 
B310 B3 3E 0C CD F4 1F C9 FE : A4 330B C3 AF 33 C3 D8 33 C5 47 : TF 996B Bà 33 Fl O9 PR AF ы» ми | 30 
B318 0C C9 ED 5B 76 1F C3 D3 : 48 3313 3A DB 33 B7 78 C4 76 33 : E4 3373 33 Pi C9 C5 DB бео Q: ` EB 
B320 1Е C9 ・ E8 331B CD C6 08 78 C1 C9 C5 47 : A9 2 
í n E 3323 ЗЕ 20 CD 11 33 78 СІ C9 : 71 “не ー 42 で ij я 22 “я "es i 
| 332B F5 3A DB 33 B7 3E 0A C4 : 00 : 
SUM: 53 99 6F 03 А1 B4 6D 12 B375 ーー ツイ ーー プー ヘン M эр (à M сз 
333B CD 3F 33 7D C5 4F CD 49 : E6 22% x ie He pe ー F дн i : n 
р ` 3343 33 CD 49 33 C1 C9 06 94 : 10 * 
リス ト 3 MZ-80K/C 用 サ プ ル ー チ ン 334B CB 11 8F 19 ЕВ E6 ФЕ C6 : 31 33A3 FE 0С C9 11 00 FF CD 03 : B3 
(3000,) 3353 30 ЕЕ ЗА 38 02 С6 07 CD : 3С 33AB 00 DO ЗЕ ІВ 12 C9 2A ФЕ: 3C 
СИИ Е Ш О ои е Е нтк 33B3 00 C9 22 ФЕ QQ C9 C9 QQ : 8B 
3208 C3 11 43 СЗ 21 33 CI 2B : 0С SUM: 99 57 67 A1 D4 45 D2 FB D511 | |  --------------------------------- 
3283 33 СЗ 5E 33 C3 67 33 C3 : AT SUM: BQ 4B 69 76 ЕЕ 37 DD 1B BB8B 
32EB 6F 33 C3 B2 33 C3 1B 00 : 28 335B 11 33 C9 1A 13 B7 C8 CD : 86 
32F3 C3 1E 00 C3 3F 33 C3 3A : 13 3363 11 33 18 F7 F5 ЗЕ 01 32 : B9 
32FB 33 C3 1F 04 C3 B9 33 C3 : 8B 336B DB 33 Fl C9 F5 AF 32 DB : 79 РН 6. ~ 
3303 C2 33 C3 C6 33 СЗ A9 33 : 50 3373 33 F1 C9 C5 ФЕ 00 47 CD : D4 リス ト 8 Xlturbo 用 サ プ ル ー チ ン (3000。) 
330B C3 АР 33 C3 CA 33 C5 47 : 71 337B 92 33 38 10 78 D3 FF 3E : 95 
3313 3A CD 33 B7 78 C4 76 33 : D6 3383 80 D3 FE 0С CD 92 33 38 : 27 3208 СЗ 11 33 C3 24 33 СЗ 2E : 12 
331B CD 12 00 78 C1 C9 C5 47 : ED 338B 03 AF D3 FE 78 СІ C9 F5 : 7A 4485 34 ба ым 39 C3 BD 95 C3 : B3 
3323 35 20 CD 11 33 78 C1 C9 : 71 3393 DB FE E6 Өр B9 28 0С CD : 86 JEB 18 33 C3 89 33 63 CI 33 ) 00 
332B F5 ЗА CD 33 B7 ЗЕ Ор C4 : F5 339B 62 05 20 F4 AF 32 DB 33 : 6A 32F3 СЗ АС 33 СЗ 45 33 СЗ 40 : EO 
3333 76 33 CD 06 00 Fl C9 7C : B2 3343 ЕІ 37 C9 Fl B7 C9 ЗЕ 06 : A6 ЗЕРЕ 23 C3 DZ 33 CI СТ 93 CI : IB 
333B CD 3F 33 7D C5 4F CD 49 : E6 33AB CD C6 08 C9 FE 06 C9 11 : 42 3303 EF 33 C3 F3 33 C3 A3 33 : A4 
3343 33 CD 49 33 C1 C9 06 04: 10 33B3 AB 10 CD A4 06 1A FE OB : 55 330B C3 A9 33 C3 F7 33 C5 47 : 98 
334B CB 11 8F 10 FB E6 9F C6 : 31 33BB CO SE iB 12 СӨ AF CD O1 . 7i 3313 ЗА ЕВ 33 B7 78 CA 7C 33 : ӨТ 
3353 30 FE 3A 38 02 C6 07 CD : 3C 33C3 00 C3 32 08 CD 14 06 D8 ` СЕ 331B C5 01 91 17 DF Ci 78 Cl : 47 
ヤヤ ーーー ーー ーーーーーーーーー- 33CB 13 13 13 13 C9 24 DI 1! : 21 ооа 
SUM: 8B 51 48 69 BC 37 30 C8 6C23 : 
202227405 3333 ЗЕ QA C4 7C 33 C5 01 78 : F9 
335B 11 33 C9 1A 13 B7 C8 CD : 86 SUM: 90 85 79 56 13 BD 7E 1E C290 333B 17 DF СІ F1 C9 7C CD 45 : FF 
3363 11 33 18 F7 F5 3E 01 32 : B9 3343 33 7D C5 4F CD 4F 33 CD : EO 
336B CD 33 F1 C9 F5 AF 32 CD : 5D 33DB 00 00 334B 4F 33 C1 C9 06 04 CB 11 : F2 
3374 33 Fi O9 CB OR OD 4! ED DA 3353 8F 10 FB E6 ФЕ C6 30 FE : 83 
337B 92 33 38 10 78 D3 FF 3E : 95 SUM: 00 00 00 00 00 500 00 00 0000 ттт 
3383 80 D3 FE QC CD 92 33 38 : 27 SUM: B9 ТА 2F C1 DB F7 49 18 F9E1 
338B 03 AF D3 FE 78 C1 C9 F5 : 7A ; . 
3393 DB ЕЕ E6 Өр B9 28 QC CD : 86 リス ト 6 MZ-2500 用 サブ ルー チン 335B 3A 38 02 C6 97 CD 11 33 : 52 
339B 1E 00 20 Е4 АЕ 32 CD 33: 13 (3000) 3363 C9 1А 13 B7 C8 CD 11 33: 86 
33A3 F1 37 C9 Е] B7 C9 3E 16 : B6 336B 18 F7 F5 ЗЕ 01 32 F8 33 : AQ 
33AB CD 12 00 C9 FE 16 C9 11 96 32DB C3 11 33 CI 20 33 C3 ŽA QA 3373 F1 C9 F5 AF 32 F8 33 Fi AC 
33B3 A3 11 CD 03 00 C9 CD 10 2A 3283 33 СЗ 5C 33 СЗ 65 33 C3 A3 337B C9 C5 D5 5F 01 01 1A ED CB 
33BB 04 D8 13 13 13 13 C9 2A 1B 32EB 6D 33 C3 B6 33 C3 BD 33 FF 3383 78 E6 08 28 0D CD AC 33 47 
33C3 71 11 C9 22 71 11 C9 C3 : 7B 32F3 C3 B 33 C3 3D 33 C3 38 : D4 338B 20 F5 AF 32 F8 33 7B D1 : 6D 
33CB 82 00 00 82 $2FB 33 C3 C5 33 C3 DD 33 C3 : B4 3393 C1 C9 0D ED 59 ФЕ 03 3E : 2C 
Wu шш uc NILUM a 3303 E2 33 C3 E6 33 C3 AB 33 : 92 339B ФЕ ED 79 3C ED 79 18 EE : 1C 
SUM: 88 80 ІС АС 69 FQ 7C 28 673A 330B C3 B3 33 C3 EA 33 C5 47 : 95 33A3 ЗЕ OC CD 11 33 C9 FE QC : 2E 
3313 ЗА EB 33 B7 78 C4 74 33 : F2 33AB C9 C5 01 D5 20 DF C1 C9 : ED 
, . 331B DF 03 78 СІ C9 C5 47 3E : 2E 33B3 11 00 FF C5 01 E4 1D DF : B6 
リス ト 4 MZ-700/1500 用 サブ ルー チン 3323 20 CD 11 33 78 C1 C9 F5 : 28 33BB СІ DO 3E 1B 12 C9 AF 91 : 75 
(3000,) 332B ЗА ЕВ 33 B7 ЗЕ QA C4 74 : 8F 33C3 FO 1F DF C9 CD D2 33 D8 : 61 
3333 33 DF 01 F1 C9 7C CD 3D : 53 33CB 67 CD D2 33 D8 6F C9 C5 : OE 
32DB C3 11 33 C3 25 33 C3 2F : 14 333B 33 7D C5 4F CD 47 33 CD : D8 33D3 CD E5 33 38 0B 87 87 87 : BD 
32E3 33 СЗ 66 33 СЗ 6F 33 C3 : B7 3343 47 33 C1 СӨ 06 04 CB Ll ea нетен нинин еннет 
32EB 77 33 СЗ CA 33 СЗ C2 33 : 22 334B ВЕ 10 ЕВ Еб QF C6 30 FE : 83 SUM: 39 DA 00 46 64 69 B7 80 1ED2 
32F3 C3 BA 33 C3 47 33 C3 42 : F2 3353 3A 38 02 C6 07 CD 11 33 : 52 
ЭВ СІР 04 СО 00 33 C3 : 7 o ~~~~~~- 33DB 87 47 CD E5 33 38 01 BO : 9C 
3303 DE 33 СЗ E2 33 СЗ ВІ 33 : 90 SUM: ЕТ DD вз 62 DC ёе 6D BB 9597 33E3 СІ C9 C5 1А 13 01 E7 44 : А8 
330B C3 B7 33 C3 E6 33 C5 47 : 95 33EB DF C1 3F C9 2A DF FA C9 : 74 
4313 ЗА EB 33 B7 78 C4 ТЕ 33 : ЕС 345B C9 IA 13 B? CB CD 11 33 : 86 33F3 22 DF FA C9 C9 00 : 8D 
331B D3 ЕЗ CD 12 00 D3 E1 78 : Сі 3363 IB PT P3 35 91 32 о MM 9 eee. — 
3323 СІ C9 C5 47 ЗЕ 20 CD 11 : D2 336B F1 C9 F5 AF 32 EB 33 F1 : 9F SUM: 49 BO CB 91 39 18 E2 BD 8DDE 
332B 33 78 C1 C9 F5 3A EB 33 : 82 3373 C9 C5 OE 00 47 CD 90 33 : 73 
3333 B7 ЗЕ 9D C4 7E 33 D3 E3 : 2D 337B 38 10 78 D3 FF 3E 80 D3 : 23 
333B CD 06 00 D3 El F1 C9 7C : BD 3383 FE 0С CD 90 33 38 03 AF : 84 リス ト 9 MZ-80K/C 用 サブ ルー チン 
3343 CD 47 33 7D C5 4F CD 51 : F6 338B D3 FE 78 C1 C9 F5 DB FE : Al 
334B 33 CD 51 33 C1 C9 06 04 : 18 3393 E6 0D B9 28 10 C5 AF DF : 37 (B000,) 
: 339B 1 0 
озоре то 5 ISAJ EB 33 PI 37 C3 Pi a7 co M B2DB сз 11 вз сз 21 вз сз 2B : ос 
33AB 
SUM: 54 E6 4A 5C C9 76 B9 0D CA39 334% 35 ec m e DF ox co AB 0 o 
335B 30 FE ЗА 38 02 C6 07 Ср: 3C 33BB 12 C9 C5 AF DF 0D СІ CO : BC B2F3 C3 1E 00 C3 3F B3 C3 3A : 93 
3363 11 33 C9 lA 13 B7 C8 CD : 86 33C3 AF C9 C5 CD D8 33 38 9B : 58 B2FB B3 C3 IF 04 C3 B9 B3 C3 : 8B 
336B 11 33 18 F7 F5 3E 01 32 : B9 33CB 87 87 87 87 47 CD D8 33 : 3B B303 C2 B3 C3 C6 B3 C3 A9 e "o: 
3373 EB 33 F1 C9 F5 AF 32 ЕВ: 99 3303 38 01 BQ СІ C9 1А 13 DF : 7F ーー ーー シー ио y 
337B 33 Fl C9 CB OR 00 47 CD : тт тты 2505065110979. 7 
3383 9A 33 38 10 78 D3 FF 3E : 9D SUM: ЗЕ ЕС D9 DQ D2 9E 62 A5 5E8B ツー en ーー n 
338B 80 D3 FE 9C CD 9A 33 38 : 2F ーー 5 3 ー 3E on C4 : 75 
3393 03 AF D3 FE 78 СІ СЭ F5 : ТА 33DB 15 C9 ЕВ DF 14 EB C9 2A : 9A B32B F5 3A CD B ; 
339B DB FE E6 QD B9 28 0C ср: 86 33E3 E2 05 C9 22 E2 05 C9 C9 : 4B B333 76 ВЗ CD 06 00 ЕІ C9 7C : 32 
33A3 BA 33 20 F4 AF 32 EB 33 : 00 33EB 00 : 00 B33B CD 3F B3 7D C5 4F CD 49 : 66 
33AB РІ 37 CO FI] ВТ C9 3E 16 : 6. аа B343 B3 CD 49 B3 C1 C9 06 04 : 10 
33B3 CD 11 33 C9 FE 16 C9 D3 : 8A SUM: F7 CE B4 01 F6 FQ 92 ЕЗ 90E6 B34B CB 11 ВЕ 10 FB Еб OF C6 : 31 
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В353 30 FE 3A 38 02 C6 07 CD : 3C B3BB CO ЗЕ 1B 12 C9 AF CD 01 : 71 B32B F5 3A BA B3 B7 3E 0A C4 : 5F 


--------------------------------- B3C3 09 C3 32 08 CD 14 06 D8 . C5 B333 76 B3 CD 46 14 Fl C9 7C : 86 
SUM: 0B D1 48 E9 3C ВТ 30 C8 7AC4 B3CB 13 13 13 13 C9 2A DI 11 : 21 B33B CD 3F B3 7D C5 4F CD 49 : 66 
B303 C9 22 ПІ 11 C9 CI БІ 00 : OA B343 B3 CD 49 B3 СІ C9 06 04 : 10 
B35B 11 B3 C9 1А 13 B7 CB CD ⑳6 --------------------------------- B34B CB 11 8F 10 ЕВ Е6 OF C6 : 31 
B363 11 B3 18 F7 F5 3E 01 32 39 SUM: 10 85 79 56 13 BD FE 9E 1444 B353 30 FE 3A 38 02 C6 07 CD : 3C 
B36B CD BS Fl C9 qo AF 32 0p: i» MM šJ L C т әЧ-- ü /(WWA 93 — ^ ^ — 
B373 B3 F1 C9 C5 ФЕ 00 47 CD : 54 B3DB 00 00 SUM: ҒА ЕС 88 19 ЗЕ 1D 70 СВ 4E2D 
B37B 92 B3 38 10 78 03 PE 3E : 15 7 -----------...................... 
B383 80 D3 FE 0C CD 92 B3 38 : A7 SUM: 00 00 QQ 00 QQ QQ 00 QQ 0000 В35В 11 B3 C9 1А 13 B7 C8 CD : 06 
B38B 03 AF D3 FE 78 СІ C9 F5 : ТА B363 11 ВЗ 18 ЕТ F5 ЗЕ 01 32 : 39 
B393 DB FE E6 Ор B9 28 QC CD : 86 B36B BA ВЗ F1 C9 F5 AF 32 BA : B7 
B39B 1E 00 20 F4 AF 32 CD B3 : 93 リス ト 12 MZ-2500 用 サブ ルー チン (B000,) B373 B3 F1 C9 C5 D5 5F 01 01 : 68 
B3A3 FI 37 СӘРІ B7 CO 3E 16 · B6 | B37B 1А ED 78 E6 08 28 QD CD : 6F 
B3AB CD 12 00 C9 FE 16 C9 11 : 96 B2DB C3 11 B3 C3 20 B3 C3 2A : 0А B383 F3 B2 20 F5 AF 3? BA B3 : 08 
B3B3 АЗ 11 CD 03 00 C9 CD 10 : 2A Б2Е2 B3 C3 SC B3 C3 65 B3 C3 : 23 B38B 7B D1 СІ C9 0р ED 59 ФЕ: 37 
B3BB 04 D8 13 13 13 13 C9 2A : 1B B2EB 6D B3 СЗ B6 B3 C3 BD B3 : ТЕ B393 03 3E OE ED 79 3C ED 79 : 57 
B3C3 71 11 C9 22 71 11 C9 C3 : TB B2F3 СЗ B0 B3 C3 зр вз сз 38 : D4 B39B 18 EE 3E 0С CD 20 14 C9 : 1А 
B3CB 82 00 00 ・ 82 B2FB B3 C3 C5 B3 C3 DD B3 C3 : 04 B3A3 FE 9C C9 11 00 FF CD 03 : B3 
-------.--....................... B303 E2 B3 СЗ E6 B3 C3 AB B3 : 12 B3AB 00 DO 3E 1B 12 C9 2A ФЕ: 3C 
SUM: 08 80 ІС AC 69 FO FC A8 ETIE B30B C3 B3 B3 C3 EA B3 C5 47 : 95 B3B3 00 C9 22 OE 00 C9 C9 00 : 8B 
B313 ЗА EB B3 B7 78 C4 74 BÀ : F? иене 
, — B31B DF 03 78 C1 C9 С5 47 3E : 2E SUM: 30 4B 69 76 EE 37 DD 9B A633 
リス ト 10 MZ-700/1500 用 サブ ルー チン B323 20 CD 11 B3 78 C1 C9 F5 : A8 
(000) ие 
рЕ C9 7С CD 3р: nL a> 
B2DB C3 11 B3 C3 25 B3 C3 2F : 14 4020 BS (D CD AF CD 47 Hs CD S リス ト 14 Xlturbo 用 サブ プ ル ー テ ン (BDUD 
B2E3 B3 C3 66 B3 C3 6F B3 C3 : 37 B343 47 ВЗ C1 СЭ 06 04 CB 11 : 6A B2DB C3 11 B3 C3 24 B3 C3 2E : 12 
В2ЕВ 77 B3 C3 CA B3 C3 C2 B3 : A2 B34B 8F 10 FB E6 OF C6 30 FE : 83 B2E3 B3 СЗ 64 B3 C3 6D B3 C3 : 33 
B2F3 C3 BA B3 C3 47 B3 C3 42 : F2 B353 3A 38 02 C6 07 CD 11 B3 : D2 B2EB 75 B3 C3 B3 B3 C3 C1 B3 : 88 
ВЕРА BS C3 IF 84 C3 D5 B3 CI 1 АТ | —N|— | | | | || | | | B2F3 СЗ AC B3 СЗ 45 B3 C3 40 : EO 
B30B СЗ B7 ВЗ СЗ E6 ВЗ C5 47 : 95 B303 EF B3 СЗ ЕЗ B3 C3 АЗ B3 ・ 24 
B313 3A EB B3 B7 78 C4 ТЕ B3 : FC B35B C9 1A 13 B7 C8 CD 11 B3 : 06 B30B СЗ A9 ВЗ СЗ F7 ВЗ C5 47: 98 
B31B D3 E3 CD 12 00 D3 E1 78 : C1 B363 18 F7 F5 3E 01 32 EB B3 : 13 B313 ЗА F8 B3 B7 78 CA 7C B3 : 07 
B323 СІ C9 C5 47 ЗЕ 20 CD 11 : D2 B36B ЕІ СЭ F5 AF 32 EB ВЗ ЕІ : IF B31B C5 01 91 17 DF C1 78 C1 : 47 
B32B B3 78 C1 C9 F5 3A EB B3 : 82 B373 C9 C5 OE 00 47 CD 90 B3 : F3 B323 C9 C5 47 3E 20 CD 11 B3 : C4 
B333 B7 3E 0D C4 ТЕ B3 D3 E3 : AD B37B 38 10 78 D3 FF 3E 80 D3 : 23 B32B 78 C1 C9 F5 3A F8 B3 B7 : 93 
B33B CD 06 00 D3 El F1 C9 7C : BD B383 FE 0C CD 90 B3 38 03 AF : 04 B333 ЗЕ QA C4 7C ВЗ C5 01 78 : 79 
B343 CD 47 B3 7D C5 4F CD 51 : 76 B38B D3 FE 78 СІ C9 F5 DB FE : А1 B33B 17 DF СІ F1 C9 7C CD 45 : FF 
B34B B3 CD 51 B3 C1 C9 06 04 18 B393 Е6 0) B9 28 10 C5 AF DF 37 B343 ВЗ 7D C5 АЕ CD АЕ ВЗ CD EQ 
B353 CB 11 8F 10 FB E6 OF C6 : 31 B39B 0р Cl FE 03 20 FO AF 32 : CO B34B 4F B3 СІ C9 06 04 CB 11 : 72 
2... m REN NENNEN NR B3A3 EB ВЗ Fi 37 C9 Fl BT C9 00 B353 8F 10 FB E6 OF C6 30 FE 83 
SUM: 54 Е6 CA 5C C9 76 B9 QD 247F bene de ec ре e: 2 ed ~ ー a 
55 Pn 2A 38 02 OR 01 CD : зе Rina 1e боо aP DP QD Cl CÓ ` PC SUM: 39 FA 2F С1 5B 77 49 18 F663 
B363 11 B3 C9 1А 13 B7 C8 Ср: 06 B3C3 AF C9 C5 CD D8 B3 38 @B : D8 B35B 3A 38 02 C6 07 CD 11 B3 : D2 
B36B 11 B3 18 F7 F5 3E 01 32 : 39 B3CB 87 87 87 87 47 CD D8 B3 : BB B363 C9 1A 13 B7 C8 CD 11 B3 : 06 
B373 EB ВЗ ЕЈ C9 F5 AF 32 ЕВ: 19 B3D3 38 01 ВО СІ C9 1A ІЗ DF : ТЕ B36B 18 F7 F5 ЗЕ 01 32 F8 B3 ・ 20 
B37B ВЗ F1 C9 C5 OE 00 47 CD 54 2... B373 F1 C9 F5 АЕ 32 F8 B3 F1 2C 
B383 9A B3 38 10 78 D3 FF 3E 1D SUM: ЗЕ 6C D9 DO 52 IE Е2 А5 T7DDO B37B C9 C5 D5 5F 01 01 1A ED CB 
B38B 80 D3 FE OC CD 9A ВЗ 38 AF p383 78 E6 08 28 OD CD AC B3 CT 
B393 03 AF D3 FE 78 C1 C9 F5 : 7A B3DB 15 C9 EB DF 14 EB C9 2A : 9A B38B 20 F5 AF 32 F8 ВЗ 7B рі : ED 
B39B DB FE E6 0D B9 28 0С CD : 86 B3E3 E2 05 C9 22 E2 05 C9 C9 : 4B B393 C1 C9 0р ED 59 OE 03 3E : 2C 
B3A3 BA B3 20 F4 AF 32 EB B3 : 00 B3EB 00 00 B39B QE ED 79 3C ED 79 18 EE : 1C 
B3AB F1 37 C9 Е1 B7 C9 ЗЕ 16 B6 us C4 d. Г a B3A3 ЗЕ QC CD 11 ВЗ C9 FE QC AE 
B3B3 CD 11 B3 C9 FE 16 C9 D3 : QA SUM: F7 CE B4 01 F6 FQ 92 ЕЗ 90Е6 B3AB C9 СБ 01 D5 20 DF Ci CQ ` ED 
B3BB ЕЗ CD 1E 00 D3 E1 C9 D3 1E B3B3 11 00 FF C5 01 E4 1р DF : B6 
B3C3 ЕЗ CD 1B 00 D3 El C9 D3 1B B3BB СІ р0 ЗЕ 1B 12 C9 AF 01 : 75 
B3CB E3 11 A3 11 CD 03 00 D3 : 4B リス ト 13 X1 用 サブ ルー チン (B000,。) B3C3 FO 1F DF C9 CD D2 B3 D8 : E1 
B3D3 El C9 CD 10 04 D8 13 13 89 B3CB 67 CD D2 B3 D8 6F C9 C5 8E 
--------------------------------- B2DB C3 11 B3 C3 21 B3 C3 2B : QC B3D3 CD E5 B3 38 9B 87 87 87 3D 
SUM: EA AA 09 CD 5E 6E 67 E4 59C4 B2E3 B3 C3 БЕ B3 C3 67 B3 СЗ 27 IM Oo  — S | S| |  á 
B2EB 6F B3 СЗ A6 B3 C3 9C 03 10 SUM: 39 DA 80 C6 E4 E9 B7 80 7EC6 
B3DB 13 13 C9 2А 71 11 C9 22 86 B2F3 C3 4A 00 C3 3F B3 C3 3A BF 
B3E3 71 11 C9 D3 ЕЗ C3 AD 00 : 71 B2FB B3 C3 5E 11 C3 IF 11 C3 : 9B B3DB 87 47 CD E5 B3 38 01 BO : 1C 
B3EB 00 00 B303 B1 B3 C3 B5 B3 C3 9D B3 : A2 B3E3 C1 C9 C5 1A 13 01 E7 44 : A8 
--------------------------------- B30B C3 A3 B3 C3 B9 B3 C5 47 : 54 B3EB DF C1 3F C9 2A DF FA C9 : 74 
SUM: 84 24 92 FD 54 D4 76 22 6F3F B313 3A BA B3 B7 78 C4 76 B3 : C3 B3F3 22 DF FA C9 C9 00 ・ 8D 
B31B CD 20 14 78 СІ C9 CB 47 : aP ининин ннн 
リス ト 11 MZ-80B/2000 用 サブ ルー チン B323 ЗЕ 20 CD 11 B3 78 СІ СЭ : Fl SUM: 49 BO CB 91 B9 18 E2 BD AF04 
(В000,) 
B2DB C3 11 B3 C3 21 B3 C3 2B : 0C リス ト 15 BASIC 版 チェ ッ ク サ ム (HuBASIC) 
B2E3 B3 C3 5E B3 C3 67 B3 C3 : 27 
В2ЕВ 6F B3 C3 B2 B3 C3 CQ B3 : 80 10 REM CHECK SUM 300 UNTIL IN$="!" 
B2F3 C3 62 05 СЗ ЗЕ B3 C3 3A : DC 20 CLS 310 END 
B2FB B3 C3 23 06 C3 СТ B3 СЗ: 9F 30 DIM VSUM(7) 320 LABEL "CHECK" 
B303 ро вз сз D4 ВЗ СЗ A9 ВЗ : EC 40 DEF FNA$(X)-RIGHT$(HEX$(X),2) 330 OPEN "O",41,D$*"SUM" 
B30B C3 AF B3 C3 D8 B3 C5 47 : ТЕ 50 DEF FNB$(X$)-RIGHT$("0"4X$,2) 340 FOR I-0 TO 15 
B313 3A DB B3 B7 78 C4 76 B3 : E4 60 INPUT "PRINT OUT? Y/N";YORN$ 350 PRINT£1,RIGHT$("000"4HEX$(A1),4) ; 
B31B CD C6 08 78 C1 C9 C5 47 : A9 70 INPUT "START ADDRESS";SA$ 360 FOR 7-0 TO7 
B323 ЗЕ 20 CD 11 B3 78 СІ C9 : Fi 80 IF YORN$-"Y" ELSE 190 370 M1 =PEEK (A1+J) 
B32B F5 3А DB B3 B7 ЗЕ 9A C4 : 80 90 INPUT "END ADDRESS";EA$ 380 HSUM=HSUM+M1 
B333 76 B3 CD 2E 0A F1 C9 7C : 64 100 D$-"LPT:" Ç 390 VSUM(J)=VSUM(J)+M1 
B33B CD 3F B3 7D С5 4F CD 49 : 66 110 AlzVAL("&H"*LEFT$(SA$,4)) 400 DAT$-HEX$ (М1) 
B343 B3 CD 49 B3 C1 C9 06 04 : 10 120 A2zVAL("&H"*LEFT$(EA$,4)) 410 PRINT41," ";FNB$(DAT$); 
B34B CB 11 8F 10 FB E6 OF C6 : 31 130 PRINT"HIT KEY" 420 NEXT 
B353 30 FE 3A 38 02 C6 07 CD : 3C 140 DM$=TNKEY$ 430 H1$-FNA$(HSUM) 
7-------........................ 150 WHILE A1<A2 440 HSUM=9 
SUM: 19 D7 67 21 54 C5 D2 7B C934 160 GOSUB "CHECK" 450 PRINT£1," :"FNB$(H1$) 
170 WEND 460 А1=А1+8 
B35B 11 ВЗ C9 1А 13 B7 С8 CD : 06 180 CLOSE 470 NEXT 
B363 11 B3 18 FT FS SH 0192: 39 190 'END IF 480 PRINT£1,STRING$(32,"-") 
B373 D3 FI C9 C3 OR 00 11 CD : 94 210 ADR=VAL("&H"+LEFT$(SA$,4)) 500 FOR I=0 TO 7 
B37B 92 B3 38 10 78 D3 FF ЗЕ: 15 220 PRINT "'T'-»PREVIOUS 'G'=>NEXT" 510 V1$zFNA$(VSUM(I)) 
B383 80 D3 FE 0C CD 92 B3 38: AT 230 PRINT "ANY KEY START" 520 PRINT£41," ";FNB$(V1$); 
B38B 03 AF D3 FE 78 C1 C9 F5 : 7A 240 REPEAT 530 VSUM( 1 ) = の 
B393 DB FE E6 OD B9 28 0С CD : 86 250 ІМ%-ІМКЕҮ%(1) 540 МЕХТ 
B39B 62 05 20 F4 AF 32 DB ВЗ : EA 260 IF IN$-"T" THEN ADR-ADR-128 550 PRINT41 
BJAS БІ 37 СӘ FI 97 C9 ЗЕ OB ` AD 210 IF IN$-"G" THEN ADR=ADR+128 560 PRINT4£41 
B3AB CD C6 08 C9 FE 06 C9 11 : 42 280 AlzADR 570 CLOSE 
B3B3 AB 10 CD A4 06 1А FE OB : 55 290 GOSUB "CHECK" 580 RETURN 
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D-10/20 を M T -32 に 

ET ies 5, 

音色 を 知る た め の 

O0PM に よる MT-32 音 色 シ ミュ レー ショ ン errer 5 

特別 付録 

MIDI 楽 器 ガ イ ド & 試用 レポ ボー ト %%%%0%%%%%%66ө000660өөөеесесе 5, 


Oh!X LIVE in'89 SPECIAL 
X | 用 MIDI 対 応 


アフ ター バー ナー より CITY202( X | 用 MIDI)) ………… バ 5, 
ユー フォ リー・ エ ン デ ィング テー マ (X 1 用 MIDI) … 5, 
AMBITIOUS (MZ-2500) ——-———— n 5, 
ソー サリ アン より 城 の テー マ (XI/turbo) ーー 5, 
A HAPPY NEW YEAR (X 1/turbo) зы... 5, 
10 番 街 の 殺人 (Х 68000) 55555555555 е... 5, 

MusicBASIC の 拡 旨 の 5, 
INDO X family eene 6, 

380MB ハ ー ド ディ スク と 兆 磁 気 デ ィ ス ク を 接続 する 

X 68000 に 大 容量 メ デイ ィ イア を 1 ーー トド ドド ドド ドド ーー ペー 6, 

パン クロ ー& ジ ョ セ フ ソ ン 一 家 の ほ の ぼ の 日 誌 

備え さえ あれ ば, 幸せ いっ ぱい の 人 る 。』 上 の hm 6, 

絵 と 音 と 文字 を 扱う パソ コン の 次 

S, da ӨЗУ Sp E dir Mn ri, бр luu ка ка қал» 6, 

ユー ザー フレ ンド リ な 高 性 能 を 目指 す 

Ea Jp 394 9x 3 0 ате on Mex de Ere 6, 

32 ビ ピット CPU へ の 道 

マイ クロ プロ セッ サザ サ < 刻 を ご ス Теано ьоло 6, 

強力 な デジ タル 信号 処理 を 実現 

期待 の DSP と は 何 が Nee i 6, 

画像 か ら 映像 へ 

727420 e xms.------—8eeeee. 6, 

ユー ザー が 育て る コン ピュ ー タ ミュ ー ジ ッ ク の 世界 

正しく “音楽 する "” ため の 基 礎 知 識 … パ トド ト … ト トト … 6, 

22 ビ ツン ド が どう し た 7 ラッ プ ト ッ プ が どう じ た ? 

О Де р S A3R E ARI ies eod empor pem nen au e Save Cans 6, 

だ ま に は マジ メ 

нды д ӘС ЕАС 6, 

総合 家電 メー カー と し て の シャ ー プ を 探る 

HA の キー デバ イス は 電話 回 線 と コン ピュ ー タ ………… 6, 

進化 する IC カ ー ド と その 展望 

IC カ ー ド が 個人 デー タベース を 変え る で つつ ……… 6, 

最も ユー ザー に 近い パソ コン メー カー 

X メ グル ルー プ は HAE を 目指 すず ee errore nb onte teries 6, 

X68000 で オー ル マ イ ティ な 機器 制御 を 

ДРЕ £ 31 8U4E--............................................ 6, 
3 D グ ラフ ィ ッ ク へ の 飛翔 EI EEE ERE EE CRE VR hi ve Voss өө 7 
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デー タ 形式 か ら 隠 面 処理 まで 


3 次 元 デ ー タ 処理 の 基本 披 …… 必 〇 の 〇 の 〇 で (ドド ドー 7, 

3D を 2D に 変換 する た め の 

e pou uen Er d ITE 7: 

Z 座標 軸 の 奥行 き を 表現 する 

27ХУ2>ТЛУЛІ) 22999 еее е е е еее е... 1; 

一 歩 上 の 3D 表 示 へ 

スム ー ス シェ イデ ィング へ の 道 … 上 ドド に oo 7, 
X1 プ ログ ラミ ング ガイ ド プ ブッ ク …… パ (ドド 8, 

序論 XI の 正しい 使い 方 6. 8, 

ハー ドウ ェ ア か ら 見 た Xl 

В ен ОТОО 8, 

PCG の 基礎 か ら 奥 義 ま で 

Жж)! X-700 プ ロジ ェクト 上 [上 (いい いい oo 8, 

楽々 線引き プロ グラ ム 

高速 ライ ン ル ー チ テン G-LINE ИСТРА 8, 

ーー 国際 山岳 救助 隊 一 一 

パズル ゲー ババ Thé: Rescuar ынанан н Кыркыз 8, 
3D7274920mHl-^-- RM “  ““- “ -. 8, 


「 表 示 」 か ら 「 描 写 」 へ 、「 計 算 」 か ら 「 制 作 」 へ 
3D グ ラフ ィ ッ ク の 深淵 へ 
ビデ オカ メラ を 使っ て 3D デ ー タ を 取り 込む 
実践 リア ル 3D モ デリ ング eoooooooeo.......................... 8, 
より リア ル な 表現 を 追求 する た め の 
Z バ パ バッファ アル ゴリ ズム (後編 ) Vos vé elesss elo e «ee eee ra a Ue 8, 
新 ア ル ゴ リ ズム の 採用 に より 高速 化 を 実現 
サイ クロ ン ExpresSs He 8, 
活用 ハー ド デ ィ スク & プ リン タ 1 バ の ドド oonrooeoeno 9, 
買い ハー ド デ ィ スク の 選び 方 
7 機種 接続 & 総 チェ ッ ク 
Logitec LHD-34V プ itec ITX-403 プ 緑 電子 DAX-H5V 
グラ ンド コン ピュ ー タ LDM-540 プ ICM STRIDE SR- 


80 プ ICM LESAGE 6040HS プ CTS HDa-100 ………… 9, 
基礎 か ら 学 べ る 
ハー ド デ ィ スク 雑学 講座 eese 9, 
超 初 心 者 に 贈る 
HOW TO USE Нр. nia 9, 
無難 に 分 割 統治 を 行う た め の 
РДН O 8-............................................ 9, 
BASIC で 書け る ハー ドコ ピー プロ グラ ム 
ЖБИ API ................................... 9, 
プリ ンタ バッ ファ クリ ア 機 能 付 き 
DP を ーー の BDD ылық ке 9, 
ビデ オプ リン タ 活 用 プロ グラ ム 
A—(N—U0UMVFÜTZTAÓ—eeeeeee]9 3 MI 9, 
I6 ピ ンプ リン タ で 24 ド ッ ト 印 字 を 
24 ^79) v4 R$ xbpee9.e extraer бекіді 9, 
ゲー ム 面 白 心 理学 РАЛАР РЕПОРТЕР ОЕГАН 10, 
特集 を 読む 前 の ワン ポイ ント アド バイ ス 
今日 の 感性 明日 に あら ず … 上 の (ili ドド ドド ドド oo いて 10, 
SPECIAL? REVIEWS 
Ci. i ООКАТ К О КУ ЛС 10, 
АРЛАР АСТАНАҒА ППТ 10, 
プア シタ ジー ジー シン の らら hs 10, 
サ ノ バツ REI 10, 
ROUGE ALLIANCE «eee orn pa RR oo PEU e YE 10, 
с ЖҮЙ uot ee MP НАН ТТ” 10, 
維新 の 風 IIR 10, 
FRESEJXIBRASPECIALII * ВЕ .............................. 10, 
V—*UTL-:S8aIJobpMs--eee—————ees 10, 
未知 の 領域 に 潜む 
“快楽 " の 謎 を 探る ee 10, 
X68000 が 変え た 
8 つの 神話 と ゲー ム 環 境 ere emnes oen rene tane 10, 
micro Computer AP САЗО EN 
0 と | の 大 行進 
コン ピュ ー タ の 根っこ *ooooooooooo.............................. ІІ, 
マイ クロ コン ピュ ー タ へ の 招待 
初歩 か ら の CU 物証 Ss 11, 
史上 最低 の CPU 
RISC プ ロ セ ッ サ の 設計 と BE e n MIB 11, 
業界 初 ! 
EDSAC プ ログ ラミ シグ 入門 oe 1І, 
マイ クロ プロ セッ サ 潜 入 レ ポー ト 
いま どき の 32 ビ ピッ .【 高 性 能 CPU er ІІ, 
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新しい アー キテ クチ ャ を 見 る 


NYILAS Inn ІІ, 54 

周辺 LSI を 使い こ な そ う (1) 

2805-6 ОЖЛЕ  ЗЗеңЗңҢңҢңНеееезееееееееееееееееееееееееееее ее еее еее. ІІ, 59 

周辺 LS| を 使い こ な そ う (2) 

X 68000 の ハー ドウ ェ ア 操 縦 法 RM ІІ, 69 
CZ7n^2535i7472^048$8--——————————— I2. 23 

環境 設定 か ら コ ン パ イル まで 

[ÍU ^N. Ju. EIER 12, 24 

K&R も 知ら な い 

C 言語 の 12, 30 

基本 表現 を 覚え よう 

プロ グラ ミン グ 定 石 …※ 率 ドド ドー ドー ツー 12, 32 

使う た め の 基 礎 知 識 

C ESBEREYLIAJJ)JeeeecÓ€á €] HH 12, 41 


特別 付録 C 言語 簡 易 リ ファ レン ス 


第 4 回 日 本 列島 縦断 マラ ソン 

カラ ー イ ラス ト 大 集合 

Oh!X readers’ ぎゃ ら り いし に 5, 18 

micro Communication 

言わ せ て くれ な くち ゃ だ りー ドド ドド oo 5, 98 

どん な 悩み も スッ キリ 解消 

ざ ・ 質 問 箱 SPECIAL MH 5,118 
創刊 7 周年 記念 

ЖЕДЕ AXTVULXLAbeeeeeeeeeÀ9— HH 6,114 
Oh! X 2 周年 記念 特別 企画 

X68000 に ガイ ガー カウ ンタ を つなぐ 


SEI 9 M 12, 78 
特大 モニ タ & 愛 読者 プレ ゼン トー 12, 86 


THE SOFTOUCH 


THE SOFTOUCH SPECIAL 
1988 年 度 GAME OF THE YEAR ノ ミネ ー ト 作品 発表 … |, 25 
決定 ! 1988 年 度 GAME OF THE YEAR «MH 4, 73 
今年 も 勝手 に GAME OF THE YEAR: m MM 4, 118 
SOFTWARE INFORMATION 新作 ソフ ト 情 報 
DRAGON プ リヴ ォ ル ティ ー 2 プ ソ ー サ リア ン 追 加 シ ナ 
リオ Vol. 3 プ エ グ ザイ ル 2 株 価 分 析 ソ フト CK- 2 Z 
FM シン セ サ イ ザー・ ボ ー ド &D.M.SJR eM MM) I, 32 
ウィ ザー ドリ イィ #4 殺人 は 手紙 に の っ て 妖怪 変 紀 
行 ラ スト ・ ハ ル マ ゲ ドン 番外 編 プ ラス ト ・ ハ ル マ ゲ ド 
ン 「 エ イリ アン 図鑑 」 プ サル ベー ショ ング 筐 談 徳川 興隆 


記 ・ ご らく いん 商品 相場 分 析 ソ フト GS- lot 2, 18 
信長 の 野望 ・ 戦 国 群雄 伝 プ た ん ば プ ト リ トー ン 2 …… 3, 16 


ТЕТНІ5,// ЖАНА, ХӘОШО/7?оКк>У7-х/п 
ー グ ・ ア ライ アン スプ ウル ティ マ I /Master of Mon- 


sters マ ッ プ コレ ラク ショ ンド に に に 4, 64 
アド ヴァ ンス ト ・ フ ァ ン タ ジ ア ング 野球 道 プ だ ガル フス 
トリ ー ム トイ ポッ プ ————— ао нена аа 5, 20 


今夜 も 朝 ま で POWERFUL ま あじ ゃ ん 2 7—7 Ж, 
ェ ノ サイ ド グ ね し じ 式 電脳 作家 シナ リオ ディ スク ・ 
EVIL EYE ン D-RETURN 低 難易 度 バ ー ジ ョ ング Musicstu 
dio PRO-68K 用 ソン グフ ァイル 本 多 俊之 「PIECES OF 
WORK」, 戸田 誠司 「 あ の 娘 の DNA」…… M m e MMMMMMHy 6, 97 
ソー サリ アン 追加 シナ リオ VOL. 4 「 宇 宙 か ら の 訪問 
者 」 プ 野球 道 対戦 ユ ー テ ィ リ ティ ディ スク デー タブ 
ッ ク '89 プ ニュ ー ジ ー ラ ンド スト ー リ ー ン 大 江戸 繁盛 
記 プ 麻雀 武蔵 森田 の 将棋 2 プ Simple-CAD X68K/ M 
usicstudio 用 ソン グフ ァイル ЖИ АЕ, 関根 安里 ……… 7, 89 
闇 の 壱 与 伝説 ・ 女 王 塚 殺人 事件 琉球 プ DRAGON プ 
FORTH ク ロス コン パイ ラ XMF Z80 プ Z80 シ ミュ レー ト 
デバ ッ ガ SIM Z80 プ スク リー ン エ ディ タ X eZT0Pfë E 


維新 の 嵐 麻 雀 狂 時 代 SPECIAL II ・ 冒 険 編 プ 第 4 の ユ 
ニッ ト 3 ゥ デュ アル ター ゲッ ト / ジ ャ ッ ク ・ ニ クラ ウ 
スチ ャ ン ピ ビオ ンシップ * ャ ヨル フン スタ ー シ ッ プラ ン 
デブ ー プ ミ ッ ド ・ ガ ルツ 68 K ゴー ルド プ ダ ブル ・ イ ー 
グル グ 38 万 キロ の 虚空 高速 日 本 語 マ ル チ ス クリ ー ン 
エディ タ James68K HH 9, 89 
アド ヴァ ンス ト ・ ダ ンジ ョ ン & ド ラゴン ズブ リン グマ 
スタ ー| フィ リア ス ・ ノ ギ ス の 暗雲 MUSIC PRO 用 ソ 
ング ライ ブラ リ (1018 集 ) Stationery РКО -68K/ 
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SUPER DEVICE MONITER Т” КҮЛКҮЛҮҮ КҮЛҮК ҮКҮ ККК ҮҮ 10, 20 
ロー グ ・ ア ライ アン スグ ウル ティ マ II グ アル フェ イ 

ム グ や ゃ や じ う ま ペ ナン トレ ー ス ング 斬 (ТАМ) 一 一 陽炎 の 時 
8-/ЗЕ 7 > ) A TIL/ZTELENET MUSIC BOX 

グフ ラッ ピー 2 ・ ブ ルー スタ ー の 復活 プ エ メ ラル ドド 
ラゴン ググ シ ジャッ フル バ パック < お ブフ e ины 11, 84 
ヒー ロー オプ ブラ ンス ノ 倉 庫 番 パー フェ クト プレ ナム 

クラ ンク ト ア ロウ ン Misty プ バト ル チ x A/ GAMMA 
PLANET 大 戦略 マッ プ コ レク ショ ング ダブ ル ・ イ ー グ 

ルプ サ イ バ ー ノ ー ト プ メ タル サイ トナ イト アー ム 

ズ グ サイ パー ミッ ショ ング アル ピオ ング ZERO0 プ ファ 

ー ス トク イー シ だ た だ た や みのる 2 / グ ラブ ィ ッ クツ ー ル 
68K プ マジ ッ ク パ レッ Roe н н н Ө ӨӨӨ еее еее, 12, 64 
SOFTOUCH PRO-68K 

パッ クマ ニア ノボ スコ ニア ンプ パワ ー リ ー グ ググ めぞん 

一 刻 ・ 完 結 編 プ 第 4 の ユニ ッ ト ン / ノ 三国 志 プ 蒼き 狼 と 白 

き 牝 鹿 ・ ジ ン ギ スカ ング ウォ ー ニ ング ノ ヒ スト リー ガ 

イア ング WINGS OF FURY プ ファ ンタ ジーI・ ニ カ デ モ ス 
NRI О пїй& БДА dee |, 40 
サン ダー プレ ー ド プア フタ ー バ パー ナー ノ 第 4 の ユニ ッ 

ト 2 プア ー ク スン Might & Magic 2 プ ウ ル テ ィ マ 1/ 3€ 

少女 写真 館 ス ペ シ ャ ル ・ ダ ブル ヴィ ジョ ンプ カイ ンド 

ゥ ・ ギ ャ ルズ ング Z'sSTAFF PRO-68K Ver, 2 /NEW Print 

Shop PRO-68K "GRAPHIC LIBRARY VOL, |/ VOL, 2」 
———————————— 2, 34 
ライ トニ ング バッ カス プ ソ フト で ハー ド な か な 物語 2 プ ホ 

テル ウォ ー ズ ノノ 蒼き 狼 と 白き 牝 鹿 ・ ジ ン ギ スカ ング デ 
ジタル サウ ンド シス テム DiSS-P プ C& プ ロフ ェ ッ シ 

ョ ナル パッ ケー ジグ プロ グラ マー ズ ・ ツ ー ル ・ キ ッ ト 
TTr——————————————————m 3, 36 
D.C.CONNECTION・ 愛 と 死 の 迷路 アフ ァ ン タ ジ ー ゾ ー 

ング TERAZZ00S-9/ X 68000 SRCDBG//OS-9/X68000 

ネッ トワ ー ク シス テム / 彩 CRONE 68K 用 アニ メキ ッ 

ト グ 開 発 ツ ー ル ・ 彩 CRONE AART ere 4, 68 
第 4 の ユニ ッ ト 3・ デ ュ ア ルター ゲッ ト グ サ バッ シ 

ュ ン 大 海 令 ・ 追 加 シ ナリ オノ 白夜 物語 プア ッ プ ルク ラ 

ブン CARD PRO-68K 用 シス テム 手帳 リフ ィ ル 集 / 活 用 

フォ ー ム 集 プ 彩 CRONE Express2.0/OS- 9 / X 68000 用 

デー タベース CSG IMS・ プ ロフ ェ ッ ショ ナル ………… 5, 36 
GAME REVIEW 

第 4 の ユニ ッ ト ノ 極道 陣取り 白夜 物語 ………………… I, 34 
パワ ー リ ー グ グ 今 夜 も 朝 ま で POWERFUL ま あじ ゃ ん 2 

アサ イオ プレ ーー ド EM 2, 20 
ロー ドウ ォ ー2000 グ カサ ブラ ンカ に 愛 を グ プ 
SUPER 大 戦略 68 К teeter 3, 18 
Might and MagicII プ プロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー グ 

ザ ・ マ ン ・ ア イ ・ ラ ブー ドー ドド ーー に nnn 4, 66 
ЖЕМИ УО? F 5 >72—2ZZ24 Куула 5, 22 
アド ヴァ ンズ スト ファ シンジ ンタ ジア ンプ イス ター クル ーー ザー 
アフ ター バー ナー ТТЕРІ ASIS aQ КО e Me i КОЛАГЫ 6, 100 
ウル ティ マ I プ ソ フト で ハー ド か な 物語 2 Z 

第 4 ユニ イット 3… ド ドド oo 7, 92 
ガル フス トリ ー ム ノ グ 森 田 将棋 1 芽 プ ジェ ノ サ イド ………… 8, 92 
麻雀 狂 時 代 SPECIALII・ 冒 険 篇 / 

スタ ー シ ッ プラ ン デ プー ノ フ ァ ン シン タ ジ ー ゾ ー シ “… の の"… 9, 92 
闇 の 壱 与 伝説 / ジ ャ ッ ク ・ ニ クラ ウス ・ チ ャ ン ピ オ ン 

シッ プ ・ ゴ ルフ ププ ミ ッ ド ・ ガ ルツ ・ ゴ ー ル ド 68 K …… 10, 22 
L—4.X*29q4TDPAXXRAMZC-ON-Z« анн 11, 86 
ウル ティ マリ ログ Misty Z X 2 JV A Кееееезееее 12, 68 
SPECIAL REVIEW 

Master of Monsters: |, 36 
サン ダー フォ ー ス TI зе; сенен i a |, 38 
マク ロア セン ブラ CMA68K n n g gj. 993333339 |, 42 
原宿 アフ ター ダー クー ドド ドド oo 2, 22 
Murder Club DX RH 2, 24 
HoBMBERRU/GW:4»eZT7LAXeeeeeeeeeeee 2, 26 
Ў2СКОМЕ «ee Henn 2, 29 
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: これ か ら 載 せ て ほし い 記事 内 容 本 計 以 外 に お 読み の パソ コン 雑誌 
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: 推薦 する 市 販 ソ フト 
UT REA 
D 推薦 理由 : 


: 次 に 欲し いと 思う マシ ン は 何で すか ? 
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: あな た の 愛 機 は (所 有機 種 に OD を つけ て くだ さい ) な い 
: X1( マ ニア タイ プ .C.D.F.G.twin) X1turbo(model 10,20,30,40,1,Ш1,2.21,211) 
: MZ-(80K/C, 1200, 700, 1500. 80B, 2000, 2200. 2500. 2861) 


: X68000( ノー マル , ACE, PRO, EXPERT.[HD]) その 他 
: FD( X) TAPE QD HD( MB) プリ シタ ( ) : 
| 年 齢 Ж АУ Да RE 年 男 ・ 女 プレ ゼン ト No : 


% 0ss0000009009000000000900990000009000909000090090900000948900000900000000900090090909999000909000000409090000090000000000009909009000099090909090999999009090v009099 


IAN Oo 


ニー ニー ニー ニー・- 


-- 


--------------------------------------------------------------------------------------- -------.- 


(9 x * で て ガー METRE.. 
| аластоо RRAWORL {т эй ае MERO UN 


$c 


Lor ow t -” ' 
"40 b 


E. 
Ке. 
DT 


EM 


EH 
3 
5. 
cC 
ХЕ 
(1 
(& 
Ret 
4 
14 
E 
3 
@ 
® 


&@ dis ) 5 * | 


に °.7 = ——  — = °.” S р. — — з лз тол ч. с.-д AM TS ーー ーー ーー ーー ーー — — — -- -- 
| : š 


ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 


T. 


ЖЄ KREN A< 


Є Ta ETEEN TMTE EO 


= = es =- ニ ーー = -.. 


"Ew vu] 
1 а | 


.-....-. 
- 
ーー 


E RARI IEEE FIM 


J: 99 = 44 az РР -- Фф ф.о әле drum a == dp 


WERLAA | 年 間 7,200 円 
年 間 11, 440 円 


> 


|6. А 5, 72014 


Š лн Жар mii: €— 15 Ш 6 720 円 


с > 
„ Ж 


i FMNO. | 5 
pë | дубна 90,77, 継続 申し 込み 年 間 8,160 円 


よう JS NO ` 6» 4,080 円 
年 間 11, 760 円 


処理 試験 


この 払込 通知 票 は 、 機械 で 使用 し ます の で 、 下部 の 欄 を 汚さ な いよ う 特 に 御 注 
- 意 て だ さい 。 また 、 本 票 を 折り 曲げ た り し な いて くだ さい 。 | (8 B ж 
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NEW PRODUCTS 


パソコ ン 新 製品 5 機種 
_PC-8041/AX2865D 
シャ ー プ 


PC - D 


シャ ー プ は , 業界 初 の 14 イ ンチ カラ ー 液 
品 ブ イス プレ イ 搭 載 の 32 ビ ッ ト パ ー ソ ナル 
ワー クス テー ショ ン 「PC-8041」 と 。 16 ビ ッ 
ト AX パ ソコ ン 「AX286D」 の 販売 を 開始 する 。 

PC-8041 は , 640X480 ド ッ ト の 14 イ ンチ 
カラ ーDST 液 曲 デ ィ ス プレ イ を 搭載 し た IB 
M PC/AT 互 換 32 ビ ッ ト パ ソコ ユン 。 640x480 
モー ド で 512 色 中 16 色 , 320 X200 モ ー ド で 
512 色 中 256 色 が 表示 で きる た め , VGA に 対 
応 し た ツ フ ト も 使用 で き る 。CPU に は 80386 
(20MHz) を 採用 , オプ ショ ン で 80387 も 装着 
する こと が で きる 。 重量 は 13.5kg で ディ ス 
デシ レイ と キー ボー ド を 一 体 化 て "きる トラ ン 
スポ ー タ ブル 型 と な っ て いる 。 価格 は , 40 
M バ イト ハー ド デ ィ スク , 3.5 イ ンチ フロ ッ 

ー な どの 構成 で 998,000 円 。 

AX286D は ,CPU に 80286(12MHz) を 採用 
し だ AX 仕様 パッ コン 。 主 記憶 は 標準 で 640K 
234 b, 最大 13.6M バ イト まで 拡張 可能 。 日 
本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ VJE-/ 採用 の MS- 
DOSver3.2 を 搭載 し て いる 。 価格 は 。 40M 


バイ ト ハ ー ド ディ スク 内 蔵 モ デル が 458.,000 円 。 


3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー2 基 内 蔵 モ デル が 278, 
000 円 と し な っ て いる 。 
< 問い 合わ せ 先 > 


v —7W 1%06(621)1221, 03(260) 1161 


OCR 感 覚 の ハン ディ 翻訳 機 


TRAN PRO-1000 
エプソン 販売 


エプソン 販売 は ハン ディ 電子 翻訳 機 「 サ イ 
バー トラ ンス レー ターTRAN PRO-1000」 の 
販売 を 開始 する 。 訳 し た い 単語 を わ を なぞる の 
み で 和訳 で き , 従来 の よう に キー ボー ド か 
ら 英 語 を 入力 する 必要 が な い 。 ま た , 重量 
150 g で 形状 が ペン タイ フ プ '" に な っ て いる た め 
携帯 に 便利 。 

文字 の 認識 率 は , 明和 朝 体 で 90%, ゴ シ ッ 
ク 体 で 80 多 以上 。 辞 書 に 登録 し て ある 単語 
の 数 は 30889。 旅 行先 な ど で , 英字 新聞 や 
雑誌 を 読ん で いて 不明 な 単語 が あっ た 場合 
スピ ー デ ィ ー に 和訳 で きる 。 ま た , 最 大 52 単 
語 ま で 記憶 し , 呼び 出し 復習 する こと も 可能 。 
価格 は ,32,000 円 で 11 月 下旬 発売 の 予定 。 
(問い合わせ 先 > 
LPY YIRE 7%03(377)3500 


「 ミ ニ 書 院 」 の 新 製品 
WD-A610/A100 


ジ シャーン 


WD-A610 

シャ ー プ は , ワー プロ 「 ミ ニ 書 院 」 の 新 シ 
リー ズ と し て , CRT 型 で AI-V2 辞 書 搭載 の 
「WD-A610」, ロ ー コ スト 版 の 「WD-A100」 
の 販売 を 開始 す る 。 


パーツ ナル ワ ー プ ブロ の 世界 で は , 変換 効 
率 の 高き る や , 高 品位 ・ 高 速 印 字 な どの 基本 
機能 の 充実 が 求め られ て いる 。 同 製品 は , 
これ ら の 要求 に 応え だ も の て , 従来 の AI 用 
例 辞書 に 加え ぇ , 新設 計 の AI-V2 辞 書 (11 万 用 
例 ) を 搭載 し た 。 こ れ を , 基本 辞書 (14 万 語 ) 
と 併用 する こと に よっ て , 変換 効率 の 大 幅 
な 向上 が 図れ る 。 ま た , 48-56 ЕУ F2: 
解像度 を 選択 で きる プリ ンタ を 搭載 し て お 
り 9, 用途 に 応じ て 選択 で きる 。 印刷 速 度 は 
48 ド ッ ト 時 で 毎秒 50 文 字 と な っ て いる 。 

WD-A100 は , お も し ろ タ イ ピ ング 練習 や 
繰り 返し 印字 機能 が つい た ワー プロ で 学生 
や 初心 者 を ター ゲッ ト に し た も の 。 価 格 は , 
WD-A610 が 145,000 円 ,WD-A100 が 67,000 
円 と な っ て いる 。 
< く 問い合わせ 先 > 


zov —7W9 17306(621)1221, 03(260)1161 


TER 


1 


i 
| 
| 
I 
| 
| 
| 
| 
f 
| 
| 
| 
i 


BU504X 


立石 電機 は , パソ コン な ど て で 使用 で きる 
無 停電 電源 装置 「BU504X」 の 販売 を 開始 す 
5. 重量 6kg と 小型 な が ら 500VA の 出力 容量 
を 持ち , 停電 時 の トラ ブル か ら シ ステ ム を 
保護 で きる 。 充電 に は 5 時 間 要 し , 
アッ プ 時 間 は 5 分 間 と な っ て いる 。 また, 
バッ クア ッ プ 事態 が 生じ る L LED と ブザー 
で 警報 を 出力 する 。 価格 は 74,800 円 し な っ 
て いる 。 

< く 問い 合わ せ 先 > 
立石 電機 帆 2203 (436) 7266 
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マイ クロ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
VF シ リー ズ 
日 立 マ クセ ル 
VF シ リー ズ 
E NN aer ei 
VIDEO FLOPPY == 
| Tor SW Vidon Becording | 


B maxel 


VF1 


SUPER 
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E H 
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日 立 マ クセ モル は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 
新 製品 と し て , 2 イン チ 画 像 記録 用 の 「VF 
50」 と , デー タ 記 録 用 の 「VF1」 の 販売 を 開 
始 す る 。VF50 は 電子 スチ ルカ メラ の 画像 記 
録 用 で 高 品質 画像 を 長期 に わた っ て 保存 で 
きる よう に 設計 る れ て いる 。 一 方, VER 
ノー トワ ー プ ブロ な どの 2 インチ デ ィ ス ク 用 
C, 耐 環境 性 を 重視 し て いる 。 価格 は , УЕ 


50 が 1 枚 990 円 , VF1 が 1,050 円 と し な っ て いる 。 


く 問 い 合 わせ 先 > 


Нг ?+ л  1%03(241)9736 


x 今どき の 大 ニュ ー ス x 


年 の 瀬 に 近く な っ て か ら , どん どん と 大 
ニュ ー ス が 飛び 込ん で きた 。 

「 ア ッ プ ル の 平行 輸入 妨害 容疑 」。。 ア ッ プ 
ルコ ンピュータ は 日 本 法人 の 同 ジ ャ パン を 
設立 し て 総 販売 代理 店 し し て 自社 製品 を 日 
本 に 輸入 販売 し て いる が , それ と は 無関係 
に 米国 内 で 安売り マッ ク を 買い つけ て 日 本 
に 持っ て き て 販売 活動 を 行う 業者 が けっ こ 
うい る 。 そ うい っ た 業者 の 広告 掲載 な と の 
PR 活動 を 妨害 し 修理 も 引き 受け な いよ うに 
し た 疑い が 発覚 し た た め , 公正 取引 委員 会 
が 独占 禁止 法 違 反 の 疑い で 調査 を 開始 , 10 
月 上 旬 に アッ プル ジャ パン , その 代理 店 の 
キヤ ノン 販売 な ど 関 係 企 業 の 一 斉 調査 に 踏 
み 切 っ た 。 

「 ソ フト 1 円 受注 事件 」。 富 士 通 が 広島 市 
の 地図 情報 シス テム の 受注 を た っ た の 1 円 
で 落札 し た こと が 10 月 下旬 に 報道 され た 。 
こう し た 問題 は いっ ぱい あり , 冨士 通 は 長 
野 県 で も 日 本 電気 と の 間 で 同額 1 円 入札 合 
戦 を 展開 し た ほか , 和歌 山 , 埼玉 , 千葉 の 
154 от Х 198912. 


シス テム ノー ト 用 フロ ッ ピ ー ケ ー ス 
日 本 能率 協会 


日 本 能率 協会 は , BindexA5 版 の シス テム 
ノー ト 用 フロ ッ ピ ー ケ ー ス の 販売 を 開始 す 
5. 対応 フロ ッ ピ ー サ イズ は 3.5 イ ンチ と 5 
イン チ で 全国 の 有名 文具 店 で 販売 され る 。 
(quje e ox X» 

(ИН BEST: 容 03(434)6211 


プリ ンタ 新 製品 B 機 種 
エプソン 販売 

エプソン 販売 は , 10H25H k 5, ESC/P 
対応 の プリ ンタ 6 製品 の 販売 を 開始 する 。 
販売 開始 さき れる の は , カラ ー 印 字 可 能 で 漢 
字 ゴ シッ ク フ ォ ント を 搭載 し た 132 桁 ドッ ト 
イン パク トブ プリンタ VP-2050(156,000 円 ) 


自治 体 , 公共 機関 か 6 1 円 と か 1 万 円 で 沙 
札 し て いた こと が 判明 。 BUM, 公正 取引 委 
員 会 も 調査 に 乗り 出し た 。 改め て コン ピュ 
ー タ 業界 の いい か げん さる が 露 星 され る と と も 
с, 米国 に 格好 の 日 本 叩き (市 場 閉鎖 の 実 
態 ) の 材料 を も 与 を て し まっ た 。 

昨年 末 の Again Watch で 私 は 「 コ ン ピ ビュ 
ー タ の ニュ ー ス も 経済 部 ネタ か ら 社 会 部 ネ 
に 移っ て きだ 。 これから は ます ます そう 2 
だ ろう 」 と 指摘 し た の だ が , まる し くそ の 
展開 に な っ て きた 。 

と くに 1 円 受注 事件 で は 広島 。 長野 , ЖІ 
歌 山 …… と バレ て いく 〈 様 が , 昨年 の リク ル 
ー ト 疑惑 議員 の 発覚 報道 し と オー バー ラッ プ 
する ノリ さる え あ っ た 。 

これ は 即ち ,。 コン ピュ ー タ が それ だ け 社 
会 に 広く 受け 入れ られ て きだ こと を 裏付け 
е ТА ЕЛМЕН Л О Я 
意識 が 経済 フィ ー ル ド に も 広がり , 経済 大 
国 ニ ッ ポ ン で 起こ る 出来 事 自体 も 政治 。 Ж 

を 題材 し し た も の か ら 人 金融 , 産業 界 を 舞 
台 と し た 経済 事件 へ と 移っ て き て いる こと 
b 見 逃 せ な い 。 


同じ く 80 カ ラム タイ プ の VP-950 (126,000 
円 ) イン パク ト 型 の 普及 機 VP-1500 (136,0 
00) УР-1350 (94,800), 。48 ド ッ ト 熱 転 
写 プ リン タ AP-850(96,800 円 ) 24 ド ッ ト 熱 
転写 の AP-550EX(62,800 円 ) 

(quive bx 

エプソン 販売 和則 203 (377) 3500 


VP-1500 


INFORMATION 


te2/72-c3-89-—0385 


シャ ー プ 


この 秋 か ら シ ャ ー プ は , 先端 技術 を 搭載 
し た 2 台 の キャ ラバ ンカ ー で 全国 の ユー ザ 
ー を 巡 訪 する 。 ま ず ,10 月 16 日 か ら 0A 機 器 
中 心 の 「 ア タク ティ オォ プ 0A ラ イナ ー」 を ,。 1R 
か ら は , 液晶 ディ スプ レイ を 搭載 し た 「 

ィ ス アレイ シャ トル 」 を スタ ー ト する 。 こ 


Again VMacchl  —  )|. ж 


最近 の 大 き な 出 来 事 を 列記 する と, 
・ 秀 和 の スー パー 株 買い 占め 
・ ソ ニー が コロ ン ビ ア 映 画 買 収 
・ 山 水 電気 が 英国 企業 に 買収 
と 本 当 に 産業 関係 が 多い 。 

ぉ そら く 〈「 今 年 の 10 大 ニュ ー ス 」 の 中 に は 
経済 産業 関係 の 出来 事 が 半分 は 入る の で は 
な か ろう か 。 も っ と も トッ プ ニ ュ ー ス は 「 宮 
崎 容疑 者 に よる 幼女 連続 殺人 事件 」, 2 bri 
「 参 議院 で 野党 が 過半 数 議席 を 獲得 」 で 決ま 
か な の だ が 。 


| 00 年 コル ピュー タ 10 大 ニュ ー ス 伯 x 


と いう よう に コン ピュ ー タ の 話題 6 いよ 
いよ メジ ャ ー に な りつ つ あ る 昨今 , 今年 の 
ュ ン ピュ ー タ 関係 の 大 き な 出 来 事 を 恒例 に 
kb, まとめ て お こう 。 と は いえ あと 2 カ 
月 も 残っ て いる の で , エン トリ ー さ る され を そう 
な 出来 事 の タイ トル を 列記 し て みる 。 

・ 日 電 , RISC CPU の 独自 開発 を 断念 し 

米 MIPS と 提携 (2 Л), 

・ イ ン テ ル , i486 を 発表 。86 フ ァ ミ リー の 
互換 性 を 2000 年 まで 約束 (4 НУ 


Ñ CK. Щщ 
れ ら は , 忙し て て ショ ー ル ー ム に 行け な い 
ビジ ネス マン や 主婦 が , 自宅 の 近く の イベ 
ント 広場 で 気軽 に 先端 技術 に 触れ る こと を 
目的 と し た も の 。 

OA ライ ナー は , 英 日 翻訳 機 , 音声 ワー プ 
ロ 。 フ ルカ ラー 複写 機 , 電子 手帳 , ファ クシ 
iJ, 液 曲 ビ ジョ ン な ど 最 新鋭 の 技術 を 搭 
較 し た キャ ラバ ン 。 展示 の 際 に は 15 坪 ( 約 50. 
0m) と いう 広 さ に 展開 され , ユー ザー が 実 
に 使 の て みる こと も で きる 。 ディ スグ デレ 
イシ ャ トル は , йна, EL, LED な どの 各種 
フラ ッ ト パ ネル ディ スプ レイ を 展示 し た キ 
ャ フラ バン 。 こ ちら は 展示 し て ある の み で あ 
る が ,「 液 曲 の シャ ー プ 」 の 製品 に 触れ て み 
る 絶好 の 機会 。 

Cf] o e b x c» 
и — 27°) 17*06(621)1221, 03(260)1161 


が 


に ラー ピット) パッ カー ド (HP) Т 
ロ を 買収 。 

ゲー ム ボ ポー イィ イ 。 大 セッ ト (5 月 ) 

° HÆ, PC-8801 打ち 止め ( ? ) に 向け て P 
C-98DO を 発売 (5 月 )。 

・NHK が ハイ ビジ ョ ン の 定時 実験 放送 を 開 
始 (6 月 )。 

・ 学 校 用 標準 パソ ュ ン の 仕様 策定 頓 座 で , 
TRON 計画 が 後退 (6 Н), 

・ 東 芝 が 「 本 -3100 ダ イナ ブッ ク 」 発 売 。 ラ ッ 
プ ト ッ プ が 新 世 代 に (6 Н), 

・ 米 国 。 スー パー コン な ど 3 品目 で 日 本 を 
スー パー301 条 制裁 候補 に (6 В), 

・ 三 菱 系 人 工 衛星 スー パー バー ド が 故障 し , 
衛星 通信 時 代 に 暗雲 (8 Н), 

・1 メ ガ DRAM 供 給 過剰 で 東芝 , 日 電 な ど 各 
社 が 増産 停止 ・ 減 産 開始 ( 9 月 )。 

・ 第 2KDD 2 社 , 営業 開始 (10 月 )。 

・OS/2 で 日 本 IBM, 富士 通 な ど 11 社 が 連合 
結成 (9 Н), 

・ 日 電 , 98 に 32 ビ ッ ト バ ス を 採用 。(10 月 ) 
・ 公 取 , アッ プル ジャ パン の 並行 輸入 妨害 
容疑 を 立入 り 調 査 (10 月 )。 


アス キー ネッ ト サ ー ビ ス 拡 大 


アス キー 


アス キー は , 同社 が 運営 し て いる パッ ソコ 
ン 通 信 ネ ットワーク アス キー ネッ ト の サー 
ビス を 拡大 する 。 ま ず , 東京 セン ター 直通 
の アク セス ポイ ント PCS で , 電話 回 線 で の 
最高 転送 速度 で ある 9600bps の モデ ム を 導入 
する 。 同時 に アス キー カー ド ユ ー ザ ー へ , 
9600bps 対 応 の モデ ム の 販売 も 行う 。 

また 同時 に , 札幌 , 仙台 , 京都 , 広島 , 
福岡 な ど 計 13 カ 所 の アク セス ポイ ント を 増 
設 す る 。 これ に より , 地方 の アク セス 者 の 
通信 費 が , 最大 で 1/32 と 大 幅 な 節約 が 図れ 
bo これら 新設 アク モス ポイ ント は , 300/ 
1200/2400bps の 通信 速度 を サポ ー ト する 。 
(問い合わせ 先 > 
(87 AX— 容 03(486) 9661 


BOOK 


バ ソ コン 用 語 の 解説 法 
ラディ ク ・ ラ ボ 


本 書 は , パッ コン 用 語 の 正しい 解説 を 行 


うこ と を 目的 に 書か れ だ た 。「 立 ち 上 げ る 」 と 
は コン ピュ ー タ を 起動 する こと で ,RAM は 
「 ラ ム 」 と 読む な どの 基本 的 な 用 語 に つい て , 
解説 し て いる 。 新聞 や 雑誌 な ど で よ く 登 場 
する 用 語 の 解説 が 多く (, コン ピュ ー タ 用 語 
の 辞書 を 引い て も 用 語 が 理解 で き な い 人 は 
と ころ て 。 い た る と ころ で 出 や ず 洛 
UNIX 関 連 に つい て の 話 が 比較 的 面白 い の 
С, パソ コン 以外 に UNIX に つい て の 話 を 
知り だ い 人 に も お 勧め 。 

コン ピュ ー タ 業界 研究 会 編著 

B6 判 , 202 ペ ー ジ , 1,200 円 

く (問い合わせ 先 > 

(27 4 Z ` FR 容 03(235) 8061 


— Z% 
ロ ル o 


| さよ ょ なら Again 1989-12 


108, 広島 市 な ど で の ソフ ト 1 円 落札 星 放送 ISDN な ど が 話題 し な っ た 。 


事件 が 相次ぎ 発覚 (10 月 )。 

と 思い つい た だ け で も 10 個 以上 ゾロ ゾロ 
と 出 て きだ た 。 と くに 6 月 と 10 月 に 集中 し て 
い だ よ う で , ちょ っ と 興味 深い 。 

この 中 の ペー ス メ ー カ ー は , 依然 と し て 
日 電 の よう だ 。 残念 な が ら シ ャ ー プ が 主役 
に 踊り 出る こと は も は や な る そう 3。 

ワー クス テー ショ ン で は いろ いろ と 出来 
事 が あり そう だ が 実は ひと つも 入ら な か っ 
だ 。 も う 話 題 の 時 期 か 6 成 果 を 見 る 時 期 に 
入っ だ と 見 て いい の か 。 た だ RISC CPU 関 
連 で いろ いろ と トレ ンド が あっ た 。 と くに 
日 電 が V シリ ー ズ 中 心 の 戦略 を 断念 し 。M 
IPS と 提携 し た 件 や DEC が 同じ ¿ MIPS ++ 
の RISC チッ プ 搭 載 マ シン ン を 出し た 件 な ど 
で は RISC の 実力 が 改め て 世に 知ら し め ら れ 
る あこ と だ た なら た 。 

半導体 も けっ こう 話題 に な っ た 。 と くに 
1 メガ DRAM の 市 況 を 中 心 と し た 大 手 メ ー 
カー の 値 付 け と 生産 状況 の 推移 は な か な か 
面 日 い 展 開 を 見 せ た 。 

通信 は ハイ ビジ ョ ン 放 送 , 第 2KDD, í 


x 9U 人 年 代 の 話題 は x 


最後 に 来年 以降 の 見 通し に つい て 。 
話題 の 中 心 は や は り 当 面 は 日 本 電気 が 提 
うる て いる と 見 て 間 四 いな い 。 パソ ツ ソラン し 半 
導体 と いう 両 戦略 商品 を 押 き を て いる の は 
強い 。 同様 の 理由 で 東芝 も 出 て きた 。 
この 両社 に か らむ 形 で 富士 通 ,. IBM の 展 
開 が 興味 深い 。 実際 に は この 両社 は 汎用 コ 
ンピュータ と いう 基盤 製品 を 固め て いる の 
で 実際 の ポテ ン シ ャ ル は 日 電 と か 東芝 より 
も 5 は る か に 上 な は ず な の だ が , 影響 力 が を 
れ よ り 劣 っ て いる よう に 見 える の が 実に コ 
ンピュータ ビジ ネス の 面白 いと ころ で ある 。 
だ だ 繰り 返し に な る が , 社会 部 ネタ は ま 
すま す 増 える と 見 て 間違い な い 。 それだけ 
コン ピュ ー タ が 業界 ネタ か ら 一 般 社 会 ネタ 
へ と 飛躍 し て いる の だ 。 Ho SORIA 
ンピュータ が ひっ そり と し て いた 時 代 は 終 
Dol が かい こま た な の だ ろう 。 
突然 だ が Again Watch は 今回 を も っ て 終 
Т7%. ざ ご 愛奈 どう も あり が も УКР) 
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FILES МАХ 


ご この イシ デック ス は 。 タイ トル АБ 
筆者 名 , 誌 名 , 月 号 , ベー ジ で 構成 され て 
いま す 。'80 年 代 最後 の 年 も , も う 終わ り に 近 
づい て きま し た 。 忙し い 毎 日 を 送っ て きた 


Ab, 今年 | 年 を 振り 返っ て みて は いか が 。 


参考 文献 

I/0 工学 社 

ASCI アス キー 

テク ノボ リス 徳間 書店 

POPCOM 小学館 

マイ コン 電波 新聞 社 

マイ コン BASIC Magazine 電波 新聞 社 
LOGIN アス キー 
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ТСР БРУСЕЊЕ 


p 図鑑 世界 の コン ピュ ー タ ちゃ ん 第 2I 回 

NCUBE 社 の 並列 スー パー コン ピュ ー タ を 例 に , 並列 処 
理 の ハイ パー キュ ー ブ な ど に つい て 解説 し て いる 。 コン 
ピュ ー タ 用 語 独断 的 解説 大 事典 も 参考 に な る 。 — 編集 
部 , LOGIN, 19 号 , 160-161рр. 
ネッ トワ ー カ ー・ ホ リッ ク 第 8 回 

ネッ ト か ら ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム 誕生 , TADL を 紹介 。 
パソ コン 通信 版 み どり の 窓口 な ど 。 — 編集 部 , LOGIN, 
19 号 , 234-237pp. 
p 図鑑 世界 の コン ピュ ー タ ちゃ ん 第 22 回 

新 日 本 製 鐵 の 画像 処理 マシ ン , FIREPIP を 例 に 画像 認 
ix, 画像 処理 に つい て 解説 。 ほ か コン ピュ ー タ 用 語 独 断 
的 解説 大 事典 。 一 - 編集 部 , LOGIN, 205, 176-177рр. 
ネッ トワ ー カ ー・ ホ リッ ク 第 9 回 

読売 新聞 社 が 運営 を は じ め た ネッ ト ・YOMINET と , アイ 
ドル の ラジ オ 番 組 の ネッ ト ・ パ ソ パ ソワール ド , 海外 旅 
行 の 情報 ネッ ト ・ 地 球 の 歩き 方 ネッ ト を 紹介 し て いる 。 
—— 編集 部 , LOGIN, 20 号 , 234-237pp. 
ハイ テク 地獄 耳 

シャ ー プ の 液晶 ディ スプ レイ 付き 電話 機 , 子猫 物語 タ 
ムタ ム を 紹介 。 — 編集 部 , POPCOM, 11А 5, 132p. 
y 特集 コン ピュ ー タ グラ フィ ッ ク 人 入門 

電脳 お 絵描き 講座 の ほか , Z'sSTAFF PRO-68K Ver.2.0, 
サイ クロ ン EXPRESS, Z'sTRIPHONY DIGITAL CRAFT の 3 本 
の ツー ル を レポ ー ト する 。 一 - 紀要 介 / 高 島 早紀 , マイ コ 
v, ПВ, 131-157рр. 
р LET'S PROGRAMING ! 

ソー ト プ ロ グラ ム の 宿題 発表 。XIturbo, MZ-2000, СЕ 
語 な ど 。 — ЖШ, マイ コン , 中 月 号 , 245-254pp. 
p 大 手 了 予備校 / 受 験 生 集め の 傾向 と 対策 

代々 木 ゼ ミナ ー ル の 受験 情報 オン ライ ン サ ービス を レ 
ポー ト 。 一 編集 部 , マイ コン , 中 月 号 , 279-282pp. 
p ビジ ネス マン の 情報 管理 術 

電子 手帳 用 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク CE-70F の 使 
用 法 を 解説 。 一 一 塚田 洋一 , マイ コン , 中 月 号 ,304-307 


MZ-80K/C/1200/700/1500 


MZ-700/1500 (S-BASIC) 
だ ぶる すく ろ て る ・ か に さん どこ いく の ? ・ じ ど 
うし ゃ げーむ 

3 本 の ミニ ゲー ム を | 本 に まとめ た 。 一 一 みす た 一 え 
っ くす , マイ コン BASIC Magazine lI B=, 127p. 
MZ-700/1500 (HuBASIC) 
p Hu (くん ヒュ ー) 


コン ピュ ー タ の 本 か と 思っ て 手 に 取っ た ら , そ 
う で は な く , ハイ パー メデ ィ ア の 本 で あっ た 。 た 
と えば Macintosh の ハイ パー カー ド を 思い 出す 。 ハ 
イ パ ー テ キス ト と いう 言葉 も 有名 だ 。 コ ン ピ ビュ ー 
タ の 終 志 と いう タイ トル は 次 の 言葉 に 集約 され て 
いる 。「 今 や パー ソナ ルコ ンピュータ は , コン ビュ 
ー タ の 汎用 機能 を 放棄 し つつ ある 。 …… パー ソナ 
ルコ ンピュータ に 残さ れ た 意味 , つま り メ デイ ィ イア 
と し て 発展 させ て いか な けれ ば , 本 当 に 個人 の も 
の に は な りえ な い 」 汎 用 性 神話 が パソ コン の 呪縛 
で あり , そこ か ら 逃 れる 術 は メデ ィ ア と な る 道 し 
か な いと 著者 は いう 。 


コン ピュ ー タ と 対戦 する 格闘 ゲー ム 。 一 松谷 泰史 , 
マイ コン BASIC Magazine, l! B=, 128-129рр, 
MZ-1500 
p 誌上 公開 質問 状 

MZ-1500 の クイ ッ ク デ ィ ス ク の ヘッ ド 交 換 に つい て 解 
説 し て いる 。 — 編集 部 , PEGASUSS, マイ コン BASIC 
Magazine, 11 В 5, 65-66рр. 

p PA-PA-PA 

パッ クマ ンタ イプ の アク ショ ン ゲ ー ム 。 移植 版 。 一 一 

舟 生日 出 男 , マイ コン BASIC Magazine, 11H >, 130-132 


М2-80В/2000/2500/2800 


MZ-80B/2500 
p SEA TRAVELER 

巨大 な 物体 を 倒し に 旅 に 出る 。 舟 を 操っ て 敵 を 倒す , 
縦 ス クロ ー ル ゲー ム 。 — RE t, マイ コン BASIC 
Magazine, 118 5, 133-135pp. 
MZ-2500 (BASIC-M25) 
p PUSH and PULL II 

魔物 に 捕まら な いよ うに 鍵 を 拾っ て 扉 へ 。 パ ズル ゲー 
A, — 宿 久 美樹 哉 , マイ コン BASIC Magazine, I| B >, 
136-138pp. | 


Xl/turbo/Z 


X1 シ リー ズ 
b 誌上 公開 質問 状 

Z'sSTAFF-Z で 描い た グラ フィ ッ ク を CZ-8PC4 で ハー ド 
コピ ー す る に は 7 turboZ'sSTAFF の 400 ラ イン で 描い た 
絵 を turbo の BASIC で 操作 する に は ? 一 編集 部 , 多田 太 
BB, v4 3-BASIC Magazine, l|! B=, 66p. 
サン プラ ザ 中 野 さ ん と スイ カ 割 り 

な ぜ か サン プラ ザ 中 野 を 操り , スイ カ 割 り を する ワン 
キー ゲー ム 。 — XI lettuce, マイ コン BASIC Magazine, 
I1 HS, 164-165рр, 
p DRAGON' X'SPIRIT 

ナマ ズ に さら われ た リリ ー シ ャ 王女 を 救え ! ドラ ス 
ビ も どき ゲー ム 。- 一 ちろ ちん , マイ コン BASIC 
Magazine, II B=, 166-168рр, 
> 3D 地 図 作 成 プ ログ ラム 

地図 の 標高 デー タ か ら 3 次 元 の グラ フィ ッ ク を 描き お 
こす プロ グラ ム 。 海面 が 上 が っ た 場合 の シミ ュ レ ー ト も 
で きる 。 — 沢 崎 正 光 , 1/0, ІІН >, 117-121рр. 
X1 二 FM 音源 ボー ド ( 要 NEW FM 音源 ドラ イ バ ) 
サン ダー クロ ス 6 面 「Fire Cavern」 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ログ ラム 。 一 一 上 田 順一 。 マイ 
コン BASIC Magazine, |! В 5, 200-201рр. 


そし て , 二葉 亭 四 迷 か ら マ クル ー ハ ン , アラ ン ・ 
ケイ , ウィ リア ム ・ ギ ブ ソ ン な どの 考え を 引き な 
が ら , 人 に と っ て の メデ ィ ア は , と いう 問題 を 論 
じ 始 め る 。 ハ イ パ ー メ ディ ア は 人 に と っ て どの よ 
うな も の と な りう る か 。 それ を 人 は 使い こなせ る 
оз, ユー ザー イン タフ ェ イ ス 云 々 を 叫び な が ら , 
依然 と し て 「 人 間 に 機 械 に 近づく 努力 を 強い る 」 
今 の パソ コン 環境 を 考え る と こう いっ た 議論 は も 
っ と な され る べき だ と 思う 。 (К) 
1»€a—42-— ФЕ ハイ パー メデ ィ ア ・ ギ ャ 


ラク シーII 浜野 保 樹 著 福武 書店 刊 
容 03(230)2131 A5 判 267 ペ ー ジ  1,600P3 
書籍 の 価格 は 消費 税込 み で す 


X1turbo シ リー ズ 
> NEW SOFT 

BA Æ JE R Ç SPECIAL II BF 6 E Rr, — 編集 部 , 
LOGIN, 195, 29р, 
最新 ゲー ム 徹 底 解 剖 

ウル ティ マ II を 紹介 , 解説 し て いる 。 一 - 編集 部 , 
LOGIN, 20 号 , 220-22Ipp. 
f GAMING WORLD 

新着 ゲー ム , ウル ティ マ II を 紹介 。 — 編集 部 , テク 
ノ ポ リス , ИВ, 24p. 
SOFT RADAR 

麻雀 狂 時 代 SPECIAL II 冒険 訪 を 紹介 。 — 編集 部 , 
POPCOM, !!H 9, 29р. 
XlturboZz J — Z 
> ALIX 

コン ピュ ー タ と の モビ ルス ー ツ バト ル ゲ ー ム 。 一 一 浪 
ZZE, マイ コン BASIC Magazine, 11B, 169-170pp. 


X68000 


> NEW SOFT 

ゴル フシ ミュ レー ショ ン ゲ ー ム , ジャ ッ ク ・ ニ クラ ウ 
ス ・ チ ャ ン ピ オ ンシップ ・ ゴ ルフ を 紹介 。 一 - 編集 部 . 
LOGIN, 195, 3lp. 
> X68000 新 聞 

3D ソ フト の 大 特集 。 メタ ル サ イ ト , サン ダー ブレ ー 
К, スー パー ハバ ハング オン 、 フ ラッ ピー2。 ジャ ッ ク ・ ニ 
クラ ウス ・ チ ャ ン ピ オ ンシップ ・ ゴ ルフ 。PDS は X68000 用 
通信 ター ミナ ル ソ フ ト 「Telecom Miki」 を 紹介 。TITLE. SYS 
の 改造 な ど 。 — 編集 部 , LOGIN, 195, 144-149рр, 
b 最新 ゲー ム 徹 底 解剖 中 

カー ド パ ズ ル ゲ ー ム , 琉球 を 紹介 。 一 編集 部 , LOG 
IN, 19%, 210-211рр, 
р NEW SOFT 

スー パー 大 戦略 マッ プ コ レク ショ ン を 紹介 。 — 編集 
部 , LOGIN, 205, 19р, 
> X68000 新 聞 

Stationery PRO-68K, 夢幻 戦士 ヴァ リス TII, Shufflepuck 
CAFE リン グマ スタ ー I・ フ ィ リ アス ノギス の 暗雲 , メ 
タル サイ ト 。 その ほか ドッ ト 絵 の 描き 方 講座 , PDS, БЖ 
理 教室 X* な ど 。 一 編集 部 , LOGIN, 205, 160-165pp. 
p 先取 りお すす め ゲ ー ム 

速く て リア ル な 3D ゴ ルフ シミ ュ レ ーション ゲー ム , 
造 か な る オー ガス タ を 紹介 。 そ の 3D シ ステ ム の POL 
YSYS に つい て 解説 も し て いる 。 そ の ほか アー クス II な 
ど 。 一 一 編集 部 / 加 藤 英 治 , テク ノ ポ リス , IIBS, 10- 
!3pp. 
> GAMING WORLD 

新着 ゲー ム , ジャ ッ ク ・ ニ クラ ウス ・ チ ャ ン ピ オ ン シ 


ッ プ ・ ゴ ルフ , リン グマ スタ ー I ・ フ ィ リ アス ノギス の 
ЕЕ シュ ヴァ ルツ シル ト , アル フェ イム , ハイ ブリ ッ 
ド フ レー マー・ ナ イト アー ムズ を 紹介 。 — 編集 部 , テ 
クノ ポリ ス , IIHS, 21-31рр. 
攻略 お すす め ゲ ー ム 

シミ ュ レ ーション ゲー ム , 斬 [ZAN] 陽炎 の 時 代 を 徹底 
攻略 。 各 大 名 の デー タリ スト を 掲載 。 — 編集 部 , テク 
ノ ポ リス , IIHS, 49-5Ipp. 
ゲー ム が オレ を 呼ん で いる ! 

ӛт [ZAN] 陽炎 の 時 代 を 紹介 。 一 - 稲生 達朗 , POP 
COM, 1 月 号 , 70-7Ipp. 
WE ARE THE X68000 WORLD 

新着 ゲー ム , 38 万 キロ の 虚空 , メタ ル サ イ ト , ダブ ル 
イー グル 。 フ ラッ ピー2 と, グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 
PRISM68K, 常駐 型 ツ ー ル ・Stationery PRO68K な ど を 紹 
fr, — 編集 部 , POPCOM, | 月 号 , 84-88pp. 
p X68000 の 世界 へ よう こそ 

ハイ エン ド ・ ユ ー ザ ー が 語る 愛 機 の 魅力 。 大 阪 で X68 
000 ユ ー ザ ー の BBS を 開い て いる 筆者 が , その 魅力 を さま 
ざま な 面 か ら 紹 介 。 一 一 Cock robin Network 大 阪 …… “. 
č 5, マイ コン BASIC Magazine I1 B=, 43-45pp. 
b 誌上 公開 質問 状 

X- BASIC で PEEK/POKE 命 令 に 相当 する の は ? また 
RS-232C を 制御 する 方 法 は ? 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク 
で 2DD を 使え る か ? な どの 質問 に 答え る 。 — 編集 部 / 
多田 太郎, マイ コン BASIC Magazine, 11 В S, 64-65pp. 
 X68000 周 辺 機器 % ソ フト カタ ログ 

X68000 の 周辺 機器 . 実用 ノ ソフト を 紹介 。 —— 編集 部 , 
マイ コン BASIC Magazine | 月 号 , カラ ーー 折り込み 
yroom tennis 

| 人 or 2 人 用 テニ スゲ ー ム 。 要 JOY STICK, — 高橋 秀 
之 , マイ コン BASIC Magazine 119 5, 171-173рр. 
p SPACE BATTLE 

モト スタ イプ の 2 人 用 バト ル ゲ ー ム 。 宇宙 船 を 操っ て , 
相手 の 船 を 画面 外 に 追い 出せ ば 勝ち 。 — 永井 崇 博 , v 
イコ ユン BASIC Magazine, 118 =, 174-176pp. 
SNATCHER オ ー プ ニン グ ・ テ ー マ 

コナ ミ の ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ブロ グラ ム 。 — 川野 俊 
Jt, マイ コン BASIC Magazine, 11 Я =, 186-189pp. 
チャ レン ジ ! X68000 

新着 ゲー ム , ジャ ッ ク ・ ニ クラ ウス ・ チ ャ ン ピ オ ン シ 
ッ プ ・ ゴ ルフ , スー パー ハン グ オ ン と ナム コ ・ オ ー ル ド 
ゲー ム 第 2 弾 「 モ トス 」 を 紹介 。 一 一 佐久 間 亮 介 , マイ 
コン BASIC Magazine, 278-279pp. 
 X68000 マ シン 語 入門 

オリ ジ ナ ル の DIR コ マン ド を 作る 。 フ リー エリ ア 計 人 算 機 
能 を カッ ト し て ハー ド デ ィ スク で も 軽快 な 反応 速度 を 確 
(Ж, 一 高橋 雄一 , マイ コン , 中 月 号 , 234-239pp. 
な ん で も Q&A 


FILES ШМАХУ 


Human68kV2.0 で イン タラ プ ト が 効か な い の は な ぜ ? 
BOOT を RAM に 設定 し た ら キ ー ポ ー ド の 入力 が で き な く 
な っ た , な どの 質問 に 答え る 。 — 編集 部 , マイ コン , 
IIA, 414-415pp. 
> 3D ぴ ん ぼん 

マウ ス 操 作 の ラケット で ボー ル を 打ち 返せ ! PC-88 
VA 版 か ら の 移植 。 一 - 40 本 場 , |/0, IIB S, 127-129рр, 
> HSL 

高速 ライ ン 描 画 サ ブル ー チ ン 。 横 ライ ン な ら 毎 秒 2000 
本 の 描画 が 可能 。 一 一 WIZARD NK, 1/0, 11 BH S, 130-147 
рр. 

p Fremes2 

1/06 月 号 の “3D ワイ ヤー フレ ー ム グラ フィ ッ ク " の 
プロ グラ ム を 前 述 HSL を 用 いて 高速 化 を 施し た も の 。 
ーー WIZARD NK, 1/0, 118 5, 148-154pp. 
ラジ オ ・ フ ァ ク シミ リ 

X68000 に 短波 ラジ オ の 音声 信号 を 入力 し て 気象 放送 
や ファ クシ ミリ 通信 な ど を CRT に 出力 する イン タフ ェ イ 
ス と プロ グラ ム 。 一 一 Den Den Маги, 1/0, II1BH S, 193 
-198pp. 

РАУ WORKSHOP 

StationeryPRO-68K と PRISM68K の 2 本 を 紹介 。 — 宮本 
親 一 郎 , ASCII, 118 5, 337-341рр. 

p. FSV/FLD 

65536 色 の 画像 を 色 と 輝 度 に 分 け て 圧縮 する ユー ティ 
リティ 。 特に デジ タイ スズ 画像 に 威力 を 発揮 する 。 一 一 後 
有 藤 英 昭 , ASCI, 118 5, 371-376рр. 


ポケ コン 


PC-E200 
リア ル タ イ ムク ロッ ク LSI を 使う 

クロ ッ ク 回 路 を 製作 し , PC-E200 で 制御 し て いる 。 — 
石川 至 知 , マイ コン , II HS, 367-370рр. 
PC-E500 
SPACE FIGHTER E500 

あな た は いま スペ ー ス ファ イタ ー の コク ピッ ト に いる 。 
照準 を あわ せ て 敵 を 撃つ ! 一 石川 雅之 , マイ コン BA 
SIC Magazine, | 月 号 , 179p. 
PC-1245 
b 誌上 公開 質問 状 

PC-1245 と 同じ BASIC が 使え る ポケ コン は ? プロ グ 
ラム の 保存 方 法 は 7 一 編集 部 , Walking Pockecom, マイ 
コン BASIC Magazine, 11 В =, 66p. 
PC-1600K 
ボケ ッ ト コ ンピュータ 活用 術 。 

ポケ コン の 電子 手帳 化 第 6 回 。 今 回 は カレ ンダ ー 機 能 
プロ グラ ム の 追加 。 —UREE—, 7137, IAS, 
318-321pp. 


デビ ピッド ペリ サン ゲリー チャ アプ マ ン A неке R 


アメ リカ の 


書籍 の 価格 は 消費 税込 み で す 


アメ リカ の ミリ テク 戦略 

本 書 は コン ピュ ー タ 科学 に お ける 各 分 野 の 第 一 
人 者 達 の ケー スス タデ ィ を 通し て , ミリ テク (Ж 
事 技術 ) 開発 の 現状 や その 課題 を レポ ー ト し た も 
の で ある 。 ま た , コン ピュ ー タ 技術 が 兵器 シス テ 
ム の も っ と も 重要 な 要素 で あり な が ら , 逆 に コン 
ピュ ー タ エラ ー に よっ て 生じ る 偶発 核 戦争 の 危険 
性 や , 国際 的 な 政治 ・ 経 済 に 対す る 影響 も 検討 し 
て いる 。 

デビ ッ ド ・ ベ リン / ゲ リー・ チ ャ プ マ ン 編 増田 祐 
司 訳 HBJ 出 版 2203(234)3911 B5 判 350 ペ 
ー ジ 2,500Pj 


僕ら の パソ コン 10 年 史 

パソ コン が 世に 出 始め て か ら , は や IO 年 が た と 
うど し て いる 。 因 えば ニ の 10 年 間 で パソ コン は 
驚く ほど の 成長 を 遂げ た も の だ 。 本 書 で は , そん 
な 駆け 足 で 過ぎ 去っ て し まっ た この 10 年 間 の パソ 
コン の 歴史 と , 前 身 と な っ た マイ クロ プロ セッ サ 
の 時 代 を 振り 返り , | 年 ご と に まとめ た も の で あ 
る 。 その 年 の 流行 や 事件 を 交え つつ , 読み や すく 
紹介 し て いる 。 また, IO 編 の ちょ っ と し た エッ セ 
イ も 収録 され て いる 。 
SE 編集 部 編 Ж 7203(263)0447 А 5 + 
250 ペ ー ジ  1,200FPj 
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文化 祭 で X68000 の ビジ ュ ア ル シ 
〇 ェ ル か ら ダ ブル クリ ッ ク て 表示 
@ する デモ を 展示 し まし た 。 が, 
ログ ラム で し た ) と “vs.x:-" の 文字 が 残っ 
と いい 方 法 は な いも の で し ょ うか 。 

て や の うり た し と みよ ま よし た が た で 
%, パラ メー タ で “<nul” を 指定 する こと 
レク トト は や っ て くれ な いよ う で す 。 

А >уѕ >nul 

ey の メッ セー ジ は 消せ ませ ん 。 
l) 起動 ファ イル 名 の 前 に “/" を つけ る こ 
『 ず る よう に する 。 


表示 後 , グラ フィ ッ ク ロ ー ダ の 起動 メッ セ 
ー ジ (も と も と コマ ンド モー ド か ら 使 う プ 
て みっ と も な い の で す 。 結局, ディ スク の 
メッ セー ジ 部 分 を 書き 換え まし た が , も っ 
鳥取 県 БІЛ 義道 
@ な ん と か アイ コン メン テ ナ ン ス 
IÑ う も いけ ませ ん 。 以前, アイコ 
ン メ ン テ ナ ンス で ファ イル 名 を 無効 に する 
が で きよ まし た だ から, 今回 は Sme が きき 
そう に 思えん た の で す が メ ッ セ ー ジ の リ ダ イ 
ファ イル の 起動 メッ モー ジ を 消す だ け な 
ら vs.x の 起動 を コマ ンド シェ ル か ら , 
と する こと で 対処 で きま す 。 しかし,。 この 
方 法 で も "vs. x : press mouse button or k 
b OCTO. Е С Бл 
Ае Эе а” 
と て 確認 な し の ブロ グラ ム 終 了 モ ー ド に し 
C, 実行 ゲロ グラ ム 側 で マウ ス を 読ん で 終 
これ で は , ブロ グラ ム の 変更 が 必要 で す 
の で 
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2) ビジ アル ポジ シエル だ は で 使う こと だ 
を 考え 。 メモ リス イッ チ の テキ スト パレ ッ 
ト P3 を RGB と も 0 に する 。 

白い 文字 を 透明 色 に する わけ で すね 。 て , 
ビジ ェ ア ル ジェ ル ま で 見 た なく 《 な る の で は 
と 心配 する 方 , XA XC, vs.xi Е 02% 
レッ ト を 使っ て いま せん 。 で も 使用 後 の 再 
設定 は 忘れ ず に 。 (中 野 修一 ) 


X1turbo(CZ-852C) ユー ザー で 
(О) す 。 外 部 メモ リ (CZ-8BE2) を 

購入 し , 遊び の 世界 を 少し 広げ 
よう と し て お り ま す 。 turboCP/M V2.2 
(CZ-130SF) の ブー トド ライ ブ を 外部 メモ 
リ に で きる と スピ ー ド アッ プ が 図れ て 快適 
に な る と 思う の で す が , この 方 法 を 教え て 
し だ さい sg 愛知 県 持田 Ж 


8 ビッ ト 用 の DOS と し て 世界 最 


大 の ユー ザー 数 を 誇っ た CP/M 
に 関す る 質問 で す 。 も は や 共通 
メデ ィ ア と し て の 価値 は あま り 高 く あ り ま 
せん が , X1 シ リー ズ や MZ-2500 で は 言語 学 
習 用 と し て 安価 に 提供 きれ て いま すね 。 
© Т, X1 シ リー ズ で CP/M を 使用 し て ソ 
フト ウェ ア の 開発 を し よう と 考え る な ら 。, 
外部 メモ リ (EMM) は も は や 必需 品 と な り 5 
ます 。 と いう の も CP/M は OS 自体 が 古い せ 
いも あっ て か 。1 レ コー ド を 128 バ イト と し 
て 扱う た め に ディ スク の 入出 力 が 非常 (X 
$7) に 遅い の て す 。 ア ネン プラ や ヤ ュ コン パ 
イラ を 使っ て いる と , ソー スリ スト の 入力 
や オブ ジェ クト コー ド の 出力 に 要する ディ 
スク アク セス 時 間 に 膨 大 な 時 間 を と られ て 


リス ト 1 し まい ます 。 その 結果 アセ ン 
u 7), コン パイ ル 速 度 が 非常 

0000 1; sample рго-Х1 Ver В E DN 
0000 2 に 遅く な っ て し まい 。 ЖОР 
5000 3 ORG 50дон A С 
5000 4 DEMY I х СФЕ 1: 7 + 
5000 ЗЕ 41 2225 LD А,"А" ( : 
5002 CD 00 80 6 CALL BIOS ンプ ル エ ラー や 。 ブ ログ ラム 
5005 91 17 7 DW 1791H ; 1CHR PRINT 
„шн ca : RET u を 開発 し て デバ ッ グ を 行う と 
5008 10 ;---------------------------- қ NEC W Zh к ES Zo Ма 
5008 _ 11 | u いっ た だ 一連 の 単純 作業 を 繰り 
5906 33 8 genis Nod AUD. グイ ス グラ ンジ 
8999 D9 |. 14 BIOS: ЕХХ ET | 
8001 ЕЗ 15 ш (SP),HL が つい だ り 滑 えん だり 9 し て いる 
8002 5E 16 LD E, (HL) MEER d 
8003 23 17 . INC ЕЯ ( 時 間 が 長く , と て も 能率 の い 
8004 56 218 LD D, (HL | i 

| 8005 23 19 . INC HL い 開 発 環境 ほ に は いえ ませ ん 。 
8006 ED 53 12 20 LD (ADRS) , DE Ere E 
8009 80 と ころ が EMM を 持っ て い 
800A ЕЗ 21 EX (SP),HL р 
899B 22 ; る と 事態 は 変わ っ て きま す 。 
800B 01 00 1D 23 LD BC, 1D00H I 
800Е ED 79 | 24 OUT (C),A シス テム を すべ て EMM に 転 
8010 D9 25 EXX Nue 

_ 8011 CD 26 DB |€CDH  ; CALL x SS | 
8012 00 00 27 ADRS: DW 9099H x XL, EMM 上 て すべ て の 入 
8014 01 00 1E 2 28 LD BC, 1Е00Н Lu А ” гв | TEN ヾ 一 ヾ 
8017 ED 79 29 OUT (С),А 出力 を 行え を ば は ハードディスク 
8019 C9 ` 30 RET _ wv 
801A 31 U s の よう な [Ж ZZ > タ の や り 
801A 00 00 32 SAVE: DW 0000H 


取り が 可能 と な る わけ で す 。 


UESTIORN and ГМ =; W EZ = 


こう な っ て くる と 。^G に よっ て リフ ブー トナ 
る た びに ディ スク アク セス を 行う の が うっ 
と うし (思え て きま す 。 誰 で も 一 度 は ЕМ 
M を プー トド ライ ブ に 設定 で きる 方 法 は な 
いか と 考え だ こと が ある と 思い ます 。 
ブー トド ライ ブ を EMM に 設定 する 方 法 
は 本 誌 1988 年 6 月 号 の 34 ペ ー ジ に 江川 氏 が 
紹介 し て いま す が 。 現在 バッ ク ナ ン バー の 
購入 が 難し い の で は な いか と 思わ れ ま す の 
て 。 ここ て 区 め て その 方 法 を 紹介 し まし ょ 
う 。 こ れ は 通常 の シス テム デイ スク を プー 
トド ライ ブ が EMM で ある シス テム に 書き 
換え る よう に し た も の で す 。 X1 で CP/M を 
利用 し て いる 方 も 多い と 思わ れ ま す の で , 
せっ か く で すか ら つ いで に ХІ 用 の も の も 
一 緒 に 紹介 し ます 。 

š+, turboCP/M を 使っ て いる 場合 , Z 
80 用 の アセ ンプ ブラ を 使っ て , 


LD A, 6 

LD (ODBIFH), А 
ХОК А 

LD (ODB28H), А 
RET 


tA» ТР КЕТЕ ОО С СТРА 
い 。 ま た だ 。 X1CP/M の 場合 に は , 


LD A, 4 
LD (OEA33H), А 
RET 


と し ます 。 ど ちら と も ファ イル ネー ム は E 
ММ. СОМ と する の を 忘れ な いで くだ る きい 。 
次 に 先行 キー の 設定 を 行い ます 。EMM を A 
ドラ イプ と し た だ たい CP/M シ ステ ム の 入っ た 
シス テム を ドラ イブ A に 入れ て , リセ ッ ト 
し コマ ンド キモ キー トド ト て , 

STARTUP * 
と 入力 し て 先行 キー 設定 モー ド を 選択 し て 
l だ さい 。turboCP/M を 使っ て いる 場合 は 
以下 の よう に 設定 し ます 。 

COPY 回 

回 

AEYNEMM 回 
272, X1CP/M の 場合 に は , 

COPY 回 

A 回 

回 

E 回 

回 

^C EMM 回 

"C [gl 
と し て くだ さる い 。turboCP/M で は 本 来 の ド 


ァ イ プ A が ドラ イプ で と し て 使え る よう に 
な り ま す 。 こ の 設定 を 行っ た ディ スク に 先 
ほど 作っ た EMM.COM を 転送 する と 自動 的 
に EMM を A ドラ イプ と する シス テム の 出 
来 上 が り で す 。 

これ に よ ょ っ て リプ ー ト し た と き の 時 間 待 
ち が な く な っ て 快適 な 環境 が 提供 きれ ます 。 
だ だ し , この まま だ と リセ ッ ト を 押し た 場 
合 に は EMM に シス テム が あっ て も シス テ 
ム を 転送 する の で , シス テム が ある 場合 に 
は 転送 し な いよ うに する な どの 改良 を 加え 
れ ば さらに 使い や すい も の と な る で し ょ う 。 
税目 が ん ば っ て みて くだ さい 。 


1989 年 6 月 号 の 質問 箱 の 解答 で , 
(©) BIOS ROM を アク セス する プロ 

グラ ム は 8000. 以降 で な いと だ 
め だ と 書か れ て いま す が , 8000』 より 上 位 
に プロ グラ ム が あっ て も , BIOS を アク セ 
ス す る こと が で きる よう な お いし い 方 法 が 
な いも の で し ょ うか 。 当然 使 用 機種 は X1t 
urbo で す 。 三重 県 ріш ғ 


一 応 疑 似 的 に BIOS を ユー ル す 
B) oem 
FN 234.5005: C+. 


5002u で 呼ん で いる サブ ルー チン BIOS は 
最初 に SP の 内 容 ( ス タッ ク ) と HL を 入れ 替 
えま す 。 つ まり HL に スタ ッ ク に 積ま れ て 
に だ た デー 次 が が 大 る ね わけ は やす ここ で いま え 
タッ ク に 積ま れ て いる いち ば ん 最後 の デー 
タ は , この BIOS を 呼び 出し た CALL BIOS 
の 戻り 先 で ある 5005н で すか ら HL に も 50 
OSH が 格納 され ます 。 を し て 16 行 か ら 20 行 
で ADRS か 6 2 バイ ト に HLO, Уф 
b 5005н を 格納 し て , 21 行 で スタ ッ ク に H 
L の 値 を 積み ます 。 

101 & HL は .5007a で すか ら ス タッ ク 
に は 5007н が 積ま れる と ころ が ミソ で す 。 
23 行 か ら 29 行 まで が BIOS ROM の サブ ル 
ー チ ン を 呼び 出す ルー チン で す 。 最後 の R 
ET 命令 で メイ ンプ ブロ グラ ム に 戻る と き は 先 
ほど スタ ッ ク に 積ん だ 5007a を ゲロ グラ ム 
カツ ンダ に ロード に し で OTR 5007m に 
戻っ て て く て れる と いう わけ で す 。 

この ブロ グラ ム で は 巧み (?) に スタ ッ 
ク ポ イン タ を 使っ て 呼び 出し を 実現 し て い 
ます 。 い わ ば コン ピュ ー タ を ご ま か す こと 
に よっ て 実現 8 きれ て いる も の で すか ら , Ж 
際 に スタ ッ ク に デー タ が 積ま れ て いく 状態 
を 紙 に 書き な が ら 考 ん な いと わか り づ らい 
か も し れ ま せん 。 こ の よう な 特殊 な ブログ 


ラム は 複数 の BIOS の サブ ルー チン を 呼び 
出す 場合 な ど に , CALL BIOS の 次 に , 
DW アド レス 

と 書く こと に よっ て BIOS ROM を 呼び 出 
すこ と が で きる の て 便利 か も し れ ま せん 。 
ROM 版 の PC-8801 用 “SWORD" で は この 方 
法 で BASIC ROM の サブ ルー チン を 呼び 出 
し て いま し た 。 し か し ひと つか 2 つの サ ア ル 
ー チ ンタ を 使う だ け な ら 56, こん な ややこしい 
こと を し な 〈 く て も 呼び 出し 位置 だ け 8000』 
以降 に ある よう な プロ グラ ム を 書い た ほう 
が 短い し , わか りや すく すみ ます の で , こ 
の よう な プロ グラ ム を 使う 機会 は ご 限ら 
れ た だ 場合 だ け で し ょ Ээ, 


今度 自分 で ゲー ム 用 の вом F 
(О) ライ バ を 作っ て みよ うと 思っ て 
いま す 。 音 を 鳴ら す 方 法 は わか 
っ た の で す が , OPM に 4 分 音符 や 8 分 音符 
な ど 音 長 を 教え る 方 法 が わか り ま せん 。 ど 


の よう に すれ ば よい の で し ょ うか 。 
千葉 県 喜多 祐一 


市 販 ゲ ー ム の よう に BGM t 
@ ー ム を 並行 に 処理 し よう と する 
П なら, 当然 ハー ドウ ェ ア 割 り А 
み を 使う こと に な り ま す 。 割り 込み を や る 
し 説明 する な ら , ある 一 定 の 間隔 で CP 
U り に いま や っ て いる 仕事 を 休ん で も らい , 
を の あい だ に 必要 な 割り 込み 処理 を 行っ て , 
その あと さら に CPU に 休ん だ 仕事 を 再開 し 
(pb D. Аты атыла суа U S Әсі 
C な ど を 使っ た 割り 込み の 詳し い 解 説 に つ 
いて は , 11 月 号 を は じ め 以 前 に 何 度 か 本 誌 
で 触れ られ て いる の で そちら を 参照 し て 〈 
ub E 

OPM に 直接 音符 の 種類 を わか ら せ る よう 
な 命令 は あり ませ ん 。 音 符 の 管理 は 自分 自 
身 で 行わ な が く て は な ら な い の で す 。 仮に 全 
音 価 の 長 さ る を 256 と 決め た と する と , 2 分 音 
符 は 128, 分 音符 は 64 と 表せ ます ね 。 こ の 
長 さ を 音 長 を 表す カウ ンタ し として, 割り 込 
み が か か る た びに カウ ンタ の ワー クエ リア 
を 1 減ら し , 0 に な っ た ら 音 を 消し て ワー 
ク に 音 長 カ ウン タ を セッ ト し て 音 を 出さ せ , 
また だ 0 以外 の 場合 は カウ ンタ を 1 減ら す よ 
うな 割り 込み 処理 プログ ラム を 作り ます 。 
この ょ うに すれ ば 音符 を 管理 する こと が 可 
能 で す 。 

具体 的 な 流れ を 追っ て み ま し ょ う 。 まず, 
1 チャンネル 目 の カ ウン タ を デ ク リ メン ト 
し て 0 以外 な ら を その まま , 0 なら ば 1 チャ 
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ン ネ ル 目 用 の デー タ エ リ ア か ら 1 音 分 を 鳴 
ら す た だ ため に 必要 な デー タ を 取り 込み , その 
デー タ に 従っ て 処理 を 振り 分 け OPM に デ 
— 035037, ELTA 29 vL XE 
降 に つい て も 同じ 処理 を 繰り 返し て いく の 
て す 。 

55, これ は 一 種 の イン タプ リタ で ある 
と いえ ます 。 音源 ドラ イ バ を 作る と いう の 
は MML 用 の イン タプ リタ を 作る と いう こ 
と な の で す 。 重要 な の は 効率 の よい デー タ 
形式 を 考え る こと , で きる だ け 軽 い 処理 に 
ずる こと て しら じ ま よう 

デー タ 転 送 の 部 分 は ぼう し よう も あり を ま 
せん が , 命令 に よっ て 処理 を 振り 分 ける 部 
分 は いく ら ヵ 考 應 の 余地 は あり ます 。 た と 
ぇ えば, MusicBASIC で は それ ま て 演奏 時 に 
行っ て いた 音 長計 算 も デー タ 格 納 時 に 行う 
まだ し も だ ロマ ンド な 上 で デラ Ше 
リア を まとめ だ たり と いう 工夫 が 凝ら きれ て 
いま す 。 

を そのほか, 速い パッ セー ジ を 使わ な けれ 
ば 割り 込み 周期 を 長く し て CPU の 負担 を 軽 
減 で きま すし , ゲー ム 専 用 ほ い うこ と で あ 
れ ば 演奏 する デー タ を 特定 で きる の で , > 
ー タ エリ ア の 設定 や 音 長計 算 な ど , あら か 
じ め 実 行 時 の 処理 が 軽く な る よう な 設計 も 
で きる と 思い ます 。 本誌 で も 数 度 に 渡っ て 
音源 ドラ イ バ の 制作 が 行わ れ て いま す の で 
それ ら の ソー スリ スト を 参考 に し て くだ る 
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質問 に お 答え し ます 
日 ご ろ 疑 問 に 思っ て いる こと , どん な こ 
と で も 結構 で す 。 ど ん どん お 便り くだ さい 。 
難問 , 奇 問 , 編集 室 が 総力 を 上 げ て お 答え 
いた も ます ず す 。 た だ た だ し 、 お客 せい た だ だ いじ てい 
る も の の 中 に は , マニ ュ ア ル を 読め ば すぐ 
に 回 答 が 得 ら れる よう な も の も 多々 あり ま 
+, 最低 限 , マニ ュ ア ル は 再読 し て お きま 
し ょ う 。 質問 は な る べく 具体 的 に 機種 名 , 
シス テム 構成 , 必要 な ら 図 も 入れ て こと 細 
か に 書い て くだ さい 。 ま た ., 返信 用 切手 同封 
の 質問 を よく 受け ます が , 原則 と し て , 質 
問 に は 本 誌上 で お 答え する こと に な っ て い 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 なお, 質問 の 内 
容 に つい て , 直接 問い 合わ せる こと も あり 
ます の で , 電話 番号 も 明記 し て くだ さい ね 。 

宛先 : 〒102 東京 都 千 代田 区 
九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 

帳 日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
[Oh ! X 質 問 箱 」 係 
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クリ スマ ス は や っ て くるし, OhIX は めで 
た く 2 周年 (創刊 7 ЕЖ) を 迎え た し , 
X68000 は 順調 に 売れ て いる みた い だ し 


例 |0 月 号 の 「 ゲ ー ム 面白 心理 学 」 は た い へ ん よ 
か っ た 。 特 に 西川 氏 の ゲー ム (ファ ンタ ジー ゾ 
ー ン ) に 対す る 情熱 が 読ん で いて ひし ひし と 感 
じ ら れ まし た 。 僕 も この ゲー ム は 絶対 買い の 2 
重 丸 で す 。 こ の ゲー ム に は と ん で も な い オ マ ケ 
が つい て いま す 。 ま ず | 面目 で は 右 か ら | 番目 
の 基地 , 2612127? ? と いう ふう に 消し て い 
き 最終 面 ま で 行く と , な ん と , と ん で も な い 隠 
し 面 が ……。 あ と は 自分 で 見 て 感動 し て くだ さ 
い 。 三浦 裕行 (25) 神奈 川 県 
を あ $ フ ファンタ ジー ゾー ン の ウィ ンク ロン の 目玉 の 
上 に 入っ て じっと し て いる と , だ ん だ ん 回 転 が 
速く な っ て き て も の すご く 速 く な る と 実は いつ 
の ま に か 逆 回 転 に な っ て いて , 徐々 に スピ ー ド 
ЛЕБ СЕБЕТ, Т, その うち いっ の た ん 止ま っ 
て , また 最初 と 同じ 方 向 に 回 り 出 す と いう こと 
を 確認 し まし た ( 暇 な 奴 )。 で も ボム が 当たら な 
いか ら ま っ た さく 倒 せな か っ た の で し た 。 
# 啓 泰 (22) 東京 都 
編集 宝 に ある 21 イ ンチ ディ スプ レイ が つ な 
が っ た だ X68000 に は , 昼休み ご と に 他 の 部 の 
人 た だ たち が フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン を や り に きま 
す 。 ゲ ー ム は ほとん と ど 遊 ば な い 人 で も , o 
つの 間 に か 最後 まで 行く よう に な る の で す 。 
アイ デア と に いい, バラ ンス と いい , きす が 
СЭ 
全 |0 月 号 特集 の サバ ッシュ に つい て , 戦闘 モー 
ド は 遅く あり ませ ん 。 フ OOOOO3, 500 
OOOQOOA, CC X X OCO =L EAT- 
いと 思う 。 で は な ぜ 遅 いと 書か れ た か ? ES 
ん 戦闘 時 の メッ セー ジス ピー ド を 80 の まま プレ 
イ し て いる の で は な いで し ょ うか (違っ た ら ス 
ミ マ セン )。 ちな み に 私 は 5 で や っ て いま す 。 (4 
か に も 言い た いこ と が た くさ ん あり ます 。 こ の 
ソフ ト は 僕 の 持っ て いる 数 少な い ソ フト の な か 
で 最高 だ と 思う だ け に くやし い 。0.1Imm ペ ン で 
書き まく る ぞ ー! ЖШ A (19) 京都 府 
(C) 君 は スピ ー ド 1 で や っ て いる そう で 
す 。「 比 べ る も の が 遅 す ぎる ん じゃ 」 だ っ 
て 。 う 一 ん , 彼 は せっ か ちな の か な 。 
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FROM READERS TO THE EDITO 


…… と, 12 月 は 明る い 話 題 が 多い で すね 。 
と いう わけ で , STUDIO X の 1 年 も 無事 
に 暮れ て ゆく の で し た 。 


サバ ッシュ が 終わ っ た 。 戦闘 時 間 が 長く 最後 
の 敵 な ん か 30 分 も か か っ た 。 お か げ で ヨ ソ ゴ ト 
し て いた 私 は エン デイ ング を 見 で そ ね て も うー 
度 戦う は め に な っ て し まっ た 。 アー トディ ンク 
か ら ダ ブル イー グル の デモ ディ スク が 送ら れ て 
き て , 思わ ず 感 心して し まっ た 。 会 員 全員 に 送 
うた の だ ろう か が か が かす JUL た も の だ 。 
牧野 智久 (2!) 愛知 県 
を を サバ ッシュ の 採点 表 の ファ ラナ ー ク と いう 項 
目 が と て も よかっ た (これ は や っ た 人 に し か わ 
か ら な い )。 ЕН 宏美 (|7) 広島 県 
よく ぞ 「 ね じ 式 」 を 特集 で 取り 上 げ て くだ さ 
っ た 。 だ いぶ 前 に NHK で 「 紅 い 花 」 を や っ た と き 
以来 の 大 感激 。 ツ ァ イ ト の 「 こ だ わり 」 に 期待 
Li. 早坂 栄一 (35) 岩手 県 
ねじ 式 の 記事 を 読ん だ ら 原 作 の ほう が 読み た 
く な っ て , 本 屋 を 探し まわ っ て 「 ね じ 式 ・ 紅 い 
花 」 を 買っ て し まい まし た 。 ス ゴイ ! の 一 言 
に つき ます ね 。、 と うと う ウ チ に ある マン ガ も 700 
冊 を こえ て し まい まし た が 久々 に 感動 する マン 
ガ で し た 。 ゲ ダー ム の ね じ 式 も や り た いで すね 。 
近藤 英二 (18) 愛媛 県 
ね じ 式 は 編集 部 で も 久々 に 「 お お っ 」 と 評 
判 に な が なり まし だ た から ね 。 こ うい う 意 外 性 の 
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ある ソフ ト が 増え る と 本 誌 の レビ ュー も 面 
白く な る ん で す が 。 
を 荻窪 氏 の 言葉 「 す ぐ ゲ ー ム を 始め た が る 人 は , 
よほど 快感 原則 が 強い か , 現実 が その 人 に と っ 
て 耐え が た いも の か , の どちら か だ ろう 」…… 
ウム ム , 三 年 殺し の 秘 孔 を 突 か れ た よう な 気分 
だ 。 暇 が で きた ら , X68000 マ シン 語 入門 で 勉強 
し た こと を 使っ て 必ず りっぱ な プロ グラ ム を 作 
DE (C で 作っ た プ ブログ ラム は 電脳 に 出し て み 
まじ た だ 久保 田 文彦 (28) 長野 県 
を ジェ ノ サ イド に 投票 し た けど , や っ ぱり 一 歩 
間違う と クソ ゲー か も し れ な い 。 は っ きり いっ 
て カタ イ 。 カタ すぎ る 。 ゲ ー ム を し て いて スカ 
ッ と し な い 。 ある程度, スカッ と する ザコ キャ 
ラ が 欲し か っ た 。 それから, ボス キャ ラ に は ゲ 
ー ジ を 表示 し て ほし い 。 誰 で も ラス ト 近 くま で 
行け る よう な か な パラ ンス と マニ ア に は Very High 
モー ド を 付け る と か し て 対応 し て も らい た い 。 
岡山 稔 明 (22) 長野 県 
X68000 ユ ー ザ ー を 魅了 し た 追 真 の パワ ー 
を だ だ える 声 も あれ ば , ゲー ム デ ザイ ン に 
問題 あり と 評 す る 声 も あり 。 話題 作 で すね 


--- 


僕 は 今 98 ユ ー ザ ー で す が , 本 当 は た だ の ゲー 
ム 好 き な の で す 。 それ が な ぜ か 98 を 買っ て し ま 
っ て 今 に 至 る と いう わけ で :……。 だから, Oh!X を 
読ん で X68000 も 結構 いい な と 思い , 次 に 新しい 
の が 出 た ら , な ん と か X68000 を 買い た いと 思い 
ます (98 売 っ て ね ! )。 
МЕ 貴司 (16) 東京 都 

まだ た ひと つっ 98 が 死ん だ 。 …… 6 
人 中古 ソフ ト を 買い だ めし て し まっ た (安い か 
ら つ いつ い 手 を 出し た )。Wil や テグ ザー, ロス 
ト パ ワ ー に , は ぁ あり いふ ぉ っ くす 2, 暗闇 の 視 
点 , ес, ああ , な つか し 一 。 思わ ず タ イム トラ 
ベラ ー。 そ し て も 一 すぐ 国 試 が ある 。 な ん も や 
っ て ね ー。 すごく, や ば い ! 

大 津 pz (19) 福岡 県 

を の あたり の ゲー ム ソ フ ト っ て 今 で は 貴重 

で す よ ね 。 東京 だ っ て な か な か 手 に 入り ま 

せん よ 。 あ っ そう そう, どなた か 存じ ませ 

ん が ボン バー マン 送っ て くれ た 方 , あり が 
と う ざ き いま すず す 。 


を を X-BASIC プ ログ ラミ ング 調理 実習 で チェ スポ ボ 
ー ド を 作っ て いま し た が , 僕 は チェ ス を 知ら な 
(ы で きれ ば , 中 月 号 で チェ ス の ルー ル を 教え 
tC SUM 伊藤 健一 (17 兵庫 県 
今月 は ター トル グラ フィ ッ ク の 解説 が ある 
ANGE, きっ と 「 僕 は 数 学 が わか り ま せ 
」 と いう ハガキ が くる だ ろう な 。 Е 
215124; 
人 日本橋 は 恐ろし いと ころ で す 。 XIGmodel 10 
(新品 ) が \ 1,000 で 売ら れ て お り ま し た 。 同じ 
店 の シャ ー プ の ジョ イカ ー ド より も 安い の は な 
ぜ だ みう 。 荻野 mte (20) 兵庫 県 
あの あ 。 あ ん まり で すず ね 。 と ころ で て 。 G の そ モデ 
ル 10 っ て 最後 の カモ ッ ト 内 蔵 コ ンピュータ 
な ん じゃ な い だ ろ うか 。 
Oh X の 記事 は 笑わ せ て くれ る だ け で な く , 
思い っ きり 考え させ て くれ る よう な も の (|0 月 
号 で いえ ば 知能 機械 概論 ) も あっ て と て も いい 
と 思う 。 本 文 の 言葉 を 借り れ ば , 自分 は サブ プリ 
ミナ ル メ ソ ッ ド され て いる か も し れ な いと いう 
不安 感 は , な ん と も いえ な いも の が ある (こう 
いう の は ほか で は 味わえ な い )。 
大 森 幹雄 (17) 神奈 川 県 
Oh! X に は 深層 心理 に 訴え る 数 々 の メッ セ 
ー ジ が い だ た る と ころ に 仕掛 けら れ て いる ん 
で す よ 。 ふ ぉ は ほ は ほ は は ほ (ハッ タリ だ っ て ば )。 
全 つ い に 念 願 の X68000 を 買い まし た 。 最 近 , (Ж 
の 部 屋 は 完全 に ゲー セン と 化し て いま す 。 これ 
で は まず いと 思い , ふと 気づい た の で す が , 
X68000 を 使 お うに も 何 ひ と つ 知 ら な いと 
だ か ら 0h!X で は も っ と X68000 を 使う た め に 必 
要 な プロ グラ ム を 載せ る べき で す 。 
久 下 沼 (ЧЕ (20) 石川 県 
人 エロ エム エッ サイ ム , エロ エム エッ サイ ム 。 
我 は 求め 訴え り 。 出 よ , 
第 13 使 徒 レー ザー プリ ンタ ! 
第 4 使徒 光 磁 気 デ ィ ス ク ! 
第 15 使 徒 DSP ボ ー ド ! 
第 16 使 徒 68030 ボ ー ド ! 
瀬戸 QE (23) 神奈 川 県 
あや し げ な 呪文 だ 。 効 (と いい けど 
人 スタッフ 希望 で し た が , な ん で す ! ФОН 
由 論 文 6000 字 っ て !! 4 月 号 の と き は レポ ー ト 
用 紙 2 枚 だ っ た の に ……。 BEL < Ç L др 
り ま せん 。 助け て くだ さい 。 
佐藤 2% (20) 茨城 県 
6000 字 っ て 一 瞳 多 いよ うに 思う けど , 実は 
記事 で いう と た っ た だ 2 ペー ジ 分 で す ょ 。 本 
誌 の スタ ッ フ な ら 一 晩 仕事 か も 。 
を を XxX| の ソフ ト が 発売 され な く な っ て し まっ た 。 
し か し , XI を 手放す の は まだ は や い ぞ 。XI は プ 
ログ ラム を 楽し む (ELE?) た め の 道 具 と し 
て ユー ザー の 元 に 帰っ て きた の だ 。 $ *, XI 
に 全力 を 投入 する 絶好 の 時 期 だ ! と 私 は 思う 
(だ っ て X68000 買 う お 金 が な い )。 
田中 啓介 (23) 神奈 川 県 
デー ビー ソフ ト さ ん が X68000 用 フラ ッ ピ ー 
2 を 登場 させ て くれ ます ね 。 こ うな っ た ら , Ж 
は タイ トー さん が , あの 名 作 「 ち ゃ っ くん ぼっ 
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ぷ for X68000」 を 出し て くれ る こと を 期待 し ま 
H3. 相原 弘一 (19) 大 阪 府 
Ф X-BASIC 6 V0) CY Zi, BASIC98 の よう な ハ 
イス ピー ド な BASIC, そし て コマ ンド が HuBASIC 
と 変わ ら な いよ うな BASIC は 出 な い の で し ょ う 
か ? XIlturbo で 作っ た BASIC プ ログ ラム を ハイ 
スピ ー ド で X68000 で 動か せ た ら いい な あと 思 
う 毎 日 で す 。 R 正寛 (3|) 滋賀 県 
も と XX1/turbo ユ ー ザ ー な ら や っ ぱり そう 
皿 い ます よね 。 だ れ か 作っ て て くれ な いか 
な ? 
金 映画 「 ノ ー ラ イフ キン グ 」 の 学習 琴 で は , 
X68000 が 使わ れ て いる よう で すね 。 や っ ぱり 絵 
に な る の は 98 よ り も X68000 っ て こと で し ょ う 
か 。 目立ち た が り 屋 の TOWNS 君 が 出 て こない の 
も 不思議 だ 。 沼部 Ж-Е (20) 群馬 県 
まこ と 君 の お 母さん は 98 を 使っ て いま し た 
けど ね 。TOWNS 君 は 出 て こ な か っ た な あ 。 
コンピ ュー タ ア ニメーション の Vol.1.2 を L 
D で 観 ま し た 。 い や ぁ す ご く よ か っ た 。 実写 と 
し か 思え な いよ うな も の あり , シミ ュ レ ー シ ョ 
ン あ り , コミ カル な も の あり , と 内 容 も 盛り だ 
くさ ん で し た 。 ま だ 観 そ て いない 人 に は ぜひ と 
も , と 思い ます 。 АЖ mU (20) 岐阜 県 
を を XC の バー ジョ ン ア ッ プ が ある っ て 聞き まし 
た の が いつ づる が か ん た で し ょ よう か 7 
= ЖИН (20) 大 阪 府 
着 々 と 進ん で いる と 思い ます よ 。 で も , 一 
太郎 の よう に 毎年 バー ジョ ン ア ッ プ と いう 
わけ に は いき ませ ん か られ ねえ 。 
人 サポー ト ツ ー ル Stationery PRO-68K の 登場 で , 
電子 手帳 は リッ パ な X68000 の 周辺 機器 と な っ 
た 。10 月 か ら は IC カ ー ド に ゲー ム な ど 新 し いも 
の も 発売 され る よう だ し , OhX で も 電子 手帳 の 
活用 記事 を 載せ て くだ さい (あの 小さ な 液晶 で 
と う や っ て マー ジャ ン を や る の で し ょ う 。 テ ドド 
リス も 出る みた い だ し ) 。 
田中 正志 (2) 千葉 県 
今度 は サイ バー ノー ト と いう の が デー タ シ 
ョ に 出 て いま し だ ね 。 面 白く な り そ う 。 
つい 数 日 前 知っ た こと で す が , 今年 の クラ ス 
の な か に X68000 ユ ー ザ ー が 私 の ほか に 2 人 も 
いま し た 。 や は り O0OhiX は 買っ て いる と の こと で 


が ああ だ か うれ し く な か っ て し まい まし た 。 
遊佐 勝 (7) 埼玉 県 
例 僕 の ハガキ が 載っ て いた こと に 2 カ月 も 気 づ 
か な か っ た 。 さら に , 読み は じ め て か ら 5 年 近 
くに な っ て , STUDIO X に ペン ネー ム な る も の が 
存在 し な いこ と に 初め て 気がつい た 。 妙 に 感動 
し た 。 は あぁ あ ~。 河辺 義信 (17) 愛知 県 
最近 の シャ ー プ に 対し て 一 言 。・「 あ ん た ら EXE 
会 員 を 何だ と 思っ て ん だ い ! EXE リーダ ー ズ 
カッ プ の 宣伝 ば か り し て , ユー ザー に ば か り 頼 
ら ず 少し は 自分 で X68000 の 宣伝 を し た ら ど う 
Tu 松永 正弘 (19) 千葉 県 
ib, 某社 くら い 宣 伝 費 が あっ た だ た ら マ シン 
を 安く し た ほう が 売れ る と 思う けど な 。 で 
5, X68000 エ ー ザ ー の 士気 と 野望 (な に そ 
N?) を 煽る た だめ に も シャ ー プ きん に は 宣 
伝 に 力 を いれ て も らい だ いで すね 。 
見 一 つっ け 。 ツ イン ビー の サン プリ ング 音 が 
聴け る ぞ 。COMMAND.X を 立ち 上 げ DIR を 見 る と 
ғерст, て と いう の が ある 。 で も っ て COPY ~p 
cm, — PCM と する と 聴け る の だ 。 お そろ し いこ 
と に 面 カ ウン ト の 声 が えん えん と ある の に は ま 
いっ た 。 ツ イン ビー に は 終わ り は な い の か ? 
それ と も ひと つ “キャ ハハ ” と いう 笑い 声 は ゲ 
デム に 出 て て くる の だ る うか? 
/Ј 貴弘 (24) 三重 県 
念 X68000 が 発表 され て か ら 3 年 が 過ぎ よう と 
し て いま す 。 世間 で は LAPTOP 版 X68000 や X680 
30 の ウワサ で 盛り 上 が っ て いま す が , まず 開発 
環境 の さら な る 整備 (XC Ver.2 と ソー スレ ベル 
デパ ッ ガ と make は どう し た !) と ビジ ネス アデ プ 
リケーション の 充実 (早く まとも な ワー プロ 出 
Lc!) も 忘れ な いで ほし いで すね 。 あ っ そう 
そう , VS.X Ver.2 も 早く 出し て ね 。 
田中 義彦 (26) 東京 都 
カカ ラー 液晶 の ラッ プ ト ッ プ グ は 高 す ぎ て は ほ と 
ん と 売れ て いな いよ う で す 。 や は りあ せら 
ず に , 環境 整備 に カカ を 入れ て くれ だ た ほう が 
結果 的 に いい で す よ ね 。 
全 X68000 に 光 磁 気 デ ィ ス ク を つけ て X68000 ЕХ 
PERT-MO と か X68000 の ラッ プ ト ッ プ を 出し て 
ほし いけ ど 高 すず る と ちょ っ と 「! 今 は それ よ 
り ソ フト や ボード 類 を 充実 させ て ほし いと 思い 
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ЕЕ ВК ERA (18) 神奈 川 県 
祝 る ん の 満開 製作 所 で は 光 磯 気 デ ィ ス ク を 
導入 し て いる よう で す が 

Ф 108 91665 —7 08358 & A, # Z; 1-008 

て いる こと は 本 当 で すか 。 世界 初 の Z 専用 シュ 

ー テ ィング ゲー ム で すっ て ? 早く 完成 させ て , 

早く , 早く , 早く て 。 Z 専用 か ぁ て 。 Z 専用 , 

Z 専用 。 こ れ は いい や 。Z ユー ザー に と っ て は 

神 の 声 だ よ 。 絶対 に 完成 させ て くだ さい よ 。 

XE 竜次 (19) 愛知 県 
実は 原 秀樹 る ん か ら 写 真 が 届い て いる ん で , 
4 点 モ ッ ト で 載せ ちゃ いま し ょ う ( 上 )。 ま 
だ , サン プル を 見 せら れる よう な 段階 で は 
な いそ う で す が , リス ト を 載せ られ る よう 
な か 天 き きじ ゃ な いよ う で すね も ね 。 どう し まし 
Ioh MoA? 

人 アド バン スト ・ ダ ンジ ョ ンズ & る ドラ ゴン ズ の 

原作 と な っ た シナ リオ は , ゲー ム ブ ッ ク の 「 魔 

都 の 黒 竜 」 で な く , ドラ ゴン ズ 戦 記 第 |ж Г 

都 の 黒 竜 」 で ある 。 間 違え な いで ほし い 。 

井上 Sr (18) 神奈 川 県 
失礼 し まし た 。 す ん ま へ ん (で こ べ へ こ ー)。 

全 「 失 敗 す る 主 な 原因 は 一 気 に 大 き な プ ログ ラ 

ム を 作ろ うと し て し まう か ら で あ る 」。 こ の Bon 

ding の 華 門 さん の 言葉 に は 反省 させ られ た 。 I 

AET: デイ デア だ けけ で 間 提 し て し まっ だ ミ と 

が 何 度 も あっ た 。 で も で すね , 気合 い が 入 る と 

や っ ぱり すげ ー プ ログ ラム 書 こ うっ て 気 が は し 

X 。 今井 田 和志 (17) 愛知 県 

私 は 女の子 が Oh!X を 買っ て いる と ころ を 今 

まで 見 た こと が な か っ た 。 し か し つい に 有 目 本 
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ЕРЕ у 遠藤 sss) (19) 栃木 県 
БОЛ, お 隣 の OhIFM に は 女性 スタ ッ フ の 
方 が まく お いで に な る ん で す よ 。 まったく 
m£ Uu, 

を を つい に X68000 を 購入 し まし た 。「 や っ と 自分 

の コン ピュ ー タ に めぐ りあ っ た 」 と いう 感じ で 

す 。 これ か ら は , Oh!PC か ら 乗 り 換え ます ん で ヨ 

ロ シ ク 。 私 の PC-286US-M20 は 友人 の 家 に 養子 

に 行っ て し まい まし た 。 元 気 で ね 。 い つ で も 帰っ 

て き て いい ん だ よ 「! 黒沼 納 樹 (20) 埼玉 県 

多 私 は 仕事 が ら 思考 が COBO0L し て いる の で す 。 

X68000 に COBOL コ ン パ イラ が 出る 予定 は な い 

の で すか ? 。 も し 出 た ら 気 合い を 入れ て EXPE 

RT-HD を 買う の に て 。 そ れ か ら も う ひ と つ 。 最 近 

CPU を 何 台 も 持っ て いる 人 が 増え た よう で す が , 

ディ スプ レイ も 何 台 も ある の で し ょ うか 。 私 の 

部 屋 は そん な 余裕 は な い の で ディ スプ レイ | £ 

に 本 体 を 何 台 も つなげ られ る セレ クタ ー の 作り 

方 を ぜひ 教え て くだ さい 。 

倉持 悟 (24) 東京 都 
編集 宝 で も CZ-600D に X68000 (アナ ログ ) 
と X1turbo (デジ タル ) を つない で 正面 の 
アナ ログ / デ ジタル スイ ッ チ で 変 互 に 切り 
替え て 使っ て いま す 。 便利 で す よ 。 

草の根 ネッ ト の ホス ト パ ソ コン は 圧倒 的 に 98 

が 多い と 思う が , 少な か ら ず X68000 の ネッ ト も 

ある 。X68000 の ネッ ト は 98 の ネッ ト に 比べ る と 

明らか に な に か が 違う 。X68000 の ネッ ト に は パ 

ソコ ン の パソ コン に よる パソ コン の た め の ネ ッ 

ト が 成り 立っ て いる 。PDS の ダウ ン の こと ば か 

り 考 えて いる よう な 人 は あま り い な い 。 

遠藤 58 (32) 大 阪 府 
その うち パソ コン 通信 の こと や っ て ほし いで 

す 。 ま っ た くわ か ら な いん で す 。NTT に 怒っ て ば 

っ か り い な いで さ , や っ て みて くだ さい よ 。 

高橋 政秀 (16) 東京 都 
そう で すね , そろ そろ パソ コン 通信 の 話 も 
や っ て みた だ た い の で す が 。 

久 近 い 将 来 , OhIX は ソフ ト の 出 な い パ ソコ ン ユ 

ー ザ ー が ポ ボート ピー プ ブル よろ し く 集 まる か も し 

れ ま せん 。 し か し Oh! X は 資格 審査 な ん か 絶対 し 

な いで くだ さい ね (な ん の こっ ちゃ )。 

斉藤 修 (21) 宮城 県 


いく ら う ち で も , 斉藤 由貴 や 宮沢 りえ の 踏 
み 絵 まで は xo, そん な こと 聞い て 
な いっ て ? 
人 OhiPC か ら 88 が 締め 出さ れ て し まい まし た 。 
どう か, Oh! X で 88 ユ ー ザ ー を 引き 取っ て くだ さ 
い 。 表紙 の タイ トル の 上 に PC-880| の 名 を 加え 
て くれ る だ け で いい ん た で す が ダ メ で し ょ うか 2? 
最近 , XIturbopZz ユ ー ザ ー の 友人 が PC-286VF を 買 
い , PC-8801 (初代 ) ユ ー ザ ー の 私 は X68000 PRO 
を 買い まし た 。 さ て , 2 人 の コン ピュ ー タ を 見 
る 目 は 正しい の で し ょ うか 。 
宮崎 圭介 (21) 福岡 県 
少 が く と も , あな だ の 目 は 正しい , まっ た 
CIEUU ДЕЛЖ, 
eii, パソ コン に 求め られ る あら ゆる アー ト 
機能 を 取り 去っ た 驚異 の 80X50 ド ッ ト 8 色 フ ル 
の ラー クラブ フィック , ラファ アミ ヨン に も 劣る 3 オ 
クタ ー プ 単音 演奏 の MZ-700 ユ ー ザ ー で す 。 Z L 
ぶり に Oh!MZ (X) を 買っ て し まっ た 。 
黒崎 F (16) 富山 県 
本 格 的 な CG の 世界 で は 16777216 色 の こと 
を フル カラ ー と 呼べ よう で す が ,。 フ パソ コン 
で フル カラ ー と いっ だ た だ ら や っ ぱり 8 色 で す 
Ihe 5%, 2827 
を MZ-1500 に 愛 の 手 を ! 猫 の 手 で も いい 。 
船越 直 弥 (17) 北海 道 
を $CG の コン テス ト と か , Music の コン テス ト と 
か 企画 すれ ば いい 。 た ぶん 皆さん 望ん で いる と 
思う 。 菊田 俊彦 (31) 茨城 県 
を PC エン ジン SG に 一 言 。 “PC エン ジン VA と で も 
名 前 変え た ら ?" ДЕ, 深い 意味 は あり ませ ん 。 
工藤 隆 (|9) 埼玉 県 
僕 の 趣味 は プロ グラ ム を バシ バシ 打ち 込み , 
いじ くり まわ し て 楽し むこ と で す 。 だ か ら 0h! X 
だ けが 頼り で す 。 小塚 紀 義 (18) 宮城 県 
わが 高校 の 数 学 準備 室 に は , SuperMZ (V2) 
士 MZ-IPI7 の セッ ト が 5 台 も あり ます 。 一 応 , 数 
学 同好 会 (生徒 は お ろか 先生 も 知ら な か っ た ) 
に 入っ て いて , し た い ほ ー だ い に い じ れ ね れ ます 。 
は っ きり いっ て , SuperMZ が 5 台 も ドラ イブ 音 
を 立て て いる 姿 は 異常 で す 。 
吉沢 EX (17) 福島 県 
サイ バー だ な あ 。 な ん の こっ ちゃ 。 
%Ф%-, つい に 買っ て し まっ た X68000。 本 当 は 
68K ボード を 自作 する つも り だ っ た けど , イン 
ター フェ ー ス 誌 に 「 や は り ホ スト マシ ン が な い 
」 と いう の が あり , y て ん と 悩ん で , 
結局 2 カ月 分 の 給料 が 化け て し まっ た と いう わ 
け で す 。 ニ いつ な ら , うち の 大 学 の クラ ブ プ で も 
メイ ン 機 種 だ も ん な 。 買い に 行っ た と き は , SB 
金 が その まま 消費 税 分 で , 一 瞬 の うち に サイ フ 
が 軽く な り , その 後 な に も 買え な く な っ た の は 
つら か っ た 。 し か し 。 これ か ら は パリ バリ や で 。 
播戸 行徳 (21) 兵庫 県 
これ また , スト ロン グ な ユー ザー に な り を 
うな 方 て すね 。 
ORE 受験 ネタ が 少な いで すね 。 そう いう 僕 
は いま , 高校 3 年 の 現役 バリ バリ で す 。 ЖЕЛ 
試 を 受け よう と 思っ て 目下 勉強 中 で す 。 い ま は 


ふん ぎり を つけ る た め X68000 は 箱 に し まっ て 

あり ます 。 来年 は 情報 系 に 入っ て , ピカ ピカ の 
大 学生 と し て 投稿 し た いで す 。 

ЖИН 幹雄 (17) 静岡 県 

リク エス ト に 応じ て , 


と いう わけ で は な い 


%%%--, 早く 「 フ ラッ ピー 2 」 が や り た い ! 
R. DET SXT—HAS,2»9Ufmvo! 早 
< TO-—-F*9«F*Y»2,50Ufuol ДД 
「 ス ー パ ー ハ ング オン 」 が や り た い ! фе, 
早く 「 サ ンダ ー プ レー ド 」 が や り た い ! で も 
その 前 に , 早く 「 ぢ お ゅ けん せい 」 を 終わ り た い ! 
国政 Ж (18) 大 阪 府 
Ф 68000540 Т, ジェ ノ サ イド が や り た く 
T, MIDI で 音楽 し た く て, 65536 色 で お 絵かき し 
f < C, アフ パナ と A-JAX で 目 を 回 し た い の 
с, 受験 の 真っ 最 中 で , 金 が な く て , 家 が 狭く 


支 わ が 「DRAGON SYSTEM, で は , さら な る 会 員 増 
を 目指 し て いま す ( 現 在 約 50 名 )。 パ ソコ ン , х 
ガ ド ラ イブ , テー ブル トー ク と , ジャ ン ル に と 
ら わ れ な い フ ァ ン タ ジ ーRPG サ ー ク ル で , グル 
ー ブ プ SNE 公 認 で す 。 月 | 回 の 会 誌 発行 が 主 な 活 
動 (すでに 3 号 ま で 。 オ フ セ ッ ト ) で , 今回 会 
員 が 増え た ら フ ルカ ラー に な る 予定 で す 。 興味 
を 持た れ た 方 は , 以下 の 住所 に 62 円 切手 を 同封 
し て 手紙 を くだ さい 。 (文責 : КАЯ) 7651-11 
兵庫 県 神戸 市 北 区 君 影 町 1-12-104 横内 隆 (17) 

Ж "Gamers Club68K」 と いう サー クル を 運営 し て 
いま d, 機種 は X68000 を 持っ て いて ゲー ム の 好 
き な 方 な ら 誰 で も けっ こう , 内 容 は 月 | 回 の 会 
誌 発行 , その 他 ゲ ー ム 大 会 な どい ろ い ろ で す 。 
詳し いこ と は 62 円 切手 同封 の う え 封 書 に て 。〒 
761-06 香川 県 木田 郡 三木 町 水上 4I68 小西 
A (16) 

*Х68000-1——+4—®%я14@,& L ?- !— е — Z X 68 
K 」 を 発足 させ る に あたり , ゲー ム が 大 好き で 
「 ゲ ー ム な ら ま か せろ 「! 」 と いう 人 々 を 大 募集 
し て いま す 。 内 容 は 月 | 回 の 会 報 で 情報 交換 を 
し た いと 思っ て いま す 。 まずは 62 円 切手 同封 の 
うえ 連絡 を 。〒260 千葉 県 千葉 市 真砂 3-10-|| 
鈴木 淳 (16) 

*X680001 — '— £ XJ# £ + 2 2 > Z) 3ë E (= 
あたり 会 員 を 募集 し ます 。 情報 や PDS の 交換 を 
し た いと 考え て いま す 。 初 心 者 の 方 , 大 歓迎 で 
す 。 詳し く は 62 円 切手 同封 の うえ 連絡 を 。 〒793 
愛媛 県 西条 市 大 町 397-|| 片 木 章 人 (16) 

Ж lTRACK * DOWN, で は 新規 会 員 を 募集 し ます 。 
Xl の ディ スク ユー ザー (turbo を 除く ), MSX2, 
88SR ユ ー ザ ー て 興味 の ある 人 は 62 円 切手 同封 


C, 偏差 値 が な くっ て , 問題 集 の 54 番 が 解け な 
い ! 明日 か ら YAWARA! が TV で 始ま る 。 そ の 前 
に 今夜 か ら CITY HUNTER3 が TV で 始ま っ て し ま 
う 。 ああ , どう し た らい いん だ í vb 
6 Oh! X が TVCM し な いか ら だ 。 なぜ OhIPC は 
TVCM し て る ん だ ! 西畑 ЖБ (18) 大 阪 府 
一 方 的 な マシ ン ガ ント ー ク (エディ ・ マ ー 
Z =u y ЫЗ, 時 で 読ん た て し まう 
じゃ な いで すか 。 
$9 月 号 の 相賀 さん へ 。 実は シャ ー プ より 先 に , 
ザイ 〇 グ , 日 本 サ 〇 ライ ズ , そし て パ バ 〇 ダイ が 
共同 で , 64 ビ ッ ト CPU を 開発 中 と いう 根 も 葉 も 
な い ウ ワサ を 聞い た 。 その 名 も ZZ-0080( ダ ブル 
ゼー タ 。 ダ プル オウ エイ ティ と 読む ) と いう 。 
Z 80 の 後継 は 確実 ? 宮原 大 (16) 長野 県 
な ん と いう か , 異様 な り ア リティ を 感じ て 
2 2 227% 


人 掲載 ご 希望 の 方 は , 官製 ハガキ に 項目 (売る ・ 買 う ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 連 
絡 方 法 …… ) を 明記 し て お 申し 込み くだ さい 。 

@ ノ フト の 売買 , 交換 に つい て は , いっ さい 掲載 で きま せん 。 

人 @ 了 取り引き に つい て は 当 編 集 室 で は 責任 を 負い か ね ます 。 


人 @ 応 募 者 多数 の 場合 , 掲載 で き な い 場合 も あり ます 。 


の うえ 連絡 くだ さい 。 活動 内 容 は 中 古 ソ フト , 

ハー ド の 交換 , 共同 ソフ ト 開 発 (XI の み ) で 

す 。 ソ フト を 作り た い 人 は ぜひ 会 員 に な っ て く < く 

だ さい 。〒028-05 岩手 県 遠野 市 早瀬 町 2-4-|| 

松田 義徳 (17) 

uar E 

支 FDD・MZ-IF07( ケ ー ブ ル つき ) を 4 万 5 千 円 で 。 
連絡 は ハガキ で 。〒182 東京 都 調布 市 深大寺 元 
町 |-8-23 新調 布 ハ イツ B-I03 白井 英樹 (20) 

支 MZ-700 用 の 0D ド ライ ブ MZ-IFII1 キ イン タフ ェ 
イス MZ-IEI4 を 合わ せ て 2 万 5 千 円 で 。PCG- 
7006 | 万 円 で 。 共に 完 動 , $8, マニ ュ ア ル , 付 
属 品 あり 。 送 料 込 み で 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 
〒17| 東京 都 豊島 区 南 長崎 4-2-13 堀 方 細谷 
晴夫 (16) 

支 X| 用 漢字 ROM ボ ー ド CZ-8KR を 500 円 (送料 込み ) 
で 。 完 動 品 で す 。〒444 愛知 県 岡崎 市 田町 12-| 
千賀 知之 (41) 

支 ド ッ ト プ ブリ ンタ CZ-8PD3 を 5 千 円 で , XIturboRi 
2D/2HD ド ライ ブ CZ-520F を 3 万 円 で 。 連 絡 は 往 
復 ハ ガキ で 。〒182 東京 都 調布 市 小島 町 3-21-18 
第 二 本 多 荘 208 号 室 池田 健一 (22) 

XOST у 2 @)LHD-34V (X68000 で も その まま 使 

えま し た 。 ほ ば ぼ 新 品 , 完 動 , Еа, 付属 品 全て 

あり ます )。 送料 込み で 9 万 円 で 。 な お , 希望 す 

る な ら 新 品 の 感熱 紙 (I00 枚 入り ) も つけ ます 。 

詳し く は 往復 ハガキ な ど で 。〒767 香川 県 三豊 

郡 高瀬 町 新町 駅 西 1433 一 5 関 康弘 (18) 
А ае 

Ж X68000 | MB 増 設 RAM ボ ー ド (CZ-6BEIA) を | 
万 6 千 円 前 後 , MIDI ボ ー ド (CZ-6BMI ) と MT-32 
を セッ ト で 4 万 5 千 円 前 後 , MT-32 だ け で も 可 。 


完 動 ・ 付 属 品 ・ 説 明 書 つき な ら ば 多少 の 傷 や 外 
Жа Сф ау, 連絡 は 希望 価格 ・ 状 態 を 明記 の 
うえ 往復 ハガキ に て 。〒358 埼玉 県 入間 市 宮前 
町 6-| ЛП ВЯ (20) 

*X68000Rj | MB 増 設 RAM ボ ー ド (CZ-6BEI) を | 
万 5 千 ~ 2 万 円 で 。 完 動 ・ 付 属 品 つ き な ら ば そ 
の 他 は 問い ませ ん 。 連絡 は 希望 価格 ・ 状 態 を 明 
記 の うえ 往復 ハガキ に て 。〒670 兵庫 県 姫路 市 

今宿 2-6-I6 林 健 太郎 (16) 

Ж М2-2500% #5 Е 5° + RAM (MZ-IR27 (A), また は 

コン パチ 品 ), MZ-IPI7 用 第 2 水準 漢字 メモ リ 
(MZ-IR29 (А)) を , それ ぞ れ 6 +— 7 FAT., 
希望 価格 を 明記 し て , 往復 ハガキ で 連絡 し て く 
だ さい 。〒33| 埼玉 県 大 宮 市 日 進 町 |-585-4 = 
野 和 浩 (|8) 

支 X| 用 の 漢字 ROM (CZ-8BK2) を 送料 込み 5 FA 
で 。 無 改造 ・ 完 動 品 に 限る 。 連 絡 は 往復 ハガキ 
で 。〒284 千葉 県 四街道 市 大 日 27-40 浅野 一 行 

(17) 

支 X| 用 プリ ンタ CZ-8PC2, CZ-8PC3 を 2 万 円 前 後 , 
FM 音源 , カラ ー イ メー ジ ボ ー ド , 320KB 外 部 メ 
モリ を 1 万 円 前 後 , 第 2 水準 漢字 ROM, マウ ス を 
4 千 円 前 後 で 。 連 絡 は ハガキ で 。〒598 大 阪 府 
泉佐野 市 上 百 屋 |86-2 松浪 勝義 (19) 

*XIRIRS-232C ` v 2 A; — FCZ-8BM2 & 8 FA 
で 。 ノ ー マ ル ケー ブル また は マウ ス つ き な ら | 
万 円 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。〒92| 石川 県 金沢 
市 窪 |-!02 まり み 寮 23 号 東田 貢 司 (19) 


:. バ パッ ク ナ チン バー 


x Oh!MZI987ẸF 8 月 号 を 送料 込み 1600 円 で 、 す べ 
て の 内 容 が わか れ ば 多少 の 破損 , 汚れ 可 。 連 絡 
は ハガキ で 。 助 ける つも り で お 早め に 。〒774 徳 
島 県 阿南 市 上 中 町 岡 234 牧 岡 孝則 
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編集 室 か ら 


DRIVE ON 


この コー ナー で は , 本 誌 年 間 モ ニタ の 方 々 の 
ご 意見 を 紹介 し て いま す 。 今回 は , 10 月 号 の 
記事 に 関す る レポ ー ト で す 。 
人 @X-BASIC プ ログ ラミ ンク 調理 実習 は , 話 の 進 
め 方 が 「 機 能 の 分 析 一 部 品 作成 一 統合 」 の ス 
テッ プ を 一 応 踏ん で お り , スマ ー ト に 理解 を 
うな が すこ と と 思い ます 。 そ れ に し て も X-B 
ASIC の 外字 の 取り 込み っ て 便利 な ん で すね 。 
直接 プロ グラ ム に 組み 込め る と は ……。X680 
00 の な い 自 分 に も か な り 参 考 に な る 点 が あり 
目 か ら ウ ロコ が 沙 ち た 感 が あり ます 。 

中 野 賢 一 (29) М2-2000, X1/G/turboII, FM 
-8, FP-200, PC-8801/9801, PC-1251, B16LX 
山口 県 
カー ド ゲ ー ム Bonding は , プロ グラ ムリ スト 
が 短い わり に 結構 お も し ろ い 。 ア イデ ア で す 
よね ! プロ グラ ム が BASIC で 書い て ある の 
で , 比較 的 初心 者 で も 改造 が し や すい と いう 
の は 大 いな る メリ ッ ト だ と 思い ます 。 特に 本 
文中 で も , どの へ ん を 改良 し た らい い の か も 
書い て あっ て , 初心 者 が 打ち 込む に は 適し た 
プロ グラ ム と いえ ます 。 さ す が は 華 門 さん と 
感心 し て し まっ た 。 私 の 場合 , | 時間 強 で リ 
スト を 打ち 込み まし た が , 結構 いろ いろ と 遊 
で いい と 本 いま す 。 こ れ く らい まで の プロ 
グラ ム が 「 シ ョ ー ト プロ 」 な ど に どん どん 載 
れ ば 楽し いと 思い ます 。 

森川 一 (24) X1turbo II, X68000ACE-HD, PC- 
286LE-STD 北海 道 

Ж コン ピュ ー タ グラ フィ ッ ク が は や っ た 
ころ , みん か 方眼 紙 を も っ て 座標 を 読み 取り , 


ご めん な さい の 
コー ナー 


11 月 号 いま どき の 32 ビ ッ ト CPU 
P.47 マイ クロ プロ グラ ム の 考案 者 名 が 誤っ 
て いま し た 。 正しく は Wilkes( ウ ィ ル ケス ) で 
3 
11 月 号 マシ ン 語 カク テル 
P. 116, 117 MZ-700 の スク ロー ルプ ログ ラム 
で 画面 桁 数 が 誤っ て いま し た 。 

LD BC, 79 — LD BC, 39 
に 訂正 も し て くだ さい 。 

また , P.116 の 右 段 18 行 目 の (テキ スト ) と 
(アト リピ ビュ ー ト ) は 順番 が 逆 に な っ て いま し 
た 。 中 し て は 。 
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LINE 文 を 使っ て 絵 を 描い た も の で す が , MML 
の リス ト を 載せ る LIVE in 891213, どう も あ 
の ころ の 「 リ 手書き で ドッ ト を 読む 」 と いう 作業 
を 思い 起こ させ ます 。 い まま で の 貴 誌 の 特集 
で は , エディ タ な ども 発表 され て いま す が , 
むし ろ 「 エ ディ タ を 使っ て 曲 を つく り , それ 
を いか に 効率 よく MML に 変換 し て いく か 」 と 
いう 議論 が そろ そろ な され て も よい と 思い ます 。 
湯沢 聡 (26) MZ-2500/2861, X1turboIII, X680 
00, MSX, PC-6600, PC-1360K 東京 都 

人 @ 時 代 の 流れ か , 記事 の 主流 は X68000 で ある 
が , X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング を 読む と , 
か つて の 主役 で あっ た 8 ビッ ト に 触れ て きた 
で ある ろう 筆者 の 何かしら の 心 が 見 えて くる 。 
内 容 的 に は 「 フ ィ ル タ と は な ん じゃ ら ほ い 」 
と 浅学 な 私 に も な か な か に 読ま せ て も ら え る 
も の だ っ た 。 こ うい っ た , 誰 に で も 通じ る で 
あろ う テ ー マ の 記事 は いい も の で ある 。 
大 津 和 之 (19) X1turboZ 福岡 県 

信 祝 氏 の エディ タ は な か な か 面白 いも の に な 
っ て きた 。 ソ ー ス リス ト 中 に 注釈 文 が 多い の 
で 自分 で いじ くる こと が で き て よい 。 い ひじ っ 
て いる うち に C で の 組み 方 が わか つて くる 。 
完成 が 楽し み だ 。 

西田 宗 千 佳 (18) XIF, X68000 福井 県 
ӨТНЕ SOFTOUCH で は , ツー ル ソ フ ト な どの 
紹介 は か な り 充 実 し て いて よい と 思う の で す 
H, ゲー ム ソ フ ト に つい て は も っ と 単 刀 直 入 
に , この ゲー ム の ここ が よい , ここ が 悪い と 
ハッ キリ 書い て ほし いと 思い ます 。 あく まで 
客観 的 に ゲー ム を 評価 し て も らい た いで す 。 
ШЖ — (18) X68000PRO 静岡 県 

@ い まま て で て LIVE in 89 の リス ト は 長 す ぎ て 打 
ち 込 む 気 が し ませ ん で し た が , ОРМА 対応 の 


0800н — 0000н = 800u 
(アト リピ ビュート )( テ キス ト ) 
と な が り ま す 。 
11 月 号 LIVE in '89 
Р. 140 オデ プッ ラディ,。 オブ プ ・ ラ ーー ダ で 前 
奏 部 分 の 音 が 1 音 違 いま し た 。 

240р(1) = "f8fff8fffSe8e — 8d8" 
に 変更 し て くだ さい 。 メ タル ホー ク て 旋律 の 
一 部 が | 音 違 っ て いま し た 。4260 行 の 2 ブロ 
ッ ク 目 "e 一 &d&e 一 &d&c&b…… "を "e— &d&e 
ー&d&cb…… "に 変更 し て くだ さい 。 


バグ に 関す る お 問い 合わ せ は 
1:03(230) 7683 (ЕЗІ) 
月 一 金曜 日 16 00-18 : 00 


トッ プラ ン デ ィング は リス ト が 短 そ うだ っ た 
の で 打ち 込ん で み ま し た 。 曲 は ドラ ム が ADP 
CM の お か げ で 思っ て た 以上 に すご か っ た の で 
お どろ きま し た 。 こ れ く らい の 長 さ で し た ら 
| 時 間 程 度 で 打ち お わり ます の で , で きれ ば 
これ か ら も この 程度 の 長 さ の ブロ グラ ム も 載 
せ て ほし いと 思い ます 。 ま た , 特集 の 「 ガ ウ 
ディ ・ バ ル セ ロ ナ の 風 」 の レビ ュー で は , HR 
シス テム や OPS な ど , アル ファ ベッ ト か ら は 
何 か さ っ ぱり わか ら な いと ころ を 丁寧 に 解説 
し て あっ て よかっ た と 思い ます 。 評価 で きる 
と ころ は 大 い に 評 価 す る けれ ども 不満 な 点 も 
ちゃ ん と 指摘 し て あり , これ か ら こ の ソフ ト 
を 買お うと し て いる 人 に も 参考 に な っ た の で 
は な いで し ょ うか 。 

田中 実 (19) X1turboII, X68000ACE 大 阪 府 
@ な ん か 今月 の 荻窪 氏 の 記事 は ずい ぶん と 難 
し い テ ー マ ば か り の よう な か な …… 2 4572. АЕ 
と 快感 は か な り 違 うと 思う ん で す よ ね 。 前 者 
は ある こと を 行っ た 結果 で ある し , 後者 は あ 
る こと を 行っ て いる 最 中 に 得 ら れる も の な ん 
で す よ 。 私 が ゲー ム を し て いる と き は , 両者 
が 一 致し な い ほ う が 多 いで すね 。 快楽 に つい 
て 私 が 思う の は , 最終 目標 に 至る まで の 行程 
C, いく つか の 壁 を 越え た 一 瞬 を さす の じゃ 
な いで し まう か うー ん お つか じい 
ЖІБІНД (25) X1turboZ 鳥取 県 

@⑧ 庄 力 で 変位 を 感じ る サイ バー ステ ィ ッ ク 。 
これ が あれ ば 確か に いま まで の 10 倍 以上 の 快 
楽 を 感じ る こと が で きる だ ろう 。 同 感 , AR, 
いま まで , な ぜ こ の ゲー ム は 面白 い の か と 考 
えた こと は 多々 あっ た が , それ に 対す る 答え 
が いろ いろ と 書か れ て いて 面白 く 読 め た 。 

大 山 栄一 (16) X68000ACE-HD 大 阪 府 


11 月 号 MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ 作 成 講座 
P. 123 印刷 ウィ ンド ウ で MZ-1P17 用 の 色 設 
定 に 不備 が あり まし た 。 

FEO6H 20 01 7B 3D 20 02 ТА C9 79 C9 

—› 28 05 3D 20 03 7A C9 4B 79 C9 
に 変更 し て くだ さい 。 ま た , 10 月 号 ご めん な 
さい の コー ナー で 訂正 部 分 の アド レス が 誤っ 
TUE U TS 

DEEF > DFEF 

E030  EO060 
に 訂正 し て くだ さい 。 


お 問い 合わ せ は 原則 と し て , 本 誌 の バグ 情 
報 の み に 限 ら せ て いた だ きま す 。 入力 法 , 操 
作法 な ど は マニ ュ ア ル を よく お 読み くだ さい 。 

また , よく アド ベン チャ ー ゲ ー ム の 解答 を 
求め る お 電話 を いた だ きま す が , 本 誌 で は い 
っ さい お 答え で きま せん 。 ご 了承 くだ さい 。 


足 か け ど 年 の 
Сав | 集 だ 


今月 の 特集 で は 久し振り に C 言語 を 取り 上 
げ ま し た 。 本 誌 で は 読者 の 7 割 近 く が X68000 
ユー ザー で , その うち 5 人 に 1 人 が XC を 持 
SLAS I Са ССП 
基礎 か ら や っ て みよ うと いう こと に な っ た わ 
け で す が , いか が だ っ た で し ょ うか 7? 今月 
号 で は C 言 語 の 基礎 と な る 部 分 を 地道 に 解説 


し まし た が , 来 月 は 今回 の 続き と し て より 応 
用 的 な プロ グラ ミン ク グ 記 事 を 用 意 し て あり ま 
す 。 た だ 「 う 一 ん , や は り 初 心 者 に は C は む 
ず か し い 」 と 挫折 し そう な 方 も いら っ し ゃ る 
か も し れ ま せん ね 。 そ こ で , も っ と 気軽 に C 
言語 の 世界 を の ぞい て みた いと いう 人 に , や 
さ し い 参考 書 を ご 紹介 し まし ょ う 。 Oh!PC に 
以前 連載 され た 林 晴 彦氏 の 『Play the C; CE 
T, &1, 500 円 ) が 初心 者 に も わか っ た 気 に さ 
せ て くれ る 読み や すい 本 で す 。 プ ログ ラム は 
特に 組め な く て も いい と いう 人 に は お すす め 


っ H I F 


p 去年 の 今頃 半年 ぶり に 出し た 靴 を は いた 。 そ の 
と き は な ん と も 思わ な か っ た が , 脱い で ふと 足 の 裏 
を 見 る と 茶色 い パ リ パ リ し た も の が くっ つい て いる 。 
「 な ん だ , Lf? ФАЯ, 押し 花 の よう な 

。「 に ゅ ぎょ ー っ ! ゴキ プリ の ミイ ラ だ 
ー っ ! 」 ARTET) CAASA OTET, 

(何故 唐突 に 思い 出し た か は 次 号 , H.U.) 
これ が 載る ころ に は ちょ っ と 時 期 は ずれ の 話題 に 
な っ て し まう が , 10 月 下旬 は 学園 鞭 シ ー ズ ン て 非常 
に 忙し い 。 プ ログ ラム は ある わ , レポ ー ト は ある わ , 
試験 は ある わ , あげ く の は て に 編集 後記 は ある わ で 
困っ て し まう 。 そ ん な こん な で , 結局 98 の 天下 統一 
は お も し ろく て ハマ っ て し まう の で ある と いう 言い 
訳 を し て お こう 。 (&) 
三共 の リゲイン の C M は 時 任三郎 の スー ツ に 身 を 
固め た ビジ ネス マン スタ イル が 周り の 雰囲気 と ミ ス 
マッ チ し て いる と ころ が 楽し く て , 僕 の 好き な CM 
の | つ で ある 。 な ん で も あの C M で 使わ れ て いる 歌 
が CM な ん と か コン クー ル の 歌 部 門 で 表彰 され た そ 
うだ が ……。 ア リナ ミン V と リゲイン で は どちら が 
売れ て いる の で し ょ うか 。 (HK.) 
お そら く 今 日 , 中 月 某 日 に Oh)X の スタ ッ フ は 飲み 
会 に 行く と 思い ます (た だ し , 編集 部 非 公 認 で す 念 
の た め )。 さら に お そら く は 某氏 の 家 に 行っ て 麻雀 大 
会 , テト リス 大 会 , フイ ッ シ ン グ 大 会 , MONOPOL 
Y 大 会 , バク ロ 大 会 , そし て 早朝 ぶっ ちぎ り ド ライ 
ブ 大 会 へ と な だ れ 込 みそ う で す 。 あ あ , 恐ろし き は 
Z80's Bar, (S.K.) 


で す 。 な お , 「 C 調 言語 講座 PRO-68K」 は 都 
合 に より 残念 な が ら お 休み で す 。 また 次 号 を 
お 楽し み に 。 
vV, "X68000 で プロ グラ ム を 組ん だ の で 
す が 大 きす ぎ て 雑誌 に は 載せ られ な いも の は 
どう すれ ば いい の か わか ら な い 」 と いっ た 声 
を 聞き ます 。 編集 部 で は そう し た ブ プログ ラム 
の 扱い を どう すれ ば いい か 検討 し て いま す が , 
読者 の 皆さん の こ ご 意 見 も お 聞か せい た だ けた 
ら と 思っ て いま す 。O0h!X て 商品 化す る , フロ 
ッ ピ ー を 付録 に する , 某 DISK マ ガ ジ ン に 売り 
込む …: な ど , 皆さん の アイ デア を お 待ち し 
て いま す 。 

さて , 次 号 は 恒例 の GAME OF THE YEAR 
の ノミ ネー ト 発 表 で す 。 そ し て も う ひ と つ , 
本 誌 始ま っ て 以来 の 特別 別冊 付録 「X68000 ゲ 
ー ム バン ンド カタ ログ の 付い で て CE まう の で すず 
これ は ゲー ム フ ァ ン な ら ず と も 必携 の 保存 版 
アイ テム と な る で し ょ う 。 期待 し て くだ さい 。 
本 誌 宛 の 年 賀 イ ラス ト , クリ スマ スカ ー ド , 
の 発表 は 3 月 号 で 行い ます 。 今年 は CG に 期 
待 し た いで すね (フロ ッ ピ ー で も 可 )。 皆 さん 
よろ し く お 願 いし ます 。 で は また 来 月 。 


T ・ B 


Ë, 大 学 で , クラ ス の 試験 対策 用 に 講義 の 解説 書 
を 結構 気合 い 入れ て 書い た こと が あっ た 。 数 年 後 の 
今 で も な ぜ か 出回っ て いた らし く , それ を 読ん だ と 
いう 内 容 の ハガキ を , ある 読者 が 寄せ て くれ て いた 。 
自分 の 書い た も の に 反響 が ある と いう の は , それ を 
どこ か て で 誰か が 読ん で くれ て いる と いう こと で Ww 
書き に と っ て は 実に 気分 の いい も の だ 。 (AT.) 
ゆえ ーー と, あの 話 は し た っ け ? ダッ シュ ー 番 , H 
転 車 で 車 を 追い か け 坂 を 登っ て いっ た お まわ りさ ん 
の 話 。 し て な い ? じゃ , 在学 中 , 毎年 新入 生 に 間 
違え られ , いま で も 大 学 の 前 を 通り 過ぎ よう と する 
と サー クル に 誘わ れる 男 の 話 は ? 電車 の 中 で ギタ 
ー を 播き 鳴ら し 足 を 踏み 鳴ら し て ラク カラ チャ を 歌 
うお ね ー さ ん の 話 と か ? それ か ら (Mu) 
と ころ で , 思考 と 感情 を 分 離す る こと は で きる だ 
ろう か 。 昨 日 と 明日 。 ど ちら が 確実 な の だ ろう か 。 
未 加 工 で 読み に くい | 次 情報 と , 加工 され て 脳 に や 
さ し い 2 次 情報 と , あな た は どちら を 選ぶ だ ろう か 。 
押し つぶ され て 血 反 吐 を 吐き な が ら 自 由 で いる の と , 
快適 で 安全 な 環境 と 引き 換え に 奴隷 で いる の と , ど 
ちら が 人 間 ら し い だ ろ うか 。 教え て お くれ 。 (K) 
JUNET の ニュ ー ス より 。F 社 の ある 人 が 自社 の T 
RON チッ プ に GNU の C を 移植 し た と ころ , 現存 の T 
RON チッ プ の どの C コ ン パ イラ より も 高 性 能 だ っ た 
そう だ 。GCC の 偉大 さ を 再 認識 する と と も に , それ 
を 越え られ な い F 社 (ある い は OEM か な ) の 技術 カ 
を 哀れ に 思っ た 。 あ の 健 ち ゃ ん が 見 た ら な ん と 思う 
だ ろう 。 ( 右 と 左 の わか ら な い KO ) 


R E 


投稿 応募 要領 

@ 原稿 に は , 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 連 絡 
先 電話 番号 ・ 機 種 ・ 使 用 言語 ・ 必 要 な 周辺 
機器 ・ マ イコ ン 歴 を 明記 し て くだ さい 。 

@ ブ プロ グラ ム を 投稿 され る 方 は , 詳し い 内 容 
の 説明 , 利用 法 。 で きれ ば フロ ー チ ャ ー ト , 
AUR, メモ リマ ッ プ (マシ ン 語 の 場合 ) 
に , 参考 文献 を 明記 し , プロ グラ ム を セー 
プ し た テー プ (ディ スケ ッ ト ) を 添え て お 
送り くだ さい 。 ま た , 掲載 に あたっ て は , 
編集 上 の 都合 に より 加筆 修正 させ て いた だ 
く こ と が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 

@ ハ ー ド の 製作 な ど を 投稿 され る 方 は , 詳し 
い 内 容 の 説明 の ほか に 回 路 図 , 部 品 表 , で 
きれ ば 実体 配線 図 も 添え て くだ さい 。 編集 
室 で 検討 の 上 , 製作 し た ハー ド か が 必要 な 場 
合 は こ 連 絡 い た し ます 。 

@ 投稿 者 の モラ ル と し て , 他 誌 と の 二 重 投稿 , 
他 機種 用 プロ グラ ム を 単に 移植 し た も の は 
固く お 断り いた し ます 。 

あて 先 
T!02 東京 都 千 代田 区 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
Oh!X OND ff 


А К 


今年 こそ 革 の コー ト が ほし い , と 渋谷 へ 買い に 行 
っ た と きのこ と 。「 彼 女 , 18 ? 」 と 店 員 さ ん に 聞か れ 
「24 で す 」 と 言 お うと し た 矢先 , 「 ご めん , 20 ぐ らい 
か 」 と 勝手 に 決め つけ られ て し まっ た 。 そ うい えば 
前 に 新宿 で 遊ん で た と きも 高校 生 に 間違え られ て 補 
導 さ れ か けた し …… 。 な ん か 若く 見 られ すぎ て , 嬉 
し い の を 通り 越し て 悲し いも の が ある 。 (E.0.) 
も うす ぐ |980 年 代 も 終わ り で す 。 こ の |!O 年 間 , 私 
は 何 を や っ て きた の で し ょ うか 。 これから 10 年 間 , 
何 か い いこ と は ある の で し ょ うか 。 と , そん な こと 
を 考え て し まう ほど 今月 は 忙し か っ た 。 は っ きり 
言っ て も う 頭 が 腎 慮 。 な ど と 逃避 し て いた ら 横 か ら 
編集 長 が 「 来 月 は 年 末 進 行 だ か ら も っ と 忙し いよ 」 
と , 暖か い 励 まし の お 言葉 。 (S) 
PLDEI-38BHoazt€a-—227&à&f1-20MHz680 
30, 8M バ イト RAM, 256M バ イト HDD と そこ そこ 強 
力 。 向 か い の 机 に は 16MHz80386 の マシ ン が ある が 
ま , 格 が 違う 。 は ず な の だ が ウィ ンド ウ は 重い 。 や 
っ ぱ RAM は 16M バ イト いる な ぁ 。 X68000 も 初代 か ら 
EXPERT HD に 変わ っ て | カ月 半 。SRAM を 見 る と , 
起動 回 数 44 回 , 平均 起動 時 間 I2.7 時 間 .……。 (U) 
この 時 期 (|2 月 号 の 編集 が 終わ る ころ ) に な る と 
きま っ て ,「 そ うい えば 年 賀 状 や クリ スマ スカ ー ド の 
作成 講座 を や る ん じゃ な か っ た っ け ? 」「 も う 手 遅れ 
で す よ 」 と いう や り と り が あり ,「 こ ん ど と 暑中 見 舞い 
の 時 期 に 合わ せ て さあ ……」 と いい つつ また 年 末 を 
迎え る こと に な る の で す 。 な さけ な い 。 

(readers' ぎ ゃ ら り い 年 4 回 を めざす T) 


編集 室 か ら 165 


microOdyssey 


|| 色 の つい た 夢 を 見 る と いう こと は (控え 目 に 
いっ て も )。 あ まり よく ぐ く な いこ と の よう に いわ 
れ て きた よう に 思う (最近 は 少し 変わ っ た の か 


も し れ な い が )。 しかし, 友達 と 話し て みる と , 


結構 , 色 つ き の 夢 を 見 て いる 者 も 多い 。 

私 自身 も , ある 時 期 か ら 天 然 色 の 夢 を 見 られ る 
よう に な っ た (いつ で も と いう わけ で は な い )。 
よく 考え て みる と , それ は 色彩 に 対す る 認識 が 
強く な っ た 時 期 か ら だ と いう こと が わか る 。 学 
生 時 代 , 少々 絵 を 描い て いた こと か ら か , 色 に 
関す る 認識 が 少し ば か り 変 わっ た らし い ( 先 ほ 
どの 友人 た ち に し て も , ほとん ど が 絵 を 描く 人 
MIS — 72% 

小学 校 の 図工 の 時 間 に は , な に か ほし い 色 が 
あっ た と し て も , 絵の具 を 混ぜ あわ せ て その 望 
み の 色 を 作り 出す と いう こと は ほとん と 不可 能 
に 等 し か っ た 。 綺麗 な 青み が か っ た 緑 が ほ し い 
ос, 緑 に 青 を 混ぜ て いく と どん どん 濁っ た 色 
に な っ て いき , 収拾 が つか な く な っ て し まっ た , 
と いう 記憶 は 誰 に も ある の で は な い だ ろ うか 。 

慣れ る に つれ て , 次 第 に 好み の 色彩 が 作れ る 
よう に な っ て さそ る 。 それ は た ざ ぶ ん 。 ВЖЕ 
る も の に 対し て , 「 こ れ は 〇 〇 色 」 と いう 意識 
を 持つ よう に な る と いう こと だ 。 BORIA 
っ た イメ ー ジ だ け で な く , 自分 か ら そ の 色 を 定 
義 し て いく よう に な っ て 初め て , 色彩 を 認識 し 
だ と いえ る の か も し れ な い 。 

夢 の 中 で も これ と 同じ こと を 行う , する と 自 
然 と 色 が つい て くる 。 夢 の 中 で も ちゃ ん と 色彩 
の イメ ー ジ が あれ ば , それ を 感じ と れる は ず な 
の だ 。 

「 あ ら ゆ る も の に は 色 が ある も の だ 」 と いう 
の は 人 間 に と っ て 実に 自然 な 感覚 の よう に 思わ 
れる 。 奇跡 の 人 と し て 知ら れる , ヘレ ン ・ ケ ラー 
は 盲人 で も 色彩 に 対す る 理解 を 持ち うる こと を 
強調 し た うえ で, 「 私 に 色 が わか る か どう か は 
別 と し て , ひと つの 統一 され た 世界 を 形成 する 
た め に は 色 が ある こと が 必要 な の で す 」 と 語る 
(『 私 の 世界 』」)。 言 人 で ある ヘレ ン ・ ケ ラー が 色彩 
に 関す る 理解 を 得る に いた っ た 過程 に は , 知識 
に よる 類推 と , 潜在 的 記憶 に よる 霊感 が あっ た 
と いう 。 事物 を 理解 する と き 香 りや 色彩 を 伴っ 
て いた ほう が , より 相互 理解 が 得 ら れる 。 よ っ 
C, 人 に は それ ら を 潜在 的 に 感じ る 力 を 持つ の 
で は な がい か 。 と いう の だ 。 

も の に は な ん ら か の 色 が ある と する ほう が , 
自然 な 感覚 と し て 受け 入れ や すい に も か か わら 
ずぶ ふつ う の 夢 に は 色 が な いと され る の は , 単に 
色彩 に 対す る 認識 の 問題 に すぎ な い の で は な い 
だ ろう か 。 パ ソコ ン も アナ ログ RGB が 当然 の よ 
うに な り , 私 た ちの まわ り は 色彩 で あふ れ て い 
2, も し か し た ら 。 カラ ー テ レビ 世代 に と っ て 
は 「 な ぜ , 色 が な い の か ?」 と いう こと の ほう 
が 不思議 な こと な の か も し れ な い 。 

さて , 最近 見 た 夢 で いち ば ん 変わ っ て いた の 
は , 夢 の 中 で 以前 見 た 夢 を も う 一 度 見 て いる と 
いう 夢 だ 。 夢 の 中 の 夢 に 現れ て いる の は 「 私 」 
で それ を わり と 冷静 に 見 守っ て いる 「 私 」 も い 
る 。 まあ, これ 自体 は 極端 に 驚く よう な こと で 
は な い 。 目 が 覚め る と , 夢 の 中 で は 疑問 すら 抱 
か な か っ た 事柄 が 急 に 不思議 に 思え て きた りす 
る も の だ 。 そ うい えい ば, 夢 の 中 で 見 て いた 数 日 
前 の 夢 は 突然 , 静止 し た り , 逆 再 生 し た り し て 
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1990 年 1 月 号 12 月 18 晶 (月) 発売 


特集 オペ レー ティ ング スタ イル の 研究 
プロ グラ ム か ら 環 境 変数 を 設定 する /D- の 使い 方 


第 特集 


言語 プロ グラ ミン グ 応 用 編 


3D タ ー ト ル グ ラ フ ィ ッ ク / 正 規 表現 サー チ の 実際 /GCO 活 用 
1989 年 度 GAME OF THE YEAH ノ ミネ ー ト 
X1 用 シミ ュ レ ーション ゲー ム Super Battle 
特別 付録 X68000 全 ゲー ムカ タロ グ 


バッ ク ナ ン バー 常備 店 


三省 堂 神田 本 店 5F 
03(233) 3312 
書泉 ブッ クマ ー ト BI 
03(294)001 1 
書泉 グラ ンジ デ 5F 
03(295)0011 

T-ZONE 7F ブ ッ ク ゾ ー ン 
03(257)2660 

和 八重洲 ブッ クセ ンタ ー3F 
03(281)1811 
紀伊 国屋 書店 本 店 
03(354)0131 

未来 堂 書店 

03(200) 9185 

大 盛 堂 書店 

03(463)0511 

リプ ブロ 池袋 店 
03(981)0111 

西武 百貨 店 9F 

コン ピュ ー タ ・ フ ォ ー ラ ム 
03(981)0111 
有隣堂 横浜 駅 西口 店 
045(311)6265 
有隣堂 ルミ ネ 店 

045 (453)0811 

有隣堂 藤沢 店 

0466(26) 1411 


定期 購読 の お 知ら せ 


Oh! X の 定期 購読 を ご 希望 の 方 は , と じ 込 
み の 振 替 用 紙 の 「 申 込 書 」 欄 に 何 年 何 月 号 か ら 
を ご 記入 の うえ , 年 間 購読 料 6,720 円 (税込 ) を 
添え て お 申し 込み くだ さい 。 そ の 際 , 裏面 の 通 
信 欄 に 「 〇 年 〇 月 号 よ り Oh!X 定期 購読 希望 」 
と 忘れ ず に 明記 し て くだ さい 。 な お , すでに 
定期 購読 を ご 利用 いた だ いて いる 方 に は , 購 


DIMAXN „= 


神奈 川 有隣堂 厚木 店 
0462 (23)4111 
文教 堂 四 の 宮 店 
0463(54)2880 
新星 堂 カ ル チ ェ 5 
0471 (64) 8551 
リプ ブロ 船橋 店 
0474(25)0111 
芳 林堂 書店 津田 沼 店 
0474(78) 3737 
多田 屋 千葉 セン トラ ルプ ラ ザ 店 
0472(24)1333 
黒田 書店 
0492 (25)3138 
岩渕 書店 
0482(52)2190 
川又 書店 駅 前 店 
0292(31)0102 
旭屋 書店 本 店 
06(313)1191 
通 々 堂 京橋 店 
06(353) 2413 
オー ム 社 書店 
075(221)0280 
三省 堂 名 古屋 店 
052(562) 0077 
パソ コン 上 前 津 店 
052(251)8334 
三洋 堂 書店 刈谷 店 
0566(24)1134 
平安 堂 飯田 店 
0265(24)4545 
室蘭 工業 大 学生 協 
0143(44)6060 


読 期限 終了 と 同時 に ご 通知 申し 上 げ ま す の で て, 
同封 の 払込 用 紙 を ご 利用 くだ さい 。 
海外 送付 ご 希望 の 方 へ 
本 誌 の 海外 発送 代理 店 , 日 本 IPS (株 ) に お 
申し 込み くだ さい 。 な お , 購読 料金 は 郵送 方 
Ж, 地域 に よっ て 異な り ま す の で , 下記 宛 必 
ず お 問い 合わ せく だ さい 。 
日 本 IPS 株 式 会 社 
т!0! 東京 都 千 代田 区 飯田 橋 3-11-6 
1103 (238) 0700 


Ш 19392123 | 日 発行 定価 560 円 (本体 544 円 ) 


園 発 行人 Ж 正義 
一 編集 人 橋本 五郎 
一 発売 元 (株 ) 日 本 ソフ トバ ンク 


田 出 版 事業 部 T1002 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3-26 井関 ビル 


Oh !X 編集 部 7%03(230)7681 


出版 営業 部 7%03(230)7670 FAX 03(262)8397 


広告 営業 部 7%03(230)7672 


ШЕ) Ж 凸版 印刷 株 式 会 社 


(01989 SOFTBANK CORP. 雑誌 02179-12 本 誌 か ら の 無断 転載 を 禁じ ます 。 


落丁 乱丁 の 場合 は お 取り 替え いた し ます 。 
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1085 (iun) 
特集 パソ コン は いま 音楽 の 領域 へ 


な ぜ 自 動作 曲 か / 心 地 よ い 雑 音 の 話 / 和 音 の 読み 方 / 美 
し い 響 き の 要 素 /4 分 音符 は 歌い 始め る / 古 く て 新しい 
音楽 形式 /FM 音 源 の 仕組 み /Melody Box/MusicBASIC 


@ さ よ な ら LIVE in 88 バッ ハ イタ リア 組曲 他 6 本 


B @OhIX | 周年 記念 特別 企画 ' ち ょ っ と あぶ な い 福 袋 」 
! OS-9/X68000AP3(2) 05-9 の オペ レー ショ ン 環 境 


Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 /C 調 言語 講座 PRO*68K 
全 機種 共通 シス テム ソー スジ ェ ネ レー タ SOURCERY 


1 月 号 


|」 特集 いき な り 初 春 か ら ハ ー ド ウェ ア 
| デジ タル 回 路 入 門 / 電 子 サ イコ ロ / 乱 数 発生 器 /X1turb 
o パ ンク メモ リ 拡 張 /X68000 用 CP/M-80 シ ステ ム ft 
1988 年 度 GAME OF THE YEAR ノミ ネー ト 作 品 発表 


€ MZ-2500 用 Hyper Game Book 

@ LIVE in '89 エン デュ ー ロ レー サー/ ア ルル の 女 
ө よう こそ , セガ ・ メ ガ ド ラ イブ !! 

C 調 言語 講座 PRO-68K/Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 


全 機 種 共通 シス テム パズル ゲー ム LAST ONE/FLICK 


ご 月 号 
特集 マシ ン 語 “で じ た る ざん まい " 


アー キテ クチ ャ か ら の マシ ン 語 入門 / ア セン ブラ へ の 招 


待 / 超 入門 Z780 マ シン 語 活用 術 /X68000 料 理 教室 
THE SOFTOUCH 彩 CRONE/Final Ver.3.2 ft 
@X|/XIturbo 用 RPG FLAME 


Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 最終 回 爆発 , そ し て 完成 へ 


C 調 言語 講座 PRO-68K (8) と お りゃ ん せな の で ある 


OS-9/X68000 入 門 (3) つい に 発売 ! 0S-9/X68000 


全 機 種 共通 シス テム 高速 エディ タ ア セン ブラ REDA 


з= 
特集 BASIC“ お も ちゃ 箱 " 

ビ ピコ ピコ ゲー ム か ら 重 カシ ミュ レー ショ ン ま で 
e X1/X1turbo で MZ-700 用 スペ ハリ / ロ ボッ トゲ ー ム TAMA 
ө 数 値 演算 を 高速 化 FLOAT2+.X 
OS -9/X68000 入 門 (4) C 言 語 の 概要 を 見 る 
C 調 言語 講座 PRO-68K(9) ニホン 語 , 不得 意 
新 連 載 予 告 編 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 入門 
全 機 種 共 通 シ ステ ム 浮 動 小数 点 演算 パッ ケー ジ SOROBAN 
THE SOFTOUCH/LIVE in89/ 知 能 機械 概論 / 猫 と コン ピュ ー タ 


48% 

特集 ゲー マー た ちの “ 新 深夜 族 " 宣 言 
1988F EGAME OF THE YEAR 

新 連 載 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 

e X1/X1turbo 用 パズル ゲー ム ロボ ッ ト 衛 兵 

e MZ-700 用 ゲー ム パ バッ ケー ジ System-7B 

@ LIVE グラ ディ ウス II / ザ ・ ス キー ム / パ ワー ドリ フト 
連載 C 調 言語 講座 PRO-68K/0S-9/X68000 入 門 
全 機 種 共通 シス テム SLANG 用 実数 演算 ライ ブラ リ 
特別 付録 X68000 イ メー ジ CG ポ スタ ー 


өне 
特集 MIDI サ ウン ド デ ー タ 料理 術 


LA 音源 を FM 音源 で シミ ュ レ ー ト /X-BASIC で MIDI 制 御 


特別 企画 第 4 回 「 言 わせ て くれ な 〈 ち ゃ だ ワ 」 
e シャ ー プ パソ コン フォ ー ラ ム '89 jn 赤坂 
@ 詳 解 Human68k ver.2.0 


€ М2-2500, XI/XIturbo 用 戦略 的 ライ ト サ イ クル ゲー ム 


連載 C 調 言語 講座 PRO-68K/ 0S-9/X68000 入 門 
X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 
全 機種 共通 シス テム ソー スジ ェ ネ レー タ RING 


ここ に は 1988 年 12 月 号 か ら 1989 年 | 日 月 号 ま で を ご 紹 
介し まし た 。 現在 1987 年 4。 19885£1,2,4— 9, 1989 


年 | 一 中 月 号 ま で の 在庫 が ご ざい ます 。 バ ッ ク ナ ン 
バー お よび 定期 購読 の お 申し 込み 方 法 に つい て は 本 
文 166 ベ ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


特集 これ か ら の Xfamily 
X68000 に 光 磁 気 デ ィ ス ク を / 学 習 リ モコ ン の 製作 
THE SOFTOUCH ライ トニ ング バッ カス /Might and Magicl 他 
@ OPMA 用 外部 関数 に よる KENBAN.BAS 
e X1/X1turbo 用 ドラ イブ ゲー ム Spirit of Rally 
@ X1turboZ 用 これ , パズル な ん で すか 。 
MZ-2500 MIDI 入 門 (1)MIDI ボ ー ド を 作る 
C 調 言語 講座 PRO-68K/X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 
全 機種 共通 シス テム 超 小 型 コ ン パ イラ TTC 


ノ 月 号 
特集 3D り グラフィ ッ ク へ の 飛翔 

Z バッ ファ アル ゴリ ズム / ス ムー スシ ェ イ ディ ング Íb 
THE SOFTOUCH Terazzo PRO-68K/ ア ドウ ヴァ ンス トワ ァ ンタ ジア ン 
m D6GA*CG ア ニメーション 講座 
| MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 講座 
連 ニン ン 語 カク テル in Z80's Ваг 
載 | X-BASIC プ ログ ラミ ング 調理 実習 
全 機種 共通 シス テム TTC 用 パズル ゲー ム TIC BAN 
X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング /C 調 言語 講座 PRO-68K 他 


вве 

特集 1 X1 プ ログ ラミ ング ガイ ドブ プ ブック 
PCG の 基礎 か ら 奥 義 ま で / 超 高 速 ラ イン ルー チン ft 
特集 2 3D グ ラフ ィ ッ ク の 深淵 へ 
スキ ャ ン ラ イン Z バ ッ フ ァ /3D モ デリ ング 他 

| 新 連 載 | (で) の ショ ー ト プロ ば ぱー て い 

X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング /C 調 言語 講座 PRO-68K 
X-BASIC プ ログ ラミ ング 調理 実習 /D0GA・CGA 講 座 
MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ /Z80's Bar ft 

全 機種 共通 シス テム CP/ M 用 ファ イル コン バー タ 


9 月 号 
特集 活用 ハー ド デ ィ スク & プ リン タ 
各社 ハー ド デ ィ スク 接続 総 チ ェ ッ ク / ハ ー ド ディ スク 雑学 
講座 /COPY キ ー メ ニュ ー/ ビ デオ プリ ンタ 活用 プロ グラ ム fh 
THE SOFTOUCH ジェノサイド / 琉 球 /mFORTH Compiler 
Ф サイ バー ステ ィ ッ ク で 遊ぶ 不思議 な 環境 ソフ ト の 世界 
e X1/X1turbo 用 シュ ー テ ィング ゲー ム Defeat X 
Z80's Bar/MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ t 
[X68000] X-BASIC/ マ シン 語 /C 調 言語 講座 /D6GA・CGA 
全 機 種 共通 シス テム 生物 進化 シミ ュ レ ーション BUGS 


10 月 号 
特集 ゲー ム 面 白 心理 学 
ソー サリ アン ・ 宇 宙 か ら の 訪問 者 / フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン 
ね じ 式 / ガ ウデ ィ ・ バ ル セ ロ ナ の 風 / サ バッ シュ ft 
@MZ-700 用 シュ ー テ ィング ゲー ム Side Roll-F 
e X1/X1turdo 用 カー ド ゲ ー ム Bonding 
ショ ー ト プロ /Z80's Bar/MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ 
X68000 マ シン 語 /X-BASIC/C 調 言 語 講座 /D6GA・CGA 
THE SOFTOUCH Z'sTRIPHONY DIGITAL CRAFT/James68K 
全 機種 共通 シス テム 小型 イン タプ ブリ タ 言 語 TTI 


11 月 号 
特集 microComputer 入 門 
初歩 か ら の CPU 物語 /RISC プ ロ セ ッ サ の 設計 と 製作 
X68000&X1 で 周辺 LSI を 使い こ な そう 
iE | ショ ー ト プロ /Z80's Bar/MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ 
載 | X68000 マ シン 語 /X-BASIC /C 調 言語 講座 /D6GA・CGA 
e X68000 用 カー ド ゲ ー ム ば ば め ぬき 
LIVE in 80 メタ ル ホ ー ク / オ プ ・ ラ ・ デ ィ , オプ ・ ラ ・ ダ 
THE SOFTOUCH Stationery PRO-68K/ リ ング マス ター1 
全 機 種 共通 シス テム TTI 用 パズル ゲー ム PUSH BON! 
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日 本 ソフ トバ ンク 


Вен! 


PC 


特集 用 途 が 広がる 表 計 算 ソ フト の 実践 
いま 表 計 算 ソ フト は 新 製品 が 出 て 百花 線 乱 の 趣 。 

本 特集 で は お すす め の も の を 紹介 する 。 
Excel, Несаіс, CHART UPe, Success;, アジ ズ スト カル 
2. LOulsl-e-d 

第 特集 パソ コン で 電子 手帳 を パワ ー ア ッ プ 
パソ コン を 使っ た 電子 手帳 の 活用 情報 を 送る 。 

@ テ スト ルー ム バス マウ ス 全 機種 の 選び 方 

る @ ソ フト ウェ ア 最 前 線 アシ スト ワー ド / ア シス トカ ルク 

12/15 号 (12/1 発 売 ) 定 価 580 幅 


特集 ハー ド デ ィ スク 環境 開発 計画 


第 2 特集 DTP で 年 賀 状 作り 特別 付録 : ASKA BASE 体 験 ディ スク 


ШЕ, 
RII 


I/FM 


1 月 号 
9B0H3 


, コン ピュ ー タ 技術 者 必携 
' 第 ら 種 ・ 第 ] 種 ・ 特 種 受験 


情報 処理 試験 


ン ビ ュー タ 時 代 在 読む トレ ンド ・ マ ガ ジ 


COMPUTER 


168 ohnx 1989.12. 


特集 〇 Dh/FIM 人 徹底 活用 研究 
4096 色 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 
TOwnsFO0 ら 対応 ユー ティ リティ 
増設 サブ シス テム カー ド 用 BAGIC 
63C09 カ ー ド 使用 レポ ー 
レイ トレ ー シ ン グ 人 入門 
@ TOWNS に 新 ラ イン ナッ ププ 登場 // 
ФСІСОНАРНЯ<С%< 


TOWNS ソ フト ガイ ド /MASM プ ログ ラミ ング 入門 /Let's 
Play/ Computer Music/〆/ 谷 山 浩 子 の エッ セイ 


特集 平成 ど 年度 4 月 試験 合格 ガイ ダン ス 


4 月 試験 攻略 の キー ポイ ント は こ 
eA SEI EID IPXBIERE 2 + — ト | 


受験 の た め の ハ ー ド ウェ ア 基 礎 ・ ソ フト ウェ ア 基 礎 / | | 種 必修 ハー ドウ ェ ア の 知 
識 ・ ソ フト ウェ ア の 知識 / 関 連 知 識 数 学 ・ 工 業 ・ 商 業 / 完 全 マ スタ ー 流 れ 図 ・ | 種 
プロ グラ ム 設 計 / 合 格 必修 ゼミ CASL:FORTRAN:COBOL 


@ カ ラー 受験 ゼ セミ モ エキ スバ パー トシ ステ ム 
@ レ クリ エー ショ ナル プロ グラ ミン グ 比例 代表 制 の ブロ グラ ム 
どら 大 別冊 付録 
速報 平成 元 年 度 10 月 試験 ビ 種 オン ライ ン 全 問題 / 全 解 信 
1989 年 度 版 基本 流れ 図 ハ ンド フッ ク 


特集 生ま れ 変 わっ た ,90D 年 代 の PC-9801 


PC-9801 シ リー ズ は 90D 年 代 に どう 対処 し て いく の か 
ӨТНЕ TEST 最新 ラッ プ ト ッ プ パ ソコ ン ら 機種 
ポー タブ ル Macintosh, PC-888NOTE exective 

ФКЕҮМАМ U.S.A. ダン ・ ブ ルッ クリ ン 
]-P-3,EXCE し の 原点 , ビジ カル ク を 生ん だ 男 
信 電 脳 時 代 の ヒッ トメ ー カ ー 人 ハドソン 「 全 略 ハ ー ド ディ スク 典 」 
すべ て の ハー ド デ ィ スク ユー ザー を 救済 する ソフ ト 
@ 田 原 総 一 朋 の コン ピュ ー タ ッ ル ポポ 日 本 電気 高山 FH 
PO-9801 を 日 本 一 に 育て た パソ コン 界 の キー マン 


ЕЈ Ез 


お か げ さ まで 、 削 刊 上 選 号 完売 /  _ 
大 反 汗 に 応え 号 、 大 幅 部 数 増 / 


А 


J^NCCERBZDIZZ2vOCODOffSl ski 
n COMPUTER 


LANGUAGE 
監修: 石田 晴久 


heka Vou oem 
U 第 | 特集 


取 和 GU5 考 宗 


MS-DOS Ver.A& ЖӘ uui mE UE. 
緊急 レポ ー ト : Ver4 は 出荷 され る か ( 各 メ ー カ の 方 針 を 聞く ) 
マイ クロ ソフ ト ・ 日 本 IBM・ 富 士 通 ・ エ プ ソ ン 


9 ビット DPUCMBS-DOS 


@3865C じ PU で プロ グラ ミン グ 

』 | |@DOS-EXTENDEH で 640KB の 璧 を 越え る 

ロブ ロ グラ マ の た め の MS- -DO0S プ ログ ラミ ング 人 入門 ③⑬ 
na ER サブ セッ ト 版 ・ じ コン バイ ラ の 作成 
> 言語 入門 講座 一 は じ め て 学ぶ じ D プ ログ ラミ ング 3③ 
三田 典 玄 の 実践 じ プ ログ ラマ 養成 講座 ③/ ワ ン ボ イン トブ ログ ラミ ング 講座 
> HER : 応用 言語 第 1 回 一 ファ イル 操作 編 / じ 言語 フォ オーラ ム * 恥 か し な が ら ド ジリ まし た 
»ГСОМРОТЕН LANGUAGE」 誌 翻訳 記事 Designing with Objects 
日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


東京 都 千代 田 区 九段 南 6-3-6 103-030-7870 


パソ コン AV 専門 
0.A. う ラン 


涼し いと き に は 、 ワイ ブダ ター 
ハイ パピ プペ ポン と セー ル 


e お 近 ( の 方 は 、 お 立寄り 下さ い 。 


専門 係員 が アド バイ ス い た し ます 
@ ビジ ネス ソフ ト 、 ゲ ー ム ソフ ト の こと 


な ら お まかせ 下さ い !I 
kar: 間 


< 9911:16>12:15 


ТА! 


у; БОБ 
> | ce 


安心 と 信頼 の DA ラン ド ・ 優 良 パ ソコ ン 販 売店 、 
アフ ター サー ビス 万 全 の サポ ー ト 体制 


ーー š 
DO で — 


NEW FYRRE XBIO0EXPERTEXPERT HD セト 


@ MD-2HD 


他 店 に は 負け ませ ん . ツ 


eMD-2HD 20 枚 サー ビス 


NEW X-15— 


(セット 
@CZ-888CBK… 定 価 \169.800 
€ CZ2-8800BK -- 定価 \109.800 
0 CZ-6STIB … 定 価 \ 5,800 
(チル トス タン ド ) 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 
合計 定価 \275.400 


Beg 
特価 中 TEL 下 さい 


—a PRO-PRO HD セ ッ ト 


フト 
5 ゲーム プレ ゼン ト X68000PRO-HD セ ッ ト 


X68000 PRO セ ッ ト 
@CZ-652C 7 定価 \298,000 
6 CZ-612D ……… 定価 \119.800 
@ MD-ZHD 20 枚 サー ビス 


合計 定価 \417.800 
現金 特価 ./ TEL 下 さい 。 


X] 周辺 


(CZ-8DT2( デ ジタル テロ ッ パ ー) 
定価 \498.000… 特価 \ 2,500 
②CZ-81EBS( 拡 張 |/0 ボ ックス ) 
定価 \ 29.800… 特価 \ 20,000 
③CZ-500H(10MB HDD) 
定価 \348.000 … 特価 \ 45,000 
(④CZ-53F (増設 ドラ イブ ) 
定価 \ 19.800… 特 価 \ 9,000 


X68000EXPERT HD セ ッ ト 


— M 定価 \466.000 
—— 定価 119,800 


クレ ジッ ト 例 : 128 月 々 \39000 、 24 回 … 月 々 \20.400 


現金 大 特価 . グ 


クレ ツル 例 :12 回 … 月 々 \27.800、24 回 月 々 \14500 


2MB RAM 


合計 定価 \585.800 


X68000EXPERT セ ッ ト 2MB RAM 内 蔵 
СООО: スイ eee 定価 \356.000 
Tre SPESE l l LEITET CE CETTE TE TETTE 定価 \119.800 


クレ ジッ ト 例 :12 回 … 月 々 \31.500、24 回 … 月 々 \16.500 
OA ラ ンド で 買わ な きゃ 損 を する ./ 


現金 大 特価 . グ 


合計 定価 СТ 


— ЕСС ш "š 


安 す ぎ て 
ゴメ ン な さい ., ノ 


40MB HDD 内 蔵 ゲー ム ソ フ ト 


.. 


zz uu x EH Шет tr lb Es 


5 ゲー ム プ レ ゼ ント 


ゲー ム ソ フ ト 
5 ゲー ム プ レ ゼ ント 


Т ナー 
vm 
€ CZ-888CBK ---zE 4f X 169,800 
€ CZ-830DBK … 定 価 \ 98,000 
@ CZ-6ST-1B … 定 価 \ 5,800 
(チル トス タン ド ) 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 
合計 価格 \273.600 


合計 価格 
特価 中 TEL 下 さい 


eCZ-662C ……… 定価 \408,000 
ө 02-6120 ……… 定価 \119.800 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 


クレ ジル 例 :12 回 … 月 々 \34.900、24 回 月 々 \18.300 
ーー 合計 定価 \527.800 
er y 現金 特価 ./ TEL 下 さい 。 


機器 "お 買 徳 / 


⑤CZ-503F (ミニ フロ ッ ピ ー) 
定価 \ 49.800 … 特価 \ 29,800 
⑥WD-901 (カラ ー ワ ー プ ロ ) 
定価 \298.000 … 特価 \ 85,000 
ФУС-5500 (S-VHS ビ デオ ) 
定価 \145.000 … 特価 \ 78,000 


(D Z JW-90B(7—7n) 


定価 \148.000 … 特価 \ 68,000 


(② エ プ ソ ン LQX (ワー プロ ) 


定価 \198.000… 特価 \ 89,000 


③OASYS FROM 11D( ワ ー プ ロ ) 


定価 \138.000 … 特価 \ 49,900 


OASYS 30LX( ワ ー プ ロ ) 


ВЕ Е — (T. ¿Z I+ THU АИ == —=——+ = 


ӨС7-5072--. 
ФӨС7-8Б51.. 
ӨС7-8ТМ2--. 
@CZ-8EB3:: `: 


ー ド カバ ー フ レ ゼ ント 


定価 \198.000 … 特価 \129,000 


X1 用 
@CZ-8BV2---- 
9CZ-8BRI `` 


定価 \ 39,800» 特価 \ 31,000 
定価 \ 29.800 特価 \ 23,000 
E (f Y 44,800» 特価 \ 35,000 
定価 \ 23.800 9» TEL F = vs 
定価 \ 49.800 特価 \ 38,000 
定価 \ 33,800» 特価 \ 27,000 


プリ ンタ ー セ ッ ト コ ー ナ ー 

CZ-6PU1( カ ラー ビデ オプ リン ター ) 定価 \198.000 ぁ 特価 \ ぎ 152,000 
の CZ-8PC3( カ ラー プリ ンタ ー) …… 定価 \ 65,800» 特価 \ 53,000 
る CZ-8PK8 (ドット プリ ンタ ー) ……… 定価 \152.000p 特価 \115,000 
④CZ-8PK7 (ドッ ト プ リ ンタ ー)……… 定価 \122.000p 特価 \ 93,000 
5PC-PR201TH (カラ ー プ リン ター)・ 定 価 \145.000P 特価 \103,000 
6PC-PR201G (ドッ ト プ リ ンタ ー) …・ 定 価 \158.000 特価 \ 99,000 


その 他 、 周 辺 機器 * プ リン ター 
ソフ トウ ェ ア ー 
2096-2598 OFF. グ 


@ アイ テッ ク IT.MJ4(|/F 付 )……… 特価 党 98,000 
ө アイ テッ ク IT-MJA C(|/F 付 )…… 特価 党 109,000 
ө ウィ ン テ ッ ク HD-404HS(|/F 付 )… 特 価 党 108,000 
@ コ ンピュータ ORC-MH4(|/F 付 )…・ 483€ 70,000 
e スナ イ バ ー SR-340II(|/F 付 )……・ 8853€ 78,000 


X68000 用 

@CZ-6PU1A… 定 価 \ 38.000» 特価 \ 30,000 
@CZ-6BM1…: 定 価 * 26.800» 特価 \ 21,000 
@CZ-6BE1…: 定 価 \ 88.000 特価 \ 69,800 
@CZ-6VT1 … 定 価 \ 69,800» TE L F ëv. 
@CZ-8NS1 … 定 価 \188.000 テ 特価 \149,000 
@CZ-6BC1 …: 定 価 \ 79,800» 特価 \ 63,000 


X68000 用 ソフ トウ ェ ア ー・ コ ー ナ ー 


①DCZ-212BS(BUSINESS) ……… 定価 \ 68,000» 特価 \ 53,000 
の CZ-220BS(DATA) ……… ド …… 定価 \ 58,000» 特価 \ 45,000 
3)CZ-215MS (Sampling) ………… 定価 \ 17.800» 特価 \ 13,800 
④CZ-221HS(NEW Print Shop)… 定 価 \ 10,8009 特価 \ 15.500 
5CZ-227BS(TOP 財 務 会 計 ) …… 定 価 \200.000 特価 \158,000 


6CZ-226BS(CARD)…………… 定価 \229.800 ぁ 特価 \ 23,000 
の CZ-223CS(Communication) … 定 価 \ 19,800» 特価 \115,500 
8⑧CZ-213MS(MUSIC) ………… zEf 18,800» 特価 \ 14,800 
9)CZ-211LS(C compiler) 定価 \ 39,800» 特価 \ 31,000 
i0C-TRAOCE (キャ スト ) eee 定価 \ 68,000» 特価 \ 52,000 
DEW (イー スト ) HM 定価 \ 38.000 特価 \ 29,000 


SERMO ы ERS PE SS RS NO TS аара Seca с EE ET 
一 ハ ー ド ディ スク 画 特 価 品 も あり ます の で TEL 下 さい 。 


@ アイ テッ ク ITH-320S(|/F 付 )…… 84Y 79,800 
ө ウィ ン テ ッ ク H0-202 (I/F 付 ) ……… 558,000 
@ スナ イ バ パー SR-520(|/F 付 )……… 特価 党 55,000 
@ コ ンピュータ CRC-HDZA(|/F 付 ) … 特 価 党 62,000 
ө ロジテック LHD-32NR (I/F41) …… 453€ 80,000 


ERS ACER сыны ср асыу ы л TRC EE ES EE E REGIE SON CERES ist ICONE Ui ыы. 
今月 の 特価 品 各 一 台 限 ぼり その 他 、 い ろ い ろ あ り ま す の で TEL 下 さい . グ 


ШАК А (З: РОР) 田 包 級 品 (キズ 少々 ) 一 C 級 品 ( キ ズ 有 り ) 


A 級 品 В C 級 品 

X68000 シ リー ズ eCZ-612C \338,000 ҰЗ25,000 Y310,000 

ecz-6520 Ұ219,000/) Ұ212.000 Ұ203.000 

@CZ-611D X 90,000 Ұ 86.000 Ұ 80.000 

өС2-502: Ұ 58,000 Ұ 55,000 Ұ | 
X-1 シ リー ズ @CZ-888C X 99.800 ょ り Y 90.00 

өс2-8222 X 24.000 ょ り X 20,000 

@CZ-880D X 75,000 Ұ 71 ‚ООО 

ecz-83300 X 37,000 Y 33,000 ` 
X-1 プ リン ター “eCZ-8PC3 X 48,000 Y 45,000 Y 42,000 

eCZ-/PK7 X 83,000 Y 75,000 Y 45,000 

@ CZ-8PK8 X 98,000 Y 85,000 Y 62,000 

@ CZ-6PV1 X138,000 Ұ134,000 Y125,000 


中 古 バ ソコ ン ( 価 格 ・ 在 庫 は 変動 し ます 。 予 約 は 5 日 以内 と いた し ます ) 
RE ETD EZ SoA ろ ゥ ろ gg ミヌ vb ヌ ふ ouoy ガ ポ ヲ ぅ うち シテ カシ ゥ ヌゥ 々 ふ z ぇ ぅ ふっ og 


PC-9801RA2………… Y285,0002 9 
PC-9801RA5………… ҰЗ80.000-:) 
PC-9801RX2 ………… Y 208,0002z 9» 
РС-9801УХ2--------. Ұ195,000-4:/) 
PC-9801VM2………… Ұ148,000-<:) 
PC-9801UV21………… \ ぎ 138,000 よ り 
PC-9801UV11………… \ ぎ 158,000 よ り 


РС-9801УЕ2»-::%--“% 学 85,000 よ り 
PO-9801F2- ea 学 68, 0002: 


PO-9801LT11 Y 88,000 ょ り 
PC-9801LV21………… 党 148,000 ょ より 
PO-9801XL2 ・…………… Ұ275,000-: り 
PO-286V -- e 学 1 48,0004 t) 
PO-286VE 上 …… バ …………・ 31 58,0002: り 
PC-286L (バー……… 31 38,000 よ ょ り 
PO-2BBLE et ¥1 48,0002 り 
CZ-6006C ………… の … 学 1 58,0002: り 


а ыы мі \205,000 ょ より 


теі / + +.=F,ZT /-—> s+.EH, 、 


CZ-652C バド ーー…ー… м 1 98,0004 り 
Q245120 トム いら Ұ298,000:: り 
OZ-BBEBO eR M 1 08,0004 t) 
С2-880С 上 バト ーー м 65,0004 t) 
CZ-500H ドー… Ұ 38,0004 t) 
CZ-620H バー ドー トー…ー… Ұ 75,0002 t) 
PC-8801MA、H……… Мм 79,0004 t) 
BCE ¥ 69,000 ょ り 
РС-88015В-:---------.-.. Мм 55,0004 り 
FM77AV40 04/9 o se e s... T E 49,0004 t) 
FM7JAV2OEX e м 45,000 ょ り 
РС-Кр854---““” 学 40,0004 t) 
PC KD853 "P" м 47,0002 U 
SC Y 12,000 ょ り 
4005 "ORT- «nne Мм 32,0004 t) 
400 ラ イン TV 付 ……… Y 45,000 よ り 
80 桁 プリ ンタ seeeeeeeeeo る ee м 25,0002 り 
1 36 桁 プリ ンタ RETEA TETT Мм 38,0004 t) 


高価 下取り 、 ы 
買取 り い た し ます ず 
お 問合せ 


る 03( ら 53) ノ 551 БЫР 


〒101 東京 都 千代 田 区 外 神田 3-2-3 7%03-253-761149) “Қ 


— — A 
754< 64008825 | {Ш 台 022-264-3704 | 名 古屋 052-452-3271 |I Ез 082-295-6873 ж < Welcome 
Ж, Wt 011-611-5104 | 新 Ж 0252-75-4175 | < 阪 0B-311-3931 | #8 fH 092-481-2494 “SS кз 


X68000 の 情報 の すべ て /( 当 店 は X68000 の 誰 定 代 理 店 で あぶ お 気軽 に ご 祖 談 下 さ /) 


AX88000 待 幸 の 新しい 仲間 登場 АХБӘООО 


PERSONAL WORKSTATION PERSONAL WORKSTATION 


EXPERT -EXPERT [Т] РНО-РНОШ) 


集積 度 を 高め た "マン ハッ タ 

ン シ ェ ィ ブ "2M バ イト の メイ 、 拡張 |/0 ス ロッ ト を 4 スロ ッ ト 標 準 装備 、 メ イン 
ン メ モリ を 標準 実装 Human Lm _ メモ リ IMB、Human68Kver2.0 搭 載 (CZ-652C) 
68Kver2.0 搭 載 (CZ-602C/ MC 22 更に 40MB の HDD を 搭載 (CZ-662C) 新しい 
更に 40MB の HDD を 搭載 | e. J  X68K の 発見 が ある は ず だ 

(CZ-612C) あ くま で も X68K に w. (写真 の モニ タ は 別売 で す .) 

こだわ る マン シン, 


〔 写 真 の モニ タ は 別売 で す 〕 


CZ-602C 標準 価格 \356.000 CZ-652C 林 計 価格 Y298000 ШЕШЕТШ 
CZ-612C 標準 価格 \466.000 ШАДЫ CZ-662C 標準 価格 \408.000 ^vcsm 


従来 機 も 忘れ ず 
iz 


@ 0.3Imm ド ッ ト ピ ッ チ 


ANBBOOO @ 0.3Imm ド ッ ト ピ ッ チ 


PERSONAL WORKSTATION 


АСЕ ACER] 


CZ-603D 


標準 価格 \84.800 “TV チュ ー ナ 無し 


AVC 特 価 “3 モー ド オー ト スキ ャ ン 
@ チル ト 台 同 梱 
CU-21CD 


@ 0.52mm ド ッ ト ピ ッ チ 
標準 価格 \139,800 eTV チ ュー ナ 無 し 


AVC 特 価  *3 モ ー ド オー トス キャ ン 


e チル ト 台 取付 不可 


CZ-612D 


標準 価格 \118.800 “TV チュ ー ナ 搭載 
AVC 特 価 @ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン 


@ チ ルト 台 同 梱 
CZ-602D 


С2-611С-СҮ: ·% 399,800 
С2-6030-СҮ-Ұ 84,800 


ТТ Y 484,600 


e 0.39mmF FC yF 
標準 価格 99,800 WTV チ ュー ナ 搭 載 


AVC 特価 “3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン 


@ チ ルト 台 同 梱 


品 名 標準 価格 販売 価格 型番 品 名 標準 価格 販売 価格 型番 品 名 標準 価格 販売 価格 


Ox mié ag оу (50 оо) SX EC ШФ 


CZ-6TU シス テム チュ ー ナ ー Ұ 33,100 AVC フ タバ 特価 CZ-8PC3 24 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ー  * 65,80 AVC フタ バ 特 価 CZ-8TM2 "モデム ユニ ッ ト X 49,800 AVC フタ バ 特 価 
BF-68PRO CRT フ ィ ル ター Y 19,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK7 24 ピ ンプ リン タ ( 8087) %Ұ122,00/ AVC フ タバ 特価 CZ-252MS Musicstudio \ 28,800 — AVC フタ バ 特 価 
CZ-8NSI カラ ー ス キャ ナー ¥ 188,000 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK8 2467179 (1360) 152,000 AVC フ タバ 特価 CZ-247MS MUSIC(MID) \ 28,800 — AVC フタ バ 特 価 
CZ-6BN I スキ ャ ナー 用 パラ レル ボー ド \ 29,800 AVC フタ バ 特 価 CZ-8PK9 24 ビ ピン プリ ンタ ( 80 桁 ) \ 89,800 AVC フ タバ 特価 CZ-22IHS МЕМ Print Shop \ 19,800 。 AVC フ タバ 特価 
CZ-6VTI カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト Ұ 69,800 AVC フ タバ 特価 10-735Х カラ ー ジ ェ ッ ト プ リ ンタ ー 248,000 AVC フタ バ 特 価 CZ-228BS TOP 給与 計算 エキ スパ ー ト Ұ200,00/ AVC フ タバ 特価 
CZ-8BV2 カラ ー イ メー ジ ボ ー ド \ 39,800 。 AVC フ タバ 特価 AP-800 48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ー (エプソン ) Ұ 99,800 Y ?9,000 CZ-227BS TOP 財務 会 計 \200.000 AVC フ タバ 特価 
CZ-8BR | 立体 映像 セッ ト Y 29,800 | AVC フタ バ 特 価 VP-1000 24 ピ ン (|36 桁 )( エ プ ソ ン ) 154,000 ж ?8,000 CZ-220BS РАТА Y 58,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-8DT2 パー ソナ ル テ ロ ッ パ \ 44,800 — AVC フタ バ 特 価 AP-550 24 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ー( エ プ ソ ン ) \ 69,800 X ?9,000 CZ-212BS BUSINESS \ 68,000 AVC フタ バ 特 価 
CZ-8BS | FM 音源 ボー ド \ 23,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6BEIA IMB 増設 RAM ボ ー ド \ 38,000 X AVC フ タバ 特価 С2-21955 05-9 Y 29,800 AVC フタ バ 特 価 
CZ-8NJ I ジョ イカ ー ド ж 1,700 AVC フ タバ 特価 CZ-6BE2 2MB 増 設 RAM ボ ー ド X 79,800 AVC フ タバ 特価 CZ-2IILS Ccompiler Y 39,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-8NM2A マウ ス \ 6,800 — AVC フ タバ 特価 CZ-6BE4 4MB 増 設 RAM ボ ー ド ¥ 138,000 — AVC フタ バ 特 価 CZ-234LS Al-68K ¥ 188,000 AVC フタ バ 特 価 
CZ-8NM3 — マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル \ 9,800  。 AVC フ タバ 特価 CZ-6BP | 数 値 演算 プロ セッ サボ ー ド Ұ 79,800 。 AVC フ タバ 特価 CZ-620H 20MB ハ ー ド ディ スク ¥ 178,000 — AVC フタ バ 特 価 
С2-6501 シス テム ラッ ク \ 44,800 AVC フタ バ 特 価 CZ-6BC | FAX ポ ボード \ 79,800 — AVC フタ バ 特 価 CZ-64H 40MB ハ ー ド ディ スク ¥ 120,000 — AVC フ タバ 特価 
АМ-5100 アン プ 内 蔵 ス ピー カー Y 36,600 AVC フ タバ 特価 CZ-6BM | MIDI ボ ー ド Y 26,800 AVC フ タバ 特価 LHD-34V 40MB ハ ー ド ディ スク (ロジ テッ ク ) X 153,000 \117,000 

CZ-6EB | 拡張 |/0 ボ ックス \ 88,000 AVC フ タバ 特価 CZ-6BUI ユニ バー サル |/0 ボ ー ド Ж 39,800 — AVC フタ バ 特 価 LHD-32V 20MB ハ ー ド ディ スク (ロジテック) X 128,000 \ 98,000 


48 ド ッ ト 熱転写 プリ ンタ 40MB ハー ド デ ィ スク 、 


アナ ログ ジョ イス テッ ク x mor xn 
š 全 継 承 — 精密 な 文字 (ハー ド OS-9、Human68K の 
7 の о > 
кыайыы キャ コピ ー も 可能 。 使用 可 。 
適合 させ た 。 


CZ-888C… % 169,800 


Афро Әсс С АВЕ ГОВ - Нш р Әт Ө 


CZ-860D…\ 99,800 アイ テッ ク 

合計 ……… y 269,600 CZ-8PC4…… X 99,800 IT X640……… Ұ 158,000 

特価 2??? 特価 Ұ 118,000 
価格 は ご 相談 に 応じ ます 


= 
応談 電話 で お 問い 合せ 下さ い : 


АМСЖ??? 


e 頭金 な し (手軽 な 電話 クレ ジッ ト ӨИАДЕҢИ!) (БЛА (E9127 BERI» 05) @ 低 金利 クレ ジッ ト (I 回 の 支払 い は 2.700 円 以上 で 3 一 48 回 。 ボ ー 
ナス 併用 も 可 ) @ カ レッ ジ クレ ジッ ト ( 保 証人 な し 。 但し 満 20 歳 以上 の 学生 の 方 ) @18 歳 未満 の 方 (ご 両親 が 代理 購入 者 と し て お 申し 込み 下さ い ) 

e 納期 (通常 の 場合 、 当 社 に 申込 書 が 到 芽 後 | 週間 以内 。 特 に 人 気 の ある 商品 で 品薄 の 場合 、 少 々 納期 が 遅れ る こと が あり ます の で 御 了承 下さ い 9 
@ 完 全 保証 (すべ て メー カー 保証 書付 アフ ター ケア 万 全 ) € 全国 代 引 ( お 届け し た 者 に 、 代 金 を お 支払 いい た だ く 方 法 で ま 但し 手数 料 1.000 円 ) 


ХОРОН 2 ГЕШ 9Н5)55 10) оо 58 [0)ОН У) Ф Solo < o 


AVC 特 価 \ ? ? ? Hf Y 118,000 Š 
AM10 時 が ら PM 7 時 


まで 受付 日 曜 ・ 祝 日 も 営業 


“7 
リ 
5 
ト 
特 
Bü 


営業 時 間 ( 年 中 無休 ) 
AMIO:00—PM7:00t(RB&- £ R'PM6: 004 C) 


当社 は X58000 の 販売 認定 店 で た どん な こと で も 安心 じ し て ご 相談 くだ さい 。 


v セッ ト で お 買い 上 げ の お 客 様 に お 好き な ゲー ム ソ フ ト と テレ ホ 
PRO 
АХ68000ғяо ы, 65000 ンカ ー ド を 差し 上 げ ま す 。 


人 き CZ-652C( 本 体 ・ キ モー ボード ・ マ ウス ) ................. \298.000 
@CZ-602D( カ ラー 専用 ディ スプ レイ )…… パ ドド ・……… \ 99.800 
⑯CZ-8PC3( 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ )…………… \ 65.800 
プリ ンタ 用 紙 ・ プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト …………… \ サー ビス 
ШЕШ © ГКК X 463,600 
クリ エイ ト 特 価 


均等 払い | м 5.480x36 回 


Y 3.970x48 回 | ж 3.460x60 回 
\30.000x 6 回 


Y 3, 
X 25,000х 8 回 | \20.000x10 回 


ANBBOOOExrERT 


e CZ-602C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド ・ マ ウス ) ·................ ¥ 356,000 
@CZ-603D( カ ラー 専用 ディ スプ レイ ) MM ¥ 84,800 
る @ プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5'2HD・10 枚 ) ーー や サー ビス 
画定 価 合 Т КККК ¥ 440,800 
クリ エイ ト 特 価 


均等 払い | \ 6.190x36 回 | \ 4.710x48 回 
\25.000x 6 回 | \20.000x 8 回 | \15.000x10 回 


※ 本 広告 に 掲載 の 全 商品 の 価格 に つい て 消費 税 
は 含ま れ て お り ま せん 。 


м, NE. „ ` ` ^, CEXI И — | A 
XPBUUU シ リー ズ 用 周辺 機器 : ソ フト お 買い 得 セ ー ル 
| 型番 | а 名 жа vtt | 8 名 
カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト LY 69.800/ | MUSIC PRO-68K | マウ ス を 使っ た 楽譜 ワー ブロ ДҰ 18800/ 
カラ ーー ジス キャ ナ | W 188007 | SOUND PRO-68K | サッ イェ ディ EXTA 
MB 増設 RAM ポ ー ド СҮ 38000 | Sampling PRO-68K | AD POM サ ンプ リ ンク エディタ EN E 
2MB 増 設 RAM ポ ボー ド icstudi 


ЖомҰУ ЕЖ 


11H24B&)— 12R10R(B) 


文 期間 中 に 限り クレ ジッ ト の 利息 は 無料 で す 
(10 回 払い の み ) 


| Y, 79800 | Musicstudio PRO-68K V1.1 | MIDI マ ル チ レコ ー デ ィング ソ フト — | X 28890 | 


① 新 品 大 謝恩 特価 セー ル / 4МВЯИ НАМ | YiB8O0 | NEW Print Shop PRO-68K | ホッ プ ァ ー ト ツル — | w fo | 
ƏY 2К20%--30%ОҒЕ/ ュ ニ バーM/0 ボ ー ド [Y ifa | Commurication PRO-68K | живо — — | ж\н] 
9 特別 高額 下取り セー ル / | Lczseer|oedes-k “Ұз | os-9X68000 | マテ タク ベレー カン クシ スム | V Җа] 
зу алаа ийайупеу»-ж=к ҰЮ a — [лт — — | XiÀQ | 

②③ サ プラ イ 用 品 大 特売 / トラ ッ ク ボ ー ル їзїш | BUSINESS PRO-68K | жазоо: | Yo | 
5 周辺 機器 大 特価 セー ル / | [cz-smwi | wow-r | X 2689 | paTa PRo-68K — | заа оса | 356000 
| CZ-6EB1 | mokan — | y SO | CARD prosek | カー ドリ レー ジョ カル デー タベース — | Y 2980 

[crew | アナ ログ ステ ィ ッ ク — — оза Tomsen | プロフェッショナル 財務 会 計 ソ フト ウェ ア | 200000 


@ 渋 谷 店 ドッ トピ ッ チ 0.31mm14 型 高 解像度 | м 84,800) | Ccompiler PRO-68K | ソフ ト 開 発 セッ ト |/\ 39800). 


パソ コン チュ ー ナ 開発 ツー ルセット 
4 上 記 以 外 ビ ジネス ソフ ト 、 最 新 ゲ ー ム ソフ ト 豊 富 に 在庫 あり ます 。 ※ 送 料 は ご 注文 の 際 お 問合せ くだ さい 。 久 超 特 価 販売 中 ノ 


総合 お 問合せ 先 全 03-486-654 化 


ソフ ヒレ クリ エア レ ※ 人 85 


ess5203-486-65410 о, 
өнліпО45-314-477700 ZEE ums me 


至 桜 木町 


お か げ さ まで 9 周年 


も う 2 度 と 出せ な いか も し 4 れ な い 赴 折笠 価 . ゲ ーーー 


x | CZ602C CZ652C S X Czessc 
-— 0-7 (ЖАЙ CZ603D E  Cz86op 
EE amDisk Cacher | |. Disk Cacher D O ナルト スタンド 


my 


人 POP 


標準 特価 \481.BDU- を 標準 価格 \386.000- を 標準 価格 \PBB.400- を 
BH 特価 ж385,000-с/ вн їй ҰЗ11,000-</ BH 特 価 362 18,0007 c7 


ディ スプ レイ プリ ンタ スキ ヤナ 
シャ ー プ シャ ー プ IJI 
с26020 Y84,000 CZ8NS1 Y143,800 |GT3ooov Y110,000 
с26122 Ұ99,000 ; VP1000 GT4000 Y158,000 ,HstoRnü! — Y41,000 
シャ ー プ — エプソン エプソン T2 オム ロン 
с26030 \73.800 |с2-вркв Ұ125,000 | AP-8soo Ұ74,800 | vP2000 Y124,800 || GTtooo Y64,000 н57в! Y33,000 


ハー ド デ ィ スク ジョ イス ティ ッ ク 拡張 ボー ド 
シャ ー プ ET: シャ ー プ 1M 増 設 メ モリ 増設 HG23eO コ プ ロ セッ サポ ボー ド 
LHD32V Ұ99,000 czeBFi Ұ44,800 |czeBPpl  Y71,800 
シャ ー プ アイ テッ ク 電波 新聞 社 pM 増設 メモ リ MIDI ボ ー ド X1 用 カラ ー イ メー ジ ボ ー ド 2 
ロジ テッ ク アイ テッ ク 電波 新聞 社 4M 増 設 メ モリ スキ ャ ナ ボ ー ド 

LHD34V Ұ122,000 czeBE4 Y124,000 с2ввмі Ұ26,800 BASICinus 


lme39-g5maBASICnusrl 


アイ ワ オム ロン 
РУА1200 \16,800  мо2400ғ Ұ44,800 
オム ロン エプソン 

MD1200AIII Ұ15,800 | SR-240AT Ұ40,000 | 

通信 販売 希望 の 方 は 、 現 金 書留 で (商品 代金 十 送料 \1.00D) x 消費 税 1.03 分 を 住所 、 氏 名 、 希 望 商品 名 等 を 書い た 紙 を 同封 し て 御 申 し 
込み 下さ い 。 長期 クレ ジッ ト OK、 支 払い 方 法 は 御 相談 に 応じ ます 。( 表 示 価 格 に 消費 税 は 訪 ま れ て お り ま せん 。 


全国 どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


Mo シャ ー プ 

С78РСЗ Ұ56,000 | cz-8Pk9 Y74,000 | vp135Ex Ұ79,000 
シャ ー プ シ X275 
CZ8PC4 Ұ86,800 | cz-6Pv1 Y172,000 Ұ108,000 
シャ ー プ 


> 
> 


хен ET BIB] nmm camem 3213882 menos 1 TEL0286-22-9811 FAX0286-25-3970 


— ぉ 申し 込み お 向い 合せ は 74)286-22 -9g877( 代 ) 


2MRAM  Y74 
3MRAM  Y98 
4MRAM Ұ122 


e PU に HID64180( ク ロッ ク 10MHZz/ ノ ー ウ ェ イ ト ) を 採用 、 ク ラス 最高 速 。 
e メモ リー は 54K バ イト を 実装 、B67K СР/МЖЯ (ТРА 68k バ イト ) と し て 使用 可能 。 
e СР/М-80 B け DS エミュレータ の 使用 に より B け OS レベ ル で の P/M-B0 互 換 を 実現 。 


@ Human BBK の コマ ンド と こと 同 


e モー ド 切 り 替 え の 必 要 は 一 切な し 。 
e CP/M ディス ク ド ラ イ バ に より turbo CP/M CHD) の フロ ッ ピ ー の 直接 アク セス が 可能 。 


12bit 16ch A/D converter 
KGB-X68ADC sss 


高 絶縁 型 16bit РІО 
KGB-PIOXI) Va 


A р УР \42.000 usse 


12bit 16ch A/D converter 
KGB-ADI2 


ロー コス ト 汎 用 A/D & PIO 
ADC0809 & 8255PIO KGB-XIS 


\19.800 


АҮ68000 ANZ /zurte オリ ジ ナ ル ソ 


X68000 用 ユニ バー サル 基板 


KGB-X68UNB  Y6,800 


BASIC 拡 張 関数 パッ ケー ジ 
XBASIC に 約 50 種 類 の 関数 を 付加 


B6-6301 Ұ9,800 


アイ コン エディ タ 
VS の アイ コン を 手軽 に 作成 


B6-6303 \4.800 


X68000 用 MIDI イ ンタ ー フ ェ ー ス 
MELODYBOX Y16,800 


言語 ライ プラ リ 
B6-630| を XBAStoC で 使用 出来 る 


B6-6305 Ұ6,800 


CP/M68K エ ミュ レー タ 
Human 上 で CP/M68K を エミ ュ レ ー ト 


B6-6302 Y19,800 


E: 


—74AZ.ECODiETE(SS FHZ' HI BE, 


12bit 4ch D/A converter 
KGB-DA4 


хү Z 


GP-IB INTERFACE 
KGB-488 | 


АХЛ Л ш Ұ58,000 
ト 忌 ハードウェ ア 


MZ2000 用 汎用 A/D & РІО 


KGB-MZ1 \15,500 
BASIC 拡 張 関数 パッ ケー ジ 


C 言 語 ラ イブ ラリ 付き 
B6-6306 Y 14,800 


ディ スク キャ ッ シ ャ ー 
FD/HD の アク セス の 高速 化 


B6-6304 Ұ6,800 


どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


жеж: Е 本社 営業 部 ノ マ イ コン ショ ッ プ / ノ 通販 部 宇都 宮 市 竹林 町 503ー1 


TEL0286-22-9811 


高 絶縁 型 16bit PIO 


KGB-X68ADC 


KGU-HDP 


ar X TA 


XYB88000  Y24,800 


X1 turbo 用 HDD イ ンタ ー フ ェ ー ス 


KGB-HDIF Y16,000 


Toys & Tools 
Human68k に 約 70 個 の コマ ンド を 追加 


B6-6307 Ұ6,800 


ҒАХ0286-25-3970 


E お 申し 込み ・ お 問い 合せ は qT023996-22-9811(*) 


田 店 頭 に て 、 ゲ ー ム ソフ ト 25260FF (Ж), EE SI オク ト ハ ッ ピ ー ク レジ ッ ト を ご 利用 下さ い グ 


案内 図 


至 品 川 пф JR 浦田 か ら 徒 歩 5 分 M 
i n 京浜 浦田 か ら 徒 歩 1 分 ЕЗІЛІ 


СЕЗСЕ 
ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ 


b 全 商 品 保証 付 ( メ ー カ ー 保 証 ) 
b 超 低 金利 ハッ ピー クレ ジッ ト (1 還 一 60 回 ) 頭金 ナシ OK./ 
р ボー ナス -: 括 払 い OK./ ボー ナス 2 回 払い OK. グ 

区 配達 日 の 指定 OK./( な サボ ポー ト 体制 ) 

p 商品 の 組合 せ 自 由 / オク ト フ リー タム シス テム | 

P 店頭 デモ ンス トレ ーション 実施 中 


e 朗報 で す / の ボー ナス ー 括 払い (手数 料 ナ シ ) 
UK だ よー ん 。 超 低 金 利 ハリ ピー クレ ジッ ト で す ソ 


Н X58000 ウ ィ ン タ ー フ ェ ア 開 催 中 / 


(⑭CZ-602C + CZ-612D+MD-2HDI10 枚 + ゲー ム 
ELLE 定価 \ 475,000» 777,25 Hí& Cd A^ 
⑧CZ-612C 二 CZ-612D 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
emn 定価 \ 585,800» 超 低 人 金利 クレ ジッ ト # ご 利用 下さ い 。 
〇 CZ-652C 十 CZ-612D 十 MD-2HDI0 枚 ゲーム 
жаныма 定価 \ 417,800» 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 


@3M バ イト の 大 容量 メモ リ 
ы @40M バ イト ハー ド テ デイ スク 搭載 


CZ-612D-GY/BKINEw| (DCZ-662C 填 CZ-612D 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
定価 \119.800 | — exo]oImCYCQ +... Æ fii Ұ 527,800 > 超 特 価 ./ 電話 下さ い 。 
15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ TV ーー 


(D CZ-602C +CZ-602D +MD-2HDI10 枚 + ゲー ム 
аа E fifi Y 455,800 > 超 特 価 . ノ 電話 下さ い 。 

(DCZ-612C +02-6020 填 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
Pe 定価 \ 568,800» ウフ フ 。 お 買 徳 で す ヨ ノ 

e CZ-612C(BK) (@ CZ-652C + OZ-602D +MD-2HDI0 枚 + ゲー ム 
YY 定価 \ 397,800 > 超 低 金 利 クレ ジッ ト # こ 利用 下さい 。 


月 

現金 特価 ./ CZ-602D-GY/BKINEw] CZ-662C +CZ-602D MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
U 

/ 


| 0 EXPERT・EXPERT-HD 


e CZ-602C (BK) 
定価 \356,000 


お 電話 下さ い 。 定価 \ 99.800 |---- 定価 \ 507,800 > 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
задас (DCZ-602C 十 CZ-603D 十 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
epee tt 定価 \ 440,800 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
(D OZ-612C + CZ-603D + MD-2HD2BA& + 47— A 
ш: 定価 \ 550,800 9 超 特 価 ./ 電話 下さ い 。 
(0 CZ-652C + С2-6030 +MD-2HDI10 枚 + ゲー ム 
te ЖЕЛІП Y 382,800 ウフ フ 。 お 買 徳 で す ヨ . ノ 


@ 拡張 |/0O ポ ー ト 4 スロ ッ ト 装 備 
*? | 02M バ イト の 大 容量 メモ リ 


CZ-603D-GY/BK (D CZ-662C + CZ-603D +MD-2HDI0 枚 + ゲー ム 
= ー А 定価 \84.800 | | :--5--- E X 492,800» 超 低 人 金利 クレ ジッ ト # ご 利用 下さ い 。 
| HEIN \ 1 waar aasrrsacrrrssrrrraaarasaumanaaamaa:aÑI 
PRO- .PRO-HD 21 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ CZ-602C+CU-2I1CD 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 


ыды. 定価 \ 495,800» 超 低 人 金利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。 
(CZ-612C 十 CU-21CD 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 

SRA 定価 \ 605,800 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
OCZ-652C 填 CU-21CD 十 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 

О ы 定価 \ 437,800 9 Ж ЕЩ ./ SERA F è vx 
CU-21CD (P) CZ-662C + CU-21 CD + MD-2HD I 0f + 47 — A 
z4139.800 — 00 77 定価 \547,800 r»77,45HÍ1BCda/ 


e CZ-652C(GY/BK ) 
定価 \298,000 

e CZ-662C(GY/BK ) 
定価 \408,000 


※ ク レジ ッ ト の 回 数 は 1 回 --60 回 、 ボ ー ナ ス 併用 な ど あ り ま す の で お 電話 で お 問合せ 下さ い 。 


画 本 体 セ ッ ト : 送 料 無料 @ 店 頭 デ モ 実施 中 … 専 門 の 係員 が 詳細 に アド バイ ス 致 し ます 。 ぜ ひご 来店 下さ い 。 
※ 上 記 料 金 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 消費 税 が 付加 され ます の で 、 詳 し く は 、 電 話 で お 問合せ 下さ い 。 


ト 2 ОКЫУ MEM 超 低 金利 ハッ ピー ー ク レジ ッ ト を ご 利用 くだ さい . グ 
品 (に よっ て は 、 し ば らく お 待ち 願う こと が あり ます の で ご 了承 下さ い 。 


8000 ふじ ビ - は アフ ター バー ナー (ゲー ー ル ダー し ER JE | | オク ト 画 白 BOODS/Z 


(B) CZ-611C -- CZ-603D + MD-2HD + ^— А が オズ テッ ツク 
Wu L u X68000 専 用 ハー ド デ ィ スク 
テ 、 


Z 

— 

nias p 超 特 価 IEEDSWs の 
アイ テッ ク ЖК 


// 


334 4 - @ 40MB € アク セス タイ ム 28ms 
ж естіп IC+OZ-6II1D+MD-2HD+ キ ゲーム 者 休学 109.800 


ぉ 徳 デ ス ダ өөө p 趣 特 価 .//TEL 下 さい 。 | @IT-X680( 定 価 198,000) 
e 80MB € アク セス タイ ム 20ms 


DD)CZ-611C 寺 Cu-2ICD+ す MD-2HD + ゲー ム 
超 特価 . グ 


XX600IAPE-FHD ана Ш 


※ 直 低 金利 クレ ジッ ト ご 利用 下さ い 。1 回 60 回 払い 、 頭 金 ナ シ / ノ ボー ナス 1 回 払い 、 ボ ー ナ ス 2 回 払い OK ノ 


тр 


特価 \ ぎ 138,000 


CZ-6BE | IMB 増 設 RAM ボ \ 38,000 | 大 特価 | CZ-6EB2 拡張 |/0 ボ ックス \ 88,000 
OZ-6BE2 2MB 増 設 RAM ボ ー ド Y 79,000 | 大 特価 | CZ-8TVZ モデ ム ユ ニッ ト ү 49,800 
CZ-6BGI GP-1B ボ ー ド Y 59,800 | 大 特価 | CZ-6BNI スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド | \ 29,800 
CZ-6BPI プロ セッ サ ・ ボ ー ド Y 79,800 | 大 特価 | CZ-8NTI トラ ッ ク ボ ー ル Y 13,800 
CZ-6BCI FAX ボー ド Y 79,800 | 大 特価 | CZ-6BUI ユニ バー サル |/0 ボ ー \ 39,800 
CZ-6BMI MID ボ ー ド Y 26,800 | 大 特価 || AN-I60SP アン プ 内蔵 スピ ー カ ¥ 59,800 
AN-8TV パソ コン チュ ー ナ ー Y 35,800 | 大 特価 || CZ-6PVI カラ ー ビ デ オプ リン タ Y 198,000 
CZ-8NSI カラ ー イ メー ジス キャ ナ H 188,000 | 大 特価 | CZ-6VTI-BK | カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト \ 69,800 


款 転写 カラ ー 漢 字 プ リン ター 用 紙 プ レ ゼ ント 送料 無料 | パソ コン ラッ ク RO y БУ 
CZ-8PC4 ¥ 99,800 ①CZ-8PK7(24 ピ ン 80 桁 ) Ж mE h; 
e 48 ド ッ ト 定価 \122,000…・ 大 特価 ・TEL 下 さい 。 айел B qut " / 
; o = k X 4 段 キ ャ スタ ー 條 
: サー マル ヘッ ド @CZ-8PK8 (24 ピ ン !36 桁 pe n v. e 
定価 \ 152.000… . ` Ф.я тол シブル に 対応 / 
E un клары ES «oe | 月 
@ ハガキ 可能 。 ③CZ-8PK9 


| 活用 で きる デイ スク , 
ウー ン 、 こ いつ は デキ ル / 
1325(Н) x 640(W) 
x 100(D) 


516,000 6 


@ カ ラー 対応 定価 \89,.800…: 大 特価 ・ エ EL 下さ い 。 


オク ト 推 選 〈《④CZ-8PC3(24 ド ッ ト 漢字 カラ ー) 
大 特価 TEL 下 さい // 定価 \65.800 … 大 特価 ・TEL 下 さい 。 


1245(H) X 614(W) 


Ж 
YY | 払 


512,000 LY 


< グラ フィ ッ ク > @ Z's STAFF PRO68K 
(シャ フト ) 定価 \58,000 Ver.2.0 ES 


12-983 Д. 1 ,000 


新 発 売 ノ 


カー ド 型 デ ー タ ベー ス 


- CARD PRO68K Y 29,800 
< デー タベース > @ KAMIKAZE - - 
(サム シン ググ ッ ド )\ 定価 68 ‚000 DATA PRO068K コマ ンド 型 デ ー タ ベー ス \ 58,000 
ォ ク ト 特 価 芝 4 7,000 | COMMUNICATION PRO68K | 通信 ソフ ト Y 19,800 
< グラ フィ ッ ク > € C-TRACE68 OS-9 X68000 オペ レー ティ ング シス テム \ 29,800 大 特価 
(キャ スト ) 定価 \ 68,000 MUSIC PRO68K 楽譜 ワー プロ \ 18,800 
+29351 OOO | sounp ERoesk サウ ンド エディ タ ¥ 15,800 大 特価 
<C ER> © C & Professional Pack NEW PRINT SHOP PRO68K ポッ プア ー ト ツン ツール Y 19,800 大 特価 
(マイ クロ ウェ アジ ャ パン ) 定価 58,000 


C-COMPILER PRO68K| C コ ン パ イラ Y 39,800 大 特価 
72HM9m53X44,000 c, ワー プロ Y 38,000 м29.800 
ウッ ッッ の パサ イク ロン エキ デン 2 no [C ララ ィ ッ ク ツ ー ーー Ұ12000 | 
ラフ ィ ッ 66 | グラ フィ ッ ク ツ ー ル X 14,800 
ォ ク ト 特 価 学 5 ら 8。O0OO Е-68К スプ ライ ト エ ティ イタ Y |9,800 %Ұ16,000 


店 頭 ゲ ー ム ソフ ト オ ー ル 259%6off/ ビ ジネス ソフ ト 25% よ り 特 価 中 2 の の 
文通 信販 売 お 申込 み の ご 案内 X 〒|44 東京 都 大 田 区 蒲田 4-6-7 TEL:03-730-627| 


お 申込 み は お 電話 で お 願い し まあ お客様 の < 住所 〉 く 氏名 電話 番号 〉 及 びく 商品 名 ? を お 知ら せ 下 さい 。 入金 確認 後 た だ ち に 商品 を ご 送付 いた し ま も 

Aak コク ラク УРЕ. 富士 銀行 三菱 銀行 

к СЕЗЕ 蒲田 支店 

з )No.1824 ()30.0278691 
株 式 会 社 億 人 (オク ト ) 


※ 掲 載 の 価格 は 10/20| 現 在 で す の で 、 ま ず は 、 お 電話 に て ご 確認 くだ さい 。.※11 月 7 日 人 災 、 8 日 水 は 連 休 と させ て いた だ きま す , 


※ 上 記 料 金 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 消費 税 が 付加 され ます の で 、 詳 し く は 電話 で お 問合せ 下さ bs, 
※ 銀行 振込 、 ま た は 、 現 金 書留 で ご 注文 の 際 に は 、 あ ら か じ め 電 話 で ご 確認 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 


5 


を 
+, 


銀行 振込 : お 近く の 銀行 より (電信 扱い > に て 
お 振込 み 下 さい 。 

現金 書留 : 封 筒 の 中 に 住所 ・ 氏 名 ・ 商 品名 を 
ご 記入 の 上 当社 まで お 送り 下さ い 。 


専用 お 申込 用 紙 を お 送り 致し ます 
の で 、 必 要 事 項 を ご 記入 、 ご 捧 印 の 上 
ご 返送 下さ い 。 手 続き は 簡単 で す 


+ 


安心 と 信頼 の 
誌上 シヨ ョ ッ ピ ング 


7473237 


株 式 会 社 メデ ィ イア ショ ッ プ ハイ ラン トド 


Ж お 中 込み は 今 す で 
電話 か ハ カキ で // 


T239 神奈 川 県 横須賀 市 ハイ ラン ド 3-9-6 


ハガキ で の お 申込 み は 


НАШ 
ТЕГІН 


電話 で の お 申込 み は 
お 申し 込み は フリ ー タ イヤ ル で (料金 無料 ) 


rg0120-483290 


+ 


іч 支払 回 数 
A "me 
+ = < | ` at 
お 問合せ は 専用 タイ ヤル で о 7 2 県 | お 名 前 
ini ハア ド 1% @ 生年 月 日 
公 0468-483290 `š 1|: 
Z ` y 3 e お 勤め 先 
f c > im AHEM ЕТІ 


年 中 無休 AM10 時 -PM10 時 
SHAIRPAYSESBOOOExrERT 


€C2-6O2C(FD547) 


EXPERT グラ フィ ックス 
өС?2:-В12С› CBE) erret ненае 4BB.000 円 
eCZ-612D (ディ スプ レイ テレ ビ ) 119.800 円 


ЕМЕ 356,000] ゃ ビン -BN1( イ メー ジス キャ ナー)………… 188.000P3 
@CZ-6 1 2C(IID タ イプ ) eCZ-6BNI (XSLJUR—HRE): MM 
fMi 466,000] e CZ-8PC4(48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ )…… 


ぁゃ ム -400HP( ビ デオ デッキ )……… パ … ssss 


ve. ............... 


ec Z-6O2D ぜ Af) 
6€CZ-612D(W) 
С. 標準 価格 119,800 円 
$c Z-6O3D( デ ィ ス プレ イ ) 
標準 価格 84,8000 


18.800 円 
e ロン -835G ら (グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ V.1)… B.B00 円 
e CzZ-235GS( グ ラフ ィ ッ クラ イブ ラリ ソ .2) … B.B00 円 


標準 価格 1.045.BOO 円 


| EXPERT 通信 ・ バ パソ コンビ AX | 
e(Z-61?ec (本 体 ) ———————— を re 466.000 
ө 2 -6030 (ディ スプ レイ ) Pia e w. Wu a Que АН А гае 
e BF-68PRO (CCRT フィ ルター) ーー……… 1 9.800F3 
@ 〇 フン -BTM2( モ デム ユニ ッ ト )…t… ド ドー 
ーー 
Е 2717,4: ө u ボー ド 
сш адымы eCZ-223CS(Communication) 
@CZ-603D( デ ィ ス プレ イ ) 標準 価格 872.000 円 
標準 価格 84,800 円 商品 番号 219 
特 初回 13,308 円 ・11,100 円 X47 回 | _ ポー ナス 40,000 円 X88 回 


セッ ト の 組合 わせ も 自由 自在 で す 。 
まず は お 問 合 わ せ 下 さい 。 


SHAmnmnAYBSOOO Pro 


@CZ-652C(FD タ イプ ) 
ЖЇГЇ 298,000 円 
€C2Z-662C(IID2A4-7) 
imt 408,000[] 
6C2-602D(fMW) 
標準 価格 99,500 


初回 11.160 円 ・ 9.900 円 X59 回 | ボー ナス 30.000 円 X10 回 


РНО デー タベース 
eCZ-682C (本 体 ーーーーーー… 
eCZ-819D (AZUL LU) 


e CZ-8PC4(48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ )…… 


通信 販売 の お 申込 み 方 法 
ぁ 現 全 一 括 で お 申込 み の 方 
© 商品 名 (商品 番号 ) 及 び 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番号 、 ご覧 の 雑 
誌 名 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 現金 書留 で お 送り 下さ い 。 
@ 振込 を ご 希望 の 方 は 、 必ず お 振込 前 に お 電話 又は お ハガキ て 、 
お 知ら せ 下 さい 。 
(銀行 折 込 > 協和 銀行 ・ 久 里 浜 支 店 当座 No.2945 
< 郵便 振替 > 横浜 9-42] 77 
を クレジット て で て お 申込 み の 方 
@ 電話 か ハガキ て お 申込 み 下 さい 。 
クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り 致し ます の で 、 こ 記入 
の 上 、 当 社 へ お 送り 下さ い 。 


| EXPERT サウ ンド (MIDI | 
©СҮ7-86П2СУ(Ж {К}. 356.0DDF3 
e CZ-602D (FAZL ITF LE) B.B0 ロ 円 
e АМ-5100 (アン プ 内 蔵 ス ピー カー シス テム ) 3B.BQ ロ 円 
eC Z-88 MI OMIDDKR- RI) nir anne 


商品 番号 028 ー 括 払 価格 542.000 円 


初回 9.444 円 ・ 8,900 円 X47 回 ボー ナス 30.000 円 8 回 
初回 9,480 円 ・ 8,300 円 X59 回 | _ ボー ナス 20,000 円 X10 回 


@ い グン -B5pO( 本 体 )…ーー バ ーー ドーーーーーーーー 

eC Z -503D (ディ スプ レイ ) ————————— 

e BF -68PRO (CRTI) eee 19.8003 
e С2-ВРКВ(246 2/39 ZU)... 

@ ビ W (日 本 語 ワ ー プ ロ ソ フト )……ー ド ーー 


商品 番号 el 
初回 9.264 円 ・ 7.200 円 47 回 | ボー ナス 30.000 円 xB 回 
初回 8.230 円 ・ 6.900 円 X59 回 | ボー ナス 20.000 円 X10 回 


ゃ ロン -BNS1( イ メー ジス キャ ナー)………| 188.000 
ゃ ロン -6BN1( バ ラ レ ル ポー ド )……… ド … ド …… 
eCZ-8e0BS (DATA РАОВВК) ……… 
eCZ-P?6BS(CARD PROBBK)--------29.800P3 


標準 価格 _ コ 33. ら 0 ロ 円 
初回 13.324 円 ・11.900 円 X47 回 


XYZ ZZzZYB800 ワ シリ ー ズ 用 周辺 機器 


カラ ー ビ デ オプ ブリ ンタ 
e CZ-6PV1 


ШЕЛ 


e CZ-8NS1 т. 


{ @CZ-8 PC4 


ө!О-735Х ; 
は が きか ら OHP フ ィ ル ム 、 B4 横 サ 


カラ ー イメ ー ジ ジェ ッ ト 


рө y Кз йге. 1 高速 、 高 精度 で て ハイ レベ ル な 画 roy, 9 2 ` А 2% е А 
аата IS REI Fu NON ЕТА 
: 4 PA Wr 7S s 原 格 を フル カラ ー っ г. = . Ea ^ Ao 
сая ела = A 美 し さ の 4 8 ドッ トカ ラー プリ ンタ á pene. 
標準 価格 198.000 円 標準 価格 188.000 円 = 標準 価格 99.800 円 = 3 (ie "253.500 円 
商品 番号 149| 一 括 払 価格 163,000 円 商品 番号 188| 一 括 払 価格 155,0000 商品 番号 216| 一 括 払 価格  89.000Rj 


aa 8,7208:7,7005х23а 


aa 8,800ғ:7,300ғех03в 
初回 5,862в:5,3006х35а 


ян 6,970в:5,0005х35в 


初回 7,440в:7,3005х11е 
aa 6,080в:3,8005х2За 


яа 8,5406:6,8005х35е 
ма 9,8905 5,3005*47zg 


商品 名 型 式 標準 価格 販売 価格 商品 名 型 式 標準 価格 販売 価格 商品 名 шқ 標準 価格 販売 価格 商品 名 型 式 標準 価格 販売 価格 
МЕ)5-7412/4 | CZ-803D 84.800 71.900 カラ ーー ジコ ユニ ッ ト С2-6УТІ 89,800 59,000 FAX ボー ド CZ-6BCI 79.800 67,300 DATA PRO88K CZ-220BS 58000 49,300 
HGB シ ステ ムチ ュー ナー С2-6Т0 33,100 29,300 キナ 用 バラ ルル ボード  OCZ-8BNI 28.800 25,200 MID1 ボ ー ド CZ-6BMI 26.800 23,200 CARD PHO68K CZ-226BS 29800 25,400 
САТ フィ ルター  BF-68PRO 19.800 1630 1MB 増 設 HAM CZ-6BE! 35.000 29,500 拡張 |/ つ ボッ クス  CZ2-8EBI 88.000 74,200 Sampling PROBK | .CZ-e15MS 17800 15,300 
熱転写 カラ ー ブ リ ンタ QCZ-8PC3 65,800 54,000 IMB 増 設 HAM CZ-6BE1 人 AA 38.000 30,100 シス テム ラッ ク CZ-8SD! 44800 37.800 NEW Print SHOP CZ-ee1HS 19800 16,400 
漢字 ブリ ンタ (80 杵 ) CZ-8PK9 89.800 72.700 8@M 日 増設 HAM  CZ-8BE? 78.800 67.300 スピ ー カ ー シ ス テム АМ-5100 88800 30.900 Communication — CZ-ee3CS 18800 18.900 
漢字 プリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PK7 100000 98.400 4MB 増 設 HAM CZ-6BE4 138.000 116,400 カラ ーー ジ ボ - ド II CZ-8BV? 39,800 33,500 C compiler CZ-ellLS 39,800 34,500 
漢字 プリ ンタ (36 桁 ) CZ-8PK8 152000 120,800 "ユニ バー サル ID ポ ー ド CZ-8BUI 39.800 33,600 立体 映像 セッ ト С CZ-8BHRI 29.800 24,500 Musicstudio V1.1 CZ-252MS 28,800 24,600 
ハー ド デ イ スク (60MB) CZ-800H 178.000 143.700 GP -IB ボ ポー ド CZ-6BGI 59,800 50.400 イン テリ ジェ ント コン トロ ー ラ CZ-8NJ? 44800 20,100 MUSIC(MIDI) CZ-247MS 28800 24.500 
増設 用 HDD(40MB) CZ-64H 100.000 100.900 ЖЯЕВЯН57%СЛ-К CZ-6BF1 49.800 40,000 FM 音源 ボー ド CZ-8BSI 03.800 20,100 OS-9/x68000 CZ-2I9SS 029,800 25400 . 
モデ ム ユ ニッ ト CZ-8TMe 49.800 42,100 数 値 演算 ポー ド CZ-6BP1 78.800 67.300 2n»t-74221-2»M  CZ-503F 49.800 39,200 Stationery CZ-e40BS 14,800 13.700 

全国 どこ で も 


愛 月 の 特選 お 買得 品 (限定 ) 
snarPI YBBOOOEXPERT § s-re 5Y% 58000 PRO 


ӨС?-6О2С 
2-7л ЖЕУ, 71). 4 ecz-652c 


4—kMT325. 妥協 を 排 し た 
こだわ り の X68000。 
FD€TN. 
0eC2-602D 
i655—-*4x7v(*vt 
а 標準 価格 455.800 円 


商品 番号 223 ー 括 払 価格 359.000 円 


4B | «59.88Bm-9.2005*475 
608 | я68.8108в:-7.7008х598 


初回 /.dB ロ 7.BUU ロ x47 回 
БОв | #88.6608:6,5009х596 


プロ スペ ッ ク と 汎用 性 を 絶妙 に 
パラ ンス させ た XXG8000。 

F D+ Ju. 

@CZ-603D _ 
14®л>—Ў-‹Х7\/4. 

標準 価格 382.800 円 


ー 括 払 価格 304.000 円 


号 212 


Тт £ 保証 222 ov 
@ 全 国 無 料 配送 некк 
③ 支 th 回 M | 予算 に 応じ 3 一 60 回 


ボー ナス 併用 ау 


@④ 消費 税 広告 は 全て 消費 税込 み の 価格 で 表示 し て あり ます 


& FAX € $ ЖУ OK rax : 0468(48)3273 


(B) て の 他 広告 以外 の 商品 も 取扱 っ て お り ま す 。 お 気軽 に お 問合せ 下さ い 。 


СНАЕРАХБ8ОООЕ ЖЕ: ау? 


ィ ?M СЕООА LCF REOR 


COMPUTER 
BANK 


AX68000 


オリ ジ ナ ル OS「Human68k ver. 2.0」 を 搭 
.4DMB ハ ー ー ド ディ E EET 


・ メ イン メモ リ 8M 昌 標準 装備 (EXPEHT シ リー ズ ) 
* 拡 張 |/ ス ロッ ト 4 ス ロッ ト 内 蔵 (PHOD シ リー ズ ) 


EXPARHT シ リー ズ 
・PHO シ リー ズ 新 登場 ん 


У X: No. A-1221 次 注文 No.A-1222 


SHARP CZ-602C ‚356,000 SHARP CZ-612C \ 466.000 
や Y 99.800 SHARP CZ-602D \ 99.800 
標準 価格 合計 Y455.800 標準 価格 合計 Y 565. 800 
現金 特別 価格 Y 4455-8096 現金 特別 価格 一 ーー X 565-800 


大 特価 に て 提供 中 大 特価 に て 提供 中 


次 注文 No.A-1223 次 注文 No.A-1224 


SHARP CZ-652C \ 298.000 SHARP CZ-662C ¥ 408 . 000 
SHARP CZ-602D Y 99.800 SHARP CZ-602D ¥ 99.800 
標準 価格 合計 \397.800 標準 価格 合計 Y 507.800 == S [3 』 
現金 特別 価格 Ұ39:-800 現金 特別 価格 一 一 一 Y 507-808 < 


大 特価 に て 提供 中 


当社 は へ さら 8000 り pnRo sHoPcs. 
@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 / セッ ト の 組合 わせ は 自由 自在 、 ぜ ひご 相談 下さ い 。 


A Jaan Ш AN X / twin 


画像 取り 込み 、 ビ デオ 編集 、 ス テレ オ FM HE シス テム (PC Engine) 
音源 、 タ オ な 機能 で ひろ が る アー トワ ー ク 搭載 で 楽し さら 倍 


次 注文 No.A-1225 次 注文 No.A-1226 


SHARP CZ-888C-BK \169.800 | SHARP CZ-830C-BK \ 99.800 
SHARP CZ-860D-BK x 92.200 | SHARP CZ-830D-BK \ 90,600 
標準 価格 合計 \262.000 | 標準 価格 合計 ¥ 190,400 | 
現金 特別 価格 3* 262—000 _ 現金 特別 価格 ーー x 


大 特価 に て 提供 中 大 特価 に て 提供 中 


ус X: No. B-1232 


* イ ン テ リ ジェ ント コン トロ ー ラ ” 


7 Мо. В-1225 
“48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ ブ プリンタ" 


6 У Мо. В-1247 
“24 ピ ビン 136 桁 漢字 プリ ンタ *” 


Y iEXNo.B-1223 
*24 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ " 


SHARP CZ-8PC3 \65.800 SHARP CZ-8PC4 \99.800 SHARP CZ-8PK8 ¥ 152,000 SHARP CZ-8NJ2 ¥ 23,800 
現金 特別 価格 一 一 Y. 65-800 現金 特別 価格 一 一 一 一 を 99+886 現金 特別 価格 Y 152-000 現金 特別 価格 ¥ 23-800 
大 特価 に て 提供 中 大 特価 AE GL. 大 特価 に て 提供 中 大 特価 に て 提供 中 

- е БЖ 5 お 支払 例 mm e お 支払 例 * nmm 


$343,300 X24 回 (ポー ナス 〕 無し 
@ 党 6, の OO x |2 回 [ボー ナス 〕 無し 


の \9,500xi0 回 (ボー ー ナ ス ) 無し eM 6.400 24 回 (ボー луж. 
©②¥3,000x36 回 【 ボ ポー ナス J) 無し @¥12,100x |2 回 [ボー ナス )〕 無 し 


MOOD а ー ナ ス ) 無 し 
ex 3。2OO х 20 回 [ボー ナス )〕 無 し 


CU-14A4 (14' 4000 文 字 ア ナ デ ジ カラ ー デ ィ ス プレ イ …\ 89,8009 Y 42,000 


SHARP I 4 Же 
t CU-14HI (14' 4000 文 字 デジ タル カラ ー デ ィ ス プレ イ )・\ 99,8009 Y 42,000 
C2-812C (ХЕЛЕ бае 20) аначы «33,8009 Y 26.000 CU-14BD(I4" カ ラー4050/2000 文 字 ) …………… x 64,8009 Y 40,000 
С2-822СВ(Х-16 model 30) [新品 同様 | …………… 118,000 9 Y 29800 CU-14CD(14" カ ラー4050/2000 文 字 ) | 新品 同様 | …\ 84,8009 Y 52,800 
©С25870С(Х-1 TURBOM) «rrr renes x168,0009 Y 52 000 CU- I4FD (M' 4000 文 字 ア ナ ロ グ カラ ー デ ィ ス プレ イ ) | 新品 同様 ・\ 74,800 + Y 58,000 
Rodin СГ Тина decies ен нол мк еі сір 1 62.000 MZ-1D22 (14' 4000 文 字 MZ 用 カラ ー デ ティス プレ イ )…\108,000 9 Y 45.000 
CZ-611C(X68000ACEHD) [ARDE] \399.800 =} Y 238.000 SHARP c E o ディ スク ドラ イブ ・ プリ ンタ ・ 他 
ЕЛ ТҮ КТК КК КОКУ Л О ¥328 , 000 =} Y 148.000 CZ-611CGY 新品 同様 CZ-611D( お うう ジン スプ レ ィ Tv [新品 同様 | ӨӨӨ \|34,000 = Ү 82.000 
кей (Х68000 АСЕ НО) I CZ-8PK4(10"24 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ ) e x158,0009 Y 45,000 
ディ スプ レイ Y 399, 800% 238, 000 С2- 8PD2(80 桁 ドッ ト プ リ ンタ ) ЛОТ Y 79,800 =} Y 28.000 
CU-14G(I4"2000 文 字 カ ラー ディ スプ レイ ) ……… x4,8009 Y 18.000 Х88000 ACE HD ディ スプ レイ セッ ト T HE の < 

к PN ыды : d (本 体 +cz-6I1DGy) [新品 間 様 MZ- IP07(80 桁 漢字 サー マル プリ ンタ ) х 79,8009 Y 22,000 
14M-522C(I4" 4000 文 字 デ ジタル レル カラー ティ スプ レイ )\ 99,8009 Y 42.000 ¥ 533.800 ゅ 320.000 CZ-8SS2( シ ステ ム ス タ ン ド ) [新品 同様 | y 5,5009 Y 4,000 


= その 他 各 種 在庫 を と り そ ろ えて お り ま す 。 御 気軽 に お 問い 合せ 下さ い 。 
= 中 古 も B ヶ 月 の 保証 期間 だ か ら 安心 で す 。 クレ ジッ ト で DK カレ ッ ジ クレ ジッ ト も 取扱 いま す 。 


全国 無料 配送 お 買上 | 万 円 以上 、 配 達 笠 は いた だ さま せん 。 НЕЙ ЕП) 留守 の 多い 方 で も 安心 で す 
シン ショールーム ※ シ リー ズ 展 示 中 。 . 高額 買取 り 電話 1 本 で 即 、 現 金 お 支払 い 。 
代金 引換 え シ ステ ム 、 商品 到着 時 の 代金 支払 いで OK。 ボー ナス ーー 括 払い 調 品 は 即 お 手元 へ 、 お 支払 \ は ボー ナス 財 に 。 


@ 電話 一 本 で 高額 下取り 、 即 商品 は お 手元 へ / 本 社 注 文 デ スク 


@ あな た の 不要 に な っ た バ ソ コン を 電話 一 本 で O (. L оғ. の 722227 


e 
] 
4^, 
| 
0 
0 
ШІН 


査定 し 買取 り ま す 。 
@ 掲 載 の 商品 以外 も 取り 扱っ て お り ま す 。 
@ ビ ジネス ソフ トス クー ル 受 講 者 受付 中 ノ | кам» anp uwa w тын” 

お 気軽 に お 電話 下さ い 。 ] ` k 
株 式 会 社 パ シン フィック コン ピュ ー タ バン ク тіІП 東京 都 渋谷 区 渋谷 1-B-8 井上 ビル 営業 時 間 / 平 日 AM9:30-PM9:0U 土 ・ 休 日 AM9:30PM8:0U 年 中 無休 
信 ク レン ジット 価格 に 消費 税 は 含ま れ て お り ま すか 現金 特別 価格 に は 含ま れ て お り ま せん 別途 消費 税 か か か り ま す 


= 
ЕЕ 
Т 
取 
り 
I 

! 
= 
Die 
中 
l 


A ) 


Әуені» 


ot Candi 


ОЗ(27927)1221 


株 式 танар 
会 社 ーー с 


営業 時 間 AM11:00ーPM7:00 水曜 定休 


EH 
2A X68000 


PERSONAL WORKSTATION 


PRO: PHOHD 


CZ-652C %298,000 
С2-6020 *%99,800 
定価 台 計 ҰЗ9/7,800 


デン キヤ 特価 287,800 


С2-Ббес Ұ408,000 
С2-60200 АҰ99.800 
定価 合計 Ұ507,800 


デン キヤ 特価 367,000 


ッ ト 超 特価 
АХБӘООО 


PERSONAL WORKSTATION 


EXPERT: EXPERT HD 


CZ-602C %356,000 
С2-6020й ¥99,800 
価 合 計 Ұ455.800 


デン キヤ 特価 329,800 


CZ-612C Ұ466,000 
С2-6120 *119,800 


定価 合計 %Ұ585,800 


デン キヤ 特価 493.000 


7 


ディ スプ レイ リ 


CZ-603D 261,600 | CZ-8PC3 el, 
CZ-60PD 70,800  CZ-8PC4 x77, 
CZ-Bl?D  #87550  CZ-8PK8 ҰТТЫ, 
CU-1CD 2101.70 CZ-8PK9 70, 


co сл со с 


PAR /Ж2/9--ЕА 


0482-34-3444 


辺 機器 ソフ ト 


-BNJ1 学 14.000 CZ-213MS 15,500 
-BNJ2 +18540 OZ-eedCS 15,300 
-6ВЕІА 209,400 CZ-219SS ¥23,100 


С2-6ТМ 270,000  CZ-ellLS 330,800 


お 支払 い 
取引 銀行 口座 
まで お 振込 み 下 ご い 。 
三菱 銀行 西川 口 支 店 
B7 73-1 65095808] 


Ee U F ЕНШЕ Ји 


AX588000 PRO 


PERSONAL WORKSTATION 


本 体 十 デイ スプ レイ 


人 ハガキ も 0K、NewMZ ブ プリ ンタ 
漢字 カラ ー 熱 転写 プリ ンタ 


74—7MZ-IP?? 
CIE ES 


標準 価格 \ 59,800» 


特価 38,540 (ケー ブル 付 ) 


<24 X 24 ド ッ ト 漢字 ・7 色 カラ ー・ 漢 字 30 字 / 
秒 高速 印字 ・MZ1P17 と フレ コン パチ ・5KB 
の バッ ハメ モリ 付 > 

適応 パソ コン 一 MZ2000、2500、5500、6500 
シリ ー ズ 、X1 シリ ー ズ 、X68000 シ リー ズ 他 。 


人 @ 富士 通 ゼ ネ ラ ル DM405 
(1439) 

(2000 ア ナ ロ グ 21/8 ピ ン ) 
EM Y 67,800 

特価 \36.000 


Ф シャー プ CZ-61ID-GY 
(15 型 アナ ログ TV/3 モ ー ド 
オー トス キャ ン ) 
Y 145,000-> Ұ89,800 


アイ ビ ピット 推奨 ディ スプ レイ 


CZ-652C( 本 体 ) 


CZ-603D( デ ィ ス プレ イ ) 


セッ ト 大 特価 \300,000 


1 台 3 役 の スグ レモ ノ 
パソ コン ファ クス MZ-IVUI 


@MZ25 セ ッ ト ( ン ン まな SESA) 


@ PC98 セ ッ ト (15a 7) 


@MZ-1V01 本 体 の み 
標準 価格 


DM405 対 応 パソ コン 機種 :MSX2。XI シ リー ズ 。M 
Z700/1500/2000/2200 シ リーズ 。 FM77AV/7/8 
シリ ー ズ 。 (ケー ブル は 各 専 用 の も の を 使用 ) 


CZ-611ID 対 応 パ ソコ ン 機 種 : ※X1 シ リー ズ /※ 
X1 turbo シ リー ズ /X1 yurboZ ア シリ ー ズ /X68000 
シリ ー ズ /PC880!| シ リー ズ /PC-9801 シ リー ズ / 
PC-286 シ リー ズ 

(※ は 接続 ケー ブル ANI506 が 必要 で す ) 


の O426-45-3001-—3 


FAX.0426-44-6002 


@ 営 業 時 間 /10:00~-19 :00@ 電話 受付 /20 :00 迄 可 @ 定 休日 / 日 曜日 (祭日 営業 ) 


SHARP SUPER XEX SHOP 


ЯТЕУКЕ ТІКЕ T19 東京 都 八 王子 市 北野 町 550-5 


@ 本誌 発 売 時 に は 、 上 記 価 格 よ りさ ら に お 求め や すい 価格 に 変更 され て いる 場合 が あり ます 。 @ 上 記 商 品 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ませ ん 。 "ETT DUE 対し 別途 3% の 


e 代金 は 商品 引換 着払 いで お 願い し ます 。 
上 記 の 他 、X658000 格 安 


"プリ ンタ ・ コ ピー・ フ ァ ク ス ” 


標準 価格 合計 V 342.800 ! X188. 000 
標準 価格 合計 \377.800… 半 198,000 
278.000 > ⁄ 120,000 


※ 上 記 セ ッ ト を ご 注文 の 際 は 3.5 か 5 イン チ の ご 指定 を し て くだ さい 


定価 \298,000 
定価 \ 84,800 
定価 合計 \382,000 


( 税 ・ 送 料 込 
で 販売 中 / 


本 体 グ 新旧 在庫 機種 (新品 ) 

@ シャー プ /CZ-602C/CZ-612C/CZ-652C /С7-662С 
/С7-801С/С7-802С/С7-803С/С7-804С /CZ-820C 
/CZ-822C/CZ-888C/MZ-2200/MZ-2861/MZ-3500 
/MZ-5511/MZ-6556 

Ф 富士 通 /FM-NEW7/FM77AV/FM77AV1/FM77AV2/ 
FMZ7AV20/FMZ7AV40/FMZ7ZD2/FMZ77L2/TOWNS1 
/TOWNS2 

Ф: /)-310051/)-310055 

Ф NEC/PC9801CV21/PC9801E/PC98011V21/ 
PC9801RA2/FC9801RX2/PC9801UV21/PC9801 VX4/ 
PC9801XA2 


拡張 機器 他 
@ シ ャ ー プ CZ.-8GR(X1.GRAM)… Y 32,0002 X 12,000 
信 シ ャ ー プ CZ.-52F(F 増 設 ド ライ ブ 代 品 )……… ¥ 15,000 


⑯ シ ャ ー プ に CZ.-51F( タ ー ボ 増設 ドラ イブ 代 品 )…\15,000 
シャ ー プ CZ.-8 EP(!/O ポ ーD…… \ 11,8002 X 9,000 
Ф シャ ー プ CZ-8EB3(!/O ポ ックス )…\ 33,800 X 28,000 
Ф シャ ー プ CZ-8BK3・…(X1)… ¥ 13,8002 X 11,700 
@ シャープ CZ-8BK4…(1)……… ¥ 6,800 ¥5,700 
@ シ ャ ー プ CZ-8BGR2・(X1) …… y 14,8002 Ұ4,000 
@ シ ャ ー プ CZ-8BS1…(X1)… y 23,8002 X 19,500 
@ シ ャ ー プ CZ-.64H( ど ニレ ) Gom a> 3 120,000 
Ф シャ ー プ CZ-8NJ2( エ rz 避 ご ミーN)\ 23,800 ゅ 大 特価 
Ф シャ ー プ CZ-8SS2 シ ステ ム ス タ ン ド … y 5,5009 X 2,500 
Ф シャ ー プ CZ-81T チ ルト スタ ンド ee Y 8,500 X 1,000 
Ф シャ ー プ CZ.-8RI( と エタ テ _)… ж 24,800 X 16,000 
Ф 7*—7M2-1U08( 290790) -- € 25,0002 ¥ 12,000 
Ф シャ ー プ ブ MZ-1U03( 23/9?) -- y 35,0002 X 15,000 
Ф シャ ー プ MZ-1X22 モ デム ュ ユニット … \ 21,8002 X 13,000 
Ф シャ ー プ MZ-1R12 RAM ……… % 35,000 м8, 000 
@: — 7 М2.1Е29 (MZ): Y 17,8005 X 9,800 
Ф 2, — 7 М2-1009 …(2500)…・\ 9,0002 X 7,200 
Ф シャ ー プ MZ-1M03…(5500)・\ 69,000 X 35,000 
© シャー プ MZ8BC04…(2000) …\ 18,000 X 8,000 
@ シ ャ ー プ MZ-8B104…(2000)・\ 45,000 X 18,000 
@⑯ シ ャ ー プ MZ-1R11 …:(5500)・\ 80,000 ¥ 40,000 
Q7 v —7MZ-IR24 --- (2500) -- ж 22,000= X 6,000 
@ シャ ー プ MZ-1R26A…(2500)・\ 13,0002 X 12,800 
る @ シ ャ ー プ MZ-1R27A…(2500)・\ 13,000 X 10,000 
Ф シャー プ MZ-1R28A・(2500) ж 13,000 X 10,000 
Ф シャ ー プ MZ-1R29A…(2500)・\ 32,000+ X 10,000 
る @ シ ャ ー プ MZ-1T02 … (2000) :: y 19,8002 Ұ8,500 
Ф シャ ー プ MZ-1T03 … (1500) -- € 12,0002 X 8,500 
@⑱ シ ャ ー プ MZ_-1X29…………… Y 13,800 ¥ 11,000 
Ф 7*—7MZIR35(725,9 13. .,)-- y 55,000 % 19,000 
Ф シャ ー ブ MZ1R36(1R35 用 増設 IMB ボ ー ド )\45.000③\15.000 
Ф シャ ー プ ブ MZIE26( デ イネ ヨコ テテ) … y 24,8002 X 13,000 


@ シ ャ ー プ MZ-3500 キ ー ボ ー ド et… \10.000 
@ シ ャ ー プ MZ-5500 キ ー ボ ー ド …………… \10.000 
@ シ ャ ー プ 2000/2200 キ ー ボ ー ド ………… \10.000 


@⑯ シ ャ ー プ SS-SC28M(G ビ ティ ー,) ж 49,800= X 10,000 


Ф シャ ー プ IE35(ADPCM ポ ー ド ) ……… Y 49,800= ¥ 13,000 
Ф シャ ー ブ IE37(RE232C 2CH ボ ポー ド ) ---- ¥ 39,8009 X 13,000 
@ シ ャ ー プ X]1、MZ 用 マウ ス Gia Gi 4/96 din 特価 \4,800 
@ シ ャ ー ы алы i a X 1,500 


人 @ 富士通 |29 キ ー ボ ー 


ジー 

ë シャ ー プ CZ. 8PK86 227-і 152,000-> ¥ 121,500 
ФӨ/:-7С7-0РК9(ЖХ.».)->-Ұ89,800- X 71,800 
@ シ ャ ー プ CZ-81P(801 用 プロ ッ タ プリ ンタ )………・ \3,500 


DE Y 25,000 ¥ 20,000 


ALBI 


Ad CUreETHIBIH 


Ф:%-7С78ғС2------- Y 69,800 Ұ46,800 
@ シ ャ ー プ CZ_8PC3………… %65,800-5 Ұ52,000 
@⑯ シ ャ ー プ CZ.-8PC4( 黒 ・ グ レー)・\ 99, 800 ふ 大 特価 
@ シ ャ ー プ CZ.-8PD3(X%1 用 )…… y 59,8002 X 16,000 


信 シ ャ ー プ MZ_-1P27………… Y 268,000 ¥ 214,400 
@ シャー プ MZ-1P28…………… ¥ 148,000= ¥ 118,400 
@ シャ ー プ М2.1Р29 ……… Y 168,000 X 134,400 
Ф 7 v—76P-1»tz-Fe-9---- y 95,0009 X 35,000 
人 @ 富 士 通 FMPR-201…………… ¥ 79,800= ¥ 45,000 
人 @ 富士 通 FMPR-351 ……… Y 250,000- X 125, 100 
久富 士 通 FMPR-353………… Y 198,0002 X 115,000 
0 富士 通 MB_27413…………… ¥ 90,000 ¥ 25,000 
@ 富士 通 FMPR.-201R1 に XROM) X 23,000 X 11,000 
@ € 1-38MB27407(8$9*75) … y 79,800 X 33,000 


@ NEC-NM9?700( 漢 字 プ リン タ …\ 163,000 Ұ88,000 


ディ スプ レー (カラ ー) 

人 @ 富士 通 「MTV-211(200)…… Y 185,000 ¥ 89,000 
@ 富士 通 FMTV-152(200)……\ 109,000 ¥ 58,000 
@ NEC PC-KD854(400) = Y 89,800 ¥ 58,000 


ディ スプ レー (モノ カ ラー) 
@ シ ャ ー プ MMZ_-1D10(400)…… Ұ41,800-2 Ұ25,000 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


@ シャープ CZ-503F ………… の | y 49,800 * 34,000 
Q シャ ー プ CZ.503F イン ター フェ ー ス カー ド な し ) …… 学 30 . 000 
@ シ ャ ー プ CZ-502F…… の の y 99,800 % 75,000 
@: シャ ー プ CZ-300F(CZ-3PCM 付 ) 55 \13.000 
ソフ ト 

信春 望 ク リエ イ テ ィ ブ II・(2500) \ 34,800=› X 29,000 
ФЕОЛ/2--------- (2500): X 48,0005 Ұ42,000 


@Hu-CAI 日 本 語 …… (2500): ¥ 45,000 X 30,000 
Ф.А ро ……… (2500): ·:· y 9,800= X 5,000 
@FILE UTILITY UT-25F・(2500)… ¥ 6,800 X 6,000 
パー ソナ ル CP/M6Z001(2500)…………… NBA 
人 @V2BASIC6Z010…… (2500) -- y 10,0003 Ұ8,500 
@FORTRAN (IP1213)- (2500): X 13,8009 X 11, 700 
ӨС MZ2500 1P1214…(2500)・\ 13,800 X 11, 700 
@ COBOL 1P1215…… (2500): ¥ 13,800 X 11,700 
ФС CZIlIAF(x»--— ү 13,800 X 11,700 
@COBOL CZ118LF (1): % 13,8002 X 11, 700 
@ ランゲージ マス ターCZ128SF… \ 9,8002 Ұ8,500 
⑱ シ ャ ー プ CZ.-130F( る の ポ )… バ | y 14,8009 3 12,500 
シャ ー プ に CZ.133SF( 地 デル と)・\ 25,000=› X 6,500 
@ シ ャ ー プ X]・3 イ ンチ CP/M…… ¥ 16,8002 5,000 
@ HUMAN68K CZ-244SS ……… Y 9,800 X 8,500 
@ シ ャ ー プ ]P-1251(MZ2861 用 )…\ 88,000 X 20,000 
@ シ ャ ー プ TIP-1252(MZ2861 用 )…\ 55,000 X 20,000 
@⑯ シ ャ ー プ 1]P-1253(MZ2841 用 )…\ 77,000 X 20,000 
Qv v—7 P-1254(MZ2861R]) -- Y 66,000 X 20,000 


X58000 関 係 ソ フト 
る @ マ イク ロ ソ フト ウェ アー ジャ パン 「C& プ ロフ ェ ッ ショ ナ 
ル パ ッ ケー ジ 」 ee Y 58,000 Ұ49,800 
@ シ ャ ー プ OS-9/X68000 ……… Y 29,800 ¥ 25,300 
@ シャー プ CZ-211LS …………… Y 39,800 ¥ 33,800 
る @ シ ャ ー プ CZ-6BE1 eee Y 35,000 X 29,000 
る @ シャープ CZ-6BE1A…………… Y 38,000 * 32, 000 
シャ ー プ NEW バ ー ソ ナル ワー クス テー ショ ン 
@PC/AT3222  FPCBOAT nnns % 998,000 
ФАХ А? 7 MZ8302A 999 ¥ 278,000 
信人 AX ディ スク トッ プ MZ8306A・ m MM % 458,000 


《 公 商品 新品 完全 保証 付 》 Ш, 570, 特価 表 ご 請求 くだ さい (〒72)。 


ESCOJA [=] mg rna (£ す 


の べく "で 店 SB Hu © も し ~ て 45% ま す 


消費 税金 が か か り ま す の で ご 了承 くだ さい 。 


<£ XbB000) 3580 


АХ68000 ACELE] 


CZ-611C-GY あ と わずか / 
UMB の ハー ド デ ィ スク を 搭載 
し て PHO の 定価 より 安く / 


こたつ ・ 木 枯 し ・66K 


АҮ68000 シリ ー ズ 
ЕХРЕНТ Æ mi 356,800 
EXPERT HD ЖШ ҰЛБ5:000 
PRO Æ fif 298,800 
T A PRO HD XE fif 36408,0007 
— ~- & | | 各 シ リー ズ と も 特価 販売 中 / 

is — T・ZONE2F に て 。 


Micom Zone 


NH =] Ое 〒101 東京 都 千代 田 区 外 神 田 4-4-1 21257-2650 
AX88000 を トー タル サボ ー ト 


7・ ZONE PF SHARP Authorized 


OS-9 / 68000 for 
AX68000 


ГІ059/88000 (SHARP) 309,800 
OC & PRO РАСК“ => :7›358,000 
О95гс Dbg (= 120% = 7) 339,800 
[ IMW-BASIC(< 4 2 n > x 7) 60,000 
[JBTree09 (AR 336,000 


MW-BA8SIC 用 の ISGAM 用 日 -TrBB パ ッ ケ ー ジ 
で す 。 応 用 例 と し て 住所 録 と 販売 管理 プロ グラ ム 
が 付属 。 全 ソ ー ス コー ド 付 で す 。 (ご の ソフ ト を 動 
か す た め に は MW-BBASIC が 必要 で す 。) 
LIUD-CACHE (АКК) 316,000 
すべ て の ロビ デバ イス に 対応 する キャ ッシュ で 
CO. 8257,2 2 vw す 。 
que \ ЕИ 22 —: FBU (акк \38.000 
ШШ ү = ハー ド ・ デ ィ ス ク バ バックアップ ユー ティ リティ ー 
СЗ» 巨大 ファ イル を 分 割 バ ッ ク ア ッ プ し た り 、 
acmrmrog | 日 付 管理 を 行なっ た バッ クア ッ プ も OK。 
続 に は 別売 ケー ブル | L JVSED (FoRKS) 208,000 
CE200L(\2,500) が 89/B800U0U で 唯一 オー トバ ッ フ ァ リ ング を サポ ー 


w 必要 で す 。 トレ し た スク リー ンジ エディ タ で す 。 
"T ОСС IM.… は 今 対 応 中 で す 。 も う 少 々 
増設 OK CZ-620H 
SHARP 純正 20MBHD 


お 待ち 下さ い 。 ы 
効能 ①HD 内 蔵 タ イプ の X68000U に 増設 可 。 О 1 Е М ー ナ 2 
ぢ すでに HD を 接続 し てい て も 増設 可 。 
(シャ ー プ 以外 の ハー ド デ ィ スク の 場 
合 で も ご 相談 下さ い 。) 
③ も ちろ ん 最初 の ] 台 と し て も 安心 。 
②③④ な か な か サマ に な る デザ イン で す 。 


日 本 ソフ トバ ンク 
DB -09(Fm-7.77, AV.11) 18,050 / 
OS3 上 で 走る リレー ショ ナル デー タベース マネ 


ー ジ ャ ー で す 。 問い 合わ せ 形 式 で 取扱 い 簡 単 。 
な ん と に よる 全 ソ ー ス 付 。 


限定 / IMAGE and ТЕХТ 5 Inc. 
ҚҰРТ Plot it/ Fw» Ұ16,500 
定価 34 | 78.000 — Special Price! | оөз 上 で 走る プリ ント 基板 パタ ー ン 設計 用 AD。 
な ん と VTerm 25 に も 対応 。 


T・ZONE 正 社員 ・ 長 期 ア ル バ イ ト 募 集中 / 


日 頃 の ご 愛 願 に お 応え し て 一 部 商 を 除き 
巡 お 問い 合わ せ は 総務 課 鈴木 で (TEL 03-257-2630) (DSSNews. 定価 1 万 円 以上 の 商品 ) 


All 20%OFF で ご 提供 し ます 。 


| 下記 T・ZUNE 各 店 で も 扱っ て いま す 。 
宇都 宮 店 : 120285(63)4949 JII O 店 : 20482 (68)7806 ラジ オシ ョ ッ プ : 2 03 (057)0643 横 Ж 店 : 谷 045(641)7741 
ті жаі: 204(0521831 東 ラ ジ 店 : A 03 (257)2694 パーツ ショ ッ プ : 2 03 (257)2655 静 岡 I5: 10540 (83)1331 
* マ イコ ン 通販 利用 の 方 へ : 現金 書 久 て 送 全 され る 際 は 、 信 所 、 氏 名 、TE し 和希 記 商品 名 (許し く ) を 明記 し て 下さ い BAEMASODUTERT Mo LET 


š 尚 、 い ずれ も 了 予め TEL に て 、 御 了 予約 ・ ぃ 送料 確認 の 上 御 送金 下さ い 
営業 時 間 : АМ10:30—РМ7:00 とこ の 広告 の 提示 価格 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


— BROT デリ テー 


処理 の 手軽 さと C 
で 記述 され た コ Pt に 従 し 順に 実行 する | 


まっ だ た く 新しい タイ プ の イン ン リタ で す 。< 


—< X68500023%ELUR 34 bos c ペン ーー UR 


| きま ざま な 形 で 世に 送り 出さ きれ ま し た 。 これ ら す べ て を 有効 


に 活用 する よう に 


この シス テム が 誕生 し ます 。 
【 プ ログ ラム の チェ ー ン 】 


実行 する プロ グラ ム に パラ メー タ を 与え な が ら 流 れ に 従っ て 


霞 ん で いく だ け で プロ グラ ム が で きま す 。 自分 で すべ て を 
作る 必要 が な く 、 初 心 者 も 手軽 に プロ グラ 


ミン グ の 楽し さ 
を 味わう こと が で きま す 。 


【 プ ログ ラム 資産 の 有効 利用 】 


ど だ DS 十 市 販 の ユー ティ リティ ソン フト 、 本 シス テム で 組ん だ 
プロ グラ ム 等 を 簡単 な コマ ンド で 組み 入れ る こと が で きる 


の で 、 デ ログ ラム 資産 を 有効 に 活用 で きま す 。 


_【 知 識 の 継続 】 


コマ ンド ライ ン か ら 実 行 し Human68k の コマ ンド が すべ て 
使用 可能 女 の で 、 今 まで 覚え た こと が その まま 役立ち ます 。 


まだ た 多く の コマ ンド は で 言語 の それ と 共通 を の で で を 使っ 
て いる 人 、 こ れ か ら 始 め る 人 に も その 知識 が 役に立ち ます 。 


本 シス テム に つい て だ た くさ ん の お 便り あり が と う ご 
| いま し だ た 。 お客 せ 下 さい まし た ご 意見 、 ご 希望 に つき 
まし て は 可能 を 限り 対処 きせ て いた だ きま す 。 


イチ ビ カ じ ゃ な 〈 く て 、 ニ ビ カ で も な く て 、 え 一 と え 一 と 、 


次 美歌 だ っ 
к 


Ch 


それ が から 


ほほ ぼ ほほ 
編集 長 祝 一 平 


ini pt] 92 


ТІЛІ 東京 都 豊島 区 要 町 1-55 いさ み ビ ル 4F 
TEL.(03)554-88828/FA X.(03)554-3856 


新 時 代 の 録音 ・ 編 集 ・ 再 生 シ ステ ム 登 場 ! 


X68000 専 用 に 開発 ・ 設 計 し その ハイ スペ ッ ク を 
継承 し 、 持 つ 機 能 を 最大 限 に 活用 し た 、 新 し い 時 
代 の 幕開け に ふさ わし い デ ィ ス ピー の 誕生 で す 。 
| 特長 | 

@ す べ て の サウ ンド を そっ くり デジ タル 録音 

ディ スピ ー 独 自 の 長 時 間 録 音 は ナレ ーション か ら ミ ュー ジッ 
ク に いた る まで あら ゆる ニー ズ に 対応 

@ 波 形 編 集 で プロ フェ ッ シ ョ ナル な サウ ンド クリ エイ ト 
波形 を 確認 し な が ら 簡 単 な マ ウス 操作 で オリ ジ ナ ル サ ウ ンド 
を ワン タッ チ で アレ ンジ 


AN68O000 専 用 


多 機能 デジ タル サウ ンド ツー ル 


DiSS-P 


る ワン タッ チ 再 生 や プ ログ ラム 再生 な ど 多 彩 な 再生 機能 

e X58000 か 自在 に し ゃ べ る 、 ス ピー チ 機 能 

@ 新 時 代 の メー ル 、 ボ イス メー ル シ ス テム 

@ デ ー タ は 自作 プロ グラ ム に その まま 利用 可能 

@ ハ イス ビー ド な デー タ 処 理 と グラ フ 表 示 

@ 誰 で も 楽し め る 豊富 な 音声 デー タ 付 属 

@ 買 っ た その 日 か ら 使え る イー ジー オペ ベレ ーション 

e X5B000 が 再生 で ざる すべ て の デー タ の 編集 が 可能 

※ ご の 他 機 能満 載 、 使 い 方 いろ いろ 、 実 用 性 を 意識 し た 仕 
様 で す 。 お 気軽 に お 問合せ くだ さい 。 

※ 改 良 の た め 、 内 容 の 一 部 を 予告 な く 変更 する こと が あり ます 。 


画面 に 皆様 の お 名 前 を お 入れ し て お 届け し ます 。 住所 ・ 氏 名 


= БМ 
ml 


cit 


ふり が な を 明記 し 7.800 円 を 、 現 金 書留 ・ 郵 便 振 替 ・ 銀 行 振込 
の 何れ か で 下記 宛 に お 願い し ます 
郵便 振替 RR 8-404042 
銀行 振込 


(税込 み ・ 送 料 サ ービス ) 
エン ダー フラ イス 
三 和 銀行 在原 支店 当座 30806] 


|] サ ザン エン ター プラ イズ 


(※ 写 真 は 1M 増 設 時 で す ) 


言 じ ます か や 


それ か ら そ れ か ら 


e TBI 


受け 付け た 分 は , 原則 と し て Vol.19 か ら 発送 し ます 、 新 た に 購読 


т142 東京 都 品川 区 戸越 5-10-17 TEL・FAX 03-787-3930 


ディ レク トリ 環境 の 恋人 


PUSHD.X POPD.X 
ЕХЕС.Х 


サイ バー な ディ スク コピ ー 


ょ と を 満載 ! 


が あり ます 。 ご 了承 下さ い ) 


を 希望 され る 方 は , 「 新 規 」 と 御 明 記 下 さい 。 
e e 郵便 振替 を 御 利用 の 場合 は 口座 番号 「 東 京 5-362847 満開 製作 所 」 で お 願い いた し ます 。 


(ご 注意 : バッ ク ナ ン バー の 受 


製品 の 性 格 上 , 返品 に は 応じ られ ませ ん が , お 申し 出 が あれ ば 定期 購読 を 解約 し 残金 を お 返し し ます , 
受け 付け は , 定期 購読 の 方 に 限ら せ て いた だ きま す ) 


елі 


ACCESS 


АХ7/ 1511“ ー ダ 定価 \9.800 


X1 エ ミュ レー タ は X680UUU 上 で X1 シ リー ズ の アプ リケーション を 実行 す 
る た め の ソ フト エミ ュ レ ー タ で す 。X1 の アプ リケーション を 完全 に ソフ ト 
ウェ ア の み で エミ ュ レ ー ト し て いる た め 、X1 上 で の 実行 速度 と 比較 し て 、 
平均 3 一 5 倍 程度 お そく な り ま す が 、X680U0U の マシ ン 上 に 実現 し た 仮想 XX] 
マシ ン を 楽し め ま す 。 ま た 、X1 と X68000 の 相互 間 で ファ イル を 転送 する 
た め の ユ ー テ ィ リ ティ と 専用 ケー ブル が 付属 し ます の で 、X1 上 で 作り 上 げ 
た ソフ ト の 資産 を X58000 上 に 移行 する こと も 簡単 に で きま す 。 


e X1 エ ミュ レー タ は X1 に 相当 する 機能 を エミ ュ レ ー ト 。 e X1 エ ミュ レー タ で 仮想 的 に 実現 し た X1 は 仮想 ドラ イブ か ら 起 動 。 


この 仮想 コン ピュ ー タ に は 最大 4 つの ドラ イブ が 仮想 的 に 接続 。 この た め 仮 想 ド ライ ブ 用 ファ イル に は 、X1 を 立ち 上 げ る た め に 必要 な 
e X] エ ミュ レー タ か ら み た ドラ イブ は Human68kK の ドラ イブ 上 に ある HuBASIC や COP/M な どの シス テム プロ グラ ム が 必要 。 

ファ イル で 仮想 的 に 実現 。 こ の ファ イル は X1 用 の 5' 2D 4 А701 @X] エ ミュ レー タ で は 、X1 の 持つ VHAM を 含む メモ リ イ メ ー ジ や 

メー ジ を ファ イル 転送 ユー ティ リティ で まる ご と 転送 し た も の 。 Z80CPU を 仮想 的 に ソフ トウ ェ ア で 実現 。 


X174 5/7 жаў X68000 Нитапв8к (5 6D デ ィ ス クイ メー ジフ ァイル ) 
e X] エ ミュ レー タ で は Human68k 上 の ディ スク イメ ー ジ ファ イル を 仮 
想 ド ライ ブ こ と し て 使用 。 


ファ イル 転送 
ХІ BASIC : CP/Me き X68000 Human68k 


e X1 で 作っ た プロ グラ ム 避 デー タ を X68000 上 で 使用 。 
※ 付 属 の 専用 ケー ブル を X1 と X68000 に 接続 し て ファ イル を 転送 し ます 。 


Q. ファ イル 転送 の た め に 別途 HG-P39 じ ケー ブル を 買わ な いと いけ な い Q. TUurDO 用 の ソフ ト は 動き ます か " 


の で すか A. X| 用 の み で TurDO 専 用 の ソフ ト は 動き ませ ん 。 
A. 専用 の ケー ブル が 付属 し ます の で その 必要 は あり ませ ん 。 Q. ゲー ム は 動き ます か "? 
Q. X1BASIC の プロ グラ ム を X68000 上 の X-BASIC で 使え ます か A. 純粋 に BAGIC で か か れ た も の は 動き ます が 、 プ ロ テ ク ト が か か っ た も 
A. 通常 の セー ブ で は コー ド が 違う の で 使用 で きま せん が 、 ア スキ ー セ ー の や 直接 ハー ド を アク セス する よう な か 市 販 の ゲー ム は 動き ませ ん 。 


0 2-2 2 2. * タ イミ ング 等 ハー ドウ ェ ア に 依存 する よう な ソフ ト は 、 原 理 上 実行 で き な い 、 も し く は 
О. TurboBASID で 作成 し た 住所 録 な どの 漢字 を 含ん だ デー タ が ある 2. ,.... 8 Е 
の で すか が X68000 上 に ファ イ ル 転 送 で きま すか ж 一 部 サポ ー ト し て いな い 機 能 が あり ます 。 
A. X1TUrDO も X68000 も 漢字 は シフ ト JI ら コー ド な の で ファ イル の 
転送 は 可能 で す 。 た だ し 、 漢 字 RHOM を 必要 と する も の は サポ ー ト し 購入 希望 と し て 住所 、 氏 名 、 電 話 番号 を お 知 
て いま せん 。 ら せ く だ さい 。 注 文書 を お 送り 致し ます 。 


_X68000 用 —(CONCERTO-X68K “MS-DOS エ ミュ レー タ 定価 \99.800 


* こ の 商品 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 
ж MS-DOS は マイ クロ ソフ ト 社 , CP/M は デジ タル リサ ー チ 社 の 商標 で む 
文中 の ソフ トウ ェ ア は 各社 の 商標 で す 
* 製品 の 仕様 、 名 称 は 予告 な く 変 更 する 場合 も ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


有限 TIO 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-64 
< m Ж 神保 町 協和 ピノ レ 7F 
会 社 会 03(233) 020000) FAX.03(291) 7019 


君 の 味方 だ / バ ソコ ン 通 信 
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フリ ー ラ ンズ は 


通信 


А | 


ン リ ーー ラン シ ス の カメ ラマ シン は ブッ トワ ウー 
ク が 問題 だ 。 遠く へ 足 を の ば す に し て 
も 、 狙 い 通 り の 風景 を ご れ だ け 的 確 に 
見 つけ られ る か が 、 写真 の 仕上 が り を 
左右 する 。 こう いう 時 は 、J&P HO 
T LINE の BB。 全 国 の 仲間 に ピタ 
リ の ボイン ト を 聞き 出せ ば 、 効 率 的 と 
いつ も の な の だ 。 


フリ ー ラ ンス は 、 時 間 の 活か し 方 が 重 
要 に な る 。 次 の 仕事 は 、 都 内 で モデ ル 
の 撮影 だ 。 編集 部 の さん に 、 ス タイ リ 
スト に つい て 連絡 を する 。 いつ も 忙し 
い ビ さん に は 、 好 き な 時 間 に 見 て も ら 
える 電子 メー ル は 、 な に より 確実 な 連 
絡 方 法 。 ム ダ の な い の が あり が た い 。 


さて 、 撮 影 旅 行 に 出かけ る 前 に 、J 忌 ロ 
HOT LINE の ホテ ル 情 報 で 、 撮 影 地 
の 宿 の あたり を つけ て お ご っ つ 。 全国 各 
地 の 有 名 ホテ ル が 一 覧 で きる か ら 、 便 
利 二 の 上 な し 。 現 地 で 時 間 が あま っ た 
時 の た め に 、 当 日 行わ れ そ うな 地元 の 
祭り も 調べ て お ける 。 ラー ん 、 ゆ と り だ 


さて 、 仕 事 の 時 間 が 終わ っ た ら 、 趣 味 
の 世界 へ 没頭 し よう 。 SIG は 、 JAP 
HOT LINE の 中 の も う ひ と つの ネ 
ットワーク 。 テー マ を 絞っ た 議論 に つい 
つい 夢中 。 仕 事 で 使う 車 に つい て モー 
ター ネッ ト で ひこ と くさ ざり 弁 舌 を ぶっ て 

し まっ た 。 ああ 4WD が 欲し い 。 
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SIG に 書き こみ を し て いた ら 、 た また 
ま 同 時 に アマ チュ アカ メラ マン の らく 
ん が アク セス し て いた 。 ちょ よう ご いい や 
と 彼 を ご そっ て OLT( オ ン ラ イン ・ ト ー 
ク ) へ 入り ご お む 。 日 本 中 の 人 た ちこ 同 
時 に 複数 で お し ゃ べり し あえ る OLT 
は 、 な ん と いっ て も 、 パ ソコ ン 通 信 の ダ 
イ ゴ ミ で す な 。 


撮影 は 順調 に 進ん だ 。 今日 の 写真 の い 
ぐつ か が は 、 多 ライ アン ト に 気に入っ ぐ で も" 
ら え そう だ 。 さっ そく 、 試 し に 撮っ た ボラ 
ロイ ド を パソ コン の デー タタ に 変換 し 、 得 
意 先 の CUG 内 へ X-MODEM で 送 
信 す る 。 画像 デー タ も お くれ る な ん て 、 
な ん て 便利 な ネッ ト な ん だ ろ 。 


ееегеееде 


ӘР HOT LINES ЖШ 925 АЛ o 
6 万 作 の 仲間 が まあ な た の 仲間 ほな らく くれ ます 証 


—. < の наз RT ` 
ご 入会 は スタ ー タ キッ ト で . 
買っ た その 日 か ら ア クセ ス で きま ЕТ 


ШЕЛ 前 | | 
7556 大 孤 市 浪速 区 日 本 橋 5-B-7 上 新 電機 株 式 会 社 | Ба | 
JSP HOT LINE 事 務 局 宛 TEL..(06)632-052] m | | 


画 利 用 料金 に つい て 


入会 金 /3 .0 有 0 円 (スタ ー タ キッ ト 購 入 の 代金 か ら 充当 され ます ) 所 | | 
接続 料 /3 分 あたり 8 円 (アク セス ポイ ント まで の 電話 代 は 含み ませ ん ) お 申込 品 スタ ー タ キッ ト (ソフ ト な し ) 
※ 消 費 税 39% が か 加算 され ます 3.00U 十 90( 消 費 税 3%)= ニ \3.090 


RISES ETE G CS 2.6. EE FPS х&®®В®хНЖ&5Т7 В8%0687%(06) 634-1511 藤井 寺 店 藤井 寺 市 岡 2 丁目 1 番 33 号 合 (0729)38-2111 

— s | コス モラ ンド 大 阪 市 浪速 区 難波 中 2 丁目 | 番 17 号 傘 (06) 634-3111 岸和田 店 岸和田 市 土生 町 2451 - 312(0724)37-1021 

ж 谷 店 東京 都 渋谷 区 道玄坂 2 丁目 28 番 4 号 容 (03) 496-4141 ワー プロ ラン ド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 4 丁 目 9 番 15 号 容 (06) 634-1411 さん の みや | は ん 人 錠 神戸 市 中 央 区 八幡 通 3-2- a 00) )231-2111 
町 田 店 東京 都 町 田 市 森野 1 丁目 39 番 16 号 容 (0427)23-1313 ビジ ネス ラン ド 大阪 市 北 区 梅田 |-1-3 大 阪 駅 前 第 3 ヒル B2 容 (06) 348-1881 西 宮 店 兵庫 県 西宮 市 河原 町 5- 117%(0798)71-1171 
八王子 店 ЯЗ ЛЕВИТ ЛЕЕ 5ТЕ (0426) 26-4141 阪急 三 番 街 店 大 阪 市 北 区 芝田 1-]-3 阪急 三 番 街 B] 容 (06) 374-3311 姫 路 店 2... IB 22-1221 
Xp 川 店 東京 都立 川 市 幸 町 4-391 2 (0425) 36-4141 E 槻 店 高槻 市 高槻 町 11 番 16 8-7%(0726)85-1212 京都 寺町 店 SEHWTRSESERÁESTVEEAZESCTE(075)341-3571 
ЕШ 店 富山 市 双 代 町 1 Ж 地 容 (0764)42-2131 くず は 店 枚方 市 楠葉 花園 町 15 番 2 号 容 (0720)56-8181 паа ВЕТКА АСТ NET A (075) 341-5769 
£ R 店 金沢 市 入江 2 - 6320762) 91-1130 千里 中 央 店 全市 新 千里 更 町 |-3-204 千 時 サン タ 9 ン 3F 容 (06) 834-4141 和歌 山 店 和歌 山 市 元 寺町 4 丁目 4 番地 傘 (0734)28-144 
大 ж 店 名 古屋 市 中 区 大 須 4 丁 目 2 一 48 2(02 262-1141 摂津 富田 店 高槻 市 大 畑 町 24 — 107%(0726)93-7521 奈良 1 は ん 館 奈良 市 三条 町 478 — 117%(0742)27-111 
テク ノラ ンド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橘 5 丁目 6 番 7 号 容 (06) 634-1211 ЖЕЛІДЕ 寝屋川 市 緑町 4 - 2012(0720)34-1166 郡山 イン ター 店 大 和 郡 山 市 横田 693 — 112(07435)9-2221 


SHARP >. 


ADVANGE 


-ERO “Z” アビ リティ が パソ コン クリ エイ ター を 魅了 する 。 


TURBO 


PAN Ç テア ァ ケ アァ Ш 


ТРА о АРРА CZ-888C-BK 標準 価格 169,800 円 (税別 ) 
14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZ-860D-BK 標準 価格 92,200 円 (税別 ) 
チル トス タン ド CZ-6ST1-B 標準 価格 5,800 円 (税別 ) 


クリ エイ ティ ブ マ イン ド を 刺激 する AV 機能 テレ ヒ に 、 ビ テオ 、 ビ デオ ディ AV 指向 の 高 水準 ベー シッ ク フ - 昌 ASIC 搭載 多 色 グラ フィ ッ ク 、 カ 
スク な どの 映像 を 最大 4.096 色 の リア ル な 画像 で 瞬時 に グラ フィ ッ ク 画面 に 取 ラー 画像 処理 、 ス テレ オ FM 音 源 、 バ ンク メモ リ 対 応 な ど 、 タ ー ボ ポン シリーズ が 
り 込め る カラ ー 画 像 デジ タイ ズ 機 能 を 標準 装備 。4 段 階 の 量子 化 取 り 込み 42 本来 も や つ ク リエ イ テ ィ プ な 機能 を フル サポ ー ト 。 ま た 豊富 な 画面 モー ド で 多 色 を 
通り の モザ イク 取り 込み な ど 多彩 な トリ ッ ク 取 り 込み 処理 も サポ ー ト 。 さ ら に クロ マ 駆使 する と き に 便利 な グラ フィ ッ ク 用 関数 (HSV, RGB, HALF, CDOWN, 
キー 合成 、 イ ンタ ー レ ー ス スー パー イン ボーズ 、4.096 色 対応 デジ タレ テロ ッ パ 機 . CUP) も 装備 。 さら に FM 音源 制御 用 ステ ー ト メン ト と し て X68000 と 命令 コ 

能 、 ス テレ オ FM 音源 … 先 駆 の AV 機能 が アー トワ ー ク の 領域 を さら に 拡げ け ま む パチ の 拡張 MML の 採用 に より スム ー ズ な 8 音 同時 演奏 を 実現 し て We 


@ メ イン メモ リ 128K バ イト 標準 装備 、 Z-BASIC で 最大 576K バ イト まで サポ ー ト @ 1M バ イト の 5 イン チ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 2 基 搭 載 @JIS 第 1/ 第 2 水準 準拠 漢字 、「 シ ステ ム ・ 
ユー ザー 辞書 」 を 標準 装備 し た 高度 な 日 本 語 処理 機能 @ ニュ ー デ ザイ ン の マウ ス 標 準 装備 Ө X1 タ ー ボ シリ ー ス の 豊富 な ソフ ト 資 産 が 活用 で きる コン パチ プル 設計 e プリ ンタ 、 
RS-232C な ど 豊 富 な イン ター フェ イス を 装備 @ ド ッ ト ピ ッ チ 0 .39mm の ハイ コン トラ スト プ ブラウン管 、 15kHz/24kHz の デュ ア ルス キャ ン 方 式 採用 14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (別売 )。 


LM e ғ お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ ( 細 電 子 機器 事業 本 部 シス 

$5 y ME シス テム 機器 営業 部 T 545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 谷 (06)621-1221( 大 代表 ) 
%% N が 株式 谷 社 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 八 幡 町 8 番地 21 (03)260-1161( ЖЖ) 

Сасан 本 広告 に 掲載 し て お り ま す 商品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税額 を お 支払 い 下さ い 。 
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